
　
本
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
四
年
間
の
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
（A）
﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗

教
学
︱
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
﹂︵
二
〇
一
一
年
度
～
二
〇
一
四
年
度
︶
が
終

わ
っ
て
、
新
た
に
、
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究
（A）
﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
︱
宗
教
経
験

に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂︵
二
〇
一
五
年
度
～
二
〇
一
八
年
度
︶
が

新
規
採
択
と
な
り
、
フ
ル
回
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
一
一
回
の
定
例
公
開
研
究
会
︵
第
三
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
～
第
四
五
回
身
心
変

容
技
法
研
究
会
︶、
三
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
︵
二
〇
一
五
年
五
月
と
九
月
の
二
回
に
わ
た
る
鎌
田
の
東

北
被
災
地
追
跡
調
査
︹
第
九
回
目
～
第
一
〇
回
目
︺、
天
河
大
辨
財
天
社
鬼
の
宿
・
節
分
祭
・
立
春
祭
調
査
︶、

毎
月
二
度
の
定
例
分
科
研
究
会
﹁
世
阿
弥
研
究
会
﹂
を
行
な
っ
た
。
引
き
続
き
、
全
面
展
開
の
年
と

な
っ
た
。

　
本
年
度
に
行
な
っ
た
研
究
会
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
・
一
般
公
開
講
座
　
二
〇
一
五
年
四
月
九
日

･
張
明
亮
︵
峨
眉
丹
医
養
生
学
一
四
代
伝
人
・
北
京
黄
亭
中
医
薬
研
究
院
院
長
︶﹁
丹
道
峨
眉
気
功
と
身

心
変
容
の
ワ
ザ
﹂︵
通
訳
：
山
元
啓
子
︶
＋
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

･
対
談
：
張
明
亮
＋
鎌
田
東
二

第
三
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
五
月
一
四
日

･
稲
葉
俊
郎
︵
東
京
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
助
教
・
医
師
／
循
環
器
内
科
・
未
来
医
療
︶﹁
未
来
医
療
と

身
心
変
容
技
法
﹂

･
林
紀
行
︵
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
助
教
・
医
師
／
精
神
医
学
・
統
合
医
療
︶﹁
統
合
医
療
と
身
心

変
容
技
法
﹂

･
藤
守
創
︵
パ
リ
大
学
科
学
哲
学
研
究
所
／
統
合
医
療
︶﹁
M
R
I
を
用
い
た
統
合
医
療
の
解
明
に
つ
い

て
の
中
間
報
告
﹂

･
研
究
分
担
者
の
今
年
度
の
研
究
計
画
の
確
認
1

第
三
七
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
六
月
一
一
日

･
門
前
斐
紀
︵
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
上
廣
こ
こ
ろ
学
研
究
部
門
特
定
研
究
員
／
臨
床
教

育
学
︶﹁
木
村
素
衞
の
教
育
学
に
お
け
る
︿
技
術
的
身
体
﹀﹂

･
ス
テ
ィ
グ
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
︵
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
／
キ
リ
ス
ト
教
学
︶﹁
賀
川
豊
彦

の
生
命
進
化
論
に
お
け
る
︿
物
質
と
精
神
の
双
方
関
係
﹀﹂

･
研
究
分
担
者
の
今
年
度
の
研
究
計
画
の
確
認
2

第
三
八
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
七
月
二
日

･
蛭
川
立
︵
明
治
大
学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
／
人
類
学
︶﹁
多
宗
教
社
会
の
光
と
影

︱
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
﹂

･
永
澤
哲
︵
京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
／
宗
教
学
︶﹁
死
と
と
も
に
生
き
る
︱
ア
メ
リ
カ

仏
教
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
﹂

第
三
九
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
七
月
二
三
日

･
町
田
宗
鳳
︵
広
島
大
学
教
授
／
比
較
宗
教
学
︶﹁﹃
あ
り
が
と
う
禅
﹄
と
﹃
結
び
の
思
想
﹄﹂

･
高
橋
徳
︵
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
医
科
大
学
教
授
／
統
合
医
療
︶﹁
愛
の
生
理
学
︱
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
愛
﹂

･
島
薗
進
︵
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学
︶﹁
身
心
変
容
技
法
と
共
同
性
の
関
わ
り
﹂

第
四
〇
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
二
日

科
研
研
究
年
報
誌『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
五
号

刊
行
に
あ
た
っ
て

研
究
代
表
者

鎌
田
東
二
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･
大
田
俊
寛
︵
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学
︶﹁﹃
人
間
を
殺
傷
し
う
る
人
間
﹄
の
問
題
︱
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
と
宗
教
的
暴
力
﹂

･
田
口
ラ
ン
デ
ィ
︵
作
家
︶﹁
意
識
変
容
体
験
の
負
の
側
面
﹂

･
コ
メ
ン
ト
：
島
薗
進
︵
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学
︶

第
四
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
六
日

･
野
村
理
朗
︵
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
／
認
知
神
経
科
学
︶﹁
負
の
感
情
の
浄
化
に
か

か
わ
る
考
察
︱
心
理
・
神
経
・
遺
伝
学
の
立
場
か
ら
﹂

･
魚
川
祐
司
︵
著
述
、
翻
訳
家
／
仏
教
学
︶﹁
瞑
想
技
法
と
現
実
対
応
能
力
﹂

第
四
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
〇
日

･
山
崎
広
子
︵
音
・
人
・
心
研
究
所
代
表
︶﹁
声
の
力
と
身
心
変
容
に
つ
い
て
﹂

･
小
松
正
史︵
京
都
精
華
大
学
教
授
／
聴
覚
生
態
学
・
音
楽
家
︶﹁
聴
覚
が
司
る
無
意
識
の
身
心
変
容
︱

音
育
と
音
デ
ザ
イ
ン
の
事
例
紹
介
﹂

第
四
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
一
月
二
八
日

･
堀
本
裕
樹
︵
俳
人
︶﹁
我
が
俳
句
に
お
け
る
身
心
変
容
﹂

･
安
藤
礼
二
︵
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
准
教
授
・
評
論
家
︶﹁
折
口
信
夫
に
お
け
る
短
歌
と

身
心
変
容
﹂

第
四
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
二
月
九
日

･
忠
岡
経
子
︵
英
国
プ
リ
マ
ス
大
学
ト
ラ
ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
博
士
課
程
在
学
︶﹁
共
鳴
～
隻
手

の
声
︱
認
識
に
お
け
る
共
鳴
の
役
割
、
観
想
的
経
験
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂

･
岩
崎
美
香
︵
明
治
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在
学
︶﹁
日
本
人
の
臨
死
体
験
と
臨
死
体
験
後
に
辿
る
過
程

︱
二
〇
事
例
に
お
け
る
質
的
研
究
の
結
果
か
ら
﹂

第
四
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
二
月
一
五
日

･
奥
井
遼
︵
日
本
学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員
・
パ
リ
第
五
大
学
︶﹁
遊
び
と
学
び
︱
サ
ー
カ
ス
学

校
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
養
成
の
冒
険
﹂

第
四
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
六
年
三
月
三
日

･
阪
上
正
巳
︵
国
立
音
楽
大
学
教
授
・
精
神
科
医
︶﹁
身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
音
楽
療
法
と
精
神
療

法
﹂

･
中
田
英
之
︵
練
馬
総
合
病
院
漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
長
・
産
科
医
︶﹁
東
洋
医
学
治
療
と
音
︱
気
滞
、
瘀

血
を
動
か
す
音
﹂

･
上
馬
塲
和
夫
︵
帝
京
平
成
大
学
教
授
・
医
師
／
イ
ン
ド
医
学
研
究
︶﹁
伝
統
医
学
の
頭
部
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
A
S
C
︵
変
性
意
識
状
態
︶﹂

･
コ
メ
ン
ト
：
稲
葉
俊
郎
︵
東
京
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
助
教
・
循
環
器
内
科
医
／
未
来
医
療
研
究
︶ 

　
以
上
、
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で
発
表
し
た
研
究
内
容
の
レ
ジ
ュ
メ
や
議
論
は
﹁
身
心
変
容
技
法

研
究
会
﹂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵http://waza-sophia.la.coocan.jp/

︶﹁
研
究
問
答
﹂
欄
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　
本
科
研
は
、
混
迷
す
る
二
一
世
紀
の
﹁
心
の
荒
廃
﹂
か
ら
抜
け
出
て
い
く
た
め
の
宗
教
的
リ
ソ
ー

ス
な
い
し
ワ
ザ
︵
技
術
と
知
恵
︶
と
し
て
、﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に
着
目
し
、﹁
心
直
し
﹂
と
﹁
世
直

し
﹂
に
寄
与
す
る
基
礎
研
究
と
し
て
二
〇
一
一
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
不
安
で
不
安
定
な
時

代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
新
文
明
を
創
造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し
い
人
間
認
識
と
身
体
論
、

感
覚
論
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
を
通
し
て
人
間
の
幸
福
と
平
和
と
に
結
び
つ

く
﹁
ワ
ザ
﹂
を
再
認
識
し
、
各
個
の
生
の
活
力
に
目
覚
め
、
新
し
い
大
胆
な
価
値
の
創
造
と
表
現
な

い
し
実
践
に
取
り
組
む
基
盤
を
固
め
る
必
要
を
感
じ
、
本
科
研
を
始
め
た
。

　
神
秘
思
想
に
お
け
る
観
想
、
仏
教
に
お
け
る
止
観
や
禅
や
密
教
の
瞑
想
、
修
験
道
の
奥
駆
け
や
峰

入
り
、
滝
行
、
合
気
道
や
気
功
、
太
極
拳
な
ど
の
各
種
武
道
、
芸
道
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
身
心
変

容
技
法
﹂
の
諸
相
︵
特
色
︶
と
構
造
︵
文
法
︶
と
可
能
性
︵
応
用
性
︶
を
、
文
献
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド

研
究
、
実
験
研
究
、
臨
床
研
究
の
手
法
に
よ
り
総
合
的
に
解
明
し
、
現
代
を
生
き
る
個
人
が
自
分
に

合
っ
た
ワ
ザ
を
見
出
し
、
活
力
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
リ
ア
ル
な
社
会
的
現
実
を
生
き
抜
い
て
い
く

こ
と
に
資
す
る
研
究
成
果
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を
試
み
、
原
理
的
か
つ
事
例
的
に
創
造
力
開
発
・

研
究
と
そ
の
実
践
な
い
し
表
現
・
制
作
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
身
心
変

容
技
法
﹂
の
理
論
的
か
つ
実
践
的
な
事
例
研
究
に
基
づ
い
て
、
二
一
世
紀
を
生
き
抜
く
身
心
の
活
力

と
新
文
明
創
造
に
向
け
た
新
し
い
人
間
認
識
と
身
体
論
、
感
覚
論
の
深
化
と
再
編
集
を
企
図
し
て
い

る
。

　
研
究
方
法
と
し
て
は
、
宗
教
学
、
美
学
、
芸
術
学
、
比
較
文
化
論
、
比
較
文
明
論
、
脳
科
学
、
認

知
科
学
の
観
点
と
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
学
際
的
に
研
究
し
議
論
し
て
い
く
。
ま
た
、
文
献
・
思

想
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
、
臨
床
研
究
、
実
験
研
究
、
表
現
研
究
を
交
錯
さ
せ
つ
つ
議
論
す
る
。

　
こ
う
し
て
、﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
の
個
別
事
例
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
共
通
す
る
構
造
や

文
法
を
取
り
出
し
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
が
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
に

お
い
て
身
体
へ
の
関
心
が
自
覚
的
に
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
や
、
心
理
療
法
の
技
法
と
ア

ジ
ア
の
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
の
比
較
研
究
も
あ
わ
せ
行
な
う
こ
と
で
身
心
観
の
文
化
的
相
違
と
文

明
論
的
問
題
な
ど
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
す
べ
て
研
究
年
報
誌
で
あ
る

﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
一
号
～
第
四
号
に
掲
載
し
、
同
時
に
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
会
﹂
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
P
D
F
で
全
頁
公
開
し
て
い
る
。
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瞑
想
を
中
心
と
す
る
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に
関
す
る
認
知
神
経
科
学
的
な
研
究
は
、
瞑
想
に
よ
る

注
意
機
能
の
向
上
や
そ
れ
に
伴
う
脳
活
動
の
変
化
を
報
告
し
て
い
る
が
、
本
科
研
で
も
徐
々
に
そ
こ

に
新
知
見
を
加
え
つ
つ
あ
る
。
特
に
、
東
ア
ジ
ア
に
発
達
し
た
異
な
る
思
想
的
背
景
や
瞑
想
の
方
法

論
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
そ
の
神
経
基
盤
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
瞑
想
・
鎮
魂

の
達
人
の
脳
活
動
測
定
、
瞑
想
・
鎮
魂
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
の
測
定
︵
注
意
機
能
、
脳
機
能
︶
を

行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
法
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
、
そ
の
到
達
点
に
お
い
て
は
ど
の

よ
う
な
心
理
状
態
、
脳
状
態
が
達
成
さ
れ
る
の
か
を
探
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
動
デ
ー
タ
、

f
M
R
I

な
ど
を
用
い
た
脳
機
能
デ
ー
タ
を
指
標
と
し
て
、
身
心
変
容
技
法
の
比
較
を
行
な
い
つ
つ
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
科
研
研
究
の
延
長
線
上
に
新
規
採
択
さ
れ
た
本
科
研
﹁
身
心
変
容
技
法

と
霊
的
暴
力
︱
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂
で
は
、

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
の
諸
相
︵
個
性
的
表
現
︶
の
さ
ら
な
る
個
別
具
体
的
か
つ
理
論
的
研
究
に
加
え
て
、

と
り
わ
け
、
そ
れ
ら
の
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
の
﹁
負
の
顕
わ
れ
﹂
の
局
面
の
解
明
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
そ
の
際
、﹁
身
心
変
容
︵transfom

ation of body &
 m

ind

︶﹂﹁
霊
的
暴
力
︵spiritual violence

︶﹂﹁
霊
的

虐
待
︵spiritual abuse

︶﹂
の
概
念
を
明
確
に
し
、﹁
負
の
顕
わ
れ
﹂
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
局
面
を
解

明
す
る
。
禅
修
行
に
お
け
る
﹁
魔
境
﹂
の
問
題
、
大
本
教
事
件
に
お
け
る
﹁
鎮
魂
帰
神
法
﹂
の
問
題

点
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
﹁
水
中
ク
ン
バ
カ
﹂
や
﹁
土
中
サ
マ
デ
ィ
﹂
や
﹁
血
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂

な
ど
が
も
た
ら
す
﹁
霊
的
虐
待
﹂
と
坂
本
弁
護
士
殺
害
事
件
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
の
関
係
、
瞑

想
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
﹁
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
︵Kundalini syndrom

e

︶﹂、
い

わ
ゆ
る
﹁
カ
ル
ト
教
団
﹂
と
さ
れ
て
き
た
人
民
寺
院
や
太
陽
寺
院
、
ヘ
ヴ
ン
ズ
・
ゲ
ー
ト
な
ど
の
﹁
集

団
自
殺
﹂、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ン
ソ
ン
に
よ
る
殺
人
事
件
、
近
年
の
法
輪
功
問
題
な
ど
、
修
行
や
薬
物

使
用
な
ど
に
よ
る
﹁
身
心
変
容
﹂
と
と
も
に
顕
在
化
し
た
諸
種
の
﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
事
例
を
比
較
研

究
し
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　
初
年
度
で
あ
る
本
年
度
︵
二
〇
一
五
年
度
︶
の
一
年
の
研
究
成
果
は
本
誌
で
も
掲
載
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
継
続
し
て
理
論
的
研
究
と
事
例
的
研
究
と
実
験
的
研
究
の
突
き
合
わ
せ
と
ま
と
め
を
行
な
い
、

そ
れ
を
書
籍
化
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
そ
の
研
究
活
動
の
過
程
と
内
容
は
、
今
後
も
随
時
身
心
変

容
技
法
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
や
科
研
研
究
年
報
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
で
公
開
・
発
表
し
て

い
く
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
本
誌
の
姉
妹
誌
﹃
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
﹄

第
一
〇
号
︵
最
終
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
刊
行
︶
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

「乱世」における身心の再生（世直し・心直し）

新たな身心哲学の構築　 臨床への応用法の確立

宗教・思想と、その基盤を成す生態智

人間関係（倫理）
モノ 自然と人間

場所性（聖地・霊場）

思想の解明と比較 現象のメカニズムの解明
魂 老・死

性 脳

社会的位置づけ ワザから技術へ

社会への還元
（社会実践）

社会現実
未来性

研究成果

研究方法
（学・知）

身心変容の場
（自己実践）

総合・
全体的視点

宇宙性ワザの体系

教育 医療・ケア
セラピー

身心変容技法

フィールド

文 献

実  験

臨  床

修  行

伝  承

儀  礼 芸  術 生存・生業 治  療 武  術

神秘体験

癒  し

「身心変容技法」概念図（鎌田東二・小西賢吾・鶴岡賀雄・津城寛文ほか作成）
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本
研
究
の
は
じ
ま
り
、そ
の
問
題
意
識

本
号
刊
行
の
辞
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
科
研
﹁
身
心
変
容

技
法
と
霊
的
暴
力
︱
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄

化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂
で
は
、
前
の
科
研
﹁
身

心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
︱
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ

ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
﹂
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
深
化
さ
せ
、

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
が
引
き
起
こ
し
う
る
負
の
局
面
を
含
め
総

合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
は
、﹁
身
体
と
心
の
状
態
を
当
事
者

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り

替
え
変
容
・
転
換
さ
せ
る
諸
技
法
﹂
を
指
す
が
、
そ
の
理
想

や
理
念
と
は
裏
腹
に
、
そ
れ
が
﹁
霊
的
暴
力
﹂︵
超
越
的
な
世

界
観
に
裏
付
け
ら
れ
た
破
壊
性
︶
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
ま
ま

あ
る
。﹁
身
心
の
荒
廃
﹂
が
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
時
代
状
況
下
、
そ
の
負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
て

い
く
た
め
の
宗
教
的
リ
ソ
ー
ス
や
ワ
ザ
︵
技
術
と
知
恵
︶
と
し

て
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
を
正
当
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
も
、
そ

の
負
の
局
面
の
危
険
性
や
問
題
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ

の
応
用
可
能
性
の
道
を
探
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

宗
教
研
究
の
責
務
で
あ
ろ
う
。

古
来
、
宗
教
・
芸
術
・
芸
能
・
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育

な
ど
の
諸
領
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
が
編
み

出
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。
祈
り
・
祭
り
・

元
服
・
洗
礼
・
灌
頂
な
ど
の
伝
統
的
宗
教
儀
礼
、
瞑
想
・
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
武
道
・
武
術
・
体
術
な
ど
の
修
行
や
ス

ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歌
・
合
唱
・
舞
踊
な
ど
の
芸
術

や
芸
能
、
治
療
・
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
の
諸
領
域
が
あ
る
。
本
科
研
に
お
い
て
は
、
四
種
の
研
究

方
法
す
な
わ
ち
文
献
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
・
臨
床
研
究
・

実
験
研
究
を
駆
使
し
総
合
し
な
が
ら
、
身
心
変
容
技
法
の
起

源
・
諸
相
・
構
造
・
本
質
・
意
義
・
応
用
性
・
未
来
性
を
分

析
し
、
と
り
わ
け
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
︵
一
九
九
五
年
︶
が
問

い
か
け
た
問
題
性
や
事
件
性
を
一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
も

モ
デ
ル
研
究
と
し
て
も
徹
底
究
明
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は

ま
た
教
祖
論
、
弟
子
論
、
修
行
論
、
宗
教
教
育
論
、
宗
教
教

団
論
な
ど
、
宗
教
研
究
と
し
て
豊
饒
な
問
題
解
明
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
変
性
意
識
状
態
・
神
秘
体
験
︵
宗
教
体

験
︶・
回
心
、
修
行
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
精
神
障
害
の

解
明
や
﹁
逆
境
﹂
を
乗
り
越
え
生
き
抜
い
て
い
く
﹁
心
直
し
﹂

の
研
究
に
も
新
た
な
知
見
と
視
座
と
基
準
を
も
た
ら
す
で
あ

ろ
う
。

本
科
研
研
究
代
表
者
の
わ
た
し
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
す
で
に
、﹃
宗
教
と
霊
性
﹄︵
角
川
選
書
、
一
九
九
五
年
︶、

﹃
エ
ッ
ジ
の
思
想
︱
翁
童
論
Ⅲ
﹄︵
新
曜
社
、
二
〇
〇
〇
年
︶、

﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄︵
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
︶、﹃﹁
呪
い
﹂
を

解
く
﹄︵
文
春
文
庫
、
二
〇
一
三
年
︶
な
ど
で
か
な
り
な
程
度

論
究
し
て
き
た
。
近
年
で
は
、
鎌
田
編
﹁
講
座
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
学
﹂
と
し
て
﹃
第
一
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹄﹃
第

二
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
医
療
・
健
康
﹄﹃
第
三
巻
　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
平
和
﹄﹃
第
四
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
と
環
境
﹄﹃
第
五
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
教

育
﹄﹃
第
六
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
芸
術
・
芸
能
﹄

︵
B
N
P
、
二
〇
一
四
～
二
〇
一
六
年
︶
を
刊
行
し
、
本
年
七
月

に
は
全
七
巻
の
最
終
巻
に
当
た
る
﹃
第
七
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
と
宗
教
﹄
を
刊
行
す
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
領

域
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
直
近
で
は
、
拙
著
﹃
世

直
し
の
思
想
﹄︵
春
秋
社
、
二
〇
一
六
年
二
月
︶、﹃
世
阿
弥
と

身
心
変
容
技
法
﹄︵
青
土
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
︶
を
刊
行
し
た

身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
宗
教
経
験
に
お
け
る

負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

鎌
田
東
二

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
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と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
科
研
研
究
は
こ
れ
ら
と
連
動
し
、﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
﹁
身
心
変
容
﹂
の
諸
問
題
を
解
明
し

つ
つ
、
そ
こ
に
生
起
す
る
﹁
魔
境
﹂
や
暴
力
な
ど
の
破
壊
的

破
局
的
状
況
や
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
激
動
す
る
現
代

世
界
の
中
の
﹁
身
心
の
保
ち
方
﹂
に
多
大
な
示
唆
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

﹁
霊
的
暴
力
︵Spiritual Violence

︶﹂
と
は
、﹁
目
に
見
え
な

い
霊
的
︵spiritual

︶
な
モ
ノ
﹂
の
存
在
︵Spiritual Being

︶
や

力
︵Spiritual Power

︶
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
圧

迫
や
抑
圧
や
破
壊
を
指
す
。﹁
目
に
見
え
な
い
モ
ノ
﹂
の
力
を

使
っ
て
︵
た
と
え
そ
れ
が
幻
想
や
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
︶、

人
を
傷
つ
け
、
壊
し
、
支
配
す
る
恐
る
べ
き
事
態
の
出
来
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
形
・
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
に

ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

例
を
挙
げ
れ
ば
、
古
来
、﹁
呪
い
﹂
が
﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
最

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
以
降
、
た
び
た
び
﹁
呪
い

︵
呪
詛
︶﹂
が
禁
止
さ
れ
、
犯
罪
と
し
て
取
り
締
ま
り
を
受
け

た
り
、﹁
呪
い
を
か
け
た
﹂
と
い
う
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
無
実

の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
例
も
あ
る1

。

ち
な
み
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
呪
い
の
か
け
か
た
﹂

と
い
う
項
目
を
検
索
し
て
み
る
と
、﹁G

oogle

﹂
で
も

﹁YA
H

O
O

! JA
PA

N

﹂
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
十
三
万
五
千

件
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
二
番
目
に
ヒ
ッ
ト
し
た

の
は
、﹁
呪
い
の
か
け
か
た
　
相
手
を
死
に
至
ら
し
め
る 

あ

る
い
は
重
傷
を
負
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
も
良
い
で
す
﹂
と

い
う
Q
&
A
で
あ
っ
た
。
質
問
の
全
文
を
引
く
と
、﹁
呪
い

の
か
け
か
た
　
相
手
を
死
に
至
ら
し
め
る 

あ
る
い
は
重
傷
を

負
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
も
良
い
で
す
。
そ
の
よ
う
な
呪
い

の
か
け
方
教
え
て
く
だ
さ
い
。﹃
知
っ
て
い
る
け
ど
や
め
た
方

が
い
い
﹄﹃
教
え
ら
れ
な
い
﹄
な
ど
の
回
答
は
要
り
ま
せ
ん
。

知
っ
て
い
る
方
で
教
え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
方
の
み
回
答
お

願
い
し
ま
す
﹂
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答
が
い

ろ
い
ろ
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

確
か
に
、﹁
呪
い
﹂
は
古
代
か
ら
あ
っ
た
し
、
呪
術
・
宗
教

の
重
要
な
一
部
を
構
成
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
、
呪
う
本
人
も
、
呪
い
を
依
頼

し
て
代
行
し
た
呪
術
者
も
、
呪
い
を
か
け
ら
れ
た
他
者
も
含

め
、
人
間
学
的
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
言
で

言
え
ば
、﹁
呪
い
﹂
は
良
く
な
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
﹁
悪
事
﹂
が
古
来
行
な
わ
れ
て
き
た

こ
と
の
人
類
学
的
・
人
間
学
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を

解
消
す
る
道
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に

は
﹁
呪
い
﹂
に
向
か
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
﹁
負

の
感
情
﹂
に
つ
い
て
の
理
解
と
洞
察
が
必
要
で
あ
る
。
本
科

研
の
課
題
と
は
そ
の
よ
う
な
﹁
負
の
感
情
﹂
の
生
起
と
そ
の

現
わ
れ
に
対
す
る
事
例
検
討
や
考
察
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
問

題
性
や
解
決
策
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
﹁
霊
的
暴
力
﹂
に
は
、﹁
呪
い
﹂
ば
か
り
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
の
﹁
霊
的
虐
待
︵Spiritual A

buse

︶﹂
が
あ
る
。

例
え
ば
、﹁
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹂
な
ど
と
言
わ
れ
る
精

神
操
作
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
見
え
な
い
モ
ノ
へ
の
神
秘
視

や
不
安
を
利
用
し
て
、
圧
力
を
か
け
、
誘
導
し
、
相
手
を
支

配
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。﹁
霊
的
虐
待
﹂
と
は
﹁
霊
的
暴

力
﹂
と
い
う
大
き
な
概
念
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
で
、
意
識

す
る
か
し
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
他
的
な
関
係
の
な
か

で
生
起
す
る
﹁
暴
力
﹂
の
形
態
で
あ
る
。

本
科
研
、﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
﹂
で
は
、﹁
身
心

変
容
技
法
﹂
が
﹁
負
の
顕
わ
れ
﹂
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
局

面
に
焦
点
を
当
て
て
解
明
し
て
い
く
。﹁
刊
行
の
辞
﹂
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
具
体
的
に
は
、
禅
修
行
に
お
け
る
﹁
魔
境
﹂

の
問
題
、
大
本
教
事
件
に
お
け
る
﹁
鎮
魂
帰
神
法
﹂
の
問
題

点
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
﹁
水
中
ク
ン
バ
カ
﹂
や
﹁
土
中
サ
マ

デ
ィ
﹂
や
﹁
血
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
が
も
た
ら
す

﹁
霊
的
虐
待
﹂
と
坂
本
弁
護
士
殺
害
事
件
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
と
の
関
係
、
瞑
想
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
の
あ

る
﹁
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
症
候
群
︵Kundalini syndrom

e

︶﹂、
い
わ

ゆ
る
﹁
カ
ル
ト
教
団
﹂
と
さ
れ
て
き
た
人
民
寺
院
や
太
陽
寺

院
や
ヘ
ヴ
ン
ズ
・
ゲ
ー
ト
な
ど
の
﹁
集
団
自
殺
﹂、
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
マ
ン
ソ
ン
に
よ
る
殺
人
事
件
な
ど
、
修
行
や
薬
物
使
用

な
ど
に
よ
る
﹁
身
心
変
容
﹂
と
と
も
に
顕
在
化
し
た
諸
種
の

﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
事
例
を
比
較
研
究
し
、
そ
の
特
徴
と
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

あ
る
時
に
は
人
が
神
と
成
り
、
動
物
や
植
物
や
鉱
物
や
物

と
成
り
、﹁
身
心
変
容
﹂
し
て
い
く
宗
教
的
超
越
な
い
し
変
態

︵
変
身
︶
の
ワ
ザ
と
し
て
の
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
宗
教
的
伝
統
と
リ
ソ
ー
ス
に
蓄
え
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
で
あ
り
、
そ
の
﹁
身
体
知
﹂
は
人
類
に
多
大
な
幸
と
向
上
・

深
化
の
手
段
と
も
な
り
、
ま
た
そ
の
機
会
を
与
え
て
き
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
﹂
は
、
宗
教
研
究

と
し
て
は
、
身
体
論
や
身
体
技
法
論
、
修
行
論
、
変
性
意
識

状
態
・
神
秘
体
験
︵
宗
教
体
験
︶・
回
心
・
心
直
し
研
究
な
ど

に
総
合
的
な
知
見
と
基
準
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
で
き
る

し
、﹁
身
体
知
﹂
の
総
合
的
研
究
は
、
二
十
一
世
紀
の
﹁
心
の

平
安
﹂
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
際
に
実
践
的
か
つ
具
体
的
な

示
唆
を
与
え
、
人
間
関
係
の
改
善
や
健
康
回
復
に
も
寄
与
し
、

個
性
と
自
由
を
担
保
し
た
心
直
し
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

わ
た
し
は
常
々
、﹁
体
は
噓
を
つ
か
な
い
。
が
、
心
は
噓
を

つ
く
。
し
か
し
、
魂
︵
霊
性
︶
は
噓
を
つ
け
な
い
﹂
と
﹁
身

心
霊
﹂
の
三
層
関
係
を
定
位
し
て
い
る
が
、
こ
の
﹁
心
﹂
が

さ
ま
ざ
ま
な
欲
望
や
野
心
や
優
越
意
識
・
特
権
意
識
や
排
他

意
識
を
も
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
﹁
暴
力
﹂
を
生
み
出
す

こ
と
が
あ
る
か
、
そ
う
し
た
事
態
や
﹁
心
﹂
の
は
た
ら
き
に

対
す
る
繊
細
で
深
い
考
察
と
方
法
的
対
峙
が
重
要
と
な
る
。

本
科
研
は
そ
う
し
た
課
題
に
極
め
て
重
要
な
視
点
と
事
例
と
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モ
デ
ル
と
洞
察
を
与
え
る
も
の
と
な
る
は
ず
だ
。

本
研
究
は
身
体
を
用
い
て
心
を
制
御
し
た
り
、
あ
る
意
識

状
態
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
の
解
放
を
も
た
ら
し
た
り

す
る
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に
付
随
し
て
生
起
す
る
﹁
霊
的
暴

力
﹂
の
諸
相
を
文
献
思
想
研
究
・
実
験
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド

研
究
・
臨
床
研
究
の
研
究
方
法
に
よ
り
実
証
科
学
的︵
実
験
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
臨
床
︶
に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
哲
学
・
思
想

史
的
反
省
を
加
え
て
、
よ
り
融
合
的
・
総
合
的
な
研
究
成
果

と
し
て
世
に
問
う
て
い
く
。
不
安
や
恐
怖
や
悲
哀
や
怒
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
負
の
感
情
﹂
を
受
け
止
め
、
見
つ
め
、
昇

華
し
解
放
す
る
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
の
諸
ワ
ザ
を
解
明
す
る

こ
と
で
、
混
迷
す
る
現
代
に
﹁
身
の
丈
﹂
に
合
っ
た
生
の
ヒ

ン
ト
を
社
会
発
信
し
て
い
く
。
今
後
は
、
年
次
計
画
に
従
い
、

毎
年
十
回
ほ
ど
の
全
体
研
究
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
各
分
野

各
自
の
研
究
成
果
・
問
題
提
起
を
行
な
っ
て
議
論
し
、
そ
れ

ら
を
随
時
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

研
究
年
報
誌
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
に
公
開
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
本
な
ど
を
通
し
て
社
会
発
信

な
い
し
社
会
還
元
し
て
い
く
。

こ
う
し
て
、﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
内
容

実
態
の
整
理
と
問
題
点
の
掘
り
下
げ
を
行
な
い
、
修
行
者
と

指
導
者
と
一
般
者
と
の
あ
い
だ
に
生
起
す
る
﹁
暴
力
﹂
の
諸

相
を
明
確
に
し
て
い
く
。
特
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
つ

い
て
の
総
合
的
研
究
を
進
め
た
い
。
そ
し
て
、﹁
マ
イ
ン
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
﹂
や
﹁
魔
境
﹂
問
題
の
打
開
の
方
法
と
実
践
の

結
果
を
ま
と
め
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
後
の
宗
教
的
暴
力
の

問
題
を
議
論
す
る
際
の
基
礎
事
例
と
基
礎
理
論
を
提
起
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

こ
う
し
て
、﹁
身
心
変
容
﹂
と
﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
考
究
を
通

し
て
、﹁
身
心
に
安
ら
ぎ
や
癒
し
や
活
性
化
を
も
た
ら
す
ワ

ザ
﹂
が
、
そ
れ
ら
の
安
心
装
置
に
な
る
と
同
時
に
、
疑
心
や

破
壊
の
様
相
を
示
し
て
い
く
分
岐
点
に
つ
い
て
の
注
意
深
い

分
析
と
再
布
置
化
を
通
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
﹁
心
の
平
安
﹂

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
際
の
実
践
的
か
つ
具
体
的
な
示
唆
を

与
え
、
人
間
関
係
の
改
善
や
健
康
回
復
に
も
寄
与
し
健
康
お

よ
び
Q
O
L
を
高
め
る
、
よ
り
よ
く
生
き
る
ワ
ザ
を
探
り
た

い
。1

オ
ウ
ム
真
理
教
問
題

今
か
ら
二
十
六
年
前
の
一
九
九
〇
年
、
わ
た
し
は
一
冊
の

本
を
出
版
し
た
。﹃
老
い
と
死
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
︱
翁
童
論

Ⅱ
﹄︵
新
曜
社
、
一
九
九
〇
年
︶
と
題
す
る
本
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
き
時
代
の
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
文
章
を
収
め
た
。
現
代
社
会
が
﹁
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
き
時
代
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
き
社

会
﹂
で
あ
る
こ
と
を
戦
後
社
会
の
構
造
や
大
衆
文
化
・
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
表
象
の
な
か
か
ら
探
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
論
じ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
よ
う
に
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
﹂
を
掲
げ
て
若
者
を
引
き
込
む
﹁
宗
教
教
団
﹂
の
あ
り
方

に
批
判
的
に
触
れ
た
あ
と
で
こ
う
書
い
た
。﹁
私
自
身
は
、
家

に
も
教
団
に
も
宗
教
に
も
と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
由
な
あ
り
方

で
一
人
一
人
の
縁
に
し
た
が
っ
た
や
り
方
で
イ
ニ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
求
め
、
問
い
つ
づ
け
た
い
。
そ
し
て
、
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
権
力
と
結
託
し
、
抑
圧
の
体
系
に
す
り
変
わ
っ
て

ゆ
く
こ
と
を
批
判
し
、
ほ
ぐ
し
つ
づ
け
て
ゆ
き
た
い
。
現
代

の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
徹
底
的
に
個
体
的
で
内
的
な
孤

独
な
魂
の
旅
を
一
人
一
人
が
辿
る
な
か
で
し
か
浮
か
び
上
が

っ
て
こ
な
い
よ
う
に
私
は
思
う
﹂︵
三
九
三
―三
九
四
頁
︶。

そ
の
思
い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
文

章
を
書
い
て
四
半
世
紀
が
経
つ
と
い
う
の
に
、
こ
う
し
た
問

題
や
事
態
に
対
す
る
明
晰
な
考
察
も
対
処
法
も
充
分
に
練
ら

れ
な
い
ま
ま
な
し
崩
し
的
に
﹁
欲
望
﹂
が
さ
迷
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
事
態
が
続
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
事
態
を
打
開

す
る
た
め
に
も
、
あ
く
ま
で
も
﹁
学
術
的
な
体
裁
﹂
を
崩
さ

ず
に
、
じ
っ
く
り
と
着
実
に
本
丸
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
を
本

科
研
の
目
的
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
一
九
九
五
年
三
月
二
十
日
、
わ
た
し
の
四
十
四
歳

の
誕
生
日
の
朝
、
東
京
丸
の
内
周
辺
で
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

が
起
こ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
人
生
の
節
目
と
日

本
社
会
の
節
目
が
ク
ロ
ス
す
る
よ
う
な
思
い
を
強
く
し
た
た

め
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
問
題
は
他
人
事
で
は
な
く
、
ま
た
単

な
る
社
会
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
も
っ
と
内
的
な
﹁
心
﹂

の
深
い
と
こ
ろ
か
ら
の
解
明
と
解
決
が
必
要
と
思
い
、
そ
れ

を
先
に
挙
げ
た
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄﹃
エ
ッ
ジ
の
思
想
﹄﹃
呪
殺
・

魔
境
論
﹄
で
描
き
出
そ
う
と
し
、
問
題
提
起
し
た
つ
も
り
で

あ
っ
た
。
が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
作
業
は
弱
く
、
本
丸
に
迫
り

き
れ
て
い
な
い
。

詳
細
は
上
記
の
既
刊
本
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
オ
ウ
ム
真

理
教
事
件
が
投
げ
か
け
た
問
題
を
次
の
四
点
か
ら
考
察
し
て

い
き
た
い
。

①
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
を
用
い
た
修
行
者
が
直
面
す
る
﹁
神

秘
体
験
﹂
や
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
や
﹁
魔
境
﹂
の
問
題

②
グ
ル
︵
師
・
霊
的
指
導
者
︶
と
成
る
こ
と
、
グ
ル
で
あ
る

こ
と③

弟
子
で
あ
る
こ
と

④
﹁
シ
ン
ク
ロ
す
る
﹂
力
の
可
能
性
と
危
険
性
︱
オ
ウ

ム
真
理
教
と
﹃
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
﹄
に
共
通
す
る

も
の
・
こ
と

①「
身
心
変
容
技
法
」を
用
い
た
修
行
者
が
直
面
す
る「
神
秘
体

験
」や「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」や「
魔
境
」の
問
題

ま
ず
こ
の
第
一
の
問
題
か
ら
見
て
い
こ
う
。

宗
教
的
修
行
者
は
、
真
面
目
に
修
行
し
て
い
れ
ば
、
多
か

れ
少
な
か
れ
あ
る
段
階
で
必
ず
﹁
神
秘
体
験
﹂
の
ご
と
き
も
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の
を
体
験
す
る
。
そ
れ
は
必
然
で
あ
る
。
そ
の
あ
る
﹁
状
態
﹂

を
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
り
﹁
奥
義
﹂
な
り
﹁
印
可
﹂

な
り
と
認
定
し
て
、
そ
の
修
行
者
の
修
行
の
﹁
境
位
︵
境
地
︶﹂

に
あ
る
認
可
や
承
認
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。

わ
た
し
自
身
は
ヨ
ー
ガ
も
禅
も
密
教
の
﹁
修
行
﹂
も
﹁
瞑

想
﹂
も
し
た
こ
と
は
な
い
。
二
十
歳
頃
か
ら
い
く
ら
か
断
食
、

滝
行
、
遍
路
、
聖
地
巡
礼
、
神
道
行
法
︵
禊
、
鎮
魂
帰
神
な

ど
︶、
気
功
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
行
な

っ
て
い
る
の
は
﹁
お
勤
め
﹂︵
朝
拝
、
祝
詞
・
神
名
人
名
奉
唱
・

般
若
心
経
・
各
種
真
言
・
石
笛
・
横
笛
・
法
螺
貝
・
太
鼓
な
ど
各

種
民
族
楽
器
約
三
十
種
類
ほ
ど
の
奉
奏
︶
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の

七
年
間
は
熱
心
に
独
り
修
験
道
で
あ
る
﹁
東
山
修
験
道
﹂
を

行
じ
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
い
ろ
い
ろ
と
気
づ
き
や
内
省
が

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
自
分
自
身
の
修
行
的
な
経
験
と
経
歴
を

踏
ま
え
て
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
問
題
点
を
探
っ
て
い
き

た
い
。

オ
ウ
ム
真
理
教
は
﹁
仏
教
﹂
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
そ
の

﹁
修
行
﹂
は
密
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
や
神
仙
道
的
な
観
念
と
修

行
の
混
合
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
釈
迦
は
過
度
な
﹁
修
行
﹂

を
戒
め
た
。﹁
出
家
﹂
と
は
﹁
出
世
間
﹂、
す
な
わ
ち
﹁
発
心

︵
発
菩
提
心
︶﹂
を
起
こ
し
、
俗
世
を
捨
て
て
﹁
修
行
者
＝
求

道
者
﹂
と
な
り
、
た
ゆ
ま
ず
そ
の
﹁
求
道
﹂
の
道
を
歩
み
、
一

定
の
﹁
修
行
﹂
を
修
め
、﹁
真
理
＝
法
︵
ダ
ル
マ
︶﹂
を
認
識

し
、﹁
智
恵
︵
般
若
︶﹂
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
が
依
拠
し
た
仏
教
と
は
、
ブ
ッ
ダ
︵Buddha

悟
れ
る
者
、
覚
者
︶
と
﹁
成
る
﹂︵
成
仏
︶
た
め
の
教
え
で
あ

り
︵
＝
仏
道
︶、
仏
陀
の
悟
り
の
真
理
︵dharm

a

法
︶
の
教
え

︵
＝
仏
法
︶
で
あ
る
。﹁
仏
法
﹂
と
い
う
真
理
の
認
識
と
﹁
仏

道
﹂
と
い
う
成
仏
の
実
践
が
仏
教
の
車
の
両
輪
で
あ
る
。﹁
一

切
皆
苦
﹂
と
い
う
根
本
認
識
に
基
づ
い
て
、
そ
の
﹁
苦
﹂
の

寄
っ
て
き
た
る
原
因
を
究
明
し
、
そ
れ
が
無
明
と
渇
愛
に
あ

る
こ
と
を
突
き
つ
め
、
そ
の
根
本
無
知
と
根
本
欲
望
を
、
正

し
い
水
路
を
設
け
る
こ
と
︵
修
行
︶
で
執
着
と
業
の
鎖
を
断

ち
切
り
、
知
恵
︵
明
︶
と
慈
悲
に
至
る
自
己
認
識
と
自
己
解

放
の
理
論
と
実
践
で
あ
る
。

で
あ
れ
ば
、﹁
出
家
修
行
﹂
は
仏
教
本
来
の
原
姿
で
あ
る
が
、

問
題
は
そ
の
﹁
修
行
﹂
の
内
容
と
方
法
だ
。
ゴ
ー
タ
マ
・
シ

ッ
ダ
ル
タ
が
ブ
ッ
ダ
︵
覚
者
︶
と
成
っ
た
の
は
、
六
年
間
の

苦
行
の
末
で
あ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
そ
こ
で
断
食
や
ヨ
ー

ガ
に
よ
る
難
行
苦
行
を
断
念
し
、
そ
れ
を
排
し
て
、
静
寂
の

な
か
で
身
心
を
と
き
ほ
ぐ
し
解
脱
に
至
っ
た
点
で
あ
る
。

解
脱
に
至
る
前
に
は
、
確
か
に
釈
迦
は
厳
し
い
﹁
修
行
﹂

︵
苦
行
︶
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
神
秘
体
験
﹂

や
﹁
超
能
力
﹂
や
﹁
不
思
議
﹂
を
体
験
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
釈
迦
に
﹁
悟
り
﹂
も
﹁
解
脱
﹂
も
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
。
か
え
っ
て
、
さ
ら
な
る
救
い
が
た
い
執
着
や
迷
妄

を
生
み
出
す
危
険
が
あ
る
と
見
抜
い
た
。﹁
修
行
者
﹂
が
陥
り

や
す
い
﹁
魔
境
﹂
を
釈
迦
は
く
ま
な
く
体
験
し
た
と
い
え
る
。

﹁
マ
ー
ラ
︵
魔
羅
︶﹂
の
襲
来
を
伝
え
る
い
く
つ
か
の
仏
伝
は

そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、﹃
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー

タ
﹄
そ
の
他
の
ス
ー
ト
ラ
の
中
の
初
期
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
の

言
葉
の
な
か
に
も
そ
れ
を
暗
示
す
る
﹁
悪
魔
﹂
と
の
対
話
の

言
葉
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
釈
迦
は
﹁
呪
術
﹂
を
禁
止
し
、
同
時
に
過
度
な

﹁
修
行
﹂
を
戒
め
﹁
中
道
﹂
を
説
い
た
。
そ
れ
は
苦
行
と
不
行

と
の
中
間
の
道
で
あ
る
。
難
行
・
苦
行
に
身
を
投
じ
る
の
で

も
な
く
、
ま
た
何
も
行
じ
な
い
の
で
も
な
く
、
そ
の
い
ず
れ

を
も
排
し
て
自
他
を
平
安
に
導
く
正
し
い
中
道
の
行
︵
座
禅
・

禅
定
︶
の
道
を
進
む
。
そ
れ
が
の
ち
に
﹁
八
正
道
﹂
と
し
て

定
式
化
さ
れ
た
修
行
で
あ
る
。
苦
行
が
も
た
ら
す
執
着
も
、
不

行
︵
無
行
︶
が
も
た
ら
す
執
着
も
と
も
に
排
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
と
ら
わ
れ
を
脱
し
て
い
く
道
。

次
節
︵
第
二
節
︶
で
法
輪
功
問
題
を
検
討
す
る
が
、
法
輪

功
な
ど
の
気
功
で
は
、
練
功
︵
気
功
修
行
︶
に
よ
っ
て
生
じ
る

さ
ら
な
る
執
着
や
妄
想
や
自
己
肥
大
幻
想
を
﹁
偏
差
﹂
と
か

﹁
走
火
入
魔
﹂
と
呼
ん
で
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
で
も
﹁
偏
差
﹂
や
﹁
入
魔
﹂
に
陥
る
人
は
少
な
く
な
い

と
思
わ
れ
る
。
修
行
前
に
内
在
し
て
い
た
修
行
者
自
身
の
心

の
歪
み
が
さ
ら
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
肥
大
し
た
形
で
現
わ
れ

出
て
、
自
他
を
破
壊
に
導
く
こ
と
が
あ
る
。
気
功
の
あ
る
老

師
は
、﹁
偏
差
﹂
に
陥
ら
な
い
道
を
﹁
不
追
求
の
追
求
﹂
と
い

う
言
葉
で
示
し
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
は
ブ
ッ
ダ
の
い
う
﹁
中

道
﹂
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
追
求
せ
ず
し
て
追
求
す
る
と

い
う
不
即
不
離
の
ス
タ
ン
ス
を
保
た
な
い
と
、
妄
想
や
自
己

過
信
や
狂
信
に
陥
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

論
点
を
先
取
し
て
解
決
策
を
先
に
言
っ
て
お
け
ば
、﹁
偏

差
﹂﹁
入
魔
﹂
を
避
け
る
一
つ
の
道
は
、﹁
徳
﹂︵
功
徳
︶
を
積

む
こ
と
で
あ
る
。﹁
智
﹂
と
﹁
徳
﹂
は
﹁
力
︵
法
力
・
験
力
・

超
能
力
︶﹂
を
制
御
す
る
た
め
の
双
つ
の
翼
な
の
だ
。
こ
の
両

翼
を
も
た
な
い
﹁
力
﹂
は
暴
走
し
、
自
他
を
破
壊
す
る
﹁
霊

的
暴
力
﹂
の
発
現
に
歯
止
め
を
も
た
な
い
。
だ
が
、
そ
の

﹁
徳
﹂
も
利
他
性
が
自
利
性
に
転
化
し
て
、
い
つ
し
か
極
め
て

セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
︵
利
己
的
︶
な
も
の
に
変
貌
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
本
来
の
﹁
徳
﹂
で
は
な
い
と

し
て
も
、
い
か
に
﹁
善
行
﹂
の
よ
う
に
見
え
る
行
為
で
あ
っ

て
も
常
に
実
践
に
は
偽
善
や
道
を
誤
る
危
険
が
付
き
ま
と
う
。

確
か
に
、
気
功
﹁
練
功
﹂
と
仏
道
﹁
修
行
﹂
は
目
的
も
方

法
も
身
体
技
法
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
﹁
修

行
﹂
が
も
つ
危
険
性
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
共
通
点
が
多
い
。

気
功
で
い
う
﹁
偏
差
﹂﹁
入
魔
﹂
と
禅
で
い
う
﹁
魔
境
﹂
は
あ

ら
ゆ
る
修
行
者
が
避
け
て
通
れ
ぬ
第
一
関
門
で
あ
る
。

こ
の
点
で
オ
ウ
ム
真
理
教
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
﹁
修

行
﹂
の
目
的
・
方
法
・
身
心
変
容
技
法
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。
否
で
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
の
﹁
修
行
﹂
は
さ
ま
ざ
ま

な
﹁
偏
差
﹂
と
﹁
魔
境
﹂
を
孕
ん
だ
。
教
理
内
容
も
修
行
内
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容
も
問
題
が
多
い
。
そ
れ
は
過
度
に
﹁
超
能
力
﹂
や
﹁
神
秘

体
験
﹂
や
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
に
こ
だ
わ
っ
た
点
に
よ

く
現
わ
れ
て
い
る
。

何
よ
り
も
教
祖
麻
原
彰
晃
自
身
の
﹁
修
行
﹂
の
仕
方
に
問

題
が
あ
る
の
だ
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
へ
の
入
信
理
由
と
し
て
、

﹁
超
能
力
を
獲
得
し
た
い
た
め
﹂
と
い
う
理
由
を
掲
げ
る
人
が

多
か
っ
た
。
教
団
側
も
、
特
に
初
め
の
頃
は
﹁
超
能
力
﹂
と

﹁
解
脱
﹂
と
の
因
果
関
係
を
強
調
し
て
き
た
。
だ
が
、﹁
超
能

力
﹂
と
﹁
解
脱
﹂
の
直
接
の
因
果
関
係
は
な
い
。
い
や
む
し

ろ
、﹁
解
脱
﹂
と
は
﹁
超
能
力
﹂
に
対
す
る
執
着
を
離
れ
る
と

こ
ろ
に
こ
そ
成
立
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
麻
原
彰
晃
が
﹁
超
能
力
﹂
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
限
り
、
彼
は
﹁
解
脱
﹂
も
し
て
い
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん

﹁
最
終
解
脱
者
﹂
で
も
な
い
。
問
題
の
根
幹
は
﹁
修
行
﹂
や

﹁
最
終
解
脱
﹂
の
内
実
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
躓つ

ま
ずき
が
あ
れ
ば
す

べ
て
が
コ
ケ
る
。﹁
超
能
力
﹂
の
獲
得
を
説
く
宗
教
は
﹁
力
﹂

へ
の
過
剰
な
信
仰
に
侵
食
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
偏
差
﹂

を
生
み
、﹁
入
魔
﹂
状
態
に
陥
り
や
す
く
す
る
。

そ
の
よ
う
な
あ
る
種
の
変
性
意
識
状
態
で
は
﹁
神
秘
体
験
﹂

は
必
ず
生
起
す
る
。
体
験
さ
れ
る
。
繰
り
返
す
が
、
そ
の
こ

と
と
﹁
解
脱
︵
苦
か
ら
の
離
脱
、
煩
悩
の
完
全
な
る
消
滅
︶﹂
と

直
接
の
因
果
関
係
は
な
い
。
む
し
ろ
、
変
性
意
識
状
態
や﹁
神

秘
体
験
﹂
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
﹁
解
脱
﹂
や
﹁
悟
り
﹂

が
あ
る
。

例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
る
禅
の
﹁
十
牛
図
﹂
を
例
に
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
﹁
修
行
者
﹂
が
辿
る
べ
き
求
道

︵
尋
牛
︶
と
道
︵
＝
牛
︶
の
獲
得
を
大
変
う
ま
く
表
現
し
て
い

る
。﹁

牛
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
﹁
解
脱
﹂︵
悟
り
・
菩
提
︶
を
求
め
る

少
年
が
、
牛
の
足
跡
を
見
つ
け
、
居
場
所
を
発
見
し
、
つ
か

ま
え
、
飼
い
慣
ら
し
、
牛
の
背
に
乗
っ
て
帰
っ
て
ゆ
く
過
程

が
前
半
の
六
段
階
で
あ
る
。

そ
の
後
一
転
し
て
、
悟
り
の
表
象
＝
牛
が
姿
を
消
す
。
少

年
は
牛
を
忘
れ
、
牛
を
追
い
か
け
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
、
自

己
を
忘
却
し
、
無
我
・
空
の
境
に
入
る
。
真
白
の
円
相
で
描

か
れ
る
そ
の
第
八
図
﹁
人
牛
倶
忘
﹂
は
、
悟
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
や
っ
と
悟
っ
た
と
い
う
﹁
修
行
者
﹂
の
執
着
を
超
え
た

﹁
悟
り
﹂
の
境
涯
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
九
図
﹁
返
本
還

源
﹂
で
は
、
川
が
流
れ
、
花
が
咲
く
、﹁
自
己
な
ら
ざ
る
自

己
﹂
と
し
て
の
自
然
の
姿
が
描
か
れ
、
第
十
図
﹁
入に

っ

廛て
ん

垂す
い

手し
ゅ

﹂

で
は
、
そ
の
自
然
の
な
か
、
道
の
真
ん
中
で
少
年
と
老
人
が

出
会
う
場
面
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
が
そ
れ
で
あ
り
、
彼
が
彼

で
あ
り
、
我
が
我
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
我
の
交
わ
り
と
自
然

や
他
者
と
の
交
わ
り
が
立
ち
起
こ
る
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
は

﹁
悟
り
﹂
や
﹁
解
脱
﹂
と
い
う
こ
だ
わ
り
︵
執
着
︶
を
も
う
一

遍
捨
て
て
、
超
え
出
た
と
こ
ろ
に
お
の
ず
と
立
ち
現
わ
れ
る

境
涯
で
あ
る
と
禅
は
教
え
て
い
る
。

少
年
が
牛
を
求
め
、
見
い
だ
し
、
つ
か
ま
え
る
ま
で
に
い

ろ
い
ろ
な
﹁
神
秘
体
験
﹂
や
﹁
不
可
思
議
﹂
を
体
験
す
る
。
し

か
し
そ
こ
に
過
剰
な
意
味
や
価
値
を
見
い
だ
し
た
り
、
付
与

し
た
り
す
る
と
、
道
を
踏
み
は
ず
し
、﹁
神
秘
不
可
思
議
﹂
の

﹁
魔
境
﹂
に
陥
る
。
そ
れ
す
ら
排
し
、
忘
却
し
、
超
え
出
て
道

を
歩
み
、﹁
不
追
求
の
追
求
﹂
の
な
か
に
あ
る
と
き
、
お
の
ず

と
現
わ
れ
出
て
く
る
も
の
に
出
会
う
。

﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、

そ
の
よ
う
な
﹁
お
の
ず
か
ら
の
出
会
い
や
顕
現
﹂
が
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
操
作
的
な
シ
ス
テ
ム
に
回
収
さ
れ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
﹃
い
か
に
し
て
超
感
覚
的

世
界
の
認
識
を
獲
得
す
る
か
﹄︵
高
橋
巖
訳
、
イ
ザ
ラ
書
房
、
一

九
七
九
年
︶
の
中
で
、﹁
準
備
・
開
悟
・
霊
界
参
入
﹂
と
い
う

﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
示
し
、﹁
神

秘
修
行
の
諸
条
件
﹂
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

神
秘
道
に
お
け
る
師
は
基
本
的
に
は
忠
告
し
か
与
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
忠
告
は
す
べ
て
真
剣
に

受
け
と
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
師
は
高
次
の
世
界
の
認

識
へ
到
る
道
を
歩
み
通
し
た
。
彼
は
経
験
か
ら
何
が
必
要

で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
師
と
同
じ
道
を
歩
む
つ

も
り
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
個
人
の
自
由
な
意
志
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。︵
中
略
︶

神
秘
道
を
修
行
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
修
行
に
よ
っ
て

建
設
行
為
を
実
現
す
べ
き
で
あ
り
、
破
壊
行
為
に
向
う
こ

と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
批
判
や
破
壊
へ

の
意
志
で
は
な
く
、
帰
依
と
創
造
へ
の
誠
実
な
意
志
を
も

っ
て
修
行
す
べ
き
で
あ
る
。
敬
虔
な
生
き
方
が
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
未
知
の
事
柄
を
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
心
を
打
ち
明
け
て
く
れ
る
も
の

に
対
し
て
、
敬
虔
な
眼
差
し
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
創

造
活
動
と
敬
虔
な
態
度
、
こ
の
二
つ
を
尊
重
す
る
こ
と
が

神
秘
修
行
者
に
求
め
ら
れ
る
基
本
感
情
で
あ
る
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
こ
こ
で
﹁
帰
依
と
創
造
﹂、
ま
た
、﹁
創

造
活
動
と
敬
虔
な
態
度
﹂
の
尊
重
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
前
提
に
は
、﹁
畏
敬
の
感
情
﹂
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
調
し
て
い
る
。

生
ま
れ
つ
き
畏
敬
の
感
情
を
も
っ
て
い
る
人
、
も
し
く

は
幸
運
に
も
教
育
に
よ
っ
て
こ
の
感
情
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
た
人
は
、
後
に
高
次
の
認
識
へ
の
通
路
を
求
め
る
と

き
の
用
意
が
す
で
に
か
な
り
で
き
て
い
る
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
な
用
意
が
で
き
て
い
な
い
人
は
、
自
分
で
今
、
畏

敬
の
気
分
を
育
て
よ
う
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
い
と
、
認
識
の
小
道
の
第
一
段
階
で
す
で
に
困

難
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
は
こ
の
点

に
特
別
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
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わ
れ
わ
れ
の
文
明
生
活
は
尊
敬
し
た
り
、
献
身
的
に
崇
拝

し
た
り
す
る
よ
り
も
、
批
判
し
た
り
、
裁
い
た
り
、
酷
評

し
た
り
す
る
方
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ん
な
批

判
も
、
ど
ん
な
裁
き
も
魂
の
中
の
高
次
の
認
識
力
を
失
わ

せ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
ど
ん
な
献
身
や
畏
敬
も
こ
の
力
を

育
て
る
。︵
中
略
︶
と
は
い
え
、
高
次
の
知
識
を
得
る
た
め

に
必
要
な
の
は
人
間
崇
拝
で
は
な
く
、
真
理
と
認
識
と
に

対
す
る
畏
敬
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
﹁
畏
敬
の
感
情
﹂
と
言
い
、

﹁
批
判
や
破
壊
へ
の
意
志
で
は
な
く
、
帰
依
と
創
造
へ
の
誠
実

な
意
志
﹂
と
言
う
の
も
、
畢
竟
同
じ
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
、﹁
霊
的
真
理
に
向
か
っ
て
認
識
を
一
歩

進
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
同
時
に
善
に
向
か
っ
て
自
分
自
身

の
性
格
を
三
歩
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
﹁
徳
を
積
む
行
為
﹂
と
は
、
こ
こ
で
シ
ュ
タ
イ
ナ

ー
が
言
う
﹁
善
に
向
っ
て
三
歩
進
む
﹂
行
為
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
わ
た
し
は
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
な
ど
の
著
作
で
、

﹁
修
行
﹂
を
ど
の
よ
う
に
も
特
権
化
し
て
は
な
ら
な
い
、
修
行

者
に
必
ず
し
の
び
よ
る
﹁
魔
﹂
を
見
す
え
、
そ
れ
を
解
体
突

破
す
る
智
恵
と
勇
気
を
身
に
つ
け
る
、﹁
修
行
﹂
の
過
ち
と
暴

力
性
に
気
づ
い
た
と
き
に
原
点
に
立
ち
返
っ
て
そ
の
過
ち
と

暴
力
性
の
原
因
を
究
明
し
て
そ
の
根
を
断
ち
切
る
こ
と
の
三

点
に
注
意
を
促
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
上
記
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
な
ど
の

著
書
で
指
摘
し
て
き
た
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

②
グ
ル（
師
・
霊
的
指
導
者
）と
成
る
こ
と
、グ
ル
で
あ
る
こ
と

第
二
の
﹁
グ
ル
﹂
問
題
な
い
し
﹁
教
祖
﹂
の
問
題
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
る
。
わ
た
し
は
以
前
、
美
輪
明
宏
が
次
の
よ

う
に
﹁
に
せ
も
の
﹂
の
﹁
教
祖
﹂
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ

と
を
﹃
霊
性
の
文
学
誌
﹄︵
作
品
社
、
二
〇
〇
四
年
︶
で
紹
介

し
た
。に

せ
も
の
は
、
強
欲
な
感
じ
と
か
、
油
断
な
ら
な
い
感

じ
、
威
圧
感
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ど
こ
か
に
ヒ
ヤ
ッ
と
す

る
も
の
、
わ
が
ま
ま
そ
う
な
と
こ
ろ
、
傲
慢
そ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
。
い
ば
る
。
ど
こ
か
見
下
し
た
傲
岸
そ
う
な
と

こ
ろ
、
軽
薄
な
と
こ
ろ
、
ず
る
そ
う
な
と
こ
ろ
、
こ
う
い

う
も
の
が
チ
ラ
ッ
チ
ラ
ッ
と
見
え
ま
す
か
ら
ね
。
な
ん
と

な
く
下
品
な
人
。
き
た
な
い
卑
し
そ
う
な
人
。
こ
れ
は
に

せ
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
金
も
う
け
だ
け
の
企

業
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
宗
教
に
入
る
の
は
お
よ

し
な
さ
い
。
ひ
ど
い
目
に
あ
い
ま
す
。︵﹃
人
生
ノ
ー
ト
﹄

P
A
R
C
O
出
版
、
一
九
九
八
年
︶

美
輪
明
宏
は
、﹁
に
せ
も
の
﹂
の
﹁
教
祖
﹂
を
﹁
強
欲
﹂

﹁
わ
が
ま
ま
﹂﹁
傲
慢
﹂﹁
傲
岸
﹂﹁
軽
薄
﹂
で
﹁
ず
る
そ
う
﹂

で
﹁
油
断
な
ら
な
い
感
じ
﹂
や
﹁
威
圧
感
﹂
が
あ
っ
て
﹁
ヒ

ヤ
ッ
﹂
と
す
る
も
の
を
感
じ
る
﹁
下
品
な
人
﹂
と
評
す
る
が
、

こ
れ
は
﹁
教
祖
﹂
に
限
ら
ず
、﹁
徳
﹂
を
も
た
な
い
問
題
の
人

物
で
あ
ろ
う
。

美
輪
は
﹁
ほ
ん
も
の
の
宗
教
﹂
と
﹁
に
せ
も
の
の
宗
教
﹂

の
﹁
見
分
け
方
﹂
を
、﹁
ほ
ん
も
の
の
宗
教
の
見
分
け
方
は
、

ま
ず
そ
こ
の
教
祖
を
見
る
こ
と
で
す
。
容
姿
容
貌
、
年
齢
、
性

別
に
は
関
係
な
く
、
直
感
で
も
っ
て
、
そ
の
人
に
気
品
が
あ

る
か
ど
う
か
。
あ
た
た
か
さ
、
明
る
さ
、
思
い
や
り
、
謙
虚

さ
、
慈
悲
の
心
が
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
し
て
ど
こ
と
な
く
上

品
な
、
高
雅
な
品
格
が
た
だ
よ
う
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
に
せ
も
の
で
す
﹂

と
述
べ
て
い
る
。
教
祖
に
﹁
高
雅
な
品
格
﹂
が
あ
る
ど
う
か

が
重
要
で
あ
る
と
示
し
た
あ
と
で
、
返
す
刀
で
、﹁
に
せ
も
の

教
祖
﹂
を
﹁
下
品
な
人
﹂
と
評
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
常

識
的
な
人
物
評
と
言
え
る
が
、
念
頭
に
置
く
べ
き
指
標
で
あ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
﹁
教
祖
﹂
に
は
近
づ
か

な
い
ほ
う
が
無
難
で
あ
る
。

宮
沢
賢
治
は
最
大
の
罪
は
﹁
慢
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た

が
、﹁
先
生
﹂
な
ど
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
人
が
陥

り
や
す
い
心
性
は
﹁
慢
︵
慢
心
・
傲
慢
・
傲
岸
︶﹂
で
あ
る
。
自

分
が
﹁
唯
一
絶
対
﹂
と
か
﹁
最
高
レ
ベ
ル
﹂
に
達
し
て
い
る

と
か
﹁
最
終
解
脱
者
﹂
な
ど
と
標
榜
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ

の
多
く
は
﹁
慢
﹂
の
な
か
に
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

特
に
﹁
○
○
神
﹂
と
か
と
一
体
化
し
た
﹁
教
祖
﹂
の
﹁
品
性
﹂

を
よ
く
見
究
め
る
必
要
が
あ
る
。

神
道
で
は
、
古
来
、﹁
神
懸
り
﹂
し
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な

﹁
神
﹂
が
懸
っ
て
い
る
か
判
定
す
る
﹁
審さ

神に

者は

﹂︵﹃
日
本
書

紀
﹄
の
表
記
、﹃
古
事
記
﹄
で
は
﹁
沙
庭
﹂
と
表
記
︶
と
い
う
仕

組
み
が
あ
っ
た
。﹁
神
懸
り
﹂
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
の

で
は
な
く
、
厳
し
く
査
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
﹁
審
神
者
﹂

が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
な
の
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
問
題
で

あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
、
美
輪
明
宏
の
言
う
よ
う
に
﹁
品
性

︵
上
品
・
下
品
︶﹂
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
﹁
噓
偽
り
︵
ご
ま
か

し
︶﹂
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

﹁
に
せ
も
の
﹂
に
は
﹁
ご
ま
か
し
﹂
や
﹁
だ
ま
し
﹂
が
あ
る

が
、﹁
ほ
ん
も
の
﹂
に
は
﹁
ご
ま
か
し
﹂
が
な
い
。
素
の
ま
ま

で
悠
々
と
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
素
の
ま
ま
の
自
然
さ
で

品
性
高
貴
さ
を
感
じ
さ
せ
る
人
は
信
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
ど
こ
か
不
自
然
で
、
威
張
っ
た
り
、
見
栄
を
張
っ
た

り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
信
用
な
ら
な
い
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
判
断
は
ほ
と
ん
ど
常
識
的
な
判
断
領

域
で
あ
る
が
、
麻
原
彰
晃
に
対
し
て
高
い
評
価
を
下
し
た
知

識
人
や
文
化
人
も
少
な
か
ら
ず
い
る
の
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ

う
な
点
を
評
価
し
た
の
か
を
吟
味
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で

あ
る
。
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③
弟
子
で
あ
る
こ
と

次
に
、
第
三
の
﹁
弟
子
﹂
で
あ
る
こ
と
の
問
題
。
誰
か

﹁
師
・
グ
ル
﹂
や
﹁
教
祖
﹂
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
﹁
弟
子
﹂

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
言
う
よ
う
に
、﹁
神

秘
修
行
者
﹂
に
は
﹁
畏
敬
の
感
情
﹂
が
必
要
だ
と
い
う
の
は

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
間
違
っ
た
﹁
師
・
グ
ル
﹂

に
騙
さ
れ
る
よ
う
な
﹁
弟
子
﹂
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
大
き
な

禍
根
を
残
し
、
人
生
を
誤
る
。
そ
こ
で
﹁
弟
子
﹂
た
る
べ
き

者
が
気
を
つ
け
る
べ
き
は
、﹁
正
し
い
師
・
グ
ル
﹂
に
付
い
て

い
る
か
ど
う
か
の
吟
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
う
簡
単
で
は

な
い
。﹁
正
し
い
師
・
グ
ル
﹂
や
﹁
正
し
い
教
祖
﹂
は
ど
の
よ

う
に
し
て
判
別
で
き
る
の
か
？

日
蓮
宗
大
荒
行
堂
正
中
山
遠
壽
院
の
住
職
で
あ
り
、
荒
行

の
傳
師
で
あ
る
戸
田
日
晨
は
﹃
荒
行
小
論
集
﹄︵
遠
壽
院
刊
︶

の
中
で
修
行
者
が
陥
り
や
す
い
﹁
増
長
、
慢
心
﹂
に
巣
食
う

﹁
魔
性
﹂
や
﹁
魔
﹂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

行
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、﹁
自
分
が
こ
の
行
を
し
た

の
だ
﹂
と
い
う
己
の
体
験
的
事
実
に
の
み
執
着
し
、
と
ん

で
も
な
い
方
向
に
自
分
を
連
れ
出
そ
う
と
す
る
状
況
が
待

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
﹁
魔
性
﹂
が
巣
く

う
の
で
あ
る
。

﹁
魔
性
﹂
は
、
人
間
の
増
長
、
慢
心
を
最
も
好
む
も
の
で

あ
る
。﹁
魔
﹂
に
巣
く
わ
れ
た
人
間
は
、
自
分
の
中
に
本
当

の
﹁
魔
﹂
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
な
い
。
つ
ね
に
自
分
以
外

の
も
の
が
﹁
魔
﹂
で
あ
る
か
の
ご
と
く
錯
覚
す
る
。
そ
し

て
最
後
に
精
神
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
﹁
精
神
の
死
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
面
に
お
い
て
、

﹁
肉
体
の
死
﹂
を
体
験
す
る
以
上
に
は
る
か
に
苦
し
い
。
自

ら
の
祈
り
に
お
い
て
己
の
生
を
も
抹
殺
す
る
時
と
は
、
こ

の
よ
う
な
状
態
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の

地
獄
か
ら
救
わ
れ
る
方
法
は
た
だ
一
つ
、﹁
魔
﹂
と
は
自
分

自
身
に
在
っ
た
の
だ
、
と
気
づ
い
た
時
の
み
、
本
当
の
意

味
で
人
は
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。︵
中
略
︶

﹁
験
者
﹂﹁
行
者
﹂
は
﹁
行
﹂
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま

す
ま
す
自
己
執
着
す
る
結
果
に
至
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に

﹁
行
者
﹂﹁
験
者
﹂
の
立
場
は
、
説
法
祭
儀
中
心
の
職
域
に

較
べ
て
﹁
行
者
リ
ビ
ド
ー
﹂
と
で
も
呼
べ
る
あ
る
種
の
﹁
パ

ワ
ー
﹂
を
体
得
し
や
す
い
立
場
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
パ
ワ
ー
に
倫
理
規
範
を
与
え
る
も
の
は
、
発
心

の
純
粋
な
持
続
と
、
己
れ
の
信
仰
活
動
を
通
じ
て
の
感
性

の
練
磨
以
外
に
は
な
い
。
も
し
行
者
が
、
己
れ
の
行
体
験

の
既
成
事
実
に
の
み
執
着
し
、
一
歩
で
も
そ
こ
を
踏
み
出

る
こ
と
を
拒
否
し
た
な
ら
ば
、
一
種
の
救
い
が
た
き
﹁
行

者
エ
ゴ
イ
ズ
ム
﹂
の
世
界
に
沈
潜
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
古

来
よ
り
、
修
験
集
団
、
行
者
組
織
、
つ
ね
に
内
外
に
わ
た

っ
て
抗
争
の
場
で
あ
り
続
け
た
、
と
い
う
事
実
が
何
よ
り

も
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
想
的
に
は
、﹁
行
者
﹂
は
己
れ
の
行
体
験
の
事
実
を
自

ら
の
手
で
払
拭
し
て
、
最
終
的
に
は
﹁
超
え
行
く
も
の
﹂

と
し
て
自
覚
す
る
勇
気
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
己

の
死
を
も
賭
し
て
の
行
体
験
を
二
重
否
定
し
て
い
く
過
程

に
お
い
て
、
ま
さ
に
六
年
間
の
苦
行
の
無
意
味
を
悟
り
、
静

寂
禅
定
に
身
を
置
い
て
成
道
を
得
た
、
か
の
釈
尊
の
境
地

の
片
鱗
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
最
大
の
荒
行
と
し
て
知
ら
れ
る
寒
中
百
日
間
の
荒
行

の
伝
師
と
し
て
﹁
修
行
﹂
を
重
ね
、
そ
の
﹁
パ
ワ
ー
﹂
も
﹁
リ

ビ
ド
ー
﹂
も
﹁
エ
ゴ
イ
ズ
ム
﹂
も
﹁
抗
争
﹂
も
﹁
体
験
﹂
し

て
き
た
戸
田
日
晨
の
結
論
は
示
唆
に
富
む
。﹁
魔
性
﹂﹁
魔
﹂

は
﹁
増
長
﹂
や
﹁
慢
心
﹂
を
依
代
と
す
る
と
い
う
こ
と
。
ル

ド
フ
ル
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
﹁
畏
敬
の
感
情
﹂
を
ま
ず
前
提

と
し
た
の
も
、
こ
の
﹁
慢
﹂
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
の
根

本
方
策
で
あ
り
、﹁
負
の
感
情
﹂
処
理
と
も
対
策
と
も
言
え
る

戒
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
美
輪
明
宏
や
宮
沢
賢
治
や
さ
ま
ざ

ま
な
霊
的
修
行
者
が
﹁
慢
心
﹂
や
﹁
傲
慢
・
傲
岸
﹂
を
戒
め

る
の
も
、
同
様
の
警
戒
か
ら
で
あ
っ
た
。﹁
慢
﹂
が
ど
の
よ
う

な
自
我
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
権
力
支
配
や
暴
力
の
肥
や

し
と
な
っ
て
い
く
か
、
誰
も
が
そ
の
危
険
性
を
見
抜
い
て
い

る
。そ

う
し
た
﹁
慢
﹂
防
止
の
文
脈
で
言
え
ば
、
戸
田
日
晨
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、﹁
修
行
﹂
や
﹁
体
験
﹂
や
﹁
境
地
﹂

は
﹁
二
重
否
定
﹂
さ
れ
る
べ
き
位
相
に
お
い
て
初
め
て
そ
の

正
当
な
位
置
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。﹁
修
行
﹂
な
ど
で

得
ら
れ
た
﹁
境
地
﹂
や
﹁
体
験
﹂
や
力
は
ふ
る
い
に
か
け
ら

れ
、
吟
味
さ
れ
、
テ
ス
ト
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

藤
田
庄
市
は
﹁
霊
性
の
信
心
決
定
﹂︵
樫
尾
直
樹
編
﹃
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
生
き
る
﹄
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
二
年
︶
の

中
で
、﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
す
な
わ
ち
﹃
超
自
然
的
な
力

や
存
在
に
自
己
が
影
響
を
受
け
て
い
る
感
覚
﹄
が
ア
ビ
ュ
ー

ズ
さ
れ
つ
つ
宗
教
心
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
時
の
危
険
性
﹂

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
藤
田
は
そ
の
論
考
に
お
い
て
、
一

九
九
五
年
七
月
に
起
き
た
祈
禱
師
宅
六
人
変
死
事
件
や
法
の

華
事
件
や
統
一
教
会
問
題
や
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
事
例
と

し
な
が
ら
、﹁
信
教
の
自
由
﹂
に
侵
害
さ
れ
る
﹁
精
神
の
自

由
﹂
の
問
題
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
藤
田
は
、﹁
現
実
に

幾
多
の
凶
悪
犯
罪
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
が
オ
ウ
ム
真
理
教︵
現

ア
レ
フ
︶
で
あ
っ
た
﹂
と
述
べ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
﹁
聖
無

頓
着
﹂
や
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
の
教
義
と
実
践
が
オ
ウ
ム

真
理
教
教
団
の
修
行
者
の
﹁
精
神
を
無
機
質
で
傲
慢
に
し
た
﹂

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

﹁
聖
無
頓
着
﹂
と
は
、
麻
原
彰
晃
自
身
の
初
公
判
の
意
見
陳

述
の
中
の
説
明
で
は
、﹁
私
の
身
の
上
に
生
じ
る
い
か
な
る
不

自
由
、
不
幸
、
苦
し
み
に
対
し
て
、
一
切
頓
着
し
な
い
心
、
つ

ま
り
ウ
ペ
ク
シ
ャ
ー
、
聖
無
頓
着
の
意
識
﹂︵
一
九
九
六
年
四
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月
公
判
︶
と
さ
れ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
確
か
に
﹁
執
着
﹂
か
ら
離

れ
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
れ
は
し
か
し
、
こ
こ
で
言
う
﹁
聖

無
頓
着
﹂
と
同
じ
で
あ
る
か
？

﹁
聖
無
頓
着
﹂
は
自
己
執
着
を
離
れ
る
と
も
読
め
る
。
そ
の

限
り
で
は
、﹁
執
着
﹂
か
ら
の
乖
離
で
は
あ
る
。
だ
が
こ
の
、

い
わ
ば
﹁
想
像
力
﹂
を
ゼ
ロ
に
す
る
﹁
修
行
﹂
が
他
者
の
苦

し
み
に
対
し
て
も
﹁
無
頓
着
﹂
に
な
る
こ
と
が
﹁
慈
悲
﹂
で

あ
る
と
意
味
づ
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
？
　
そ
れ

は
﹁
慈
悲
﹂
と
は
真
反
対
の
﹁
無
慈
悲
﹂
で
も
あ
る
よ
う
な

他
者
の
痛
み
に
対
す
る
絶
対
無
関
心
と
な
り
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
﹁
暴
力
﹂
の
絶
対
受
容
と
も
な
る
。

藤
田
に
よ
れ
ば
、
麻
原
彰
晃
が
弟
子
に
説
い
た
﹁
マ
ハ
ー

ム
ド
ラ
ー
﹂
と
は
、﹁
麻
原
が
弟
子
の
煩
悩
が
浮
き
彫
り
に
な

る
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
み
、
煩
悩
を
あ
ら
わ
に
さ
せ
る
﹂

こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
﹁
煩
悩
の
破
壊
の
仕
方
を
教
え
る
﹂

修
行
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
﹁
聖
無
頓
着
﹂
と
﹁
マ
ハ
ー

ム
ド
ラ
ー
﹂
が
掛
け
合
わ
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
残
忍

な
所
業
も
﹁
煩
悩
を
破
壊
﹂
た
め
に
敢
然
と
立
ち
向
か
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
強
力
な
﹁
戦
争
機
械
﹂
を
生
み

出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
、
次
号
で
さ
ら

に
検
証
し
た
い
。

藤
田
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

カ
ル
ト
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
触
発
し
、
刺
激
し
、

そ
こ
を
突
き
、
ア
ビ
ュ
ー
ズ
し
な
が
ら
信
仰
心
、
宗
教
心

を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
。
そ
の
底
に
は
、
精
神
的
昂
揚
感

を
伴
い
な
が
ら
も
、
不
安
感
、
恐
怖
感
、
切
迫
感
が
流
れ

て
い
る
。
そ
し
て
人
格
は
呪
縛
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
は
、﹁
精
神
の
自
由
﹂
を
侵
害
し
な
が
ら
カ
ル
ト

は
成
立
す
る
。
人
格
が
呪
縛
さ
れ
た
が
最
後
、
信
仰
を
自

ら
批
判
的
に
検
証
す
る
道
は
な
い
。
疑
う
は
地
獄
、
離
脱

は
困
難
、
と
い
う
精
神
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
く
り

返
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
離
脱
を
困
難
に
す
る
カ

ル
ト
の
精
神
構
造
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
が
﹁
ア
レ
フ
﹂
と

し
て
依
然
存
続
し
、
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
。︵
中
略
︶
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ビ
ュ
ー
ズ
は
﹁
信

教
の
自
由
﹂
と
重
な
り
な
が
ら
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
布
教

伝
道
の
方
法
と
そ
れ
を
受
け
る
国
民
全
体
の
問
題
で
あ
り
、

入
信
後
に
は
信
仰
育
成
と
訓
練
を
施
さ
れ
る
信
者
の
問
題

で
も
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
報
告
し
た
よ
う
な
精
神
蹂

躙
、
精
神
破
壊
が
行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
生
存
の
自
由
︵
財

産
、
身
体
、
精
神
︶
を
脅
か
す
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。︵
中
略
︶
今
、
カ
ル
ト
を
根
底
か
ら
見
据
え
よ
う
と
す

る
な
ら
、
こ
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ビ
ュ
ー
ズ
、
霊
性

虐
待
に
よ
っ
て
信
仰
を
つ
く
り
あ
げ
精
神
を
呪
縛
す
る
こ

と
を
問
題
に
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
﹁
信
教
の
自
由
﹂

に
つ
い
て
問
い
返
し
、﹁
精
神
の
自
由
﹂
と
い
う
も
の
を
あ

ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
新
し
い
自
由
の

領
域
に
か
か
わ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
で
、
信
教
の

自
由
、
思
想
良
心
の
自
由
は
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
拡
大

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

﹁
カ
ル
ト
﹂
が
各
自
の
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
を
﹁
触

発
﹂
し
、﹁
刺
戟
﹂
し
、﹁
ア
ビ
ュ
ー
ズ
﹂︵
虐
待
︶
し
な
が
ら

﹁
信
仰
心
﹂
や
﹁
宗
教
心
﹂
を
作
り
上
げ
て
い
く
暴
力
機
構
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。﹁
不
安
感
、
恐
怖
感
、
切
迫
感
﹂
を

煽
り
募
ら
せ
な
が
ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
方
策
︵
多
く
は

誤
ま
っ
た
方
策
︶
を
示
す
こ
と
で
﹁
精
神
的
昂
揚
感
﹂
や
道
筋

を
与
え
る
。

問
題
の
根
幹
は
、﹁
自
由
﹂
の
収
奪
・
破
壊
と
い
う
点
で
あ

る
。﹁
カ
ル
ト
﹂
の
﹁
呪
縛
﹂
は
﹁
精
神
の
自
由
﹂
を
﹁
侵

害
﹂
し
、
破
壊
す
る
。
ゆ
え
に
、﹁
カ
ル
ト
﹂
の
信
者
＝
弟
子

た
ち
の
﹁
精
神
﹂
は
教
祖
や
教
団
に
﹁
呪
縛
﹂
さ
れ
る
。﹁
呪

縛
﹂
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
﹁
信
仰
を
自
ら
批
判
的
に
検

証
す
る
道
﹂
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。
教
祖
や
教
団
や
信
仰
を

﹁
疑
う
﹂
こ
と
は
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
で
あ
る
と
か
、
高
み
に

向
か
う
現
在
の
人
格
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
と
か
と
い
う

観
念
や
信
念
を
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、﹁
疑
う
﹂
こ
と

も
で
き
な
い
。﹁
疑
う
﹂
こ
と
を
恐
れ
る
。﹁
疑
う
﹂
こ
と
を

放
棄
す
る
。
そ
し
て
、
自
ら
疑
心
暗
鬼
を
断
ち
切
り
、
麻
原

彰
晃
が
指
示
し
た
と
お
り
の
﹁
コ
ピ
ー
﹂
と
な
り
、
教
祖
や

教
団
の
言
う
ま
ま
に
な
る
。

こ
の
こ
と
が
、
第
四
の
問
題
﹁「
シ
ン
ク
ロ
す
る
」
力
の
可

能
性
と
危
険
性
︱
オ
ウ
ム
真
理
教
と
﹃
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン
﹄
に
共
通
す
る
も
の
・
こ
と
﹂
に
つ
な
が
る
。
麻

原
彰
晃
が
説
い
た
弟
子
の
﹁
精
神
の
自
由
﹂
を
奪
う
教
義
は

﹁
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
や
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
を
装
着
し
た
教
祖
の
脳
波
デ

ー
タ
と
の
同
調
を
図
る
﹁
修
行
﹂
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。

麻
原
彰
晃
は
﹃
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
コ
ー
ス
　
教
学
シ
ス
テ

ム
教
本
﹄︵
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
、
一
九
九
四
年
︶
の
中
で
次
の

よ
う
に
説
い
て
い
る
。

金
剛
乗
の
教
え
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
グ
ル
と
い

う
も
の
を
絶
対
的
な
立
場
に
お
い
て
、
そ
の
グ
ル
に
帰
依

を
す
る
と
。
そ
し
て
、
自
己
を
空
っ
ぽ
に
す
る
努
力
を
す

る
と
。
そ
の
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
器
に
、
グ
ル
の
経
験
、
あ

る
い
は
グ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
こ
れ
を
な
み
な
み
と
満
ち

溢
れ
さ
せ
る
と
。
つ
ま
り
、
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
を
す
る

と
。

麻
原
彰
晃
は
﹁
金
剛
乗
の
教
え
﹂
と
は
﹁
グ
ル
﹂
の
絶
対

性
を
前
提
に
し
て
成
り
立
つ
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
弟
子
た

る
者
の
修
行
と
は
、
ま
ず
﹁
自
己
を
か
ら
っ
ぽ
﹂
に
す
る
こ

と
と
な
る
。
次
い
で
、
そ
の
﹁
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
器
﹂
に
﹁
グ

ル
の
経
験
﹂
や
﹁
グ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
を
注
入
し
て
﹁
グ

ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
を
成
し
遂
げ
る
。
こ
れ
が
﹁
グ
ル
へ
の
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帰
依
﹂
で
あ
る
と
説
く
。
こ
れ
が
、
弟
子
の
﹁
精
神
の
自
由
﹂

の
完
全
収
奪
・
完
全
支
配
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
グ
ル
の
ク
ロ

ー
ン
化
﹂
が
神
秘
主
義
的
な
伝
統
の
言
説
の
中
で
よ
く
言
わ

れ
て
き
た
﹁
神
秘
的
合
一
﹂︵unio m

ystica

︶
や
﹁
天
人
合
一
﹂

や
、
伝
統
的
な
密
教
で
い
う
﹁
入
我
我
入
﹂
や
﹁
加
持
﹂
や

﹁
感
応
道
交
﹂
や
﹁
即
身
成
仏
﹂
と
は
以
て
非
な
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
伝
統
的
な
﹁
合
一
﹂
思
想
は
、
新
プ

ラ
ト
ン
主
義
に
お
け
る
よ
う
な
﹁
流
出
︵em

anatio

︶﹂
と
帰

還
に
当
た
る
﹁
脱
自
・
脱
魂
︵ekstasis
︶﹂
の
両
極
運
動
に
よ

る
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
相
互
貫
入
性
が
あ
る
が
、﹁
グ
ル
の
ク

ロ
ー
ン
化
﹂
に
お
い
て
は
一
方
的
な
﹁
侵
略
﹂︵
呑
み
込
み
、
呑

み
尽
く
す
こ
と
︶
が
あ
る
ば
か
り
で
、
相
互
貫
入
性
が
完
全
に

欠
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
﹁
グ
ル
﹂
に
よ
る
個
的
人
格
の
完

全
乗
っ
取
り
で
あ
り
、
完
全
侵
略
で
あ
り
完
全
支
配
で
あ
る

と
言
え
る
。

こ
う
し
た
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
と
﹁
法
皇
庁
﹂
の
制

度
化
や
、
自
己
﹁
法
皇
﹂
化
と
は
同
一
の
論
理
を
も
っ
て
い

る
。か

つ
て
鈴
木
大
拙
は
﹃
霊
性
的
日
本
の
建
設
﹄︵
鈴
木
大
拙

全
集
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
︶
の
冒
頭
の
﹁
魔
王

礼
讃
﹂
の
中
で
﹁
魔
王
﹂
の
特
性
を
、
①
力
、
②
無
意
識
、
③

狂
信
、
④
う
そ
、
⑤
恨
み
と
し
、﹁
魔
王
﹂
は
そ
れ
ら
の
な
か

に
忍
び
込
み
発
動
す
る
と
強
調
し
た
。
麻
原
彰
晃
は
鈴
木
大

拙
の
言
う
﹁
魔
王
﹂
的
特
性
を
正
確
に
体
現
し
て
い
る
。﹁
グ

ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
な
ど
は
も
っ
と
も
﹁
魔
王
﹂
的
発
言
・

発
動
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
が
巧
妙
で
惑
わ
さ
れ
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
麻
原
彰
晃
自
身
が
オ
ウ
ム
真
理
教
と
な
る
前
の
か
な
り

早
い
時
期
か
ら
﹁
魔
境
﹂
を
抜
け
出
す
た
め
の
方
法
と
し
て

次
の
四
つ
の
方
法
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。

①
正
し
い
グ
ル
を
持
つ
。

②
功
徳
を
積
む
。

③
強
い
信
を
持
つ
。

④
行
の
種
類
を
少
な
く
す
る
。

麻
原
彰
晃
は
一
九
八
六
年
に
著
わ
し
た
﹃
生
死
を
超
え
る
﹄

の
中
で
こ
の
四
項
を
挙
げ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
オ
ウ

ム
真
理
教
教
団
に
な
る
前
の
著
作
で
あ
る
。﹁
オ
ウ
ム
真
理

教
﹂
を
名
乗
っ
た
の
が
、
こ
の
翌
年
の
一
九
八
七
年
で
、
東

京
都
に
よ
り
宗
教
法
人
と
し
て
認
証
さ
れ
た
の
が
一
九
八
九

年
で
あ
る
か
ら
、
麻
原
彰
晃
自
身
が
﹁
修
行
者
﹂
と
し
て
﹁
魔

境
﹂
を
体
験
し
、﹁
魔
境
﹂
問
題
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
﹁
魔
境
﹂
を
抜
け
出
す
四
策
は
、
そ
れ
自

体
間
違
い
で
は
な
い
。﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄
で
も
指
摘
し
た
こ

と
だ
が
、
特
に
四
番
目
の
﹁
行
の
種
類
を
少
な
く
す
る
﹂
な

ど
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
は
熱
心
な
修
行
者
に
大
変
説
得
的
に

響
く
だ
ろ
う
。
厳
し
い
修
行
を
し
た
人
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

あ
れ
こ
れ
と
い
ろ
い
ろ
な
行
に
手
を
染
め
る
こ
と
の
無
駄
や

中
途
半
端
さ
を
身
を
も
っ
て
切
実
に
感
じ
と
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
鎌
倉
時
代
に
﹁
専
修
念
仏
﹂
と
か

﹁
法
華
一
乗
﹂
と
か
の
専
一
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
行
を
徹
底
深
化
さ
せ
る
。
こ
れ
は
誘
惑
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

で
あ
る
。

第
一
の
﹁
正
し
い
グ
ル
を
持
つ
﹂
も
そ
の
と
お
り
で
、
否

定
で
き
な
い
。
問
題
は
﹁
正
し
い
グ
ル
﹂
と
は
誰
で
あ
る
か
、

自
分
が
弟
子
と
し
て
帰
依
し
て
い
る
相
手
が
本
当
に
﹁
正
し

い
グ
ル
﹂
で
あ
る
か
、
と
い
う
一
点
で
あ
る
。
こ
の
命
題
そ

の
も
の
に
間
違
い
は
な
い
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
は
﹁
正
し
い
グ

ル
﹂
の
見
分
け
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。﹁
グ
ル
に
つ
い
て
の

幻
想
﹂
と
﹁
グ
ル
に
つ
い
て
の
正
し
い
判
断
﹂
と
の
違
い
を

自
己
判
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
単
に
﹁
畏

敬
の
感
情
﹂
だ
け
で
は
な
く
、
不
審
や
不
信
や
批
判
も
含
め

て
吟
味
検
討
す
る
﹁
精
神
の
自
由
﹂
さ
と
判
断
基
準
が
必
要

に
な
る
。
そ
の
﹁
自
由
﹂
さ
と
基
準
が
な
け
れ
ば
判
断
の
検

証
や
確
定
が
で
き
な
い
。

だ
が
、﹁
正
し
い
グ
ル
を
持
つ
﹂
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
困
難
で

あ
る
か
は
、
す
で
に
イ
ン
ド
の
タ
ン
ト
ラ
密
教
経
典
で
も
繰

り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
ォ
イ
ア
ス
テ

ィ
ン
の
﹃
聖
な
る
狂
気
︱
グ
ル
の
現
象
学
﹄︵
小
杉
英
了
訳
、

春
秋
社
、
一
九
九
九
年
︶
に
は
、
十
一
世
紀
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・

タ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
経
典
﹃
ク
ラ
ル
ナ
ヴ
ァ
・
タ
ン
ト
ラ
﹄
の

一
節
が
引
か
れ
、﹁
家
毎
に
あ
る
ラ
ン
プ
の
よ
う
に
師
は
数
あ

れ
ど
も
、
お
お
、
デ
ー
ヴ
ィ
ー
よ
、
太
陽
の
よ
う
に
す
べ
て

を
照
ら
し
出
す
師
を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
。
／
ヴ
ェ
ー
ダ

と
シ
ャ
ス
ト
ラ
︵
典
籍
︶
に
通
じ
た
師
は
こ
の
世
に
数
あ
れ

ど
、
お
お
、
デ
ー
ヴ
ィ
ー
よ
、
至
高
の
真
理
に
到
達
し
た
師

を
見
い
だ
す
の
は
難
し
い
。
／
大
我
以
外
の
も
の
を
授
け
る

師
は
こ
の
世
に
数
あ
れ
ど
、
お
お
、
デ
ー
ヴ
ィ
ー
よ
、
大
我

そ
の
も
の
を
示
し
て
く
れ
る
師
は
、
世
界
中
探
し
て
も
見
い

だ
す
の
は
難
し
い
。
／
弟
子
の
富
を
奪
い
去
る
師
は
多
く
、
弟

子
の
苦
悩
を
ぬ
ぐ
い
去
る
師
は
希
で
あ
る
﹂
と
﹁
師
﹂
を
見

い
だ
す
こ
と
の
困
難
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
グ
ル
﹂
へ
の
絶
対
帰
依
が
次
の
よ
う

に
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
ォ
イ
ア
ス
テ
ィ

ン
は
引
用
す
る
。﹁
弟
子
は
グ
ル
の
姿
を
つ
ね
に
心
に
抱
い
て

い
る
べ
き
だ
。
弟
子
は
グ
ル
の
名
を
唱
え
つ
づ
け
、
グ
ル
の

命
令
に
従
い
、
グ
ル
以
外
の
誰
の
こ
と
も
思
う
べ
き
で
は
な

い
。
／
弟
子
は
す
べ
て
を
真
の
グ
ル
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
肉
体
も
、
感
覚
も
、
息
も
、
財
産
も
、
国
も
、
家
族

も
、
そ
し
て
自
分
の
妻
さ
え
も
。
／
グ
ル
ほ
ど
偉
大
な
原
則

は
な
い
。
グ
ル
ほ
ど
厳
粛
な
も
の
は
な
い
。
グ
ル
ほ
ど
聡
明

な
も
の
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
至
福
の
グ
ル
に
服
従
せ
よ
。
／

宇
宙
は
グ
ル
の
中
心
に
あ
り
、
グ
ル
は
宇
宙
の
中
心
に
あ
る
。

グ
ル
は
宇
宙
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
至
福
の
グ
ル

に
服
従
せ
よ
。
／
グ
ル
に
帰
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
識
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な
ど
な
く
と
も
、
解
脱
に
至
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
真
の
グ
ル
に

従
う
者
に
は
、
グ
ル
の
恵
み
以
外
、
ど
ん
な
修
行
も
不
要
で

あ
る
。
／
グ
ル
は
神
で
あ
る
。
グ
ル
は
法
で
あ
る
。
グ
ル
へ

の
信
頼
こ
そ
、
も
っ
と
も
厳
粛
で
あ
る
。
グ
ル
よ
り
偉
大
な

も
の
は
存
在
し
な
い
﹂。

﹁
正
し
い
グ
ル
﹂
を
見
い
だ
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
﹁
グ
ル
﹂
崇
拝
や
﹁
グ
ル
﹂
へ
の

絶
対
帰
依
が
説
か
れ
る
こ
と
の
矛
盾
。
麻
原
彰
晃
は
こ
う
し

た
グ
ル
・
ヨ
ー
ガ
の
思
想
と
伝
統
を
悪
用
し
た
と
も
言
え
る
。

も
う
一
つ
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、﹁
ク
ロ
ー
ン

化
﹂
と
類
似
の
意
味
を
も
つ
﹁
コ
ピ
ー
﹂
と
い
う
語
の
使
用

に
つ
い
て
で
あ
る
。
麻
原
彰
晃
は
前
掲
﹃
生
死
を
超
え
る
﹄

の
中
で
、﹁
私
の
経
験
を
相
手
の
コ
ー
サ
ル
体
と
ア
ス
ト
ラ
ル

体
に
、
直
接
コ
ピ
ー
﹂
す
る
と
記
し
て
い
る
。﹁
透
明
な
鏡

︱
グ
ル
﹂
と
題
し
た
コ
メ
ン
ト
の
一
節
で
あ
る
。
そ
こ
で

麻
原
彰
晃
は
、﹁
コ
ピ
ー
に
は
、
／
1
．
私
も
相
手
も
同
じ
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
を
見
て
い
る
。
／
2
．
私
は
、
相
手
に
自
分
の
透

明
さ
と
修
行
経
験
を
移
す
代
わ
り
に
、
相
手
の
カ
ル
マ
を
受

け
て
い
る
。
／
と
い
う
特
徴
が
あ
る
﹂
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
で
の
﹁
コ
ピ
ー
﹂
に
は
、
一
方
向
へ
の
転
写
で
あ
る

﹁
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
と
は
違
っ
て
、
ま
だ
し
も
﹁
相
手
に
自
分
の

透
明
さ
と
修
行
経
験
を
移
す
代
わ
り
に
、
相
手
の
カ
ル
マ
を

受
け
﹂
る
と
い
う
相
手
方
か
ら
の
反
射
が
あ
る
。
こ
の
文
章

の
あ
と
で
麻
原
彰
晃
は
、
イ
ン
ド
の
聖
者
・
ラ
ー
マ
ク
リ
シ

ュ
ナ
・
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
が
咽
頭
ガ
ン
で
死
去
す
る
際
に
遺
し

た
﹁
私
は
弟
子
た
ち
に
触
れ
、
カ
ル
マ
を
受
け
て
死
ん
で
い

く
﹂
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
、﹁
彼
は
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
・
パ

ッ
ト
を
し
て
弟
子
の
カ
ル
マ
を
受
け
た
た
め
に
、
咽
頭
ガ
ン

を
患
っ
た
と
い
う
の
だ
。
ど
う
や
ら
、
私
も
彼
と
同
じ
生
き

方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ら
し
い
。
／
あ
な
た
が
シ
ャ
ク

テ
ィ
ー
・
パ
ッ
ト
を
受
け
た
い
と
思
う
な
ら
、
一
つ
だ
け
お

願
い
が
あ
る
。
事
前
の
修
行
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
の
心
身
の
苦
痛
が

軽
減
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教
と
な
る
前
の
一
九
八
六
年
の
﹃
生

死
を
超
え
る
﹄
の
著
作
の
時
点
で
は
い
ま
だ
﹁
グ
ル
﹂
の
絶

対
化
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
九
三
年
頃
の
﹁
マ
ハ
ー
ム

ド
ラ
ー
﹂
を
説
く
頃
か
ら
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
へ
と
傾

斜
し
て
い
る
。
麻
原
彰
晃
の
最
初
の
著
作
﹃
超
能
力
﹁
秘
密

の
開
発
法
﹂
す
べ
て
が
思
い
の
ま
ま
に
な
る
！
﹄︵
大
和
出
版
、

一
九
八
六
年
︶
の
信
者
︵
弟
子
︶
の
体
験
報
告
の
中
で
、
弟
子

た
ち
は
麻
原
彰
晃
の
こ
と
を
﹁
先
生
﹂
と
か
﹁
グ
ル
﹂
と
か

﹁
聖
者
﹂
と
か
﹁
尊
師
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
、
弟
子

た
ち
は
、﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
・
パ
ッ
ト
﹂
を
通
し
て
﹁
グ
ル
﹂

の
﹁
コ
ピ
ー
﹂
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
﹁
グ
ル
の
コ
ピ
ー
化
﹂
が
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂

へ
と
表
現
を
変
え
る
あ
た
り
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た

の
か
、
さ
ら
に
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④「
シ
ン
ク
ロ
す
る
」力
の
可
能
性
と
危
険
性
―
オ
ウ
ム
真
理

教
と『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』に
共
通
す
る
も
の・こ
と

さ
て
、
こ
の
節
で
最
後
に
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
問
題
は
、

オ
ウ
ム
真
理
教
と
﹃
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
﹄︵
一
九
九

五
年
十
月
～
一
九
九
六
年
三
月
、
テ
レ
ビ
東
京
放
送
、
全
二
十
六

話
︶
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
人
気
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
主

人
公
碇い

か
りシ
ン
ジ
︵
E
V
A
初
号
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
︶
も
﹁
ク
ロ

ー
ン
﹂
の
綾あ

や

波な
み

レ
イ
︵
E
V
A
零
号
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
︶
も
惣そ

う

流り
ゅ
う・
ア
ス
カ
・
ラ
ン
グ
レ
ー
︵
E
V
A
弐
号
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
︶

も
み
な
母
親
の
い
な
い
十
四
歳
の
﹁
境
界
年
齢
﹂
の
少
年
少

女
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

母
親
の
喪
失
と
い
う
こ
と
と
﹁
エ
ヴ
ァ
︵
E
V
A
︶﹂
と
呼

ば
れ
る
﹁
汎
用
人
型
決
戦
兵
器
　

人
造
人
間
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
﹂
に
搭
乗
で
き
る
十
四
歳
の
少
年
少
女
の
﹁
シ
ン
ク
ロ
能

力
﹂
に
関
係
が
あ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、﹁
エ
ヴ
ァ
﹂
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
母
親
の
い
な
い
十
四
歳
の

少
年
少
女
か
ら
選
抜
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
人
造
人
間
兵
器
﹁
エ
ヴ
ァ
﹂
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
パ
タ
ー
ン
の
パ
ル
ス
が
あ
る
の
で
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
そ
れ
に
よ
く
似
た
パ
ル
ス
パ
タ
ー
ン
の
持
ち
主
が
選
ば

れ
、﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
が
テ
ス
ト
さ
れ
る
。﹁
シ
ン
ク
ロ
﹂

す
る
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
﹁
エ
ヴ
ァ
﹂
と
は
同
調
し
て
A
10
神

経
を
使
っ
て
﹁
神
経
接
続
﹂
さ
れ
、
そ
の
﹁
シ
ン
ク
ロ
率
﹂

に
よ
り
機
体
に
与
え
ら
れ
た
ダ
メ
ー
ジ
の
転
写
が
変
化
す
る
。

こ
れ
ら
の
﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
な
ど
の
設
定
が
、
オ
ウ
ム

真
理
教
の
﹁
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
﹂
や
﹁
コ
ピ
ー
﹂
や
﹁
ク
ロ
ー
ン
﹂

の
あ
り
よ
う
と
共
通
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た

い
。
碇
シ
ン
ジ
ら
の
エ
ヴ
ァ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
操
縦
す
る
と

き
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
身
の
脳
と
エ
ヴ
ァ

の
機
体
と
を
接
続
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
・
ヘ
ッ
ド
セ
ッ

ト
を
頭
に
か
ぶ
る
。

庵
野
秀
明
監
督
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
を
ど
こ
ま
で
意
識
し
、
組
み
込
み
な
が
ら
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
化
し
た
か
、
そ
の
細
部
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
し
か

し
、
こ
の
状
況
設
定
や
人
物
設
定
や
﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
の

設
定
の
仕
方
に
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
影
を
落
と
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

神
秘
主
義
思
想
や
﹁
神
秘
体
験
﹂
と
い
う
文
脈
に
お
い
て

は
、﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
は
極
め
て
重
要
な
﹁
能
力
﹂
と
な
る
。

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
風
に
言
え
ば
、﹁
流
出
﹂
し
て
き
た
﹁
原

型
﹂
や
﹁
原
像
﹂
に
復
帰
・
帰
還
す
る
﹁
脱
自
・
脱
魂
﹂
能

力
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。﹁
神
秘
的
合
一
﹂
や
﹁
即
身
成

仏
﹂
能
力
は
、
あ
る
面
で
は
間
違
い
な
く
﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂

と
し
て
測
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
や
﹁
同
調
能
力
﹂
が

﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
し
て
悪
用
さ
れ
れ
ば
ど
う
な
る
か
？
　
想
定

す
る
だ
に
恐
ろ
し
い
事
態
が
生
起
す
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
事
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件
は
、
そ
う
し
た
﹁
シ
ン
ク
ロ
能
力
﹂
の
誤
作
動
と
し
て
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
九
五
年
に
生

起
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
﹁
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ

ン
﹂
は
、
意
図
的
に
﹁
シ
ン
ク
ロ
﹂
さ
せ
つ
つ
、
同
列
に
論

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
今
後
検
証
を
継
続
す
る
。

2
中
国
に
お
け
る「
邪
教
」問
題
と
法
輪

功
問
題

次
に
、
法
輪
功
問
題
を
検
討
し
て
い
く
が
、
法
輪
功
問
題

に
つ
い
て
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
一
つ
は
気
功
文

化
的
文
脈
か
ら
見
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
政

治
的
文
脈
か
ら
見
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
加
え
て
、
法
輪

功
を
弾
圧
し
た
中
国
政
府
側
の
情
報
や
報
道
と
そ
れ
に
対
抗

す
る
法
輪
功
サ
イ
ド
か
ら
の
情
報
発
信
や
動
き
は
真
っ
向
か

ら
対
立
し
、
い
ま
だ
未
解
決
の
状
態
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

渦
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
、
事
件
の
背
景

や
真
相
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
気
功
家
で
あ
り
気
功
文
化
思
想
家
の
津

村
喬
は
﹁
気
功
と
環
境
の
哲
学
﹂︵﹃
講
座
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
学

第
四
巻
　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
環
境
﹄
B
N
P
、
二
〇
一
五

年
︶
の
な
か
で
、
湯
浅
泰
雄
の
法
輪
功
理
解
を
引
き
合
い
に

出
し
な
が
ら
、
自
説
を
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

津
村
喬
に
よ
れ
ば
、
湯
浅
泰
雄
は
、
法
輪
功
を
﹁
道
教
の

体
内
神
の
考
え
方
を
仏
教
で
説
明
し
た
も
の
﹂
で
、﹁
人
間
の

体
内
に
は
神
仏
の
働
き
が
宿
っ
て
い
て
、
気
功
の
訓
練
は
そ

れ
を
呼
び
覚
ま
し
活
性
化
す
る
と
い
う
考
え
方
﹂
と
し
、
こ

の
よ
う
な
考
え
は
通
俗
的
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
し
反
体

制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
が
一
千
万
人

を
越
え
る
規
模
に
な
っ
た
こ
と
と
国
家
の
思
想
管
理
か
ら
逸

脱
し
た
た
め
に
弾
圧
さ
れ
た
と
理
解
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に

対
し
て
、
津
村
喬
は
﹁
教
祖
﹂
の
李
洪
志
と
そ
の
気
功
を
詐

術
的
な
も
の
と
捉
え
る
。
津
村
自
身
は
法
輪
功
事
件
と
オ
ウ

ム
真
理
教
事
件
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
、

津
村
の
理
解
は
、
李
洪
志
と
法
輪
功
事
件
を
麻
原
彰
晃
と
オ

ウ
ム
真
理
教
事
件
と
よ
く
似
た
構
造
を
も
つ
も
の
と
し
て
捉

え
る
視
点
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。

津
村
に
よ
れ
ば
、
李
洪
志
は
新
聞
記
者
を
し
て
お
り
、
つ

い
最
近
ま
で
禅
密
功
や
外
丹
功
の
気
功
セ
ミ
ナ
ー
に
通
っ
て

い
た
気
功
ビ
ギ
ナ
ー
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
新

聞
記
者
で
は
う
だ
つ
が
あ
が
ら
な
い
の
で
、
極
め
て
易
し
い

気
功
の
功
法
を
適
当
に
編
集
し
て
﹁
解
脱
へ
の
道
﹂
と
言
っ

て
新
た
に
気
功
の
流
派
を
打
ち
建
て
た
。
そ
の
際
、
共
産
党

幹
部
に
取
り
入
り
、
賄
賂
を
渡
し
て
保
護
し
て
も
ら
い
、
強

力
に
著
作
の
街
頭
宣
伝
を
し
、
こ
の
世
は
九
層
世
界
の
最
下

層
で
死
ね
ば
さ
ら
に
よ
い
世
界
へ
と
昇
っ
て
い
け
る
、
自
分

は
そ
の
高
次
の
世
界
か
ら
救
い
に
や
っ
て
き
た
使
命
を
も
つ

者
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
宣
し
た
。
だ
が
、
李
洪
志
の

目
的
は
金
儲
け
で
、
宗
教
風
の
言
説
も
単
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
に
目
立
た
せ
る
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
法
輪
功
が
受
け
入
れ
ら
れ
信
者
が
増
大
し
教
線
拡
大
し

て
い
く
中
で
自
殺
者
が
何
人
も
出
て
き
た
。
李
洪
志
は
大
金

を
儲
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
豪
邸
を
買
っ
て
こ
と
を
収
め
る

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
部
門
が

動
き
始
め
た
の
で
、
信
者
を
使
っ
て
中
南
海
を
包
囲
し
、
そ

れ
に
よ
り
弾
圧
を
誘
導
し
て
世
界
の
非
難
の
的
に
し
よ
う
と

企
図
し
た
と
い
う
の
が
津
村
の
法
輪
功
事
件
の
捉
え
方
で
あ

る
。当

時
の
江
沢
民
政
権
は
、
関
係
し
た
幹
部
を
処
分
し
、
法

輪
功
だ
け
で
な
く
、
中
華
益
智
気
功
、
香
功
な
ど
の
に
わ
か

仕
立
て
で
神
秘
化
の
粉
飾
に
よ
り
時
流
に
乗
っ
て
巨
大
化
し

た
気
功
は
み
な
弾
圧
さ
れ
た
と
い
う
。
津
村
喬
は
お
お
む
ね

以
上
の
よ
う
に
法
輪
功
問
題
を
捉
え
て
い
る
。

さ
て
、
中
国
政
府
側
の
法
輪
功
情
報
を
取
り
上
げ
る
前
に
、

中
国
共
産
党
や
国
務
院
公
安
部
が
現
在
次
の
十
四
の
組
織
を

﹁
邪
教
﹂
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

①
呼
喊
派
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
李
常
受
が
一
九
六
二
年
ア
メ
リ

カ
で
創
立
。
李
常
受
は
﹁
キ
リ
ス
ト
は
私
で
あ
り
、
私
も
キ
リ
ス

ト
で
あ
る
﹂
と
公
言
。﹁
全
能
神
﹂
教
の
教
主
﹁
赵
维
山
﹂
は
こ

の
団
体
の
黒
龍
江
の
中
心
組
織
だ
っ
た
。
近
年
、﹁
呼
喊
派
﹂
は

様
々
な
形
を
と
り
、﹁
常
受
教
﹂﹁
中
华
大
陆
行
政
执
事
站
﹂﹁
被

立
王
﹂﹁
主
神
教
﹂﹁
实
际
神
﹂﹁
东
方
闪
电
﹂
な
ど
が
派
生
。
こ

の
内
、﹁
被
立
王
﹂﹁
主
神
教
﹂
も
邪
教
カ
ル
ト
集
団
と
さ
れ
て
い

る
︶②

徒
弟
会
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
季
三
保
が
一
九
八
九
年
に
創
立
。

季
三
保
は
﹁
七
歩
霊
程
度
﹂
を
作
成
し
、
自
ら
を
﹁
神
が
遣
わ
し

た
キ
リ
ス
ト
﹂
と
か
﹁
神
の
子
﹂
と
称
し
、
奇
跡
で
人
々
の
病
を

癒
す
こ
と
が
可
能
だ
と
宣
明
。
迷
信
な
ど
に
よ
り
多
く
の
学
生
た

ち
を
盲
信
さ
せ
、
中
途
退
学
を
促
し
た
り
、
一
日
中
祈
り
を
さ
さ

げ
る
こ
と
、
仕
事
を
放
棄
さ
せ
、
家
屋
を
売
り
払
い
、〝
昇
天
〞

の
準
備
を
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
︶

③
全
範
囲
教
会
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
徐
永
澤
が
一
九
八
四
年

創
立
。﹁
哭
重
生
﹂﹁
懊
悔
派
﹂﹁
重
生
派
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

﹁
災
難
が
到
来
す
る
世
界
の
終
点
﹂、﹁
主
を
信
じ
れ
ば
、
病
は
癒

さ
れ
る
﹂
と
説
き
、
信
者
に
大
声
で
泣
き
叫
ぶ
よ
う
に
求
め
て
い

る
。
前
記
﹁
徒
弟
会
﹂
同
様
、
多
く
の
信
者
は
仕
事
を
や
め
て
一

心
に
﹁
昇
天
﹂
を
待
っ
て
い
る
︶

④
霊
霊
教
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
華
雪
和
が
一
九
八
三
年
に
創
立
。

華
雪
和
は
自
ら
を
﹁
第
二
の
イ
エ
ス
、
主
キ
リ
ス
ト
﹂
を
称
し
、

﹁
主
イ
エ
ス
が
肉
体
を
伴
っ
た
二
度
目
の
降
臨
︵
再
臨
︶﹂、
中
国

の
都
市
﹁
淮
阴
が
エ
ル
サ
レ
ム
﹂
と
宣
明
。﹁
世
界
の
終
わ
り
は

ま
も
な
く
到
来
し
、
全
て
の
人
が
滅
ぼ
さ
れ
る
。
た
だ
霊
霊
教
を

信
ず
る
者
の
み
が
救
わ
れ
る
﹂
と
説
き
、
信
者
に
も
世
界
の
終
わ

り
を
た
だ
待
つ
よ
う
に
説
い
て
い
る
︶

⑤
新
約
教
会
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
香
港
の
女
優
・
梅
绮
︵
江

2
・
3
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端
仪
︶が
一
九
六
〇
年
に
創
立
。
後
に
娘
の
张
路
得
が
引
き
継
ぎ
、
台

湾
で
組
織
を
ま
と
め
て
い
る
。
一
九
六
四
年
、
幹
部
の
洪
三
期
が
台

北
の
高
雄
で
新
し
い
支
部
と
聖
山
を
設
立
。
一
九
八
八
年
に
は
石
碑

教
会
の
幹
部
の
左
坤
が
﹁
耶
稣
基
督
血
水
圣
灵
全
备
福
音
布
道
团
﹂

を
設
立
。
梅
绮
、
洪
三
期
、
左
坤
の
三
人
が
﹁
預
言
者
﹂
を
名
乗
り
、

﹁
至
高
の
神
に
代
わ
り
統
治
す
る
者
﹂﹁
神
の
地
上
に
お
け
る
君
﹂﹁
人

の
支
配
を
覆
し
、
神
の
王
国
を
建
立
す
る
﹂
と
説
く
︶

⑥
観
音
法
門
︵
仏
教
系
：
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
中
国
人
释
清
海
が
一

九
八
八
年
に
台
湾
で
創
立
。
一
九
九
八
年
、
組
織
の
中
核
の
许
成
江

が
﹁
圆
顿
法
門
﹂
を
創
立
。
释
清
海
は
自
ら
を
﹁
清
海
无
上
﹂
と
名

乗
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
︵
仏
教
の
開
祖
︶、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
ア
ラ

ー
と
等
し
い
と
称
し
た
︶

⑦
主
神
教
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：﹁
被
立
王
﹂
の
中
心
で
あ
っ
た
刘

家
国
が
一
九
九
三
年
に
創
立
。
刘
家
国
は
自
ら
を
﹁
主
神
﹂
と
名
乗

り
、﹁
世
界
の
終
わ
り
が
ま
も
な
く
到
来
す
る
が
、
主
神
を
信
じ
る
も

の
だ
け
が
救
わ
れ
る
﹂
と
説
く
。﹁
主
神
﹂
を
支
持
し
、﹁
神
の
王
国
﹂

を
設
立
す
る
べ
き
だ
と
述
べ
、﹁
赐
神
灵
﹂
の
名
で
十
九
人
の
女
性
を

強
姦
し
、
お
布
施
や
奉
献
の
名
で
四
十
万
元
余
り
の
金
銭
を
騙
し
取

っ
た
と
さ
れ
る
︶

⑧
被
立
王
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：﹁
呼
喊
派
﹂
の
幹
部
で
あ
っ
た
吴

扬
明
が
一
九
八
八
年
に
創
立
。
吴
扬
明
は
聖
書
の
中
の
﹁
被
立
﹂
と

い
う
言
葉
を
使
い
、
自
ら
を
﹁
被
立
王
﹂
と
名
乗
る
。﹁
世
界
の
終
わ

り
が
到
来
す
る
時
、
被
立
王
を
信
じ
る
者
だ
け
が
救
わ
れ
る
。
も
し

信
じ
な
け
れ
ば
罰
を
受
け
、
虐
殺
さ
れ
る
﹂
と
説
く
。
勧
誘
、
詐
欺
、

脅
迫
な
ど
の
手
段
に
よ
り
数
十
人
の
女
性
、
幼
女
を
暴
行
。
さ
ら
に

信
徒
に
は
奉
納
金
と
し
て
数
十
万
元
を
貢
が
せ
て
い
る
と
さ
れ
る
︶

⑨
同
一
教
︹
統
一
教
会
︺︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
本
来
の
名
称
は
﹁
世

界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
﹂。
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
朝
鮮
人
﹁
文
鮮
明
﹂

が
一
九
五
四
年
に
韓
国
釜
山
で
創
立
。
人
類
の
歴
史
と
旧
約
・
新
約

聖
書
の
奥
義
を
解
明
し
た
と
い
う
統
一
原
理
を
世
界
に
広
め
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
世
界
本
部
を
置
き
、
世
界
百
九
十
三
カ
国
に
支
部
が

あ
る
。
信
徒
は
必
ず
異
性
の
信
徒
と
性
関
係
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
を
﹁
洗
礼
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
教
祖
の
﹁
文
鮮
明
﹂
が

信
徒
の
結
婚
相
手
を
定
め
、
大
型
の
﹁
集
団
結
婚
式
﹂
を
主
催
す

る
。
統
一
教
会
は
投
資
援
助
、
文
化
交
流
、
派
遣
社
員
の
名
目
で

中
国
に
入
り
浸
透
し
て
い
っ
た
︶

⑩
三
班
仆
人
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
徐
文
库
ま
た
の
名
徐
双
富

が
創
立
。
徐
文
库
は
聖
書
を
用
い
、
自
分
を
神
格
化
し
、﹁
大
仆

人
﹂
と
名
乗
る
。﹁
西
暦
二
〇
〇
〇
年
前
に
世
界
に
七
つ
の
災
厄

が
起
こ
り
、
世
界
の
終
わ
り
が
来
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
の
教
え
を
広

め
る
。
三
班
仆
人
こ
そ
が
真
理
で
あ
る
と
し
、
近
年
、
徐
及
其
が

﹁
お
布
施
は
神
に
さ
さ
げ
る
﹂
と
の
名
目
で
大
量
の
金
銭
を
騙
し

取
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
︶

⑪
霊
仙
宗
︵
仏
教
系
：
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
中
国
人
卢
胜
彦
が
一

九
七
九
年
に
霊
仙
真
仏
宗
を
創
立
。
一
九
八
四
年
﹁
霊
仙
宗
﹂
の

教
団
名
が
盗
用
さ
れ
、
中
華
民
国
内
政
部
に
登
録
さ
れ
た
の
で
、
教

団
名
を
﹁
霊
仙
真
佛
宗
﹂
通
称
﹁
真
佛
宗
﹂
と
改
称
。
卢
胜
彦
は

﹁
自
分
は
生
き
た
仏
﹂﹁
佛
主
﹂
と
名
乗
り
、
極
端
に
社
会
主
義
制

度
を
敵
対
視
︶

⑫
神
の
子
供
た
ち
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：﹁
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
デ
ビ
ッ
ト
・

バ
ー
グ
が
一
九
六
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
創
立
。
基
本
単
位
を
﹁
家

族
﹂
と
し
、
最
高
機
関
を
﹁
皇
室
﹂
と
す
る
。
す
べ
て
の
社
会
制

度
と
意
思
形
態
を
攻
撃
し
、﹁
神
の
愛
は
性
行
為
﹂
と
公
言
。
性

的
方
法
を
使
っ
て
信
徒
を
獲
得
し
、
寄
付
を
募
り
、
家
族
と
す
る

信
徒
の
間
で
は
、
乱
交
や
児
童
の
性
的
虐
待
が
行
な
わ
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
。
初
期
の
改
宗
者
の
多
く
は
ヒ
ッ
ピ
ー
運
動
か
ら
流
れ

て
き
た
者
で
、
一
九
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
ア
メ
リ

カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
カ
ル
ト
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
団
体

の
一
つ
︶

⑬
達
米
宣
教
会
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
韓
国
人
李
長
林
が
一
九

八
八
年
に
設
立
。
終
末
論
を
唱
え
、
一
九
九
二
年
十
月
二
十
八
日

二
十
三
時
に
﹁
世
界
の
終
わ
り
﹂
が
開
始
し
た
と
唱
え
る
。
こ
の

組
織
に
加
わ
る
者
は
将
来
イ
エ
ス
と
共
に
﹁
昇
天
﹂
し
、
信
じ
な

い
者
は
七
年
の
間
﹁
大
災
難
﹂
に
遭
う
と
説
く
。
一
九
九
二
年
以

降
、
達
米
宣
教
会
の
成
員
が
積
極
的
に
中
国
に
入
り
、
人
々
を
先

導
し
、﹁
昇
天
﹂
で
き
る
よ
う
群
集
を
惑
わ
し
て
い
る
と
さ
れ
る
︶

⑭
世
界
エ
リ
ヤ
福
音
宣
教
会
︵
キ
リ
ス
ト
教
系
：
韓
国
人
朴

叫
呼
が
一
九
八
〇
年
に
創
立
。
朴
叫
呼
は
自
ら
を
﹁
預
言
者
エ
リ

ヤ
﹂
と
し
、
信
徒
に
﹁
石
仙
﹂
と
し
て
崇
拝
に
加
わ
り
﹁
石
国
﹂

村
に
住
む
よ
う
に
仕
向
け
る
。
中
国
の
各
地
に
集
会
場
、
連
絡
地
、

ま
た
﹁
石
国
﹂
村
を
建
設
し
、
信
徒
に
家
財
を
売
り
払
い
、
住
居

を
﹁
石
国
﹂
村
に
移
し
、
共
同
生
活
を
す
る
よ
う
に
唆
そ
そ
の
かし
て
い
る
。

村
内
で
は
、
外
と
の
連
絡
を
完
全
に
絶
ち
、
邪
教
の
教
義
を
集
中

し
て
学
ぶ
よ
う
要
求
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
も
禁
止
さ
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
︶

こ
れ
ら
は
、
中
国
政
府
が
﹁
邪
教
﹂
と
認
定
し
て
い
る
宗

教
教
団
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
の
要
点
で
あ
る
。
中
国
政

府
は
い
わ
ゆ
る
﹁
カ
ル
ト
集
団
﹂
を
﹁
邪
教
﹂
と
称
す
る
が
、

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
十
四
の
﹁
邪
教
﹂
を
認
定

す
る
か
と
い
う
と
、
中
華
人
民
共
和
国
刑
法
第
三
百
条
で
次

の
よ
う
に
規
定
す
る3

。

︵
邪
教
は
︶
宗
教
、
気
功
ま
た
は
他
の
者
の
名
を
語
り
、

神
格
化
し
た
分
子
が
デ
マ
、
迷
信
な
ど
を
用
い
て
、
人
々

を
騙
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
危
害
を
与
え
る
非
法
組
織
の
こ

と
で
あ
る
。
／
邪
教
の
教
え
に
は
、
病
を
治
し
、
災
難
を

避
け
、
世
界
の
終
わ
り
を
主
と
し
て
宣
伝
す
る
も
の
が
多

く
、﹁
そ
の
組
織
に
入
る
こ
と
だ
け
が
救
わ
れ
る
道
﹂
だ
と

説
く
。
／
欺
瞞
、
脅
迫
、
侮
辱
が
多
く
、
邪
教
の
多
く
は
、

﹁
伝
統
宗
教
は
も
う
古
く
、
新
し
い
神
が
必
要
だ
。﹂
と
説

く
。
／
礼
拝
時
な
ど
の
集
会
は
隠
れ
て
行
い
、
騒
い
だ
り
、

喚
い
た
り
、
狂
信
乱
舞
的
な
も
の
が
多
い
。
／
新
し
い
信

徒
の
勧
誘
の
た
め
に
、
詐
欺
や
う
そ
、
騙
す
よ
う
に
入
会

を
勧
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
入
会
後
の
退
会
は

で
き
な
い
。
／
﹁
神
﹂
の
名
を
語
り
、
反
政
府
運
動
を
煽
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っ
て
い
る
。
／
社
会
、
政
府
、
一
般
市
民
を
﹁
魔
﹂
と
み

な
し
、
宗
教
や
科
学
を
着
飾
っ
て
邪
説
を
唱
え
る
、
或
い

は
事
実
を
歪
曲
し
公
言
す
る
。
／
手
段
を
選
ば
ず
金
銭
を

獲
得
し
、
地
下
組
織
を
形
成
し
、
非
法
活
動
を
行
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
中
国
政
府
系
の
﹁
邪
教
﹂
の
﹁
認

定
﹂
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
が
﹁
正
し
い
﹂
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
輪
功
事
件
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
宗
教
被
害
が
続
出
し
て
い
る
状
況
が
あ

る
の
で
、
少
な
く
と
も
事
態
を
複
数
の
視
点
か
ら
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
現
時
点
で
、
中
国
政
府
筋

が
ど
の
よ
う
に
﹁
邪
教
﹂
を
公
式
に
﹁
認
定
﹂
し
て
い
る
か

を
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
で
、
法

輪
功
問
題
を
ど
う
報
道
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
先
に
中
国
政
府
側
の
サ
イ
ト
か

ら
法
輪
功
問
題
を
見
て
い
く
が
、
も
ち
ろ
ん
、
法
輪
功
側
の

サ
イ
ト
で
は
中
国
政
府
の
報
道
や
情
報
を
否
定
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
次
号

で
も
取
り
上
げ
考
察
す
る
予
定
な
の
で
、
こ
こ
で
結
論
を
述

べ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
文
脈
か
ら
、
こ
こ
で
は

一
連
の
法
輪
功
報
道
の
中
で
﹁
魔
﹂
や
﹁
除
魔
﹂
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
取
り
上
げ
て
み
る
。

︵
以
下
は
桂
龙
新
闻
网
、
二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
四
日
記
事
よ
り
。︶

一
部
の
法
輪
功
学
習
者
は
罪
の
な
い
人
を
殺
害
し
、
彼

ら
が
殺
人
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
は
李
洪
志
の
﹁
悪
魔
除
去
論
﹂

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。﹁
悪
魔
除
去
論
﹂
は
邪
教
法

輪
功
の
テ
ロ
犯
罪
理
論
の
一
つ
で
あ
り
、
李
洪
志
は
﹁
大

逆
の
悪
魔
は
殺
す
べ
き
だ
﹂
と
提
出
し
て
い
る
。
李
洪
志

の
﹁
悪
魔
除
去
論
﹂
に
魅
惑
さ
れ
、
一
部
の
法
輪
功
に
お

ぼ
れ
た
人
は
い
わ
ゆ
る
﹁
円
満
﹂
を
達
成
す
る
た
め
に
、
悪

魔
を
除
去
し
、
最
終
的
に
殺
人
犯
罪
の
道
を
辿
っ
て
き
た
。

さ
て
、「
魔
」
と
は
何
も
の
だ
ろ
う
か
。

法
輪
功
の
教
義
で
は
、﹁
魔
﹂
と
い
う
の
が
学
習
者
の
法

輪
功
修
練
を
妨
げ
る
人
と
法
輪
功
の
伝
播
を
阻
止
す
る
組

織
と
人
士
を
指
し
て
い
る
。
李
洪
志
は
彼
ら
を
﹁
魔
﹂﹁
邪

悪
﹂﹁
旧
勢
力
﹂﹁
法
を
乱
す
鬼
﹂﹁
サ
タ
ン
﹂
と
言
い
く
る

め
た
。

李
洪
志
は
誤
っ
て
邪
道
に
陥
り
、
非
命
の
死
を
遂
げ
た

学
習
者
を
も
﹁
魔
﹂
に
入
れ
、
こ
れ
を
以
っ
て
、﹁
本
当
の

煉
功
者
は
病
気
に
罹
ら
ず
、
危
険
が
な
い
は
ず
だ
﹂
と
い

う
噓
の
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
を
補
っ
て
い
る
。
彼

は
﹁
最
も
弁
別
し
に
く
い
の
は
こ
の
よ
う
な
魔
だ
。
そ
れ

の
破
壊
力
は
か
な
り
大
き
い
。
そ
れ
も
法
輪
大
法
を
学
び

に
く
る
、
法
輪
大
法
は
す
ば
ら
し
い
と
も
言
い
、
…
…
そ

れ
か
ら
彼
は
突
然
死
ん
で
し
ま
い
、
あ
る
い
は
彼
は
突
然

反
対
の
道
に
歩
い
て
、
法
輪
大
法
を
破
壊
し
に
く
る
﹂︵﹃
法

輪
大
法
義
解
﹄︶
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
法
輪
功
報
道
で
は
、
法
輪
功
教
祖
の
李
洪
志
の

主
張
す
る
﹁
魔
﹂
の
観
念
や
﹁
悪
魔
除
去
論
﹂
に
基
づ
い
て

罪
な
き
人
々
へ
の
殺
害
が
生
じ
て
い
る
と
報
道
し
て
い
る
。

で
は
そ
の
﹁
魔
﹂
や
﹁
悪
魔
﹂
の
﹁
除
去
﹂
が
な
ぜ
必
要
で
、

そ
れ
に
よ
り
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
ど
う
伝
え
て
い
る
か

見
て
み
よ
う
。

法
輪
功
は
な
ぜ
魔
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

李
洪
志
は
﹁
そ
れ
︵
魔
︶
は
身
に
取
り
付
く
だ
け
で
な

く
、
人
間
の
元
神
を
も
殺
し
て
い
る
﹂。
李
洪
志
の
言
う

﹁
元
神
﹂
は
霊
魂
の
こ
と
で
あ
る
。﹁
魔
﹂
が
あ
る
た
め
、

﹁
そ
れ
を
除
去
﹂
す
べ
き
で
あ
る
。

李
洪
志
は
﹃
法
輪
大
法
義
解
﹄
の
な
か
で
、﹁
大
逆
の
魔

は
殺
す
べ
き
だ
﹂
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。﹁
功
法
の
修

煉
が
高
い
次
元
に
達
す
る
と
、
必
然
的
に
魔
を
招
く
問
題

に
遭
遇
す
る
﹂。︵﹃
中
国
法
輪
功
﹄
改
訂
版
︶

﹁
邪
悪
が
救
い
よ
う
が
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
な
ら

ば
、
レ
ベ
ル
の
異
な
る
各
種
の
方
式
を
も
っ
て
制
止
し
、
取

り
除
く
…
…
邪
悪
を
取
り
除
く
こ
と
は
法
を
正
す
た
め
で

あ
り
、
個
人
修
煉
の
問
題
で
は
な
い
﹂。︵﹃
忍
ぶ
に
忍
べ
な

い
﹄︶法

輪
功
学
習
者
の
「
魔
除
去
」
に
よ
る
結
果
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。

李
洪
志
の
暗
示
を
受
け
て
、
一
部
の
法
輪
功
学
習
者
は

ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
で
異
常
な
状
態
に
陥
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず

違
法
犯
罪
を
犯
し
、
他
人
を
殺
害
し
た
。

一
九
九
六
年
八
月
二
十
三
日
、
湖
南
省
嘉
禾
県
の
法
輪

功
学
習
者
王
学
忠
は
、
そ
の
父
の
王
継
栄
は
悪
魔
だ
と
言

い
、
刀
で
父
の
頭
、
首
、
胸
な
ど
十
七
カ
所
を
斬
っ
て
、
そ

の
場
で
父
を
殺
害
し
た
。

一
九
九
八
年
二
月
二
十
五
日
の
夜
、
江
蘇
省
の
呉
徳
橋

は
家
で
煉
功
し
た
と
こ
ろ
、
妻
が
そ
れ
を
制
止
し
た
が
、
呉

は
妻
が
自
分
の
﹁
修
煉
﹂
を
妨
げ
る
悪
魔
だ
と
思
い
、
包

丁
で
妻
を
殺
し
た
。

一
九
九
八
年
四
月
八
日
、
山
東
省
の
労
働
者
王
安
収
は

煉
功
し
た
と
き
、
父
に
制
止
さ
れ
た
が
、
王
は
父
が
虎
に

取
り
付
か
れ
た
﹁
魔
﹂
だ
と
思
い
、
シ
ャ
ベ
ル
で
父
を
残

忍
に
打
ち
殺
し
た
。

一
九
九
九
年
三
月
二
十
日
、
当
時
十
八
歳
未
満
の
河
北

省
承
徳
市
の
法
輪
功
学
習
者
李
亭
は
両
親
が
悪
魔
だ
と
思

っ
た
。﹁
悪
魔
除
去
﹂
を
す
る
た
め
、
自
宅
で
実
の
両
親
を

残
忍
に
殺
害
し
た
。

二
〇
〇
一
年
二
月
二
十
日
、
法
輪
功
に
お
ぼ
れ
た
深
圳

の
藍
紹
維
は
、
法
輪
功
を
放
棄
し
た
妻
の
魏
志
華
を
﹁
悪

魔
﹂
と
見
な
し
、
他
人
と
共
同
で
妻
を
縄
で
縛
り
、
残
忍

か
つ
非
道
に
彼
女
の
口
と
鼻
を
覆
っ
て
、
結
局
、
魏
志
華
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を
窒
息
死
亡
さ
せ
た
。

二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
二
日
、
黒
竜
江
省
伊
春
市
の
法

輪
功
学
習
者
関
淑
雲
は
九
歳
未
満
の
娘
で
あ
る
戴
楠
を

﹁
悪
魔
﹂
と
見
な
し
、
自
分
の
手
で
娘
を
締
め
殺
し
た
。

二
〇
〇
八
年
四
月
七
日
、
吉
林
省
長
春
市
の
四
名
の
法

輪
功
に
お
ぼ
れ
た
者
は
﹁
同
修
﹂
の
肖
栄
と
い
う
人
の
た

め
に
﹁
悪
魔
払
い
﹂
を
し
、
ス
チ
ー
ル
針
で
突
き
刺
し
た

り
、
お
湯
で
熱
く
し
た
り
、
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
冷
凍
し
た

り
、
拳
や
足
で
殴
っ
た
り
し
て
、
残
忍
に
肖
栄
を
殺
害
し

た
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
輪
功
が
あ
る
者
や
あ

る
集
団
を
﹁
魔
﹂
な
い
し
﹁
悪
魔
﹂
と
み
な
し
、
そ
れ
を
敵

対
視
し
て
除
去
し
よ
う
と
し
、
つ
い
に
は
死
に
至
ら
し
め
る

事
件
性
を
持
つ
と
い
う
問
題
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
法
輪
功
側
は
こ
の
よ
う
な
観
点
や
報
道

を
否
定
し
て
い
る
。
李
洪
志
は
講
演
な
ど
で
た
び
た
び
練
功

に
お
け
る
﹁
走
火
入
魔4

﹂
な
ど
存
在
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
政
府
が
法
輪
功
信
者
を
拘
束
逮
捕
し
て
臓
器
売

買
な
ど
を
行
な
い
、
そ
れ
を
殺
害
ケ
ー
ス
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
両
者
の
言
い
分
は
ほ
と
ん
ど

正
反
対
に
近
い
の
で
、
実
態
究
明
に
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。

江
沢
民
政
権
は
、
一
九
九
九
年
七
月
か
ら
法
輪
功
を
﹁
邪

教
﹂
と
し
て
﹁
認
定
﹂
し
、
取
り
締
ま
り
を
行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
当
時
、
法
輪
功
学
習
者
は
七
千
万
人
を
超
え
て
い
た
と

言
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
中
国
共
産
党
の
弾
圧

に
よ
り
死
亡
し
た
者
が
数
千
人
に
上
る
と
も
言
わ
れ
た
り
し

て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
明
確
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
十
八
日
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
に
﹁
親
愛
な
る
習
近
平
主
席
へ
﹂

と
題
す
る
法
輪
功
側
か
ら
の
公
開
状
が
出
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
非
合
法
化
さ
れ
て
い
る
気
功
法
・
法
輪
功
の
支

援
組
織
で
あ
る
非
営
利
団
体
﹁
法
輪
功
の
友
﹂︵
米
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
拠
点
︶
は
二
十
八
日
付
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
に
、﹁
習
近
平
中
国
国
家
主
席
あ
て
の
公
開

状
﹂
と
題
し
た
公
開
状
を
、
全
面
広
告
と
し
て
出
し
た
。
組

織
は
、
訪
米
中
の
習
氏
に
対
し
て
、
中
国
当
局
が
違
法
と

定
め
て
い
る
法
輪
功
へ
の
迫
害
を
や
め
る
こ
と
と
、
中
国

社
会
の
民
主
主
義
と
法
の
支
配
の
実
現
を
求
め
た
。

﹁
親
愛
な
る
習
近
平
主
席
へ
﹂
の
書
き
出
し
で
、
手
紙
は

始
ま
る
。
精
神
修
養
の
伝
統
的
な
気
功
法
・
法
輪
功
に
対

す
る
迫
害
の
背
景
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
、
当
時
の
江
沢
民
主
席
が
、
共
産
党
員
数

︵
七
千
万
人
︶
を
超
え
た
法
輪
功
︵
一
億
人
︶
の
勢
力
を
脅

威
と
み
な
し
、﹁
根
絶
や
し
に
す
る
﹂
と
宣
言
し
た
の
ち
、

厳
し
い
弾
圧
を
始
め
た
。
国
際
人
権
団
体
フ
リ
ー
ダ
ム
・

ハ
ウ
ス
の
情
報
を
引
用
し
、
一
億
人
を
数
え
た
学
習
者
の

う
ち
、
数
十
万
人
が
強
制
労
働
を
受
け
、
ま
た
拷
問
で
数

千
人
が
死
亡
し
た
と
、
同
組
織
は
伝
え
た
。

﹁
迫
害
は
拷
問
の
枠
を
超
え
た
﹂
と
手
紙
に
は
記
さ
れ
て

い
る
。
カ
ナ
ダ
の
人
権
弁
護
士
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
マ
タ
ス
氏

と
同
政
府
の
元
高
級
高
官
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
キ
ル
ガ
ー
氏
は

二
〇
〇
六
年
、
刑
務
所
、
警
察
、
医
療
が
組
織
と
な
っ
て
、

収
容
さ
れ
て
い
る
法
輪
功
学
習
者
を
生
き
た
ま
ま
臓
器
を

移
植
用
に
抜
き
取
り
、
移
植
希
望
者
へ
販
売
し
て
い
る
と

の
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
に
、
す
く
な
く
と
も
四
万
一

千
五
百
人
の
法
輪
功
学
習
者
が
強
制
的
な
臓
器
収
奪
で
死

亡
し
た
。

法
輪
功
の
情
報
を
伝
え
る
サ
イ
ト
﹁
明
慧
ネ
ッ
ト
﹂
に

よ
る
と
、
こ
の
弾
圧
で
、
法
輪
功
を
学
ぶ
本
人
の
み
な
ら

ず
、
家
族
や
友
人
、
支
援
し
た
人
権
団
体
や
弁
護
士
な
ど
、

数
百
万
人
が
社
会
的
な
い
や
が
ら
せ
を
受
け
た
。
特
別
警

官
の
監
視
、
理
不
尽
な
罰
金
、
土
地
収
用
、
失
職
、
子
ど

も
に
対
す
る
強
制
退
学
な
ど
。

団
体
は
手
紙
を
通
じ
て
習
近
平
氏
に
﹁
中
国
の
国
家
主

席
と
し
て
、
何
を
受
け
継
ぐ
べ
き
か
を
考
え
て
ほ
し
い
﹂

と
訴
え
、
国
内
の
人
権
状
況
を
改
善
す
る
制
度
へ
の
改
革

を
求
め
た
。
ま
た
、
中
国
本
土
や
、
日
本
を
含
む
海
外
で

は
、
法
輪
功
の
迫
害
を
指
揮
し
た
江
沢
民
元
主
席
を
、
大

量
虐
殺
罪
な
ど
で
告
訴
す
る
運
動
が
起
き
て
お
り
、
裁
判

の
実
現
も
訴
え
た
。

手
紙
は
習
近
平
氏
へ
選
択
を
迫
っ
た
。﹁
あ
な
た
は
共
産

党
の
専
制
政
治
を
終
わ
ら
せ
、
独
立
し
た
司
法
制
度
と
民

主
主
義
を
実
現
し
、
言
論
・
出
版
・
信
教
の
自
由
を
保
障

し
た
、
中
国
の
国
家
主
席
と
し
て
名
声
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
﹂﹁
国
際
社
会
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
信
頼
と
尊
敬
に
基

づ
く
真
の
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ

ば
、
中
国
の
人
々
は
代
々
に
わ
た
り
、︵
主
席
と
し
て
︶
あ

な
た
を
称
え
、
名
声
を
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
﹂︵
翻
訳
編
集
・

佐
渡
道
世
︶

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
国
政
府
側
の
﹁
邪
教
﹂
報

道
も
法
輪
功
側
の
﹁
弾
圧
・
迫
害
﹂
報
道
も
ど
ち
ら
も
恐
る

べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ど
ち
ら
の
サ
イ

ド
か
ら
も
、
本
稿
で
言
う
﹁
霊
的
暴
力
﹂
が
実
際
の
﹁
殺
害
・

殺
人
﹂
を
大
規
模
な
形
で
引
き
起
こ
し
て
い
る
事
態
が
報
道

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
中
国
政
府
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
や
チ
ベ
ッ
ト
人
民

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
権
力
行
使
を
し
て
き
た
か
を
考
え
る

と
、
中
国
政
府
側
の
報
道
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、﹁
邪
教
﹂
と
﹁
認
定
﹂
さ
れ
た
い

く
つ
か
の
宗
教
教
団
側
に
何
の
問
題
も
な
い
、
事
実
無
根
で

あ
る
と
言
い
き
る
信
頼
性
も
根
拠
も
な
い
。
そ
こ
で
は
、
信
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者
の
判
断
と
批
判
す
る
側
の
判
断
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て

い
る
。

中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
﹁
邪
教
﹃
法
輪
功
﹄
の
危
害
﹂
の
中
の
﹁﹃
法
輪

功
﹄
と
は
何
か
﹂
の
頁
に
は
、﹁﹃
法
輪
功
﹄
と
は
、
い
っ
た

い
何
か
。
一
口
で
言
え
ば
、
中
国
の
﹃
オ
ウ
ム
真
理
教
﹄
で

す
。
そ
の
教
祖
は
現
在
ア
メ
リ
カ
に
い
る
李
洪
志
と
い
う
人

物
で
す
。﹃
法
輪
功
﹄
も
﹃
オ
ウ
ム
真
理
教
﹄
も
他
の
カ
ル
ト

集
団
と
同
様
で
す
が
、
教
義
や
教
祖
へ
の
絶
対
服
従
と
絶
対

崇
拝
を
要
求
し
、
信
者
に
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
施
す

の
で
す
。
／
﹃
法
輪
功
﹄
の
教
祖
で
あ
る
李
洪
志
は
ま
ず
﹃
善

良
﹄
を
看
板
に
し
て
、﹃
心
を
修
練
し
、
体
を
鍛
え
る
﹄、
長

期
に
わ
た
っ
て
﹃
法
輪
功
﹄
を
修
練
す
れ
ば
、﹃
薬
な
し
で
病

気
を
癒
し
、
健
康
に
な
る
﹄
な
ど
と
口
説
い
て
入
門
さ
せ
ま

す
。
続
い
て
彼
の
書
い
た
﹃
経
書
﹄
を
読
ま
せ
、
さ
ら
に
、

﹃
地
球
は
爆
発
す
る
﹄
な
ど
﹃
世
界
の
終
末
説
﹄
を
ば
ら
撒
き
、

教
祖
の
み
が
世
界
を
救
い
、﹃
人
を
済
度
し
て
天
国
に
行
か
せ

る
﹄
と
唱
え
、
信
者
た
ち
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
陥
れ
て
狂
乱

さ
せ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
信
者
は
教
祖
に
絶
対
服
従
す
る
よ

う
に
な
り
、
善
悪
の
判
断
能
力
を
失
い
、
己
を
害
し
、
他
人

を
害
す
る
な
ど
、
極
端
な
行
動
に
走
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
／

中
国
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、﹃
法
輪
功
﹄

の
狂
信
者
の
中
に
、
自
殺
或
い
は
投
薬
や
治
療
を
拒
否
し
て

死
亡
し
た
者
は
す
で
に
千
六
百
人
を
超
え
、
精
神
に
障
害
を

き
た
し
た
者
は
六
百
五
十
余
人
に
達
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
殺

人
を
犯
し
た
者
は
十
一
人
で
、
障
害
者
と
な
っ
た
者
は
百
四

十
四
人
に
の
ぼ
り
ま
す
﹂
と
説
明
さ
れ
、
実
に
詳
細
な
﹁
危

害
﹂
が
列
挙
さ
れ
て
い
る5

。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、﹁
法
輪
功
﹂
を
明
確
に

﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
﹂
と
同
じ
よ
う
な
団
体
で
あ
る
と
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
加
え
て
、﹁
李
洪
志
の
三
十
三
カ
条
の
邪
説
﹂
で

は
﹁
私
は
﹃
蛇
の
お
化
け
﹄
に
打
ち
勝
っ
た
﹂
と
か
﹁
私
に

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
仏
身
が
あ
り
、
仏
身
は
す
べ
て
私

の
化
身
で
あ
り
、
そ
の
法
力
は
仏
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
﹂

な
ど
の
﹁
邪
説
﹂
が
懇
切
丁
寧
に
列
挙
説
明
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
の
呉
雲
貴

教
授
の
﹁
法
輪
功
﹂
の
﹁
分
析
﹂
が
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。﹁
カ
ル
ト
教
団
は
中
国
に
お
い
て
も
、
世
界
に
お
い

て
も
、
偶
然
か
つ
単
独
の
現
象
で
は
な
い
。
李
洪
志
に
よ
り

捏
造
さ
れ
た
﹃
法
輪
大
法
﹄
や
﹃
法
輪
功
﹄
を
、
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
の
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど
の
異
端
組
織
と

比
較
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
互
い
に
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
と
も
に
似
た
よ
う
な
性
格
を
持
つ
カ
ル
ト
教
団
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
。
／
カ
ル
ト
教
団
に
は
い
ず
れ
も
、

口
が
達
者
で
、
大
胆
で
無
謀
な
こ
と
を
実
行
し
、
神
懸
り
的

な
行
な
い
が
可
能
で
あ
る
と
自
ら
吹
聴
す
る
教
主
が
存
在
す

る
。
カ
ル
ト
教
団
は
﹃
世
界
終
末
論
﹄
を
広
め
、
聞
く
人
を

驚
か
せ
る
﹃
世
界
終
末
論
﹄
を
教
義
の
主
旨
と
し
、
こ
れ
に

よ
り
信
徒
を
脅
し
て
い
る
。
非
合
法
組
織
を
秘
密
に
設
立
す

る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
カ
ル
ト
教
団
の
共
通
し
た
特
徴
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
一
部
の
邪
教
の
内
部

組
織
系
統
は
長
い
間
、
外
界
に
認
知
さ
れ
な
か
っ
た
。
李
洪

志
の
﹃
法
輪
功
﹄
は
表
面
的
に
は
、
普
通
の
組
織
で
あ
る
が
、

実
に
綿
密
な
各
レ
ベ
ル
の
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
世
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
邪
教
は
、
と
も
に
強
い

功
利
主
義
を
目
指
し
て
お
り
、
伝
教
、
布
教
の
名
目
で
、
詐

欺
を
行
な
い
不
法
に
集
金
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

李
洪
志
は
﹃
法
輪
功
﹄
に
よ
り
、
財
産
を
築
い
た
。
こ
れ
は

彼
が
広
め
た
﹃
真
、
善
、
忍
﹄
と
い
う
﹃
究
極
の
思
想
﹄
と

大
き
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
し
て
い
る
﹂。

本
節
の
冒
頭
部
で
紹
介
し
た
津
村
喬
の
指
摘
と
も
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
中
国
政
府
の
広
報
と

し
て
広
く
強
く
社
会
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
驚
か

さ
れ
る
。

現
在
、
宗
教
全
般
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
宗
教
教
団
の
活

動
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
公
共
性
を
持
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
社
会
的
判
断
と
評
価
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
I
S
I
S
︵
I
S
I
L
、
イ
ス
ラ
ム
国
︶
な
ど
に
よ

る
テ
ロ
事
件
の
勃
発
も
宗
教
な
い
し
宗
教
教
団
に
対
す
る
見

方
の
厳
し
さ
と
も
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
だ
が
、﹁
法
輪
功
﹂

問
題
一
つ
と
っ
て
も
、
情
報
も
報
道
も
錯
綜
し
て
い
る
事
態

の
中
で
、﹁
正
し
い
判
断
﹂
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
ど
う
か

も
極
め
て
難
し
く
複
雑
な
事
態
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
事
態
と
時
代
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
本
科
研
﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
︱
宗

教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合

的
研
究
﹂
を
い
っ
そ
う
学
術
的
な
精
度
を
上
げ
な
が
ら
問
い

か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
科
研
の
果
た

す
社
会
的
意
義
は
大
き
く
、
い
っ
そ
う
﹁
自
由
﹂
で
大
胆
か

つ
緻
密
な
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
ま
ず
は
こ
の
課
題
の
緊
急
度
や
概

要
に
つ
い
て
第
一
報
を
記
し
て
お
き
た
い
。

注1
　
鎌
田
東
二
﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄︵
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
︶

に
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
行
な
わ
れ
た
呪
詛
と
そ
れ
が
引

き
起
こ
し
た
政
治
的
異
変
と
処
罰
・
処
刑
に
つ
い
て
い
く
つ

か
の
事
例
を
挙
げ
た
。

2
　
中
国
に
お
け
る
邪
教
︵
カ
ル
ト
集
団
︶

http://news.sohu.com
/20140603/n400336824.shtm

l

中
国
邪
教
：
七
つ
が
、
世
界
末
日
を
宣
揚
す
る
。
三
つ
が
、

教
祖
が
神
の
化
身
だ
と
自
称
す
る
。
二
つ
が
、
両
性
を
伝
播

方
式
と
す
る
。
二
つ
が
、
党
と
政
府
を
攻
撃
す
る
こ
と
を
主

旨
と
す
る
。

中
国
に
お
け
る
十
四
個
の
邪
教
組
織
︵Baidu

百
度
百
科
︶

http://baike.baidu.com
/link?url=22lnFdFFt0EjrG
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3
　http://w

w
w.yawaran.net/playground/cult.shtm

l

4
　﹁
走
火
入
魔
﹂
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
日
に

行
な
っ
た
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
報
告
会
で

の
﹁
こ
こ
ろ
観
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

一
部
で
左
図
の
よ
う
な
ま
と
め
を
提
示
し
た
。
作
図
：
ア
ル

タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
。

5
　
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大
使
館
H
P

http://w
w

w.china-em
bassy.or.jp/jpn/zt/xjflg/

こ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
も
あ
る
。﹁
事
実
が
物
語
っ

て
い
る
よ
う
に
、﹃
法
輪
功
﹄
は
日
本
国
民
に
嫌
わ
れ
る
﹃
オ

ウ
ム
真
理
教
﹄
と
同
様
に
、
人
権
を
踏
み
に
じ
り
、
社
会
に

危
害
を
与
え
る
紛
れ
も
な
い
カ
ル
ト
教
団
そ
の
も
の
で
す
。

中
国
政
府
は
信
教
の
自
由
を
尊
重
し
ま
す
。
し
か
し
、
他
の

国
と
同
様
に
、
カ
ル
ト
教
団
に
対
し
て
は
決
し
て
座
視
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
国
民
の
強
い
要
望

に
答
え
、
法
に
基
づ
い
て
カ
ル
ト
教
団
で

あ
る
﹃
法
輪
功
﹄
を
取
り
締
ま
り
、
厳
し

く
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
、
国
民
の
生
活

と
生
命
安
全
を
守
り
、
正
常
な
社
会
秩
序

を
維
持
す
る
た
め
な
の
で
す
﹂。
ま
た
、

﹁
李
洪
志
の
三
十
三
カ
条
の
邪
説
﹂
と
は
、

︿
1
．
私
は
﹁
蛇
の
お
化
け
﹂
に
打
ち
勝

っ
た
の
だ
︵﹃
転
法
輪
﹄︶、
2
．﹃
転
法

輪
﹄
は
私
が
人
々
に
授
け
た
天
に
昇
る
た

め
の
ハ
シ
ゴ
で
あ
る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
シ

ド
ニ
ー
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
3
．
私
に
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
仏
身
が
あ
り
、
仏

身
は
す
べ
て
私
の
化
身
で
あ
り
、
そ
の
法

力
は
仏
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
︵
同
上
︶、

4
．﹃
転
法
輪
﹄
の
中
の
す
べ
て
の
字
は

法
輪
で
あ
り
、
私
の
仏
身
で
あ
る
︵
同
上
︶、

5
．
人
類
は
八
十
一
回
も
全
面
的
な
壊
滅

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る︵﹃
転
法
輪
﹄︶、

6
．
人
間
は
宇
宙
か
ら
一
層
、
一
層
と
最

下
層
に
落
ち
て
き
た
の
で
あ
る
︵﹃
法
輪

仏
法
﹄︶、
7
．
現
在
の
人
間
に
は
十
悪
が

そ
ろ
っ
て
い
る
︵
同
上
︶、
8
．
地
球
は

何
回
も
爆
発
し
た
こ
と
が
あ
る
︵
同
上
︶、

9
．
私
に
は
人
類
と
地
球
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
北
ア
メ
リ
カ
の

第
一
回
法
会
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
10
．
今

日
の
す
べ
て
の
宗
教
は
人
を
済
度
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た︵
同
上
︶、
11
．﹁
法

輪
大
法
﹂
は
宮
殿
の
よ
う
な
も
の
で
、
キ

リ
ス
ト
教
は
お
粗
末
な
小
屋
に
す
ぎ
な
い

︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
会
に
お
け
る
仏
法
伝
授
﹄︶、

12
．
薬
を
飲
む
こ
と
は
罪
業
を
蓄
え
、
最
終
的
に
は
自
身
を

壊
滅
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ア
メ
リ
カ
で
の

仏
法
伝
授
﹄︶、
13
．
あ
ら
ゆ
る
不
幸
の
根
本
的
な
原
因
は
罪

業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
︵﹃
転
法
輪
﹄︶、
14
．
南
京
大

虐
殺
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
行
な
っ
た
虐
殺
は
天
意
で
あ
る
︵
李
洪

志
の
講
演
の
録
音
よ
り
︶、
15
．
私
が
や
っ
た
こ
と
の
す
べ

て
は
無
数
の
年
以
前
に
按
配
済
み
の
も
の
だ
︵﹃
法
輪
仏
法

︱
精
進
の
要
旨
﹄︶、
16
．
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
は
昔
の
皇
帝

で
あ
り
、
神
仏
が
定
め
た
も
の
だ
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ス
イ
ス

で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
17
．
極
め
て
高
い
層
へ
と
修
練
し
た
時
、

ハ
エ
の
よ
う
な
複
眼
が
生
じ
る
︵﹃
転
法
輪
﹄︶、
18
．
摂
魂

大
法
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も
っ
と
す
ご
く
、
元
神
仏
を
摑
む
こ

と
が
で
き
る
︵
同
上
︶、
19
．﹁
宿
命
通
﹂
で
人
の
過
去
と
将

来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︵
同
上
︶、
20
．
高
い
層
へ
と
修

練
し
た
時
、
ほ
し
い
も
の
は
何
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
や
れ
る
︵
同
上
︶、
21
．
私

は
人
類
に
一
つ
の
壮
挙
を
も
た
ら
し
、
す
べ
て
の
弟
子
が
天

に
昇
る
よ
う
に
す
る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
会

に
お
け
る
仏
法
伝
授
﹄︶、
22
．
み
な
さ
ん
が
円
満
を
実
現
し

た
ら
神
仏
と
な
り
、
地
球
を
手
に
摑
み
取
る
こ
と
も
い
と
も

た
や
す
く
で
き
る
︵
同
上
︶、
23
．
宇
宙
は
三
層
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
周
り
に
殻
が
あ
る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ア
メ

リ
カ
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
24
．
す
べ
て
の
物
質
は
水
か
ら
な

っ
て
い
る
︵
同
上
︶、
25
．
砂
の
中
に
は
多
く
の
生
命
が
あ

り
、
黒
人
、
白
人
、
黄
色
の
人
種
が
あ
る
︵
同
上
︶、
26
．
人

間
の
現
在
の
科
学
は
一
つ
の
誤
り
だ
︵
同
上
︶、
27
．
科
学

は
人
間
社
会
の
道
徳
の
堕
落
を
も
た
ら
し
た
︵﹃
法
輪
仏
法

︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
会
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
28
．
科
学
は
邪

教
で
あ
る
︵
同
上
︶、
29
．
科
学
は
最
大
の
災
禍
を
も
た
ら

し
た
︵
同
上
︶、
30
．
宇
宙
人
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
人
は
機
械
の
奴
隷
と
な
る
︵
同

上
︶、
31
．
人
間
は
動
物
の
よ
う
に
法
律
に
制
御
さ
れ
て
い

る
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
ア
メ
リ
カ
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶、
32
．
大

法
を
裏
切
る
も
の
は
魔
が
命
を
取
り
に
来
る
︵﹃
法
輪
仏
法

︱
精
進
の
要
旨
﹄︶、
33
．
中
南
海
を
包
囲
攻
撃
す
る
目
的
は
、

﹁
法
輪
功
﹂
修
練
者
に
対
し
集
団
と
し
て
の
試
練
を
与
え
る

こ
と
で
あ
っ
た
︵﹃
法
輪
仏
法
︱
シ
ド
ニ
ー
で
の
仏
法
伝
授
﹄︶。

気とこころ
―「走火入魔」をめぐって―

参考文献：張明亮『気功の真髄 ― 丹道・峨眉気功の扉を開く』KADOKAWA、2015年。
鎌田東二『「呪い」を解く』文春文庫、2013年。

作図：アルタンジョラー 

入
魔

走
火

◇身体（生理）の問題 ◇心（精神）の問題
意

念

▼身心変容（修養）技法としての気功。その修練の過程において、「走火入魔」（zǒu huǒ rù mó）と呼ばれる負の身心状
態（「偏差」piān chā）に陥る可能性を潜んでいる。各流派の解釈は多少異なるものの、大まかに下記のようにまとめるこ
とができよう。

▲一般的に、「走火入魔」は実力（高功夫）のある人が気をコントロールできなくなるときにだけ起こるものとされている。
意念、「こころ」の動きによって左右される気、その「こころ」の清浄さを保てば、「走火入魔」の難関を乗り越え、さらなる
気功境地に到達することが可能となるのである。一方、気功が身心変容（修養）技法の枠を超えるとき、本来修練の
一環であった「走火入魔」が政治的問題、ないし霊的暴力まで引き起こす可能性がある。「法輪功問題」は、その一端
を示している。

◇「走火」：気が集まりすぎると火
となり、それを正しく導引できない
と逆流してしまう状態。
◇表れ方：痛み、強張り、高熱や
動転など。
◇治し方：完成を焦らず、功力を
追求せず、技法を正しく行うこと。
師匠による針、推拿、導引など。

◇「入魔」：修練中、心の中に幻
覚が現れたときに、その幻覚の中
に留まってしまう状態。
◇表れ方：幻聴、幻視、失眠、言
動の錯乱・停止など。
◇治し方：幻想に対する執着心
や恐怖心を捨て幻覚を無視する
こと。師匠による導引、呪文など。
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1
す
べ
て
の
紛
争
の
機
軸
と
な
る

「
正
戦
論
」

二
〇
一
五
年
十
一
月
十
三
日
、
花
の
都
パ
リ
で
発
生
し
た

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
過
激
派

に
よ
る
無
際
限
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
、
そ
れ
を
断
固
と
し
て
制

圧
し
よ
う
と
す
る
欧
米
列
強
の
報
復
攻
撃
が
交
叉
し
、
国
際

社
会
に
一
気
に
恐
怖
と
不
安
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に

そ
の
よ
う
な
社
会
現
象
こ
そ
、
自
分
た
ち
の
存
在
感
を
増
し

た
い
と
考
え
る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
望
む
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
テ
ロ
行
為
に
か
ぎ
ら
ず
、
内
戦
、
地
域
紛
争
、
大
規
模

戦
争
な
ど
人
間
の
す
べ
て
の
闘
争
の
背
景
に
あ
る
の
は
、﹁
正

戦
論
﹂︵Just W

ar Theory

︶
で
あ
る
。

﹁
正
戦
論
﹂
の
起
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
理
論
的
創
始
者
と
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の
教
父
と
さ
れ
て
い
る
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
︵
三
五
四
―四
三
〇
︶
で
あ
る
。
異
端
者
や
異
教
徒

を
正
し
い
信
仰
に
引
き
込
む
た
め
に
は
、
武
力
行
使
も
や
む

な
し
と
い
う
﹁
正
戦
論
﹂
に
彼
が
行
き
着
い
た
背
景
に
は
、
神

命
に
よ
る
戦
争
遂
行
を
最
大
義
務
と
す
る
旧
約
聖
書
の
聖
戦

観
念
と
、
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
の
暴
力
を
正
当
化
す
る
ロ

ー
マ
法
の
思
想
が
あ
っ
た
。

正
戦
は
、
宗
教
に
よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
る
聖
戦
と
は
厳

密
な
意
味
で
は
異
な
る
が
、
歴
史
的
事
象
と
し
て
は
両
者
が

重
複
し
て
い
た
り
、
そ
の
両
者
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
。
紛
争
勃
発
の
際
に
は
、
そ
の
正
当
化
に
宗
教

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
思
想
的
基
軸
と
な
る
場
合
が
大
半
で
あ

り
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
﹁
正
戦
論
﹂
を
当
科
研
の
テ
ー
マ
で
あ

る
霊
的
暴
力
の
範
疇
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る

と
判
断
す
る
。

﹁
正
戦
論
﹂
が
活
発
に
な
っ
た
の
は
、
十
世
紀
以
降
の
西
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
あ
る
が
、
戦
争
が
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た

中
世
社
会
に
お
い
て
、﹁
戦
っ
て
も
よ
い
戦
争
﹂
と
﹁
戦
っ
て

は
い
け
な
い
戦
争
﹂
を
区
別
す
る
理
論
的
根
拠
の
必
要
性
が

生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹁
正
戦
論
﹂
の
系
譜
に
お
け
る
重
要
な
思
想
家
と
し
て
は
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
他
、﹃
護
教
大
全
﹄
や
﹃
対
異
教
徒
大

全
﹄
と
い
う
書
物
を
通
じ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
正
戦
論
の
基
盤

を
作
っ
た
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
︵
一
二
二
五
―七
四
︶、﹁
国

際
法
の
父
﹂
と
称
さ
れ
、﹃
戦
争
と
平
和
の
法
﹄
を
著
し
た
フ

ー
ゴ
ー
・
グ
ロ
ー
テ
ィ
ウ
ス
︵
一
五
八
三
―一
六
四
五
︶
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
所
教
授
の
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル

ツ
ァ
ー
︵
一
九
三
五
―　
︶
は
、
戦
争
の
要
件
や
ル
ー
ル
を
論

じ
た
﹃
正
し
い
戦
争
と
不
正
な
戦
争
﹄︵Just and U

njust W
ars, 

1977

︶
の
著
者
で
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
以
後
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
テ
ロ
戦
争
を
支
持
し
、
現
代

に
お
け
る
﹁
正
戦
論
﹂
復
活
の
旗
頭
と
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
﹁
正
戦
論
﹂
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
容
を
遂

げ
な
が
ら
も
、
西
洋
史
を
通
貫
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
に

お
い
て
も
国
家
が
危
機
対
応
を
迫
ら
れ
る
時
、
そ
の
政
治
判

断
の
核
心
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
理
論
で
あ
る
。

2
戦
争
の
た
め
の
法
律

騎
士
の
戦
闘
ル
ー
ル
に
由
来
す
る
ロ
ー
マ
法
に
は
、
戦
っ

て
も
よ
い
戦
争
の
条
件
と
し
て
﹁
戦
争
の
た
め
の
法
︵jus ad 

bellum

︶﹂
と
、
交
戦
時
に
容
認
さ
れ
る
戦
闘
行
為
の
規
定
と

し
て
﹁
戦
争
に
お
け
る
法
︵jus in bello

︶﹂
の
二
つ
の
法
律
が

霊
的
暴
力
と
し
て
の「
正
戦
論
」

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

町
田
宗
鳳

広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授
／
比
較
宗
教
学
・
仏
教
研
究
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定
め
ら
れ
て
い
た
。
前
者
の
﹁
戦
争
の
た
め
の
法
﹂
に
は
、
戦

争
が
正
し
い
戦
争
と
な
る
た
め
の
条
件
が
五
つ
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

①
正
し
い
理
由
︵
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
、
攻
撃
者
に
対
す
る

処
罰
、
攻
撃
者
に
よ
っ
て
不
正
に
奪
わ
れ
た
財
産
の
回
復
︶
の

存
在

②
正
統
な
政
治
的
権
威
に
よ
る
戦
争
の
発
動

③
正
統
な
意
図
や
目
的
の
存
在

④
最
後
の
手
段
と
し
て
の
軍
事
力
の
行
使

⑤
達
成
す
べ
き
目
的
や
除
去
す
べ
き
悪
と
の
釣
り
合
い

こ
れ
ら
五
つ
の
条
件
の
う
ち
三
つ
が
満
た
さ
れ
れ
ば
聖
戦

と
み
な
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
戦
争
発
動
権
が
与
え
ら
れ
た
。

現
代
の
中
東
問
題
の
遠
因
と
も
な
っ
て
い
る
十
字
軍
遠
征
が

そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
後
者
の
﹁
戦
争
に
お
け
る
法
﹂
に
は
、

戦
争
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
の
二
つ
の
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

①
戦
闘
員
と
非
戦
闘
員
の
区
別
︵
差
別
原
則
︶

②
戦
争
手
段
と
目
標
と
の
釣
り
合
い
︵
釣
り
合
い
原
則
＝
不

必
要
な
暴
力
の
禁
止
︶

た
だ
し
、
こ
の
法
律
は
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
け
る
戦
争
に

の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
異
教
徒
と
戦
っ
て
い

た
十
字
軍
兵
士
に
は
﹁
戦
争
に
お
け
る
法
﹂
を
遵
守
す
る
義

務
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
十
字
軍
遠
征
に
お
い

て
は
、
こ
の
法
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
敵
軍
の
み
な
ら
ず
、
一

般
民
衆
に
対
す
る
略
奪
、
殺
戮
、
強
姦
な
ど
の
残
忍
な
行
為

が
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

も
し
近
代
に
お
い
て
も
﹁
戦
争
に
お
け
る
法
﹂
の
原
則
が

守
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
広
島
と
長
崎
に
大
量

破
壊
兵
器
で
あ
る
原
爆
を
投
下
し
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
の
深
層
意
識
に
は
、﹁
日
本
人
は

思
想
的
に
も
文
化
的
に
も
異
教
徒
で
あ
る
﹂
と
い
う
考
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
凄
ま
じ
い
破
壊
力
が
分
か
っ
て
い

て
も
、
二
つ
の
異
な
る
タ
イ
プ
の
核
爆
弾
の
実
験
的
使
用
に

踏
み
切
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

3
非
限
定
戦
争
と
し
て
の
聖
戦

古
今
東
西
を
問
わ
ず
、
戦
争
は
人
間
の
愚
行
の
中
で
も
最

も
愚
か
な
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
こ
に
宗
教
が
絡
ん
で
く
る

と
、
い
っ
そ
う
残
忍
な
も
の
と
な
る
。﹁
正
戦
論
﹂
が
、
戦
争

を
一
定
枠
内
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
被
害
を
少
な

く
し
よ
う
と
す
る
理
論
と
す
れ
ば
、
聖
戦
で
は
そ
う
い
っ
た

枠
組
み
が
外
さ
れ
、
攻
撃
が
非
限
定
的
に
な
る
。
ラ
ト
ガ
ー

ズ
大
学
で
歴
史
学
を
教
え
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
T
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
は
、
宗
教
戦
争
に
は
以
下
四
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
し
て
い

る
。①

神
に
よ
る
直
接
的
、
あ
る
い
は
特
別
な
人
間
や
制
度
を

通
し
た
間
接
的
な
命
令
で
行
わ
れ
る

②
宗
教
の
、
防
衛
・
拡
大
・
社
会
秩
序
の
確
立
を
目
的
と

す
る

③
宗
教
共
同
体
と
、
そ
れ
に
属
さ
な
い
人
々
と
の
間
で
行

わ
れ
る

④
戦
う
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
い
る

①
と
②
は
正
戦
論
に
お
け
る
﹁
戦
争
発
動
の
正
当
な
権
利

と
正
当
な
理
由
﹂
に
相
当
す
る
が
、
③
と
④
は
聖
戦
独
自
の

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
人
員
・
資
源
の
動
員
が
容
易
に

な
り
や
す
く
、
聖
戦
は
非
限
定
戦
争
に
な
り
や
す
い
。

ま
た
聖
戦
は
善
悪
の
二
項
対
立
的
戦
い
と
な
り
、
宗
教
的

権
威
を
背
景
に
権
力
を
振
る
う
者
が
、
特
定
の
絶
対
的
価
値

観
を
信
奉
し
て
い
る
た
め
に
、
サ
タ
ン
の
手
先
と
決
め
つ
け

ら
れ
た
相
手
と
の
交
渉
や
妥
協
が
困
難
に
な
り
、
無
制
限
な

殲
滅
戦
と
な
り
や
す
い
。
旧
約
聖
書
に
は
、
モ
ー
セ
が
ヘ
ブ

ラ
イ
人
を
率
い
て
約
束
の
地
を
目
指
し
た
時
、
神
の
命
に
よ

っ
て
カ
ナ
ン
人
を
殲
滅
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

聖
戦
の
始
ま
り
と
言
え
る
。

そ
し
て
町
に
あ
る
も
の
は
、
男
も
、
女
も
、
若
い
者
も
、
老

い
た
者
も
、
ま
た
牛
、
羊
、
ろ
ば
を
も
、
こ
と
ご
と
く
つ

る
ぎ
に
か
け
て
滅
ぼ
し
た
。︵
ヨ
シ
ュ
ア
記
六
：
二
一
︶

こ
れ
は
﹁
エ
リ
コ
の
大
虐
殺
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
皮
肉
に
も
﹁
乳
と
蜜
の
流
れ
る
地
﹂
に
お
び
た
だ
し
い

人
間
の
血
が
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
を
起
点
と
し

て
、
恨
み
が
恨
み
を
招
く
報
復
戦
が
、
神
話
時
代
か
ら
二
十

一
世
紀
の
今
日
ま
で
中
東
地
域
に
続
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

時
代
は
下
る
が
十
五
世
紀
の
宗
教
改
革
以
後
に
勃
発
し
た

三
十
年
戦
争
で
も
、
ド
イ
ツ
の
人
口
の
三
分
の
一
が
消
滅
し
、

人
類
の
歴
史
上
最
も
残
酷
で
破
壊
的
な
戦
争
の
一
つ
と
さ
れ

る
。
こ
の
戦
争
が
機
縁
と
な
り
、
聖
戦
観
念
の
弊
害
が
認
識

さ
れ
、
主
権
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
西
欧
国
際
政
治
の
枠
組

み
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
宗
教
的
権
威
が
主
導
権
を
握
る
聖
戦
が
終
息
す

る
と
、
今
度
は
国
家
が
掲
げ
る
﹁
絶
対
善
﹂
の
実
現
の
た
め

に
人
々
は
武
器
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
八
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
革
命
で
は
、
王
権
を
倒
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
共

和
国
防
衛
の
た
め
に
国
民
軍
が
誕
生
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
は

自
由
・
平
等
・
友
愛
と
い
う
﹁
絶
対
善
﹂
を
実
現
す
る
た
め

に
、
残
忍
な
闘
争
を
続
け
た
。
抽
象
的
概
念
を
掲
げ
た
新
し

い
形
の
戦
争
は
、
結
局
は
そ
の
残
忍
さ
に
お
い
て
、
宗
教
戦
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争
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
絶
対
王
政
と
封
建
制
度
が
崩
壊

す
る
と
、
そ
の
波
及
を
恐
れ
た
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
の
君
主
は
内
政
干
渉
を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争

が
勃
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
、
外
国
に
よ
る
干
渉
戦

争
だ
っ
た
も
の
を
侵
略
戦
争
に
転
換
し
た
の
は
、
天
才
的
戦

略
家
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
︵
一
七
六
九
―一
八
二
一
︶

だ
が
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦
闘
は
十
年
間
に
わ
た
っ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
内
紛
、
内

乱
に
よ
る
ギ
ロ
チ
ン
の
流
行
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
恐
怖
政
治

な
ど
大
量
殺
戮
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
よ
う

や
く
平
穏
が
取
り
戻
さ
れ
た
の
は
第
三
共
和
政
の
成
立
後
だ

が
、
自
由
・
平
等
・
友
愛
を
掲
げ
た
革
命
か
ら
八
十
余
年
と

い
う
長
い
歳
月
を
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
非
人
道
的
な
無
秩
序
社

会
の
中
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。

二
十
世
紀
に
な
る
と
、
自
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
﹁
絶
対

善
﹂
と
す
る
近
代
国
家
が
相
次
い
で
成
立
す
る
一
方
で
、
工

業
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
戦
争
の
規
模
や
破
壊
力
が
増
大
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
そ
の
よ
う
な
流

れ
で
起
き
た
最
初
の
全
体
戦
争
︵Total W

ar

︶
で
あ
っ
た
。
前

出
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
全
体
戦
争
に
は
以
下
、
四
つ

の
特
徴
が
あ
る
。

①
国
民
・
社
会
・
集
団
な
ど
の
最
も
基
本
的
な
抽
象
的
価

値
を
守
る
事
が
戦
争
の
正
当
な
理
由
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る

②
戦
争
に
対
し
て
集
団
の
メ
ン
バ
ー
が
全
面
的
支
援
を
行

う③
人
的
・
物
的
資
源
を
最
大
限
動
因
す
る

④
戦
闘
に
お
け
る
慣
習
的
・
法
的
・
道
義
的
抑
制
が
無
視

さ
れ
る

こ
の
よ
う
な
全
体
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
宗
教
戦
争
を
否

定
し
た
は
ず
の
国
際
社
会
に
、
ふ
た
た
び
善
悪
二
元
論
的
価

値
観
を
基
盤
と
す
る
﹁
正
戦
論
﹂
が
頭
を
も
た
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

現
代
世
界
で
は
、
核
抑
止
力
に
よ
り
辛
う
じ
て
全
体
戦
争

が
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、
対
テ
ロ
戦
争
も
含
め
て
抽
象
的
理

念
を
め
ぐ
る
対
立
に
変
容
し
、﹁
戦
争
に
お
け
る
法
﹂
が
無
視

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
長
期
に
わ
た
っ
て
泥
沼

化
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
自
由
主
義
と
共
産
主
義
の
対
立

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
抽
象
的
理
念
の
対
立
の
た
め
に
、

許
し
難
い
破
壊
行
為
が
続
い
た
わ
け
で
あ
る
。

本
来
は
戦
争
を
限
定
す
る
た
め
に
登
場
し
て
き
た
は
ず
の

﹁
正
戦
論
﹂
が
、﹁
正
義
﹂
の
た
め
に
戦
う
た
め
の
理
論
に
様

変
わ
り
し
、
軍
事
大
国
に
よ
る
戦
争
の
大
義
名
分
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
は
超
大
国
ア
メ

リ
カ
の
軍
産
複
合
体
な
ど
影
の
勢
力
の
思
惑
が
絡
み
、﹁
死
の

商
人
﹂
と
呼
ば
れ
る
国
際
的
な
武
器
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
暗
躍
が

戦
争
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
皮
相
な
メ
デ
ィ
ア

の
情
報
に
踊
ら
さ
れ
る
私
た
ち
一
般
市
民
が
、
い
か
な
る
戦

争
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
正
体
を
見
き
わ
め
る
こ
と
は
相
当
に

困
難
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

4
日
本
に
お
け
る「
正
戦
論
」

残
念
な
が
ら
、
日
本
に
も
﹁
正
戦
論
﹂
を
掲
げ
て
不
当
な

戦
闘
を
し
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
念
仏
信
者
に
よ
る
一

向
一
揆
や
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
戦
争
は
聖

戦
の
性
格
が
強
い
が
、
そ
れ
を
制
圧
し
た
幕
府
側
に
も
﹁
理

世
撫
民
﹂
と
い
う
﹁
正
戦
論
﹂
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
ア

イ
ヌ
を
支
配
下
に
収
め
た
松
前
藩
や
明
治
政
府
、
琉
球
に
侵

攻
し
た
薩
摩
藩
に
も
、
一
方
的
な
﹁
正
戦
論
﹂
が
あ
っ
た
。

侵
略
を
正
当
化
す
る
﹁
正
戦
論
﹂
は
世
界
史
の
ど
こ
に
で

も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
南
米
の
少
数
民
族
の
文
化
を
蹂
躙
し
た
時
も
、
ア

メ
リ
カ
建
国
の
民
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
を
駆
逐
し

た
時
も
、
国
家
的
な
﹁
絶
対
的
善
﹂
と
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音

主
義
が
協
同
し
、
積
極
的
な
﹁
正
戦
論
﹂
を
形
成
し
て
い
た
。

強
い
文
明
が
弱
い
地
域
文
化
を
力
ず
く
で
吸
収
し
て
い
く

構
図
は
、
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
現
代
世
界
に
も

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
現
場
で
は
幾
多
の
少
数
民
族
が
慟
哭

の
声
を
上
げ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
す

こ
と
は
、
同
時
代
に
生
き
る
人
間
と
し
て
当
然
の
責
務
で
あ

り
、
そ
れ
が
不
要
な
﹁
正
戦
論
﹂
の
台
頭
を
防
ぐ
こ
と
に
も

な
る
。
今
も
チ
ベ
ッ
ト
族
や
ウ
イ
グ
ル
族
が
中
国
共
産
党
政

府
の
﹁
正
戦
論
﹂
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
状
況
を
改
善
す
る
方
法
を
私
た
ち
は
い
ま
だ
に
見
い
だ
し

て
は
い
な
い
。

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
最
強
の
﹁
正
戦
論
﹂
は
昭
和
初
期

に
頭
を
も
た
げ
始
め
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
連
合
国
に
無
条

件
降
伏
す
る
ま
で
、
全
力
戦
争
の
推
進
力
に
な
っ
た
。
当
時

の
﹁
正
戦
論
﹂
に
お
い
て
は
、
本
来
、
国
体
護
持
の
神
官
的

役
割
を
果
た
し
て
い
た
天
皇
が
、﹁
絶
対
善
﹂
の
体
現
者
と
し

て
神
格
化
さ
れ
、
そ
の
歪
め
ら
れ
た
像
が
国
民
の
扇
動
の
た

め
に
使
わ
れ
た
。

軍
部
の
暴
走
を
許
す
政
治
体
制
は
、
明
治
時
代
に
日
清
・

日
露
戦
争
に
勝
利
を
収
め
た
頃
か
ら
う
ご
め
き
始
め
て
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、
狂
気
め
い
た
軍
国
主
義
が
生
み
出
し
た
﹁
正

戦
論
﹂
を
積
極
的
に
応
援
し
た
の
が
、
諸
宗
教
教
団
で
あ
っ
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、Religion, W

ar, and Ethics︵G
. M

. Reichberg 

and H
. Syse, eds., 2014

︶所
収
の
拙
稿
﹁The Religious Traditions 

of Japan

﹂
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
国
家
総
動
員
法

の
下
で
は
宗
教
者
も
自
ら
の
良
心
に
蓋
を
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
著
﹃
禅
と
戦
争
﹄︵B. Victoria, 

Zen at W
ar, 1997

︶に
も
、
日
本
の
代
表
的
な
禅
僧
た
ち
が
、﹁
自

己
滅
却
﹂
の
精
神
を
政
治
的
に
転
用
し
、
露
骨
な
戦
意
掲
揚

に
協
力
し
て
い
た
事
実
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
禅
宗
の
み
な

ら
ず
、
戦
勝
祈
願
、
国
策
に
合
わ
せ
た
大
衆
鼓
舞
、
海
外
で

の
宣
撫
工
作
な
ど
を
通
じ
て
、
主
な
教
団
の
ほ
と
ん
ど
が
戦

争
協
力
し
た
の
だ
が
、
な
か
に
は
信
者
か
ら
寄
付
を
募
り
、
軍

用
機
ま
で
献
納
し
た
教
団
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

神
道
や
仏
教
関
係
の
み
な
ら
ず
、
日
本
基
督
教
団
は
﹁
日

本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る

書
翰
﹂
を
発
表
し
て
大
東
亜
戦
争
は
聖
戦
で
あ
る
と
宣
言
し
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
も
同
様
に
国
策
に
協
力
し
た
。

日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
背
景
に
は
複
雑
な
要
素

が
絡
ん
で
お
り
、
一
面
的
な
判
断
は
控
え
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、﹁
正
戦
論
﹂
を
掲
げ
て
無
謀
な
戦
闘
を
推
進
し
た
結
果
、

あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
実
は
否

め
な
い
。
人
命
の
み
な
ら
ず
、
自
然
環
境
、
歴
史
的
文
化
財
、

世
界
に
冠
た
る
都
市
景
観
な
ど
も
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
、
先

人
が
営
々
と
築
き
上
げ
た
日
本
文
化
の
本
質
部
分
が
失
わ
れ

た
こ
と
も
深
く
悔
や
ま
れ
る
。

と
く
に
日
本
の
﹁
正
戦
論
﹂
が
大
陸
で
引
き
起
こ
し
た
惨

状
は
、
現
代
に
ま
で
多
く
の
禍
根
を
残
し
て
い
る
。
中
国
、
韓

国
、
北
朝
鮮
と
い
っ
た
隣
国
が
、
戦
後
七
十
年
経
っ
た
現
在

も
、
反
日
的
な
政
策
を
と
り
、
国
際
政
治
の
舞
台
で
露
骨
な

日
本
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で

あ
る
。﹁
正
戦
論
﹂
は
つ
ね
に
仮
想
敵
を
必
要
と
す
る
が
、
実

際
に
戦
争
を
開
始
し
て
し
ま
え
ば
、
仮
想
敵
が
本
格
的
な
敵

に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
悲
劇
が
あ
る
。

と
く
に
中
国
は
急
激
な
経
済
成
長
に
伴
っ
て
、
軍
事
力
を

増
大
さ
せ
て
お
り
、
尖
閣
列
島
や
南
沙
諸
島
に
お
い
て
リ
ス

ク
の
高
い
行
動
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
緊
張
関

係
が
膨
張
し
て
い
く
な
ら
、
極
東
地
域
に
お
い
て
新
た
な
紛

争
が
勃
発
す
る
可
能
性
は
低
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

の
下
、
長
年
に
わ
た
っ
て
平
和
を
享
受
し
て
き
た
日
本
国
民

の
国
防
意
識
は
希
薄
で
あ
る
が
、
独
立
国
家
と
し
て
不
測
の

事
態
に
備
え
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、
過
去
の
﹁
負
の
記
憶
﹂

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
、
隣
国
と
辛
抱
強
く
対
話
を
重
ね
る

こ
と
で
あ
る
。
互
い
に
平
等
な
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
一

方
的
な
正
義
を
主
張
す
れ
ば
、
新
た
な
﹁
正
戦
論
﹂
を
生
み

出
し
、
再
び
国
民
を
戦
場
に
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。5

正
戦
と
聖
戦
の
戦
い

こ
こ
で
改
め
て
、
冒
頭
に
触
れ
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ

る
テ
ロ
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
今
、
一
般
市
民
の
多

く
が
抱
い
て
い
る
疑
問
の
一
つ
が
、﹁
な
ぜ
﹃
イ
ス
ラ
ム
国
﹄

は
、
あ
そ
こ
ま
で
無
辜
の
市
民
を
標
的
に
す
る
冷
酷
な
テ
ロ

を
続
け
る
の
か
﹂
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
ず
間
接
的
な
理
由
は
、
資
本
主
義
の
歪
み
に
あ
る
。
自

由
と
繁
栄
の
享
受
に
お
い
て
、
恵
ま
れ
た
国
の
恵
ま
れ
た
人

た
ち
と
、
恵
ま
れ
な
い
国
の
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
間
に
横

た
わ
る
絶
望
的
な
格
差
が
、
世
界
規
模
に
広
が
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
し
か
も
既
得
権
益
を
も
っ
た
集
団
の
大
半
が
欧
米

先
進
国
に
拠
点
を
構
え
る
た
め
、
搾
取
さ
れ
る
側
の
人
間
が

原
理
主
義
的
集
団
を
形
成
し
、
欧
米
社
会
を
敵
視
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
最
初
に
テ
ロ
に
走
ら
せ
た
直
接
的
原

因
は
、
ア
メ
リ
カ
の
単
独
行
動
主
義
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
戦
争

で
は
数
十
万
人
と
い
う
イ
ラ
ク
市
民
が
空
爆
の
犠
牲
に
な
り
、

捕
虜
と
な
っ
た
過
激
派
兵
士
は
、
ア
メ
リ
カ
の
刑
務
所
で
国

際
法
に
反
す
る
拷
問
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
ら
の
残
虐
行
為
が
反
米
感
情
を
凝
縮
さ
せ
、﹁
イ
ス
ラ
ム

国
﹂
を
生
み
出
す
最
大
原
因
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

と
く
に
ア
メ
リ
カ
の
政
治
に
は
ネ
オ
コ
ン
と
呼
ば
れ
る
右

派
集
団
の
影
響
が
強
く
、
彼
ら
の
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
偏
見
、
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
政
策
的
偏
向
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ

ー
ト
な
ど
の
石
油
大
国
偏
重
な
ど
の
複
合
的
な
要
素
が
イ
ス

ラ
ム
世
界
の
反
目
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
中
に
発
生
し
た
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
を
、
私
は
拙
著
﹃
人
類
は
宗
教
に
勝
て
る
か
﹄︵
二
〇
〇
七

年
︶
に
お
い
て
、
世
俗
的
原
理
主
義
と
宗
教
的
原
理
主
義
の

衝
突
で
あ
る
と
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
好
戦
的
な
単
独
行
動

主
義
を
﹁
正
戦
論
﹂
で
偽
装
し
、
他
の
西
側
諸
国
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
湾
岸
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
さ
ら
に
は
﹁
不
朽

の
自
由
作
戦
﹂
と
銘
打
た
れ
た
ア
フ
ガ
ン
ニ
ス
タ
ン
紛
争
ま

で
、
立
て
続
け
に
イ
ス
ラ
ム
教
圏
で
戦
闘
を
展
開
し
、
圧
倒

的
な
軍
事
力
で
多
く
の
人
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
一
部
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
極
端
な
反
西
洋
主
義
に

走
ら
せ
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
系
譜
に
あ
る
カ
リ
フ
を
絶

対
的
な
指
導
者
と
仰
ぐ
疑
似
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
﹁
イ
ス

ラ
ム
国
﹂
建
設
に
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ

ア
︵﹁
正
戦
論
﹂︶
の
情
報
だ
が
、﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂
の
指
導
者

バ
グ
ダ
デ
ィ
は
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
よ
、
自
ら
の
国
家
へ
急
げ
。
こ
れ
は
あ
な

た
が
た
の
国
家
だ
。
シ
リ
ア
は
シ
リ
ア
人
の
も
の
で
は
な

く
、
イ
ラ
ク
は
イ
ラ
ク
人
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
は

イ
ス
ラ
ム
教
徒
、
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
も
の
だ
。
こ

れ
は
私
か
ら
あ
な
た
が
た
へ
の
助
言
だ
。
屈
す
る
こ
と
な

く
貫
き
通
せ
ば
、
ロ
ー
マ
を
征
服
し
、
世
界
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
イ
ン
シ
ャ
ラ
ー
︵
ア
ッ
ラ
ー

の
御
心
の
ま
ま
に
︶
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彼
ら
に
と
っ
て
、
そ
の
動
き
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
勢
力

は
、
す
べ
て
﹁
異
教
徒
﹂
な
の
で
あ
り
、
ど
う
い
う
手
段
を

取
っ
て
も
、
そ
れ
を
殲
滅
す
る
こ
と
は
聖
戦
な
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
は
世
俗
化
の
道
を
突
き
進

み
な
が
ら
も
、
そ
の
思
想
的
元
型
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に

あ
り
、
自
分
た
ち
と
同
じ
価
値
観
を
共
有
し
な
い
人
々
を
﹁
異

教
徒
﹂
と
み
な
す
思
考
構
造
が
温
存
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ア
メ
リ
カ
型
の
自
由
主
義
や
民
主
主
義
を
﹁
絶
対
的
善
﹂
と

み
な
し
、
そ
れ
を
脅
か
す
国
や
人
間
集
団
に
攻
撃
を
加
え
る

こ
と
は
、
ま
が
い
も
な
い
正
戦
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
後
、
一
気
に
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
し
ま
っ
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
﹁
有
志
連
合
﹂
の

衝
突
は
、﹁
聖
戦
と
正
戦
の
戦
い
﹂
に
他
な
ら
な
い
と
理
解
す

る
と
、
そ
の
終
焉
が
容
易
に
訪
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
シ
リ

ア
や
イ
ラ
ク
に
お
け
る
﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂
の
暴
走
の
み
な
ら

ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
対
立
も
深
刻
さ
を
増
す

ば
か
り
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で
の
戦
闘
も

日
常
化
し
て
、
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
な
い
ぐ
ら
い

だ
。中

東
に
、
こ
う
い
う
病
的
な
社
会
現
象
が
生
じ
る
の
に
は
、

長
い
歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ

ア
が
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
を
分
割
す
る
た
め
に
交

わ
し
た
密
約
サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
協
定
、
百
年
近
く
イ
ス
ラ
ム

教
徒
を
迫
害
し
続
け
た
十
字
軍
遠
征
、
旧
約
聖
書
に
記
さ
れ

て
い
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
よ
る
﹁
エ
リ
コ
の
大
虐
殺
﹂
な
ど
、
あ

の
地
域
に
は
三
千
年
に
わ
た
る
殺
戮
の
歴
史
が
あ
る
。

さ
ら
に
現
代
資
本
主
義
の
歪
み
の
中
で
、
持
て
る
者
と
持

た
ざ
る
者
の
格
差
が
絶
望
的
に
広
が
り
、
欲
求
不
満
を
抱
え

た
若
者
た
ち
が
既
成
の
価
値
観
を
破
壊
し
た
い
と
い
う
衝
動

に
駆
ら
れ
、
カ
リ
フ
や
シ
ャ
リ
ア
法
と
い
っ
た
古
典
的
な
イ

ス
ラ
ム
教
の
制
度
に
憧
れ
て
、﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂
兵
士
に
志
願

し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
国
に
お
い
て
自
ら
の
居
場
所
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
格
差
社
会
の
被
害
者
と
い
う
意
識

を
強
く
持
ち
、
破
壊
行
為
に
お
い
て
鬱
積
す
る
抑
圧
感
情
を

発
散
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

現
に
エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
最
高
権

威
機
関
ア
ズ
ハ
ル
の
調
査
に
よ
れ
ば
、﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂
は
精

神
的
に
も
ろ
く
、
帰
属
意
識
の
弱
さ
に
悩
ん
で
い
る
十
七
、
八

歳
の
移
民
系
の
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
接
触
し
て
い
る

と
い
う
。
洗
脳
さ
れ
た
男
性
た
ち
は
異
教
徒
へ
の
聖
戦
や﹁
イ

ス
ラ
ム
国
﹂
建
国
思
想
に
ひ
か
れ
、
帰
属
意
識
や
人
生
の
目

標
を
見
い
だ
し
、
女
性
は
﹁
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
な
男
性
﹂
に

憧
れ
て
結
婚
願
望
を
抱
い
た
り
し
て
、
共
鳴
を
深
め
て
い
く

傾
向
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
は
幾
層
に
も
重
な
る
﹁
否

定
的
記
憶
﹂
を
無
意
識
に
抱
え
込
ん
で
い
る
こ
と
を
見
抜
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹁
有
志
連
合
﹂
が
ど
れ
だ
け
大
規
模
な

空
爆
を
し
て
も
、
人
間
の
無
意
識
に
潜
む
﹁
否
定
的
記
憶
﹂

を
消
去
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
深
化
さ
せ
、

拡
大
さ
せ
て
し
ま
う
だ
け
だ
。

莫
大
な
軍
事
費
を
使
う
ぐ
ら
い
な
ら
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
と

非
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
に
よ
る
対
話

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
撲
滅
に
は

る
か
に
効
果
が
あ
る
は
ず
だ
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、﹁
正
戦

と
聖
戦
の
戦
い
﹂
と
い
う
愚
行
の
真
の
理
由
と
な
っ
て
い
る

﹁
否
定
的
記
憶
﹂
を
消
し
て
い
く
方
法
は
、
人
間
同
士
の
深
い

レ
ベ
ル
で
の
対
話
し
か
な
い
。

6
霊
的
暴
力
に
立
ち
向
か
う
た
め
に

世
界
各
地
で
紛
争
が
続
行
し
、
さ
ら
に
拡
大
す
る
危
険
性

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
、
人
類
が
過
去
の

悲
劇
に
学
び
、
よ
り
賢
明
な
歴
史
的
選
択
を
実
践
し
た
形
跡

は
希
薄
で
あ
る
。
ま
が
り
な
り
に
も
平
和
憲
法
を
維
持
し
て

き
た
日
本
に
も
、
正
義
の
偽
装
を
し
た
﹁
正
戦
論
﹂
が
再
構

築
さ
れ
、
一
般
市
民
を
悲
惨
な
戦
争
に
駆
り
立
て
る
日
が
い

つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
。

宗
教
者
や
有
識
者
が
﹁
正
戦
論
﹂
に
内
包
さ
れ
る
霊
的
暴

力
を
見
抜
い
て
、
国
家
の
軌
道
修
正
を
図
り
、
差
し
迫
る
危

険
か
ら
国
民
を
回
避
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
、

あ
ま
り
に
も
稚
拙
で
あ
る
。
平
時
に
お
い
て
は
、
積
極
的
に

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
ロ
ー
マ
法
王
や
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
と
い
っ
た
国
際
的
影
響
力
を
も
つ
宗
教
者
も
、
紛
争
勃

発
時
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
沈
黙
を
保
ち
、
リ
ス
ク
を
取

っ
て
で
も
和
解
の
契
機
を
作
ろ
う
と
し
な
い
の
は
、
い
さ
さ

か
不
可
解
で
あ
る
。

む
し
ろ
過
去
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
宗
教
者
や
有

識
者
こ
そ
が
、
真
っ
先
に
権
力
体
制
に
飲
み
込
ま
れ
、
そ
の

雄
弁
な
代
弁
者
と
な
り
、
一
般
市
民
を
特
定
の
方
向
に
扇
動

す
る
危
険
性
の
ほ
う
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
い
う
国
際
情
勢
の
中
で
、
あ
ま
り
に
も
非
力
な
私
た

ち
一
般
市
民
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら

い
え
ば
、
そ
れ
は
民
度
を
上
げ
る
こ
と
し
か
な
い
。
民
度
が

低
い
と
、
必
ず
皮
相
な
人
気
に
煽
ら
れ
て
、
蒙
昧
な
政
治
家

を
選
出
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
で
も
何
の
政
治
的
見
識
も
な
く
、
社
会
的
特
権
を
貪

る
だ
け
の
政
治
家
が
繰
り
返
し
国
会
に
送
り
込
ま
れ
て
い
る

の
は
、
私
た
ち
選
挙
民
の
責
任
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
事

態
を
早
急
に
改
善
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
﹁
国
家
百
年
の
大

計
﹂
を
も
っ
た
政
治
家
を
選
び
出
す
た
め
に
は
、
個
々
の
市

民
の
意
識
を
高
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
は
、
民
放
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
に
代
表
さ
れ
る

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
低
劣
さ
に
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
、
国

民
の
民
度
を
下
げ
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

視
聴
者
が
も
う
少
し
見
識
を
高
め
、
質
の
悪
い
メ
デ
ィ
ア
は
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利
用
し
な
い
こ
と
を
決
め
る
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
。
ま
も
な

く
選
挙
権
年
齢
が
十
八
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
改
善
は
急
務
を
要
す
る
。

も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
は
、
煽
情
的
な
宗
教
組
織
に
属
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
教
義
を
﹁
絶
対
的
善
﹂
と
み
な

し
、
そ
れ
を
信
者
た
ち
に
洗
脳
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い

る
宗
教
団
体
は
少
な
く
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
イ
ス
ラ
ム
過
激

派
を
愚
か
な
狂
信
主
義
者
と
蔑
視
す
る
が
、
先
進
国
の
中
に

も
、
同
じ
傾
向
を
も
つ
カ
ル
ト
集
団
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、

彼
ら
が
狭
量
な
教
義
に
基
づ
い
て
、
極
端
な
排
他
主
義
と
人

種
差
別
を
煽
り
、
新
た
な
紛
争
の
火
種
と
な
る
危
険
性
も
あ

る
。と

く
に
日
本
人
の
場
合
、
鎌
倉
時
代
以
来
、
長
く
続
い
た

封
建
制
度
の
中
で
、﹁
長
い
物
に
は
巻
か
れ
よ
﹂
と
い
う
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
ー
が
染
み
つ
い
て
し
ま
っ
て
お
り
、
自
己
の
進
路

を
主
体
的
に
選
ぶ
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
い
ず
れ
の
分
野

に
お
い
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
依
存
型
の
人
間
が
圧
倒
的
に
多

い
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
技
術
的
革
新
が

進
化
を
遂
げ
よ
う
と
も
、
日
本
社
会
特
有
の
﹁
甘
え
の
構
造
﹂

は
い
ま
だ
に
顕
在
で
あ
る
。

拙
著
﹃
異
端
力
﹄︵
二
〇
一
二
年
︶
で
も
主
張
し
た
よ
う
に
、

日
本
人
が
も
っ
と
自
ら
の
本
音
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
大
胆

に
表
現
し
、
果
敢
に
行
動
に
移
す
た
め
に
は
、
日
常
生
活
を

通
じ
て
積
極
的
に
他
者
と
は
異
な
る
選
択
を
し
て
い
く
勇
気

が
必
要
で
あ
る
。﹁
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
な
ら
ず
﹂、
個
人

の
主
体
性
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
根
気
強
く
、
足
元
か
ら

異
端
度
を
高
め
て
い
く
ほ
か
な
い
。
そ
の
上
で
、
個
々
の
市

民
が
決
し
て
内
向
き
で
は
な
く
、
国
際
社
会
の
厳
し
い
現
実

に
目
を
向
け
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
建
設
的
な

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
発
言
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
実
に
は
、
日
本
の
外
交
が
国
際
紛
争
の
和
解
に
積
極
的

に
貢
献
し
た
実
績
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
国
連
総
会
で
は

核
軍
縮
関
連
の
決
議
の
大
半
に
お
い
て
、
日
本
は
毎
回
棄
権

し
て
い
る
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米

国
追
従
の
政
治
判
断
し
か
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
私
自
身

も
、
今
ま
で
米
国
や
中
東
に
お
い
て
政
府
関
係
の
国
際
会
議

に
何
度
も
出
席
し
た
経
験
を
も
つ
が
、
日
本
の
外
交
官
が
独

創
的
で
説
得
力
の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
の
を
目
撃
し

た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
個
人
の
問
題
と
い
う
よ
り
も
、

日
本
と
い
う
国
家
そ
の
も
の
が
国
際
外
交
に
お
け
る
明
確
な

ス
タ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
宗
教
離
れ
が
著
し
く
進
ん
だ
結
果
、

日
本
人
が
自
国
の
思
想
的
元
型
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
神
道
で
も
仏
教
で
も
な
く
、
こ
の
国
の
基
層

文
化
を
形
成
し
て
い
る
思
想
的
元
型
が
国
民
の
間
で
共
有
さ

れ
た
時
、
よ
う
や
く
私
た
ち
は
個
人
の
政
治
的
見
解
の
違
い

を
越
え
て
、
日
本
人
と
し
て
い
か
に
発
言
し
、
い
か
に
行
動

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
が
見
え
て
く
る

は
ず
で
あ
る
。

長
い
禅
堂
修
行
と
海
外
生
活
を
経
て
、
私
自
身
は
日
本
の

思
想
的
元
型
は
、﹁
結
び
の
思
想
﹂
に
あ
る
と
い
う
結
論
に
至

っ
た
。
そ
れ
は
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
注し

連め

縄な
わ

の
よ
う
に
、
二

つ
の
異
質
な
も
の
を
結
び
合
わ
せ
る
統
合
力
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
日
本
の
精
神
文
化
の
核
心
に
あ
る
と
考
え
る
。
神
と

人
、
善
と
悪
、
敵
と
味
方
、
科
学
と
宗
教
、
自
然
環
境
と
産

業
な
ど
、
近
代
文
明
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
き
た
も
の
を
再

統
合
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
人
類
の
希
望
が
あ
り
、
そ
の
思

想
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
気
概
が
現
代
日
本
人
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。

も
し
従
来
ど
お
り
、﹁
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
﹂
と
い

っ
た
一
神
教
の
同
害
報
復
法
に
基
づ
い
た
権
力
闘
争
を
繰
り

返
す
な
ら
ば
、
や
が
て
人
類
社
会
は
軍
事
技
術
が
進
化
し
た

ぶ
ん
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
悲
劇
に
遭
遇

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
長
い
反
目
の
歴

史
を
乗
り
越
え
て
、
互
い
に
敵
対
す
る
者
同
士
を
和
解
に
導

く
の
は
、
神
話
時
代
か
ら
こ
の
国
で
培
わ
れ
て
き
た
﹁
結
び

の
思
想
﹂
を
措
い
て
な
い
。
二
〇
一
六
年
春
、
私
は
二
十
五

年
に
わ
た
る
大
学
教
員
生
活
か
ら
定
年
退
職
し
、
一
市し

せ
い
じ
ん

井
人
、

い
や
願
わ
く
ば
一
個
の
﹁
痴
聖
人
﹂
と
し
て
活
動
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
私
の
照
準
は
﹁
結
び
の
思
想
﹂
の

世
界
発
信
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
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︱
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は
じ
め
に

宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
関
わ
る
事
件
、
ト
ラ
ブ

ル
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
、
世

界
的
紛
争
、
社
会
的
事
件
、
市
民
社
会
で
の
不
法
行
為
、
迷

惑
行
為
に
対
し
て
、
宗
教
学
を
含
む
諸
学
に
よ
る
分
析
的
、
批

判
的
な
研
究
は
、
す
で
に
夥
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
諸
次

元
の
事
件
化
を
、
多
元
的
か
つ
統
合
的
に
研
究
す
る
視
点
は

ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
法
﹂
は
互
い
に
矛

盾
す
る
の
が
通
則
で
あ
り
、
そ
の
か
ら
み
合
い
が
、
事
件
化

の
隠
れ
た
一
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
予
感
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
が
目
指
す
の
は
、
こ
の
よ
う
な
分
離
し
が
ち
な
︵
し
か

し
分
離
し
き
れ
な
い
︶
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
諸
次

元
と
そ
の
事
件
化
を
、﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
い
う
基
準
で
並

べ
、
そ
れ
ら
の
位
置
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

各
﹁
法
﹂
の
内
部
で
、
あ
れ
こ
れ
の
条
項
が
侵
犯
さ
れ
て

事
件
化
す
る
の
は
、
誰
の
目
に
も
見
え
や
す
く
、
事
後
に
そ

の
﹁
法
﹂
体
系
に
従
っ
て
処
理
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
も
わ
か
り

や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
﹁
法
﹂
の
射
程
に
収
ま

ら
な
い
別
の
要
素
が
か
な
ら
ず
あ
っ
て
、
無
視
で
き
な
い
ほ

ど
の
度
合
い
に
な
る
と
、
他
の
﹁
法
﹂
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。
諸
﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
そ
の
か
ら
み
合
い
と

い
う
複
眼
的
な
視
点
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
宗
教
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
事
件
化
の
死
角
を
減
ら
す
こ
と
が
、
期
待

さ
れ
る
。

な
お
、
と
く
に
強
調
す
る
必
要
が
な
い
場
合
は
、﹁
宗
教
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
は
﹁
宗
教
﹂、﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂

は
﹁
合
法
性
﹂
で
代
表
し
、
煩
雑
を
避
け
る
。

1
そ
れ
ぞ
れ
の「
法
」の
射
程

宗
教
の
事
件
化
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、﹁
事
件
﹂
が

﹁
社
会
﹂
に
お
け
る
出
来
事
を
指
す
日
常
語
で
あ
る
た
め
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
四
つ
の
領
域
に
焦
点
が
あ
る
。

一
つ
め
、
世
界
規
模
、
国
際
規
模
の
も
の
と
し
て
、
国
家

間
、
地
域
間
そ
の
他
の
集
団
間
の
宗
教
対
立
、
宗
教
戦
争
、
戦

闘
的
原
理
主
義
に
よ
り
、
人
類
的
な
文
化
遺
産
や
無
辜
の
市

民
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
極
端
に
解
釈
さ
れ
た
宗
教
的

語
彙
を
中
心
に
据
え
て
、﹁
人
道
﹂
的
、﹁
近
代
﹂
的
な
諸
価

値
、
そ
の
背
後
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
諸

価
値
と
衝
突
す
る
I
S
︵﹁
イ
ス
ラ
ム
国
﹂︶
の
事
例
は
、
こ
の

典
型
で
あ
る
。

二
つ
め
、
国
内
規
模
の
も
の
と
し
て
、
政
府
や
国
教
勢
力

に
よ
る
諸
宗
教
の
弾
圧
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。﹁
思
想
、
信
条
、

信
仰
の
自
由
﹂
と
い
う
基
本
的
権
利
は
、
権
力
に
よ
っ
て
し

ば
し
ば
侵
害
さ
れ
る
。
逆
に
、
急
進
的
﹁
宗
教
﹂
に
よ
る
武

力
︵
軍
隊
、
警
察
、
ゲ
リ
ラ
、
テ
ロ
︶
を
動
員
し
た
﹁
革
命
﹂

が
あ
る
。
定
義
上
、﹁
革
命
﹂
は
、
現
︵
旧
︶
体
制
の
持
つ
実

定
﹁
法
﹂︵
国
家
転
覆
罪
な
ど
︶
に
触
れ
る
が
、
実
定
法
が
か

な
り
統
制
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
非
武
装
の
大
衆
に
よ
る

﹁
無
血
﹂
革
命
で
あ
っ
た
場
合
、
よ
り
高
い
法
の
レ
ベ
ル
で
合

法
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

三
つ
め
、
市
民
社
会
規
模
の
も
の
と
し
て
、
宗
教
団
体
に

よ
る
反
社
会
的
行
為
、
ま
た
そ
の
内
部
で
は
教
師
に
よ
る
信

者
の
抑
圧
や
虐
待
、
職
場
の
宗
教
差
別
が
起
こ
っ
て
い
る
。

種
類
や
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
刑
法
に
触
れ
る
性
格
が
あ
っ

て
も
、
加
害
者
側
は
﹁
信
教
の
自
由
﹂
を
理
由
に
、
警
察
や

司
法
の
介
入
を
阻
む
こ
と
が
あ
る
。

宗
教
・ス
ピ
リ
チュ
ア
リ
ティ
の
諸
合
法（
則
）性

の
か
ら
み
合
い

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

津
城
寛
文

筑
波
大
学
大
学
院
国
際
日
本
研
究
専
攻
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究
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四
つ
め
、
私
的
領
域
に
お
け
る
も
の
と
し
て
、
小
規
模
で

散
発
的
、
非
組
織
的
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
不
法
行

為
、
迷
惑
行
為
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
随
所
で
生
活
者
を
巻

き
込
ん
で
い
る
。﹁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
﹂
は
、
定
義
上
、
刑
事
事

件
未
満
か
、
あ
る
い
は
ス
レ
ス
レ
の
た
め
表
面
化
し
に
く
く
、

事
態
が
深
刻
化
し
た
時
点
で
、
は
じ
め
て
﹁
事
件
﹂
化
す
る
。

こ
の
よ
う
に
区
分
け
す
る
だ
け
で
も
、﹁
合
法
﹂
と
い
う
場

合
、
何
の
﹁
法
﹂
に
対
し
て
合
致
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題

が
改
め
て
浮
上
す
る
。
ま
た
三
つ
め
と
四
つ
め
の
領
域
で
起

こ
る
被
害
は
、
外
面
よ
り
も
内
面
に
お
い
て
深
刻
な
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
場
合
、﹁
社
会
﹂
事
件
と
し
て
だ
け
観
察
す
る
と
、

深
刻
な
被
害
の
現
場
︵
内
面
︶
が
死
角
に
入
っ
て
し
ま
う
。
内

面
の
事
件
現
場
に
適
切
に
対
応
し
、
被
害
者
を
ケ
ア
す
る
た

め
に
は
、
社
会
領
域
の
区
分
け
と
は
別
の
、
効
果
的
な
テ
ー

マ
設
定
が
必
要
に
な
る
。

事
典
レ
ベ
ル
で
考
え
た
だ
け
で
も
、﹁
法
﹂
は
﹁
自
然
法
﹂

﹁
永
遠
の
法
﹂﹁
天
道
﹂﹁
人
道
﹂
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
理
念
的

な
も
の
か
ら
、
大
小
、
善
悪
の
﹁
実
定
法
﹂、
地
域
や
時
代
の

慣
習
法
、
大
小
集
団
の
私
的
取
り
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

持
つ
﹁
良
心
﹂
と
い
っ
た
内
心
の
﹁
法
﹂
等
々
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
人
間
原
理︵anthropic 

principle

︶
と
は
遠
い
レ
ベ
ル
の
自
然
法
則
が
あ
り
、
人
間
に

近
い
と
は
い
え
超
人
間
的
︵super-hum

an

︶
な
歴
史
法
則
が

あ
る1

。
と
く
に
身
心
論
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
よ
う
な
極
大
レ
ベ
ル
︵
そ
れ
と
﹁
反
対
の
一
致
﹂
関
係
に

あ
る
極
微
レ
ベ
ル
︶
が
前
景
化
す
る
。
何
よ
り
も
、
身
心
論
は

外
面
と
内
面
を
射
程
に
入
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
設
定
そ
の
も

の
が
、
複
眼
的
な
視
野
を
組
み
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
諸
宗
教
学
に
お
い
て
も
ち
ろ
ん
自
覚
さ
れ

て
は
い
る
が
、
従
来
あ
ま
り
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。

2
身
心
論
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
問
題
と

合
法
性

身
心
論
は
、
狭
く
は
人
間
の
﹁
肉
体
と
精
神
﹂
の
関
係
を

問
い
、
抽
象
的
に
は
﹁
物
質
と
精
神
﹂、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で

は
﹁
宇
宙
と
宇
宙
霊
︵
魂
︶﹂
と
い
っ
た
問
い
も
あ
る
。
宇
宙

全
体
よ
り
一
〇
の
何
乗
分
の
一
の
規
模
で
は
、
ガ
イ
ア
と
い

う
地
球
生
命
体
の
身
心
論
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
〇
の
数
乗
分

の
一
の
規
模
で
は
、
国
家
と
い
う
政
治
体
と
そ
の
精
神
と
い

っ
た
政
治
的
身
心
論
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
明
ら
か
な
の
は
、

身
心
問
題
に
も
、
ス
ケ
ー
ル
を
異
に
す
る
諸
次
元
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
は
入
門
書
で
、﹁
こ
の
宇
宙
で
扱

わ
ね
ば
な
ら
な
い
ス
ケ
ー
ル
﹂、
つ
ま
り
一
〇
の
数
十
乗
倍
の

ス
ケ
ー
ル
の
時
空
間
の
中
で
、
人
間
が
占
め
て
い
る
位
置
を
、

﹁
人
間
ス
ケ
ー
ル
﹂
と
呼
ん
で
、﹁
こ
う
し
た
種
々
の
異
な
る

ス
ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
物
理
学
が
あ
て
は
ま
る

の
か
？
﹂
と
問
い
か
け
て
い
る2

。

神
秘
思
想
と
量
子
物
理
学
の
先
端
的
な
話
題
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
他
の
特
定
ス
ケ
ー
ル
の
先
端
的
な
話
題
も
、
私
の
能
力

を
超
え
て
い
る
。
私
が
試
み
た
い
の
は
、
種
々
の
異
な
る
ス

ケ
ー
ル
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
学
の
有
効
性
の
射
程

は
ど
こ
ま
で
あ
り
、
ど
こ
か
ら
無
効
、
無
力
に
な
る
の
か
、
ス

ケ
ー
ル
を
区
別
し
て
浮
き
彫
り
す
る
作
業
で
あ
る
。
規
模
が

異
な
る
対
象
に
は
、
適
合
す
べ
き
尺
度
が
異
な
っ
て
き
て
、
諸

次
元
を
論
じ
る
適
切
な
語
彙
が
あ
る
と
い
う
、
当
然
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
た
め
、
そ
の
よ
う
な
知
的
逸
脱
や
あ
ら

ゆ
る
非
合
法
的
な
錯
誤
が
起
こ
る
。

中
間
的
な
意
味
で
の
身
心
論
は
、
物
理
的
、
生
理
的
、
心

理
的
身
体
の
関
係
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
身
体
技
法
、
身
体
知
、

身
心
相
関
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
こ
れ
を
グ
ロ
ス
・

レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
バ
イ
オ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
と
呼
ぼ
う
。

こ
の
中
間
地
点
か
ら
、
心
理
的
身
体
の
ほ
う
に
焦
点
を
移

し
て
い
く
と
、
ボ
デ
ィ
・
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
心
理
学
用
語
、
ア

ス
ト
ラ
ル
体
、
エ
ー
テ
ル
体
、
メ
ン
タ
ル
体
と
い
っ
た
神
智

学
用
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
物
理
的
身
体
測
定

で
は
検
出
さ
れ
な
い
微
細
な
レ
ベ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ

を
サ
ト
ル
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
サ
イ
コ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心

論
と
呼
ぼ
う
。

逆
に
、
ス
ケ
ー
ル
を
や
や
大
き
く
し
て
、
人
間
集
団
の
ほ

う
に
焦
点
を
移
し
て
い
く
と
、
人
間
関
係
の
倫
理
・
道
徳
が

問
題
と
な
る
次
元
は
、
群
衆
︵
マ
ス
︶
心
理
学
、
社
会
心
理

学
、
組
織
社
会
学
、
社
会
運
動
論
な
ど
、
い
わ
ば
社
会
的
身

心
論
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
﹁
身
﹂
は
、
小

さ
く
は
家
族
と
い
う
共
同
体
、
地
域
共
同
体
、
自
治
体
か
ら
、

大
き
く
は
政
体
、
文
化
圏
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
ま
で
広
が
る
。

こ
れ
を
マ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身

心
論
と
呼
ぼ
う
。

人
間
集
団
の
規
模
で
は
な
く
、
環
境
レ
ベ
ル
の
ス
ケ
ー
ル

を
大
き
く
し
て
い
く
と
、
生
態
系
、
大
地
、﹁
ガ
イ
ア
﹂、
と

く
に
聖
地
が
、
環
境
倫
理
、
生
態
学
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
エ
コ
・
レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
・

レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
と
呼
ぼ
う
。

量
子
論
と
宇
宙
論
は
、﹁
反
対
の
一
致
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
極
微
と
極
大
は
議
論
が
似
て
く
る
。﹁
物
質
と
精
神
﹂
と

い
っ
た
二
分
法
以
前
の
根
源
的
原
理
が
要
請
さ
れ
、
極
微
と

極
大
の
統
一
的
な
記
述
が
目
指
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
神
秘
思

想
で
は
、﹁
無
﹂
そ
の
他
の
極
限
的
無
限
的
用
語
で
語
ら
れ
て

き
た
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
を
ミ
ニ
マ
ム
・
マ
ク
シ
マ
ム
・

レ
ベ
ル
︵
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ
ト
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論

と
呼
ぼ
う
。

こ
れ
ら
各
レ
ベ
ル
の
身
心
論
を
整
理
、
配
列
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
従
う
べ
き
﹁
法
﹂
は
何
か
、
そ
れ
ら
は
ど
う
か
ら
み
合

う
か
、
と
設
問
す
る
こ
と
で
、
身
心
論
の
合
法
性
の
射
程
を
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見
積
も
る
準
備
を
整
え
た
い3

。

細
か
い
作
業
は
次
回
の
課
題
と
し
て
、
今
回
の
覚
書
で
は
、

﹁
身
心
論
﹂
と
﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ベ
ル
で
は
、
ど
の
よ
う
な
固
有
問
題
を
持
っ
て
い
る
か
、

ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
く
。
エ
コ
・
レ
ベ
ル
︵
プ
ラ
ネ
タ
リ
・
レ
ベ

ル
︶
や
ミ
ニ
マ
ム
・
マ
ク
シ
マ
ム
・
レ
ベ
ル
︵
イ
ン
フ
ィ
ニ
ッ

ト
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
時
間
・
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
が
ま

さ
に
人
間
原
理
を
超
え
て
い
る
た
め
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
ケ

ー
ル
は
死
角
に
な
り
や
す
い
。
と
く
に
縮
尺
の
切
り
替
え
機

能
が
停
止
す
る
と
、
こ
の
立
場
は
暴
力
化
し
、
現
世
的
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
を
損
な
う
。﹁
エ
コ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
﹂﹁
ア
ン
チ
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
こ
れ
で
あ

る
。グ

ロ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
バ
イ
オ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
最

も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
実
践
と
研
究
の
領
域
で
、
体
験
的
、
哲
学

的
、
自
然
科
学
的
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ
、
共
有
さ
れ
、
生
産

的
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
本
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

心
で
も
あ
り
、
具
体
的
な
身
体
技
法
、
精
神
技
法
の
効
果
を

測
定
し
、
よ
い
効
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
他
方
で
そ
の
プ
ロ

セ
ス
で
報
告
さ
れ
る
﹁
暴
力
﹂﹁
症
状
﹂
の
抑
制
、
防
止
の
た

め
の
知
見
が
期
待
さ
れ
て
い
る
領
域
で
あ
る
。

サ
ト
ル
・
レ
ベ
ル
︵
サ
イ
コ
・
レ
ベ
ル
︶
は
、
歴
史
的
に
報

告
さ
れ
て
い
る
、
通
常
能
力
を
超
え
た
超
常
能
力
や
現
象
を

射
程
に
入
れ
た
も
の
で
、
超
心
理
学
が
足
踏
み
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
や
実
践
の
困
難
が
大

き
い
。﹁
問
題
化
す
る
︵problem

atic, polem
ical

︶﹂
と
さ
れ
る

領
域
で
も
あ
る
が
、︵
自
然
︶
科
学
的
な
扱
い
を
遠
い
将
来
に

見
据
え
つ
つ
、
人
文
的
な
歴
史
研
究
、
理
論
的
考
察
は
、
従

来
の
﹁
神
秘
主
義
﹂
研
究
、﹁
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹂
研
究
を
引

き
継
ぐ
形
で
、
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
達
人
に
特
有
の

﹁
暴
力
﹂
と
し
て
、
世
界
観
、
生
命
観
そ
の
他
の
話
題
に
関
す

る
神
学
的
、
神
話
的
暴
力
が
考
え
ら
れ
る
。

マ
ス
・
レ
ベ
ル
︵
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
︶
の
身
心
論
は
、
社
会

的
身
心
論
と
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
学
と
密
接
で

あ
り
、
前
節
で
あ
げ
た
四
領
域
の
研
究
に
そ
の
ま
ま
接
続
す

る
。
大
小
の
人
間
集
団
の
持
つ
、
固
有
の
人
間
関
係
の
力
学

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
﹁
精
神
﹂
が
あ
る
。
一
般
的
な

用
語
で
﹁
団
体
精
神
︵esprit de corps

︶﹂
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、

私
の
関
心
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
レ
ベ
ル
の
﹁
法
﹂
の

前
提
と
な
る
。
自
覚
化
、
明
文
化
さ
れ
た
﹁
法
﹂
は
、
そ
の

集
団
に
と
っ
て
拘
束
力
を
持
ち
、
成
員
の
身
心
の
行
い
は
合

法
性
を
問
わ
れ
る
。
か
つ
、
集
団
も
そ
の
精
神
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
限
定
さ
れ
た
境
界
を
持
ち
、
つ
ね
に
外
部
︵
上
部
、
下

部
︶
と
せ
め
ぎ
合
う
ほ
ど
か
ら
み
合
っ
て
い
る
の
で
、﹁
合
法

性
の
か
ら
み
合
い
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
が
、
こ
こ
で
最
も

効
果
的
に
な
る
。

展
　
望

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
研
究
は
夥

お
び
た
だし
い
が
、﹁
宗
教
・
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
性
﹂
を
、
射
程
を
最
大
限
に
し
て
整

理
す
る
こ
と
で
、
基
盤
理
論
の
構
築
、
整
備
、
洗
練
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
れ
は
た
だ
安
易
に
楽
観
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

適
切
な
問
い
か
け
そ
の
も
の
が
、
よ
い
答
え
を
引
き
寄
せ
る

と
い
う
通
則
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
広
大
な
領
域
を
、﹁
宗

教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
合
法
性
﹂
を
問
い
か
け
る
現

場
と
し
て
描
き
直
す
こ
と
で
、宗
教
史
の
新
た
な
情
景
が
見
え
て

く
る
。
宗
教
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
、個
人
の
生
活
と
社
会

の
調
和
に
、
よ
い
機
能
を
果
た
す
よ
う
な
指
標
を
、
大
ま
か

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
公
的
領
域
か
ら
私
的
領
域
に
わ
た
る
、

ま
た
身
心
両
面
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
最
小
化
し
て

ゆ
け
ば
、
社
会
に
対
し
て
も
、
個
人
に
対
し
て
も
、
よ
い
貢

献
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
覚
書
を
出
発
点
と

し
て
、
次
年
度
以
降
の
作
業
を
進
め
た
い
。

注1
　
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
﹃
歴
史
の
研
究
﹄
第
一
一
編

﹁
歴
史
に
お
け
る
法
則
と
自
由
﹂
冒
頭
参
照
。﹁
合
法
性
﹂
と

は
お
も
に
人
間
原
理
に
関
す
る
語
彙
で
あ
り
、
人
間
か
ら
遠

い
場
合
、﹁
合
法
則
性
﹂
と
区
別
す
る
の
が
、
誤
解
を
避
け

る
の
に
有
効
で
あ
る
。﹁
合
法
︵
則
︶
性
﹂
と
い
う
表
記
は
、

こ
の
両
者
を
含
む
意
味
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
ロ
ジ
ャ
ー
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
、
中
村
和
幸
訳
﹃
心
は
量
子
で
語

れ
る
か

︱
21
世
紀
物
理
の
進
む
べ
き
道
を
さ
ぐ
る
﹄
講
談

社
、
一
九
九
九
年
、
三
二
～
三
五
頁
︵
原
題The Large, the 

Small and the H
uman M

ind

の
別
訳
は
﹃
宇
宙
・
量
子
・
人
間

の
心
﹄︶。
こ
の
問
い
を
、﹁
種
々
の
異
な
る
ス
ケ
ー
ル
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
学
が
当
て
は
ま
る
の
か
？
﹂
と
言

い
換
え
る
と
、
私
が
考
え
て
み
た
い
問
題
の
導
入
に
な
る
。

3
　
宇
宙
・
量
子
・
人
間
の
心
と
い
う
三
題
話
は
、
超
心
理
学
や

ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
で
好
ま
れ
る
課
題
設
定
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
弟
子
の
哲
学
者
ジ
ャ
ン
・
ギ
ド
ン
と
、

量
子
物
理
学
者
ボ
ク
ダ
ノ
フ
兄
弟
の
対
話
は
、
そ
の
よ
う
な

典
型
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
ギ
ド
ン
、
グ
リ
シ
ュ
カ
・
ボ
ク
ダ

ノ
フ
、
イ
ゴ
ー
ル
・
ボ
ク
ダ
ノ
フ
、
幸
田
礼
雄
訳
﹃
神
と
科

学

︱
超
実
在
論
に
向
か
っ
て
﹄
新
評
論
、
一
九
九
二
年
。
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﹁
闇
が
光
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
も
う
何
も
暗
く
は
な
い
﹂

︵
奥
村
一
郎
︶

“ So the darkness shall be the light, and the stillness the 
dancing.”�

︵T. S. Eliot

︶

1
課
題
―
宗
教
に
お
け
る「
否
定
的
」な
も
の

の
意
義
づ
け
へ
の
問
い

宗
教
︵
広
義
の
︶
に
お
け
る
﹁
負
﹂
の
感
情
、
な
い
し
否

定
的
な
も
の
は
、
よ
り
広
く
は
﹁
悪
﹂
の
問
題
系
の
一
環
を

な
す
だ
ろ
う
。
こ
の
巨
大
な
問
題
に
、
現
代
的
な
視
点
か
ら

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
思
い
は
私
に
も
強
い
。

そ
れ
で
も
、
私
が
親
し
ん
で
き
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
と
り

わ
け
神
秘
思
想
の
伝
統
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
こ
の
問
題
を
考

え
て
み
た
い
。
本
稿
は
そ
の
端
緒
と
し
て
、
十
六
世
紀
ス
ペ

イ
ン
の
神
秘
家
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
︵Juan de la C

ruz, 1542-

91

︶
の
﹁
魂
の
暗
夜
﹂
の
教
説
を
主
題
と
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
修
道
生
活
、
と
く
に
神
秘
思
想
と
呼
ば
れ

る
伝
統
に
お
い
て
は
、﹁
神
と
の
合
一
﹂
と
か
﹁
神テ

オ

ー

シ

ス

化
︵
神
成
︶﹂

と
か
の
語
で
言
わ
れ
る
魂
の
境
地
が
目
指
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

生
涯
を
通
じ
て
歩
ま
れ
る
人
生
の
か
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
特

定
の
神
秘
体
験
の
よ
う
な
も
の
を
目
標
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
そ
う
し
た
体
験
が
、
修
道
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
で
生
ず
る
こ
と
も
た
し
か
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と

き
に
、
欣
喜
雀
躍
す
る
よ
う
な
心
の
高
揚
も
も
た
ら
そ
う
し
、

深
い
安
ら
ぎ
の
情
に
浸
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う

し
た
い
わ
ば
正
の
感
情
に
対
し
て
、
深
刻
な
負
の
精
神
状
態

に
陥
る
こ
と
も
ま
た
、
修
道
思
想
の
初
期
か
ら
語
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
同
じ
く
激
し
い
憎
悪
や
悪
魔
憑
き
の
よ
う
な

暴
力
性
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
し
、
果
て
し
な
い
憂
鬱
や

無
気
力
状
態
に
沈
み
込
む
こ
と
も
あ
る
。
と
き
に
そ
れ
は
自

死
に
も
至
り
か
ね
な
い
深
刻
な
苦
し
み
を
引
き
起
こ
す
。
そ

の
方
向
を
突
き
詰
め
た
一
人
が
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
で
あ
り
、
こ

れ
を
彼
は
﹁
魂
の
暗
夜
︵noche oscura del alm

a/ dark night of 

the soul

︶﹂
と
名
づ
け
て
、
言
わ
ば
概
念
化
し
て
い
る
。
そ
の

教
説
は
一
時
期
、
多
く
の
近
代
人
の
共
感
を
呼
び
、
今
日
で

も
カ
ト
リ
ッ
ク
系
霊
性
思
想
で
は
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
特
定
の
宗
教
伝
統
、
そ
の
中
で
も
限
ら
れ

た
特
殊
な
修
道
思
想
の
圏
域
で
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現

代
世
界
が
直
面
し
て
い
る
悪
の
諸
問
題
に
通
ず
る
経
路
は
細

く
遠
い
だ
ろ
う
。
が
、
と
り
あ
え
ず
そ
こ
か
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

2
「
夜
」の
神
秘
家 

﹁
魂
の
暗
夜
﹂
と
い
う
言
葉
が
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思

想
の
根
本
語
の
よ
う
に
し
て
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
な
の
か
、
筆
者
は
な
お
詳
ら
か
と
し
な

い
が
、
こ
の
捉
え
方
は
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
近
代
的

十
字
架
ヨ
ハ
ネ
研
究
の
開
拓
者
と
な
っ
た
ジ
ャ
ン
・
バ
リ
ュ

ジ
は
、﹁
夜
﹂
を
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
根
本
象
徴
と
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
な
い
詩
作
品
の
う
ち
最
も
名
高
い
も
の
は
、
冒

頭
の
一
句
を
採
っ
て
﹁
暗
夜
︵N

oche O
scura

︶﹂
と
通
称
さ

闇
は（
ど
う
し
て
）光
に
な
る
の
か

―
十
字
架
の
ヨハ
ネ
に
お
け
る「
夜
」の
変
容1

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

鶴
岡
賀
雄

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
／
宗
教
学
・
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
研
究
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れ
て
い
る
し
、
自
作
の
抒
情
詩
に
自
註
す
る
と
い
う
形
式
で

書
か
れ
る
四
つ
の
主
著
、﹃
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
﹄、﹃
魂
の
暗

夜
﹄、﹃
霊
の
讃
歌
﹄、﹃
愛
の
生
け
る
炎
﹄
の
う
ち
の
は
じ
め

の
二
つ
︱
両
著
は
一
つ
の
著
作
の
二
つ
の
部
分
と
見
た
ほ

う
が
よ
い
︱
は
、
実
際
に
こ
の
﹁
暗
夜
﹂
の
詩
へ
の
自
註

自
解
、
と
り
わ
け
、
夜
の
深
い
闇
を
強
調
す
る
冒
頭
の
二
つ

の
連
︵﹁
歌
︵canción
︶﹂
と
言
わ
れ
る
︶
の
意
味
の
﹁
解
明

︵decralación

︶﹂
と
な
っ
て
い
る
。

自
作
詩
の
意
味
の
自
解
と
い
う
こ
の
著
述
形
式
が
示
す
よ

う
に
、
彼
の
全
教
説
は
、
詩
の
言
葉
な
い
し
イ
メ
ー
ジ
に
依

拠
し
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
つ
ま
り
、
彼
に
と
っ
て
詩
の
言
葉
は
、
自
ら
の
修
道
思

想
を
理
論
化
す
る
以
前
の
地
平
で
展
開
し
て
お
り
、
そ
こ
か

ら
、
そ
れ
に
依
拠
し
て
、
概
念
に
よ
る
教
説
が
は
じ
め
て
語

り
だ
さ
れ
て
く
る
充
実
し
た
言
葉
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神

学
の
伝
統
で
は
、
聖
書
の
言
葉
が
占
め
る
べ
き
位
置
に
彼
の

詩
の
言
葉
は
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
彼
の
詩
の
中
で

﹁
夜
﹂
が
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
確
認

し
て
お
く
。﹁
暗
夜
﹂
の
詩
は
、
こ
の
よ
う
に
始
ま
る
。
拙
訳

を
掲
げ
る
。

あ
る
暗
い
夜

愛
に
駆
ら
れ
て
　
燃
え
る
思
い
で

あ
あ
　
し
あ
わ
せ
な
冒
険
！

気
づ
か
れ
ず
に
　
家
を
出
た

わ
が
家
は
も
う
　
静
ま
っ
て
い
た

闇
の
な
か
へ
　
迷
い
も
な
し
に

秘
密
の
梯
子
で
　
姿
も
変
え
て

あ
あ
　
し
あ
わ
せ
な
冒
険
！

闇
の
な
か
へ
　
顔
も
覆
っ
て

わ
が
家
は
も
う
　
静
ま
っ
て
い
た

﹁
あ
る
暗
い
夜
﹂
に
﹁
家
を
出
た
﹂
の
は
、
恋
人
へ
の
愛
に

燃
え
た
女
性
で
あ
り
、
詩
の
字
義
的
意
味
で
は
、
彼
女
が
恋

人
と
の
秘
密
の
逢
瀬
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
註
解
で
は
、

こ
の
女
性
が
人
間
の
﹁
魂
︵alm

a

︶﹂、
彼
女
を
待
つ
恋
人
が

神
な
る
キ
リ
ス
ト
と
解
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
婚
姻
神
秘
主
義

の
枠
組
み
で
論
が
展
開
す
る
。
男
女
の
愛
の
成
就
が
、﹁
人
間

の
魂
と
神
と
の
合
一
︵unión del alm

a con D
ios

︶﹂
の
準な

ぞ
ら
え
と

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
古
代
以
来
の
雅
歌
註
解
の
伝
統
を
継

い
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

で
は
、
恋
人
た
ち
の
愛
の
成
就
・
完
成
は
、
こ
の
﹁
夜
﹂

が
明
け
て
、
明
る
い
朝
の
、
あ
る
い
は
真
昼
の
光
の
中
で
の

こ
と
な
の
か
。
人
間
の
﹁
神
化
﹂、
神
秘
的
合
一
は
、
夜
の
闇

を
脱
し
た
光
の
中
で
成
就
す
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
女
性
の
脱
出
は
幸
い
に
も
成
功
し
、

﹁
私
を
待
っ
て
い
る
　
他
に
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
﹂
で
恋
人
と

の
出
会
い
が
果
た
さ
れ
る
。
そ
の
﹁
し
あ
わ
せ
な
冒
険
﹂
の

夜
こ
そ
を
、
彼
女
は
讃
え
る
。

あ
あ
　
夜
よ
　
あ
な
た
が
私
を
導
い
て
く
れ
た
！

あ
あ
　
黎
明
よ
り
い
と
し
い
夜
！

あ
あ
夜
よ
　
あ
な
た
が
ふ
た
り
を
結
ん
で
く
れ
た
！

︹
…
…
︺

そ
し
て
詩
は
こ
の
よ
う
に
閉
じ
ら
れ
る
。

狭
間
か
ら
　
風
が
な
が
れ
て

恋
人
の
　
髪
を
ま
さ
ぐ
る
　
私
に
触
れ
た

そ
の
透
明
な
手
で

う
な
じ
を
掠か

す

め
た

す
る
と
五
感
が
み
な
　
消
え
て
し
ま
っ
た

そ
の
ま
ま
じ
っ
と
　
我
を
忘
れ
て

恋
人
に
　
頰
よ
せ
た
ま
ま

す
べ
て
は
止
ん
だ
　
も
う
な
に
も
し
な
い

思
い
煩
い
は
　
う
ち
棄
て
ら
れ
て

白
百
合
の
間
に
　
忘
れ
去
ら
れ
た

拙つ
た
ない
直
訳
で
は
伝
え
か
ね
る
が
、
終
末
感
さ
え
た
だ
よ
う

透
明
清
澄
な
雰
囲
気
の
中
で
、
恋
人
た
ち
が
身
を
寄
せ
合
っ

た
ま
ま
で
い
る
こ
の
シ
ー
ン
は
、
ま
だ
夜
の
中
な
の
だ
ろ
う

か
。
上
記
の
よ
う
に
、
ヨ
ハ
ネ
本
人
は
こ
の
箇
所
の
註
解
を

残
し
て
い
な
い
の
で
定
か
で
は
な
い
が
、
詩
の
字
義
を
素
直

に
読
む
な
ら
ば
、
二
人
は
な
お
夜
の
中
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。

神
と
の
合
一
は
、
明
る
い
光
の
中
で
は
な
く
、
夜
の
中
で
成

就
す
る2 

。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
は
、
少
な
く
と
も

そ
の
最
も
根
源
的
な
表
現
で
あ
る
詩
の
世
界
に
お
い
て
は
、
一

貫
し
て
夜
の
中
で
展
開
す
る
よ
う
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
の
根
本
イ

メ
ー
ジ
た
る
﹁
夜
﹂
は
、
多
義
的
、
少
な
く
と
も
両
義
的
で

あ
る
。
夜
は
た
ん
な
る
﹁
闇
﹂、﹁
光
の
欠
如
﹂
と
し
て
逃
れ

出
る
べ
き
、
恐
ろ
し
く
悪
し
き
状
態
な
の
で
は
な
い
。
と
は

い
え
一
般
的
に
は
、
つ
ま
り
夜
の
イ
メ
ー
ジ
の
最
初
の
意
味

作
用
は
、
た
し
か
に
否
定
的
で
あ
る
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
自

身
、
注
解
書
で
あ
る
﹃
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
﹄
や
、
と
り
わ
け

﹃
魂
の
暗
夜
﹄
で
は
、
前
掲
の
詩
の
、
女
性
が
家
を
出
て
行
く

と
き
の
夜
を
、
い
わ
ゆ
る
魂
の
浄
化
の
試
練
の
苦
し
み
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。
夜
は
、
辛
く
恐
ろ
し
く
苦

難
の
表
象
で
も
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
苦
し
さ
の
濃
密
な
叙
述

が
彼
の
教
説
の
一
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
に
お
け
る
﹁
夜
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
の
両
義
性
は
、
そ

れ
自
体
が
い
わ
ゆ
る
神
秘
主
義
的
逆
説
を
構
成
し
て
い
る
。

暗
夜
、
闇
夜
た
る
﹁
苦
し
い
夜
﹂
が
、﹁
恋
人
を
恋
人
と
結

ぶ
﹂﹁
幸
い
な
夜
﹂、﹁
澄
み
き
っ
た
夜
﹂
へ
と
変
貌
す
る
、
そ

の
夜
の
変
容
の
経
緯
こ
そ
が
、
彼
の
神
秘
思
想
の
要
諦
と
な
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っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
以
下
本
稿
は
、
そ
の
経
緯
を
、
つ

ま
り
、
否
定
的
な
﹁
夜
﹂
が
ど
の
よ
う
に
し
て
肯
定
的
な
も

の
に
転
ず
る
の
か
を
、
最
も
﹁
暗
い
﹂
著
述
で
あ
る
﹃
魂
の

暗
夜
﹄
を
主
題
材
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
「
闇
」は
ど
こ
に
現
わ
れ
る
か

―「
神
秘
思
想
」の
基
本
構
図

ま
ず
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
教
説
に
お
い
て
、
否
定
的
な

も
の
と
し
て
の
暗
夜
が
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
く
。

お
も
に
﹃
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
﹄
と
﹃
魂
の
暗
夜
﹄
で
展
開

詳
述
さ
れ
る
暗
夜
の
教
説
は
、
一
種
の
神
秘
階
梯
論
を
な
し

て
い
る
。
神
と
の
合
一
に
至
る
過
程
の
伝
統
的
な
区
分
、
浄

化

－

照
明

－

合
一
の
三
段
階
論
に
拠
る
な
ら
、
こ
の
両
著
は

浄
化
の
段
階
を
ほ
ぼ
専
一
に
扱
う
が
、
そ
の
う
ち
﹃
カ
ル
メ

ル
山
登
攀
﹄
は
﹁
能
動
的

0

0

0

夜
︵noche activa

︶﹂
を
、﹃
魂
の
暗

夜
﹄
は
﹁
受
動
的

0

0

0

夜
︵noche pasiva

︶﹂
を
扱
う
。
前
者
は
、
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
が
依
拠
す
る
当
時
の
魂
論
＝
心
理
学
に
即
し

た
魂
の
構
造
・
能
力
論
に
従
っ
て
、﹁
感
覚
の

0

0

0

能
動
的
夜

︵noche activa del sentido

︶﹂と﹁
精
神
の

0

0

0

能
動
的
夜︵noche activa 

del espíritu

︶﹂
に
大
別
さ
れ
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
魂
が
も
つ
三

つ
の
精
神
的
能
力
に
対
応
し
て
、﹁
知
性
の
能
動
的
夜
﹂﹁
意

志
の
能
動
的
夜
﹂﹁
記
憶
の
能
動
的
夜
﹂
に
分
か
た
れ
る
。
後

者
、
す
な
わ
ち
﹁
受
動
的
夜
﹂
も
、﹁
感
覚
の
受
動
的
夜
﹂
と

﹁
精
神
の
受
動
的
夜
﹂
に
分
か
た
れ
る
が
、
た
だ
し
後
者
は
、

﹁
精
神
の
能
動
的
夜
﹂
の
よ
う
に
知
性
、
意
志
、
記
憶
の
夜
に

三
分
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、﹁
魂
の
能
動
的

0

0

0

夜
﹂

は
、
感
覚
︵
五
感
︶

︱
こ
れ
は
魂
の
﹁
低
級
な
能
力
﹂
と

さ
れ
る
︱
と
、
知
性
、
意
志
、
記
憶
と
い
う
精
神
的
諸
能

力
︱
﹁
高
級
な
能
力
﹂
︱
を
、
魂
の
浄
化
の
た
め
に
﹁
ど

の
よ
う
に
︵
能
動
的
に
︶
働
か
せ
る
べ
き
か
﹂
と
い
う
観
点
か

ら
論
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、﹁
魂
の
受
動
的

0

0

0

夜
﹂
は
、
浄
化

の
過
程
に
お
い
て
魂
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
﹁
受
動
的
に
﹂

︱
す
な
わ
ち
自
ら
の
意
図
と
関
わ
り
な
く
︱
陥
る
の
か
、

そ
し
て
と
り
わ
け
、
ど
の
よ
う
に
﹁
苦
し
む
／
苦
し
め
ら
れ

る
﹂
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
苦
し
み
の
中
で
ど
の

よ
う
に
﹁
処
す
る
／
堪
え
忍
ぶ
﹂
べ
き
か
、
が
語
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。﹁
受
動
的
﹂
で
あ
る
こ
と
は
、﹁
受
苦
す
る
﹂
こ

と
だ
と
い
う
、
西
欧
言
語
に
通
有
の
把
握
法
が
彼
の
理
論
構

成
の
背
景
と
な
っ
て
い
る3 

。

そ
し
て
、
こ
れ
は
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
の
特
徴

の
一
つ
と
言
え
る
が
、
受
動
的
夜
は
、
能
動
的
夜
よ
り
も
後

に
来
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
受

動
の
夜
の
ほ
う
が
能
動
の
夜
よ

り
も
深
い
。
そ
し
て
そ
の
限
り

で
合
一
に
も
近
い
。
神
と
の
関

わ
り
と
し
て
の
合
一
が
成
る
の

は
、
魂
の
︵
通
常
の
︶
能
動
的

作
用
、
行
為
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
魂
が
ひ
た
す
ら
に
受
動
的

で
あ
る
状
態
な
い
し
段
階
を
経

て
の
こ
と
だ
、
と
の
主
張
が
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
は
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
魂
の
通
常
の

︱
彼
の
用
語
で
は
﹁
自
然
的

な
﹂
︱
能
動
的
努
力
に
よ
っ

て
は
、
神
と
の
合
一
は
成
就
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
主
張
を
い
わ
ゆ
る
存
在

論
的
な
レ
ベ
ル
で
根
拠
づ
け
て

い
る
の
は
、
中
世
後
期
以
来
の

神
秘
思
想
に
通
有
の
、
神
と
人

︵
な
い
し
﹁
被
造
物
﹂
の
世
界
︶
と

の
形
而
上
学
的
断
絶
、
神
の
絶
対
的
超
越
性
を
強
調
す
る
世

界
観
、
む
し
ろ
感
覚
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
﹃
カ
ル
メ

ル
山
登
攀
﹄
で
は
こ
の
よ
う
に
明
言
さ
れ
る
。

高
級
な
も
の
で
あ
れ
低
級
な
も
の
で
あ
れ
、
い
か
な
る

被
造
物
も
魂
を
神
と
最
短
に
結
び
付
け
る
も
の
で
は
な
い

し
、
神
の
存
在︵ser

︶と
の
類
似
を
も
っ
て
い
な
い
。︹
…
…
︺

神
と
そ
れ
ら
被
造
物
と
の
間
に
は
い
か
な
る
繫
が
り
も
本

質
的
類
似
も
な
く
、
む
し
ろ
神
の
存
在
と
被
造
物
の
存
在

と
の
距
離
は
無
限
で
あ
り
、
ゆ
え
に
知
性
が
、
天
上
の
で

あ
れ
地
上
の
で
あ
れ
、
被
造
物
を
媒
介
と
し
て
神
に
至
り

感覚(sentido)の能動的夜(noche activa)（『カルメル山登攀』第一部）

↓

感覚の受動的夜(noche pasiva)（『魂の暗夜』第一部）

↓

精神(espítiru)の能動的夜（『カルメル山登攀』第二部・第三部）

〔知性の夜（同第二部）／意志の夜（同第三部）／記憶の夜（同第三部）〕

↓

　精神の受動的夜（『魂の暗夜』第二部）

＊「感覚の夜」は「精神の夜」に先行する。「能動的夜」は「受動的夜」と時間的にはほぼ並行するが、「受
動的夜」のほうが魂のより深いレベルに関わる。

魂(alma)—本体(sustancia)

高級部分＝精神・霊(espítiru)〔高級能力〕：知性／意志／記憶

低級部分＝感覚(sentido)〔低級能力〕：想像力／五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）

『カルメル山登攀』と『魂の暗夜』における「夜」の階梯

「魂」の構造
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着
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
類
似

性
の
比
例
︵proporción de sem

ejanza

︶ も
な
い
の
だ
か
ら
。

[2S,8,3] 4 
こ
こ
か
ら
は
ま
た
、
神
と
人
と
の
言
わ
ば
認
識
論
的
断
絶

が
結
果
す
る
。

知
性
は
、
そ
の
知
解
内
容
︵inteligencia

︶
を
以
て
し
て

は
、
神
に
似
た
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
意
志

は
、
神
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
快
さ
や
甘
美
さ
を

味
わ
う
こ
と
は
で
き
ず
、
記
憶
は
、
神
を
表
す
観
念

︵noticias

︶
や
イ
メ
ー
ジ
︵im

agines

︶
を
想
像
力
に
提
供
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。[2S,8,5]

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
神
と
の
合
一
を
目
指
す
た
め
に

は
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
世
の
一
切
を
﹁
無
﹂
と
し
て
捨
て

て
い
く
ほ
か
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
﹁
無
の
博
士
﹂
と
通
称
さ

れ
る
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
﹁
無
﹂
の
教
説
が
結
果
す
る
。
自

ら
の
教
え
を
図
解
し
た
﹁
完
徳
の
山
﹂
で
は
、
そ
の
頂
上
で

神
と
の
親
し
い
交
わ
り
が
成
就
す
る
は
ず
の
﹁
カ
ル
メ
ル
山
﹂

を
登
攀
す
る
三
つ
の
道
の
う
ち
、︵﹁
地
上
の
善
﹂
を
辿
っ
て
行

く
右
側
の
道
で
も
、﹁
天
上
の
善
﹂
を
辿
っ
て
行
く
左
側
の
道
で

も
な
く
、︶
そ
の
途
上
で
は
何
も
の
も
認
識
せ
ず
、
味
わ
わ
ず
、

所
有
し
な
い
﹁
無
の
小
道
﹂
だ
け
が
、
頂
上
に
通
じ
て
い
る

の
だ
っ
た
。﹁
無
、
無
、
無
、
無
、
無
、
無
、
山さ

ん

巓て
ん

に
至
る
も

無
︵aunque en el m

onte nada

︶﹂
と
、
そ
の
小
道
に
は
記
さ
れ

て
い
る
。

4
論
述
の
境
位
―
苦
し
み
の
リ
ア
リ
テ
ィ

し
か
し
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
が
語
ら
れ
る
本

来
の
領
域
、
本
領
は
、
い
わ
ゆ
る
形
而
上
学
で
は
な
く
、
心

理
学
︵
魂
論
︶
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
人
間

心
理
の
一
般
構
造
論
と
し
て
の
心
理
学
で
は
な
く
、
修
道
生

活
の
中
で
の
い
わ
ば
実
践
論
で
あ
る5 

。
つ
ま
り
、
神
学
的
形

而
上
学
の
言
葉
で
は
神
と
被
造
物

と
の
断
絶
と
し
て
語
ら
れ
る
事
態

を
前
提
と
し
た
と
き
、
神
と
被
造

物
︵
と
し
て
の
人
間
の
魂
︶
と
の
関

わ
り
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
が
、

著
述
の
主
題
と
な
る
。
よ
り
具
体

的
に
は
、
被
造
物
と
神
の
無
限
の

距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魂
が
神

と
合
一
す
る
、
一
つ
に
な
る
と
い

う
事
態
が
生
起
す
る
た
め
に
は
、

魂
は
﹁
能
動
的
に
﹂
ど
の
よ
う
に

自
ら
を
処
す
べ
き
か
、
ま
た
そ
の

過
程
で
魂
は
﹁
受
動
的
に
﹂
ど
の

よ
う
な
快
苦
を
、
と
り
わ
け
苦
し

み
を
﹁
被
る
︵padecer

︶﹂
の
か
で
あ
る
。
神
と
被
造
物
と
の

距
た
り
と
い
う
形
而
上
学
的
事
態
が
、
修
道
者
の
魂
の
あ
り

よ
う
と
い
う
具
体
的
場
面
で
ど
う
経
験
さ
れ
る
か
、
と
言
っ

て
も
よ
い
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
論
述
の
境エ

レ
メ
ン
ト位
が
、
修
道
と

祈
り
の
生
活
に
お
け
る
内
的
経
験
の
記
述
と
分
析
と
な
っ
て

く
る
所
以
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、﹁
魂
の
能
動
的

0

0

0

夜
﹂
を
扱
う
﹃
カ
ル
メ
ル
山
登

攀
﹄
で
の
論
述
は
、
多
様
な
内
的
経
験
を
分
類
し
、
特
徴
付

け
、
評
価
す
る
体
系
性
に
応
じ
て
、
な
お
一
般
概
念
を
基
調

と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
﹁
魂
の
受
動

0

0

的0

夜
﹂
を
論
ず
る
﹃
魂
の
暗
夜
﹄
で
は
、
そ
こ
で
魂
が
﹁
ど

う
な
る
か
﹂、
何
を
﹁
被
る
﹂
の
か
の
叙
述
が
前
面
に
出
る
。

そ
れ
は
、
概
念
言
語
に
よ
る
分
析
や
整
理
で
は
な
く
、
一
種

の
描
写
と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
に
、
魂

の
﹁
受
動
＝
被
り
﹂
が
語
ら
れ
る
次
元
、
す
な
わ
ち
魂
が
苦

し
み
を
受
け
る
＝
被
る
次
元
は
、
魂
が
能
動
的
主
体
で
あ
る

次
元
よ
り
も
深
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

の
教
説
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
そ
神
と
の
合
一
が
成
る

魂
の
最
深
の
レ
ベ
ル
︱
後
述
す
る
が
、
そ
れ
は
魂
の
﹁
本

体
︵sustancia

︶﹂
と
呼
ば
れ
る

︱
が
、﹃
魂
の
暗
夜
﹄、
と

り
わ
け
﹁
精
神
の
受
動
的
夜
﹂
の
叙
述
を
通
し
て
析
出
さ
れ

て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
深
い
受
動
の
苦
し
み

を
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
避
の
条
件
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。﹁
魂
の
暗
夜
﹂
と
は
何
か
、
そ
こ
で
何
が
生
起
す

る
の
か
を
探
る
こ
と
は
、
か
く
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
説

く
魂
の
神
と
の
合
一
と
は
何
か
を
把
握
す
る
た
め
の
必
須
要

件
と
な
る
。

で
は
彼
は
、
魂
の
暗
夜
で
魂
が
被
る
苦
し
み
を
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
か
。
前
述
の
よ
う
に
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神

秘
思
想
は
、
そ
の
否
定
性
の
強
さ
を
特
徴
と
す
る
も
の
と
受

け
取
ら
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
魂
の
浄
化
の
過
程
で
魂
が

被
る
辛
さ
、
苦
し
さ
の
叙
述
に
は
苛
烈
深
刻
な
も
の
が
あ
り
、

十字架のヨハネの最初の著作集（1618年）に掲げられた「完
徳の山」の図版。十字架のヨハネ自筆の素描に基づいて作
られたとされる。
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そ
こ
に
は
、
現
代
人
に
も
生
々
し
く
訴
え
か
け
る
あ
る
リ
ア

リ
テ
ィ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か

れ
る
。こ

れ
︹
魂
の
受
動
の
夜
の
苦
し
み
︺
は
、
魂
が
自
ら
の
う

ち
に
も
つ
多
大
な
葛
藤
や
憂
慮
や
焦
燥
感
か
ら
く
る
辛
い

惑
乱
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
魂
は
、
歴
然
と
見
え
て
く
る

お
の
れ
自
身
の
惨
め
さ
を
、
感
じ
ま
た
知
悉
し
て
、
自
分

は
も
う
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︵está perdida

︶、
自
分

の
善
い
と
こ
ろ
は
み
な
永
久
に
尽
き
果
て
て
し
ま
っ
た
と

思
え
て
し
ま
う
。
こ
の
思
い
か
ら
、
精
神
の
内
に
き
わ
め

て
深
い
嘆
き
や
呻
き
が
湧
き
あ
が
り
、
そ
れ
は
激
し
い
霊

的
な
嗚
咽
や
悲
鳴
さ
え
引
き
起
こ
す
。
し
ば
し
ば
じ
っ
さ

い
に
口
に
出
さ
れ
も
す
る
し
、
涙
と
な
っ
て
溢
れ
出
る
こ

と
も
あ
る
。
だ
が
そ
れ
も
、
そ
う
す
る
だ
け
の
力
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
残
っ
て
い
れ
ば
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け

の
気
力
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。︹
…
…
︺
こ
の

嗚
咽
は
た
い
へ
ん
に
辛
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
折

り
に
は
往
々
に
し
て
、
自
ら
の
魂
の
う
ち
に
見
て
取
ら
れ

る
惨
め
さ
の
記
憶
が
、
突
然
痛
切
に
よ
み
が
え
っ
て
き
て
、

魂
の
情
動
は
悲
嘆
と
苦
痛
の
な
か
に
固
く
閉
じ
込
め
ら
れ

て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
預

言
者
ヨ
ブ
が
言
っ
た
譬
え
以
外
の
す
べ
を
私
は
知
ら
な
い
。

こ
れ
と
同
じ
苦
悩
の
な
か
に
あ
っ
た
ヨ
ブ
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
次
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
。
洪
水
が
溢
れ
出
る
よ
う

に
、
私
の
嗚
咽
が
湧
い
て
く
る [Job.3,27]

。
と
い
う
の
も
、

洪
水
は
す
べ
て
を
呑
み
込
み
水
で
覆
い
尽
く
し
て
し
ま
う

も
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
、
魂
の
こ
の
悲
嘆
と
嗚
咽
は
た

い
へ
ん
激
し
い
も
の
と
な
り
、
魂
を
無
と
な
し
尽
く
し
、
魂

を
刺
し
貫
い
て
、
情
動
の
深
み
と
魂
の
力
の
す
べ
て
を
霊

的
な
苦
悩
や
悲
嘆
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
し
ま
う
。
そ
の
様

は
ど
ん
な
に
語
っ
て
み
て
も
届
く
も
の
で
は
な
い
。 [N

2,9,7]

こ
れ
は
、﹁
精
神
の
受
動
的
夜
﹂
の
叙
述
中
で
も
最
も
暗
い

状
況
に
陥
っ
た
魂
の
あ
り
さ
ま
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
こ
に
至

る
ま
で
に
魂
は
す
で
に
、
こ
の
世
の
諸
欲
求
を
克
服
し
、
ま

た
修
道
生
活
内
部
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
的
・
霊
的
悪
徳

︱
﹃
魂
の
暗
夜
﹄
第
一
部
で
﹁
七
つ
の
悪
徳
﹂
に
即
し
て

詳
述
さ
れ
る
︱
か
ら
も
浄
め
ら
れ
て
、
深
い
内
的
な
平
安

や
多
彩
な
神
秘
体
験
に
伴
う
悦
び
が
得
ら
れ
る
境
地
に
い
っ

た
ん
は
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
魂
が
再
び
、
い

っ
そ
う
深
刻
な
﹁
乾
燥
﹂
状
態
に
陥
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
得
て
い
た
霊
的
感
動
も
肯
定
感
も
ま
っ
た
く
見
失
わ
れ
、

無
気
力
無
感
動
に
覆
わ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
自
身
に
対

す
る
底
な
し
の
否
定
的
感
情
に
呑
み
込
ま
れ
る
と
き
が
来
る
、

と
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
説
く
。
一
度
は
大
き
な
霊
的
高
揚
を

経
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
転
落
感
は
そ
れ
だ
け
大
き

い
。
絶
望
し
た
魂
の
実
感
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
古
代
以
来
の
修
道
文

献
に
も
稀
な
も
の
で
あ
る6 

。

も
ち
ろ
ん
、﹃
魂
の
暗
夜
﹄
は
、
こ
う
し
た
苦
し
み
の
叙

述
・
描
写
自
体
が
目
的
な
の
で
は
な
い
。
こ
の
苦
し
み
が
い

か
に
し
て
︵
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
︶
克
服
さ
れ
う
る
の
か
、

そ
の
理
路
の
提
示
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

げ
ん
に
そ
う
し
た
苦
し
み
の
状
況
に
あ
る
人
、
ま
た
そ
う
し

た
人
を
導
く
べ
き
地
位
に
あ
る
人
々
に
対
し
て
の
、
途み

ち

の
歩

み
の
指
標
と
な
す
べ
く
こ
の
書
は
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
こ
の
苦
し
み
の
拠
っ
て
来
る
所

以
を
さ
ま
ざ
ま
に
説
明
す
る
。
こ
の
苦
し
み
の
夜
が
、
も
は

や
苦
し
く
は
な
い
悦
び
の
夜
、﹁
黎
明
よ
り
い
と
し
い
夜
﹂
に

変
容
し
て
い
く
所
以
が
、﹃
魂
の
暗
夜
﹄
に
は
、
必
ず
し
も
一

律
で
な
い
か
た
ち
で
い
く
つ
か
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説

明
に
よ
っ
て
、
こ
の
苦
し
み
が
ま
っ
た
く
理
不
尽
な
も
の
で

は
な
く
、
か
え
っ
て
こ
の
苦
し
み
こ
そ
が
、
神
と
の
合
一
と

い
う
魂
の
完
成
態
︵
完
徳
︶
に
至
る
た
め
の
不
可
避
の
段
階

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
自
分
が
陥
っ
て
い
る

苦
し
み
が
広
い
視
野
か
ら
位
置
づ
け
、
意
義
づ
け
ら
れ
、
意

味
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
苦
し
み
が
何
ら
か
堪
え
う

る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
ひ
ら
か
れ
る
だ
ろ
う
。︵
苦
し
み
が

消
滅
す
る
こ
と
で
は
な
い
に
し
て
も
。︶
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
そ

う
し
た
状
況
の
中
で
魂
は
ど
の
よ
う
に
処
さ
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
も
示
唆
さ
れ
て
く
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
理
路
を
拾
い

出
し
て
い
き
た
い
。

5
闇
は
ど
う
し
て
光
に
な
る
の
か

―
譬
喩
と
論
理

「
薪
の
炎
上
」の「
譬
喩
」

夜
の
変
容
、
苦
し
み
の
変
質
の
あ
り
さ
ま
を
示
す
有
名
な

譬ひ

喩ゆ

が
、﹃
魂
の
暗
夜
﹄
の
論
述
の
一
つ
の
極
点
に
登
場
す
る
。

暗
夜
に
お
け
る
﹁
暗
い
観
想
︵contem

plación oscura

︶﹂
の
諸

相
に
つ
い
て
縷る

説せ
つ

し
て
き
た
果
て
に
、
そ
う
し
た
苦
し
み
の

後
に
や
っ
て
く
る
悦
び
の
諸
相
を
語
り
は
じ
め
よ
う
と
す
る
、

い
わ
ば
転
換
点
に
置
か
れ
る
譬
喩
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
言
っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
か
ら
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
よ
り
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
浄
化

す
る
愛
に
み
ち
た
観
念7 

、
つ
ま
り
神
的
光
明
は
、︵
光
明
︶

自
身
と
完
全
に
合
一
さ
せ
る
べ
く
魂
を
浄
化
し
整
え
る
の

だ
が
、
こ
の
光
は
魂
に
た
い
し
て
、
火
が
薪た

き
ぎ
を
火
そ
の
も

の
へ
と
変
容
さ
せ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
働
き
か

け
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
物
質
界
に
お
け
る
火
が

薪
を
炙あ

ぶ

り
は
じ
め
る
と
ま
ず
す
る
の
は
、
薪
を
乾
燥
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
薪
か
ら
湿
気
が
外
に
出
て

き
て
、
中
に
溜
ま
っ
て
い
た
水
分
を
追
い
出
し
て
い
く
。
そ
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う
し
て
薪
を
黒
く
、
暗
く
、
汚
く
し
て
い
き
、
臭
い
匂
い

さ
え
発
せ
し
め
る
。
こ
う
し
て
薪
を
少
し
ず
つ
乾
燥
さ
せ

て
い
き
、
薪
が
含
ん
で
い
た
、
火
と
は
相
い
れ
な
い
・
反

対
の
性
格
の
︵contrarios

︶
暗
く
汚
い
不
純
物
を
す
べ
て
明

る
み
に
出
し
、
外
に
排
出
さ
せ
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
火

が
薪
に
燃
え
つ
い
て
熱
し
は
じ
め
、
火
自
体
へ
と
薪
を
変

容
さ
せ
て
い
き
、
火
そ
の
も
の
の
よ
う
に
薪
を
美
し
く
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
段
階
で
は
、
薪
に
と

っ
て
は
自
分
か
ら
為
す
ど
ん
な
能
動
︵acción

︶
も
受
動
も

︵pasión

︶
も
う
な
く
、
た
だ
、
火
の
そ
れ
よ
り
も
鈍
重
な

重
さ
と
質
量
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
火
そ
の

も
の
の
特
性
や
性
質
を
薪
自
体
が
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
。[N

2,10,1]

こ
の
譬
喩
は
一
定
の
説
得
力
を
も
つ
だ
ろ
う
。
錬
金
術
の

イ
メ
ー
ジ
系
に
も
連
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
薪
、
あ
る
い
は

鉄
を
炙
り
、
素
材
自
体
を
炎
と
化
す
イ
メ
ー
ジ
は
キ
リ
ス
ト

教
神
秘
思
想
の
伝
統
に
属
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
し
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
こ
の
譬
喩
の
重
要
性
は
、
こ
の
薪
を
炙
る

炎
の
イ
メ
ー
ジ
が
、﹁
光
︵
明
る
い
も
の
︶﹂
で
あ
る
よ
り
も
む

し
ろ
﹁
熱
︵
熱
い
も
の
︶﹂
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
神
と
の
合
一
と
は
彼
に
と
っ
て
愛
の

合
一
な
の
で
あ
り
、
そ
し
て
愛
と
は
情
念
・
情
熱0

の
事
柄
で

あ
る
。
熱
は
闇
の
中
で
も
伝
わ
り
、
愛
の
成
就
は
、
明
る
い

光
の
中
で
な
く
と
も
、
夜
の
暗
さ
の
中
で
も
な
さ
れ
う
る
。
あ

る
い
は
、
火
の
本
質
は
熱
に
あ
り
、
闇
の
中
で
も
薪
は
燃
え

る
。
そ
の
発
す
る
明
る
さ
は
熱
に
由
来
す
る
一
つ
の
効
果
で

あ
る
が
、
む
し
ろ
闇
の
中
で
こ
そ
炎
は
麗
し
い
。
闇
は
炎
の

明
る
み
の
条
件
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
敷
衍
す
れ

ば
、
闇
が
闇
の
ま
ま
に
そ
の
意
味
を
変
え
、
変
容
す
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
譬
喩
で
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
読
め

る
だ
ろ
う
。
神
と
の
合
一
を
語
る
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
根
本

イ
メ
ー
ジ
は
光
か
ら
熱
へ
と
転
じ
て
い
る
。

「
反
対
の
一
致
」の「
論
理
」

夜
の
意
味
の
変
容
に
関
し
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
ま
た
、

対
極
性
の
一
致
と
も
呼
べ
よ
う
い
さ
さ
か
奇
妙
に
見
え
る
﹁
論

的
﹂
説
明
も
し
て
い
る
。﹁
対
立
物
は
同
一
の
理
に
根
ざ
す

︵contrarium
 eadem

 est ratio

︶﹂
と
い
う
哲
学
的
格
言
、
あ
る
い

は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
い
わ
ゆ
る
反
対
の
一
致
の
理
説
を
、
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
の
論
述
の
境エ

レ
メ
ン
ト位
で
あ
る
内
的
経
験
の
地
平
で
具

体
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に

彼
は
書
い
て
い
る
。

別
の
場
合
に
は
、
悪
魔
が
︹
善
天
使
に
︺
打
ち
勝
っ
て
し

ま
い
、
惑
乱
と
恐
怖
が
魂
を
覆
い
尽
く
す
。
こ
れ
は
魂
に

と
っ
て
、
世
の
ど
ん
な
責
め
苦
に
も
ま
さ
る
た
い
へ
ん
な

苦
し
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、︵
悪
魔
と
の
︶
こ
の
恐
る
べ

き
交
わ
り
︵horrenda com

unicación

︶
は
、
霊
か
ら
霊
へ
と
、

身
体
に
か
か
わ
る
一
切
か
ら
い
わ
ば
解
き
放
さ
れ
た
明
ら

か
さ
を
も
っ
て
到
来
す
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
感
覚
性
に
勝

る
苦
痛
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
こ

と
は
︹
人
間
の
︺
霊
︹
精
神
︺
に
と
っ
て
は
、
あ
る
程
度
は

続
く
が
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
相

手
の
︹
悪
︺
霊
か
ら
の
激
烈
な
交
わ
り
の
た
め
に
霊
が
肉

体
か
ら
飛
び
出
て
︹
死
ん
で
︺
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
。
そ

れ
で
も
、
こ
う
し
た
こ
と
が
残
す
記
憶
だ
け
で
も
大
い
な

る
苦
し
み
を
与
え
る
に
十
分
で
あ
る
。

我
々
が
述
べ
て
き
た
こ
う
し
た
こ
と
は
す
べ
て
、
魂
に

と
っ
て
受
動
的
に
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
魂
は
こ
れ
ら
を

為
し
た
り
止
め
た
り
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
関
わ
れ
な

い
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
悪
魔

が
こ
の
よ
う
な
霊
的
恐
怖
で
も
っ
て
魂
を
捉
え
て
し
ま
う

勝
利
を
善
天
使
が
許
す
の
は
、
こ
の
霊
的
な
不
眠
の
緊
張

に
よ
っ
て
魂
を
浄
化
し
て
、
い
わ
ば
大
い
な
る
霊
的
な
祝

祭
と
恩
寵
へ
と
魂
を
整
え
る
た
め
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。︹
…
…
︺
こ
の
こ
と
は
、︹
悪
魔
の
攻
撃
か
ら
︺
ほ
ど
な

く
し
て
起
こ
る
。
魂
は
、
被
っ
た
恐
る
べ
き
闇
の
浄
化
に

し
か
る
べ
く
見
合
っ
た
、
す
ば
ら
し
く
甘
美
な
霊
的
観
想

を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
、
き
わ
め
て

高
次
な
も
の
な
の
で
、
語
る
べ
き
言
葉
も
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
悪
霊
の
恐
怖
が
、
魂
が
こ

の
善
を
受
け
と
る
に
足
る
ほ
ど
に
︹
魂
の
︺
霊
を
き
わ
め

て
繊
細
な
も
の
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

ら
の
︹
善
と
悪
の
︺
霊ヴ

ィ
ジ
ョ
ン

的
直
視
は
、
こ
の
世
の
も
の
で
あ
る

よ
り
む
し
ろ
︹
こ
の
世
を
超
え
た
︺
あ
の
世
に
属
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
︹
悪
な
る
︺
一
方
が
到
来
す
る
な

ら
ば
、︹
善
な
る
︺
も
う
一
方
に
向
け
て
も
整
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。[N

2,23,9-10]

悪
魔
が
す
で
に
通
常
の
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
自
然
的
﹂
な
︱

人
間
の
抵
抗
力
の
及
ぶ
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
悪

魔
に
よ
る
苦
し
み
は
す
で
に
﹁
超
自
然
﹂
の
事
柄
で
あ
っ
て
、

神
的
な
力
の
い
わ
ば
ネ
ガ
と
し
て
の
現
れ
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
悪
魔
・
悪
霊
の
経
験
は
、

神
の
経
験
に
通
ず
る
魂
の
深
み
の
水
準
で
生
起
す
る
も
の
と

も
見
ら
れ
る
。
巨
大
な
暴
悪
が
か
え
っ
て
神
的
な
も
の
に
連

な
り
う
る
経
路
が
こ
こ
に
示
唆
さ
れ
て
い
る8 

。

︹﹁
闇
に
お
い
て
こ
そ
光
は
照
る
﹂
と
い
っ
た
︺
仕
方
で
、
こ

の
涸
渇
の
夜
か
ら
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
自
分
自
身
に
つ
い

て
の
認
識
が
出
来
て
く
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
を

土
台
の
よ
う
に
し
て
、
も
う
一
つ
の
、
神
に
つ
い
て
の
認

識
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ゆ
え
に
こ
そ
聖
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
神
に
向
か
っ
て
、
私
は
私
を
知
り
た
い
の

で
す
、
主
よ
、
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
を
知
る
こ
と
に
な
る
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は
ず
で
す
、
と
言
っ
て
い
た
の
だ
。
と
い
う
わ
け
は
、
哲

学
者
た
ち
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
一
方
の
極
端
は
他
方

の
極
端
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。[N

1,12,5]

苦
し
み
の
根
本
原
因
の
析
出

し
か
し
悪
魔
と
神
は
同
じ
水
準
で
対
立
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
い
わ
ゆ
る
善
悪
二
元
論
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
古
代
か

ら
一
貫
し
て
、
そ
れ
に
陥
ら
な
い
よ
う
闘
っ
て
き
た
思
考
法

で
あ
る
。
こ
れ
を
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
論
述
の
境
位
に
即
し

て
言
え
ば
、
深
甚
な
苦
し
み
と
、
そ
れ
の
反
対
物
で
あ
る
大

い
な
る
悦
び
と
は
、
水
準
を
画
然
と
異
に
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
の
関
係
は
、
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
苦
し
み
の
根
本
原
因
と
し
て
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹁
神0

︵
へ0

︶
の
愛

0

0

﹂
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
こ
れ
を
示
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

魂
が
こ
こ
で
被
る
︵padece

︶
受
動
︵pasión

︶
と
苦
し
み

の
第
三
の
相
は
、
二
つ
の
対
極
性
、
す
な
わ
ち
神
的
な
極

と
人
間
的
な
極
と
が
こ
こ
で
接
合
す
る
こ
と
を
原
因
と
し

て
い
る
。
神
的
な
極
と
は
こ
の
浄
化
の
観
想
で
あ
り
、
人

間
的
な
極
と
は
魂
と
い
う
主
体
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
神

的
な
極
が
魂
を
襲
撃
し
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
魂
を
革

新
し
て
神
的
な
も
の
と
な
す
た
め
で
あ
り
、
古
き
人
の
特

性
や
習
性
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
情
動
か
ら
こ
れ
を
裸
に

し
て
い
く
。
そ
う
し
た
も
の
に
魂
は
相
同
化
し
、
膠
着
し
、

し
っ
か
り
一
体
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
で
、
神
的
な
極
は
魂
を
深
く
底
知
れ
ぬ
闇
の
中
へ
と
呑

み
込
み
、
魂
を
こ
れ
ら
︹
古
き
人
の
習
慣
︺
か
ら
引
き
剝
が

し
、
そ
の
霊
的
実
質
を
消
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ

の
と
き
魂
は
、
自
身
の
惨
め
な
様
を
真
正
面
か
ら
見
つ
め

る
こ
と
と
な
り
、
悲
惨
な
霊
的
死
に
よ
っ
て
自
分
が
解
体

し
溶
解
し
て
い
く
の
を
実
感
す
る
。
あ
た
か
も
、
野
獣
に

呑
み
込
ま
れ
て
、
そ
の
暗
い
腹
の
中
で
自
分
が
消
化
さ
れ

て
い
く
か
の
ご
と
く
で
あ
り
、
あ
の
海
獣
の
腹
の
中
の
ヨ

ナ
の
よ
う
な
苦
悶
を
被
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
暗
い
死
の
墓

場
の
中
に
い
る
こ
と
が
、
魂
の
希
望
で
あ
る
霊
的
復
活
の

た
め
に
は
相
応
し
い
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

︹
…
…
︺
し
か
し
、
魂
が
こ
こ
で
悲
嘆
す
る
こ
と
の
な
か

で
も
最
も
辛
く
感
ず
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
神
は
も
う
自
分
を
見
棄
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
自
分
を
忌
み
嫌
っ
て
、
こ
の
闇
の
中
に
投
げ
捨
て

た
の
だ
と
確
信
さ
れ
て
し
ま
う
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
魂

に
と
っ
て
は
、
神
は
自
分
を
棄
て
た
の
だ
と
信
ず
る
こ
と

こ
そ
が
深
甚
か
つ
痛
切
な
苦
し
み
な
の
で
あ
る
。︹
…
…
︺

こ
れ
は
ほ
ん
と
う
の
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
の
浄
化
の
観
想

に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
死
の
影
を
、
ま
た
地

獄
の
苦
悶
と
死
の
呻
き
声
を
、
魂
は
き
わ
め
て
生
き
生
き

と
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
を
神
な
き
者
と
感

ず
る
こ
と
で
あ
り
、
神
か
ら
懲
罰
を
く
ら
い
、
投
げ
棄
て

ら
れ
、
怒
り
を
か
っ
て
い
る
、
神
を
憤
激
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
す
べ
て

が
こ
こ
で
は
実
感
さ
れ
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
も
う
永
遠
に

そ
う
な
の
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

じ
よ
う
な
孤
立
感
を
魂
は
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
に
対
し
て
も

感
じ
、
そ
れ
ら
も
無
意
味
な
も
の
と
思
え
て
し
ま
う
。
と

り
わ
け
友
人
た
ち
に
た
い
し
て
も
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
。

[2N
,6,1-3]

依
然
と
し
て
暗
澹
た
る
魂
の
状
況
の
叙
述
だ
が
、
こ
こ
で

新
た
に
読
み
取
る
べ
き
な
の
は
、
こ
の
暗
夜
で
の
最
大
の
苦

し
み
は
、
神
に
見
捨
て
ら
れ
、
呪
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
自
覚

だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
神
と
の
愛
に
よ

る
合
一
と
い
う
魂
の
最
も
根
本
的
な
欲
求
・
欲
望
が
決
し
て

成
就
し
な
い
だ
ろ
う
こ
と
の
自
覚
が
生
む
苦
し
み
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
苦
の
根
底
に
は
神
へ
の
愛
が
あ
る
。

愛
が
苦
し
み
の
根
源
で
あ
る
。
こ
う
論
じ
て
い
く
こ
と
で
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
こ
の
苦
し
み
か
ら
の
脱
出
の
経
路
を
探

り
出
す
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
闘
い
、
戦
闘
は
深
遠
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

待
ち
望
ま
れ
る
平
和
は
大
い
に
深
遠
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
。
ま
た
、
霊
的
な
悲
痛
は
内
密
で
繊
細
な

も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
愛
も
ま
た
、
大
い
に
内
密
で
純
化
さ
れ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。[2N

,10,9]

で
は
、
愛
が
﹁
純
化
﹂
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

苦
し
み
の
根
源
の
悦
び
―
「
魂
の
本
体
」の
次
元
へ

い
く
つ
か
の
理
路
を
示
す
こ
と
で
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
こ

の
暗
夜
の
変
容
が
成
る
所
以
を
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
し
か
し
必
ず
し
も
明
快
な
も
の
で
は
な
い
。
薪
と
炎
の

譬
喩
は
思
考
喚
起
力
は
あ
る
が
、
譬
喩
に
留
ま
る
。
反
対
の

一
致
の
論
理
は
、
抽
象
的
な
論
理
の
言
葉
に
留
ま
る
か
、
神

秘
主
義
的
︵
超
︶
論
理
の
次
元
に
一
挙
に
飛
躍
す
る
か
に
見

え
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
教
説
の
境
位
に
よ
く
そ
ぐ
う
も
の

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
見
た
よ
う

に
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
暗
夜
の
苦
し
み
の
根
本
原
因
を
、
神

と
の
愛
の
交
わ
り
の
不
成
就
の
確
信
に
見
い
だ
し
て
い
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に
問
わ
れ
て
く
る
の
は
、
苦
し
み
の
根
本
原
因

と
し
て
の
神
へ
の
愛
が
魂
の
中
で
位
置
し
て
い
る
場
所
な
い

し
水
準
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
の
苦
悩
、
と

り
わ
け
︵
本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
︶﹃
魂
の
暗
夜
﹄
第
一
部

で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
霊
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
作
動
す
る

水
準
と
は
異
な
る
、
よ
り
根
本
的
な
魂
の
水
準
、
あ
え
て
言

え
ば
当
の
魂
が
魂
と
し
て
存
立
し
て
い
る
根
拠
の
水
準
に
想
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定
さ
れ
て
い
る
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
こ
れ
を
一
貫
し
て
、

﹁
魂
の
本
体
︵sustancia del alm

a

︶﹂
と
呼
ぶ
︵﹁
本
体
﹂
と
い
う

訳
は
適
訳
で
は
な
い
が
仮
に
こ
う
し
て
お
く
︶。
で
は
そ
れ
は

﹁
ど
こ
﹂
か
。
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
の
伝
統
で
は
、
こ
れ
は

﹁
魂
の
頂
点
﹂
等
の
語
で
言
わ
れ
て
き
た
も
の
に
相
当
す
る
だ

ろ
う
が
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
こ
の
次
元
で
魂
に
生
起
す
る

出
来
事
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
そ
れ
が
﹁
感
じ
ら
れ
な
い
﹂

も
の
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
す
る
。
こ
の
自
分
に
も
感
じ

ら
れ
な
い
次
元
を
自
ら
の
魂
論
の
中
心
に
据
え
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
彼
の
魂
論
が
、
当
時
の
通
常
の
ス
コ
ラ
学
的
魂
論
を

逸
脱
し
、
あ
る
い
は
突
破
し
た
神
秘
主
義
的
教
説
で
あ
る
所

以
が
あ
る
。
通
常
の
魂
論
の
語
彙
と
﹁
魂
の
本
体
﹂
と
の
関

わ
り
を
示
す
次
の
一
節
を
見
る
こ
と
で
、
彼
が
い
う
﹁
魂
の

本
体
﹂
の
次
元
、
水
準
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
探

り
た
い
。
そ
れ
は
、
暗
夜
に
呑
み
込
ま
れ
た
魂
が
、
い
つ
か

そ
の
中
で
得
る
こ
と
に
な
る
光
明
、
闇
の
中
に
あ
り
続
け
な

が
ら
得
ら
れ
る
照
明
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
薪

と
炎
の
譬
喩
に
即
し
て
言
え
ば
、
真
っ
黒
に
焦
げ
た
薪
が
突

如
発
火
し
て
吹
き
上
げ
る
炎
の
燃
え
上
が
り
に
相
当
す
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
受
動
的
愛
︵am

or pasivo

︶
は
、
意
志

を
直
接
に
傷
つ
け
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
意
志

と
は
自
由
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
愛
の
燃
え
上
が

り
は
、
意
志
の
自
由
な
行
為
で
あ
る
よ
り
も
、
愛
の
情
熱 

︵pasión de am
or

︶
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
愛
の
熱

︵calor de am
or

︶
は
、
魂
の
本
体
を
傷
つ
け
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
う
し
て
︹
魂
の
︺
情
動
を
︹
魂
に
と
っ
て
︺
受
動
的
に
動

か
す
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
意
志
の
自
由
な
行

為
と
い
う
よ
り
も
愛
の
情
熱
と
呼
ば
れ
る
。︹
…
…
︺
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
情
熱
や
情
動
︵pasiones y afecciones

︶
は
︹
本

体
か
ら
︺
意
志
へ
と
も
た
ら
さ
れ
て
い
く
の
で
、
そ
の
ゆ

え
に
、
魂
が
な
ん
ら
か
の
情
動
に
よ
っ
て
情
熱
に
駆
ら
れ

て
い
る
︵apasionada

︶
な
ら
、
意
志
が
そ
う
な
の
だ
、
と

言
わ
れ
る
の
だ
し
、
じ
っ
さ
い
に
そ
う
な
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
し
て
意
志
は
︹
情
熱
の
︺
虜
と
な

り
、
そ
の
自
由
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
情

熱
︵pasión

︶
の
力
と
衝
迫
は
意
志
を
牽ひ

き
攫さ

ら

っ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
愛
の
燃
え
上
が
り
は
意
志
で

あ
る
、
つ
ま
り
、
意
志
の
欲
求
を
燃
え
上
が
ら
せ
る
の
だ
、

と
言
え
る
。[2N

,13,3]

現
代
の
代
表
的
注
釈
者
で
あ
る
エ
ウ
ロ
ヒ
オ
・
パ
ー
チ
ョ

に
よ
れ
ば
﹃
魂
の
暗
夜
﹄
中
で
最
も
濃
密
な
叙
述
の
一
つ
と

さ
れ
る
一
節
か
ら
の
引
用
だ
が
、
こ
こ
に
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

が
﹁
魂
の
本
体
﹂
と
い
う
言
葉
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
次

元
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、﹁
魂
の
本
体
﹂
と
﹁
意

志
﹂
と
の
区
別
で
あ
る
。
通
常
、
意
志
は
、
知
性
と
な
ら
ん

で
︵
記
憶
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
︶、
精
神
の
主
要
能
力

で
あ
り
、
人
間
の
最
も
高
貴
な
行
為
で
あ
る
自
由
な
愛
は
意

志
の
働
き
と
さ
れ
る
。﹃
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
﹄
で
の
立
論
で
も

そ
う
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、

自
ら
の
魂
論
の
整
合
性
を
破
る
か
た
ち
で
、﹁
魂
の
本
体
﹂
と

い
う
領
域
を
意
志
と
は
っ
き
り
区
別
し
、
知
性
に
お
け
る
﹁
神

秘
的
知
解
﹂
の
到
来
や
、
こ
の
神
へ
の
愛
の
か
た
ち
で
あ
る

﹁
愛
の
情
熱
︹
情
熱
的
愛
︺﹂
の
発
生
は
、
魂
の
本
体
に
お
い

て
成
る
事
柄
だ
と
明
記
し
て
い
る
。﹁
愛
の
傷
﹂
と
い
う
、
雅

歌
に
由
来
す
る
婚
姻
神
秘
主
義
の
根
本
イ
メ
ー
ジ
は
、
魂
が

そ
の
﹁
本
体
﹂
に
お
い
て
傷
つ
く
︵
す
な
わ
ち
、
神
へ
の
愛
に

癒
や
し
が
た
く
捉
え
ら
れ
る
︶
こ
と
で
あ
る
。

﹃
魂
の
暗
夜
﹄
第
二
部
︵
精
神
の
受
動
的
夜
︶
に
つ
い
て
の

叙
述
か
ら
、
魂
に
と
っ
て
苦
し
い
闇
の
夜
が
、
神
と
の
愛
が

成
就
す
る
麗
し
い
夜
へ
と
変
貌
変
容
し
て
い
く
︱
彼
の
教

説
が
依
拠
す
る
﹁
詩
﹂
の
展
開
が
そ
う
な
っ
て
い
た
わ
け
だ

が
︱
そ
の
過
程
を
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
理
由
で
か
に
つ
い
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
よ
く

整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
記
述
を
拾
う
か
た
ち
で
探

っ
て
き
た
。
私
見
で
は
、
彼
の
夜
の
変
容
の
説
明
は
、
こ
の

﹁
魂
の
本
体
﹂
の
レ
ベ
ル
を
語
る
こ
と
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。

魂
の
浄
化
が
こ
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
届
か
な
い
限
り
、
夜
は
明

る
く
、
あ
る
い
は
熱
く
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
本
体
の
レ

ベ
ル
で
は
、
魂
は
す
で
に
、
そ
の
魂
と
し
て
の
成
り
立
ち
か

ら
し
て
、
神
を
︵
情
熱
的
に
︶
愛
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の

愛
が
夜
の
苦
し
み
の
根
本
原
因
で
あ
り
動
因
だ
っ
た
、
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
暗
夜
の
苦

し
み
と
悦
び
の
変
容
の
基
本
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

悦
び
の
諸
相
を
語
り
尽
く
す
こ
と
が
、﹃
霊
の
讃
歌
﹄
や
﹃
愛

の
生
け
る
炎
﹄
と
い
っ
た
婚
姻
神
秘
主
義
言
語
に
よ
る
著
作

群
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
大
き
な
悦
び
の
境
地
は
望
み
見
る
に
止
め

て
お
い
て
、
本
稿
で
は
さ
い
ご
に
、
こ
の
﹁
魂
の
本
体
﹂
の

次
元
を
ど
う
捉
え
る
か
に
関
し
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
著

述
に
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
﹁
感
じ
ら
れ
な
い
﹂
経
験
と
い
う

論
点
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
︹
魂
の
本
体
に
根
ざ
す
︺
愛
は
、

︹
…
…
︺︹
観
想
の
︺
初
心
者
に
は
総
じ
て
そ
れ
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
語
っ
て
い
く
乾
燥
︵sequedad

︶

や
空
虚
感
︵vacio

︶
ば
か
り
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。[1N

,11,2]

こ
の
種
の
指
摘
は
随
所
で
な
さ
れ
る
。
自
ら
を
修
道
生
活

に
歩
ま
し
め
て
い
る
、
自
身
の
根
源
的
欲
求
、
欲
望
、
願
い

は
、
奇
妙
な
こ
と
に
﹁
感
じ
︵sentir

︶﹂
ら
れ
な
い
も
の
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
﹁
感
じ
﹂
ら
れ
る
よ
う
に
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な
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
暗
夜
か
ら
の
脱
出
、
む
し
ろ
夜
の
変

容
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
魂
の
浄
化
の
完
成
で
も
あ
る
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。﹁
魂
の
本
体
﹂
と
言
わ
れ
る
魂
の
次
元
は
、

通
常
の
魂
の
実
感
に
は
通
常
覆
わ
れ
て
お
り
、
感
じ
ら
れ
な

い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
私
の
苦
し
み
の
根
源
で
あ
る
欲
望
、
愛

の
主
体
と
し
て
の
私
の
本
当
の
在
処
を
、
私
自
身
が
は
っ
き

り
は
知
ら
な
い
、
気
づ
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
魂
の
浄
化

を
経
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
と
し
て
気
づ
か
れ
﹁
感
じ
﹂
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

純
化
さ
れ
て
い
な
い
愛
に
よ
っ
て
は
﹁
感
じ
﹂
ら
れ
な
い

神
へ
の
愛
の
情
熱
が
、
純
化
に
よ
っ
て
﹁
感
じ
﹂
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
な
ら
、
二
つ
の
﹁
感
じ
﹂
は
質
を
大
き
く
異
に

す
る
は
ず
で
あ
る
。
前
者
で
闇
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
後
者

で
は
光
と
、
あ
る
い
は
熱
と
感
じ
ら
れ
る
。
だ
が
両
者
は
、
矛

盾
対
立
す
る
と
い
う
よ
り
、
魂
の
﹁
本
体
﹂
と
﹁
意
志
﹂
の

よ
う
に
、
次
元
を
異
に
し
て
共
存
両
立
す
る
。
十
字
架
の
ヨ

ハ
ネ
の
著
述
に
即
し
て
言
え
ば
、
両
者
は
そ
れ
を
語
る
に
相

応
し
い
言
語
系
を
異
に
し
て
い
る
。﹃
霊
の
讃
歌
﹄
等
で
展
開

さ
れ
る
熱
烈
な
婚
姻
神
秘
主
義
の
言
語
は
も
っ
ぱ
ら
後
者
の

﹁
感
じ
﹂
に
即
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
の

﹁
感
じ
﹂
を
感
じ
る
魂
の
座
が
魂
の
本
体
で
あ
り
、
そ
し
て
そ

こ
で
は
、
神
と
の
愛
の
交
わ
り
は
あ
る
意
味
で
実
現
し
て
い

る
、
と
す
る
人
間
理
解
を
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
も
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
魂
の
本
体
に
お
け
る
愛
の
成
就
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
と

の
問
い
は
残
る
。
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
苦
し
み
を
ど
の
よ

う
に
堪
え
た
ら
よ
い
の
か
、
と
の
疑
問
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
﹃
魂
の
暗
夜
﹄
に
即
し
て
論
じ
た
い
と
こ
ろ

は
な
お
多
い
が
、
本
稿
は
す
で
に
長
き
に
失
し
て
い
る
。﹁
結

論
﹂
も
含
め
、
続
稿
を
期
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

注1
　
本
稿
で
は
、
紙
数
の
都
合
上
、
参
照
文
献
の
記
載
を
省
略
す

る
。
関
連
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
拙
論
の
み
、
以
下
に
列
挙

さ
せ
て
い
た
だ
く
。﹃
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
研
究
﹄
創
文
社
、
二

〇
〇
〇
年
、﹁
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
︿
神
秘
思
想
﹀
︱
︿
神

と
の
合
一
﹀
を
ど
う
語
る
か
﹂﹃
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
所
論
集
﹄、

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
所
、
一
六
号
、
二

◯
一
二
年
、
一
―四
〇
頁
、﹁
神
の
こ
と
が
ら
が
︿
わ
か
る
﹀

︱
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
﹃
受
動
知
性
﹄
論
﹂
佐
藤
直
子
編

﹃
中
世
に
お
け
る
制
度
と
知
﹄
知
泉
書
館
、
近
刊
。

2
　
別
の
作
品
で
あ
る
﹁
霊
の
讃
歌
﹂
で
も
、
詩
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
で
あ
る
愛
の
最
終
的
完
成
の
シ
ー
ン︵﹁
第
三
十
九
歌
﹂︶

は
﹁
清
澄
な
夜
︵noche serena

︶﹂
を
讃
え
る
も
の
で
あ
る
。

﹁
風
の
そ
よ
ぎ
／
小
夜
鳴
鳥
の
甘
い
声
／
森
の
繁
み
と
　
そ

の
あ
で
や
か
さ
／
澄
み
わ
た
る
夜
の
な
か
／
焼
き
尽
く
し
て

も
苦
し
く
は
な
い
　
炎
が
燃
え
る
﹂。
若
い
井
筒
俊
彦
が
文

字
通
り
﹁
暗
い
時
代
﹂
を
耐
え
る
な
か
で
口
ず
さ
ん
だ
と
い

う
、﹁
夜
な
れ
ど
︵aunque es de noche

︶﹂
の
一
句
を
リ
フ

レ
イ
ン
と
す
る
短
詩
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
は
、

﹁
た
し
か
に
わ
た
し
は
知
っ
て
い
る
　
こ
ん
こ
ん
と
湧
い
て

流
れ
る
　
泉
の
水
を
／
夜
の
な
か
で
も
﹂。

3
　
受
動
的
に
︵passive

︶
受
け
る
こ
と
、
被
り
苦
し
む
こ
と
、
そ

し
て
情
熱
︵passion

︶
に
駆
ら
れ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の

事
柄
が
、
同
じ
系
列
の
言
葉
で
言
わ
れ
る
こ
と
は
西
欧
諸
語

の
特
徴
だ
ろ
う
。
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
論
は
こ
の
言
葉
の
多

義
性
、
多
層
性
に
依
拠
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
拙
著
、

II
―5
章
、
参
照
。

4
　
以
下
、
引
用
箇
所
の
指
示
に
際
し
て
は
、﹃
カ
ル
メ
ル
山
登

攀
﹄
を
S
、﹃
魂
の
暗
夜
﹄
と
N
と
略
す
。[2S,8,3]

は
、﹃
カ

ル
メ
ル
山
登
攀
﹄
第
２
部
第
八
章
３
節
の
意
。

5
　
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
叙
述

を
﹁
理
論
的
﹂、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
そ
れ
を
﹁
理
論
的

に
実
践
的
﹂、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
著
述
の
性
格
を
﹁
実
践

的
に
実
践
的
︵pratiquem

ent pratique

︶﹂
と
性
格
づ
け
て
い

る
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ブ
ル
ト
ン
の
言
い
方
で
は
、﹁
道
程

論
︵hodologie

︶﹂
で
あ
る
。

6
　
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
は
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
に

荷
担
し
た
廉か
ど
で
収
容
さ
れ
て
い
た
牢
獄
︵
戸
外
の
︶
で
、
ほ

と
ん
ど
狂
人
の
よ
う
に
な
っ
て
書
き
記
し
た
と
言
わ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
﹁
ピ
サ
・
キ
ャ
ン
ト
ー
ズ
﹂
で
、
自
ら
の
最
暗
黒

の
心
境
を
吐
露
す
る
に
際
し
て
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
﹁
魂
の

暗
夜
﹂
に
言
い
及
ん
で
い
る
︵Ezra Pound, Cantos LXXIV  

︶。

﹁
も
っ
と
暗
い
の
か
　
も
っ
と
暗
か
っ
た
の
か
　
こ
れ
が
魂

の
暗
夜
か
／
こ
れ
よ
り
も
暗
い
夜
が
あ
る
の
か
　
そ
れ
と
も

そ
れ
は
胃
弱
の
十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
が
／
後
世
に
残
し
た
も

の
に
す
ぎ
な
い
の
か
／
つ
ま
り
、
も
っ
と
深
い
場
所
を
ま
さ

ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
／
そ
れ
と
も
こ
こ
が
ど
ん
底
な
の
か

／
︹
…
…
︺﹂︵
新
倉
俊
一
訳
︶。﹁
胃
弱
の
十
字
架
の
ヨ
ハ

ネ
﹂
は
、﹁
魂
の
こ
の
感
覚
的
部
分
は
弱
い
も
の
な
の
で
、
霊

の
強
い
こ
と
が
ら
を
受
け
止
め
き
れ
な
い
。
そ
れ
で
、

︹
…
…
︺
魂
の
感
覚
部
分
に
為
さ
れ
る
こ
の
霊
的
交
わ
り
が

原
因
で
多
く
の
不
調
や
病
気
や
胃
弱
︵flaqueza de 

estóm
ago

︶
に
苦
し
む
。
そ
し
て
そ
の
結
果
霊
も
疲
労
困
憊

し
て
し
ま
う
﹂[2N

,1,2]

が
典
拠
だ
ろ
う
。

7
　﹁
愛
に
み
ち
た
観
念
︵noticia am

orosa

︶﹂
は
、
十
字
架
の
ヨ

ハ
ネ
の
鍵
語
の
一
つ
で
、
よ
り
詳
し
く
は
﹁
暗
く
不
分
明
だ

が
す
べ
て
を
お
お
う
、
愛
が
し
み
通
っ
た
観
念
︵noticia 

oscura confusa general y am
orosa

︶﹂
と
で
も
訳
す
こ
と
の
で

き
る
も
の
。
具
体
的
対
象
性
を
い
っ
さ
い
欠
い
た
、
そ
の
意

味
で
は
﹁
無
﹂
の
観
念
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
漠
た
る
愛
の

情
動
性
が
伴
っ
て
い
る
。
こ
の
﹁
観
念
﹂
と
は
言
え
な
い
観

念
に
魂
が
み
た
さ
れ
る
こ
と
は
、
神
と
の
合
一
の
端
緒
と
な

る
と
さ
れ
る
。

8
　
深
刻
な
悪
魔
憑
き
の
経
験
を
契
機
に
深
い
宗
教
経
験
・
宗
教

思
想
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
十
七
世
紀
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ

ャ
ン
゠
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ュ
ラ
ン
は
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
教

説
の
熱
心
な
読
者
だ
っ
た
。
古
い
拙
稿
、﹁
悪
魔
に
よ
る
救

い
？

︱
J
・
J
・
ス
ュ
ラ
ン
の
悪
魔
体
験
と
神
体
験
﹂

︵
谷
口
茂
編
﹃
宗
教
に
お
け
る
罪
悪
の
諸
問
題
﹄
山
本
書
店
、

一
五
一
―一
九
八
頁
、
一
九
九
一
年
︶
参
照
。
ス
ュ
ラ
ン
の

悪
魔
体
験
の
意
義
に
つ
い
て
は
改
め
て
主
題
化
し
て
論
じ
た

い
。
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な
ぜ
ブ
ル
ー
ノ
か

多
様
体
の
狂
気
な
ど
と
い
え
ば
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
＋
フ
ー
コ

ー
で
す
か
と
聞
き
返
さ
れ
そ
う
だ
。
そ
こ
で
、
ジ
ョ
ル
ダ
ー

ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
︵
一
五
四
八
～
一
六
〇
〇
︶
の
こ
と
で
す
よ
と

応
じ
よ
う
も
の
な
ら
、
キ
ョ
ト
ン
と
さ
れ
る
こ
と
、
必
定
だ

ろ
う
。 

な
ぜ
ブ
ル
ー
ノ
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ー
ノ

に
と
っ
て
、
多
様
性
と
狂
気
と
は
切
り
離
せ
な
い
ほ
ど
結
び

つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
、
さ
し
あ
た
り
答
え
て
お
こ
う
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
歴
代
の
大
哲
学
者
た
ち
の

な
か
で
、
お
そ
ら
く
ブ
ル
ー
ノ
く
ら
い
、
そ
の
全
体
像
と
概

念
体
系
が
見
と
お
し
に
く
い
者
も
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
そ
も
そ
も
大
哲
学
者
と
し
て

は
認
め
な
い
筋
も
あ
る
ほ
ど
だ
。
た
と
え
ば
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ

と
ガ
タ
リ
は
、
ブ
ル
ー
ノ
を
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

単
な
る
亜
流
扱
い
し
て
い
る
ほ
ど
だ
︵﹃
哲
学
と
は
何
か
﹄
一

九
九
一
年
︶。
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、

さ
し
あ
た
り
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
ガ
タ
リ
の
見
識
の
薄
っ
ぺ
ら
さ

に
は
あ
き
れ
る
ほ
か
な
い
と
だ
け
、
言
っ
て
お
こ
う
。

思
わ
ず
偉
そ
う
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
ブ
ル
ー
ノ
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
に
自
信
あ
り
げ
に
語

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
、
岡
本
源
太
と
い
う
若
い

研
究
者
に
よ
る
著
作
﹃
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
哲
学

︱
生
の
多
様
性
へ
﹄︵
月
曜
社
、
二
〇
一
二
年
︶
の
お
か
げ

な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
著
作
を
と
お
し
て
浮
か

び
あ
が
る
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
の
姿
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

人
間
の
無
限
の
力
能

従
来
、
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
そ
の
自
然

哲
学
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
ブ
ル
ー
ノ
が
古

代
以
来
の
︿
生
け
る
自
然
﹀
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
、
そ
れ
を

新
た
に
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
以
降
の
コ
ス
モ
ロ
ジ

ー
と
結
び
合
わ
せ
、
特
異
と
も
言
う
べ
き
自
然
の
姿
を
描
き

出
し
た
こ
と
は
、
誰
し
も
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
し

か
し
近
年
の
研
究
は
、
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
の
影
響
力
が
自
然
哲

学
の
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ

あ
る
。
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
を
も
っ
ぱ
ら
自
然
哲
学
な
い
し
形
而

上
学
と
し
て
受
容
し
た
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
新
カ
ン
ト
主
義

へ
の
流
れ
と
は
別
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
由
思
想
と
啓
蒙
主

義
が
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
を
広
義
の
﹁
道
徳
哲
学
﹂
と
し
て
、
つ

ま
り
﹁
人
間
﹂
に
つ
い
て
の
思
想
と
し
て
受
容
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
岡
本
は
、
そ
う
い
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で

ブ
ル
ー
ノ
の
人
間
論
を
と
ら
え
な
お
し
、
ブ
ル
ー
ノ
の
自
然

哲
学
を
そ
の
人
間
論
に
架
橋
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
人
間
と
動
物

の
区
別
だ
ろ
う
。
自
然
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
形
相
を
﹁
魂
﹂

と
と
ら
え
る
ブ
ル
ー
ノ
は
、
生
物
と
無
生
物
の
境
界
す
ら
相

ジョルダーノ・ブルーノ

ブ
ル
ー
ノ
と
多
様
性
の
狂
気

第
一
部
❖
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

篠
原
資
明

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
美
学
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対
化
す
る
。
こ
の
と
き
人
間
と
動
物
と
の
差
異
は
、
魂
や
知

性
な
ど
に
も
と
づ
く
よ
う
な
実
体
的
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、

人
間
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
活
動
を
と
お
し
て
尊
厳
を
獲
得
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
尊
厳
を
形
成
す
る
活
動
と
は
、
ブ
ル

ー
ノ
に
よ
れ
ば
感
情
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
感
情
は
紐
帯
の
原

理
と
し
て
人
間
を
束
縛
す
る
が
、
単
一
で
な
く
多
様
な
感
情

が
触
発
さ
れ
る
な
ら
、
一
つ
の
も
の
に
束
縛
さ
れ
な
く
な
り
、

多
様
な
状
況
と
条
件
の
も
と
で
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
感
情
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
間
は
神
の
ご
と
き
自

由
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
、
ブ
ル
ー
ノ
は
考
え
る
の
で

あ
る
。

人
間
の
核
心
に
据
え
ら
れ
た
感
情
の
は
た
ら
き
は
、
さ
ら

に
時
間
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
明
確
化
さ
れ
よ
う
。
感
情
は

か
な
ら
ず
相
反
す
る
方
向
へ
と
同
時
に
揺
れ
動
く
。
い
か
な

る
楽
し
み
と
い
え
ど
も
苦
し
み
を
伴
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に

感
情
は
か
な
ら
ず
葛
藤
を
抱
え
込
み
、
現
在
は
つ
ね
に
苦
悶

の
な
か
に
あ
る
ほ
か
な
い
。
け
れ
ど
も
ま
た
、
こ
の
現
在
の

苦
悶
、
ひ
い
て
は
感
情
の
葛
藤
こ
そ
が
、
未
来
へ
と
持
続
す

る
享
受
を
可
能
に
す
る
の
だ
。
ブ
ル
ー
ノ
に
あ
っ
て
、
感
情

か
ら
解
放
さ
れ
た
﹁
賢
者
﹂
の
生
が
評
価
さ
れ
ず
、
む
し
ろ

感
情
が
極
限
に
ま
で
分
裂
す
る
と
い
う
﹁
英
雄
的
狂
気
﹂
の

境
遇
が
至
高
の
生
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
感
情
の
は
た
ら
き
が
認
識
の
局
面
に
も
た
ら
す

帰
結
を
、
ブ
ル
ー
ノ
は
人
間
の
無
知
と
力
能
を
と
ら
え
な
お

す
こ
と
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
ブ
ル
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、

知
識
の
対
象
た
る
自
然
は
無
限
で
把
握
し
が
た
い
も
の
で
あ

る
た
め
、
誰
し
も
最
終
的
に
知
識
を
獲
得
で
き
ず
、
無
知
な

ま
ま
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
た
め
、
知
識
を
追
い
求
め
る
者
は

充
分
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ず
、
痛
み
を
覚
え
る
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
よ
う
に
痛
み
を
引
き
起
こ
す
無
限
の
追
求
活
動
は
、
け

っ
し
て
空
し
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
痛
み
は
人
間
の
有
限

性
の
し
る
し
で
は
な
く
、
む
し
ろ
無
限
な
る
自
然
を
無
限
に

追
求
し
う
る
人
間
の
無
限
の
﹁
力
能
︵potenza

︶﹂
の
証
し
だ

か
ら
で
あ
る
。
無
限
の
真
理
を
た
え
ま
な
く
追
求
し
つ
づ
け

る
な
ら
、
た
と
え
最
終
的
に
知
識
を
獲
得
で
き
ず
と
も
、
人

間
の
無
限
の
力
能
は
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
追
求
活
動
の
無
限

性
は
、
真
理
そ
れ
自
体
の
無
限
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
こ

の
と
き
人
間
は
た
し
か
に
痛
み
の
な
か
で
真
理
に
触
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
と
ら
え
な
お
さ
れ
た
無
限
の
力
能
の
あ
り
よ

う
こ
そ
が
、
人
間
の
創
造
行
為
を
理
解
さ
せ
、
さ
ら
に
は
神

の
創
造
行
為
さ
え
も
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
限
の

力
能
は
つ
ね
に
無
限
に
創
造
す
る
と
考
え
る
ブ
ル
ー
ノ
に
と

っ
て
、
神
で
あ
ろ
う
と
人
間
で
あ
ろ
う
と
、
創
造
を
選
別
す

る
な
ど
は
あ
り
え
な
い
。
選
別
を
行
う
な
ら
無
限
で
な
く
な

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
な
ん
で
あ
れ
規
範
が
創
造
を
方
向
づ

け
制
限
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
無
限
の
力
能
に
は
相
応

し
く
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
創
造
さ
れ
た
も
の
と
そ
れ

が
示
す
美
は
け
っ
し
て
一
様
で
な
く
、
む
し
ろ
無
限
に
多
様

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
ブ
ル
ー
ノ
は
、﹁
メ

ラ
ン
コ
リ
ー
﹂
に
生
の
救
済
を
見
い
だ
し
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
主

義
者
た
ち
を
批
判
す
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
永
遠
に
流
転
を

繰
り
返
す
の
だ
か
ら
、
芸
術
も
思
考
も
、
愛
し
の
人
の
肖
像

を
描
い
て
永
遠
に
と
ど
め
お
こ
う
と
す
る
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の

営
為
で
は
あ
り
え
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、
自
然
の
真
理
た
る

永
遠
の
流
転
そ
の
も
の
を
体
現
し
て
、
つ
ね
に
新
し
き
も
の

へ
と
変
身
し
ゆ
く
﹁
英
雄
的
狂
気
﹂
の
生
こ
そ
が
生
の
救
済

に
い
た
る
の
だ
と
い
う
。

人
間
の
生
の
多
様
性

ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
人
間
の
発
見
と
い
う
の
は
、
あ
ま

り
に
も
知
ら
れ
た
テ
ー
ゼ
だ
ろ
う
。
ブ
ル
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
人

間
が
感
情
を
抱
く
と
い
う
事
実
は
自
然
の
真
理
た
る
永
遠
な

る
流
転
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
ま
た
人
間
が
人
間
的
な
る
も
の

を
超
え
出
て
い
け
る
力
能
を
も
つ
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

こ
の
と
き
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
発
見
さ
れ
た
人
間
の
尊
厳
と
し

て
の
そ
の
生
の
多
様
性
は
、
そ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ

う
な
選
択
肢
の
多
様
性
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
き
て
流

転
す
る
自
然
の
な
か
、
感
情
に
し
た
が
い
な
が
ら
い
っ
そ
う

流
転
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
人
間
に
多
様
性
を
、
自
由
を
、
尊

厳
を
与
え
る
。
生
は
、
多
様
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ

て
尊
厳
を
も
つ
の
で
あ
る
。

人
間
が
人
間
的
な
る
も
の
を
超
え
出
て
、
多
様
な
生
を
お

く
り
う
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
、
今
日
﹁
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
﹂
と
呼
ば
れ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
運
動
の
な
か
で
し
だ
い

に
発
見
さ
れ
て
い
っ
た
﹁
人
間
﹂
の
姿
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
コ
・

デ
ッ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
人
間
の
尊
厳
﹂

を
め
ぐ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
語
ら
い
の
な
か
で
﹁
神
に
も
獣
に

も
な
り
う
る
人
間
﹂
と
い
う
形
象
が
好
ま
れ
た
の
も
、
人
間

に
は
定
め
ら
れ
た
本
性
も
固
有
の
相
貌
も
な
い
か
ら
で
あ
り
、

人
間
の
生
が
多
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ピ
ー
コ
に
あ
っ

て
は
、
人
間
は
多
様
な
生
を
お
く
り
う
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
な
か
か
ら
自
由
意
志
に
よ
っ
て
一
つ
を
選
び
取
る
こ
と

に
こ
そ
、
人
間
の
卓
越
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

人
間
的
な
る
も
の
を
超
え
出
て
選
び
取
ら
れ
る
べ
き
生
は
、
感

情
と
身
体
を
超
越
し
て
知
性
的
に
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ブ
ル
ー
ノ
は
、
知
性
的
に
生
き
る
こ
と
を
、

自
然
の
流
転
と
と
も
に
、
つ
ま
り
感
情
の
変
転
に
そ
っ
て
生

き
る
こ
と
と
し
て
解
釈
し
な
お
し
、
人
間
の
生
の
理
想
を
﹁
賢

者
﹂
か
ら
﹁
狂
人
﹂
へ
と
変
質
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
多

様
な
生
は
、
そ
こ
か
ら
一
つ
の
み
が
選
び
取
ら
れ
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
く
、
流
転
す
る
な
か
で
次
々
と
生
き
ら
れ
る
べ

き
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
形
相
が
魂
で
あ
り
、
生

は
実
体
と
し
て
無
限
で
あ
り
遍
在
す
る
と
い
う
、
ブ
ル
ー
ノ
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の
︿
生
け
る
自
然
﹀
の
教
説
は
、
生
の
多
様
性
を
選
択
肢
の

多
様
性
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
決
定
的
に
禁
じ
る
。﹁
英
雄

的
狂
気
﹂
の
生
と
は
、
多
様
な
生
の
な
か
か
ら
選
び
取
ら
れ

た
一
つ
の
生
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
の
多
様
性
が
極
限
に
ま

で
高
め
ら
れ
た
生
な
の
で
あ
る
。
岡
本
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ー

ノ
が
開
い
た
﹁
近
代
﹂
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
人
間
の
生
の

多
様
性
の
発
見
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ジ
ョ
イ
ス
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る
ブ
ル
ー
ノ
哲
学

﹁
ベ
ー
コ
ン
や
デ
カ
ル
ト
以
上
に
、
ブ
ル
ー
ノ
こ
そ
、
近
代

哲
学
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
父
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
﹂

と
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
は
記
し
た
。

ま
た
ジ
ョ
イ
ス
は
、﹁
生
き
て
希
望
を
も
っ
て
は
死
ん
で
失
望

す
る
あ
ら
ゆ
る
存
在
へ
の
憐
れ
み
の
感
覚
﹂
を
も
っ
て
近
代

を
画
す
る
も
の
と
見
な
し
た
。
岡
本
の
ブ
ル
ー
ノ
論
は
、
そ

う
い
っ
た
ジ
ョ
イ
ス
に
よ
る
示
唆
と
と
も
に
始
ま
り
、
自
ら

明
確
化
し
た
ブ
ル
ー
ノ
哲
学
に
よ
り
、
そ
の
示
唆
を
根
拠
づ

け
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
ブ
ル
ー
ノ
と
と
も
に
近
代

の
黎
明
に
感
情
が
人
間
の
核
心
に
据
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
の
多
様
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
尊
厳
に
ま
で
高
め
ら
れ
た

か
ら
こ
そ
、﹁
あ
ら
ゆ
る
存
在
へ
の
憐
れ
み
の
感
覚
﹂
も
生
み

出
さ
れ
え
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
生
の
多
様
性
が
、
選
択
さ
れ

る
こ
と
の
あ
り
え
な
い
多
様
性
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ

る
存
在
に
憐
れ
み
が
向
け
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
顧
み
ら
れ

る
に
値
し
な
い
生
な
ど
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
イ
ス
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る
ブ
ル

ー
ノ
哲
学
も
あ
る
。
す
で
に
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
が
そ

の
﹃
ジ
ョ
イ
ス
の
詩
学
﹄︵
一
九
六
五
年
︶
で
指
摘
し
た
と
お

り
、
ジ
ョ
イ
ス
の
﹃
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
﹄
中
で
、
も

っ
と
も
多
く
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
人
物
名
は
ブ
ル
ー
ノ
だ

っ
た
。
ジ
ョ
イ
ス
の
困
苦
に
満
ち
た
創
作
活
動
に
も
、
一
種

の
英
雄
的
狂
気
を
見
た
く
な
る
ゆ
え
ん
だ
。

徳島新聞　2015年６月１日朝刊
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は
じ
め
に

本
科
研
の
研
究
課
題
名
は
、﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴

力
︱
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関

す
る
総
合
的
研
究
﹂
で
あ
る
。
考
察
の
焦
点
は
、
宗
教
経
験

の
過
程
で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
身
心
変

容
技
法
に
お
け
る
﹁
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
﹂
に
絞
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
﹁
負
の
感
情
﹂
が

密
接
な
関
係
を
持
つ
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る

が
、
こ
の
両
者
は
ど
こ
に
接
点
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。﹁
霊
的

暴
力
﹂
と
い
う
表
現
は
、
筆
者
自
身
の
語
法
と
は
い
さ
さ
か

異
な
る
。
と
い
う
の
も
、﹁
霊
的
﹂
は
完
全
円
満
・
至
高
至
善

の
存
在
を
指
し
示
す
際
に
使
う
べ
き
で
あ
っ
て
、﹁
暴
力
﹂
と

結
び
付
く
要
素
は
微
塵
も
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
推

察
す
る
に
、
悪
霊
・
幽
霊
な
ど
の
言
葉
の
連
想
か
ら
﹁
霊
的
﹂

が
負
の
影
響
を
被
っ
た
た
め
に
、﹁
暴
力
﹂
と
連
結
し
た
の
で

は
な
い
か
。
負
の
感
情
想
念
の
根
幹
部
に
霊
的
暴
力
と
の
接

点
が
あ
る
、
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

﹁
暴
力
﹂
に
は
、
加
害
者
で
あ
れ
被
害
者
で
あ
れ
、
何
か
制

御
不
能
な
力
が
不
意
に
暴
発
す
る
よ
う
な
含
意
が
あ
る
。
そ

の
暴
力
が
あ
え
て
﹁
霊
的
﹂
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
心
身
関
係

の
常
態
に
そ
れ
を
超
え
た
何
も
の
か
が
介
入
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
何
も
の
か
は
、
通
常
の
概
念
的
把
握
に
収

ま
ら
な
い
得
体
の
知
れ
ぬ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
と
り

わ
け
肉
体
人
間
観
に
馴
染
ん
だ
我
々
に
は
、
肉
体
を
超
え
た

何
も
の
か
が
肉
体
に
働
き
か
け
て
く
る
こ
と
へ
の
恐
怖
と
不

安
が
あ
る
。
直
截
に
言
え
ば
、
こ
こ
で
意
味
す
る
﹁
霊
的
﹂

は
、
魔
境
や
魔
事
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
憑
依
や
無
意
識
レ
ベ

ル
の
共
鳴
・
感
応
な
ど
の
現
象
を
主
に
念
頭
に
置
い
た
言
葉

で
は
な
い
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
の
﹁
霊
的

暴
力
﹂
は
、
日
常
生
活
の
中
で
も
瞬
間
的
、
あ
る
い
は
断
片

的
に
生
じ
う
る
が
、
と
り
わ
け
修
行
や
加
入
儀
礼
な
ど
の
身

心
変
容
過
程
で
増
幅
・
凝
縮
さ
れ
た
仕
方
で
起
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、﹁
霊
的
暴
力
﹂
や
﹁
負

の
感
情
﹂
の
特
質
に
多
少
な
り
と
も
光
を
当
て
た
上
で
、
そ

れ
ら
を
解
消
・
処
理
す
る
方
法
に
関
し
て
考
察
を
深
め
て
み

た
い
。
我
々
が
特
に
着
目
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
一
遍
上

人
の
念
仏
に
本
質
的
に
含
ま
れ
る
﹁
捨
て
る
こ
と
︵
捨
離
︶﹂

で
あ
る
が
、﹃
天
台
小
止
観
﹄
の
﹁
覚
知
魔
事
﹂
を
も
参
照
し

な
が
ら
、
そ
の
﹁
捨
て
る
こ
と
︵
捨
離
︶﹂
の
消
息
を
参
究
し

て
み
よ
う
。

1
『
天
台
小
止
観
』の「
覚
知
魔
事
」

宗
教
的
な
修
行
過
程
に
お
い
て
は
、
日
常
生
活
で
は
必
ず

し
も
頻
繁
に
は
起
き
な
い
異
常
現
象
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
天
台
大
師
智ち

顗ぎ

︵
五
三
八
―五
九
七
︶
の
﹃
天
台
小
止

観1

﹄
に
よ
れ
ば
、
泥な

い

洹お
ん

︵
＝
涅
槃
︶
に
入
る
に
は
、
止
観
の

二
法
が
最
も
優
れ
て
お
り
、
止
は
﹁
結
︵
＝
煩
悩
︶
を
伏
す

る
の
初
門
﹂﹁
心
識
を
愛
養
す
る
の
善
資
﹂﹁
禅
定
の
勝
因
﹂、

観
は
﹁
惑
を
断
ず
る
の
正
要
﹂﹁
神
解
を
策
発
す
る
の
妙
術
﹂

﹁
智
慧
の
由
籍
﹂
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
定
慧
の
二
法

負
の
感
情
想
念
の
処
理
法
と
し
て
の
止
観
と
念
仏

第
二
部
❖
負
の
感
情
と
そ
の
処
理
法

棚
次
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
哲
学
・
祈
り
研
究

41

負の感情想念の処理法としての止観と念仏



を
成
就
す
れ
ば
、
自
利
・
利
他
の
法
を
み
な
具
足
す
る
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
坐
︵
禅
︶
中
に
お
い
て
初
心
の

0

0

0

麤そ

乱ら
ん

を
対
破
し
よ
う

0

0

0

0

0

0

と
し
て
止
観
を
修
す
る
場
合
、
止
に
は
三
種

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
を
鼻
隔
・
臍
間
等
に
繫
い
で
心
を
散

ら
さ
な
い
﹁
繫
縁
守
境
の
止
﹂、
動
揺
す
る
心
を
制
御
し
よ
う

と
す
る
﹁
制
心
の
止
﹂、﹁
心
の
所
念
に
随
っ
て
一
切
の
諸
法

あ
り
、
悉

こ
と
ご
とく
因
縁
よ
り
生
じ
て
自
性
あ
る
こ
と
な
し
﹂
と
見

抜
き
心
を
息や

す

め
て
本
源
に
達
す
る
﹁
体
真
の
止
﹂
で
あ
る
。
ま

た
、
観
に
は
、
淫
欲
を
対
治
す
る
不
浄
観
や
瞋し

ん

恚に

を
対
治
す

る
慈
心
観
な
ど
の
﹁
対た

い

治じ

の
観か

ん

﹂
と
、
諸
法
の
実
相
を
観
ず

る
智
慧
と
し
て
の
﹁
正

し
ょ
う

観が
ん

﹂
の
二
種
が
あ
る
。
心
の
浮
沈
を

対
治
し
た
り
、
便
宜
に
随
っ
た
り
、
定
中
の
細
心
を
対
治
し

た
り
、
定
慧
を
均
斉
な
ら
し
め
た
り
す
る
た
め
に
止
観
を
修

す
る
場
合
、
ま
た
行
住
坐
臥
︵
＝
日
常
生
活
︶
に
お
い
て
縁
に

歴わ
た

り
境
に
対
し
て
止
観
を
修
す
る
場
合
も
、
そ
れ
ぞ
れ
子
細

に
工
夫
が
説
か
れ
る
が
、
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。
我
々
の
注

意
を
引
く
の
は
、
止
観
を
修
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
基
本
事

項
の
後
に
述
べ
ら
れ
た
﹁
覚
知
魔
事2

﹂
で
あ
る
。

そ
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
魔ま

羅ら

︵
梵
語M

āra

の
音
写
、
略
し
て

魔
︶
に
は
、
煩
悩
魔
、
陰お

ん

入に
ゅ
う

界か
い

魔
、
死
魔
、
鬼き

神じ
ん

魔
の
四
種

が
あ
る
。
そ
の
う
ち
初
め
の
三
種
の
魔
は
、﹁
世
の
常
の
事
﹂

と
し
て
説
明
が
省
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
煩
悩
魔
だ
が
、
煩
悩

に
起
因
す
る
魔
で
あ
る
。
我
々
の
多
く
は
、
こ
の
煩
悩
魔
に

そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
す
で
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
る
。
数
多
あ

る
煩
悩
の
中
で
も
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
は
、
特
に

注
意
を
要
す
る
。
つ
ぎ
の
陰
入
界
魔
は
、
五
陰
︵
五ご

蘊う
ん

、
人

間
存
在
の
構
成
要
素
で
あ
る
色
受
想
行
識
︶、
十
二
入
︵
十
二
処
、

眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
根

0

0

と
色
声
香
味
触
法
の
六
境

0

0

︶、
十
八
界︵
十

二
入
に
眼
識
耳
識
鼻
識
舌
識
身
識
意
識
の
六
識

0

0

を
加
え
た
も
の
︶

に
ま
つ
わ
る
魔
で
あ
り
、
人
間
が
出
会
う
諸
々
の
現
象
界
に

ま
つ
わ
る
魔
で
あ
る
。
さ
ら
に
死
魔
が
あ
り
、
死
者
の
幽
霊
・

亡
霊
を
指
す
。
要
す
る
に
、
初
め
の
三
種
の
魔
は
、
顕
在
的

と
潜
在
的
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
生
者
と
死
者
と
を
問
わ
ず
、
お

よ
そ
現
象
界
︵
無
辺
無
量
の
他
界
を
含
む
︶
の
構
成
要
素
に
付

随
し
て
縁
に
触
れ
て
出
没
す
る
魔
で
あ
る
。

最
後
の
鬼
神
魔
に
つ
い
て
は
、
精

し
ょ
う

鬽み

鬼
、
堆た

い

惕て
き

鬼
、
魔
羅

鬼
の
三
種
が
あ
る
。
精
鬽
と
は
十
二
刻
の
獣
が
種
々
に
変
化

し
て
行
者
を
悩
惑
さ
せ
る
十
二
支
に
ま
つ
わ
る
中
国
的
な
鬼

神
で
あ
り
、
堆
惕
と
は
行
者
の
感
覚
器
官
の
感
触
で
起
き
る

虫
・
蠍さ

そ
り
や
そ
の
他
の
獣
な
ど
イ
ン
ド
的
な
鬼
神
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
民
族
共
同
体
が
歴
史
的
に
形
成
・
蓄
積
し
て
き
た

共
同
主
観
的
な
磁
場
の
中
で
生
じ
る
魔
境
に
違
い
な
か
ろ
う
。

ま
た
魔
羅
︵
悪
魔
︶
は
、
化
け
て
色
声
香
味
触
の
境
界
の
相

と
な
り
、
あ
る
い
は
恐
る
べ
き
形
相
と
な
り
、
あ
る
い
は
愛

す
べ
き
形
姿
と
な
っ
て
人
の
善
心
を
破
る
が
ゆ
え
に
、﹁
殺

者
﹂
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
魔
事
を
却
け
る
法
に
関
し
て
、﹃
天
台
小
止
観
﹄

は
、
止
と
観
を
修
し
て
こ
れ
を
却
け
る
べ
し
と
説
く
。
ま
ず

止
を
修
し
て
﹁
お
よ
そ
一
切
の
外
の
諸
の
好
悪
の
魔
境
を
見

て
は
、
こ
と
ご
と
く
虚こ

誑お
う

な
り
と
知
っ
て
愛
せ
ず
怖
れ
ず
、
ま

た
取
捨
分
別
せ
ず
、
心
を
息
し
て
寂
然
た
ら
ば
、
彼
お
の
ず

か
ら
ま
さ
に
滅
す
べ
し
﹂
と
説
か
れ
、
そ
れ
で
も
な
お
滅
却

が
困
難
で
あ
れ
ば
、
観
を
修
し
て
こ
れ
を
却
け
よ
と
説
く
。
す

な
わ
ち
、﹁
反
っ
て
能
見
の
心
を
観
ず
べ
し
。
処
所
を
見
ざ
れ

ば
、
彼
は
な
ん
の
悩
ま
す
と
こ
ろ
ぞ
。︵
中
略
︶
心
を
正
し
く

し
て
動
ぜ
ず
、
魔
界
の
如
は
す
な
わ
ち
仏
界
の
如
な
り
と
知

る
べ
し
。
も
し
魔
界
の
如
と
仏
界
の
如
と
一
如
に
し
て
二
な

く
ん
ば
、
す
な
わ
ち
魔
界
に
お
い
て
も
捨
つ
る
と
こ
ろ
な
く
、

仏
界
に
お
い
て
も
取
る
と
こ
ろ
な
し
。
す
な
わ
ち
仏
法
お
の

ず
か
ら
ま
さ
に
現
前
し
、
魔
境
は
消
滅
せ
ん
﹂。
能
見
の
心
と

は
、
見
る
主
観
、
つ
ま
り
自
分
の
心
で
あ
る
。
六
根
を
拠
り

所
に
六
境
に
対
し
て
心
作
用
で
あ
る
六
識
が
生
ま
れ
る
と
解

す
る
な
ら
ば
、
魔
境
も
六
識
の
心
作
用
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
六
識
の
心
そ
の
も
の
の
本
質
と
様
態
を
観
ず
る
こ
と
で
、

魔
境
は
消
滅
し
仏
法
が
現
前
す
る
の
で
あ
る
。
心
作
用
が
対

象
界
︵
六
境
︶
を
仮
構
す
る
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
仮
構
の

魔
境
を
生
み
出
し
た
自
分
の
心
の
本
質
を
観
じ
て
そ
の
心
作

用
が
終
息
す
れ
ば
、
魔
境
は
自
然
に
消
滅
し
、
後
は
清
澄
透

明
な
心
に
仏
法
が
現
前
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
心

が
、
対
象
を
見
る
能
見
の
心

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
そ
の
能
見
の
心
を
観
ず
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と0

の
二
重
性
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
能
見
の
心
を
観

ず
る
の
は
、
い
っ
た
い
誰
か
。
こ
れ
が
追
尋
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
究
極
の
問
い
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
唯
識
で
は
、
上

述
し
た
六
識
に
末ま

那な

識し
き

︵
自
我
の
無
意
識
︶
と
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

︵
万

有
の
種
子
が
宿
る
無
意
識
︶
の
二
識
が
加
わ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
間
存
在
の
構
成
要
素
で
あ
る
五
陰
︵
五
蘊
︶

に
関
し
て
、
色
は
身
体
現
象
、
受
想
行
識
は
精
神
現
象
と
解

す
る
の
が
従
来
の
見
方
で
あ
る
が
、
疎
密
粗
細
様
々
な
身
体

識大 仏法現前 不生不滅
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（阿頼耶識）〔八識〕……………………（法） 生滅する現象界
（末那識）〔七識〕……………………（法）

空 識（了別）
風 行（意志） 意識 意根 ……… 法
火 想（表象）
水 受（感受）

身識 身根 ……… 触
舌識 舌根 ……… 味

空風火水地 色（感覚） 鼻識 鼻根 ……… 香
耳識 耳根 ……… 声
眼識 眼根 ……… 色

〔顕の五大〕

〔
密
の
五
大
〕

〔五陰〕

（
魔
境
の
消
滅
）

思
考
器
官

感
覚
器
官

心
作
用

十二入
十八界

陰入界

〔六識〕 〔六根〕 〔六境〕

図1　
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現
象
を
想
定
す
る
観
点
に
立
て
ば
、
五
陰
は
広
義
の
認
識
作

用
と
し
て
、
対
象
界
の
存
在
と
密
接
不
離
の
関
係
を
な
す
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
色
は
感
覚
、
受
は
感
受
、
想

は
感
情
想
念
の
表
象
、
行
は
潜
在
的
形
成
力
で
あ
る
意
志
、

識
は
認
識
了
別
と
い
う
広
義
の
認
識
作
用
を
指
し
て
お
り
、

そ
の
認
識
作
用
と
不
可
分
に
対
象
界
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う

捉
え
方
で
あ
る
。
上
述
し
た
こ
と
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め

る
た
め
に
、
前
頁
に
図
示
し
て
お
き
た
い
（
図
1
）。
考
察
の

便
宜
上
、
五
大
や
識
大
な
ど
も
図
に
付
け
加
え
て
い
る
。

心
作
用
を
六
識
に
限
定
す
れ
ば
、
魔
は
六
境
に
出
現
す
る

が
、
心
作
用
が
末
那
識
や
阿
頼
耶
識
を
含
む
と
想
定
す
れ
ば
、

七
識
八
識
の
対
象
界
で
あ
る
七
境
八
境
を
も
含
む
広
大
無
辺

の
領
域
か
ら
、
魔
は
出
没
す
る
こ
と
に
な
る
。﹁
覚
知
魔
事
﹂

に
対
す
る
﹃
天
台
小
止
観
﹄
の
眼
目
は
、
諸
法
の
実
相
を
観
じ
、

よ
く
止
観
を
修
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
末
尾
で3
﹁
諸

法
の
実
相
を
除
い
て
、
そ
の
余
は
一
切
み
な
こ
れ
魔
事
な
り
﹂

と
い
う
釈
論
の
言
葉
と
、﹁
も
し
分
別
憶
想
す
れ
ば
、
即
ち
こ

れ
魔
羅
の
網
な
り
﹂
と
い
う
偈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
諸
法

実
相
の
ほ
か
は
す
べ
て
魔
事
で
あ
り
、
分
別
憶
想
そ
れ
自
体

が
も
う
す
で
に
魔
羅
の
網
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
普
段
の
生
活
の
中
で
分
別
憶
想
を
繰
り
返
す
我
々

は
、
す
っ
か
り
魔
羅
の
網
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
修
す
べ
き
止
観
で
あ
る
が
、
初
心
の
麤
乱
を
対
破

す
る
﹁
止
﹂
に
関
し
て
は
、
繫
縁
守
境
の
止
、
制
心
の
止
、
体

真
の
止
が
説
か
れ
て
い
た
。
初
心
の
麤
乱
の
対
処
法
も
魔
事

の
対
処
法
の
基
本
は
、
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
繫
縁
守

境
の
止
が
一
点
精
神
集
中
に
よ
る
対
象
の
相
対
的
無
化
で
あ

り
、
制
心
の
止
が
対
象
へ
の
対
抗
を
通
し
た
克
服
で
あ
る
と

い
う
、
い
わ
ば
水
平
的
同
次
元
的
な
対
処
法
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
体
真
の
止
は
対
象
の
本
質
直
観
に
よ
っ
て
終
息
を
も

た
ら
す
垂
直
的
異
次
元
的
な
対
処
法
で
あ
る
。
ま
た
、
心
の

対
象
で
は
な
く
、
対
象
を
見
る
能
見
の
心

0

0

0

0

︵
我
が
心
︶
の
﹁
観
﹂

に
つ
い
て
は
、
現
象
界
の
本
質
を
洞
察
し
て
対
象
を
滅
却
さ

せ
る
対
治
の
観
と
、
主
観
自
身
に
対
す
る
本
質
直
観
と
し
て

の
正
観
が
説
か
れ
て
い
た
。
対
治
の
観
も
正
観
も
、
対
象
を

見
る
我
が
心
の
次
元
に
は
な
く
、
そ
の
内
奥
の
次
元
か
ら
開

か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
再
び
問
う
、
こ
の
能
見
の
心
を
観
ず

る
の
は
、
い
っ
た
い
誰
か
。
無
我
、
無
心
と
い
う
な
ら
ば
、
無

我
、
無
心
を
そ
れ
と
し
て
観
ず
る
も
の

0

0

0

0

0

が
あ
る
以
上
、
そ
の

事
態
の
真
相
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
我
も
無
心
も
単
な

る
無
で
は
な
く
、
む
し
ろ
充
溢
す
る
無
と
も
言
え
る
超
意
識

状
態
で
あ
る
。
生
滅
す
る
現
象
界
を
貫
く
道
理
は
、
諸
法
無

我
、
諸
行
無
常
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
の

は
、
無
我
や
無
常
と
呼
ば
れ
る
現
象
界
の
事
態
と
、
そ
の
無

我
や
無
常
を
そ
れ
と
観
ず
る
も
の

0

0

0

0

0

と
の
二
重
性
で
あ
る
。
一

方
に
生
滅
す
る
現
象
界
が
、
他
方
に
不
生
不
滅
の
実
在
界
が

あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
両
界
は
不
可
分
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

現
象
界
に
身
を
置
い
て
対
象
を
見
る
能
見
の
心

0

0

0

0

と
そ
の
能
見

0

0

の
心
を
観
ず
る
心

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
逆
説
的
だ
が
、
心
は
不

可
分
な
仕
方
で
二
重
に
分
岐
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
分

岐
を
我
々
の
存
在
構
造
は
確
か
に
含
ん
で
い
る
。

2
一
遍
の
念
仏

―
南
無
阿
弥
陀
仏
と
南
無・阿
弥
陀・仏

時
宗
の
開
祖
・
一
遍
智
真
︵
一
二
三
九
―一
二
八
九
︶
は
、
自

力
他
力
を
絶
し
た
念
仏
の
境
地
に
到
達
し
た
仏
教
者
で
あ
る

が
、﹁
捨す

て

聖ひ
じ
り﹂

と
呼
ば
れ
た
。
念
仏
以
外
は
す
べ
て
幻げ

ん
け化

と
見

て
、
家
や
妻
子
を
捨
て
た
の
み
な
ら
ず
、
最
後
は
所
持
し
て

い
た
経
典
ま
で
を
も
焼
き
捨
て
、
た
だ
た
だ
﹁
南
無
阿
弥
陀

仏
﹂
を
称
え
る
境
涯
に
至
っ
た
。
念
仏
の
極
意
を
﹁
捨
て
る
﹂

こ
と
に
求
め
た
一
遍
の
心
境
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
を
窺
う
に
は
、
ま
ず
彼
の
念
仏
観
を
知
っ
て

お
か
ね
ば
な
る
ま
い4

。

念
仏
と
は
、﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
と
い
う
六
字
の
名
号
を
称

え
る
こ
と
で
あ
る
。﹁
南
無
﹂
は
梵
語nam

as

︵
帰
命
︶
の
音

写
、﹁
阿
弥
陀
仏
﹂
は
梵
語A

m
itābha

︵
無
量
光
︶、
あ
る
い

はA
m

itāyus

︵
無
量
寿
︶
の
音
写
に
﹁
仏
﹂
を
添
え
た
も
の

で
あ
る
。
念
仏
の
構
造
は
、
こ
の
六
字
の
名
号
の
中
に
基
本

的
分
節
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
遍
は
次
の
よ
う
に
言
う
、

﹁
南
無
と
は
十
方
衆
生
な
り
、
阿
弥
陀
と
は
法
な
り
、
仏
と
は

能
覚
の
人
な
り
。
六
字
を
し
ば
ら
く
機
と
法
と
覚
と
の
三
に

開か
い

し
て
、
終つ

い

に
は
三
重
が
一
体
と
な
る
な
り
。
し
か
れ
ば
名

号
の
外
に
能
帰
の
衆
生
も
な
く
、
所
帰
の
法
も
な
く
、
能
覚

の
人
も
な
き
な
り
。
是こ

れ

則す
な
わ
ち、
自
力
他
力
を
絶
し
、
機
法
を
絶

す
る
所
を
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
へ
り
﹂︵
四
九5

︶。
念
仏
は
、

ひ
と
ま
ず
名
号
の
内
部
構
造
が
含
む
︿
南
無
︲
阿
弥
陀
︲
仏
﹀、

す
な
わ
ち
︿
機
︲
法
︲
覚
﹀
の
三
極
関
係
に
分
節
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
最
終
的
に
は
機
法
覚
を
絶
す
る
﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂

へ
と
統
一
的
に
解
消
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
詳
述
す
る
余
裕
は

な
い
が
、
要
す
る
に
、︿
法
﹀
は
、
生
滅
す
る
現
象
を
超
え
た

﹁
不
生
不
滅
の
無
量
寿
﹂︵
九
五
︶
で
あ
り
、
そ
の
︿
法
﹀
と

し
て
の
阿
弥
陀
︵
無
量
光
・
無
量
寿
︶
と
自
己
が
一
体
で
あ
る

こ
と
を
覚
知
し
た
の
が
、
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
自
己
完
成︵
正

覚
︶
を
衆
生
済
度
︵
往
生
︶
と
同
時
と
す
る
が
ゆ
え
に
、︿
機
﹀

の
摂
取
の
契
機
を
不
可
避
的
に
担
っ
た
仏
で
あ
る
。
一
方
、

︿
機
﹀
は
仏
法
に
触
れ
る
こ
と
で
発
動
す
る
﹁
衆
生
の
宗
教
的

素
質
﹂
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
素
質
に
気
づ
か
ぬ
凡
夫

図2　能見の心と止観

AB

a

b

c

S

S O

S : 能見の心を観ずるもの
S : 能見の心　　O : 対象
a : 繫縁守境の止
b : 制心の止
c : 体真の止
A : 対治の観
B : 正観
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の
意
味
合
い
が
被
せ
ら
れ
る
。
凡
夫
の
住
処
は
、
有
為
無
常

の
三
界
以
外
に
は
な
い
。﹁
三
界
は
有う

為い

無
常
の
境
な
る
が
故

に
、
一
切
不ふ

定じ
ょ
う﹂︵

六
三
︶
で
あ
り
、﹁
身
は
無
常
遷せ

ん

流る

の
形

な
れ
ば
、
念
々
に
生

し
ょ
う

滅め
つ

﹂︵
二
六
︶
し
、﹁
心
は
妄も

う

心し
ん

な
れ
ば

虚こ

妄も
う

﹂
で
あ
る
。
常
住
不
滅
の
︿
法
﹀
は
、
こ
の
よ
う
に
身

も
心
も
不
定
な
る
︿
機
﹀
が
帰
命
す
べ
き
本
体
で
あ
る
。
こ

の
︿
機
﹀
と
︿
法
﹀
の
関
係
は
、︿
覚
﹀
の
媒
介
を
経
て
、﹁
能

帰
の
衆
生
﹂
と
﹁
所
帰
の
法
﹂
の
関
係
と
し
て
立
ち
現
れ
る

こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
有
為
無
常
の
三
界
に
住
す
る
︿
機
﹀
が
常
住

不
滅
の
︿
法
﹀
に
帰
命
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
す
る
と

逆
説
的
事
態
で
あ
る
。
凡
夫
は
因
縁
和
合
の
諸
現
象
を
﹁
実じ

ち

有う

我が

物も
つ

﹂︵
七
七
︶
と
想
う
我
執
を
中
核
に
有
し
て
お
り
、
そ

の
我
執
が
三
界
流
転
を
招
く
の
で
あ
る
。
こ
の
我
執
に
磁
化

さ
れ
た
因
果
的
連
鎖
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
間
の
境
位
は
、﹁
常

じ
ょ
う

没も
つ

の
凡
夫
﹂﹁
低て

い

下げ

愚ぐ

縛ば
く

の
凡
夫
﹂
と
呼
ば
れ
る
。
で
は
、
こ

の
凡
夫
と
し
て
の
︿
機
﹀
か
ら
︿
覚
﹀
へ
の
転
回
点
は
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
。﹁
有
心
は
生

し
ょ
う

死じ

の
道
、
無
心
は
涅ね

槃は
ん

の
城
な

り
。
生
死
を
は
な
る
ゝ
と
い
ふ
は
、
心
を
は
な
る
ゝ
を
い
ふ

な
り
﹂︵
六
〇
︶。
つ
ま
り
、
心
を
離
れ
る
こ
と
が
、
生
死
か

ら
涅
槃
へ
の
翻
転
の
鍵
な
の
で
あ
る
。
離
れ
る
べ
き
心
と
は

我
執
の
身
心
だ
が
、
い
か
に
し
て
離
れ
る
か
と
い
う
方
法
が

問
題
と
な
る
。
一
遍
は
、
こ
の
観
の
転
換
の
消
息
を
、
身
心

を
捨
て
る
、
あ
る
い
は
万
事
を
捨
離
す
る
な
ど
、﹁
捨
て
る
﹂

と
い
う
言
葉
で
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
捨
て
る
こ
と

は
、
念
仏
す
る
こ
と
と
同
時
で
あ
る
。
一
遍
は
言
う
、﹁
名
号

は
能の

う

成じ
ょ
うの
法
な
り
。
万
法
は
所
成
の
法
な
り
﹂︵
五
四
︶。﹁
能

成
の
法
﹂
と
は
展
開
す
る
︿
法
﹀
の
主
体
的
作
用
面
を
指
し
、

﹁
所
成
の
法
﹂
と
は
具
現
化
し
た
︿
法
﹀
の
客
体
的
対
象
面
を

指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
。
法
が
成
ず
る
の
は
名
号
と
し
て
で

あ
り
、
ま
た
法
は
名
号
に
触
れ
て
初
め
て
そ
の
本
来
性
を
如

実
に
顕
わ
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
名
号
は
法
が
具
現
す
る

原
動
力
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
法
の
本
来
性
を
開
示
す
る

秘
鍵
で
も
あ
る
の
だ
。﹁
よ
ろ
ず
生
き
と
し
い
け
る
も
の
、
山

河
草
木
、
ふ
く
風
た
つ
波
の
音
ま
で
も
、
念
仏
な
ら
ず
と
い

ふ
こ
と
な
し
﹂︵
巻
上
︶。
森
羅
万
象
が
念
仏
と
化
し
た
風
光

は
、
ま
さ
に
︿
法
の
念
仏
﹀
と
い
う
に
相
応
し
い
。

一
方
、︿
覚
﹀
の
成
立
に
お
い
て
も
、
名
号
は
﹁
諸し

ょ

仏ぶ
つ

己こ

証し
ょ
うの
法
﹂︵
八
〇
︶
と
し
て
決
定
的
な
役
割
を
演
ず
る
。
諸
仏

が
正
覚
を
得
る
の
は
、
何
よ
り
も
名
号
の
功
徳
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
﹁
名

み
ょ
う

号ご
う

酬し
ゅ
う

因い
ん

の
功く

徳ど
く

﹂︵
九
四
︶
に
よ
っ
て
、

阿
弥
陀
仏
は
西
方
浄
土
に
在お

わ

す
の
で
あ
る
。
名
号
は
阿
弥
陀

仏
の
成
立
を
保
証
し
つ
つ
、
そ
の
正
覚
を
得
た
姿
が
︿
覚
の

念
仏
﹀
と
し
て
現
わ
れ
る
。
ま
た
、︿
機
﹀
の
側
か
ら
は
、
名

号
は
唯
々
﹁
他
力
不
思
議
の
名
号
﹂
と
仰
が
れ
る
ば
か
り
で

あ
る
。
諸
仏
の
深
智
も
及
ば
ず
、
凡
夫
の
思
量
を
は
る
か
に

絶
し
た
名
号
に
対
す
る
凡
夫
の
応
答
は
、﹁
唯た

だ

仰あ
お
いで
信
じ
称
名

す
る
﹂︵
四
八
︶
よ
り
ほ
か
に
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
︿
機
の

念
仏
﹀
を
通
し
て
の
み
、︿
法
の
念
仏
﹀
も
︿
覚
の
念
仏
﹀
も

真
に
三
界
に
展
開
し
う
る
と
い
う
逆
説
が
あ
る
。﹁
一
切
の
法

も
真
実
な
る
べ
し
。
基
故
は
、
名
号
所
具
の
万ま

ん

法ぼ
う

と
知し

り

ぬ
れ

ば
、
皆
真
実
の
功
徳
な
り
。
こ
れ
も
、
功
徳
の
当
体
が
真
実

な
る
に
は
あ
ら
ず
、
名
号
が
成
ず
れ
ば
真
実
に
な
る
な
り
﹂

︵
五
六
︶。
こ
の
よ
う
に
、
真
実
万
法
と
諸
仏
己
証
が
有
為
無

常
の
三
界
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
名
号
の
現
成
が
不
可
欠

で
あ
り
、
機
法
の
呼
応
関
係
に
お
け
る
最
後
の
一
押
し
は
、
三

界
に
住
す
る
︿
機
の
念
仏
﹀
に
依
存
し
て
い
る
。︿
機
の
念
仏
﹀

と
は
、
衆
生
が
本
来
内
蔵
す
る
心
徳
が
名
号
が
成
ず
る
称
名

と
と
も
に
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
詮
ず
れ
ば
﹁
名
号
は
即

す
な
わ
ち

心
の
本
分
﹂︵
七
二
︶
で
あ
る
。﹁
鏡
を
よ
す
れ
ば
、
我
目
を

も
て
我
目
を
見
る
。
こ
れ
鏡
の
ち
か
ら
な
り
。
鏡
と
い
ふ
は
、

衆
生
本ほ

ん

有ぬ

の
大だ

い

円え
ん

鏡き
ょ
う

智ち

、
諸
仏
己
証
の
名
号
な
り
。
し
か
れ

ば
、
名
号
の
鏡
を
も
て
、
本
来
の
面
目
を
見
る
べ
し
﹂︵
七
九
︶。

こ
う
し
て
、︿
機
﹀︿
法
﹀︿
覚
﹀
の
三
極
関
係
に
名
号
が
透

入
す
る
こ
と
で
︿
機
の
念
仏
﹀︿
法
の
念
仏
﹀︿
覚
の
念
仏
﹀

が
成
立
し
、
そ
れ
ら
三
重
の
念
仏
が
融
通
し
合
い
、
交
響
し

合
う
世
界
が
現
出
す
る
。
こ
の
実
相
名
号
の
世
界
に
参
入
す

る
た
め
に
は
︿
機
﹀
の
側
で
の
自
己
否
定
が
不
可
欠
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
︿
機
﹀
に
対
向
す
る
限
り
の
︿
法

︵
覚
︶﹀
が
消
え
る
と
い
う
機
法
関
係
の
解
消
が
生
じ
る
。
機

法
覚
の
一
体
を
説
い
た
後
で
、
一
遍
は
さ
ら
に
言
葉
の
穂
を

継
ぐ
。﹁
し
か
れ
ば
、
名
号
の
外
に
能
帰
の
衆
生
も
な
く
、
所

帰
の
法
も
な
く
、
能
覚
の
人
も
な
き
な
り
。
是こ

れ

即す
な
わ
ち、
自
力
他

力
を
絶
し
、
機
法
を
絶
す
る
所
を
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
へ

り
﹂︵
四
九
︶。
こ
の
機
法
覚
を
絶
す
る
所
を
﹁
独ど

く

一い
つ

﹂︵
一
六
︶

の
名
号
と
言
う
。
そ
れ
は
救
う
仏
も
救
わ
れ
る
我
も
消
え
て
、

無
我
無
人
の
南
無
阿
弥
陀
仏
が
成
ず
る
所
、
換
言
す
れ
ば

﹁
念
仏
が
念
仏
を
申も

う
す
﹂︵
一
六
︶
名
号
の
自じ

受じ
ゅ

用ゆ
う

が
展
開
す
る

所
で
あ
る
。
以
上
が
、
念
仏
に
関
す
る
一
遍
の
基
本
的
な
了

解
で
あ
る
（
図
3
）。

3
「
捨
て
る
」こ
と
と「
念
仏
す
る
」こ
と
の

同
時
成
立

念
仏
の
実
践
に
関
し
て
は
、
低
下
愚
縛
の
身
へ
の
深
刻
な 図3　念仏の三極構造と独一の名号

南無 〈機〉 仏 〈覚〉

阿弥陀 〈法〉

南無阿弥陀仏  （独一の名号）
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反
省
と
し
て
の
﹁
凡
夫
の
自
覚
﹂、
そ
の
自
分
を
阿
弥
陀
仏
に

投
げ
出
す
﹁
凡
夫
の
帰
投
﹂、
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
に
救
い
取
ら

れ
た
確
信
と
し
て
の
﹁
凡
夫
の
摂
取
﹂
な
ど
の
諸
契
機
・
諸

位
相
が
含
ま
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
一
遍
に
お
い
て
、﹁
凡
夫

の
帰
投
﹂
の
機
微
は
、
彼
が
﹁
捨
て
る
﹂
と
い
う
言
葉
に
託

し
た
観
の
転
換
と
不
可
分
な
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
一
遍
は

平
安
朝
の
空
也
上
人
を
先
達
と
仰
ぎ
、
ま
た
自
ら
も
﹁
捨す

て

聖ひ
じ
り﹂

と
呼
ば
れ
た
。
念
仏
の
安
心
を
尋
ね
た
興
願
僧
都
へ
の
一
遍

の
返
信
に
次
の
よ
う
な
件
が
あ
る
。﹁
む
か
し
、
空く

う

也や

上し
ょ
う

人に
ん

へ
、
あ
る
人
、
念
仏
は
い
か
ゞ
申も

う
すべ
き
や
と
問
け
れ
ば
、﹃
捨

て
て
こ
そ
﹄
と
ば
か
り
に
て
、
な
に
と
も
仰お

お
せ
ら
れ
ず
と
、
西さ

い

行ぎ
ょ
う

法ほ
っ

師し

の
撰せ

ん

集じ
ゅ
う

抄し
ょ
うに
載の

せ

ら
れ
た
り
。
是こ

れ

誠ま
こ
とに
金
言
な
り
﹂

︵
巻
上
︶。
い
っ
た
い
、﹁
捨
て
る
﹂
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。

一
遍
は
﹁
三
心
﹂
の
釈
義
に
﹁
捨
て
る
﹂
こ
と
を
持
ち
込
む
。

す
な
わ
ち
、
至し

誠じ
ょ
う

心し
ん

と
は
﹁
自じ

力り
き

我が

執し
ゅ
うの
心
を
捨
て
、
弥み

陀だ

に
帰
す
る
﹂
こ
と
で
あ
り
、
深じ

ん

心し
ん

と
は
﹁
自
身
は
現
に
こ
れ

罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
釈
し
て
、
煩
悩
具
足
の
身
を
捨
て
、
本

願
の
名
号
に
帰
す
る
﹂
こ
と
で
あ
り
、
回え

向こ
う

心し
ん

は
﹁
自
力
我

執
の
時
の
諸
善
と
、
名
号
所
具
の
諸
善
と
一い

ち

味み

和わ

合ご
う

す
る
と

き
、
能の

う

帰き

所し
ょ

帰き

一
体
と
成な

り

て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
あ
ら
は

る
ゝ
﹂︵
三
︶
の
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、﹁
三
心
と
は
身
心

を
捨す

て

て
、
念
仏
申も

う

す
よ
り
外
に
別
の
子し

細さ
い

﹂︵
三
︶は
な
い
。
こ

の
釈
義
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
捨
て
ら
れ
る
べ
き
は
、
自
力

我
執
の
心
、
煩
悩
具
足
の
身
、
要
す
る
に
我
執
の
身
心

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

こ
の
我
執
の
身
心
を
捨
て
る
こ
と
は
、
弥
陀
に
帰
す
る
こ

と
と
別
の
事
柄
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、﹁
捨
離
﹂
す
る
行

と
﹁
帰
命
﹂
す
る
信
の
全
体
は
、﹁
念
仏
﹂
す
る
こ
と
の
内
に

縮
約
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
執
の
身
心
を
捨
て
る
こ
と

は
、
念
仏
す
る
こ
と
と
全
き
同
時
性
に
お
い
て
成
立
す
る
の

で
あ
る
。
我
執
の
身
心
を
捨
て
る
主
体
を
凡
夫
と
解
す
れ
ば
、

常
没
の
凡
夫
の
定
義
に
背
く
。
捨
て
る
主
体
で
は
な
く
、
捨

て
る
機
縁

0

0

と
な
る
の
は
、
凡
夫
の
自
覚
に
至
っ
た
念
仏
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
機
法
の
呼
応
関
係
の
直
中
に
自
己
の

位
置
を
見
出
し
て
い
る
︿
機
﹀
で
あ
る
。︿
法
﹀
に
照
ら
さ
れ
、

ま
た
︿
法
﹀
に
帰
命
す
べ
き
︿
機
﹀
は
、﹁
捨
て
る
﹂
と
い
う

事
態
が
背
後
に
担
っ
た
機
法
の
呼
応
関
係
全
体
︱
法
蔵
に

よ
る
衆
生
済
度
の
願
行
具
足
と
衆
生
に
よ
る
弥
陀
へ
の
帰
命

︱
の
中
で
、
最
後
の
一
押
し
の
役
を
演
ず
る
に
す
ぎ
な
い
。

我
執
の
身
心
の
捨
て
場
所
は
、
凡
夫
の
住
処
で
あ
る
三
界

で
は
な
い

0

0

。﹁
捨
て
る
﹂
こ
と
は
、
何
ら
か
の
仕
方
で
﹁
消
え

る
﹂
こ
と
を
含
ま
な
く
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
我
執
が
消

え
な
け
れ
ば
、
凡
夫
の
住
処
は
我
執
の
ゴ
ミ
屋
敷
と
な
る
ほ

か
は
な
い
。
我
執
が
消
え
る
た
め
に
は
、
有
限
が
無
限
に
面

し
て
無
化
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
無
限
の
中
に
す
っ
か
り
摂
取

さ
れ
る
よ
う
な
転
回
的
局
面
が
不
可
欠
で
あ
る
。﹁
命

み
ょ
う

濁じ
ょ
く

中
ち
ゅ
う

夭よ
う

の
無
常
の
命い

の
ち
を
、
不
生
不
滅
の
無
量
寿
に
帰き

入に
ゅ
うし
ぬ
れ
ば
、

生
死
あ
る
事
な
し
﹂︵
九
五
︶。
こ
の
機
法
の
一
味
和
合
を
体

得
す
る
の
が
﹁
凡
夫
の
摂
取
﹂
の
境
位
で
あ
る
。
我
執
を
捨

て
る
方
位
と
弥
陀
︵
無
量
寿
︶
に
帰
す
る
方
位
は
、
と
も
に

念
仏
の
中
へ
と
統
一
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
捨
て
場
所
は
称
名

0

0

の
中

0

0

で
あ
る
。﹁
名
号
に
心
を
い
る
ゝ
と
も
、
こ
こ
ろ
に
名
号

を
い
る
べ
か
ら
ず
﹂︵
二
九
︶
と
か
、﹁
其
身
に
仏ぶ

っ

性し
ょ
うの
火
有あ

り

と
い
へ
ど
も
、
わ
れ
と
煩
悩
の
薪た

き
ぎ
を
焼

し
ょ
う

滅め
つ

す
る
事
な
し
。
名

号
の
智
火
の
ち
か
ら
を
も
て
焼
滅
す
べ
き
な
り
﹂︵
七
九
︶
と

い
う
法
語
は
、
我
々
が
抱
く
諸
々
の
想
念
を
称
名
と
と
も
に

名
号
の
中
に
投
げ
返
す
、そ
の
捨
て
方
を
教
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
一
遍
は
﹁
捨
て
る
﹂
と
い
う
観
の
転
換
に
関
わ
る
事

態
を
、﹁
念
仏
す
る
﹂
こ
と
と
の
同
時
性
に
お
い
て
指
示
し
た

の
で
あ
る
。

念
仏
の
具
体
的
な
実
践
に
お
い
て
﹁
捨
て
る
﹂
こ
と
の
具

体
は
、
日
常
生
活
の
基
本
︵
衣
食
住
︶
を
捨
て
妻
子
を
捨
て

る
こ
と
で
あ
る
。﹁
衣
食
住
の
三
は
三
悪
道
な
り
。
衣
裳
を
求

も
と
め

か
ざ
る
は
畜ち

く

生し
ょ
う

道ど
う

の
業ご

う

な
り
。
食
物
を
む
さ
ぼ
り
も
と
む
る

は
餓が

鬼き

道ど
う

の
業
な
り
。
住
所
を
か
ま
ふ
る
は
地
獄
道
の
業
な

り
。
し
か
れ
ば
、
三
悪
道
を
は
な
れ
ん
と
欲
せ
ば
、
衣
食
住

を
は
な
る
べ
き
な
り
﹂︵
七
五
︶。
一
遍
は
衣
食
住
の
捨
離
を

三
悪
道
か
ら
の
離
脱
と
し
て
説
く
。
ま
た
、﹁
魔
に
付つ

き

て
順

魔
・
逆
魔
の
ふ
た
つ
あ
り
。
行
者
の
心
に
順
じ
て
魔
と
な
る

あ
り
、
行
者
の
違
乱
と
な
り
て
魔
と
な
る
あ
り
。
ふ
た
つ
の

中
に
は
順
魔
が
な
ほ
大
事
の
魔
な
り
。
妻
子
等
是
な
り
﹂︵
三

六
︶。
順
魔
と
は
妻
子
財
宝
、
逆
魔
と
は
不
慮
の
病
患
災
難
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
念
仏
者
の

障し
ょ
う

礙げ

と
な
る
の
は
、
行
者
の
違
乱
に
起
因
す
る
逆
魔
よ
り
も

行
者
の
心
に
順
ず
る
順
魔
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
苦
よ
り
も

楽
の
方
で
あ
る
。﹁
苦
を
い
と
ふ
と
い
ふ
は
、
苦
楽
共
に
厭え

ん

捨し
ゃ

す
る
な
り
。
苦
楽
の
中
に
は
、
苦
は
や
す
く
す
つ
れ
ど
も
、
楽

は
え
す
て
ぬ
な
り
。
楽
を
す
つ
る
を
厭
苦
の
体
と
な
す
。
そ

の
所ゆ

え
ん以
は
、
楽
の
外
に
苦
は
な
き
な
り
﹂︵
六
二
︶。
楽
の
外

に
苦
な
き
が
ゆ
え
に
、
厭
苦
と
は
苦
を
嫌
っ
て
楽
に
走
る
こ

と
で
は
な
く
、
苦
楽
を
と
も
に
捨
て
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
我
執
に
磁
化
さ
れ
た
三
界
に
微
塵
の
執
着
も
残

さ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
執
の
捨
て
場
所
は
、﹁
念

仏
﹂
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
に
疑
念
が
生
じ
る
。
厭お

ん

離り

穢え

土ど

・
欣ご

ん

求ぐ

浄
じ
ょ
う

土ど

を
掲
げ
る
念
仏
者
も
、
そ
の
肉
身
は
有
為
無
常
の
三
界
に

あ
り
、
悪
縁
悪
境
を
捨
離
し
な
が
ら
も
、
生
き
る
場
は
三
界

以
外
に
は
な
い
。
否
む
し
ろ
、
虚
妄
な
三
界
は
凡
夫
の
念
仏

0

0

0

0

0

を
触
媒
に
真
実
万
法
に
転
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
界
は
妄

法
が
真
実
の
万
法
に
転
換
し
う
る
掛
け
替
え
の
な
い
場
で
も

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
一
遍
は
、
な
ぜ
衣
食
住

を
捨
て
、
妻
子
を
捨
て
た
の
か
。
末
法
意
識
が
浸
透
し
た
社

会
情
勢
や
一
遍
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
の
紛
糾
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
何
よ
り
も
根
本
的
な
要
因
と
な
っ
た
の
は
、﹁
誑
惑

の
我
身
﹂
に
対
す
る
一
遍
自
身
の
深
き
内
省
と
決
断
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
善
導
の
﹃
観
経
疏
﹄
散
善
義

に
見
え
る
﹁
自
身
は
現
に
こ
れ
罪ざ

い

悪あ
く

生し
ょ
う

死じ

の
凡
夫
、
曠こ

う

劫ご
う

よ
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り
巳こ

の

来か
た

、
常
に
没も

っ

し
常
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と

な
し
﹂
の
章
句
に
対
す
る
態
度
に
も
窺
え
る
。
一
遍
は
通
常

の
解
釈
を
逆
転
し
て
、﹁
悪わ

ろ

き
も
の
ゝ
出
離
の
用
に
も
立た

た

ね
ば

こ
そ
、
此
身
を
ば
す
つ
べ
け
れ
﹂︵
六
︶
と
解
す
る
。
捨
て
な

い
か
ら
凡
夫
と
な
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
凡
夫
で
し
か
あ

り
え
な
い
か
ら
捨
て
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
罪
悪
生

死
の
凡
夫
た
る
自
覚
の
透
徹
が
、
万
事
捨
離
の
実
践
の
徹
底

を
導
い
た
の
で
あ
る
。

凡
夫
性
へ
の
徹
底
し
た
内
省
は
、
念
仏
の
機
に
関
す
る
釈

義
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。﹁
念
仏
の
機
に
三さ

ん

品ぼ
ん

あ
り
。
上

じ
ょ
う

根こ
ん

は
、
妻
子
を
帯
し
家
に
在あ

り

な
が
ら
、
著
せ
ず
し
て
往
生
す
。
中

根
は
、
妻
子
を
す
つ
る
と
い
へ
ど
も
、
住
処
と
衣え

食じ
き

と
を
帯

し
て
、
著
せ
ず
し
て
往
生
す
。
下
根
は
、
万
事
を
捨し

ゃ

離り

し
て
、

往
生
す
。
我
等
は
下げ

根こ
ん

の
も
の
な
れ
ば
、
一
切
を
捨す

て

ず
は
、
定

さ
だ
め

て
臨
終
に
諸
事
に
著
し
て
往
生
を
し
損
ず
べ
き
な
り
と
思
ふ

故
に
、
か
く
の
ご
と
く
行
ず
る
な
り
﹂︵
四
四
︶。
鎌
倉
の
浄

土
仏
教
の
開
祖
た
ち
の
生
活
を
こ
の
分
類
に
あ
て
は
め
れ
ば
、

上
根
に
は
親
鸞
、
中
根
に
は
法
然
、
下
根
に
は
一
遍
が
そ
れ

ぞ
れ
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
と
き
、
一
遍
は
次
の

ご
と
き
質
問
を
受
け
た
。﹁
大
経
の
三
輩
は
上
輩
を
捨し

ゃ

家け

棄き

欲よ
く

と
と
け
り
。
今
の
御
義
に
は
相
違
せ
り
。
如い

か
ん何
﹂。
こ
れ
に
対

し
て
、
一
遍
は
﹁
一
切
の
仏
法
は
心
品
を
沙
汰
す
。
外げ

相そ
う

を

い
は
ず
。
心
品
の
捨
家
棄
欲
し
て
無む

著じ
ゃ
くな
る
事
を
上
輩
と
説と

け

り
﹂︵
四
四
︶
と
答
え
た
と
い
う
。
仏
法
が
心
品
を
沙
汰
す
る

こ
と
を
先
刻
承
知
の
一
遍
は
、
な
ぜ
外
相
に
お
い
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

捨
家

棄
欲
を
断
行
し
た
の
か
。
外
に
は
深
刻
な
社
会
不
安
が
あ
り
、

内
に
は
強
烈
な
下
根
意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
内
外
の
相
乗
作

用
に
一
遍
自
身
の
出
家
志
向
の
業
因
縁
が
働
い
て
、
否
応
な

き
実
存
的
決
断
に
至
っ
た
と
見
る
ほ
か
は
な
い
。
と
は
い
え
、

現
実
問
題
と
し
て
外
相
に
お
い
て
す
ら
万
事
を
捨
離
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
肉
身
を
捨
て
る
こ
と
は
自
殺
行

為
に
等
し
い
。
一
遍
が
万
事
捨
離
を
掲
げ
た
真
意
は
、﹁
一
切

を
捨
ず
は
、
定
て
臨
終
に
諸
事
に
著
し
て
往
生
し
損
ず
べ
き

な
り
﹂
と
思
っ
た
先
達
と
し
て
の
老
婆
心
に
あ
っ
た
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。﹁
わ
ろ
し
と
は
知し

り

な
が
ら
、
い
よ
ゝ
著
し
て
、

こ
ゝ
ろ
や
す
く
は
ぐ
ゝ
み
た
て
ん
﹂︵
六
︶
と
す
る
煩
悩
執
着

の
根
深
さ
を
、
一
遍
は
生
活
体
験
か
ら
痛
感
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。

身
を
す
つ
る
す
つ
る
心
を
す
て
つ
れ
ば
　
お
も
ひ
な
き

世
に
す
み
染
の
袖 

︵
巻
上
︶

こ
の
歌
の
よ
う
に
、
捨
て
る
主
体
か
ら
﹁
仏
の
捨
し
め
給

ふ
を
ば
す
て
﹂
る
境
位
へ
、
さ
ら
に
は
自
力
他
力
を
絶
す
る

境
位
へ
転
換
せ
し
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
開
か
れ
来
る
の

は
、
思
い
な
き
世
に
ひ
る
が
え
る
墨
染
め
の
袖
で
あ
っ
た
。
煩

悩
と
我
執
の
身
心
が
捨
て
ら
れ
て
消
え
失
せ
る
に
つ
れ
て
、
こ

の
世
は
次
第
に
感
情
想
念
が
濾
過
さ
れ
て
透
過
性
の
度
を
増

し
て
く
る
。
感
情
想
念
の
根
が
切
断
さ
れ
た
﹁
思
い
な
き
世
﹂

に
墨
染
め
の
衣
が
一
陣
の
風
に
翩へ

ん

翻ぽ
ん

と
ひ
る
が
え
っ
て
遊
行

の
歩
を
進
め
る
。
生
滅
す
る
現
象
界
が
思
い
な
き
世
へ
と
透

過
さ
れ
、
そ
こ
に
墨
染
め
の
袖
︱
袖
触
り
合
う
も
多
生
の

縁
と
い
う
︱
が
如
来
の
光
を
浴
び
て
返
照
さ
れ
る
。
こ
れ

が
一
遍
の
眼
に
映
じ
た
心
象
風
景
で
あ
っ
た
。

さ
て
、﹁
捨
て
る
こ
と
﹂
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
い
、
た
と
え

ば
、
①
誰
が
、
②
何
を
、
③
ど
こ
へ
、
④
い
つ
、
⑤
い
か
に
、

⑥
な
ぜ
捨
て
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に

答
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
捨
て
る
対
象
︵
②
︶
は
我
執
の
身
心

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
捨
て
る
場
所
︵
③
︶
は
念
仏
の
中

0

0

0

0

で
あ
り
、
捨
て

る
時
︵
④
︶
は
念
仏
す
る
時

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
捨
て
る
方
法
︵
⑤
︶
は

念
仏
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
捨
て
る
理
由
︵
⑥
︶
は
凡
夫
ゆ
え

0

0

0

0

に0

で
あ
る
。
最
も
慎
重
な
応
答
を
要
す
る
の
は
、
た
ぶ
ん
捨

て
る
主
体
︵
①
︶
の
問
い
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
誰
が
我
執

の
身
心
を
捨
て
る
の
か
。
凡
夫
︵
自
我
︶
だ
と
す
れ
ば
、
凡

夫
の
定
義
に
背
く
。
我
執
の
身
心
が
捨
て
ら
れ
れ
ば
、
も
は

や
凡
夫
と
は
呼
ば
な
い
。
そ
れ
が
捨
て
ら
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、

凡
夫
な
の
で
あ
る
。
捨
て
ら
れ
な
い
の
に
捨
て
る
と
い
う
の

は
、
自
家
撞
着
で
あ
る
。
で
は
、
如
来
が
凡
夫
を
し
て
我
執

の
身
心
を
捨
て
し
め
る
の
か
。
一
遍
の
答
え
は
、
自
力
と
他

力
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
自
力
他
力
を
絶
し
た
独
一
の
名
号

に
、
一
遍
は
答
え
を
見
出
す
。
我
執
の
身
心
は
﹁
名
号
の
智

火
の
ち
か
ら
を
も
て
焼
滅
す
べ
き
﹂
で
あ
る
。
捨
て
る

0

0

0

こ
と

が
消
え
る

0

0

0

こ
と
を
含
む
な
ら
ば
、
捨
て
る
主
体
は
名
号
で
あ

る
、
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
境
位
で
は
、
捨
て
る

0

0

0

こ
と
と
念
仏
す
る

0

0

0

0

こ
と
は
、
同
時
に
成
立
す
る
。
我
執
の
身

心
を
念
仏
の
中
に
、
念
仏
す
る
時
に
、
念
仏
に
よ
っ
て
捨
て

る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
が
念
仏
自
体
の
実
現
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
捨
て
る
主
体
が
名
号
で
あ
る
の
と
同
時

に
、
念
仏
す
る
主
体
も
名
号
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。﹁
念
仏
が
念
仏
を
申
﹂
す
の
で
あ
る
。

上
述
し
た
念
仏
の
称
名
に
お
い
て
、
凡
夫
が
果
た
す
役
割

は
、
念
仏
の
主
体
で
は
な
く
、
念
仏
の
機
縁

0

0

と
な
る
こ
と
に

終
始
す
る
は
ず
で
あ
る
。
凡
夫
︵
自
我
︶
は
、
念
仏
が
現
成

す
る
た
め
に
最
後
の
一
押
し
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
最

後
の
一
押
し
と
は
、﹁
観
の
転
換
﹂
の
こ
と
だ
が
、
次
の
よ
う

な
譬た

と

え
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
活
に
必
須
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
︵
生
命
線
、
阿
弥
陀
は
無
量
寿
・
無
量
光
︶
は
す
で
に
整

備
さ
れ
て
お
り
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
、
電
灯
は

点
く
し
、
水
道
の
蛇
口
さ
え
捻
れ
ば
、
水
は
流
れ
出
る
。
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
、
蛇
口
を
捻
る
の
に
、
自
我
が
力
む
必
要
な

ど
な
い
。
た
だ
そ
の
動
作
を
行
う
だ
け
で
よ
い
。
同
様
に
、
凡

夫
は
念
仏
の
機
縁

0

0

と
な
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
々

が
念
仏
の
機
縁

0

0

と
な
る
時
、
我
執
の
身
心
を
捨
て
る
こ
と
も

名
号
の
中
に
捨
て
ら
れ
、
無
我
無
人
の
南
無
阿
弥
陀
仏
が
現

わ
れ
る
。
た
だ
た
だ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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結
び
に
代
え
て
―
現
代
の
事
柄
と
し
て

仏
の
本
体
を
観
ず
る
止
観
も
、
仏
の
名
を
称
え
る
念
仏
も
、

広
義
の

0

0

0

念
仏
で
あ
る
。
智
顗
の
止
観
が
観
念

0

0

念
仏
で
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
一
遍
が
実
践
・
遊
行
し
た
の
は
称
名

0

0

念
仏
で
あ

っ
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
一
遍
の
念
仏
に
は
本
質
的
に
我

執
の
身
心
を
捨
て
る
こ
と
︵
捨
離
︶
が
含
ま
れ
て
い
た
。
現

代
の
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
我
執
の
身
心
、
つ
ま
り
負
の
感

情
想
念
を
解
消
・
処
理
す
る
方
法
が
集
団
的
に
も
個
人
的
に

も
見
出
し
難
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
人
々
の
抑
圧
さ
れ
た
感

情
や
鬱
屈
し
た
想
念
は
、
か
つ
て
祭
り
と
い
う
聖
な
る
文
化

装
置
の
中
で
お
の
ず
と
巧
ま
ず
に
解
消
・
処
理
さ
れ
て
い
た
。

自
然
の
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
に
同
期
し
た
祭
り
の
周
期
的
な
バ
イ

オ
リ
ズ
ム
の
中
で
、
日
常
と
非
日
常
と
の
往
還
を
通
し
た
二

重
の
身
心
変
容
︵
変
身
︶
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
で
積
み
重

ね
た
様
々
な
不
穏
な
感
情
想
念
は
、
い
つ
し
か
消
え
去
る
か

緩
和
さ
れ
る
か
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
化
に
伴
っ
て

生
活
様
式
が
激
変
し
た
結
果
、
人
々
は
次
第
に
聖
性
の
感
覚

を
麻
痺
さ
せ
、
祭
り
が
衰
退
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
日
常
の
不
穏
な
感
情
想
念
が
解
消
・
処
理
さ
れ
る
場

が
現
代
社
会
に
は
必
ず
し
も
充
分
に
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
家
庭
や
職
場
や
学
校
で
は
、
そ

れ
ゆ
え
不
穏
な
感
情
想
念
が
燻く

す
ぶ
り
続
け
、
し
ば
し
ば
鬱
屈
は

暴
発
に
反
転
す
る
。
祭
り
の
不
活
性
化
に
よ
っ
て
、
個
人
が

そ
の
解
消
・
処
理
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
そ

の
技
法
を
知
ら
な
い
か
、
そ
の
技
法
に
習
熟
し
た
人
が
少
な

い
か
が
現
状
だ
ろ
う
。
こ
の
閉
塞
し
た
身
心
の
状
況
を
打
開

で
き
る
方
途
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

一
条
の
光
明
は
、
社
会
よ
り
も
、
む
し
ろ
個
々
人
の
中

0

0

0

0

0

に

眠
っ
て
い
る
。
社
会
の
変
革
を
起
こ
す
の
は
、
個
々
人
の
自

覚
と
相
互
の
連
携
で
あ
る
。
現
状
打
開
の
鍵
は
、
ま
ず
何
よ

り
も
我
々
一
人
ひ
と
り
が
内
な
る
霊
性
︵
仏
性
・
神
性
︶
に
目

覚
め
る
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
霊
性
が
我
々
の
存
在
の

核
心
で
あ
り
、
自
然
本
性
の
働
き
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
我
々

に
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
本
質
直
観
︱
こ

れ
な
く
し
て
は
生
活
も
学
問
も
成
り
立
た
な
い
︱
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
行
動
力
で
あ
る
。
従
来
の
生
活
習
慣
と
思
考
習

慣
を
改
め
る
決
意
と
、
潜
在
意
識
と
顕
在
意
識
を
循
環
す
る

業
因
縁
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
持
続
的
な
努
力
が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
実
は
、
そ
の
最
も
有
効
で
簡
便
な
実
践
法
が
、
祈

り
で
あ
り
、
瞑
想
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
祈
り
や
瞑
想

は
、
必
ず
し
も
宗
教
の
専
売
特
許
で
あ
る
祈
り
や
瞑
想
を
意

味
し
な
い
。
生
き
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
直
結
し
た
﹁
生
き
方
﹂

︵
息
の
仕
方
＝
呼
吸
法
を
含
む
︶
と
し
て
、
祈
り
や
瞑
想
が
復
権

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
止
観
や
念
仏
に
お
け
る
﹁
観
の
転
換
﹂
を
め
ぐ

る
事
態
を
簡
単
に
図
示
し
て
お
き
た
い
（
図
4
）。
そ
れ
ら
は
、

広
義
の
祈
り
や
瞑
想
に
も
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
存
在
論

的
に
見
れ
ば
、
ま
ず
無
限
が
有
限
と
し
て
展
開
す
る
︵
①
、
こ

の
事
態
は
摩
訶
不
思
議
︶。
次
に
有
限
へ
の
自
己
限
定
が
習
性

と
な
る
︵
②
︶。
そ
し
て
無
明
の
長
夜
の
後
、
そ
こ
か
ら
無
限

へ
の
有
限
の
転
換
、
つ
ま
り
観
の
転
換
が
起
き
る
︵
③
︶。
そ

れ
は
反
復
を
通
し
て
、
無
限
と
の
関
係
の
中
に
有
限
の
自
己

を
見
出
す
救
済
や
、
無
限
と
有
限
の
関
係
を
洞
察
す
る
覚
醒

の
形
で
認
識
さ
れ
る
︵
④
︶。
真
ん
中
の
点
線
の
円
は
現
象
界

を
表
わ
し
、
円
内
に
あ
る
矢
印
付
き
の
二
つ
の
弧
は
三
界
流

転
︵
②
︶
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
円
内
の
因
果
的
連
鎖
か

ら
超
脱
す
る
観
の
転
換
︵
③
︶
が
生
じ
る
。
そ
の
反
復
を
通

し
て
﹁
無
限
と
有
限
の
関
係
﹂
の
認
識
︵
④
︶
が
確
立
さ
れ
、

自
由
な
創
造
活
動
︵
①
︶
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て

の
出
来
事
を
、
上
方
へ
と
開
か
れ
た
半
円
︵
無
限
の
象
徴
︶
が

包
み
込
ん
で
い
る
。
能
見
の
心
を
観
ず
る
心
、
我
執
を
捨
て

る
主
体
、
念
仏
す
る
主
体
、
こ
れ
ら
は
、
本
質
的
に
①
の
運

動
に
該
当
す
る
が
、
②
か
ら
③
へ
の
認
識
転
換
の
運
動
が
残

像
と
し
て
意
識
の
前
景
に
浮
か
ぶ
た
め
に
、
そ
れ
ら
と
思
い

違
え
る
こ
と
が
多
い
。
能
見
の
心
を
観
ず
る
こ
と
、
我
執
を

捨
て
る
こ
と
、
念
仏
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
同
一
の
事
態
の

別
相
で
あ
る
と
言
え
る
。
要
す
る
に
、
無
限
に
起
点
を
持
つ
、

有
限
へ
の
現
象
で
あ
る
。
負
の
感
情
想
念
や
魔
事
は
、
そ
の

よ
う
な
無
限
︵
永
遠
︶
の

生
命
の
働
き
に
よ
っ
て
し

か
消
え
失
せ
な
い
。
無
限

の
霊
性
を
冒
す
ほ
ど
の
魔

物
は
存
在
し
な
い
。
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
こ

ま
で
も
我
々
自
身
の
無
限

な
る
霊
性
に
対
す
る
覚
醒

で
あ
る
。

注1
　﹃
天
台
小
止
観

︱
坐
禅
の
作
法
﹄
関
口
真
大
訳
注
、
岩
波

文
庫
、
一
九
七
四
年
。﹃
現
代
語
訳
　
天
台
小
止
観
﹄
関
口

真
大
訳
、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。﹁
心
の
確
立
と
霊

性
の
開
発

︱
座
禅
の
書
・
小
止
観
の
実
践
的
解
説
﹂﹃
本

山
博
著
作
集
1
　
思
想
と
研
究
の
原
型
﹄
宗
教
心
理
出
版
、

二
〇
〇
八
年
、
三
七
五
―五
一
二
頁
。

2
　﹃
天
台
小
止
観

︱
坐
禅
の
作
法
﹄、
一
四
六
―一
五
七
頁
。

3
　﹃
天
台
小
止
観

︱
坐
禅
の
作
法
﹄、
一
五
七
頁
。

4
　
棚
次
正
和
﹁
名
号
の
一
遍
﹂﹃
時
宗
教
学
年
報
﹄
第
一
六
輯
、

一
九
八
八
年
、
一
―二
五
頁
。
同
論
文
は
、
棚
次
正
和
﹃
超

越
す
る
実
存
﹄
春
風
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
七
六
―二
一
〇

頁
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

5
　﹃
一
遍
上
人
語
録
﹄
大
橋
俊
雄
校
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八

五
年
。
本
書
の
原
本
は
、
上
下
二
巻
よ
り
成
り
、
巻
上
に
は

和
讃
・
偈
頌
・
法
話
・
和
歌
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
巻
下
に
は

門
人
伝
説
と
し
て
の
法
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本

文
中
の
括
弧
内
の
漢
数
字
は
、
便
宜
上
、
巻
下
に
付
さ
れ
た

番
号
で
あ
る
。

図4　観の転換をめぐる運動

①

②

③

④
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
負
の
感
情
を
ど
の
よ
う
に
見
守
り
対
応
し
て

ゆ
く
こ
と
が
暴
力
的
な
パ
タ
ー
ン
の
発
生
と
再
生
産
に
対
し

て
予
防
的
か
つ
解
消
的
に
働
く
の
か
に
つ
い
て
、
第
1
節
で

は
仏
教
瞑
想
の
視
点
か
ら
、
第
2
節
で
は
対
象
関
係
論
を
基

盤
と
す
る
母
子
研
究
に
お
け
る
思
い
や
り
の
起
源
と
い
う
視

点
か
ら
、
第
3
節
で
は
上
下
の
力
関
係
を
自
覚
的
に
使
い
こ

な
す
た
め
の
ラ
ン
ク
と
い
う
視
点
か
ら
吟
味
し
、
検
討
し
て

み
た
い
。

1
仏
教
瞑
想
の
視
点
か
ら

本
節
で
は
、
最
初
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
るSatipatt4
4hāna-sutta

︵
以
下
﹁
念
処
経
﹂
と

す
る1

︶
に
出
て
く
る
五
蓋
観
察
に
関
す
る
記
述
か
ら
負
の
感

情
の
見
つ
め
方
を
確
認
す
る
。
次
に
、
筆
者
が
瞑
想
指
導
体

験
の
中
で
考
案
し
た
﹁
雑
念
劇
場
﹂
と
い
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
紹
介
し
て
、
自
己
観
察
に
内
在
す
る
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ

タ
ー
ン
を
自
覚
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。

1-

1
　
五
蓋
の
観
察
法

仏
教
に
お
け
る
五
蓋
と
は
、
愛
欲
︵kām

acchanda

︶、
瞋し

ん

恚い

︵byāpāda
︶

2

、
不
活
発
性
と
眠
気
︵thīna-m

iddha

︶、
浮
つ
き
と

後
悔
︵uddhacca-kukkucca

︶、
疑
︵vicikicchā

︶
と
い
う
五
つ

の
心
の
働
き
の
こ
と
を
さ
し
、
本
来
の
輝
き
を
覆
い
隠
し
て

し
ま
う
も
の
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
蓋
︵nīvarana

︶
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
念
処
経
に
お
け
る
五
蓋
の
観
察
方
法

に
お
い
て
、
不
の
感
情
と
し
て
も
霊
的
暴
力
に
つ
い
て
考
察

す
る
た
め
に
も
良
い
参
考
例
と
な
る
瞋
恚
︵
以
下
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
﹁
怒
り
﹂
と
表
記
︶
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
よ

う
。念

処
経
で
は
怒
り
の
観
察
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に

説
か
れ
て
い
る
。

内
的
な
怒
り
が
あ
れ
ば
﹁
私
に
は
内
的
な
怒
り
が
あ
る
﹂

と
あ
ま
ね
く
知
り
、
内
的
な
怒
り
が
な
け
れ
ば
﹁
私
に
は

内
的
な
怒
り
が
な
い
﹂
と
あ
ま
ね
く
知
る
。
ま
た
、
未
だ

生
じ
て
い
な
い
怒
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
て
く
る
か

を
知
り
、
生
じ
た
怒
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て
捨
て
去
ら
れ

る
か
を
知
り
、
捨
て
去
ら
れ
た
怒
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て

将
来
再
生
し
て
こ
な
い
か
を
知
る
。︵M

ajjhim
a N

ikaya I, 

60

︶︵
筆
者
訳
︶

こ
こ
で
は
、
怒
り
の
善
悪
を
決
め
つ
け
ず
に
自
分
の
内
に

怒
り
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ
け
を
客
観
的
に
確
認
す

る
こ
と
の
大
切
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
怒
り
が

ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
て
く
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て

捨
て
去
ら
れ
る
の
か
、
怒
り
が
ど
の
よ
う
に
し
て
捨
て
去
ら

れ
た
と
き
に
は
再
生
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
の
か
に
つ
い
て

プ
ロ
セ
ス
全
体
を
観
察
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

換
言
す
る
と
、
無
視
し
た
り
抑
圧
し
た
り
と
い
う
仕
方
で

怒
り
を
い
っ
た
ん
は
排
除
し
た
り
抑
圧
し
た
り
し
て
も
、
そ

う
し
た
仕
方
で
は
、
そ
の
怒
り
は
後
か
ら
別
な
縁
を
得
て
再

生
し
て
く
る
こ
と
も
含
め
て
、
怒
り
の
体
験
全
体
が
観
察
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

ま
た
、
怒
り
の
発
生
過
程
に
お
い
て
は
、
自
分
の
欲
望
や

負
の
感
情
の
見
守
り
方

第
二
部
❖
負
の
感
情
と
そ
の
処
理
法

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
・
仏
教
瞑
想
研
究
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希
望
が
思
い
ど
お
り
に
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
に
な
っ
て
怒
り
が
発
生
し
て
く
る
こ
と
、
そ
の
怒
り
が
湧

き
上
が
っ
て
ゆ
く
過
程
で
正
義
感
と
し
て
展
開
し
て
い
る
と

き
に
は
怒
り
と
し
て
認
識
で
き
に
く
い
こ
と
な
ど
に
も
気
づ

い
て
ゆ
く
。
怒
り
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
感
情
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
色
あ
せ
、
怒
り
に
よ
る
行
為
が
自
他
に
痛
み
を
与
え
た
こ

と
に
気
が
つ
い
た
場
合
に
は
怒
り
の
は
ら
む
危
険
性
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
怒
り
が
怒
り
と
し

て
認
識
さ
れ
て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
建
設
的
な
形
で
使
わ
れ

た
り
、
変
化
消
滅
し
て
ゆ
く
の
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
守
る
こ

と
が
で
き
た
り
し
た
と
き
に
は
再
生
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と

に
も
気
づ
い
て
ゆ
く
。

1-

2
　
雑
念
劇
場

筆
者
は
瞑
想
指
導
体
験
の
中
で
、
瞑
想
中
に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
雑
念
に
対
し
て
自
分
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
対
応

し
て
い
る
か
を
瞑
想
修
行
者
自
身
に
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
雑
念
劇
場
と
呼
ぶ
次
の
よ
う
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
考
案
し
た
。

①
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
ど
ち
ら
が
瞑
想
者
役
、
ど
ち
ら

が
雑
念
役
に
な
る
か
を
決
め
る
。

②
瞑
想
者
役
を
演
じ
る
人
は
瞑
想
中
に
よ
く
出
て
く
る
一

つ
の
雑
念
を
想
定
し
、
雑
念
役
を
演
じ
て
く
れ
る
人
に〝
ど

の
よ
う
に
動
い
て
そ
の
雑
念
を
表
現
し
て
み
て
ほ
し
い
か
〞

を
説
明
す
る
。

③
向
か
い
合
っ
て
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
距
離
を
確
認
し

て
立
ち
、
静
か
に
集
中
し
て
い
る
瞑
想
者
役
に
対
し
て
、
雑

念
役
は
説
明
し
て
も
ら
っ
た
雑
念
の
動
き
で
瞑
想
者
役
に

働
き
か
け
る
。

④
働
き
か
け
て
く
る
雑
念
の
動
き
に
対
し
て
、
瞑
想
者
役

は
瞑
想
中
に
出
て
く
る
雑
念
に
対
処
し
て
い
る
様
子
を
想

定
し
な
が
ら
動
き
で
対
応
し
て
み
る
。
そ
の
後
は
、
二
人

の
即
興
的
な
動
き
で
ひ
と
段
落
が
つ
く
ま
で
動
い
て
み
る
。

⑤
二
～
五
分
ほ
ど
し
た
ら
、
役
割
を
交
代
す
る
。
両
者
が

瞑
想
者
役
と
雑
念
役
を
演
じ
終
え
た
時
点
で
ふ
り
か
え
り

を
し
、
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
由
に

話
し
合
う
。

こ
う
し
た
雑
念
劇
場
の
中
で
演
じ
ら
れ
る
典
型
的
な
雑
念

へ
の
対
応
法
に
、
無
視
型
と
打
ち
払
い
型
が
あ
る
。
無
視
し

た
り
打
ち
払
っ
た
り
す
る
と
き
に
は
瞑
想
者
の
中
に
無
意
識

的
な
﹁
気
持
ち
良
さ
﹂
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
少
し

ゆ
っ
く
り
目
に
、
意
識
的
に
無
視
し
た
り
打
ち
払
う
動
作
を

し
て
み
て
、
そ
こ
に
内
在
す
る
力
を
確
認
す
る
よ
う
に
す
る
。

無
視
型
で
は
、
雑
念
役
の
人
か
ら
、
相
手
に
さ
れ
な
い
寂

し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
打
ち
払
い
型
で
は
、
雑
念
役
か
ら
暴
力
的
に
排
除
さ
れ

る
こ
と
へ
の
痛
み
や
悲
し
み
、
あ
る
い
は
怒
り
の
気
持
ち
が

語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
瞑
想

者
役
の
人
が
そ
の
場
で
無
視
さ
れ
た
り
打
ち
払
わ
れ
た
り
す

る
雑
念
役
に
な
っ
て
演
じ
て
実
感
し
て
み
る
の
が
よ
い
。

無
視
型
に
し
て
も
打
ち
払
い
方
に
し
て
も
、
演
じ
合
う
と

き
に
は
身
体
的
な
接
触
が
も
た
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ

の
点
を
指
摘
し
て
、
両
者
に
と
っ
て
最
も
安
心
で
心
地
よ
い

身
体
接
触
が
生
ま
れ
、
お
互
い
に
落
ち
着
い
て
ゆ
く
こ
と
を

最
終
目
的
地
点
に
設
定
し
て
、
も
う
一
度
演
じ
て
み
て
も
ら

う
。
す
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
心
を
込
め
た
触
れ
合
い
に
よ
っ

て
、
雑
念
役
か
ら
は
﹁
認
め
て
も
ら
い
、
何
か
が
満
た
さ
れ

て
自
然
に
消
え
て
い
っ
て
も
よ
い
と
思
え
た
﹂
な
ど
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
通
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
雑
念
劇
場
か
ら
の
学
び	

1
　 

雑
念
と
呼
ば
れ
る
感
情
や
思
考
は
自
分
自
身
の
一
部

で
あ
る
。

2
　�

雑
念
に
対
す
る
関
わ
り
方
は
他
者
に
対
す
る
関
わ
り

方
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

3
　�

雑
念
へ
の
関
わ
り
方
に
内
在
す
る
攻
撃
性
は
自
分
自

身
に
対
す
る
攻
撃
性
と
し
て
も
働
い
て
い
る
。

4
　�

雑
念
に
対
す
る
ほ
ど
よ
い
関
わ
り
方
が
で
き
る
と
自

分
自
身
に
対
し
て
も
優
し
く
な
れ
る
。

5
　�

雑
念
へ
の
関
わ
り
方
に
は
超
自
我3

が
深
く
影
響
し
て

い
る
。

エ
プ
ス
タ
イ
ン
︵
二
〇
〇
九
、
二
三
一
︶
は
、
瞑
想
修
行
の

初
期
に
呼
吸
や
身
体
感
覚
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
関

連
の
記
憶
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
と
き
に
は
セ
ラ
ピ
ー
の
手
助

け
が
癒
し
に
役
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て

は
瞑
想
と
心
理
療
法
と
が
互
い
に
補
助
し
あ
う
よ
う
な
関
係

を
見
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
雑
念

劇
場
に
よ
る
気
づ
き
は
、
雑
念
へ
の
無
意
識
的
な
対
処
法
に

内
在
し
て
い
る
攻
撃
性
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
瞑
想

を
言
い
訳
に
し
て
無
意
識
か
ら
の
感
情
的
な
サ
イ
ン
を
無
視

し
た
り
抑
圧
し
続
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
苦
し

み
か
ら
脱
出
し
て
ゆ
く
た
め
の
大
切
な
転
換
点
に
な
る
。

2
思
い
や
り
の
起
源
に
つ
い
て

小
児
科
医
と
し
て
多
く
の
母
子
を
観
察
し
、
精
神
分
析
家

と
し
て
対
象
関
係
論
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
ウ
ィ
ニ
コ

ッ
ト
︵
一
九
七
七
、
七
九
―九
二
︶
は
、
思
い
や
り
︵concern

︶
4

を
持
つ
能
力
の
発
達
に
関
す
る
考
察
の
中
で
次
の
よ
う
な
趣

旨
を
述
べ
て
い
る
。
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思
い
や
り
を
持
つ
能
力
が
生
ま
れ
る
の
は
、
古
典
的
エ
デ

ィ
プ
ス
期
と
い
う
三
者
関
係
が
成
立
す
る
以
前
の
母
子
関
係

と
い
う
二
者
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
幼
児
は

内
界
と
外
界
を
持
つ
確
立
し
た
一
つ
の
単
位
と
な
り
つ
つ
あ

り
、
母
親
を
一
人
の
全
人
間
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る5

。

思
い
や
り
の
発
生
に
は
、
育
児
と
い
う
環
境
要
因
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
と
き
母
親
︵
あ
る
い
は
母
親
的
な
養
育
者
︶
は

〝
お
っ
ぱ
い
を
吸
わ
れ
、
と
き
に
嚙
ま
れ
た
り
も
す
る
〞﹁
対

象
と
し
て
の
母
親
﹂
と
い
う
役
割
と
、〝
全
体
的
に
心
を
配
っ

て
安
心
を
保
っ
て
あ
げ
る
〞﹁
環
境
と
し
て
の
母
親
﹂
と
い
う

役
割
の
二
つ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る6

。
こ
の
と
き
、
対

象
と
し
て
の
母
親
は
幼
児
の
愛
憎
衝
動7

を
受
け
と
め
な
が
ら

対
応
を
続
け
て
生
き
残
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
環

境
と
し
て
の
母
親
は
他
の
物
事
に
気
を
取
ら
れ
ず
に
幼
児
に

注
意
を
向
け
て
対
応
し
続
け
て
あ
げ
る
存
在8

と
し
て
そ
こ
に

い
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
幼
児
は
母
親
に
愛
憎
の
衝
動
的
行

動
を
向
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
﹁
大
切
な
お
母
さ

ん
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
不
安9

を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
原
初
的
な
罪
悪
感
と
な
っ
て
ゆ
く
。

し
か
し
、
幼
児
が
母
親
と
の
交
流
の
中
で
母
親
に
何
か
よ
い

こ
と
を
し
て
あ
げ
た
と
感
じ
ら
れ
る
体
験10

が
持
て
る
と
、
母

親
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
と
思
え
る
喜
び
の
力
に
よ
っ
て
幼

児
の
罪
悪
感
は
思
い
や
り
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
の
考
察
を
筆
者
な
り
に
ま
と
め
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
流
れ
に
な
る
。

1
　 

幼
児
が
愛
憎
複
合
体
の
一
端
と
し
て
攻
撃
衝
動
を
発

揮
。

2
　�﹁
大
切
な
物
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
﹂
と
い
う
原
初
的
罪

悪
感
を
体
験
す
る
。

3
　�

対
象
と
し
て
の
母
親
が
攻
撃
を
受
け
と
め
て
生
き
残

る
。

4
　�

母
子
の
間
に
笑
顔
が
回
復
す
る
。

5
　�﹁
自
分
が
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
﹂
と
思
い
込
め
る
喜
び

に
よ
っ
て
、
保
持
さ
れ
た
原
初
的
罪
悪
感
が
思
い
や

り
と
呼
べ
る
も
の
に
変
容
し
て
ゆ
く
。

こ
う
し
た
流
れ
を
母
子
双
方
に
お
け
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

ま
と
め
る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
思
い
や
り
は
、
ほ
ど
よ
い
養
育
環

境
と
い
う
母
子
関
係
の
中
で
原
初
的
な
自
己
感
覚
が
出
現
す

る
際
に
、
罪
悪
感
と
許
し
と
い
う
概
念
と
一
組
に
な
っ
て
生

ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い

換
え
る
な
ら
ば
、
人
は
自
ら
の
攻
撃
衝
動
を
受
け
と
め
て
も

ら
い
、
許
し
て
も
ら
い
、
受
け
と
め
て
く
れ
た
相
手
に
貢
献

で
き
た
と
思
い
込
め
る
喜
び
に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
、
罪
悪

感
と
い
う
不
安
を
思
い
や
り
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

野
生
の
ゴ
リ
ラ
な
ど
の
群
れ
に
入
り
込
み
、
霊
長
類
の
社

会
生
態
研
究
を
通
し
て
人
類
の
起
源
を
探
求
し
て
き
た
山
極

︵
二
〇
〇
七
、
二
二
七
―二
二
八
︶
は
、﹁
人
類
は
多
産
性
を
獲

得
し
て
以
来
、
共
同
で
育
児
を
す
る
こ
と
を
社
会
の
中
心
に

据
え
て
き
た
。
食
の
共
同
も
イ
ン
セ
ス
ト
タ
ブ
ー
も
共
同
の

育
児
に
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
育

児
に
関
す
る
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
文
化
の
違

い
を
超
え
て
普
遍
的
な
特
徴
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ
れ
を
利

用
し
て
、
人
間
は
も
う
一
度
社
会
の
和
と
力
を
と
り
も
ど
す

こ
と
が
で
き
る
と
私
は
思
う
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
ウ
ィ
ニ
コ

ッ
ト
が
洞
察
し
た
人
生
最
初
期
の
母
子
関
係
に
さ
か
の
ぼ
る

思
い
や
り
の
起
源
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
は
、
人
間
に
特
有
な
攻

撃
性
を
使
い
こ
な
し
、
変
容
さ
せ
、
発
生
し
て
し
ま
っ
た
暴

力
を
必
要
に
応
じ
て
解
消
さ
せ
た
り
予
防
し
た
り
し
て
ゆ
く

た
め
に
極
め
て
重
要
な
視
点
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

3
ラ
ン
ク
と
い
う
視
点
か
ら

3-

1
　
ラ
ン
ク
と
は
何
か

理
論
物
理
学
の
研
究
か
ら
ユ
ン
グ
心
理
学
の
探
求
に
転
身

し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ミ
ン
デ
ル
は
、
そ
の
上
に
身
体
性
を
重

視
す
る
要
素
を
加
味
し
て
プ
ロ
セ
ス
指
向
心
理
学
と
い
う
独

表1　思いやりの起源

1～3歳にかけて自我が芽生え離乳の進む時期における母子関係

乳幼児 母親(養育者)

愛憎というアンビバレンスを内蔵した
「対象にかかわる力」が生まれる。

・衝動を受けとめる対象としての母親
・見守り心を向ける環境としての母親

幼児は
母親に攻撃衝動を向けた直後

「大切なものを壊してしまった」という
不安を抱く(原初的罪悪感)。

対象としての母親は
噛まれたり蹴られたりしても

思い直して子育てを継続しサバイバルしてゆく
(許しの原形)。

二人の間に笑顔が回復する。

幼児は
「自分がお母さんを幸せにしてあげた」

と思い込み喜ぶ。

環境としての母親は
心から一緒に笑い喜ぶことによって、

体験を共有する。

修復の機会が与えられる。 そのままの幼児を受容し許すことができる。

保持された罪悪感は思いやりとなり、受けとめ許すことが育児の喜びとなる。
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自
の
心
理
療
法
の
ス
タ
イ
ル
を
創
始
し
た
。
市
民
討
論
会
に

心
理
療
法
的
な
技
法
を
加
味
し
た
ワ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
う

手
法
で
世
界
各
地
の
差
別
、
虐
待11

、
搾
取
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
な

ど
様
々
な
紛
争
に
取
り
組
ん
で
き
た
ミ
ン
デ
ル
︵
二
〇
〇
一
、

八
二
―一
二
五
︶
は
、
人
々
が
無
意
識
的
に
行
使
し
て
い
る
権

威
の
力
を
ラ
ン
ク
と
呼
び
、
ラ
ン
ク
を
自
覚
的
、
建
設
的
に

行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
は
お
互
い
に
楽
に
な
り
豊
か

な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説

い
て
い
る
。

ミ
ン
デ
ル
は
、
多
く
の
文
化
で
衝
突
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
ラ
ン
ク
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。

肌
の
色
、
経
済
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
性
的
嗜
好
、
教

育
、
宗
教
、
年
齢
、
知
識
、
職
業
、
健
康
、
心
理
学
、
霊

性
。︵
同
書
、
一
〇
四
―一
〇
五
︶

そ
し
て
、
霊
的
な
ラ
ン
ク
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

霊
性
の
力
を
持
つ
人
々
は
、
こ
の
世
界
に
居
な
が
ら
に

し
て
、
こ
こ
に
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
生
と

死
、
社
会
的
な
序
列
や
歴
史
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
そ
れ

が
彼
ら
に
あ
る
種
の
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

牧
師
、
神
父
、
ラ
ビ
、
僧
侶
、
尼
な
ど
と
い
っ
た
宗
教

家
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
ラ
ン
ク
を
持
っ
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
言
葉
を
超
え
た
存
在
と
の
関
係

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
霊
的
ラ
ン
ク
を
も
つ

と
、
他
の
人
々
を
悩
ま
せ
る
心
配
事
か
ら
自
由
に
な
る
。

他
の
す
べ
て
の
力
と
同
じ
よ
う
に
、
霊
的
ラ
ン
ク
に
無

自
覚
で
い
る
と
、
人
間
関
係
に
問
題
が
生
じ
る
。
平
常
心

を
保
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
、
人
々

は
自
分
の
問
題
を
本
当
に
こ
の
人
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
、
と
疑
う
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
冷
や
や
か
な
人

だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
霊
的
ラ
ン
ク
か

ら
生
じ
る
ダ
ブ
ル
シ
グ
ナ
ル12

が
、
他
の
人
々
の
よ
う
に
は

苦
し
ん
で
い
な
い
と
い
う
印
象
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

︵
同
書
、
一
〇
五
―一
〇
六
︶

以
上
の
論
述
か
ら
、︵
霊
的
︶
ラ
ン
ク
は
︵
死
生
な
ど
の
︶

問
題
か
ら
の
解
放
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
問
題
か
ら
解
放

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
特
権
や
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
他
者
に
対
し
て

無
意
識
的
な
圧
力
を
与
え
て
し
ま
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
障
害
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ラ

ン
ク
を
持
つ
も
の
と
持
た
な
い
も
の
と
の
間
に
衝
突
が
生
じ

た
と
き
に
は
、
力
の
弱
い
側
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
洞
察
を
欠
き
困
惑
し
て
い

る
力
を
持
つ
側
を
も
守
り
支
え
る
必
要
が
あ
る13

こ
と
を
ミ
ン

デ
ル
︵
二
〇
〇
一
、
八
五
︶
は
述
べ
て
い
る
。

3-

2
　�「G

hosts in the N
ursery

（
育
児
室
の
幽
霊
）」か
ら

社
会
福
祉
を
学
び
精
神
分
析
に
も
造
詣
を
深
め
た
セ
ル

マ
・
フ
ラ
イ
バ
ー
グ
は
、
七
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
の
ス
ラ
ム
街

で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
母
子
支
援
を
展
開
し
た
。
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
母
子
が
セ
ラ
ピ
ー
ル
ー
ム
に
来
て
く
れ
る
の
を
待

っ
て
い
て
も
来
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
精

神
科
医
な
ど
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
セ

ラ
ピ
ス
ト
が
家
庭
訪
問
を
し
て
、
子
育
て
に
難
し
さ
を
抱
え

る
母
親
の
心
理
的
な
支
援
を
展
開
す
る
。
台
所
の
心
理
療
法14

と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
手
法
は
、
今
日
の
母
子
精
神
保
健
の
先

駆
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。G

hosts in the N
ursery

15
︵
育
児

室
の
幽
霊
︶
と
い
う
論
文
︵Fraiberg,  1987

︶
に
描
か
れ
た
支

援
の
流
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
そ
こ
で
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
だ
し
た
と
き
に
母
親

は
一
瞬
緊
張
し
て
不
穏
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
。
誰
も
い
な

け
れ
ば
、
虐
待
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
母
子
の
ほ
か
に
な
に
か
幽
霊

の
よ
う
な
第
三
の
存
在
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
熟
練
し
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
、
そ
こ
で
安
易
に
﹁
こ
う

や
っ
て
抱
っ
こ
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
…
…
﹂
と
い
う
よ
う

な
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
暗
に
﹁
あ

な
た
は
ダ
メ
な
母
親
で
す
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
与
え
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
瞬
間
の
母
子

に
深
い
注
意
を
向
け
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
母
親
に
﹁
今

ど
ん
な
感
じ
が
し
て
い
る
の
か
﹂
を
問
う
て
み
る
と
、
母
親

は
﹁
子
ど
も
っ
て
、
と
っ
て
も
世
話
が
焼
け
る
か
ら
、
と
き

に
は
厳
し
く
し
つ
け
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
…
…
﹂

と
語
り
は
じ
め
、
自
分
自
身
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
受
け
た
虐

待
に
つ
い
て
話
し
は
じ
め
る
。

母
親
自
身
が
封
じ
込
め
て
い
た
悲
し
み
や
怒
り
や
寂
し
さ

な
ど
を
涙
と
共
に
言
葉
に
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
母
親
は
自
分
に
向
か
っ
て
手
を
伸
ば
し
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
﹁
こ
の
子
は
私
を
引
っ
搔
こ
う
と
し
て
い

る
﹂
と
見
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
﹁
抱
っ
こ
し
て
ほ
し
い
の

か
も
し
れ
な
い
﹂
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
抱
っ
こ
し
た
と

き
の
温
も
り
や
ホ
ッ
と
し
た
安
心
感
を
赤
ち
ゃ
ん
と
共
に
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
が
泣
い
た
と
き
に
自
分
が
責
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
罪
悪
感
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
被
虐
待
体
験
の
痛

み
が
溶
か
さ
れ
て
ゆ
く
と
、
最
初
に
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
お

母
さ
ん
が
緊
張
し
た
瞬
間
に
感
じ
ら
れ
た
幽
霊
の
よ
う
な
存

在
が
あ
る
と
い
う
雰
囲
気
も
消
え
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
お
母

さ
ん
を
虐
待
し
て
し
ま
っ
た
祖
母
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
名
残
で

あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
部
屋
に
住
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
幽
霊
の
よ

う
な
世
代
間
伝
達
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
あ
っ
た
。
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こ
う
し
た
母
子
支
援
の
流
れ
を
ラ
ン
ク
の
視
点
か
ら
振
り

返
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
母

親
が
養
育
者
と
し
て
の
自
分
の
力
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
内
面
に
抱
え
た
心
の
傷
に
直

面
し
て
、
そ
れ
が
癒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
意
識
的
な
記

憶
の
束
縛
を
脱
し
て
わ
が
子
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ミ
ン
デ
ル
は
、
無
意
識
的
な
ラ
ン
ク
の
行
使
は
暴
力
的
に

な
り
、
そ
れ
を
自
覚
し
使
い
こ
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
思
や
り

に
な
り
う
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と16

を
説
い
て
い
る
が
、

実
際
の
母
子
支
援
の
現
場
で
は
、
フ
ラ
イ
バ
ー
グ
が
創
始
し

た
よ
う
な
チ
ー
ム
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

3-

3
　『
育
児
室
か
ら
の
亡
霊17

』か
ら

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
冒
頭
の
﹁
ま
え
が
き
﹂
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ
イ
バ
ー
グ
の
功
績
を
引
き
継
い
だ

も
の
で
あ
る
。
著
者
の
一
人
カ
ー
゠
モ
ー
ス
は
家
庭
セ
ラ
ピ

ス
ト
と
し
て
、
幼
少
期
の
虐
待
が
子
ど
も
の
人
生
に
与
え
る

影
響
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
。
共
著
者
の
ワ
イ
リ
ー
は
弁
護

士
と
し
て
オ
レ
ゴ
ン
州
下
院
議
長
の
首
席
補
佐
官
を
務
め
な

が
ら
そ
う
し
た
問
題
に
接
し
て
き
た
。
二
人
は
オ
レ
ゴ
ン
州

議
会
の
子
ど
も
ケ
ア
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
育
児
の
初
期
対
策

の
重
要
性
を
議
会
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
初
期
発
達
と

そ
の
過
程
に
お
い
て
環
境
の
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
科
学
的

に
検
証
さ
れ
て
い
る
限
り
の
知
識
を
巧
み
に
ま
と
め
あ
げ
、
殺

人
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
︵
仮
名
︶
と
い
う
少
年

の
経
歴
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
を
編

み
上
げ
て
い
る
。

彼
ら
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、
次
の
言
葉
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
の
話
に
は
育
児
室
か
ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
亡
霊
が
登
場
す
る
。
生
物
学
的
な
こ
と
に
起
因
す
る

も
の
は
頭
部
の
損
傷
や
学
習
障
害
の
よ
う
な
形
を
と
る
。

そ
れ
と
は
異
な
り
、
児
童
虐
待
や
家
庭
内
暴
力
、
あ
る
い

は
母
親
の
鬱
や
拒
絶
の
影
響
の
よ
う
な
、
家
庭
で
の
体
験

が
原
因
で
登
場
す
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
子
供
が
成

長
し
て
社
会
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
で
絶
え
ず
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
こ
と
が
、
幼
時
の
体
験

と
あ
い
ま
っ
て
傷
を
複
雑
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
人
間
の

発
達
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
因
子
が
単
独
で
反
社
会
的
な

実
を
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
の
場
合
の
よ
う

に
、
原
因
が
い
く
つ
か
重
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
多
く
が
、
他
人
の
目
の
あ
ま
り
届
か
な
い
育
児
室

に
根
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。︵
カ
ー
゠

モ
ー
ス
、
ワ
イ
リ
ー
、
二
〇
〇
〇
、
三
〇
︶

そ
し
て
、
本
書
の
骨
格
を
成
す
考
え
方
は
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

考
え
る
力
や
感
じ
る
力
、
他
人
と
の
関
係
を
築
く
能
力

の
も
と
が
養
わ
れ
る
の
は
、
胎
児
と
し
て
の
九
カ
月
か
ら

生
後
二
歳
ま
で
の
間
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
環
境
と
、
発

達
途
上
に
あ
る
脳
と
が
互
い
に
作
用
し
あ
っ
て
こ
う
し
た

能
力
が
築
か
れ
る
。
暴
力
の
根
も
こ
の
三
三
カ
月
間
に
家

庭
内
の
虐
待
︵
児
童
虐
待
︶
や
放
置
、
出
生
前
の
有
害
物
の

摂
取
な
ど
の
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
に

あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
直

接
暴
力
に
結
び
つ
か
な
い
ま
で
も
、
愛
情
に
か
け
た
接
し

方
に
よ
っ
て
、
自
己
防
衛
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
失
わ
れ
、

損
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
知
性
、
信
頼
、
共
感
力
な
ど

が
あ
れ
ば
、
困
難
な
過
程
状
況
や
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の

ト
ラ
ウ
マ
︵
心
の
傷
︶
に
対
処
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
に

で
あ
る
。︵
同
書
、
二
九
―三
〇
︶

こ
う
し
た
考
察
を
展
開
し
て
か
ら
、
刑
務
所
や
学
校
に
か

か
る
経
費
を
節
約
し
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も
人
生
最
初
期

の
育
児
に
関
し
て
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
形
で
本
書
は
結
ば
れ
て
ゆ
く
。
刑
務
所
に

お
け
る
刑
務
官
と
受
刑
者
、
学
校
に
お
け
る
教
師
と
生
徒
と

い
う
関
係
に
も
ラ
ン
ク
は
存
在
す
る
。
お
そ
ら
く
、
社
会
的

に
暴
力
に
対
処
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
育
児
支
援
を
中
核
と

し
て
刑
務
所
や
学
校
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
ラ
ン
ク
を
う
ま

く
使
い
こ
な
し
て
受
刑
者
や
生
徒
た
ち
に
接
し
て
い
け
ば
刑

務
官
や
教
師
た
ち
も
共
に
楽
に
豊
か
に
な
れ
る
の
か
と
い
う

視
点
も
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
仏
教
瞑
想
に
お
け
る
怒
り
の
見
つ
め
方
や
観

察
す
る
心
に
内
在
化
さ
れ
た
攻
撃
性
を
自
覚
化
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
確
認
し
、
思
い
や
り
が
人
生
最
初
期
に
お
け
る
母

子
関
係
の
中
で
罪
悪
感
や
許
し
と
ひ
と
組
に
な
っ
て
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
を
考
察
し
、
ラ
ン
ク
と
い
う
視
点
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
上
下
の
力
関
係
を
自
覚
的
に
使
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
暴
力
が
予
防
さ
れ
変
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
探
求
し
て
み
た
。
こ
う
し
た
考
察
に
よ
っ
て
、
負

の
感
情
を
見
守
る
た
め
に
は
、
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
に
向
き
合

い
、
癒
さ
れ
解
放
さ
れ
て
ゆ
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
が
内
包
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

次
の
研
究
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
医
療
や
宗
教
な
ど
の
現
場

で
ラ
ン
ク
が
乱
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
暴
力

的
現
象
が
生
じ
て
い
る
の
か
を
吟
味
し
、
そ
う
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
医
療
者
や
宗
教
者
自
身
が
ど
の
よ
う
に
消
耗
し
て
し
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ま
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
看
取
り
や
医
療
者
の
燃
え
つ
き
防
止
の

た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
て
い
る

か
、
刑
務
所
に
お
け
る
矯
正
教
育
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し

て
み
た
い
。

注1
　
漢
訳
で
は
、﹁
念
処
経
﹂、﹁
念
住
経
﹂
な
ど
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
﹁
気
づ
き
の
確
立
に
関
す
る
教
え
﹂
と
訳
す
こ

と
に
し
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
井
上
︵
二
〇
一
五
、
三

四
︶
を
参
照
の
こ
と
。

2
　
本
質
的
に
は
、
貪
瞋
痴
︵lobha-dosa-m

oha
︶
と
呼
ば
れ
る

基
本
煩
悩
︵
三
毒
と
も
呼
ば
れ
る
︶
の
一
つ
で
あ
る
怒
り

︵dosa

︶
の
表
現
型
の
一
つ
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
。
ア
ビ

ダ
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
仏
教
心
理
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
怒
り

の
存
在
し
な
い
こ
と
︵adosa

︶
が
慈
し
み
︵m

ettā

︶
の
同

意
語
と
さ
れ
、
慈
し
み
の
準
備
瞑
想
に
お
い
て
は
、
外
敵
に

向
か
っ
た
怒
り
︵vera

︶
か
ら
も
、
内
に
向
か
っ
て
自
分
を

責
め
て
し
ま
う
怒
り
︵nīgha

︶
か
ら
も
、
外
に
出
た
り
内
に

入
っ
た
り
し
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
怒
り
︵byāpajjha

︶
か
ら
も

解
放
さ
れ
て
安
ら
か
で
幸
福
に
な
れ
る
よ
う
に
祈
る
。
怒
り

の
破
壊
性
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
他
を
問
わ
ず
ど
の
よ
う
な
対

象
を
も
受
容
で
き
る
状
態
が
慈
し
み
の
基
本
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

3
　
内
在
化
さ
れ
た
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
他
者
の
価
値
観
。﹁
～

す
べ
き
﹂、﹁
～
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
命
じ
道
徳
や
倫
理
の

基
盤
と
な
り
、
自
ら
の
行
為
の
善
悪
を
裁
く
働
き
を
す
る
。

フ
ロ
イ
ト
︵
一
九
七
〇
、
二
七
六
―二
八
四
︶
を
参
照
。

4
　
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト︵
一
九
七
七
、
七
九
︶は
、
思
い
や
り︵concern

︶

は
個
人
が
世
話
を
し
た
り
︵care

︶、
気
を
配
っ
た
り
︵m

ind

︶、

責
任
を
感
じ
て
責
任
を
持
つ
と
い
う
事
実
と
も
関
係
し
て
い

る
と
述
べ
て
い
る
。

5
　
こ
の
時
期
に
関
し
て
、
マ
ー
ラ
ー
の
発
達
理
論
で
は
分
離
練

習
期
か
ら
再
接
近
期
︵
一
歳
か
ら
二
歳
半
く
ら
い
に
か
け
て
︶、

ス
タ
ー
ン
の
自
己
感
で
は
主
観
的
自
己
感
か
ら
言
語
的
自
己

感
が
形
成
さ
れ
る
時
期
︵
一
八
カ
月
く
ら
い
ま
で
︶
に
対
応

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
は

離
乳
と
い
う
大
き
な
事
柄
が
伴
う
時
期
で
あ
る
。

6
　
対
象
と
し
て
の
母
親
は
部
分
対
象
︵part object

︶
に
、
環
境

と
し
て
の
母
親
は
全
体
対
象
︵whole object

︶
に
対
応
す
る
。

7
　
愛
情
衝
動
は
、〝
お
っ
ぱ
い
を
吸
う
〞
こ
と
に
よ
る
満
足
追

求
や
不
安
な
と
き
に
探
し
求
め
る
対
象
追
求
な
ど
の
形
で
表

れ
て
く
る
。
破
壊
衝
動
は
、
お
っ
ぱ
い
な
ど
を
嚙
ん
だ
り
蹴

っ
た
り
す
る
筋
肉
的
な
攻
撃
と
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
し
て

く
れ
な
い
と
き
な
ど
に
憎
し
み
を
感
じ
る
と
い
う
形
で
表
れ

て
く
る
。

8
　
他
の
も
の
に
心
を
囚
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
心
の
向
け
方
は

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
ス
タ
ー
ン

が
情
動
調
律
、
マ
ー
ラ
ー
や
エ
ム
デ
ィ
な
ど
が
感
情
的
応
答

性
と
呼
ん
で
い
る
母
親
と
し
て
の
働
き
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
、
う
つ
病
の
再
発
予
防
を
は

じ
め
と
し
て
P
T
S
D
治
療
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
治
療
効

果
を
発
揮
す
る
の
は
、
人
生
最
初
期
の
発
達
に
と
っ
て
必
要

な
心
の
向
け
方
と
共
通
し
た
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

9
　
熱
心
に
お
っ
ぱ
い
を
吸
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母
親
が
疲

れ
て
い
よ
う
が
乳
首
が
痛
か
ろ
う
が
関
係
な
く
吸
っ
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
と
き
に
は
母
親
を
〝
食
べ
つ
く
す
〞

と
い
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
︵
空
想
︶
を
思
い
描
い
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。
ま
た
、
空
腹
を
満
た
し
て
く
れ
温
か
さ
や
安

心
感
を
与
え
て
く
れ
る
対
象
を
独
占
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
ろ
う
。
ま
た
、
思
わ
ず
乳
首
を
嚙
ん
だ
り
し
て
し
ま
っ
た

と
き
に
は
、﹁
大
切
な
も
の
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

な
い
﹂
と
い
う
不
安
を
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
痛
み
な
ど
を
受
け
と
め

な
が
ら
子
育
て
と
い
う
ケ
ア
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母

親
は
対
象
と
し
て
生
き
残
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

10
　
母
子
の
間
に
笑
顔
が
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幼
児
は

﹁
自
分
が
母
親
を
幸
せ
に
し
て
あ
げ
た
﹂
と
い
う
思
い
込
み

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
幼
児
に
と
っ

て
修
復
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
修

復
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い
込
み
に
よ
る

喜
び
に
支
え
ら
れ
、
幼
児
は
安
心
し
て
自
ら
の
本
能
的
生
活

を
解
放
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
修
復

の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
原
初
的
な
罪
悪
感
は

悲
し
み
や
抑
う
つ
と
い
う
形
で
表
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る

︵
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
、
一
九
七
七
、
八
四
―八
五
︶。

11
　
虐
待
の
ワ
ー
ク
と
暴
力
の
予
防
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
ミ

ン
デ
ル
︵
二
〇
〇
一
、
一
七
八
︶
は
﹁
虐
待
の
ワ
ー
ク
は
、

犯
罪
の
予
防
に
も
欠
か
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
テ
ィ
ー
ン
エ

イ
ジ
ャ
ー
が
過
去
の
傷
を
抑
圧
す
る
と
、
容
易
に
落
ち
込
み
、

不
機
嫌
に
な
り
、
怒
り
や
す
く
な
る
。
自
分
が
成
功
す
る
に

は
、
世
界
は
大
き
す
ぎ
、
残
忍
だ
と
考
え
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
こ
の
不
公
平
に
暴
力
で
答
え
る
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
は
後
の
3

⊖

3
で
紹
介
す
る
﹃
育
児
室
か
ら
の

亡
霊
﹄
に
通
じ
る
考
え
方
で
あ
る
。

12
　
ミ
ン
デ
ル
は
、
意
図
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
次
シ
グ
ナ
ル

と
呼
び
、
本
人
が
意
図
せ
ず
無
意
識
的
に
発
し
て
し
ま
っ
て

い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ダ
ブ
ル
シ
グ
ナ
ル
と
呼
ん
で
い
る
。
例

え
ば
、
無
理
し
て
元
気
そ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
と
き
に
は
、

笑
顔
を
作
っ
て
﹁
元
気
で
す
﹂
と
言
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

姿
勢
や
口
調
や
雰
囲
気
な
ど
か
ら
元
気
で
は
な
い
こ
と
が
伝

わ
っ
て
し
ま
う
。
ミ
ン
デ
ル
︵
同
書
、
九
〇
︶
を
参
照
。

13
　
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
場
の
プ
ロ
セ
ス
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト

︵
発
達
促
進
的
に
支
援
︶
す
る
こ
と
を
ミ
ン
デ
ル
は
長
老
の

心
と
呼
ん
で
い
る
︵
同
書
、
八
五
―八
六
︶。
そ
れ
は
、
諸
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
体
験
し
、
自
分
の
中
の
犠
牲
者
・

抑
圧
者
と
い
う
両
側
面
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
と

い
う
。

14
　
台
所
の
心
理
療
法
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
︵
二
〇
〇
八
、
七
－

八
︶、
ク
ラ
メ
ー
ル
︵
一
九
九
四
︶
を
参
照
の
こ
と
。

15
　
こ
の
論
文
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず

邦
訳
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
本
論
文
の
冒
頭
部

分
を
、
ク
ラ
メ
ー
ル
氏
の
講
演
内
容
な
ど
を
参
考
に
し
て
筆

者
な
り
に
ま
と
め
て
み
た
。
後
半
部
分
で
は
、
麻
薬
、
虐
待
、

近
親
相
姦
を
含
む
極
め
て
深
刻
な
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
次
項
で
取
り
上
げ
る
﹃
育
児
室
か
ら
の
亡
霊
﹄
の
中

で
描
か
れ
る
、
子
育
て
で
き
ず
に
暴
力
を
生
み
出
す
社
会
的

状
況
を
先
取
り
し
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
。

16
　
こ
の
こ
と
を
、
ミ
ン
デ
ル
︵
二
〇
〇
一
、
八
六
︶
は
長
老
に

託
し
て
﹁
長
老
と
は
、
一
面
的
な
心
を
慈
愛
の
心
に
変
容
さ

せ
た
人
間
だ
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
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17
　
原
題
はG

hosts from the N
ursery: Tracing the Roots of Violence

︵
育
児
室
か
ら
の
亡
霊

︱
暴
力
の
根
源
を
探
る
︶
と
な
っ

て
い
る
。
フ
ラ
イ
バ
ー
グ
が
育
児
室
の
幽
霊
︵G

hosts in the 
nursery

︶
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
母
子
支
援
に
な

る
の
か
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
、
育
児
室
か
ら

出
て
き
て
し
ま
っ
た
亡
霊
た
ち
が
社
会
に
い
か
に
暴
力
を
蔓

延
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
を
、
脳
科
学
的
研
究
に
よ
る
根

拠
を
示
し
な
が
ら
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
の
中
で
説
明
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
でin
がfrom

と
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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個
人
・
集
団
間
葛
藤
の
予
防
・
緩
和
に
か
か
わ
る
急
所
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
務
省
は
先
日
﹁
全
世
界
﹂
を
対
象

に
渡
航
を
控
え
る
よ
う
勧
告
し
た
︵
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
、
二
〇

一
五
年
一
一
月
二
三
日
︶。
そ
の
内
容
は
、
複
数
の
地
域
で
の

テ
ロ
攻
撃
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
テ
ロ
の
対
象
は
公
的
機

関
に
限
ら
ず
、
そ
の
方
法
も
予
想
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
う

え
で
、
米
国
民
に
注
意
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
立
っ

て
、
パ
リ
で
小
規
模
な
集
団
に
よ
る
テ
ロ
が
生
じ
た
よ
う
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
在
、
国
家
対
国
家
の
紛
争
が
主
で
あ

っ
た
過
去
の
集
団
間
葛
藤
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
み
せ
つ
つ

あ
る
。
従
来
、
集
団
間
葛
藤
を
扱
っ
た
国
際
関
係
学
・
法
学
、

社
会
科
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
く
あ
る
が
︵
例
え
ば
、

W
altz, 1959; N

ye &
 W

elch, 2012

︶、
そ
う
し
た
枠
組
み
に
収
ま

ら
な
い
、
あ
る
い
は
十
分
に
注
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
個
人

的
側
面
に
つ
い
て
は
、
一
見
個
人
に
完
結
す
る
よ
う
な
そ
れ

を
含
め
て
、
集
団
間
葛
藤
の
急
所
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
負
の
感
情
に
か
か
わ
る
﹁
制
御

の
機
構
﹂﹁
本
性
と
可
塑
性
﹂﹁
環
境
︵
文
化
・
自
然
環
境
等
︶﹂

に
焦
点
を
当
て
、
心
理
学
・
神
経
科
学
・
遺
伝
学
を
包
括
し

た
人
間
科
学
の
観
点
か
ら
、
個
人
・
集
団
間
葛
藤
の
予
防
・

解
決
に
向
け
た
手
が
か
り
を
二
、
三
示
し
た
い
。

1
自
動
的
に
行
わ
れ
る
感
情
制
御

感
情
は
そ
の
正
負
を
問
わ
ず
、〝
進
化
〞
の
過
程
で
生
じ
る

淘
汰
圧
を
経
て
、
今
な
お
備
わ
る
だ
け
の
意
味
が
あ
る
。
例

え
ば
、
怒
り
の
表
情
は
脅
威
信
号
と
し
て
、
そ
の
検
出
に
よ

り
多
く
の
注
意
資
源
が
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に

個
体
防
御
に
資
す
る
︵H

ansen &
 H

ansen, 1988; Fox, Lester, 

Russo, Bowles, Pichler, &
 D

utton, 2000; 

大
渕
、
二
〇
一
一
︶。
そ

の
一
方
で
、
感
情
は
私
た
ち
の
意
識
下
に
働
き
か
け
、
本
人

が
自
覚
せ
ず
と
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
意
識
的
に
抑
制
し
よ

う
と
も
、
そ
の
後
の
認
知
や
行
動
に
影
響
す
る
。

﹁
感
情
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
﹂
と
い
う
現
象
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

表
情
の
よ
う
な
感
情
を
伴
う
刺
激
が
先
行
す
る
と
、
続
く
認

知
が
影
響
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
笑
顔
も

し
く
は
怒
り
の
顔
表
情
を
先
行
提
示
︵
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
︶
し
、

続
い
て
漢
字
を
提
示
す
る
と
、
漢
字
の
好
悪
は
、
先
行
す
る

刺
激
の
感
情
価
と
同
方
向
の
極
性
へ
と
﹁
ゆ
が
む
﹂︵M

urphy 

&
 Z

ajonc, 1993

︶。
こ
のM

urphy

ら
の
実
験
で
は
、
参
加
者

は
欧
米
人
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
漢
字
は
中
性
的
で
不
可

解
な
文
字
に
過
ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
す
る
感

情
に
よ
り
好
悪
が
﹁
無
自
覚
的
﹂
に
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

も
し
か
す
る
と
先
行
刺
激
が
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
︵
意
識
下
︶
に

提
示
さ
れ
て
も
、
つ
づ
く
認
知
や
行
動
が
バ
イ
ア
ス
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
、
筆
者
ら
は
観
察
可
能
な
行
動
と
と
も

に
、
脳
活
動
に
着
目
し
て
迫
っ
た
︵N

om
ura et al., 2004

︶。
実

験
で
は
、
先
行
刺
激
と
し
て
、
怒
り
、
中
性
の
表
情
等
い
ず

れ
か
を
ご
く
短
時
間
︵
三
五
ミ
リ
秒
：
主
観
的
な
気
づ
き
を
伴

う
こ
と
が
困
難
︶
提
示
し
、
続
け
て
、
閾
上
に
示
す
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
る
曖
昧
な
表
情
に
対
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
判
断
︵
怒
り
・

幸
福
・
中
性
︶
を
も
と
め
た
。
結
果
、︵
1
︶
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル

人
間
の
本
性
と
可
塑
性

―
個
人
・
集
団
間
葛
藤
の
予
防
に
向
け
た
予
備
的
考
察

野
村
理
朗

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
／
教
育
認
知
心
理
学
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で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
怒
り
だ
と
、
扁
桃
体
の
右
側
が
こ
れ

に
反
応
す
る
こ
と
、︵
2
︶
扁
桃
体
の
活
性
値
が
高
い
ほ
ど
、

曖
昧
な
表
情
を
﹁
怒
っ
て
い
る
﹂
と
解
釈
す
る
方
向
に
バ
イ

ア
ス
が
生
じ
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
︵
3
︶
そ
う
し
た
否
定

的
な
バ
イ
ア
ス
は
、
前
頭
前
野
の
腹
外
側
部
の
活
動
に
よ
り

緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。

従
来
、
扁
桃
体
は
、
無
意
識
的
な
情
報
処
理
を
実
現
し
、
外

部
刺
激
が
自
己
に
と
っ
て
安
全
で
報
酬
的
な
の
か
、
脅
威
な

の
か
に
つ
い
て
速
や
か
に
評
価
し
、
感
情
行
動
を
喚
起
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
︵LeD

oux, 1996
︶。
こ
の
結
果
の
示
す

要
点
は
、
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
な
刺
激
は
扁
桃
体
の
活
動
に
影
響

し
、
そ
の
程
度
の
個
人
差
が
意
識
的
な
判
断
に
影
響
し
、
そ

の
過
程
で
生
じ
る
﹁
負
の
感
情
﹂
の
制
御
は
無
自
覚
的
に
行

わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

迫
り
く
る
危
機
を
知
ら
せ
る
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
、
怒
り
は
、

個
体
の
防
御
を
促
す
の
み
な
ら
ず
、
規
範
の
違
反
、
公
正
や

権
利
の
侵
害
に
か
か
る
抗
議
を
促
し
、
あ
る
い
は
他
者
へ
の

譲
歩
を
促
す
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
、
個
人
の
信
念
体

系
と
関
連
し
つ
つ
、
防
衛
や
反
撃
を
促
し
、
葛
藤
の
激
化
を

招
き
か
ね
な
い
危
険
な
サ
イ
ン
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
怒
り
に
気
づ
き
つ
つ
、
こ
れ
と
つ
き
あ
っ
て
ゆ
く
た
め
の

知
識
や
ス
キ
ル
が
必
要
と
な
る
。

従
来
、
対
決
へ
の
姿
勢
の
強
い
〝
西
欧
文
化
〞
に
対
し
、
東

ア
ジ
ア
圏
と
り
わ
け
日
本
は
、
葛
藤
場
面
で
の
対
決
を
避
け

る
傾
向
に
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
い
え
ば
調
和
的
で

あ
り
、
わ
る
く
い
え
ば
抑
制
的
に
過
ぎ
る
。
そ
う
し
た
負
の

感
情
や
ス
ト
レ
ス
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
課
題
の
解
消
を
必

ず
し
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
と
き
に
は
問
題
を
潜
在

化
し
、
個
人
の
健
康
を
害
し
、
あ
る
い
は
集
団
レ
ベ
ル
で
の

暴
発
の
リ
ス
ク
要
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
国
家
と

し
て
日
本
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
意
識
的
に
行
わ
れ
る
感
情
制
御

負
の
感
情
を
喚
起
す
る
シ
ー
ン
に
接
し
た
と
し
よ
う
。
例

え
ば
、
血
に
ま
み
れ
た
人
物
が
目
の
前
に
倒
れ
て
い
る
。
も

し
く
は
、
油
に
ま
み
れ
た
汚
れ
た
シ
ン
ク
、
こ
ち
ら
を
向
く

銃
口
な
ど
。
そ
う
し
た
画
像
に
接
す
る
と
恐
怖
、
嫌
悪
、
怒

り
な
ど
の
感
情
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
意
識
的
に
抑

え
込
む
と
、
前
頭
前
野
の
背
外
側
部
が
活
性
化
し
、
一
方
で

は
扁
桃
体
の
活
動
が
低
下
す
る
。
結
果
、
主
観
的
に
感
ず
る

と
こ
ろ
の
負
の
感
情
は
低
下
す
る
も
の
の
、
一
方
で
は
、
ス

ト
レ
ス
の
指
標
と
な
る
血
中
ホ
ル
モ
ン
︵
A
C
T
H
等
︶、
あ

る
い
は
自
律
神
経
系
︵
皮
膚
電
気
反
射
等
︶
が
亢
進
す
る
な
ど

し
て
、
身
体
レ
ベ
ル
で
の
負
の
応
答
は
む
し
ろ
高
ま
る
。
い

わ
ゆ
る
リ
バ
ウ
ン
ド
効
果
で
あ
る
。
そ
う
し
た
負
の
感
情
を

意
識
的
に
抑
え
込
む
こ
と
で
、
楽
に
な
っ
た
と
感
ず
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
心
身
に
何
ら
か
の
影
響
が
及
ん
で
い

る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
認
知
的
再
構
成
︵cognitive appraisal

︶
の
よ
う
に
、

否
定
的
な
事
象
の
な
か
に
意
味
を
見
出
し
た
り
、
あ
る
い
は

肯
定
的
に
解
釈
し
た
り
す
る
と
、
感
情
そ
の
も
の
に
注
目
を

せ
ず
と
も
、
不
快
感
情
は
低
減
し
、
末
梢
へ
の
影
響
も
限
ら

れ
る
（
図
1
）。
あ
る
い
は
、
瞑
想
に
よ
り
、
負
の
感
情
に
気

づ
き
つ
つ
も
平
静
さ
を
保
つ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
む
こ
と
の

有
効
性
は
、
多
く
の
心
理
・
神
経
科
学
的
デ
ー
タ
が
示
す
と

お
り
で
あ
る
。
一
方
で
、
瞑
想
の
功
罪
は
あ
り
、
戦
地
に
向

か
う
兵
士
に
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
の
精
神
的
健

康
に
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
一
方
で
、
平
静
さ
は
、
他
者
へ
の

共
感
を
損
な
い
か
ね
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
は
著
者
の
見

解
で
あ
り
、
誤
解
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
慈
悲
の
瞑
想
は
、

前
節
で
示
し
た
よ
う
な
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
に
ど
こ
ま
で
有

効
で
あ
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。

共
感
対
象
の
内
と
外
と
を
分
か
つ
分
水
嶺
は
、
人
間
の
本

性
と
し
て
備
わ
っ
て
お
り
、
は
た
し
て
共
感
範
囲
は
際
限
な

く
広
が
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
う
。
そ
の
線
の
内

側
を
利
す
る
﹁
内
集
団
バ
イ
ア
ス
﹂
は
、
身
内
び
い
き
と
と

も
に
、
周
縁
の
人
々
へ
の
非
寛
容
性
、
非
公
正
性
、
攻
撃
性

を
高
め
る
と
と
も
に
、
同
じ
集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
異
質
で
あ
っ
た
り
、
弱
い
立
場
に
あ
っ
た

り
す
る
者
の
場
合
、
こ
れ
を
排
除
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と

も
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
正
義
や
公
正
な
ど
の
観
念
は
、
い

く
ら
で
も
ゆ
が
む
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
傾
向
の
一
部

図1　不快感情の自発的抑制、および認知的再解釈による指尖脈波の振幅への影響（Gross, 1998
より著者が改変）
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を
知
る
だ
け
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
と
向
け
ら
れ
る
﹁
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
﹂
の
類
は
、
恥
ず
べ
き
言
動
と
感
ず
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
か
か
る
ほ
ど

に
、
抑
制
・
制
御
・
調
整
せ
ね
ば
な
ら
な
い
本
性
︵
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
側
面
︶
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
い
か
に
し
て
、
ど

の
よ
う
に
変
容
し
う
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

3
遺
伝
子
か
ら
み
る
人
間
の
本
性
と

可
塑
性

人
間
の
遺
伝
情
報
は
、 

D
N
A
を
構
成
す
る
四
種
類
の
塩

基
︵
ア
デ
ニ
ン
︵
A
︶、
グ
ア
ニ
ン
︵
G
︶、
シ
ト
シ
ン
︵
C
︶、
チ

ミ
ン
︵
T
︶︶
か
ら
成
る
。
そ
の
塩
基
の
並
び
に
か
か
わ
る
個

人
間
差
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
遺
伝
子
多
型
︵gene 

polym
orphism

︶
は
、
身
体
、
認
知
、
感
情
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
の
多
様
性
を
形
作
る
遺
伝
的
基
盤

で
あ
る
。
例
え
ば
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
遺

伝
子
多
型
は
S
S
、
S
L
、
L
L
型
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る

が
、
う
ち
S
を
有
す
る
個
人
は
不
安
が
高
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
刺
激
入
力
に
対
し
、
脳
の
扁
桃
体
が
活
性
化
し
や
す
い
。

こ
の
型
は
、
つ
ま
り
、
情
動
障
害
へ
の
罹
患
率
と
の
関
連
な

ど
が
示
さ
れ
る
﹁
リ
ス
ク
遺
伝
子
﹂
で
あ
る︵H

ariri &
 H

olm
es, 

2006

︶。
そ
し
て
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
日
本
の
人
口
の
約
九

○
％
は
こ
の
S
S
型
に
該
当
す
る
︵
米
国
等
で
は
そ
の
分
散
が

逆
転
し
、
S
S
型
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
︶。
す
る
と
、
こ
の
本
邦
で

多
く
を
占
め
る
S
S
型
が
﹁
リ
ス
ク
遺
伝
子
﹂
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
、
あ
る
種
の
抵
抗
を
覚
え
る
の
だ
。

筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
に
提

示
中
の
運
動
反
応
︵
ボ
タ
ン
を
押
す
︶
を
正
解
と
す
るG

o

刺

激
、
あ
る
い
は
提
示
中
に
反
応
を
抑
制
す
る
こ
と
を
正
解
と

す
るN

ogo

刺
激
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
ラ
ン
ダ
ム
に
次
々
に

提
示
す
るG

o

／N
ogo

課
題
を
実
施
し
た
。
柔
軟
か
つ
速
や

か
な
運
動
反
応
の
制
御
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
行
動
課
題
で
は
、

反
応
が
正
解
で
あ
っ
た
場
合
に
は
金
銭
の
報
酬
を
与
え
、
間

違
い
に
対
し
て
は
罰
と
し
て
報
酬
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ
り
、

N
ogo

刺
激
に
対
し
思
わ
ず
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
う
と
い
う
、

あ
る
種
の
衝
動
的
な
エ
ラ
ー
を
誘
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
果
、
エ
ラ
ー
に
罰
が
と
も
な
う
文
脈
に
お
い
て
、
S
S
型

の
課
題
成
績
は
S
L
型
よ
り
も
高
か
っ
た
︵N

om
ura et al., 

2015

︶。
従
来
、
リ
ス
ク
遺
伝
子
と
さ
れ
て
き
た
S
S
型
が
、

特
定
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
適
応
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
結

果
で
あ
る
︵
し
か
し
、
リ
ス
キ
ー
な
文
脈
で
、
と
い
う
と
こ
ろ
に

留
意
さ
れ
た
い
︶。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、

遺
伝
的
形
質
に
は
脆
弱
性
と
適
応
的
な
面
、
す
な
わ
ち
﹁
光

と
影
﹂
の
両
側
面
を
と
も
な
う
。

関
連
し
て
、
も
う
一
点
、
疫
学
的
調
査
に
よ
り
、
S
型
が

多
く
を
占
め
る
と
さ
れ
る
東
ア
ジ
ア
圏
で
は
、
む
し
ろ
情
動

障
害
の
罹
患
率
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
情
動
障
害
の
リ
ス
ク
は
、
集
合
主

義
傾
向
に
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
自

己
観
が
対
人
関
係
に
依
拠
す
る
東
ア
ジ
ア
の
よ
う
な
文
化
圏

に
お
い
て
は
、
S
型
は
リ
ス
ク
と
な
る
ど
こ
ろ
か
、
高
い
感

受
性
を
も
っ
て
、
お
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
利

す
る
方
向
で
機
能
し
て
い
る
︵C

hiao &
 Blizinsky, 2010

︶。
こ

の
S
型
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
可
塑
性
遺
伝
子
︵plasticity 

allele

︶
の
多
く
を
有
す
る
個
人
ほ
ど
、
例
え
ば
、
親
の
養
育

態
度
の
〝
良
し
悪
し
〞
を
拡
大
す
る
方
向
で
、
感
情
の
制
御

の
あ
り
方
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
︵Belsky &

 Beaver, 2011; 

Sim
ons, Lei, Brody, &

 G
ibbons, 2012

︶、
遺
伝
と
環
境
と
緊
密

に
響
き
合
い
、
個
人
を
形
づ
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
環
境
か

ら
の
入
力
に
よ
り
、
遺
伝
子
に
か
か
わ
る
ス
イ
ッ
チ
を
オ
ン

／
オ
フ
す
る
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の
機
構
は
、
今
後
、
人
間
の
本
性

と
可
塑
性
を
論
じ
る
う
え
で
い
っ
そ
う
重
要
な
視
点
と
な
る

だ
ろ
う
︵
野
村
、
二
〇
一
五
︶。

4
「
振
り
子
」と
し
て
の
畏
怖

雄
大
な
自
然
と
相
対
し
た
と
き
に
抱
く
感
情
、
新
た
な
体

験
は
、
自
身
の
世
界
観
︵
知
識
や
信
念
体
系
︶
を
更
新
し
、
変

容
の
き
っ
か
け
と
な
る
。
こ
の
美
学
で
扱
わ
れ
て
き
た
﹁
崇

高
﹂
の
概
念
は
、
近
年
、﹁
畏
怖
﹂
と
し
て
心
理
学
で
注
目
さ

れ
つ
つ
あ
る
︵Keltner &

 H
aidt, 2003

︶。
例
え
ば
、
畏
怖
を
喚

起
す
る
よ
う
な
操
作
を
す
る
と
、
他
者
へ
の
公
平
性
や
向
社

会
性
が
促
進
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
︵Piff et al., 2015

︶、
基
本
的

な
時
間
感
覚
さ
え
も
変
わ
り
、
利
用
可
能
な
時
間
が
十
分
に

あ
る
と
い
う
感
覚
へ
と
至
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
満
足
や

喜
び
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
統
制
し
て
も
、
畏
敬
の
念

が
、
良
好
な
健
康
状
態
を
予
測
し
う
る
よ
う
に
、
畏
怖
の
も

た
ら
す
効
用
が
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
注
意
が
大
き
な
存
在

に
向
く
よ
う
に
な
る
と
、
自
己
の
欲
望
や
利
害
へ
の
囚
わ
れ

が
低
下
す
る
。
そ
の
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
も
し
く
は
神
を
恐
れ
、
崇
め
る
集

団
が
、
と
き
に
他
者
へ
の
寛
容
を
失
い
、
過
度
の
暴
力
を
行

使
す
る
事
実
を
考
え
る
と
、
畏
怖
は
か
な
ら
ず
し
も
光
の
面

だ
け
で
は
な
く
、
自
己
と
と
も
に
、
他
者
性
を
も
小
さ
く
す

る
影
の
面
を
示
し
、﹁
霊
的
暴
力
﹂
の
装
置
と
も
な
り
う
る
の

で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
が
生
じ
る
（
図
2
）。
そ
の
こ
と
の

証
拠
に
、
著
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
畏
怖
を
導
入
す
る
と
攻
撃

性
が
高
ま
り
う
る
こ
と
を
、
大
学
生
六
〇
名
程
度
を
対
象
と

し
た
行
動
実
験︵PSA

P: Point Subtraction A
ggression Paradigm

︶

に
よ
り
見
い
出
し
て
い
る
。

仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、﹁
畏
怖
﹂
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
も
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
も
大
き
く
人
を
揺
さ
ぶ
る
﹁
振
り
子
﹂
の
よ
う

な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
﹁
振
り
子
﹂
と
い
う
見
方
は
、﹁
感
受
性
遺
伝
子

︵plasticity allele

︶﹂
に
も
通
ず
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
環
境
の
影
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響
を
受
け
や
す
い
個
人
は
、
同
時
に
、
質
の
高
い
サ
ポ
ー
ト

を
よ
り
有
利
な
形
で
享
受
し
う
る
。
リ
ス
ク
因
子
は
環
境
が

変
わ
れ
ば
大
い
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
う
る
の
だ
。
言
う
ま
で
も

な
く
﹁
振
り
子
﹂
は
忌
避
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
そ
の

も
の
を
深
く
理
解
し
た
う
え
で
、
活
か
す
道
を
模
索
す
る
こ

と
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。

G
od grant me the serenity to accept the things I cannot change;

courage to change the things I can;

and wisdom to know the difference.

 
 

 
 

お
与
え
く
だ
さ
い
、 

自
分
に
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
落
ち
着
き

を
、

変
え
ら
れ
る
も
の
は
変
え
て
い
く
勇
気
を
、 

そ
し
て
、
二
つ
を
見
分
け
る
賢
さ
を 

 

︱Reinhold N
iebuhr

5
結
　
言

紛
争
の
原
因
を
も
た
ら
す
の
も
、
こ
れ
を
解
決
す
る
の
も

〝
大
人
〞
で
あ
る
。

複
雑
に
絡
み
合
っ
た
糸
に
向
か
い
合
う
な
ら
ば
、
恐
れ
ず

に
、
ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
解
き
ほ
ぐ
そ
う
。
本
稿
は
、

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
人
間
の
本
性
を
理
解
し
、
そ
の
う
え

で
可
塑
性
を
ふ
ま
え
、
対
策
を
こ
う
ず
る
た
め
に
、
心
理
学

を
基
盤
と
し
、
遺
伝
学
や
神
経
科
学
と
を
行
き
来
し
つ
つ
、
重

要
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
人
間
と
他
の
動
物
と
の
相
違
を
記
述
す
る
比
較
行

動
学
、
あ
る
い
は
乳
幼
児
か
ら
成
人
に
か
か
る
発
達
論
的
視

座
も
手
が
か
り
と
し
て
有
益
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
間
は
齢
を
重
ね
つ
つ
、
遺

伝
と
環
境
、
意
識
・
無
意
識
の
お
り
な
す
重
層
的
シ
ス
テ
ム

の
も
と
で
価
値
を
多
様
化
す
る
、
可
塑
性
に
富
ん
だ
存
在
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、It ’s not that sim

ple

。
単
純
で
は
な
い

し
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
急
所
は
、
か
な
ら
ず
し
も
、
た
だ
ち

に
数
量
化
し
う
る
も
の
ば
か
り
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
〝
大
人
〞
の
あ
り
よ
う
を
記
述
し
、
個
人
・

集
団
間
葛
藤
を
予
防
・
緩
和
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
普
及
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
宗
教
学
、
国
際
法
・
政
治
学
、

あ
る
い
は
対
話
の
進
み
つ
つ
あ
る
哲
学
・
倫
理
学
、
社
会
・

人
類
学
な
ど
の
関
連
諸
領
域
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
（
図

3
）。
そ
れ
は
多
く
の
先
人
の
築
い
た
﹁
巨
人
﹂
に
乗
っ
た
試

み
で
あ
り
、
そ
の
肩
の
上
に
、
現
在
の
英
知
を
結
集
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
道
で
弛
ま
ぬ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
中
か
ら
、
か
つ

て
な
い
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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一
九
八
四
年
、
ヨ
ー
ガ
を
修
習
す
る
団
体
と
し
て
発
足
し

た
オ
ウ
ム
真
理
教
。
オ
ウ
ム
の
内
部
で
は
、﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
﹂
と
称
さ
れ
る
修
行
の
階
梯
が
組
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
い

つ
し
か
そ
の
教
団
は
、
生
物
化
学
兵
器
の
使
用
さ
え
辞
さ
な

い
過
激
な
殺
人
集
団
へ
と
変
貌
し
て
い
た
。
オ
ウ
ム
真
理
教

に
お
け
る
教
義
や
修
行
の
体
系
と
、
結
果
と
し
て
発
現
し
た

暴
力
性
の
あ
い
だ
に
は
、
何
ら
か
の
内
的
関
係
が
存
在
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
宗
教
学
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
﹁
軍
事
訓
練
﹂
と

い
う
見
地
か
ら
再
考
す
る
こ
と
に
よ
り
、
オ
ウ
ム
事
件
の
隠

さ
れ
た
一
背
景
に
光
を
当
て
る
こ
と
を
試
み
る
。
　

1
宗
教
学
と
オ
ウ
ム
真
理
教
の
共
鳴

―
島
田
裕
巳『
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

宗
教
学
』再
読

麻
原
と
の
対
談
に
お
け
る
島
田
の
言
葉

一
九
九
五
年
三
月
に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
引
き
起
こ
さ

れ
、
オ
ウ
ム
の
動
向
が
日
本
社
会
を
震
撼
さ
せ
て
い
た
時
期
、

何
人
か
の
日
本
の
宗
教
学
者
た
ち
が
、
同
教
団
に
対
し
て
肯

定
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
厳
し
く
そ
の
責

任
を
問
わ
れ
た
。
宗
教
学
者
に
よ
る
オ
ウ
ム
の
肯
定
や
称
賛

と
は
、
彼
ら
が
教
団
の
実
態
を
正
し
く
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
、
単
な
る
不
注
意
か
ら
生
じ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ

以
上
の
根
深
い
関
係
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論

か
ら
言
え
ば
、
私
に
は
、
そ
の
答
え
は
後
者
で
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
当
時
オ
ウ
ム
擁
護
派
の
一
人
と
見

な
さ
れ
た
宗
教
学
者
の
島
田
裕
巳
は
、
一
九
九
一
年
に
気
象

大
学
校
で
行
わ
れ
た
麻
原
彰
晃
と
の
公
開
対
談
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

オ
ウ
ム
の
信
者
の
方
は
か
な
り
若
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
今
の
若
い
人
た
ち
と
い
う
の
は
、︵
中
略
︶
物
質
的

に
は
豊
か
で
あ
り
つ
つ
、
な
ん
か
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
と
。︵
中
略
︶
人
生
で
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
見
つ
め
、
そ
れ
と
ぶ
つ
か
り
合
う
よ
う
な
体

験
を
し
な
い
ま
ま
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
。
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
、
反
面
で
は
大
人
に
な
る
と
い
う

意
味
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
今
の
若
い
人
は
大
人
に

な
る
た
め
の
自
覚
が
少
な
い
。︵
中
略
︶
オ
ウ
ム
真
理
教
の

方
々
も
、
最
初
の
段
階
で
は
そ
ち
ら
側
の
若
い
人
一
般
み

た
い
な
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
、
あ
る
と
き
に
、
何
か
ふ
と

し
た
き
っ
か
け
で
オ
ウ
ム
真
理
教
に
ぶ
ち
当
た
る
と
い
う

経
緯
を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
。︵
麻
原
、
一
九
九
二
：
二
三
一
―二
三
二
︶

す
な
わ
ち
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
大
人
に

な
る
た
め
の
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
契
機
が
失
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
オ
ウ
ム
は
、
そ
の
欠
を
埋
め
る
よ
う

な
宗
教
運
動
を
展
開
し
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
は

た
し
て
ど
の
よ
う
な
含
意
を
備
え
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
島
田
が
宗
教
学
者
と
し
て
自
己
形

成
す
る
過
程
を
描
い
た
一
九
九
三
年
公
刊
の
書
物
、﹃
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
宗
教
学
﹄
の
内
容
を
振
り
返
る
こ
と

に
し
よ
う
。

柳
川
啓
一の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
義

東
京
大
学
に
入
学
し
た
頃
の
島
田
は
、
ド
ラ
イ
な
性
格
の

イ
ニ
シ
エ
ー
ション
と
軍
事
訓
練
の
関
係

―
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
一
背
景

第
二
部
❖
負
の
感
情
と
そ
の
処
理
法

大
田
俊
寛

埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学
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若
者
の
一
人
で
あ
り
、
大
学
で
行
わ
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
講
義

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
出
席
状
況
も
芳
し
く
な
か

っ
た
。
と
は
い
え
彼
に
と
っ
て
、
宗
教
学
者
の
柳
川
啓
一
に

よ
る
講
義
は
例
外
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
柳
川
は
、
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
基
軸
に
据
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
宗
教
体
験
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
高
校
時
代
、
新
左

翼
系
セ
ク
ト
か
ら
の
勧
誘
︵
オ
ル
グ
︶
に
よ
り
、
同
級
生
の

人
格
が
急
激
に
変
容
す
る
と
い
う
現
象
を
目
に
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
島
田
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
用
い

れ
ば
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

柳
川
の
講
義
は
、
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
や
ミ
ル
チ
ャ
・
エ

リ
ア
ー
デ
を
は
じ
め
、
数
々
の
学
者
た
ち
の
研
究
を
参
照
し

な
が
ら
行
わ
れ
た
。
ま
ず
人
類
学
者
の
ヘ
ネ
ッ
プ
は
、
一
九

〇
九
年
公
刊
の
﹃
通
過
儀
礼
﹄
と
い
う
書
物
に
お
い
て
、
出

生
・
成
人
・
結
婚
・
葬
式
な
ど
、
人
生
の
節
目
と
な
る
時
期

に
行
わ
れ
る
諸
儀
礼
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
﹁
分
離
﹂﹁
移

行
﹂﹁
結
合
﹂
と
い
う
三
つ
の
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
子
ど
も
が
成
人
を
迎
え
て

特
定
の
年
齢
階
級
や
秘
密
結
社
に
加
入
す
る
際
の
儀
礼
、
す

な
わ
ち
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
︵﹁
加
入
礼
﹂
や
﹁
入
社
式
﹂

と
訳
さ
れ
る
︶﹂
を
、
通
過
儀
礼
の
典
型
例
の
一
つ
と
見
な
し

た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
教
学
者
の
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
一
九
五
八
年
に
公

刊
し
た
﹃
生
と
再
生
﹄
に
お
い
て
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
儀
礼
を
幅
広
く
渉
猟
し
、
そ
れ
ら
を

比
較
分
析
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
の
特
徴
は
、
若
者
に
対
し

て
、
一
人
で
猛
獣
狩
り
に
行
か
せ
る
、
歯
を
抜
く
、
割
礼
を

施
す
、
互
い
に
格
闘
さ
せ
る
、
険
し
い
山
に
登
ら
せ
る
な
ど
、

一
連
の
厳
し
い
試
練
を
課
す
点
に
あ
る
。
こ
う
し
て
若
者
は
、

い
っ
た
ん
﹁
死
﹂
の
状
態
に
落
と
さ
れ
、
試
練
を
乗
り
越
え

て
﹁
再
生
﹂
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
成
人
と
し
て
の
第
二

の
誕
生
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
、

ヘ
ネ
ッ
プ
が
示
し
た
通
過
儀
礼
の
図
式
を
、
象
徴
的
な
﹁
死

と
再
生
﹂
の
過
程
と
し
て
描
き
直
し
た
の
で
あ
っ
た
。

柳
川
の
講
じ
る
宗
教
学
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
た
島
田
は
、

大
学
三
年
を
迎
え
る
と
、
宗
教
学
科
に
進
学
し
た
。
柳
川
の

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
、
当
時
の
最
新
の
学
術
書
が
積
極
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
こ
で
の
学
問
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論

の
吸
収
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
大
学
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
強
い
影
響
を
被
っ
て
お
り
、
島

田
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
カ
ル
ロ
ス
・
カ
ス
タ
ネ

ダ
が
描
き
出
す
呪
術
師
の
修
行
の
実
践
︵
島
田
、
二
〇
〇
二
︶

や
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
的
な
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
に
興
味
を
引
か

れ
た
。
ま
た
柳
川
も
、
各
地
の
新
宗
教
や
社
会
運
動
を
実
地

調
査
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
行
動
を
共
に

し
て
み
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
あ
た
か
も
そ
の
団
体
の
本
当

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
行
う
調
査
の
こ
と

を
、
当
時
の
東
大
宗
教
学
で
は
﹁
も
ぐ
り
込
み
﹂
と
称
し
て

い
た
。
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

練
を
自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

宗
教
の
本
質
を
理
解
す
る
に
は
、
宗
教
学
者
も
ま
た
運
動
の

渦
中
に
飛
び
込
み
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
試
練
を
乗
り
越

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

山
岸
会
へ
の
参
画

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
際
に
は
、
宗
教
学
者
の
中
沢
新
一

も
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
言
動
の
責
任
を
厳
し
く
問
わ
れ
た
が
、

彼
も
島
田
と
同
様
、
柳
川
か
ら
指
導
を
受
け
た
弟
子
の
一
人

で
あ
っ
た
。
柳
川
の
宗
教
観
や
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
論
か
ら

示
唆
を
受
け
、
中
沢
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
密

教
の
修
行
に
身
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
島

田
が
も
ぐ
り
込
み
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、﹁
山
岸
会
﹂

と
い
う
名
称
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
山
岸
会
の
活
動
は
、

農
業
や
養
鶏
を
主
体
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
究
極
的
な
目
標

は
、﹁
無
所
有
一
体
﹂
の
境
地
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ユ

ー
ト
ピ
ア
的
世
界
を
地
上
に
実
現
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い

た
。山

岸
会
に
お
い
て
、
正
式
な
メ
ン
バ
ー
に
加
入
す
る
際
に

は
、﹁
特
講
︵
特0

別
講0

習
研
鑽
会
︶﹂
と
呼
ば
れ
る
合
宿
に
参
加

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
島
田
も
ま
た
、
日
光
の
施

設
に
お
い
て
数
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
特
講
に
参
加
し

た
。
特
講
の
内
容
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は

な
い
が
︵
米
本
、
二
〇
〇
七
を
参
照
︶、
そ
れ
は
基
本
的
に
、
執

拗
に
尋
問
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
参
加
者
の
自
我
の
枠

組
み
を
解
体
さ
せ
た
後
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
一
体
性
と
い
う
理

想
的
・
幻
想
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
植
え
付
け
る
も
の
、
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
と
い
う
目
的
を
隠
し
な
が
ら
特
講
に
参
加
し
た
若
き

島
田
は
、
そ
こ
で
自
ら
の
内
面
に
生
じ
た
体
験
に
深
く
魅
了

さ
れ
た
。﹁
私
に
は
し
だ
い
に
、
山
岸
会
の
考
え
方
が
正
し
い

よ
う
に
思
え
て
き
た
。
我
執
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由
な
見
方

を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
些
細
な
こ
と
で
つ
ま
ず
く
こ
と

も
な
く
な
る
。
自
己
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
が
他
者
と
の
密

接
な
関
係
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
だ

れ
も
自
分
だ
け
の
利
益
を
考
え
て
、
他
者
を
貶
め
よ
う
と
は

考
え
な
く
な
る
は
ず
だ
。︵
中
略
︶
人
間
の
社
会
に
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
も
、
山
岸
会
の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
個
人

の
心
の
持
ち
方
、
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
﹂︵
島
田
、
一
九
九
三
：
九
一
―九
二
︶

と
。
こ
う
し
て
彼
は
、﹁
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
﹂
よ

う
な
形
で
、
山
岸
会
へ
の
参
画
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

山
岸
会
に
お
け
る
島
田
の
活
動
は
長
続
き
せ
ず
、
約
七
カ

月
で
コ
ミ
ュ
ー
ン
か
ら
離
脱
し
た
が
、
特
講
で
体
験
し
た
人

格
変
容
の
有
り
様
は
、
彼
に
と
っ
て
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

島
田
は
、
山
岸
会
で
の
生
活
を
自
身
に
と
っ
て
の
イ
ニ
シ
エ
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ー
シ
ョ
ン
＝
大
人
に
な
る
た
め
の
試
練
と
し
て
捉
え
、
そ
の

体
験
を
ベ
ー
ス
と
し
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
論
を
著
す
こ
と
に
よ
り
、

修
士
号
を
取
得
し
た
。
ま
た
そ
の
後
、
一
人
の
宗
教
学
者
と

し
て
、
大
学
に
専
任
の
職
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
柳
川
啓

一
は
一
九
九
〇
年
、
六
三
歳
で
世
を
去
っ
た
が
、
島
田
は
師

の
教
え
に
よ
っ
て
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
教
え
ら

れ
、
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
、
成
人
と
し
て

独
り
立
ち
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︱
。

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
？

﹃
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
宗
教
学
﹄
と
い
う
書
物
に

は
、
大
枠
と
し
て
以
上
の
よ
う
な
半
生
記
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
公
刊
直
後
に
島
田
の
人
生
は
、
急
激
に
暗
転
す
る

こ
と
に
な
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
に
お
け
る
過
激
な
修
行
や
出

家
生
活
を
目
に
し
た
島
田
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心

と
す
る
自
ら
の
宗
教
観
に
基
づ
い
て
そ
の
活
動
を
肯
定
的
に

評
価
し
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
、
宗
教
学
者
と
し
て
の

見
識
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

﹃
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
宗
教
学
﹄
は
二
〇
〇
八
年
、

﹃
私
の
宗
教
入
門
﹄
と
改
題
の
う
え
、
ち
く
ま
文
庫
よ
り
再
刊

さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
文
庫
版
あ
と
が
き
と
し
て
、
オ
ウ

ム
事
件
の
責
任
か
ら
大
学
を
追
わ
れ
て
以
降
の
日
々
を
回
顧

し
た
﹁
私
の
﹃
失
わ
れ
た
十
年
﹄﹂
と
い
う
文
章
が
追
記
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
島
田
は
、﹁
私
は
、
本
書
の
原
本
を
書
い
た
時
点

で
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
て
は
い

な
か
っ
た
﹂︵
島
田
、
二
〇
〇
八
：
二
七
二
―二
七
三
︶
と
記
し

て
い
る
。
正
直
な
告
白
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
が
、
そ

の
言
葉
の
無
責
任
さ
に
は
、
思
わ
ず
啞
然
と
さ
せ
ら
れ
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。﹁
子
ど
も
が
大
人
に
な
る
際
に
課
さ
れ
る

厳
し
い
試
練
﹂
と
い
っ
た
曖
昧
な
輪
郭
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ

た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
は
、
い
つ
し
か
、
破
壊

的
カ
ル
ト
の
活
動
さ
え
も
肯
定
・
容
認
し
て
し
ま
う
よ
う
な

ル
ー
ズ
な
も
の
に
成
り
果
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

オ
ウ
ム
事
件
以
後
、
わ
れ
わ
れ
宗
教
学
者
が
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
課
題
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
に
明
確
な
輪
郭
が
定
ま
っ
て
い
な
い
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
本
質
を
問
う

こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
そ

も
そ
も
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
あ
く

ま
で
一
つ
の
仮
説
を
素
描
す
る
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得

な
い
が
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
私
自
身
の
見
解
を

示
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

2
軍
事
訓
練
に
よ
る
人
格
改
造
の
手
法

殺
傷
へ
の
抵
抗
感
と
そ
の
克
服

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は

な
い
の
か
、
と
私
が
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
宗

教
学
や
人
類
学
の
研
究
書
を
通
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
一
冊

の
現
代
戦
争
論
の
書
物
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
デ

ー
ヴ
・
グ
ロ
ス
マ
ン
著
﹃
戦
争
に
お
け
る
﹁
人
殺
し
﹂
の
心

理
学
﹄
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
マ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
兼
心
理

学
者
で
あ
り
、
同
書
は
、
一
般
的
な
若
者
が
軍
に
入
り
、
戦

場
に
送
ら
れ
て
敵
兵
を
殺
傷
す
る
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態
を
経
験
し
て
ゆ
く
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
明
晰
か
つ
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
き
出
し
て

い
る
。

同
書
の
ベ
ー
ス
を
形
作
っ
て
い
る
認
識
と
は
、
十
分
な
訓

練
を
受
け
て
い
な
い
兵
士
は
、
戦
場
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
敵

を
殺
傷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
周
知

の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
、
多
く
の
若
者
が

練
度
の
低
い
状
態
で
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
た
が
、
彼
ら
の
な

か
で
敵
に
向
か
っ
て
発
砲
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
、
平
均

し
て
一
五
～
二
〇
％
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
大
半
は
、

故
意
に
的
を
外
し
た
威
嚇
射
撃
を
繰
り
返
す
に
留
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
人
は
な
ぜ
、
同
類
を
殺
す
こ
と
に
強
い
抵
抗
感
を

覚
え
る
の
か
。
そ
の
確
固
と
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
そ
う
し
た
感
覚
が
、﹁
本
能
的
、
理
性
的
、
環
境
的
、
遺

伝
的
、
文
化
的
、
社
会
的
要
因
の
強
力
な
組
み
合
わ
せ
の
結

果
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
﹂︵
グ
ロ
ス
マ
ン
、

二
〇
〇
四
：
九
六
―九
七
︶。

八
〇
％
を
超
え
る
兵
士
が
敵
に
向
け
て
発
砲
で
き
な
い
と

い
う
事
実
は
、
軍
部
に
と
っ
て
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

い
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ

リ
カ
軍
に
お
い
て
は
、
軍
事
訓
練
の
研
究
と
見
直
し
が
図
ら

れ
た
︵
グ
ロ
ス
マ
ン
に
よ
る
心
理
学
的
研
究
も
、
そ
う
し
た
流
れ

の
な
か
に
位
置
し
て
い
る
︶。
そ
し
て
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

な
対
策
が
施
さ
れ
た
結
果
、
続
く
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
お
い
て
は
、
敵
へ
の
発
砲
率
を
着
実
に
上
昇
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
人
間
に
備
わ
る
同
類
を
殺
す
こ
と
へ
の
抵
抗

感
は
、
人
為
的
な
方
法
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
す

な
わ
ち
、﹁
人
間
を
殺
傷
し
う
る
人
間
﹂
は
、
製
造
可
能
な
の

で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
方
法
を
見
て
ゆ
こ
う
。

こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
軍
事
訓
練
の
基
礎
と

な
っ
て
き
た
伝
統
的
手
法
は
、
新
兵
に
対
す
る
徹
底
的
な
﹁
し

ご
き
﹂
で
あ
る
。
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
の

著
名
な
映
画
﹃
フ
ル
メ
タ
ル
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
﹄
に
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
入
隊
し
た
て
の
新
兵
は
、
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
罵
倒
の
嵐
に
見
舞
わ
れ
、
些
細
な
過
失
に
対
し
て
も
、
過

酷
な
身
体
的
懲
罰
を
課
さ
れ
る
。
ま
た
多
く
の
軍
隊
で
は
、

ボ
ク
シ
ン
グ
や
棒
を
使
っ
た
殴
り
合
い
な
ど
、
各
種
の
荒
々

し
い
格
闘
を
行
う
こ
と
が
、
新
兵
の
﹁
通
過
儀
礼
﹂
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
戦
場
は
、﹁
憎
悪
の
風
﹂
と
称
さ

れ
る
よ
う
な
高
度
の
ス
ト
レ
ス
状
況
が
常
態
化
し
た
世
界
で
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あ
り
、
ゆ
え
に
新
兵
に
対
し
て
は
、
そ
の
基
本
的
な
ス
ト
レ

ス
耐
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
軍
事
訓
練
に
お
け
る
最
初

の
課
題
と
な
る
。

本
書
で
は
さ
ら
に
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
ミ
ル
グ
ラ
ム
、
コ
ン

ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
ら
が
提
示

し
た
諸
理
論
や
実
験
結
果
に
依
拠
し
な
が
ら
、
兵
士
の
殺
傷

行
為
を
推
進
す
る
諸
要
因
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は

主
に
、︵
1
︶
権
威
者
の
要
求
、︵
2
︶
集
団
免
責
、︵
3
︶
犠

牲
者
と
の
総
合
的
距
離
、
の
三
点
で
あ
る
。
各
内
容
は
、
以

下
の
と
お
り
と
な
る
。

︵
1
︶
戦
場
で
兵
士
が
敵
に
向
か
っ
て
発
砲
す
る
最
大
の
理

由
は
、﹁
撃
た
な
い
と
撃
た
れ
る
か
ら
﹂
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
実
際
に
は
、﹁
撃
て
と
命
令
さ
れ
る
か
ら
﹂
で
あ
る
。

断
固
た
る
意
志
を
備
え
た
指
揮
官
の
存
在
は
、
戦
場
に
お
い

て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
兵
士
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
人
物

に
対
し
て
自
ら
の
行
動
の
決
定
権
を
全
面
的
に
委
ね
、
彼
の

命
令
一
下
、
発
砲
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
る
。

︵
2
︶
戦
闘
部
隊
で
は
、
集
団
へ
の
一
体
化
や
同
一
化
が
と

り
わ
け
強
固
に
成
立
し
、
そ
の
絆
は
と
き
に
、
家
族
よ
り
も

強
い
も
の
と
な
る
。
兵
士
た
ち
は
、
仲
間
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感
か
ら
、
あ
る
い
は
、
仲
間
と
の
あ

い
だ
の
相
互
監
視
に
促
さ
れ
、
敵
へ
の
発
砲
を
行
う
。

︵
3
︶
敵
を
殺
傷
す
る
た
め
に
は
、
犠
牲
者
と
の
距
離
を
取

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
敵
を
自
分
と
同
じ
人
間
と
見
な
さ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
人
種
的
・
民
族
的

な
違
い
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、﹁
敵
は
畜
生
以
下
だ
﹂
と

い
う
意
識
を
植
え
付
け
る
、
自
軍
の
倫
理
的
優
越
性
と
復

讐
・
制
裁
の
正
当
性
を
固
く
信
じ
込
ま
せ
る
、
テ
レ
ビ
画
面

や
暗
視
装
置
な
ど
の
機
械
的
な
緩
衝
物
を
介
在
さ
せ
、
犠
牲

者
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
、
と

い
っ
た
方
法
が
あ
る
。

こ
う
し
た
理
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の

基
礎
訓
練
に
お
い
て
は
、︵
a
︶
脱
感
作
、︵
b
︶
条
件
付
け
、

︵
c
︶
否
認
防
衛
機
制
、
と
い
う
三
つ
の
手
法
が
採
り
入
れ
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
概
要
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

︵
a
︶
敵
は
自
分
と
は
異
質
な
人
間
で
あ
る
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
人
間
で
さ
え
な
い
の
だ
、
と
い
う
意
識
の
徹
底
的
な
刷
り

込
み
。
敵
を
人
間
の
名
前
で
呼
ば
ず
、
グ
ッ
ク
や
デ
ィ
ン
ク

︵
ベ
ト
ナ
ム
人
︶、
ス
ロ
ー
プ
︵
東
洋
人
︶、
コ
ミ
ー
︵
共
産
党

員
︶
と
い
っ
た
ス
ラ
ン
グ
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
脱
感
作
に
向
け

た
道
の
り
の
第
一
歩
を
意
味
し
て
い
る
。

︵
b
︶
人
間
に
似
せ
た
標
的
を
用
意
し
、
そ
れ
が
出
現
し
た

瞬
間
に
発
砲
す
る
と
い
う
訓
練
を
、
何
千
回
、
何
万
回
も
繰

り
返
す
。﹁
パ
ブ
ロ
フ
の
犬
﹂
の
実
験
と
同
様
の
条
件
付
け
に

よ
っ
て
、
殺
害
へ
の
抵
抗
感
が
生
じ
る
よ
り
早
く
、
行
動
に

及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

︵
c
︶
脱
感
作
と
条
件
付
け
の
効
果
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
殺
害
へ
の
抵
抗
感
は
さ
ら
に
押
し
下
げ
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
自
分
が
銃
を
向
け
て
い
る
の
は
、
人
間
の
従
う
べ

き
道
徳
や
規
則
な
ど
を
顧
み
よ
う
と
し
な
い
無
法
者
で
あ
り
、

訓
練
時
の
標
的
を
打
ち
抜
く
の
と
同
じ
く
、
迅
速
に
排
除
す

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
刷
り
込
ん
で
ゆ
く
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
P
T
S
D

こ
う
し
た
訓
練
に
自
覚
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
に
お
け
る
敵
へ
の
発
砲
率
は
、
実
に
九
五
％
に
ま
で

上
昇
し
た
。
軍
に
入
隊
し
た
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
意
識
は
、
今

や
根
本
的
な
変
容
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
マ
ン
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
心
理
学
者
ベ
ン
・
シ
ャ
リ
ッ
ト
の
﹁
抗
争

と
戦
争
の
心
理
学
﹂
か
ら
、
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。

﹁
基
礎
教
練
キ
ャ
ン
プ
の
目
的
は
、
新
兵
の
そ
れ
ま
で
の
考
え

か
た
や
信
念
を
す
べ
て
土
台
か
ら
突
き
崩
し
、
市
民
と
し
て

の
価
値
観
を
突
き
崩
し
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
︱
す
な
わ
ち
、
完
全
に
軍
隊
組
織
に
従
属
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
﹂︵
グ
ロ
ス
マ
ン
、
二
〇
〇
四
：
四
八
三
︶。

し
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
若
者
た
ち
を
﹁
戦
闘
機

械
﹂
に
変
貌
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
見
返
り
と
し
て
、
別

種
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

帰
還
兵
の
多
く
が
、
P
T
S
D
に
罹
患
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

殺
人
に
対
す
る
本
能
的
抵
抗
感
を
克
服
し
、
そ
の
行
為
に

現
実
に
手
を
染
め
た
と
き
、
人
は
ど
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え

る
の
か
。
何
人
か
の
兵
士
た
ち
が
躊た

め
ら躇
い
な
が
ら
告
白
し
た

内
容
に
よ
る
と
、
意
外
に
も
そ
れ
は
、
と
き
に
圧
倒
的
な
カ

タ
ル
シ
ス
や
多
幸
感
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
快
感
は
、
セ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
快
感
と
同
類
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
何
倍
に
も
増
幅
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
人

は
そ
の
際
に
、
絶
対
的
自
由
の
感
覚
や
、
至
高
の
全
能
感
に

浸
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
激
し
い
快
感
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
瞬
時
に
過
ぎ
去
り
、
そ
の
後
に
は
、
精
神
の
混
濁
と
抜
き

難
い
苦
痛
が
兵
士
を
苛
む
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
兵
士
に
現

れ
る
の
は
、
極
度
の
疲
労
、
錯
乱
、
妄
想
、
人
格
の
解
離
、
性

格
の
著
し
い
変
貌
な
ど
、
P
T
S
D
に
関
わ
る
諸
症
状
で
あ

る
。グ

ロ
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
戦
争
の
歴
史
に
お

い
て
は
、
兵
士
の
精
神
的
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
慣
習
が
存
在
し
て
き
た
。
同
輩
や
上
官
に
よ
る
殺
害
行

為
の
正
当
化
、
戦
場
か
ら
時
間
を
か
け
て
帰
還
す
る
こ
と
に

よ
る
冷
却
期
間
の
確
保
、
帰
国
し
た
際
の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
、
記

念
建
造
物
の
創
設
、
度
重
な
る
叙
勲
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
行
為
は
、
兵
士
の
人
格
を
戦
時
の
そ
れ
か
ら
日
常
的
な

そ
れ
へ
と
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
﹁
通
過
儀
礼
﹂
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
処
方
箋

が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
兵
士
た
ち
は
、
飛
行
機
に
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よ
っ
て
短
期
間
で
の
帰
還
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
し
て
祖
国

に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
に
基
づ
く
非
難
や
罵
倒

を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従
軍
し
た
兵
士

た
ち
の
多
く
は
、
帰
国
後
に
P
T
S
D
を
悪
化
さ
せ
て
ゆ
き
、

戦
時
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
各
種
の
向
精
神

薬
に
深
く
依
存
し
て
い
っ
た
。
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
戦
争

と
薬
物
は
相
互
に
密
接
な
関
係
を
保
ち
続
け
て
き
た
が
、
そ

れ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
、
一
つ
の
極
点
に
達
し
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

3
未
開
社
会（
前
国
家
的
社
会
）に
お
け
る

戦
士
の
育
成

ヘ
ネ
ッ
プ
と
エ
リ
ア
ー
デ
が
描
く
軍
事
的
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

人
間
の
人
格
や
心
情
が
、
根
本
的
に
﹁
共
感
﹂
の
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、
人
間
は
誕

生
し
成
長
し
た
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
、
容
易
に
は
他
者
を

殺
傷
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
人
間
の
社
会
生
活
に

お
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
に
踏
み
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
局
面
が
往
々
に
し
て
出
現
す
る
。
ゆ
え
に
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
的
役
割
と
は
、
十
分
な
体
力
が
備
わ
っ
た
若

者
に
対
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
敵
を
殺
傷
す
る
た
め
の

方
法
を
教
え
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
よ
う
な
人

格
的
・
精
神
的
変
容
を
も
た
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
、
現
在
の
私
の
考
え
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
推
定
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
突
飛
で
極
端
な

も
の
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は

限
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ヘ
ネ
ッ
プ
や
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ

る
古
典
的
研
究
に
お
い
て
す
で
に
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

し
ば
し
ば
軍
事
的
性
質
を
帯
び
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
、
両
者
の
論
説
を
あ
ら
た
め

て
振
り
返
ろ
う
。

﹃
通
過
儀
礼
﹄
に
お
い
て
ヘ
ネ
ッ
プ
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
タ

ヒ
チ
島
の
﹁
ア
リ
オ
イ
﹂
と
い
う
結
社
と
、
ア
フ
リ
カ
の
マ

サ
イ
族
の
階
級
組
織
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
︵
ヘ
ネ
ッ
プ
、
二

〇
一
二
：
一
一
二
―一
一
七
︶。
ヘ
ネ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
ア
リ
オ
イ

は
、
政
治
・
戦
争
・
略
奪
を
目
的
と
し
た
結
社
で
あ
り
、
そ

の
組
織
は
七
つ
の
階
級
に
分
か
れ
、
各
成
員
が
属
す
る
階
級

は
、
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
た
入
れ
墨
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
。

ア
リ
オ
イ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
名
前
の
変
更
、
新
米

に
よ
る
自
分
の
子
ど
も
の
﹁
殺
害
﹂︵
詳
細
は
不
明
︶、
結
社
の

聖
歌
を
歌
う
た
め
に
必
要
な
姿
勢
の
修
得
、
酋
長
の
妻
の
衣

服
の
奪
取
、
と
い
っ
た
一
連
の
手
続
き
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
儀
礼
は
階
級
が
上
が
る
た
び
に
繰
り
返
さ
れ
、

そ
の
際
に
は
、
聖
な
る
豚
を
全
員
で
共
食
す
る
、
性
や
食
物

に
関
す
る
日
常
的
な
タ
ブ
ー
を
侵
犯
す
る
、
と
い
っ
た
事
柄

が
行
わ
れ
る
。

マ
サ
イ
族
は
、
武
勇
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
ア
フ
リ
カ
東
部

の
部
族
で
あ
り
、
そ
の
社
会
は
、
戦
士
の
役
割
を
担
う
年
齢

階
級
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
一
二
歳
か
ら
一
六
歳
に

な
り
、
十
分
な
体
力
が
つ
い
た
若
者
は
、
戦
士
階
級
に
加
入

す
る
た
め
の
儀
礼
に
参
加
す
る
。
彼
ら
は
、
二
、
三
カ
月
の

あ
い
だ
集
落
か
ら
集
落
へ
と
渡
り
歩
い
た
後
、
冷
水
で
体
を

洗
い
、
割
礼
を
受
け
る
。
そ
の
傷
が
癒
え
る
と
、
頭
を
小
鳥

と
駱
駝
の
羽
で
飾
り
、
こ
う
し
て
彼
は
、
一
人
の
戦
士
︵
ム

ラ
ン
︶
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る1

。

次
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
、﹃
生
と
再
生
﹄
に
お
い
て
、
北
欧
神

話
に
登
場
す
る
﹁
ベ
ル
ゼ
ル
カ
ー
︵
狂
暴
戦
士
︶﹂
の
形
象
を

皮
切
り
に
、
世
界
中
に
見
ら
れ
る
軍
事
的
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
ベ
ル
ゼ
ル
カ
ー
と
は
、

字
義
ど
お
り
に
は
﹁
熊
の
皮
を
つ
け
た
戦
士
﹂
を
意
味
し
、
エ

リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
呪
術
的
な
力
に
よ
っ
て
熊
と
融

合
し
た
状
態
に
あ
る
。
若
者
は
、
数
々
の
壮
烈
な
試
練
を
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ

め
て
勇
猛
な
戦
士
に
変
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ゲ
ル
マ
ン
の
一
種
族
の
チ
ャ
ッ
テ
ィ
族
で
は
、
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
志
願
者
は
、
敵
を
一
人
殺
す
ま
で
は
髪

や
髭
を
切
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
タ
イ
フ
ァ
リ
族
で

は
、
若
者
は
猪
か
狼
を
倒
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
ヘ
ル
リ
族
の
若

者
は
、
素
手
で
の
戦
闘
を
求
め
ら
れ
た
。﹁
こ
う
し
た
試
練
を

通
し
て
志
願
者
は
み
ず
か
ら
野
獣
的
存
在
様
式
を
身
に
つ
け

る
。
彼
は
猛
獣
の
如
く
ふ
る
ま
う
一
人
前
の
恐
る
べ
き
戦
士

と
な
る
。
彼
は
食
肉
動
物
に
固
有
の
呪
術
宗
教
力
に
同
化
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
ゆ
え
に
、
超
人
に
変
質
す
る
﹂︵
エ
リ
ア

ー
デ
、
一
九
七
一
：
一
六
九
―一
七
〇
︶。

さ
ら
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
若
者
の
猛
獣
へ
の
変
容
が
、
と

き
に
祖
先
の
霊
魂
と
の
一
体
化
を
も
意
味
す
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
信
仰
形
態
に
典
型

的
な
よ
う
に
、
未
開
社
会
に
お
い
て
は
、
祖
霊
が
各
種
の
動

物
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
そ
こ
で

用
い
ら
れ
る
﹁
ブ
ル
・
ロ
ー
ラ
ー
﹂
と
い
う
器
具
が
発
す
る

音
は
、
猛
獣
の
唸
り
声
を
表
す
と
同
時
に
、
神
や
祖
霊
と
い

っ
た
超
自
然
者
が
現
前
す
る
徴し

る
し
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
若

者
は
祖
霊
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
超
自
然
的
存
在
に
変
容
を

遂
げ
る
の
で
あ
る
。

戦
士
と
な
っ
た
若
者
は
、
と
き
に
周
囲
を
戦
慄
さ
せ
る
よ

う
な
狂
暴
的
発
作
を
露
わ
に
す
る
。
彼
は
極
度
に
激
昂
し
、

そ
の
内
面
は
、
抗
し
が
た
い
気
迫
と
戦
闘
力
に
よ
っ
て
満
た

さ
れ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
れ
ば
そ
の
力
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン

が
操
る
﹁
聖
な
る
力
﹂
や
﹁
呪
的
灼
熱
﹂
と
同
種
の
も
の
で

あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
タ
ン
ト
ラ
派
の
テ
キ
ス
ト
は
、
そ

れ
を
﹁
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
燃
焼
﹂
と
表
現
し
て
い
る
。
戦
士

と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
道
を
辿
っ
て
は
い
る
が
、
そ
こ
で
追
求
さ
れ
る
目
的
は
基

本
的
に
同
じ
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
は
俗
的
存
在
で

あ
っ
た
修ノ

ヴ
ィ
ス

練
者
を
い
っ
た
ん
死
な
せ
、
そ
の
後
に
、
一
個
の
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新
し
い
超
人
的
存
在
と
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。﹁
軍

事
的
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
死

は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
入
巫
儀
礼
に
見
ら
れ
る
ほ
ど
は
っ
き
り

し
て
は
い
な
い
。
若
き
戦
士
の
主
要
な
苦
行
は
ま
さ
に
そ
の

敵
に
打
ち
克
つ
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
彼
は
燃
え
上

が
り
、
狂ベ

ル
ゼ
ル
カ
ー

暴
戦
士
の
激
怒
︱
俗
人
の
状
態
に
死
せ
る
こ
と

を
あ
ら
わ
す
徴
候
に
達
し
て
始
め
て
試
練
か
ら
勝
利
者
と
し

て
起
ち
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
魔
的
燃
焼
を
得
る
も
の
は
、

あ
き
ら
か
に
彼
が
超
人
間
界
に
属
す
る
こ
と
を
し
め
す
﹂︵
エ

リ
ア
ー
デ
、
一
九
七
一
：
一
八
〇
︶。
こ
う
し
て
エ
リ
ア
ー
デ
は
、

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
＝
象
徴
的
な
死
と
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
を

通
過
し
た
者
が
、
そ
れ
ま
で
と
は
別
種
の
新
た
な
主
体
性
を

身
に
帯
び
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る2

。

ピ
エ
ー
ル・ク
ラ
ス
ト
ル
に
よ
る
未
開
社
会
の
戦
争
論

エ
リ
ア
ー
デ
以
後
の
研
究
に
お
い
て
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
備
わ
る
軍
事
的
性
質
は
、
そ
の
諸
特
徴
の
一
つ
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
特
別
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
例
外
的

な
位
置
に
あ
っ
た
研
究
者
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ラ
ス
ト
ル
と

い
う
フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
業
績
の
な

か
で
、
未
開
社
会
に
お
け
る
戦
争
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

南
米
で
の
豊
富
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
を
有
す
る

ク
ラ
ス
ト
ル
は
、
未
開
社
会
の
諸
部
族
に
見
ら
れ
る
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
有
り
様
を
、
端
的
に
﹁
拷
問
﹂
と
表
現
し
て

い
る
。
北
米
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
マ
ン
ダ
ン
族
の
儀
礼
に
お
い

て
は
、
四
日
間
の
断
食
と
三
夜
の
不
眠
を
課
さ
れ
た
後
、
身

体
に
穴
を
穿う

が

た
れ
、
宙
吊
り
に
さ
れ
、
肉
を
引
き
裂
か
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
米
の
グ
ア
ヤ
キ
族
で
は
、
若
者
が
失

神
し
て
し
ま
う
ま
で
、
彼
の
背
全
体
に
傷
を
つ
け
続
け
る
。
ム

バ
ヤ
―グ
ア
イ
ク
ル
族
に
お
い
て
、
戦
士
の
階
級
に
加
入
す

る
若
者
は
、
鋭
く
尖
ら
せ
た
ジ
ャ
ガ
ー
の
牙
を
、
男
根
や
そ

の
他
の
部
位
に
突
き
刺
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
イ
ニ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
新
規
加
入
者
の
身
体
を
対
象

と
し
て
行
わ
れ
、
そ
こ
に
忘
れ
え
な
い
痛
苦
を
刻
み
込
む
の

で
あ
る
。
ク
ラ
ス
ト
ル
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質
を

次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

加
入
儀
礼
と
は
、
集
団
か
ら
個
へ
、
部
族
か
ら
若
者
へ
と

向
け
ら
れ
た
教
育
で
あ
る
。
一
方
的
断
定
に
よ
る
教
育
で

あ
っ
て
対
話
で
は
な
い
し
、
加
入
者
は
責
苦
の
も
と
で
沈

黙
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
黙
す
る
こ
と
は
合
意
す
る
こ

と
。
が
、
若
者
は
何
に
合
意
す
る
の
か
。
彼
ら
は
︵
中
略
︶

共
同
体
の
充
全
な
成
員
た
る
こ
と
を
自
ら
に
引
き
受
け
る

こ
と
に
合
意
す
る
の
だ
。︵
中
略
︶
い
い
か
え
れ
ば
、
社
会

0

0

は0

成
員
に
社
会
自
ら
の
法
を

0

0

0

0

0

0

0

書
き
と
ら
せ
、
社
会
は
身
体

の
表
面
に
法
の
テ
ク
ス
ト
を
刻
み
こ
む
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

部
族
の
社
会
生
活
を
基
礎
づ
け
る
法
は
、
何
人
も
こ
れ
を

忘
れ
る
と
見
な
さ
れ
え
な
い
の
だ
か
ら
。︵
ク
ラ
ス
ト
ル
、
一

九
八
七
：
二
三
〇
―二
三
一
、
強
調
は
原
文
︶

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
社
会
は
、
若
者
の
身
体
に

対
し
、
共
同
体
の
精
神
や
歴
史
的
記
憶
、
さ
ら
に
は
、
法
そ

の
も
の
を
刻
み
込
む
。
彼
は
そ
れ
に
よ
り
、
部
族
の
尊
厳
と

自
由
を
賭
け
て
闘
う
一
人
の
戦
士
へ
と
成
長
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ク
ラ
ス
ト
ル
は
同
時
に
、
未
開
社
会
＝
前
国
家

的
社
会
に
お
け
る
法
や
戦
争
が
、
国
家
的
社
会
に
お
け
る
そ

れ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
国
家
に
お
い
て
法
と
は
基
本
的
に
、
支
配
者
か
ら
被
支

配
者
へ
と
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
人
間

た
ち
に
と
っ
て
外
在
的
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
に
よ
る
戦
争

は
、
他
の
国
家
や
社
会
を
服
従
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
、
ゆ

え
に
戦
争
に
敗
れ
た
側
は
、
軍
事
力
を
行
使
す
る
権
利
を
剝

奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
未
開
社
会
＝
前
国
家
的
社
会
に
お
い
て

は
、
社
会
の
階
級
分
化
や
機
能
分
化
が
い
ま
だ
明
確
に
は
形

成
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
区

別
は
な
く
、
法
は
上
か
ら
課
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
諸
儀
礼

を
通
じ
て
個
々
の
成
員
の
身
体
に
刻
み
込
ま
れ
る
。
そ
れ
は

諸
個
人
に
と
っ
て
内
在
的
で
あ
り
、
共
同
体
の
﹁
自
律
︵
オ

ー
ト
ノ
ミ
ー
︶﹂
の
原
理
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
未
開
社
会
に
お
け
る
戦
争
は
、
他
者
を
完
全
に
征
圧
し
、
服

従
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
個
々

の
共
同
体
の
誇
り
と
固
有
性
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
そ
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
ト
ル
は
、
国
家
の
基
本
原
理
が
﹁
求
心
性
﹂
と
﹁
外

在
性
﹂、
す
な
わ
ち
、
国
家
と
い
う
一
者
に
対
し
て
す
べ
て
を

服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
原
理
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
未
開
社

会
の
原
理
は
、﹁
遠
心
性
﹂
と
﹁
内
在
性
﹂、
す
な
わ
ち
、
多

様
性
の
拡
散
を
希
求
す
る
原
理
で
あ
る
と
捉
え
る
。
未
開
社

会
と
は
本
質
的
に
、﹁
国
家
に
抗
す
る
社
会
﹂
な
の
で
あ
る

︵
ク
ラ
ス
ト
ル
、
二
〇
〇
三
︶。

未
開
社
会
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
特
質

グ
ロ
ス
マ
ン
が
描
く
現
代
戦
争
論
と
、
ヘ
ネ
ッ
プ
、
エ
リ

ア
ー
デ
、
ク
ラ
ス
ト
ル
ら
が
描
く
未
開
社
会
の
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
論
は
、
軍
事
的
訓
練
に
よ
っ
て
若
者
を
変
容
さ
せ
る

と
い
う
点
で
大
き
な
共
通
性
を
持
つ
も
の
の
、
言
う
ま
で
も

な
く
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
大
き
な
差
異
も
存
在
す
る
。
後

者
に
特
徴
的
な
点
を
い
く
つ
か
列
挙
す
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

1
　
共
同
体
の
神
や
祖
霊
と
の
交
流
や
、
神
話
的
な
世
界

観
・
死
生
観
の
教
示
と
い
う
側
面
が
含
ま
れ
る
。

2
　
敵
を
非
人
間
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
と
き
に
自
ら

が
非
人
間
的
存
在
︵
超
人
や
猛
獣
︶
に
変
容
す
る
。
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3
　
軍
事
全
体
が
、
歌
謡
・
舞
踏
・
身
体
装
飾
な
ど
、
文
化

芸
術
的
・
遊
戯
的
側
面
を
兼
ね
備
え
る
。

4
　
軍
事
行
動
が
十
分
に
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
戦
士

は
、
自
ら
の
意
志
と
尊
厳
に
基
づ
い
て
闘
う
。

4
反（
非
）国
家
的
結
社
に
お
け
る

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

国
家
に
抗
す
る
諸
結
社

周
知
の
よ
う
に
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
近
代
の
主

権
国
家
の
本
質
が
﹁
暴
力
の
独
占
﹂
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
し
か
し
そ
う
し
た
傾
向
自
体
は
、
何
も
近
代
国
家
の
み

に
備
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
以
来
の
国
家
の
発

展
と
は
、
国
家
に
よ
る
暴
力
の
独
占
化
・
専
門
化
・
合
理
化

が
進
展
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
近
代
の
主
権
国
家
に
よ
る

完
全
な
﹁
暴
力
の
独
占
﹂
と
は
、
そ
う
し
た
長
い
プ
ロ
セ
ス

の
末
に
結
実
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
国
家

組
織
の
発
展
に
よ
り
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
は
、
暴

力
を
自
ら
行
使
す
る
権
利
や
資
格
を
剝
奪
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る3

。
そ
れ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
は
、
そ
う
し
た
流
れ
に
ひ
た

す
ら
唯
々
諾
々
と
従
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
い
。
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
国
家
に
よ
る

支
配
を
容
認
せ
ず
、
独
自
の
共
同
体
形
成
の
原
理
や
、
暴
力

行
使
の
権
限
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
諸
団
体
が
存
在
し
続
け

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
き
わ
め
て
多
種
多
様
だ

が
、
義
賊
や
匪
賊
、
暴
力
団
、
秘
密
結
社
、
反
︵
非
︶
国
家

的
宗
教
結
社
な
ど
が
、
そ
れ
ら
に
相
当
す
る
。
古
代
か
ら
現

代
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
、
典
型
的
な
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
そ
の
よ
う
な
結
社
の
内
部
で
維
持
さ
れ
て
き
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
日
、
暴
力
的
な
結
社
と
し
て
特
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の

に
、
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
﹁
マ
フ
ィ
ア
﹂
や
、
中
国
の
﹁
幇パ

ン

﹂

が
あ
る
が4

、
例
え
ば
マ
フ
ィ
ア
に
加
入
す
る
際
に
は
、
次
の

よ
う
な
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
ま
ず
加
入
者
は
、﹁
血
の
掟
﹂
と

呼
ば
れ
る
、
組
織
に
お
い
て
厳
守
す
べ
き
ル
ー
ル
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
仲
間
を
守
れ
、
他
の
男
の
も
の
で

あ
る
女
を
望
む
な
、
組
織
の
秘
密
を
外
に
漏
ら
す
な
、
と
い

っ
た
内
容
で
あ
る
。
続
い
て
加
入
者
は
、
参
列
者
の
前
で
自

分
の
ボ
ス
と
な
る
人
物
を
選
ぶ
。
す
る
と
代
理
人
は
、
銃
を

撃
つ
際
の
利
き
手
を
彼
に
尋
ね
、
そ
の
手
に
針
を
刺
し
、
マ

フ
ィ
ア
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
母
の
絵
の
上
に
血
を
垂
ら
す
。

加
入
者
が
決
し
て
組
織
を
裏
切
ら
な
い
と
い
う
誓
い
の
言
葉

を
口
に
し
て
い
る
あ
い
だ
、
聖
な
る
絵
に
火
が
つ
け
ら
れ
、
メ

ン
バ
ー
の
手
か
ら
手
へ
と
回
さ
れ
る
。
そ
の
儀
礼
は
、
彼
ら

が
血
の
絆
で
結
ば
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
組
織

を
抜
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
加
入
者
の
血
が
流
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
あ
る
︵
ピ
エ
ル
サ
ン
テ
ィ
、
二
〇
〇
七
︶。

他
方
、
国
家
に
よ
る
暴
力
独
占
の
進
行
と
い
う
状
況
に
対

応
し
て
、
後
に
見
る
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
や
神
智
学
協
会
の
よ

う
に
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
を
純
粋
に
秘
教
的
・
精

神
的
な
も
の
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
諸
団
体
も
出
現
し
た
。

全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
未
開
社
会
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は

歴
史
の
過
程
に
お
い
て
、
左
図
の
よ
う
な
変
容
と
分
化
を
遂

げ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

反
国
家
的
暴
力
結
社
、
あ
る
い
は
秘
教
化
・
精
神
化
さ
れ

た
結
社
の
多
く
に
お
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
﹁
フ
ァ
ミ

リ
ー
﹂
や
﹁
ブ
ラ
ザ
ー
﹂
と
い
っ
た
疑
似
的
家
族
関
係
を
示

す
強
い
絆
で
結
ば
れ
る
こ
と
、
組
織
の
掟
が
一
般
社
会
の
法

に
優
越
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
結
社
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
こ
こ
で
は
特
に
、
オ

ウ
ム
真
理
教
と
の
類
似
性
や
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
三
つ

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

︵
1
︶
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
﹁
暗ア

サ
シ
ー
ニ
ー

殺
団
﹂

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
と
は
、
九
世
紀
頃
、
シ
ー
ア
派
か
ら

分
裂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
の
一
派
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
シ
ー
ア
派
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
尊
重
す

る
ス
ン
ナ
派
に
比
し
て
、﹁
イ
マ
ー
ム
︵
先
導
者
︶﹂
の
権
威

を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
に
お

い
て
イ
マ
ー
ム
は
、
神
と
同
等
の
存
在
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
は
一
一
世
紀
末
、
さ
ら
に
二
派
に
分
裂

し
、
そ
の
な
か
の
ニ
ザ
ー
ル
派
は
、
イ
ラ
ン
北
部
ア
ラ
ム
ー

ト
渓
谷
に
築
か
れ
た
城
砦
を
中
心
に
、
強
固
な
結
束
を
有
す

る
共
同
体
を
形
成
し
た
。
そ
の
頂
点
に
は
、
イ
マ
ー
ム
の
代

理
人
で
あ
る
﹁
最
高
伝
教
師
﹂
が
位
置
し
、
以
下
﹁
山
の
長

老
﹂
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
を
は
じ
め
と
す
る
階
級
組
織
が
設

け
ら
れ
た
。
同
派
へ
の
入
団
を
許
さ
れ
、
階
級
を
上
っ
て
ゆ

く
た
め
に
は
、
数
々
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
乗
り
越
え
、
教

義
の
秘
奥
に
通
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
教
義
は
、
古
代
末
期
の
秘
教
グ
ノ

ー
シ
ス
主
義
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
二
元
論
を
そ

の
特
色
と
し
、
さ
ら
に
ニ
ザ
ー
ル
派
は
そ
う
し
た
世
界
観
を

も
と
に
、
教
団
に
敵
対
す
る
人
物
を
次
々
に
暗
殺
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
い
わ
ゆ
る
﹁
暗ア

サ
シ
ー
ニ
ー

殺
団
﹂
の
伝
説
が

生
ま
れ
た
。﹃
東
方
見
聞
録
﹄
で
知
ら
れ
る
歴
史
家
の
マ
ル

イニシエーションの歴史的変容

未
開
社
会
の

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

国
家
に
よ
る
暴
力
の
独
占

＝
軍
事
行
動
の
組
織
化
・
合
理

化
・
即
物
化

反
国
家
的
暴
力
結
社
に
お
け
る

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

秘
教
化
・
精
神
化
さ
れ
た
結
社
に

お
け
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
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コ
・
ポ
ー
ロ
に
よ
れ
ば
、
ニ
ザ
ー
ル
派
は
ア
ラ
ム
ー
ト
渓
谷

に
美
し
い
庭
園
を
作
り
、
屈
強
な
若
者
を
見
つ
け
る
と
彼
を

薬
で
眠
ら
せ
、
そ
こ
に
運
び
入
れ
た
。
目
を
覚
ま
し
た
若
者

は
、
美
女
た
ち
に
よ
る
歓
待
を
受
け
、
そ
こ
を
真
実
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
で
あ
る
と
信
じ
込
む
よ
う
に
な
る
。
い
っ
た
ん
庭
園

で
の
生
活
を
送
る
と
、
世
俗
の
世
界
に
は
戻
れ
な
く
な
る
た

め
、
若
者
た
ち
は
﹁
山
の
長
老
﹂
の
指
令
に
盲
従
し
、
躊
躇

な
く
暗
殺
を
遂
行
し
た
と
い
う
。
後
に
は
、
若
者
に
与
え
ら

れ
た
薬
が
﹁
大ハ

シ
ー
シ麻
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
話
が
付
加
さ
れ
、
ニ

ザ
ー
ル
派
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、﹁
暗ア

サ
シ
ー
ニ
ー

殺
団
﹂
と
通
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
日
の
研
究
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、﹁
暗
殺
団
﹂
の
伝
説
は
、

同
派
の
教
義
や
世
界
観
と
相
容
れ
な
い
点
が
多
数
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
史
実
と
は
相
当
に
異
な
る
も
の
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
薬
物
が
長
い
歴
史
に
お
い
て
、
殺

人
や
戦
争
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
か
ら

鑑
み
れ
ば
、
ニ
ザ
ー
ル
派
も
ま
た
、
伝
説
の
出
所
に
な
り
う

る
よ
う
な
薬
物
と
の
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

︵
こ
の
項
は
岩
村
、
一
九
八
一
／
井
筒
、
一
九
九
二
を
参
照
︶。

︵
2
︶
白

び
ゃ
く

蓮れ
ん

教

白
蓮
教
と
は
、
南
宋
王
朝
初
期
の
僧
、
茅ぼ

う

子し

元げ
ん

が
創
始
し

た
、﹁
白
蓮
宗
﹂
に
由
来
す
る
民
間
宗
教
の
総
称
で
あ
る
。
茅

子
元
は
、
念
仏
な
ど
の
修
養
を
通
し
て
自
己
の
内
な
る
弥
陀

︵
本ほ
ん

性し
ょ
う

弥み

陀だ

︶
を
発
見
す
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
こ
う
し
た

信
仰
に
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡
っ
て
伝
え
ら
れ
た
マ
ニ
教
に

基
づ
く
二
元
論
が
付
加
さ
れ
、
現
在
の
世
界
は
闇
の
原
理
の

支
配
に
よ
っ
て
汚
辱
さ
れ
て
お
り
、
遠
か
ら
ず
破
局
を
迎
え
、

そ
の
後
に
本
来
的
な
光
の
世
界
が
回
復
さ
れ
る
と
い
う
歴
史

観
・
終
末
論
が
形
成
さ
れ
た
。
茅
子
元
の
白
蓮
宗
そ
の
も
の

は
、
短
期
間
の
う
ち
に
異
端
と
し
て
排
除
さ
れ
た
が
、
そ
の

理
念
は
清
代
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
継
承
さ
れ
、
多

く
の
宗
教
結
社
を
生
ん
だ
。
そ
れ
ら
は
研
究
者
の
あ
い
だ
で

﹁
白
蓮
教
系
民
間
宗
教
﹂
と
称
さ
れ
て
い
る
。

白
蓮
教
で
は
光
が
崇
拝
さ
れ
、
結
社
へ
の
加
入
の
際
に
は
、

火
を
用
い
た
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
例
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
新
入
教
徒
は
、
師
に
誓
願
を
立

て
、
決
し
て
教
え
に
背
か
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
す
る
と

教
主
は
、
彼
の
姓
名
を
紙
に
記
し
、
そ
れ
に
火
を
つ
け
て
燃

や
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
新
入
教
徒
は
、
光
の
世
界
に
存
在
す

る
真
実
の
﹁
家
﹂
の
一
員
と
な
っ
た
と
見
な
さ
れ
、
結
社
の

儀
礼
に
参
加
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
夜
に
行
わ
れ
る
そ

の
儀
礼
は
、
灯

と
も
し

火び

を
礼
拝
し
な
が
ら
鉦か

ね

・
鼓つ

づ
み
を
打
ち
鳴
ら
し
、

呪
文
や
経
典
を
詠
唱
し
続
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
信
者

た
ち
は
一
心
に
火
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
内
面

に
真
の
光
を
見
る
と
い
う
神
秘
体
験
に
誘
わ
れ
た
と
い
う
。

白
蓮
教
系
の
結
社
は
、
闇
の
世
界
の
終
焉
を
受
動
的
に
待

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
武
装
蜂
起
し
、
自
ら

の
手
で
現
体
制
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
。
白
蓮
教
の
乱
は
清

代
ま
で
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
に
、
元
末

に
起
こ
っ
た
﹁
紅こ

う

巾き
ん

の
乱
﹂
が
あ
る
。
こ
の
動
乱
で
は
、﹁
明

み
ょ
う

王お
う

﹂
を
名
乗
る
多
く
の
メ
シ
ア
的
人
物
が
現
れ
、
最
終
的
に

は
朱
元
璋
が
覇
権
を
掌
握
し
、
元
を
打
倒
し
て
明
を
創
始
す

る
こ
と
に
な
っ
た
︵
こ
の
項
は
山
田
、
一
九
九
八
を
参
照5

︶。

︵
3
︶
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
・
神
智
学
協
会

言
う
ま
で
も
な
く
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
は
、
自
ら
暴
力
を
行

使
し
よ
う
と
す
る
結
社
で
は
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ

れ
に
代
わ
っ
て
そ
の
内
部
で
は
、
秘
教
的
・
精
神
的
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
が
著
し
く
発
達
し
た
。
地
域
に
よ
っ
て

差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
に
は
、﹁
マ
ス
タ

ー
﹂
を
中
心
と
す
る
階
級
組
織
と
、﹁
ヒ
ラ
ム
・
ア
ビ
フ
﹂
の

神
話
に
基
づ
く
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
同

組
織
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ラ
ム
・
ア
ビ
フ
と
は
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
の

建
設
責
任
者
で
あ
り
、
メ
ー
ソ
ン
の
秘
密
を
守
る
た
め
に
殺

害
さ
れ
、
そ
の
後
に
復
活
を
遂
げ
た
と
い
う
。
そ
の
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
や
は
り
、﹁
死
と
復
活
﹂
を
主
な
モ
チ
ー
フ
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
が
普
及
す
る
と
、
そ
れ
に
倣
っ
た
い
く

つ
も
の
秘
教
的
・
オ
カ
ル
ト
的
結
社
が
登
場
し
て
き
た
。
ロ

シ
ア
の
霊
媒
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
夫
人
は
、
古
今
東
西
の
宗
教

思
想
を
融
合
さ
せ
た
教
義
を
作
り
上
げ
、
一
八
七
五
年
に
神

智
学
協
会
を
設
立
し
た
。
同
会
で
は
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
と
同

様
、﹁
マ
ス
タ
ー
︵
大
師
︶﹂
を
中
心
と
す
る
階
級
組
織
が
構

想
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
マ
ス
タ
ー
は
、
地
球
全
体
を

統
治
す
る
霊
的
・
超
人
的
存
在
に
ま
で
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
の
書
物
﹃
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ド
ク
ト
リ
ン
﹄

に
よ
れ
ば
、
人
間
の
霊
魂
は
宇
宙
的
進
化
の
途
上
に
あ
り
、
人

は
マ
ス
タ
ー
か
ら
隠
さ
れ
た
真
理
を
教
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
速
や
か
に
霊
性
の
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
一
八
七
九
年
、
神
智
学
協
会
の
本
部
が
イ
ン

ド
に
移
転
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
同
会
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
か
ら
の
影
響
を
色
濃
く
被
り
、
そ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
特
に
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ガ
の
技
法
が
重

視
さ
れ
た
︵
こ
の
項
は
吉
村
、
二
〇
一
〇
／
大
田
、
二
〇
一
三
を

参
照
︶。

5
お
わ
り
に

―
軍
事
訓
練
と
化
し
た
オ
ウ
ム
の「
修
行
」

オ
ウ
ム
に
お
け
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
変
遷

一
九
八
四
年
に
オ
ウ
ム
真
理
教
が
﹁
オ
ウ
ム
神
仙
の
会
﹂

と
い
う
ヨ
ー
ガ
団
体
と
し
て
出
発
し
た
頃
、
そ
の
目
的
は
主

に
、
ヨ
ー
ガ
の
修
行
に
よ
っ
て
個
々
人
の
霊
性
を
開
発
す
る

こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
団
体
の
活
動
が
進
展

す
る
に
つ
れ
、
オ
ウ
ム
は
そ
の
内
部
に
潜
む
暴
力
性
を
だ
ん
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だ
ん
と
露
呈
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
そ
の
軌
跡
を

詳
し
く
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
オ
ウ
ム
で
実
践
さ

れ
た
数
々
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
を
中
心
に
、
重
要

な
点
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
オ
ウ
ム
の
修
行
に
お

い
て
、
麻
原
彰
晃
が
信
者
に
施
す
﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
パ
ッ
ト
﹂

と
い
う
技
法
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
で
は
、
尾
骶
骨
に
眠
る
﹁
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
︵
螺
旋
︶﹂

と
い
う
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
覚
醒
さ
せ
る
必
要
性
が
説
か
れ

る
が
、
シ
ャ
ク
テ
ィ
パ
ッ
ト
と
は
、
麻
原
が
信
者
の
眉
間
に

親
指
を
押
し
当
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
か
ら
注
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
覚
醒
を
促
す
技
法
で
あ
る
。
初
期
の
オ
ウ

ム
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
秘
的
現
象
を
体
験
し
た

と
い
う
信
者
た
ち
が
多
数
現
れ
、
彼
ら
は
﹁
超
人
類
﹂
へ
の

道
を
歩
み
始
め
る
と
同
時
に
、
そ
こ
か
ら
麻
原
の
教
祖
化
・

神
格
化
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
麻
原
の
イ
ニ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
い
ち
早
く
通
過
し
た
信
者
が
﹁
大
師
﹂
の

地
位
を
認
め
ら
れ
、
教
団
幹
部
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

そ
し
て
オ
ウ
ム
は
、
八
八
年
に
富
士
山
総
本
部
道
場
の
建

設
を
計
画
し
、
そ
の
た
め
の
資
金
を
調
達
し
始
め
た
が
、
そ

の
際
に
一
〇
〇
万
円
以
上
を
献
金
し
た
信
者
に
対
し
て
は
、

﹁
血
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
が
施
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
そ
れ

は
、
麻
原
の
血
を
溶
か
し
た
液
体
を
飲
む
と
い
う
儀
礼
で
あ

り
、
信
者
の
霊
性
を
向
上
さ
せ
る
と
同
時
に
、
麻
原
と
信
者

の
一
体
感
を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
一
般
社
会
は
、
こ
れ
を
猟
奇
的
な
も
の
と
見
な
し
て
激
し

く
反
発
し
、
オ
ウ
ム
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
や
反
対
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
そ
の
騒
動
が
、
坂

本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
麻
原
は
、
こ
う
し
た
殺
害
行
為
を
﹁
ポ
ア
︵
魂
の

移
転
︶﹂
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
用
語
で
呼
び
、
救
済
の
た

め
に
不
可
欠
な
行
為
で
あ
る
と
正
当
化
し
た
。

九
〇
年
に
﹁
真
理
党
﹂
を
結
成
し
て
衆
議
院
総
選
挙
に
立

候
補
し
、
手
酷
い
敗
北
を
喫
し
た
後
、
オ
ウ
ム
は
本
格
的
な

武
装
闘
争
に
路
線
を
転
換
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
一
部
の

幹
部
た
ち
が
﹁
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
﹂
と
い
う
名
称
の

も
と
で
各
種
の
兵
器
開
発
に
携
わ
る
一
方
、
多
く
の
信
者
に

対
し
て
は
、
彼
ら
を
オ
ウ
ム
の
た
め
に
闘
う
﹁
戦
士
﹂
と
し

て
育
成
す
る
た
め
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
施
さ
れ
て
い
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
麻
原
の
脳
波
を
そ
の
ま
ま
移
植
す
る
こ
と

を
謳
っ
た
﹁
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
サ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
人
が
死
亡
す
る
シ
ー
ン
を
集
め
た
映
像
を
見

せ
続
け
る
﹁
バ
ル
ド
ー
の
導
き
﹂、
L
S
D
の
入
っ
た
溶
液

を
飲
み
、
迅
速
に
神
秘
的
現
象
を
体
験
さ
せ
る
﹁
キ
リ
ス
ト

の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
末
期

に
お
い
て
は
、
三
泊
四
日
の
日
程
で
の
野
外
訓
練
、
モ
デ
ル

ガ
ン
を
用
い
た
武
器
の
講
義
や
サ
バ
イ
バ
ル
・
ゲ
ー
ム
な
ど
、

直
接
的
な
軍
事
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

危
険
な
概
念
を
弄
ん
だ
オ
ウ
ム
と
宗
教
学
者

こ
れ
ま
で
の
長
い
人
類
史
に
お
い
て
、
若
者
が
自
分
の
共

同
体
を
守
る
た
め
に
戦
う
技
法
を
修
得
す
る
と
い
う
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
契
機
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
し
て
存

在
し
て
き
た
。
そ
れ
は
若
者
に
と
っ
て
、
一
人
の
成
人
と
し

て
の
責
任
を
課
さ
れ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
生
死
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
る
機
会
を
も
提
供
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
家
に

よ
る
﹁
暴
力
の
独
占
﹂
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
一
般

市
民
の
手
か
ら
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
平
和
国
家
へ
の
道
を
歩
み
、
憲
法
上

は
国
家
に
よ
る
軍
事
力
の
行
使
さ
え
放
棄
し
た
日
本
に
お
い

て
、
暴
力
性
の
剝
奪
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
つ
の
極
点
に
達
し

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も
な

く
そ
う
し
た
事
態
は
、
否
定
的
に
の
み
捉
え
る
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
そ
の
影
響
と
し
て
、
若
者
が
生
と
死
の
リ

ア
ル
な
姿
に
向
き
合
う
機
会
が
失
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

も
、
無
視
し
得
な
い
事
実
で
あ
る
。

オ
ウ
ム
真
理
教
を
そ
の
根
底
で
駆
動
さ
せ
て
い
た
の
は
、

﹁
人
が
死
ぬ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
﹂
と
い
う
、
単
純
に
し
て

難
解
な
問
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
は
そ
の
同
じ
問
い
に
、
二

〇
世
紀
の
宗
教
学
も
ま
た
取
り
憑
か
れ
て
い
た
。
結
果
的
に

両
者
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
本
来
は
危
険
な
概
念

を
不
用
意
に
弄
び
、
そ
こ
に
潜
ん
で
い
た
暴
力
性
を
噴
出
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
、
そ
し
て
社
会
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注1
　
マ
サ
イ
族
の
儀
礼
や
階
級
組
織
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
カ
ン

︵
一
九
八
九
︶
や
レ
ク
ト
ン
︵
二
〇
〇
六
︶
に
詳
し
い
。

2
　
エ
リ
ア
ー
デ
は
論
文
﹁
ダ
ー
キ
ア
人
と
狼
﹂
に
お
い
て
、
狼

と
い
う
表
象
と
軍
事
的
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
を
論
じ

て
い
る
︵
エ
リ
ア
ー
デ
、
一
九
七
六
︶。
そ
の
テ
ー
マ
に
関

し
て
若
者
論
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
村
瀬
学
︵
二
〇
〇
〇
︶

を
も
参
照
。

3
　
ゆ
え
に
、
国
家
か
ら
の
そ
う
し
た
干
渉
に
よ
っ
て
、
未
開
社

会
の
制
度
や
儀
礼
が
根
本
的
に
変
質
し
て
い
る
可
能
性
を
考

慮
に
入
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
リ
ー
ド
︵
一
九

八
八
︶
に
は
、
ケ
ニ
ア
政
府
か
ら
の
制
約
に
よ
り
、
マ
サ
イ

の
戦
士
階
級
が
徐
々
に
自
主
的
な
暴
力
性
を
剝
奪
さ
れ
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。

4
　
幇
と
い
う
組
織
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
学
︵
二
〇
〇

一
︶
の
内
容
が
興
味
深
い
。

5
　
麻
原
彰
晃
も
ま
た
、
白
蓮
教
と
オ
ウ
ム
真
理
教
の
あ
い
だ
に

類
似
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
ら
し
く
、
朱
元
璋
を
自
ら
の
前

世
の
一
つ
と
称
し
、
一
九
九
四
年
二
月
に
は
、
教
団
幹
部
を

引
き
連
れ
て
朱
元
璋
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
中
国
ツ
ア
ー
に
出

向
い
て
い
る
。
麻
原
は
そ
の
際
、
近
く
自
分
が
﹁
日
本
の

王
﹂
に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
れ
に
よ
り
教
団
活
動
の
過

68

第二部 ❖負の感情とその処理法



激
化
が
速
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
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ム
真
理
教
の
精
神
史

︱
ロ
マ

ン
主
義
・
全
体
主
義
・
原
理
主
義
﹄
春
秋
社
。

大
田
俊
寛
︵
二
〇
一
三
︶﹃
現
代
オ
カ
ル
ト
の
根
源

︱
霊
性
進

化
論
の
光
と
闇
﹄
ち
く
ま
新
書
。

シ
ル
ヴ
ィ
オ
・
ピ
エ
ル
サ
ン
テ
ィ
︵
二
〇
〇
七
︶
朝
田
今
日
子
訳

﹃
イ
タ
リ
ア
・
マ
フ
ィ
ア
﹄
ち
く
ま
新
書
。

デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ド
︵
一
九
八
八
︶
寺
田
鴻
訳
﹃
マ
サ
イ
族

の
少
年
と
遊
ん
だ
日
々
﹄
ど
う
ぶ
つ
社
。

島
田
裕
巳
︵
一
九
九
三
︶﹃
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
宗
教

学
﹄
ち
く
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︵
二
〇
〇
八
年
﹃
私
の
宗
教
入
門
﹄

ち
く
ま
文
庫
と
し
て
再
刊
︶。

島
田
裕
巳
︵
二
〇
〇
二
︶﹃
カ
ル
ロ
ス
・
カ
ス
タ
ネ
ダ
﹄
ち
く
ま

学
芸
文
庫
。

山
田
賢
︵
一
九
九
八
︶﹃
中
国
の
秘
密
結
社
﹄
講
談
社
選
書
メ
チ

エ
。

米
本
和
広
︵
二
〇
〇
七
︶﹃
洗
脳
の
楽
園

︱
ヤ
マ
ギ
シ
会
と
い

う
悲
劇
﹄︵
新
装
版
︶
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
。

吉
村
正
和
︵
二
〇
一
〇
︶﹃
図
説 

フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
﹄
河
出
書
房

新
社
。
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は
じ
め
に

心
理
療
法
を
自
ら
受
け
に
訪
れ
て
き
た
り
、
あ
る
い
は
誰

か
に
リ
フ
ァ
ー
さ
れ
て
や
っ
て
き
た
り
す
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

は
、
何
ら
か
の
形
で
否
定
的
な
も
の
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ

は
学
校
や
職
場
に
行
け
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
う
つ

状
態
や
強
迫
症
状
で
あ
っ
た
り
す
る
。
あ
る
い
は
統
合
失
調

症
を
発
症
し
た
り
、
重
い
身
体
的
な
病
気
に
な
っ
た
り
、
時

に
は
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
災
害
や
事
故
に
遭
っ
た
り
す

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
は
、
当
人
に
は
自
分
に
襲
い
か
か
っ
て

き
た
計
り
知
れ
な
い
暴
力
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
れ
ら
は
時
に
は
自
分
の
生
活
史
や
、
自
分
の
心

理
か
ら
あ
る
程
度
は
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
自
身
に
は
ま
っ
た
く
気
づ
か
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
心
理
療
法
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
そ

れ
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
思
春
期
に
急
に

統
合
失
調
症
が
発
症
し
た
り
、
あ
る
い
は
突
然
に
膠
原
病
な

ど
の
自
己
免
疫
疾
患
に
罹
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
事
故
や
災
害

に
遭
遇
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
は
、
ま
っ
た
く
わ
け
の
わ
か

ら
な
い
暴
力
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で

心
理
療
法
が
関
わ
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
、
ま
さ
に
霊
的
暴
力

に
直
面
し
て
お
り
、
心
理
療
法
と
は
霊
的
な
暴
力
の
浄
化
に

他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

1
霊
的
暴
力
と
前
近
代
の
癒
し

こ
こ
で
心
理
療
法
に
お
い
て
直
面
す
る
も
の
を
霊
的
暴
力

と
名
づ
け
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
確
か
に
心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
不
運
だ
っ
た
り
不
幸
だ
っ
た
り
す
る
人
生
を
お
く
っ
て

き
た
人
に
会
う
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
霊
的
暴
力

に
よ
る
と
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
単
に
生
育

環
境
が
悪
か
っ
た
り
、
そ
の
人
の
生
き
方
に
問
題
が
あ
っ
た

り
、
あ
る
い
は
運
が
悪
か
っ
た
り
す
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

現
代
の
心
理
療
法
は
あ
ま
り
霊
的
暴
力
に
よ
る
と
は
考
え

な
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
前
近
代
の
癒
し
の
技
法
で
は
、
霊

的
暴
力
に
よ
っ
て
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
り
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
平
安
時
代
に
九

州
の
太
宰
府
に
流
さ
れ
、
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
菅
原

道
真
の
怨
霊
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ
た
り
、
落
雷
に
当
た
っ

た
り
し
て
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
人
は
、
藤
原
時
平
を
は
じ

め
と
し
て
歴
史
上
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
前
近
代
の
世
界
観

で
は
、
悪
霊
や
動
物
霊
に
よ
っ
て
病
気
に
な
る
と
い
う
考
え

方
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
て1

、
そ
れ
に
は
現
代
の
医
学

か
ら
す
る
と
身
体
の
病
も
こ
こ
ろ
の
病
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
近
代
の
心
理
療
法
の
よ
う
に
こ
こ
ろ
を
個
人
で
閉
じ
ら

れ
た
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
考
え
て
い
ず
に
、
こ
こ
ろ
を

他
者
、
共
同
体
、
自
然
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
死
者
も
含
ん
だ
オ

ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る2

。

そ
の
意
味
で
、
こ
こ
ろ
の
病
と
、
霊
的
暴
力
は
密
接
な
関
係

が
あ
っ
た
。
恨
み
や
強
い
想
い
を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
死
者

の
霊
が
舞
っ
て
、
美
的
に
成
就
さ
れ
る
の
を
諸
国
一
見
の
僧

が
見
守
る
と
い
う
能
は
、
ま
さ
に
霊
的
暴
力
を
浄
化
さ
せ
る

た
め
の
仕
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
現
代
の
心
理
療
法
は
、
こ
こ
ろ
を
個
人
の

中
に
閉
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

心
理
療
法
に
お
け
る
暴
力
の
浄
化
と
そ
の
危
険

―
ユ
ン
グ
の
体
験
か
ら

河
合
俊
雄

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
ユ
ン
グ
研
究

第
二
部
❖
負
の
感
情
と
そ
の
処
理
法
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説
明
し
た
り
、
対
処
の
仕
方
を
考
え
た
り
し
よ
う
と
す
る
。
誰

か
が
、
菅
原
道
真
の
怨
霊
が
枕
元
に
立
つ
の
を
見
た
と
報
告

し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
そ
の
人
の
投
影
で
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
精
神
病
的
な
幻
覚
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
た

と
え
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
象
徴
的
意
味
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
そ
の
人
の
父
親
像
や
、
精
神
的
な
厳
し
さ
や
、
そ
れ
に

直
面
し
て
の
不
安
が
現
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
代
の
多
く
の
心
理
療
法
に
お
い
て
、
霊
的

暴
力
な
ど
と
い
う
考
え
方
は
も
は
や
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

2
個
人
的
暴
力
と
霊
的
暴
力

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
や
災
害
を
霊
的
暴
力
の
結
果
と
し
て
捉

え
た
前
近
代
の
世
界
観
と
は
異
な
っ
て
、
近
代
の
心
理
療
法

は
問
題
を
生
育
史
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
個
人
の
中

の
要
因
に
帰
趨
さ
せ
る
。
し
か
し
す
べ
て
の
心
理
的
な
問
題

や
葛
藤
を
個
人
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
正

し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
東
日
本
大
震
災
の
後

で
、
身
内
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
や
、
そ
も
そ

も
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
の
に
自
分
が
生
き
延
び
た
こ
と

に
対
し
て
、
強
い
罪
悪
感
を
覚
え
て
苦
し
む
人
が
多
く
見
ら

れ
た
。
そ
れ
は
自
分
に
引
き
つ
け
て
捉
え
す
ぎ
る
と
い
う
、
そ

の
人
の
あ
る
種
の
神
経
症
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
個
人
を
超
え
た
地
震
の
よ
う
な

暴
力
に
対
し
て
、
個
人
で
そ
れ
を
引
き
受
け
よ
う
と
し
す
ぎ

る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
う
ち
に
、

多
く
の
被
災
者
は
驚
く
ほ
ど
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
そ
の
も
の
に

は
関
わ
ら
ず
に
、
ケ
ア
や
心
理
療
法
の
過
程
で
は
家
族
関
係

や
自
分
自
身
の
心
理
的
成
長
な
ど
の
、
個
人
的
な
問
題
に
焦

点
を
当
て
て
い
っ
て
心
理
的
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か

っ
た3

。
む
し
ろ
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
や
ト
ラ
ウ
マ
に
こ
だ
わ
る

人
は
、
な
か
な
か
回
復
し
な
い
。
通
常
の
心
理
療
法
と
い
う

の
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
こ
こ
ろ
を
前
提
に

し
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
的
な
問
題
に
主
に
関
わ
る
よ
う
に

特
化
し
て
い
て
、
個
人
を
超
え
る
こ
と
に
対
応
し
に
く
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
心
理
療
法
と
は
、
た
と
え

個
人
を
超
え
る
よ
う
な
霊
的
暴
力
が
働
い
て
い
る
と
き
で
さ

え
も
、
そ
れ
を
個
人
的
な
問
題
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
さ
に
こ
の
個
人
を
超
え
る
次
元
を
問
題
に
し
た
の
が
集

合
的
無
意
識
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
た
ユ
ン
グ
で
あ
る
。

前
近
代
の
癒
し
は
、
共
同
体
や
異
界
に
ま
で
広
が
る
こ
こ
ろ

を
前
提
に
し
て
い
た
。
現
代
に
お
い
て
も
、
社
会
全
体
や
死

者
に
関
わ
る
よ
う
な
課
題
に
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
こ
こ
ろ
の
理
解
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
か
な
ろ
う

か
。
そ
し
て
す
ぐ
れ
た
芸
術
、
宗
教
な
ど
は
、
い
わ
ば
オ
ー

プ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
こ
こ
ろ
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
心
理
療
法
に
お
い
て
も
、
霊

的
暴
力
に
関
わ
る
場
合
も
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
心
理
療
法
に
お
い
て
は
、
個
人
的
な
暴
力
と
霊

的
暴
力
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
で
は
心
理
療

法
に
お
い
て
、
霊
的
暴
力
に
関
わ
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
実
際
の
心
理
療
法
の
例
か
ら
で
は
な
く
て
、
ユ

ン
グ
自
身
の
体
験
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ

は
ユ
ン
グ
の
体
験
し
た
二
つ
の
精
神
的
危
機
に
基
づ
く
。
正

確
に
言
う
と
ユ
ン
グ
に
は
三
つ
の
精
神
的
危
機
が
あ
る
。
し

か
し
一
つ
め
の
危
機
は
、
ユ
ン
グ
が
一
二
歳
の
と
き
に
な
っ

た
不
登
校
で
、こ
れ
は
非
常
に
個
人
的
な
も
の
と
言
え
る
。
そ

れ
に
対
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
陥
っ
た
精
神
的
危
機
と
、

七
〇
歳
前
の
と
き
の
臨
死
体
験
は
、
霊
的
暴
力
に
関
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
第
一
次
世
界
大
戦
と『
赤
の
書
』

ユ
ン
グ
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
精
神
的
危
機
に
陥
る
。

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
に
精
神
的
な
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
き
て

い
た
ユ
ン
グ
に
、
一
九
一
三
年
一
〇
月
に
一
人
で
列
車
に
乗

っ
て
い
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
襲
っ
て
く
る
。

﹁
北
海
と
ア
ル
プ
ス
の
間
の
北
方
で
低
地
の
国
々
全
て
が
、
途

方
も
な
い
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
の
を
見
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ロ
シ
ア
ま
で
、
北
海
の
海
岸
か
ら
ほ

と
ん
ど
ア
ル
プ
ス
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
大
波
が
黄
色
く
泡

立
ち
、
瓦
礫
と
無
数
の
死
体
が
浮
い
て
い
る
の
が
見
え
た
﹂

︵﹃
赤
の
書
﹄
二
三
七
頁
／
﹃
テ
キ
ス
ト
版
﹄
一
四
二
頁4

︶ 。
こ
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
二
時
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
ユ
ン
グ
は
混
乱

し
て
気
分
が
悪
く
な
る
。
そ
れ
か
ら
二
週
間
た
っ
て
、
同
じ

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
再
び
襲
っ
て
く
る
。
ユ
ン
グ
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。﹁
私
は
疲
れ
果
て
、
混
乱
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

自
分
の
精
神
が
病
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
と
思
っ
た
﹂。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
、
ユ
ン
グ
は
自
分
が
精
神
病
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
が
、
翌
年
八
月
一
日
の

第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
を
知
っ
て
安
心
す
る
。
つ
ま
り
ユ

ン
グ
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
精
神
的
な
混
乱
は
、
自
分
自
身

の
病
理
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
世
界
の
霊
的
暴

力
に
よ
る
と
い
う
解
釈
な
の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
自
体
が
現
代
の
心
理
学
か
ら
す
る
と
妄
想
と
み

な
さ
れ
か
ね
な
い
け
れ
ど
も
、
ユ
ン
グ
は
そ
の
後
ア
ク
テ
ィ

ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
無
意
識
の
イ
メ
ー

ジ
像
を
積
極
的
に
想
起
し
て
そ
れ
と
対
話
を
し
て
い
く
方
法

に
よ
っ
て
、
無
意
識
と
の
対
決
や
統
合
を
進
め
て
い
く
。
そ

の
結
果
を
記
録
し
た
も
の
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
の
が
﹃
赤

の
書
﹄
で
あ
る
。
そ
の
過
程
は
、
確
立
さ
れ
た
自
我
意
識
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
神
話
的
な
像
で
表
現
さ
れ
る
無
意
識
と
関
係
を
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作
っ
て
い
く
、
こ
こ
ろ
の
中
の
統
合
作
業
と
言
え
よ
う
。
そ

れ
は
四
〇
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
ユ
ン
グ
が
、
こ
れ
ま
で

現
実
世
界
で
成
し
遂
げ
て
き
た
地
位
や
価
値
を
一
度
否
定
し

て
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
内
容
的
に
は
い
か
に
印
象
的
で
神
話

的
な
、
個
人
を
超
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
て
い
て
も
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
霊
的
暴
力
に

直
接
に
は
関
係
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
生
活

に
お
い
て
も
、
ユ
ン
グ
は
昼
の
間
に
は
家
族
と
の
生
活
や
自

分
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
面
接
に
従
事
し
て
い
て
、
夜
に
だ

け
書
斎
で
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
記
録

を
行
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
こ
と
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
﹃
赤
の
書
﹄
を
通
じ
て

の
ユ
ン
グ
の
無
意
識
と
の
対
決
は
、
霊
的
暴
力
に
襲
わ
れ
な

が
ら
、
そ
れ
と
個
人
的
な
部
分
と
を
区
別
し
て
扱
っ
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
震
災
後
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
同
じ
よ

う
に
、
個
人
を
超
え
た
災
害
や
悲
劇
と
個
人
、
あ
る
い
は
霊

的
暴
力
と
個
人
的
な
暴
力
を
区
別
す
る
こ
と
は
こ
こ
ろ
の
健

康
の
た
め
に
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

﹃
赤
の
書
﹄
は
、
一
九
一
五
年
に
﹁
第
一
の
書
﹂
と
﹁
第
二

の
書
﹂
と
が
書
か
れ
、
一
応
完
結
し
て
い
た
。
し
か
し
ユ
ン

グ
に
は
そ
れ
で
立
ち
止
ま
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
一
六
年
に
、
ユ
ン
グ
の
自
宅
玄
関
の
ベ
ル
が
鳴
り
止
ま

な
く
な
り
、
家
中
に
霊
が
満
ち
る
と
い
う
不
思
議
な
こ
と
が

起
こ
る
。
そ
れ
を
元
に
書
か
れ
た
の
が
﹁
死
者
へ
の
七
つ
の

語
ら
い
﹂
で
、
こ
れ
は
自
費
出
版
さ
れ
、
さ
ら
に
死
後
に
出

版
さ
れ
た
﹃
ユ
ン
グ
自
伝
﹄
に
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
そ

し
て
ユ
ン
グ
は
一
九
一
七
年
に
、
一
九
一
三
年
四
月
か
ら
一

九
一
六
年
に
至
る
ま
で
の
こ
と
を
、﹁
死
者
へ
の
七
つ
の
語
ら

い
﹂
も
取
り
入
れ
て
、﹁
試
練
﹂
と
し
て
書
く
。
こ
れ
が
二
〇

〇
九
年
の
﹃
赤
の
書
﹄
の
出
版
に
際
し
て
、
い
わ
ば
第
三
部

と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
の
家
を
訪
れ
て
き
た
と
し
て
体
験
さ
れ
た
死
者
た

ち
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
生
じ
た
未
曾
有
の
死
者

が
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
後
も
、

多
く
の
死
者
や
行
方
不
明
者
は
、
大
き
な
悲
し
み
と
関
心
を

引
き
起
こ
し
、
幽
霊
な
ど
の
現
象
も
多
く
報
告
さ
れ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
ユ
ン
グ
は
、
自
分
を
精
神
的
危
機
と
し

て
襲
っ
て
き
た
霊
的
暴
力
と
自
分
の
個
人
的
な
こ
と
を
い
っ

た
ん
は
分
離
す
る
こ
と
で
﹃
赤
の
書
﹄
に
書
か
れ
て
い
る
心

理
学
的
な
作
業
を
行
っ
た
け
れ
ど
も
、
霊
的
暴
力
は
死
者
た

ち
と
し
て
戻
っ
て
き
て
、
ユ
ン
グ
に
鎮
魂
の
作
業
を
求
め
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ユ
ン
グ
の
家
族
た
ち
も
死
者
た
ち
の
存
在

を
感
じ
、
ベ
ル
の
鳴
り
響
く
の
を
聞
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
は

も
は
や
ユ
ン
グ
個
人
の
中
に
閉
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
の

人
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

死
者
た
ち
に
対
し
て
、
ユ
ン
グ
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
は

じ
ま
る
説
教
を
行
う
。﹁
聞
け
。
私
は
無
か
ら
説
き
起
こ
そ
う
。

無
は
充
溢
と
等
し
い
。
無
限
の
中
で
は
、
一
杯
な
の
は
空
と

同
じ
だ
。
無
は
空
で
あ
り
一
杯
で
あ
る
。
無
に
つ
い
て
…
…
﹂

︵﹃
赤
の
書
﹄
三
八
七
頁
／
﹃
テ
キ
ス
ト
版
﹄
五
九
二
頁
︶。
七
夜

に
わ
た
っ
た
説
教
が
終
わ
っ
た
後
、
死
者
た
ち
は
浄
化
さ
れ

て
消
え
て
い
く
。
こ
れ
は
ま
さ
に
霊
的
暴
力
に
対
す
る
鎮
魂

の
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、﹃
赤
の
書
﹄
の
第
一
部
と
第
二
部
は

個
人
的
な
こ
こ
ろ
の
統
合
過
程
を
心
理
学
的
に
描
い
た
も
の

と
も
、
個
人
的
な
修
行
過
程
と
も
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

第
三
部
は
霊
的
暴
力
と
の
対
決
と
、
そ
れ
の
浄
化
が
描
か
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

C・G・ユング『赤の書』　ユング直筆のカリグラフィーの文字による文章と、ユング自身が描いた81点の極彩色の絵が収められている（C・G・ユング『赤の書』
創元社より）
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4
第
二
次
世
界
大
戦
と
臨
死
体
験

一
九
四
四
年
の
は
じ
め
に
、
ユ
ン
グ
は
心
筋
梗
塞
に
続
い

て
足
を
骨
折
す
る
こ
と
に
な
り
、
意
識
喪
失
の
う
ち
に
臨
死

体
験
を
す
る
。
そ
の
こ
と
は
﹃
ユ
ン
グ
自
伝5

﹄
の
﹁
幻
像
﹂

の
章
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の

は
、
こ
の
年
号
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
第
二
次
世
界
大
戦

が
終
局
に
向
か
お
う
と
し
て
い
た
頃
で
、
大
戦
が
も
た
ら
し

た
霊
的
暴
力
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。﹃
赤
の
書
﹄
に

記
録
さ
れ
た
中
年
期
の
精
神
的
危
機
も
、
こ
の
七
〇
歳
近
く

に
な
っ
て
死
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
て
の
臨
死
体
験
も
、
二

つ
の
世
界
大
戦
と
重
な
っ
た
の
は
単
な
る
偶
然
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
ユ
ン
グ
に
他
の
時
期
に
は
な
い
強
烈
な
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
時
代
の
霊
的
暴
力
と
無
関
係
と

は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
は
﹁
夢
を
み
て
い
る
の
か
、
忘
我
の
陶
酔
の
な
か

に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
﹂
と
し
て
い
る
。﹁
私
は
宇
宙

の
高
み
に
登
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
は
る
か
下
に
は
、
青

い
光
の
輝
く
な
か
に
地
球
の
浮
か
ん
で
い
る
の
が
み
え
、
そ

こ
に
は
紺
碧
の
海
と
諸
大
陸
が
み
え
て
い
た
。
脚
下
は
る
か

か
な
た
に
は
セ
イ
ロ
ン
が
あ
り
、
は
る
か
前
方
は
イ
ン
ド
半

島
で
あ
っ
た
。
私
の
視
野
の
な
か
に
地
球
全
体
は
入
ら
な
か

っ
た
が
、
地
球
の
球
形
は
く
っ
き
り
と
浮
か
び
、
そ
の
輪
郭

は
す
ば
ら
し
い
青
光
に
照
ら
し
だ
さ
れ
て
、
銀
色
の
光
に
輝

い
て
い
た
﹂。

臨
死
体
験
で
は
、
よ
く
手
術
室
の
上
の
ほ
う
か
ら
、
幽
体

離
脱
し
て
自
分
の
身
体
を
見
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
自
分
の
身
体
と
そ
れ
を
見
る
視
点
と
い

う
関
係
や
ス
ケ
ー
ル
で
は
な
い
。
ま
さ
に
地
球
規
模
の
こ
と

が
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
問
題
な
の
は
ユ
ン
グ
の
身
体
な
の

で
は
な
く
て
、
地
球
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ユ
ン
グ
の
生

死
で
は
な
く
て
、
地
球
の
生
死
、
地
球
の
存
亡
が
か
か
っ
て

い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
霊
的
暴
力
は
、
そ
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
こ
こ
で
は
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
の
よ
う
な
、
多
く
の
救
い
を
求

め
る
死
者
た
ち
の
声
を
聞
け
る
よ
う
な
、
い
か
に
悲
惨
な
も

の
で
あ
っ
て
も
ま
だ
人
間
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
も
っ
と
非
人
間
的
で
、
抽
象
的
な
滅
亡
で
あ
る
。
広
島
、
長

崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
町
を
破
壊
し
尽
く
し

た
。
こ
れ
は
美
し
い
地
球
自
体
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
ユ
ン
グ
の
死
で
は
な
く
て
、
霊
的
暴
力
に

襲
わ
れ
て
い
る
地
球
の
死
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
地
球
を
眺
め
て
か
ら
ユ
ン
グ
が
向
き
を
変
え
る

と
、﹁
ほ
ん
の
少
し
離
れ
た
空
間
に
、
隕
石
の
よ
う
な
、
真
黒

の
石
塊
が
み
え
た
﹂
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
入
口
が
あ
っ
て
、

ユ
ン
グ
は
中
に
入
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
通
じ
る
階
段
へ
近
づ

い
た
と
き
に
す
べ
て
が
脱
落
し
て
い
く
。﹁
私
が
目
標
と
し
た

も
の
、
希
望
し
た
も
の
、
思
考
し
た
も
の
す
べ
て
、
ま
た
地

上
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
も
の
が
、
走
馬
灯
の
絵
の
よ
う
に

私
か
ら
消
え
去
り
、
離
脱
し
て
い
っ
た
﹂。
そ
れ
は
ユ
ン
グ
に

貧
し
い
思
い
も
さ
せ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
非
常
に
満
た
さ

れ
た
思
い
も
抱
か
せ
た
。
そ
し
て
黒
い
石
の
礼
拝
堂
の
中
に

入
る
と
、
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
の
多
く
の
疑
問
に
対
す
る

解
答
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。

宇
宙
に
浮
か
ぶ
黒
い
石
の
中
に
あ
る
礼
拝
堂
は
、
ユ
ン
グ

に
と
っ
て
の
異
世
界
、
死
後
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
入

る
た
め
に
ユ
ン
グ
は
い
わ
ば
現
世
を
離
脱
し
て
い
く
。﹁
死
者

へ
の
七
つ
の
語
ら
い
﹂
に
お
い
て
、﹁
無
は
充
溢
と
等
し
い
﹂

と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
も
無
で
あ
っ
て
同
時
に

満
た
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
の
礼
拝
堂
に
入
る
と
、

自
分
の
人
生
に
つ
い
て
の
答
え
が
見
つ
か
る
は
ず
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
地
球
規
模
の
話
が
、
再
び
個
人
的
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
感
じ
ら
れ
る
。

ユ
ン
グ
が
、
自
分
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
の
解
決
が
見
つ
か

り
、
出
会
い
た
か
っ
た
人
に
会
え
る
と
い
う
思
い
に
ふ
け
っ

て
い
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
向
か
ら
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
、
主
治
医
の
H
博
士
が
、
黄
金
の

鎖
か
月
桂
冠
で
作
ら
れ
た
似
姿
と
し
て
、
コ
ス
の
王
と
し
て

や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
博
士
は
﹁
私
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

る
た
め
に
、
地
球
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
て
、
私
が
こ
の
世
か

ら
立
ち
去
る
こ
と
に
は
、
異
議
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
﹂。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
と
た
ん
に
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
消

え
て
し
ま
う
。
ユ
ン
グ
は
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
非
常
に
落
胆

す
る
。
も
う
一
度
生
き
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
ま
で
に
三
週

間
か
か
っ
た
と
い
う
。

ユ
ン
グ
は
、
主
治
医
が
自
分
を
こ
の
世
に
連
れ
も
ど
し
た

こ
と
に
激
し
い
反
発
を
覚
え
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
主
治
医

の
こ
と
が
気
が
か
り
で
、﹁
私
の
身
代
わ
り
に
死
ぬ
に
違
い
な

い
と
い
う
恐
ろ
し
い
想
い
が
、
突
然
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
﹂。

ユ
ン
グ
の
心
配
は
現
実
に
な
り
、
ユ
ン
グ
が
病
気
に
な
っ
て

は
じ
め
て
、
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
一
九
四

四
年
四
月
四
日
に
、
こ
の
H
博
士
は
病
床
に
臥
し
て
、
二
度

と
起
き
上
が
る
こ
と
が
な
く
、
間
も
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
途
方
も
な
い
地
球
規
模
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
宇
宙
規
模
で
は
じ
ま
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
地
球

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
破
滅
的
な
霊
的
暴
力
で
脅
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
呼
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
病
気
の
身
体
を
上
か
ら
見
る
な
ど
と
い
う
個
人
的

な
生
死
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
ユ

ン
グ
の
見
つ
け
た
黒
い
石
に
あ
る
礼
拝
堂
は
、
地
球
に
と
っ

て
の
新
し
い
教
会
や
浄
土
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
確
か
に
﹁
私
あ
る
い
は
私
の
生
涯
が
ど

の
よ
う
な
歴
史
的
関
連
の
な
か
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
﹂

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
も
の
が
問
題
に
な
っ
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て
い
る
け
れ
ど
も
、
ユ
ン
グ
個
人
に
よ
り
焦
点
が
当
た
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
ユ
ン
グ
の
個
人
的

身
体
の
主
治
医
が
現
れ
て
、
ユ
ン
グ
の
生
命
は
救
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

ユ
ン
グ
の
臨
死
体
験
は
、
現
代
に
お
い
て
霊
的
暴
力
に
向

き
合
う
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
一
つ
に
は
そ
れ
は
地
球
規
模
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

宇
宙
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、

世
界
の
次
元
と
個
人
の
次
元
の
差
異
が
生
じ
て
く
る
。
後
半

は
ユ
ン
グ
個
人
の
話
が
中
心
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

そ
の
せ
い
か
主
治
医
が
登
場
す
る
。

こ
れ
を
た
と
え
ば
明
恵
の
体
験
と
比
べ
て
み
る
と
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
明
恵
は
晩
年
に
、﹁
身
心
凝
然
﹂
と
し
て
い
る
夢

を
見
て
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。﹃
夢

記
﹄
に
あ
る
原
文
で
は
な
く
て
、
河
合
隼
雄
の
エ
ラ
ノ
ス
講

演
集
に
あ
る
現
代
文
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

空
か
ら
ガ
ラ
ス
の
空
洞
の
筒
が
自
分
に
向
か
っ
て
降
り

て
き
た
。
そ
の
端
を
つ
か
む
と
、
誰
か
が
そ
れ
を
引
っ
張

っ
て
私
を
空
中
に
引
き
上
げ
る
。
私
は
兜
率
天
︵
弥
勒
菩

薩
が
説
法
す
る
と
こ
ろ
︶
に
達
し
た
と
思
っ
た
。
筒
の
先
に

は
宝
珠
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
浄
い
水
が
流
れ
出
て
、
私
の

体
に
く
ま
な
く
注
が
れ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
自
分
の
実
際

の
身
体
を
見
よ
う
と
思
っ
た
。
突
然
に
私
の
顔
は
一
点
の

曇
り
も
な
い
鏡
と
な
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
と
全
身
が
鏡
と
な

っ
て
、
水
晶
の
玉
の
よ
う
に
な
っ
て
、
他
の
所
に
こ
ろ
が

っ
て
い
く
。﹁
諸
仏
が
み
な
こ
の
中
に
入
り
、
汝
は
大
き
な

身
体
に
変
容
し
、
清
浄
と
な
る
﹂
と
声
が
し
た
。
私
は
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
覚
め
た6

。

こ
れ
も
宇
宙
的
な
夢
で
あ
る
が
、
兜
率
天
な
ど
の
よ
う
に

宗
教
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
明
恵
個
人
の
救
済
と
宇
宙
の
調
和
が
同
時
的
な
も
の
で

あ
り
、
両
者
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ン

グ
で
は
個
人
の
救
済
が
世
界
の
次
元
と
解
離
し
、
さ
ら
に
は

救
わ
れ
る
こ
と
が
向
こ
う
の
世
界
と
の
分
離
を
引
き
起
こ
す
。

そ
し
て
個
人
の
救
済
が
問
題
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
的

な
次
元
で
の
霊
的
暴
力
の
引
き
受
け
が
必
要
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
心
理
療
法
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
よ

く
な
る
と
き
に
、
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
、
親
を
は
じ
め
と
す

る
家
族
、
さ
ら
に
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
な
ど
に
、
あ
る
種
の
犠
牲

が
伴
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
主
治
医
に
生
じ
て

く
る
。
主
治
医
は
霊
的
な
暴
力
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
こ
の
犠
牲
は
、
キ
リ
ス
ト
が
世
界
の
救
済
の
た
め
に
亡

く
な
っ
た
よ
う
な
次
元
を
持
ち
え
な
い
。
そ
れ
は
確
か
に
、
ユ

ン
グ
が
霊
的
暴
力
、
個
人
を
超
え
た
世
界
や
宇
宙
の
救
済
の

次
元
に
関
わ
っ
た
た
め
に
生
じ
て
き
た
暴
力
に
関
係
し
て
い

る
。
そ
の
次
元
に
ま
で
主
治
医
が
至
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

こ
そ
、
ユ
ン
グ
は
救
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

世
界
の
救
済
や
、
真
の
霊
的
暴
力
の
浄
化
に
至
ら
な
い
。
そ

こ
に
現
代
に
お
け
る
霊
的
暴
力
へ
の
取
り
組
み
方
の
む
ず
か

し
さ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注1
　

H
・
エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
︵
木
村
敏
・
中
井
久
夫
監
訳
︶︵
一

九
八
〇
︶﹃
無
意
識
の
発
見
・
上
﹄
弘
文
堂
。

2
　
河
合
俊
雄
︵
二
〇
〇
〇
︶﹃
心
理
臨
床
の
理
論
﹄
岩
波
書
店
。

3
　
河
合
俊
雄
︵
二
〇
一
四
︶﹁
震
災
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動

︱

縁
と
物
語
﹂﹃
箱
庭
療
法
学
研
究
︵
震
災
特
別
号
︶﹄
二
六
巻

特
別
号
、
一
―六
頁
。

4
　

C
・
G
・
ユ
ン
グ
︵
河
合
俊
雄
監
訳
︶︵
二
〇
一
〇
︶﹃
赤
の

書
﹄
創
元
社
。

5
　

C
・
G
・
ユ
ン
グ
／
A
・
ヤ
ッ
フ
ェ
編
︵
河
合
隼
雄
他
訳
︶

︵
一
九
七
二
︶﹃
ユ
ン
グ
自
伝
2 

思
い
出
・
夢
・
思
想
﹄
み

す
ず
書
房
。

6
　
河
合
隼
雄
︵
河
合
俊
雄
訳
︶︵
二
〇
一
三
︶﹃
日
本
人
の
心
を

解
く

︱
夢
・
神
話
・
物
語
の
深
層
へ
﹄
岩
波
現
代
全
書
、

六
五
頁
。
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は
じ
め
に

太
極
拳
に
特
徴
的
な
の
は
、
文
化
や
社
会
の
壁
を
超
え
て

伝
播
し
て
ゆ
く
力
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
太
極
拳
の
ヴ
ァ
ナ

キ
ュ
ラ
ー
︵vernacular

：
土
着
的
︶
な
発
祥
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
力
の
強
さ
は
い
っ
そ
う
印
象
深
い
。

十
七
世
紀
後
半
、
中
国
内
陸
部
を
流
れ
る
黄
河
の
河
畔
に

あ
る
小
村
陳
家
溝
に
お
い
て
、
陳
式
の
第
九
世
陳
王
廷
︵
一

六
〇
〇
頃
―一
六
八
〇
頃
︶
は
、
家
伝
の
拳
法
に
道
教
の
呼
吸

法
と
導
引
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、
剛
柔
相
済
、
連
綿
不
断
た

る
独
自
の
拳
法
を
創
造
し
た
。
こ
の
拳
法
は
、
長
ら
く
陳
家

溝
で
の
み
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
派
を
生
み
つ
つ
広
く
伝
播
し
、
太
極
拳
の
名
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

現
在
、
太
極
拳
は
中
国
全
土
の
み
な
ら
ず
、
日
本
や
欧
米

な
ど
の
先
進
諸
国
を
含
む
世
界
中
で
練
習
さ
れ
て
い
る
。
中

国
に
お
け
る
封
建
制
下
の
農
村
社
会
と
、
西
洋
化
さ
れ
産
業

化
さ
れ
た
現
代
市
民
社
会
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
社
会
文

化
的
環
境
の
な
か
で
、
同
じ
太
極
拳
と
い
う
身
体
技
法
が
修

練
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
太
極
拳
の
文
化
間
伝
播
に
つ
い
て
の
一
般
的
な

説
明
は
、
太
極
拳
の
実
質
が
武
術
か
ら
養
生
術
に
変
化
し
た

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
封
建
制
下
の
農
村
社
会
で

は
敵
対
勢
力
の
暴
力
や
野
生
動
物
の
襲
撃
か
ら
身
を
守
る
た

め
の
武
術
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
た
。
か
た
や
、
警
察

と
軍
隊
に
よ
っ
て
安
全
が
保
障
さ
れ
、
産
業
化
に
よ
っ
て
自

然
の
脅
威
が
後
退
し
た
現
代
市
民
社
会
で
は
、
健
康
長
寿
を

全
う
す
る
た
め
の
養
生
術
と
し
て
の
側
面
が
重
視
さ
れ
る
。

武
術
を
重
視
す
る
太
極
拳
か
ら
、
養
生
術
を
重
視
す
る
太
極

拳
に
変
化
し
た
た
め
に
こ
そ
、
現
代
で
も
太
極
拳
は
世
界
中

の
多
く
の
人
び
と
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

太
極
拳
の
文
化
間
伝
播
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、

現
代
の
太
極
拳
を
﹁
創
造
さ
れ
た
伝
統
﹂︵
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
／

レ
ン
ジ
ャ
ー
、
一
九
九
二
︶
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
歴
史
学

的
見
地
と
符
合
す
る
。
こ
の
見
地
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
国
民

に
よ
っ
て
時
代
を
超
え
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

と
見
な
さ
れ
が
ち
な
伝
統
の
多
く
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
隆
の
な

か
で
、
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
保
と
い
う
政
治

的
必
要
に
も
と
づ
き
創
造
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
太
極
拳
が
同
一
性
を
維
持
し
た
ま
ま
中
国

か
ら
世
界
各
地
に
伝
播
し
た
の
で
は
な
く
、
近
代
国
民
国
家

の
政
治
的
要
請
に
応
じ
て
新
た
な
太
極
拳
が
再
創
造
さ
れ
た

と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
現
代
の
太
極
拳
が
創
造
さ
れ
た
伝
統
で
あ
る

こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
太
極
拳
の
文
化
間
伝
播
を
、
武
術
か

ら
養
生
術
へ
の
変
化
に
よ
っ
て
説
明
す
る
見
方
に
異
議
を
唱

え
た
い
。

最
初
に
、
太
極
拳
を
創
造
さ
れ
た
伝
統
と
し
て
捉
え
る
視

点
を
概
観
す
る
。
こ
の
視
点
に
し
た
が
え
ば
、
現
代
の
太
極

拳
は
、
国
家
に
よ
る
暴
力
の
独
占
・
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
の
強
化
・
国
民
の
健
康
増
進
と
国
体
強
化
と
い
う
政

治
的
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
太
極
拳
に
本
来
備
わ
っ
て
い

中
国
農
村
か
ら
英
国
マン
チェス
タ
ーへ

―
太
極
拳
の
文
化
間
伝
播
と
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
ティ倉島

　
哲

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
／
社
会
学
・
身
体
論

第
三
部
❖
身
心
変
容
と
諸
技
法

75

中国農村から英国マンチェスターへ　  太極拳の文化間伝播とヴァナキュラリティ－



た
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
武
術
性
と
民
俗
信
仰
が
排
除
さ
れ
た

う
え
で
、
健
康
体
操
な
い
し
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
標
準
化

さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
排
除
に
よ
る
太
極
拳

の
現
代
化
と
い
う
枠
組
み
に
し
た
が
え
ば
、
も
っ
と
も
ヴ
ァ

ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
希
薄
な
は
ず
の
現
代
西
欧
で
実
践
さ
れ

て
い
る
太
極
拳
に
着
目
す
る
。
具
体
的
に
は
、
著
者
が
二
〇

〇
六
年
以
来
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ
て
い
る
英
国
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
市
に
お
い
て
、
中
国
移
民
の
L
が
主
宰
す
る
太
極

拳
教
室
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
を
検
討
す
る1

。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
外
敵
や
自
然
の
脅
威
か
ら
保
護
さ
れ
た
現
代
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
に
あ
っ
て
も
、
太
極
拳
は
純
粋
な
健
康
体
操
と
し
て

の
み
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
技

法
と
し
て
の
養
生
術
・
武
術
・
民
俗
信
仰
に
根
付
い
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
る
。

1
創
造
さ
れ
た
伝
統
と
し
て
の
太
極
拳

身
体
文
化
に
お
け
る
﹁
創
造
さ
れ
た
伝
統
﹂
の
典
型
例
と

し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヤ
ー
ン
に
よ

る
ド
イ
ツ
の
国
民
体
操
ト
ゥ
ル
ネ
ン
︵Turnen

︶
の
創
造
︵
釜

崎
・
波
多
腰
、
二
〇
〇
三
︶、
嘉
納
治
五
郎
に
よ
る
柔
道
の
創

造
︵
井
上
、
二
〇
〇
〇
︶、
お
よ
び
、
柔
道
の
成
功
に
倣
っ
た

武
道
全
般
の
創
造
︵
井
上
、 二
〇
〇
四
︶
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ド
イ
ツ
の
ト
ゥ
ル
ネ
ン
と
日
本
の
武
道
は
、
い
ず
れ

も
、
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
強
化
す
る
の
み
な
ら

ず
、
標
準
化
さ
れ
た
身
体
的
訓
練
に
よ
る
国
民
の
体
力
向
上

と
国
体
強
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
創
造
さ
れ
た
。

中
国
に
お
け
る
例
と
し
て
は
、
中
華
民
国
時
代
の
一
九
一

〇
年
に
結
成
さ
れ
た
上
海
精
武
体
育
会
や
一
九
二
六
年
に
成

立
し
た
中
央
国
術
館
が
、
太
極
拳
を
含
む
武
術
を
国
民
保
健

と
国
体
強
化
の
た
め
の
﹁
国
術
﹂
と
し
て
位
置
づ
け
る
流
れ

を
作
り
出
し
、
各
地
の
武
術
家
の
招
聘
や
技
法
の
研
究
と
教

授
な
ら
び
に
技
法
書
の
出
版
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
中
国
武
術
全
般
を
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
﹁
創
造
さ
れ
た
伝
統
﹂
と
し
て
再
創
造
し
た
と
い
え

る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
う
︵
笠
尾
、
一
九
九
四
／
林
、
一
九
九
九
／Z

hang , 2010

︶。

中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
体
育
運
動
委
員
会
に
よ
っ
て
一

九
五
六
年
に
制
定
さ
れ
た
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
は
、
封
建

的
支
配
階
級
に
独
占
さ
れ
て
い
た
太
極
拳
を
国
民
保
健
と
国

体
強
化
に
役
立
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
主
と
し
て
楊
式
太

極
拳
の
伝
統
套と

う

路ろ

︵
複
数
の
技
を
ま
と
め
た
一
連
の
動
作
、
日

本
武
術
の
型
に
相
当
す
る
︶
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
伝
統
太
極
拳
に
備
わ
っ
て
い
た
殺
傷

的
な
武
術
と
し
て
の
側
面
、
経
絡
理
論
や
道
教
的
養
生
思
想

を
含
む
民
俗
信
仰
の
側
面
、
さ
ら
に
、
秘
密
主
義
や
党
派
性

が
排
除
さ
れ
た
、
純
粋
な
健
康
体
操
と
し
て
標
準
化
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る2

︵D
avis and C

hen, 2004: 22

／
李
、
二
〇
〇

八
：
二
七
六
―二
七
八
︶。 

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
に
お
け
る
武
術
・
養
生
術
・
民
俗

信
仰
の
排
除
の
背
景
に
は
、
中
国
に
固
有
の
二
つ
の
要
因
を

指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
西
洋
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
中
国

国
内
で
の
近
代
的
銃
火
器
の
普
及
が
比
較
的
遅
か
っ
た
た
め

に
、
武
術
、
と
り
わ
け
刀
槍
や
弓
矢
な
ど
の
武
器
を
用
い
る

武
術
の
殺
傷
術
と
し
て
の
有
効
性
が
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

第
二
に
、
清
代
に
お
い
て
道
教
が
社
会
の
底
辺
に
ま
で
普

及
し
、
民
間
宗
教
団
体
や
秘
密
結
社
に
お
い
て
養
生
術
と
武

術
を
融
合
さ
せ
た
修
練
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
秘
密
結
社
は
困
窮
し
た
農
民
を
引
き

寄
せ
、
太
平
天
国
の
乱
︵
一
八
五
〇
―一
八
六
四
︶
や
義
和
団

の
乱
︵
一
八
九
九
―一
九
〇
一
︶
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
幾
度

も
政
権
を
危
機
に
陥
れ
た
︵
林
、
二
〇
一
五
：
四
〇
―四
八
︶。

武
術
・
養
生
術
・
民
俗
信
仰
の
要
素
を
排
除
す
る
こ
と
で
、

国
家
に
よ
る
暴
力
の
独
占
と
治
安
の
維
持
を
脅
か
さ
な
い
形

で
公
認
さ
れ
た
太
極
拳
は
、
国
家
公
認
の
健
康
体
操
と
し
て

共
産
党
幹
部
か
ら
農
民
や
労
働
者
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
階

層
に
普
及
し
て
ゆ
く
︵Z

hang, 2010:121

︶。
こ
う
し
て
、
簡
化

二
十
四
式
太
極
拳
は
、﹁
創
造
さ
れ
た
伝
統
﹂
と
し
て
国
民
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
強
化
・
国
民
保
健
・
国
体
強
化
の

役
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
の
制
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
の

主
導
に
よ
る
各
種
武
術
の
標
準
化
は
進
行
す
る
が
、
一
九
六

六
年
に
始
ま
る
文
化
大
革
命
で
は
、
太
極
拳
を
含
む
武
術
全

般
は
そ
の
封
建
性
や
反
革
命
性
を
批
判
さ
れ
、
多
く
の
武
術

関
係
者
が
弾
圧
さ
れ
た
︵Ryan,  2008:532

／Z
hang , 2010:130

︶。

一
九
七
一
年
の
﹁
ピ
ン
ポ
ン
外
交
﹂
を
契
機
に
、
外
交
政

策
の
一
環
と
し
て
太
極
拳
指
導
者
の
諸
外
国
へ
の
派
遣
や
外

国
人
生
徒
の
受
け
入
れ
が
盛
ん
に
な
っ
た3

。 

一
九
八
〇
年
代

の
改
革
開
放
以
降
は
、
中
国
武
術
の
競
技
化
が
急
速
に
進
展

し
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
競
技
武
術４

が

確
立
し
た
。
そ
の
重
要
な
到
達
点
は
、一
九
八
九
年
の
総
合
四

十
二
式
太
極
拳
の
制
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、難
易
度
の
高
い
動

作
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
優
劣
の
判
定
を
容
易
に
し
た
試
合

用
套
路
で
あ
り
、
翌
一
九
九
〇
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
お

け
る
競
技
武
術
の
正
式
種
目
化
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
競
技
武
術
は

正
式
種
目
化
を
逃
し
た
も
の
の
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間

に
合
わ
せ
て
二
〇
〇
八
年
北
京
武
術
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
中
国
側
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
期
間
中
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
場
を
他
の
国
際
大

会
の
た
め
に
使
用
す
る
と
い
う
異
例
の
形
で
挙
行
さ
れ
た
。

競
技
武
術
化
が
進
行
す
る
過
程
で
、
太
極
拳
の
伝
統
套
路

も
見
直
さ
れ
、
一
九
八
九
年
に
は
、
陳
式
・
楊
式
・
呉
式
・
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孫
式
の
各
流
派
の
伝
統
套
路
を
標
準
化
し
た
競
技
用
規
定
套

路
が
制
定
さ
れ
、
の
ち
に
武
式
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
、
五
大

伝
統
拳
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
少
林
寺
や
武
当
山

そ
し
て
陳
家
溝
な
ど
の
、
各
種
武
術
の
発
祥
地
の
国
際
的
な

聖
地
化
お
よ
び
観
光
地
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、﹁
創
ら
れ
た
伝
統
﹂
と
し
て
の
中
国
武
術
は
、

国
家
の
治
安
を
脅
か
す
存
在
か
ら
一
転
し
て
、
中
国
の
国
民

的
伝
統
を
国
際
社
会
に
お
い
て
代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2
マン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
州

の
一
部
を
な
す
都
市
区
で
、
ロ
ン
ド
ン
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に

次
ぐ
英
国
第
三
位
の
人
口
を
持
つ
都
市
で
あ
る
。
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
比
率
が
高
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
有
数

の
規
模
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
を
持
つ
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
総
人
口
五
十
二
万
人
︵
二
〇
一
四
年
推

計
︶
の
う
ち
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
三
三
・
三

％
︵
英
国
全
体
で
は
一
二
・
九
％
︶、
う
ち
中
国
系
は
二
・
七
％

︵
英
国
全
体
で
は
〇
・
七
％
︶
で
あ
る
︵
二
〇
一
一
年
統
計
︶。
中

国
系
住
民
︵
一
万
三
五
三
九
人
︶
の
う
ち
、
一
七
％
が
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
の
あ
る
都
心
部
︵
二
三
六
六
人
︶
に
集
住
し
て
い
る

︵
二
〇
一
一
年
統
計
︶。

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
本
拠
を
置

く
太
極
拳
教
室
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
も
の

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
湖
南
省
出
身
の
L
に

よ
っ
て
一
九
九
五
年
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
創
設
さ
れ
た
の

ち
、
教
室
は
幾
度
か
移
転
し
て
い
る
。
最
初
期
は
公
園
な
ど

で
練
習
し
て
い
た
が
、
生
徒
の
一
人
が
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に

ビ
ル
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
四
階
を
教
室
と
し

て
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
大
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
州
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
都
市
区
の
東
南
に
隣
接
す

る
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
区
の
オ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
に
位
置

す
る
中
国
医
学
の
診
療
所
が
所
有
す
る
建
物
に
移
転
し
、
二

〇
一
四
年
に
当
初
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
ビ
ル
の
三
階
を
改

装
し
た
教
室
に
移
転
し
た
（
図
1
、
図
2
）。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け
る
中
国
系
住
民
の
多
さ
と
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
と
い
う
立
地
か
ら
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
は
中

国
系
住
民
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
か
に
見
え
る
。
た
し

か
に
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
教
室
も
、
オ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
フ

ォ
ー
ド
の
教
室
も
オ
ー
ナ
ー
は
中
国
系
住
民
で
あ
る
た
め
、
L

は
中
国
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
教

室
を
設
け
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
教
室
に
通
う
生
徒

図２　チャイナタウンにあるC太極拳センターの入口。このビルの3階に教室があり、
階下にはタイ料理のレストランがある。（2014年、以下の写真はすべて筆者撮影）

　１　大マンチェスター州
　２　マンチェスター都市区
　３　トラフォード区
　４　オールド・トラフォード
　５　チャイナタウン

図１　マンチェスターの地図
（Wikipedia英語版より引用、番号は筆者が記入）
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に
つ
い
て
は
、
中
国
系
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
最
初
期
の
頃

の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
は
中
国
系
の
生
徒

で
あ
っ
た
も
の
の
、
オ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド
時
代
の
常

連
の
生
徒
で
は
中
国
系
は
二
名
し
か
お
ら
ず
、
再
度
チ
ャ
イ

ナ
タ
ウ
ン
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
常
連
の
中
国
系
生
徒
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い5

。 
生
徒
の
多
く
は
白
人
系
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、

イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
系
︵
イ
ギ
リ

ス
で
い
わ
ゆ
るA

sian

︶
も
若
干
見
ら
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、

教
室
内
の
中
国
系
人
は
指
導
者
の
L
一
人
な
の
で
あ
る
。

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
中
国
系
生
徒
の
少
な
さ
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
中
国
系
の
移
民
と
太
極
拳
の
伝
播
が

ほ
ぼ
独
立
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
太
極
拳
が
伝
わ
っ
た
ご

く
初
期
か
ら
、
太
極
拳
の
主
な
担
い
手
は
中
国
系
移
民
で
は

な
く
、
香
港
や
台
湾
な
い
し
中
国
本
土
で
太
極
拳
を
学
ん
だ

白
人
系
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
︵Ryan 2008
／

Z
hang 2010

︶
と
符
合
す
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

教
室
内
で
た
だ
一
人
の
中
国
系
人
で
あ
る
L
は
、
太
極
拳
の

み
な
ら
ず
文
化
や
習
俗
を
含
め
た
中
国
そ
の
も
の
を
代
表
す
る

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
存
在
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
L
の
文
化
的
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
は
、
教
室

の
看
板
の
太
極
図
（
図
2
）
や
教
室
の
中
国
的
な
内
装
（
図

3
）
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
本
質
的

に
は
、
次
節
以
降
で
述
べ
る
よ
う
に
、
太
極
拳
が
た
ん
な
る

健
康
体
操
と
し
て
で
は
な
く
、
中
国
文
化
の
多
様
な
側
面
と

不
可
分
の
も
の
と
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
補

強
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3
套
路
と
そ
の
応
用
の
武
術
性

L
の
指
導
す
る
陳
式
太
極
拳
を
健
康
体
操
以
上
の
も
の
た

ら
し
め
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
陳
式
太
極
拳
の
武
術
的
な

性
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
太
極
拳
の
五
大
流
派
で
あ
る
楊
式
・

陳
式
・
武
式
・
呉
式
・
孫
式
の
な
か
で
も
っ
と
も
歴
史
が
古

く
、
武
術
と
し
て
の
面
影
を
強
く
残
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
陳
式
太
極
拳
の
套
路
に
は
、

太
極
拳
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
緩
や
か
な
動

作
の
み
な
ら
ず
、
跳
躍
や
﹁
発は

っ

勁け
い

︵fajin

︶﹂
と
呼
ば
れ
る
激

し
い
動
作
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
套
路

の
武
術
性
に
つ
い
て
は
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

套
路
が
武
術
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
L
は
套
路
の
技

の
﹁
応
用
︵application

︶﹂
や
﹁
推す

い

手し
ゅ

︵push hands

︶﹂
に
も

重
点
を
置
い
た
指
導
を
し
て
い
る
。

応
用
と
は
、
套
路
に
含
ま
れ
る
一
連
の
技
か
ら
特
定
の
も

の
を
取
り
出
し
、
そ
の
実
戦
に
お
け
る
使
用
法
を
二
人
一
組

に
な
っ
て
行
う
練
習
で
あ
る
。
太
極
拳
の
技
は
、
多
く
の
場

合
、
相
手
が
突
い
て
き
た
腕
や
蹴
っ
て
き
た
脚
を
さ
ば
い
て

反
撃
す
る
た
め
の
技
で
あ
る
た
め
、
最
初
に
L
が
生
徒
の
一

人
と
組
ん
で
、
生
徒
に
対
し
て
技
を
か
け
て
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
生
徒
の
攻
撃
を
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
素
早

い
動
作
で
鮮
や
か
に
無
力
化
す
る
L
の
姿
は
、
生
徒
た
ち
に
、

L
が
た
ん
な
る
健
康
体
操
の
指
導
者
で
は
な
く
、
武
術
の
実

力
者
で
あ
る
こ
と
を
強
く
印
象
づ
け
る
に
十
分
で
あ
る
（
図
4
）。

套
路
の
応
用
の
武
術
性
は
、
身
体
的
に
実
践
さ
れ
る
の
み

な
ら
ず
、
レ
ッ
ス
ン
途
中
の
休
憩
時
間
や
最
後
の
挨
拶
で
語

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
語
り
は
、
太
極
拳
の
武
術

性
が
中
国
内
陸
部
の
農
村
社
会
に
お
け
る
自
然
の
厳
し
さ
や

警
察
力
の
弱
さ
と
い
っ
た
過
酷
な
環
境
に
対
す
る
必
要
性
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
私
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ド
か
ら
、
そ
の
典
型
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し

た
い
。練

習
の
途
中
で
顔
を
出
し
た
中
国
人
の
友
達
を
L
が
紹

図3　C太極拳センターの教室の内装（2014年）。奥には、教室の宣伝
用のポスター、赤い横断幕、赤提灯が見える。窓際の柱に立てかけてある
のは、奥に槍と棍、手前に春秋大刀と剣である。柱には、書が二幅掛けて
ある。窓の下に並んでいるのは太極拳や気功関係のDVDと本である。

図４　生徒の一人を相手に套路の応用のデモンストレーションをするL
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介
す
る
。
彼
は
陳
家
溝
の
出
身
で
、
名
前
を
T
と
い
い
、︵
中

略
︶
Z
と
X
︵
と
も
に
太
極
拳
の
名
人
︱
引
用
者
︶
の
と
て
も

仲
の
良
い
友
達
で
、
幼
い
頃
か
ら
一
緒
に
太
極
拳
を
練
習
し

て
い
た
そ
う
だ
。
彼
は
昔
の
思
い
出
話
を
し
て
く
れ
た
。

X
が
真
っ
暗
な
道
を
陳
家
溝
に
帰
る
途
中
、
何
か
が
後

ろ
か
ら
飛
び
つ
い
て
き
た
そ
う
だ
。
と
っ
さ
に
後
ろ
を
蹴

っ
て
、
そ
の
ま
ま
村
に
帰
っ
て
人
々
に
あ
っ
た
こ
と
を
話

す
と
、
村
人
が
総
出
で
武
器
を
持
っ
て
現
場
に
行
っ
て
み

た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
オ
オ
カ
ミ
が
死
ん
で
い
た
。
X

は
、
ひ
と
蹴
り
で
オ
オ
カ
ミ
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
時
使
っ
た
技
は
、
陳
家
溝
に
二
種
類
あ
る
太
極
拳

套
路
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、
小
架
式
と
い
う
。
老
架
式
が

大
き
な
動
き
を
す
る
の
に
比
べ
、
小
架
式
は
動
き
が
小
さ

い
。
彼
は
こ
う
話
し
な
が
ら
、
実
際
に
倒ト

ウ
ケ
ン
コ
ウ

巻
肱

︵D
aojuangong

︶
の
技
を
二
通
り
の
方
法
で
や
っ
て
み
せ
る
。

老
架
式
で
は
大
き
く
脚
を
引
く
が
、
小
架
式
で
は
、
後
ろ

に
引
く
脚
を
ぱ
っ
と
蹴
り
上
げ
る
。
こ
の
動
作
で
オ
オ
カ

ミ
を
蹴
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

L 

が
、
中
国
の
田
舎
に
は
ど
れ
だ
け
オ
オ
カ
ミ
が
多
い

か
付
け
加
え
る
。 

L
の
右
眼
の
下
の
傷
も
、
オ
オ
カ
ミ
の

せ
い
だ
そ
う
だ
。
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
、

薪
を
集
め
に
友
達
と
山
に
行
っ
た
と
き
、
オ
オ
カ
ミ
が
出

た
の
で
急
い
で
木
に
登
っ
て
﹁
オ
オ
カ
ミ
だ
、
オ
オ
カ
ミ

だ
﹂
と
叫
ん
だ
。
そ
の
と
き
、
脚
が
滑
っ
て
手
に
持
っ
て

い
た
薪
が
顔
に
当
た
っ
て
切
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

﹁
オ
オ
カ
ミ
の
爪
で
引
っ
搔
か
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
ね
﹂
と
C
︵
中
国
系
の
女
性
生
徒
︱
引
用
者
︶
が
笑
っ

た
。
そ
し
て
、
中
国
の
田
舎
に
は
電
気
が
な
い
の
で
、
夜

は
本
当
に
真
っ
暗
な
の
よ
、
と
付
け
足
し
た
。

︵
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
一
日
︶

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
太
極
拳
の
武
術
性
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ

ラ
ー
な
起
源
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り

の
神
話
的
文
脈
の
な
か
で
は
、
套
路
の
応
用
を
練
習
す
る
こ

と
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
内
の
教
室
に
い
な
が
ら
に
し
て
、

中
国
の
農
村
で
オ
オ
カ
ミ
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
武
術
を
擬

似
的
に
追
体
験
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

4
推
手
に
お
け
る
武
術
性
と
養
生
性

推
手
と
は
、
二
人
ず
つ
組
に
な
っ
た
生
徒
ど
う
し
が
向
か

い
合
い
、
お
互
い
に
腕
な
い
し
手
首
を
接
触
さ
せ
た
状
態
を

維
持
し
つ
つ
も
、
押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
こ
と
で
相
手
の

バ
ラ
ン
ス
を
崩
そ
う
と
す
る
練
習
で
あ
る
。
た
だ
し
、
で
き

る
だ
け
相
手
の
力
に
逆
ら
わ
ず
に
、
相
手
の
力
を
利
用
す
る

よ
う
に
心
が
け
る
。
相
手
と
の
接
触
状
態
を
維
持
す
る
の
は
、

皮
膚
の
接
点
を
と
お
し
て
相
手
の
力
を
感
じ
取
る
た
め
な
の

で
あ
る
。

推
手
に
は
、
双
方
と
も
自
由
に
動
い
て
攻
防
す
る
場
合
と
、

あ
る
程
度
お
お
ま
か
な
動
作
の
軌
跡
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
と

が
あ
る
が
、
た
と
え
動
作
の
軌
跡
が
決
ま
っ
て
い
て
も
、
お
互

い
に
相
手
の
動
作
や
姿
勢
の
ス
キ
を
狙
っ
て
お
り
、
自
分
に
ス

キ
が
あ
れ
ば
そ
こ
を
突
か
れ
て
崩
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

応
用
と
同
じ
く
、
推
手
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
さ
い
も
、

L
は
ま
ず
生
徒
の
一
人
と
ペ
ア
を
組
ん
で
技
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
が
、
身
長
や
体
格
で
勝
る
白
人
系
イ
ギ

リ
ス
人
の
生
徒
を
L
が
軽
々
と
翻
弄
し
、
相
手
の
背
中
が
教

室
の
壁
に
当
た
る
ま
で
押
し
切
っ
て
し
ま
う
様
子
が
幾
度
も

見
ら
れ
た
。
先
に
攻
撃
す
る
側
と
反
撃
す
る
側
の
各
々
の
動

作
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
套
路
の
応
用
に
比
べ
て
、
動
作
の

自
由
度
の
高
い
推
手
は
、
生
徒
た
ち
に
L
の
武
術
の
実
力
を

い
っ
そ
う
鮮
明
に
印
象
づ
け
る
。

だ
が
、
推
手
は
明
白
な
武
術
性
を
持
つ
の
み
な
ら
ず
、
養

生
性
も
備
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
参
与
観
察
に
お
い
て
私
が

経
験
し
た
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
し
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ノ
ー
ド
か
ら
引
用
し
た
い
。

今
日
は
す
ご
い
発
見
が
あ
っ
た
。
先
生
と
推
手
を
し
た

と
き
に
、
先
生
が
と
て
も
体
を
柔
ら
か
く
使
っ
た
。
僕
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
体
を
柔
ら
か
く
使
っ
た
。
肩
に
全
く

力
を
入
れ
な
い
で
、
腕
を
長
く
長
く
使
う
の
だ
。
し
か
も

指
先
ま
で
気
を
張
る
よ
う
に
す
る
。
す
る
と
、
胸
が
と
て

も
柔
ら
か
く
な
っ
た
。
先
生
と
胸
が
当
た
っ
た
と
き
に
、
と

て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
他
の
人
と

推
手
を
す
る
の
と
全
く
違
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
推
手

の
相
手
は
大
事
な
の
か
と
あ
ら
た
め
て
思
い
知
っ
た
。
先

生
が
柔
ら
か
く
身
体
を
使
う
と
、
僕
も
そ
れ
に
つ
ら
れ
て

柔
ら
か
く
な
る
の
は
と
て
も
不
思
議
だ
。
先
生
は
僕
が
体

を
柔
ら
か
く
使
う
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
意
図
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
意
図
し
て
い
た
と
思
う
。
と
い
う

の
も
、
先
生
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
か
ら
。
先
生
は
、﹁I 

am
 not bullying you.

﹂
と
言
う
と
、
僕
は
、﹁I know that 

you are not bullying m
e, this feels really good.

﹂
と
言
っ
た
。

先
生
は
他
の
人
に
向
か
っ
て
、﹁I am

 doing a new level of 
push hands.

﹂
と
言
っ
た
。
少
し
や
っ
て
先
生
は
﹁
次
の

人
﹂
と
言
っ
た
。

︵
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
六
日
︶

こ
の
と
き
私
と
L
が
し
て
い
た
の
は
、﹁
四し

声せ
い

推す
い

手し
ゅ

﹂
と

い
う
、
四
種
類
の
攻
防
の
動
作
を
相
互
に
繰
り
出
す
推
手
で

あ
っ
た
。
通
常
の
四
声
推
手
で
は
、
相
手
の
腕
が
自
分
の
胸

に
接
触
す
る
ほ
ど
接
近
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
L
は
、
私
を
攻
撃
す
る
と
き
も
、
私
の
攻
撃

を
引
き
込
ん
で
外
す
と
き
も
、
両
腕
を
と
て
も
大
き
く
使
っ

た
た
め
、
私
は
L
の
肘
や
前
腕
が
私
の
胸
を
推
そ
う
と
す
る
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ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
を
紙
一
重
で
さ
ば
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
L
の
大
き
な
動
き
に
な
か
ば
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
つ
い

て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
た
。
す
る
と
、
自
分
の
胸
の
中
心
か
ら

両
肩
を
通
っ
て
両
指
先
に
か
け
て
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
し
な

や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
る
感
覚
が
私
に
訪
れ
、
何
の
苦
も
な

く
L
の
動
作
に
つ
い
て
ゆ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

自
分
の
腕
で
は
な
く
胸
の
中
心
を
使
っ
て
相
手
を
攻
め
る
感

覚
で
動
く
の
で
あ
る
。﹁
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
る
﹂
と
い
う
表

現
が
あ
る
が
、
文
字
ど
お
り
胸
と
肋
骨
が
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
、
と

て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

L
は
、
私
を
翻
弄
す
る
よ
う
に
大
き
く
押
し
て
引
く
動
作

を
指
し
て
﹁bullying

︵
い
じ
め
る
︶﹂
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
胸
か
ら
肩
や
腕
へ
の
滞
り
が
な
く
な
る
と

い
う
身
心
変
容
が
幸
運
に
も
私
に
訪
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
が

﹁bullying

﹂
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

し
て
、
こ
の
身
心
変
容
に
よ
っ
て
私
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
胸
を
中
心
と
す
る
し
な
や
か
な
推
手
が
従
来
と
は
違
う
こ

と
を
L
は
即
座
に
感
じ
取
り
、
こ
れ
を
﹁a new level of push 

hands

︵
推
手
の
新
し
い
レ
ベ
ル
︶﹂
と
表
現
し
た
。

こ
こ
に
は
、
推
手
に
お
け
る
武
術
性
と
養
生
性
の
密
接
な

関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
L
の
動
作
に
対
応
す
る

と
い
う
対
他
的
な
武
術
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
直
接
的
に
、

胸
か
ら
肩
や
腕
へ
の
滞
り
を
な
く
す
と
い
う
対
己
的
な
効
果

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
効
果
は
、
よ
り

自
由
で
快
適
な
身
体
を
も
た
ら
し
た
点
で
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

養
生
的
な
身
心
変
容
で
あ
っ
た
。

5
気
功
に
お
け
る
武
術
性
と
養
生
性

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
週
間
予
定
に
は
、
太
極
拳
套
路
ク

ラ
ス
︵
初
級
者
向
け
と
上
級
者
向
け
の
二
種
類
︶
と
、
応
用
な

ら
び
に
推
手
ク
ラ
ス
︵
上
級
者
の
み
︶
の
ほ
か
、
気
功
ク
ラ
ス

︵
初
級
者
向
け
と
上
級
者
向
け
︶
と
神し

ん

功こ
う

︵shengong

︶
ク
ラ
ス

︵
上
級
者
の
み
︶
が
あ
る
。
気
功
も
神
功
も
、
C
セ
ン
タ
ー
で

は
太
極
拳
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
、
中
国
の
民
俗
的
な
宗
教
性
を
色
濃
く
残

し
て
い
る
。

気
功
ク
ラ
ス
で
は
、
主
と
し
て
站た

ん

樁と
う

︵tai chi stance

／

zhanzhuang

︶
と
い
う
練
習
を
行
う
。
そ
れ
は
、
脚
を
肩
幅
に

開
き
膝
を
軽
く
曲
げ
て
、
両
腕
を
腹
か
ら
胸
の
高
さ
に
上
げ

て
、
あ
た
か
も
身
体
の
前
で
大
き
な
球
を
抱
え
て
い
る
か
の

よ
う
な
姿
勢
で
じ
っ
と
立
つ
練
習
方
法
で
あ
る
。
生
徒
た
ち

が
立
っ
て
い
る
間
、
L
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
間
を
回
っ
て

姿
勢
を
直
し
て
ゆ
く
（
図
5
）。

太
極
拳
に
と
っ
て
站
樁
が
重
要
な
の
は
、
太
極
拳
を
し
て

い
る
と
き
に
感
じ
る
べ
き
感
覚
の
糸
口
を
站
樁
が
与
え
て
く

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
静
か
に
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
站

樁
の
姿
勢
を
と
る
と
、
身
体
の
状
態
が
整
い
、
身
体
感
覚
も

鋭
敏
に
な
り
、
精
神
も
身
体
内
部
に
向
け
て
集
中
し
や
す
い
。

そ
の
た
め
、
動
い
て
い
る
と
き
は
得
ら
れ
な
い
独
特
の
感
覚

を
得
や
す
い
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
は
、
両
腕
で
ね
っ

と
り
し
た
気
の
ボ
ー
ル
を
抱
え
る
感
覚
で
あ
る
。

L
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
感
覚
を
、
太
極
拳
の
動
作
を
し

て
い
る
と
き
に
も
常
に
維
持
で
き
る
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と

で
、
太
極
拳
を
た
ん
な
る
手
足
の
運
動
で
は
な
く
、
全
身
に

気
を
運
行
さ
せ
る
運
動
に
変
え
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
に
は
、
身
心
の
状
態
を
整
え
る
と
い
う
対
己
的
な
養
生
性

の
追
求
が
、
対
他
的
な
武
術
性
の
追
求
を
容
易
に
す
る
と
い

う
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

気
功
の
ク
ラ
ス
で
は
、
站
樁
の
ほ
か
に
、
瞑
想
を
す
る
こ

と
も
あ
る
。
瞑
想
に
は
、
全
員
が
車
座
に
な
っ
て
す
る
場
合

と
、
教
室
の
な
か
を
静
か
に
歩
き
な
が
ら
す
る
場
合
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
仏
教
式
の
呪
文
が
唱
え
ら
れ
る
。
主
な

も
の
と
し
て
は
、﹁
南
無
観
世
音
菩
薩︵N

am
oguanshiyinpusa

︶﹂

と
﹁
唵
嘛
呢
叭
咪
吽
︵A

m
anibam

ihong

︶﹂
が
あ
る
。
先
生
が

ひ
た
す
ら
同
じ
文
句
を
音
楽
的
な
旋
律
で
繰
り
返
す
の
を
、

生
徒
た
ち
が
で
き
る
だ
け
真
似
を
し
て
唱
和
す
る
の
で
あ
る
。

6
神
功
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
と
養
生
性

神
功
は
、
気
功
と
同
様
に
站
樁
の
姿
勢
で
立
つ
が
、
気
功

や
瞑
想
よ
り
も
い
っ
そ
う
エ
ソ
テ
リ
ッ
ク
な
練
習
方
法
で
あ

る
。
神
功
ク
ラ
ス
は
、
他
の
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
が
終
了
し
た

の
ち
、
夜
の
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
行
わ
れ
、
L
に
声
を
か

け
ら
れ
た
上
級
の
生
徒
し
か
参
加
で
き
な
い
。

神
功
に
は
参
加
し
な
い
前
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
す
べ
て
教

図５　站椿の練習で生徒の姿勢を微調整するL（2007年）。教室の奥の隅
には白磁の観音像を安置した棚とロウソクや線香立て、供え物の果物など
を載せたテーブルが見える。
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室
を
出
る
と
、
L
は
ド
ア
の
内
側
か
ら
閂

か
ん
ぬ
き

式
の
鍵
を
か
け
て

邪
魔
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
つ
ぎ
に
、
教
室
の
奥
の
棚

に
安
置
さ
れ
て
い
る
白
磁
の
観
音
像
の
前
の
二
本
の
赤
い
ロ

ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
し
て
か
ら
、
生
徒
の
一
人
に
教
室
の
電
気

を
消
す
よ
う
に
言
う
（
図
5
）。

部
屋
の
電
気
が
消
え
る
の
と
相
前
後
し
て
、
L
は
ほ
と
ん

ど
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
の
小
声
で
中
国
語
の
呪
文
を
唱
え
な

が
ら
、
中
国
式
の
太
い
線
香
に
点
火
し
て
観
音
像
に
供
え
る
。

線
香
に
加
え
て
、
紙
銭
︵paper m

oney,  

道
教
の
儀
礼
で
燃
や
す

た
め
の
黄
色
い
模
造
紙
幣
︶
を
燃
や
す
場
合
も
あ
る
。
L
は
呪

文
を
唱
え
つ
つ
、
火
の
つ
い
た
紙
銭
で
空
中
に
文
字
を
描
い

て
か
ら
そ
れ
を
ブ
リ
キ
の
バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
容
器
に
投
げ
込

む
。
生
徒
た
ち
は
観
音
像
と
L
を
囲
む
よ
う
に
半
円
形
に
位

置
取
り
、
L
の
し
ぐ
さ
を
見
つ
め
る
。

最
初
の
儀
礼
が
終
わ
る
と
、
L
は
前
、
斜
め
左
前
、
斜
め

右
前
の
三
方
向
に
向
か
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
回
ず
つ
叩
頭
す

る
。
叩
頭
と
は
、
立
っ
て
合
掌
し
た
姿
勢
か
ら
跪

ひ
ざ
ま
ずき
、
額
が

床
に
着
く
ま
で
深
く
頭
を
下
げ
て
、
再
度
立
ち
上
が
っ
て
合

掌
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
角
に
三
回

ず
つ
繰
り
返
し
て
、
合
計
九
回
頭
を
下
げ
る
の
で
あ
る
。
L

は
観
音
像
の
前
で
こ
れ
を
行
い
、
生
徒
た
ち
も
各
々
の
位
置

で
同
じ
こ
と
を
行
う
。

つ
ぎ
に
、
L
と
生
徒
た
ち
は
、
観
音
像
に
向
か
っ
て
独
特

の
姿
勢
で
立
つ
。
下
半
身
の
姿
勢
は
站
樁
に
お
け
る
そ
れ
と

同
じ
だ
が
、
両
腕
は
胸
の
す
ぐ
前
で
合
掌
す
る
。
姿
勢
が
整

う
と
、
L
は
皆
に
聞
こ
え
る
声
で
中
国
語
の
呪
文
を
唱
え
、

生
徒
た
ち
は
合
掌
し
た
ま
ま
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
L
に
合
わ

せ
て
唱
和
す
る
。

呪
文
に
は
主
と
し
て
仏
教
式
の
も
の
と
道
教
式
の
も
の
が

あ
る
。
仏
教
式
の
呪
文
と
し
て
は
、
気
功
の
時
間
に
も
唱
え

て
い
る
﹁
南
無
観
世
音
菩
薩
︵N

am
oguanshiyinpusa

︶﹂
や

﹁
阿
弥
陀
仏
︵O

m
ituofo

︶﹂
を
繰
り
返
す
も
の
が
も
っ
と
も

簡
単
で
、
唱
和
し
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、﹁
心
経

︵X
injing

︶﹂
や
﹁
大
悲
呪
︵D

abeizhou

︶﹂
は
長
く
複
雑
で
、
生

徒
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
唱
和
で
き
な
い
。

心
経
と
は
般
若
心
経
、
大
悲
呪
は
大
悲
心
陀
羅
尼
の
こ
と

で
あ
る
が
、
中
国
式
の
読
経
は
個
々
の
漢
字
の
発
音
も
全
体

と
し
て
の
リ
ズ
ム
も
日
本
式
と
は
か
な
り
違
う
。
私
は
、
大

学
に
入
る
前
の
実
家
に
住
ん
で
い
た
頃
、
祖
母
に
教
え
ら
れ

た
般
若
心
経
を
仏
壇
に
向
か
っ
て
唱
え
て
い
た
が
、
L
に
心

経
と
い
う
名
前
を
教
え
て
も
ら
う
ま
で
は
、
彼
の
唱
え
て
い

た
の
が
般
若
心
経
で
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
全
体
的

な
印
象
と
し
て
は
、
日
本
式
の
読
み
方
が
主
と
し
て
リ
ズ
ム

を
強
調
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
式
の
読
み
方
は
メ
ロ

デ
ィ
が
前
面
に
出
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

道
教
式
の
呪
文
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
が
﹁
神

武
霊
拳
大
法
呪
︵Shenwulingquandafazhou

︶﹂
で
あ
る
。
こ

れ
は
、﹁
玉
皇
老
君
︵Yuhuanglaojun

︶﹂
と
い
う
道
教
の
最
高

神
を
筆
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
格
の
力
を
引
き
出
し
て
自
分

の
身
体
に
宿
ら
せ
る
呪
文
で
あ
る
。
他
に
、﹁
避
凶
避
邪
呪

︵Bixiongbixiezhou

︶﹂
と
い
う
災
厄
を
避
け
る
呪
文
や
、﹁
寄

痛
法
︵Jitongfa
︶﹂
と
い
う
痛
み
を
消
す
呪
文
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
現
世
利
益
的
な
呪
文
が
あ
る
。

と
り
わ
け
道
教
的
な
呪
文
は
、
中
国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ

ラ
ー
な
民
俗
信
仰
と
し
て
の
色
が
濃
い
。
こ
れ
は
、
私
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
あ
る
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
て
取
れ
る
。

L
が
中
国
で
新
し
く
習
っ
て
き
た
と
い
う
呪
文
を
い
く

つ
か
教
わ
る
。
L
が
熱
心
に
何
度
も
そ
の
効
果
を
説
明
し

て
い
た
呪
文
は
、
鶏
を
袋
に
入
れ
て
捕
ま
え
る
た
め
の
呪

文
だ
っ
た
。
袋
を
出
し
て
、
呪
文
を
唱
え
て
、
袋
の
中
に

お
米
を
少
し
入
れ
る
。
そ
う
し
て
待
つ
と
、
鶏
が
勝
手
に

入
っ
て
来
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
捕
ま
え
た
鶏

を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。

ほ
か
に
も
、
犬
を
追
い
払
う
た
め
の
呪
文
を
教
え
て
く

れ
る
。
こ
れ
は
、
自
分
が
虎
で
あ
る
と
し
て
、
犬
を
恐
れ

さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
犬
は
動
物
の
な
か
で
も
と
て
も
威

張
っ
て
い
る
が
、
虎
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
犬
は
周
り
の
も
の

が
み
な
小
さ
く
見
え
る
眼
を
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
だ
。
そ

れ
に
対
し
、
牛
は
周
り
の
も
の
が
み
な
大
き
く
見
え
る
眼

を
し
て
い
る
か
ら
、
い
つ
も
お
び
え
て
い
る
。
中
国
の
民

俗
的
な
も
の
の
見
方
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
よ
う
で
、

聞
い
て
い
て
面
白
か
っ
た
。

︵
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
四
日
︶

現
代
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
で
、
鶏
を
捕
ま
え
た
り
犬
を

追
い
払
っ
た
り
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
L
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
の
効
果
を

問
題
に
す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
呪
文
は
ま
っ
た
く
場
違
い

で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
自
分
た
ち
が
今
練
習
し

て
い
る
神
功
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
起
源
を
想
起
さ
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。

L
の
神
功
は
、
彼
の
出
身
地
で
あ
る
湖
南
省
に
あ
る
南
岳

山
で
習
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
太
極
拳
が
発
祥
し
た
河
南
省

温
県
の
は
る
か
南
方
、
直
線
距
離
に
し
て
約
八
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
う
え
、
神
功
は
民
俗
信
仰
の

技
法
で
あ
り
、
太
極
拳
は
武
術
と
養
生
術
の
技
法
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
見
れ
ば
、
神
功
も

太
極
拳
も
、
中
国
農
村
の
過
酷
な
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の

ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
技
法
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
つ

ま
り
、
オ
オ
カ
ミ
や
鶏
や
犬
が
身
近
に
い
て
、
予
測
の
つ
か

な
い
天
災
や
人
災
が
降
り
か
か
り
、
痛
み
が
あ
っ
て
も
容
易

に
医
者
に
か
か
れ
な
い
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
神
功
で
あ

り
、
太
極
拳
な
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、
気
功
と
同
様
に
、
神
功
も
太
極
拳
の
上
達
を
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助
け
る
養
生
術
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
L
が
観
音

像
の
前
で
各
種
の
呪
文
を
唱
え
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
L
の

身
体
が
激
し
く
震
え
出
す
。
具
体
的
な
動
き
方
は
日
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
多
く
の
場
合
、
合
掌
し
た
両
手
で
繰
り
返
し

激
し
く
天
を
突
く
動
作
を
し
た
り
、
そ
の
場
で
飛
び
跳
ね
た

り
す
る
。
私
は
、
動
作
の
激
し
さ
と
不
規
則
性
の
た
め
に
、
こ

の
震
え
は
意
図
的
な
も
の
で
は
な
く
、
非
意
図
的
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
き
か
な
い
も
の
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
そ
れ

と
ほ
ぼ
前
後
し
て
、
生
徒
の
う
ち
幾
人
か
も
同
様
に
激
し
く

震
え
始
め
る
が
、
震
え
方
は
各
人
各
様
で
あ
る
。
飛
び
跳
ね

な
が
ら
教
室
を
駆
け
回
る
生
徒
、
脚
や
腕
が
震
え
る
生
徒
、
頭

を
グ
ル
グ
ル
回
転
さ
せ
る
生
徒
、
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
生
徒

な
ど
多
様
で
あ
る
。

呪
文
を
唱
え
終
わ
り
、
身
体
の
震
え
も
収
ま
っ
た
L
は
、

依
然
と
し
て
震
え
て
い
る
生
徒
た
ち
の
間
を
回
り
、
一
人
ひ

と
り
の
額
の
前
で
空
中
に
文
字
を
書
く
。
そ
の
さ
い
、
L
は

右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
刀
印
を
作
っ

て
い
る
が
、
文
字
を
書
き
終
え
て
か
ら
、
こ
の
刀
印
で
生
徒

の
額
や
肩
先
な
ど
の
緊
張
し
て
い
る
部
位
に
軽
く
触
れ
て
、
緊

張
を
解
き
や
す
く
す
る
こ
と
も
あ
る
。

L
に
よ
れ
ば
、
神
功
で
震
え
る
部
分
は
、
自
分
の
身
体
の

弱
い
部
分
で
あ
る
。
弱
い
の
は
気
血
が
滞
っ
て
い
る
た
め
で
、

身
体
が
震
え
る
こ
と
で
こ
の
滞
り
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
L
の
説
明
に
し
た
が
う
な
ら
、
神
功
は
一
種

の
自
発
動
功
と
し
て
の
治
療
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
解
釈
で

き
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
二
〇
〇
七
年
十
月
に
は
じ
め
て
神
功
ク
ラ
ス
に
参

加
し
て
か
ら
、
ほ
ぼ
八
カ
月
後
の
二
〇
〇
八
年
六
月
五
日
に

は
じ
め
て
身
体
が
少
し
震
え
る
の
を
経
験
し
た
。
私
の
場
合

は
、
濡
れ
た
犬
が
身
震
い
す
る
よ
う
に
胴
体
を
震
わ
せ
る
動

き
が
出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
印
象
深

か
っ
た
の
は
、
二
日
連
続
で
神
功
ク
ラ
ス
が
あ
っ
た
と
き
の

二
日
目
に
起
き
た
次
の
出
来
事
で
あ
る
。

呼
吸
に
合
わ
せ
て
横
隔
膜
が
動
く
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

と
て
も
気
持
ち
が
よ
い
。︵
横
隔
膜
が
︱
引
用
者
︶
身
体
の

内
部
の
、
背
骨
の
前
に
斜
め
に
つ
い
て
い
る
の
が
よ
く
わ

か
る
。
先
生
が
来
て
何
か
す
る
と
、
呼
吸
に
合
わ
せ
て
、
ど

ん
ど
ん
姿
勢
が
低
く
な
っ
て
ゆ
く
。
息
を
吐
く
た
び
に
、
身

体
が
下
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
だ
。
ど
ん
ど
ん
低
く
な
っ

て
、
お
し
り
が
か
か
と
に
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
。
感
想
の

時
間
に
先
生
に
そ
の
こ
と
を
い
う
と
、
先
生
は
、
手
で
高

さ
を
示
し
な
が
ら
、﹁
本
当
に
、
こ
ん
な
に
低
か
っ
た
よ
。﹂

と
い
う
。︵

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
年
十
月
十
六
日
︶

私
は
目
を
閉
じ
て
い
た
た
め
、
L
が
私
の
前
で
何
を
し
て

い
た
か
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
刀
印
で
何
か
の
文

字
を
書
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
相
前
後
し
て
、
私

の
呼
吸
は
一
息
ご
と
に
深
く
な
り
、
横
隔
膜
が
大
き
く
動
く

た
び
に
、
大
腿
部
が
こ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
胴

体
が
勝
手
に
ど
ん
ど
ん
沈
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
と
き
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
の
深
さ
の
腹
式
呼
吸
に
よ
っ
て
、
下
腹
に
力
が

み
な
ぎ
る
感
覚
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
私
が
無
意
識
の
う

ち
に
緊
張
さ
せ
て
い
た
横
隔
膜
が
緩
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
神
功
は
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
民
俗
信
仰

の
技
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
太
極
拳
の
上
達
に
も
貢
献
す
る

養
生
の
技
法
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
太
極
拳
は
、
標
準
化
さ
れ
た
健
康

体
操
で
は
な
く
、
中
国
農
村
の
自
然
環
境
お
よ
び
社
会
環
境

に
根
ざ
し
た
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
技
法
と
し
て
の
武
術
、
養

生
術
、
民
俗
信
仰
と
不
可
分
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の

技
法
は
相
互
に
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
養
生
術

と
し
て
の
套
路
が
応
用
に
お
い
て
武
術
に
な
り
、
武
術
と
し

て
の
推
手
が
養
生
術
で
も
あ
り
、
養
生
術
と
し
て
の
気
功
が

武
術
を
助
け
、
民
俗
信
仰
と
し
て
の
神
功
が
養
生
術
で
あ
り

ま
た
武
術
を
助
け
る
と
い
う
、
入
り
組
ん
だ
相
互
関
係
が
認

め
ら
れ
た
の
で
あ
る9

。

た
だ
し
、
套
路
の
応
用
・
推
手
・
瞑
想
・
神
功
と
い
っ
た

ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
技
法
に
直
接
触
れ
る
の

は
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
の
う
ち
約
一
〇
％
に
す
ぎ

な
い
。
と
い
う
の
も
、
生
徒
の
約
九
〇
％
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
︵
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
間
は
オ
ー
ル
ド
・
ト
ラ

フ
ォ
ー
ド
︶
に
あ
る
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
本
部
教
室
で
太

極
拳
を
習
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る6

。 

こ
れ
ら
の
生
徒
が
太
極
拳
を
習
う
場
所
は
、
三
つ
に
分
類

で
き
る
。

1
　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
内
や
郊
外
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
と

し
て
の
太
極
拳
ク
ラ
ス

2
　
慈
善
団
体7

や
自
治
体
が
主
催
す
る
福
祉
事
業
と
し
て

の
太
極
拳
ク
ラ
ス

3
　
企
業
の
研
修
会
と
し
て
開
催
さ
れ
る
太
極
拳
ク
ラ
ス

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
す
る
三
名
︵
L
を
含
む
︶
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ス
に
講
師
と
し
て

派
遣
さ
れ
る
こ
と
で
入
門
的
な
太
極
拳
の
套
路
と
気
功
を
指

導
す
る
が
、
よ
り
高
度
な
套
路
と
気
功
、
お
よ
び
、
ヴ
ァ
ナ

キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
套
路
の
応
用
・
推
手
・
瞑
想
・

神
功
を
指
導
す
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
本
部
教
室
の
ク
ラ
ス
と
各
地
の
ク
ラ
ス
に

お
け
る
生
徒
た
ち
の
平
均
的
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
相
違
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
説
明
が
つ
く
。
本
部
教
室
の
生
徒
は
男
性
が
多
く
、
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大
部
分
が
太
極
拳
の
指
導
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
る
か
、

立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
年
齢
層
は
比
較
的
若
い
生

徒
と
定
年
退
職
前
後
の
生
徒
が
い
る
が
、
後
者
は
太
極
拳
な

い
し
他
流
派
の
武
術
を
長
年
修
練
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
ば
か

り
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
郊
外
に
自
分

の
教
室
を
主
宰
し
て
お
り
、
高
速
道
路
を
長
時
間
運
転
し
て

本
部
教
室
に
通
っ
て
い
る8

。
こ
う
し
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、

健
康
体
操
と
し
て
の
太
極
拳
の
み
な
ら
ず
、
武
術
や
養
生
術

そ
し
て
民
俗
信
仰
と
い
う
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
も
含
め
た

太
極
拳
の
全
体
に
対
し
て
、
よ
り
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
理

解
を
獲
得
す
る
意
欲
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。

か
た
や
、
本
部
教
室
以
外
の
太
極
拳
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
生
徒

は
、
九
〇
％
が
女
性
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
比
較
的
高
齢
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
徒
の
主
要
な
関
心
は
健
康
体
操
と
し
て

の
太
極
拳
で
あ
り
、
週
あ
た
り
の
練
習
時
間
も
短
い
た
め
、
武

術
的
な
応
用
や
深
い
エ
ソ
テ
リ
ッ
ク
な
内
容
を
指
導
す
る
に

は
無
理
が
あ
る
。

こ
う
し
た
平
均
的
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
明
瞭
な
偏
り
の
た
め

に
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
の
分
布
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
太
極
拳
教
室
全
般
に
見
ら
れ
る
生
徒
の
分
布
傾
向
と

一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
少
数
の
若
い
男
性
が
太
極
拳
の

諸
側
面
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
で
﹁
中
心
﹂
を
形
成
し
、
多

数
の
高
齢
女
性
が
も
っ
ぱ
ら
健
康
体
操
と
し
て
太
極
拳
を
学

ぶ
﹁
周
縁
﹂
を
形
成
す
る
と
い
う
﹁
中
心
︱
周
縁
﹂
分
布

︵Ryan , 2008:537

︶
が
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
に
も
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

だ
が
、
本
部
教
室
に
来
な
い
生
徒
た
ち
が
練
習
し
て
い
る

太
極
拳
の
套
路
が
、
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
武
術
・
養
生
術
・

民
俗
信
仰
と
無
関
係
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
教

え
ら
れ
て
い
る
套
路
自
体
が
、
標
準
化
さ
れ
た
健
康
体
操
と

し
て
の
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
の
も
の
で
は
な
く
、
ヴ
ァ
ナ

キ
ュ
ラ
ー
な
武
術
性
を
色
濃
く
残
し
た
陳
式
太
極
拳
の
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
套
路
を
教
え
る
L
は
、
中
国
農
村
の
過
酷
な
環

境
の
な
か
で
、
各
種
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
応
え
る
べ

く
武
術
・
養
生
術
・
民
俗
信
仰
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
L
の
套
路
の
動
作
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
、
こ
れ
ら
の
追

求
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
、
い
い
か
え
れ
ば
、
中
国
農

村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
根
付
い
た
も
の
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
L
の
動
作
を
模
範
と
し
て
練

習
す
る
生
徒
た
ち
は
、
L
を
形
成
し
た
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ

ィ
に
間
接
的
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る10

。 

そ
う
で
あ
る
以
上
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
を
中
心

と
周
縁
と
い
う
図
式
に
当
て
は
め
て
理
解
す
る
さ
い
に
は
慎

重
さ
が
必
要
で
あ
る
。
本
部
教
室
に
お
け
る
套
路
の
応
用
・

推
手
・
気
功
・
神
功
な
ど
の
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
中

国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
よ
り
直
接
的
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
一
〇
％
の
生
徒
た
ち
を
中
心
と
す
れ
ば
、
本

部
教
室
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
な
い
九
〇
％
の
生
徒
は
、
た

し
か
に
周
縁
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
周
縁
は
中
心
か
ら
切

断
さ
れ
た
周
縁
で
は
な
く
、
中
心
に
接
触
し
、
中
心
に
支
え

ら
れ
た
周
縁
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
を
見
る
か
ぎ
り
、
中

国
農
村
か
ら
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
へ
の
太
極
拳
の
文
化
間

伝
播
に
お
い
て
、
中
国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
対

応
す
る
た
め
の
武
術
的
な
太
極
拳
が
、
純
粋
な
健
康
体
操
と

し
て
標
準
化
さ
れ
た
太
極
拳
に
変
化
し
た
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
中
国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
に
対
応
す
る
た
め
の
武
術
・
養
生
術
・
民
俗
信
仰
に

根
付
い
た
太
極
拳
が
、
健
康
体
操
と
し
て
の
太
極
拳
︱
必

ず
し
も
純
粋
な
健
康
体
操
で
は
な
い
が
、
健
康
体
操
と
し
て

受
容
さ
れ
て
い
る
太
極
拳
︱
と
併
存
し
、
こ
れ
を
背
後
か

ら
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
に

お
け
る
中
心
︱
周
縁
分
布
は
イ
ギ
リ
ス
の
太
極
拳
教
室
全
般

に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
太
極
拳
が
、
健
康
体
操
と
し
て
の
太
極

拳
と
併
存
し
つ
つ
こ
れ
を
支
え
て
い
る
と
い
う
本
稿
の
結
論

は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
太
極
拳
教
室
全
般
に
も
当
て
は
ま

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
太
極
拳
教
室
の
多

く
に
も
同
様
の
分
布
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
点
を
実
証
す
る
に
は
さ
ら
な
る
経
験
的
研

究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

謝
辞

本
稿
の
た
め
の
調
査
に
あ
た
り
、
Ｃ
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
Ｌ
先
生

お
よ
び
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

付
記
　

本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費
︵15H

01866,25780326

︶
の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
す
。

注1
　
二
〇
〇
六
年
六
月
に
予
備
調
査
を
行
い
、
二
〇
〇
七
年
一
月

か
ら
二
〇
〇
九
年
一
月
に
か
け
て
の
二
年
間
、
日
本
学
術
研

究
会
海
外
特
別
研
究
員
と
し
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
滞
在
し

集
中
的
に
参
与
観
察
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
参
与
観

察
の
対
象
と
し
た
の
は
、
週
に
二
、
三
回
の
通
常
の
ク
ラ
ス

と
、
月
に
一
度
程
度
行
わ
れ
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
帰

国
後
は
、
二
〇
一
二
年
十
月
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
二
〇
一

五
年
三
月
に
追
加
調
査
を
行
っ
た
。

2
　
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
が
武
術
性
を
﹁
骨
抜
き
﹂
に
し
て
い

る
と
い
う
通
説
に
対
し
て
、
異
議
を
唱
え
る
見
方
も
あ
る
。

表
面
的
に
は
健
康
法
で
あ
る
が
、
修
練
を
続
け
る
と
簡
化
二

十
四
式
の
原
型
で
あ
る
楊
式
太
極
拳
に
備
わ
っ
て
い
た
武
術

性
が
見
え
て
く
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、

︵
真
北
、
二
〇
一
一
／
王
、
二
〇
一
四
︶
が
あ
げ
ら
れ
る
。

3
　
日
中
関
係
に
お
い
て
は
、
一
九
七
二
年
の
国
交
正
常
化
以
前

の
一
九
五
九
年
に
、
新
中
国
成
立
十
周
年
に
あ
た
り
訪
中
し

た
日
本
貿
易
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
が
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
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を
学
ぶ
こ
と
で
、
早
く
も
太
極
拳
を
通
し
た
民
間
の
交
流
が

始
ま
っ
て
い
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、
簡
化
二
十
四
式

太
極
拳
の
編
集
の
中
心
人
物
で
あ
る
李
天
　
で
あ
っ
た
︵
李
、

二
〇
〇
八
／
李
、
二
〇
〇
九
︶。

4
　
競
技
武
術
は
、
正
式
に
は
た
ん
に
﹁
武
術
︵wushu

︶﹂
と
呼
ば

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
殺
傷
を
目
的
と
す
る
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な

武
術
と
区
別
す
る
た
め
に
﹁
競
技
武
術
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

5
　
た
だ
し
、
無
料
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
二
〇

一
四
年
に
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
戻
っ
て
か
ら
、
L
は
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
市
な
ど
か
ら
中
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
援

助
を
受
け
て
、
中
国
人
対
象
の
無
料
の
ク
ラ
ス
を
二
つ
開
設

し
た
。
す
る
と
、
開
講
予
定
日
の
か
な
り
前
か
ら
ク
ラ
ス
は

予
約
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
教
室
は
足
の
踏
み

場
も
な
い
ほ
ど
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
通
常
の
有
料
の
ク
ラ

ス
に
は
依
然
と
し
て
中
国
人
は
誰
も
来
な
い
、
と
L
は
不
思

議
が
っ
て
い
た︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
十
日
︶。

6
　

L
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
時
点
で
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー

の
教
室
に
直
接
来
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
は
の
べ
二
百
人
か
ら

三
百
人
、
そ
う
で
は
な
い
生
徒
が
二
千
人
前
後
、
う
ち
L
が

直
接
教
え
た
生
徒
は
一
千
人
前
後
で
あ
る
︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
二
日
︶。

7
　

C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
が
講
師
を
派
遣
し
た
慈
善
団
体
と
し
て

は
、W

orkers' Educational A
ssociation

︵
成
人
教
育
の
た
め

の
慈
善
団
体
︶
や
、A

ge C
oncern

︵
二
〇
〇
九
年
以
降
は
改

組
し
てA

ge U
K

 

と
な
る
、
年
配
者
の
福
利
厚
生
の
た
め
の

慈
善
団
体
︶
な
ど
が
あ
る
。

8
　
た
と
え
ば
、
定
年
退
職
前
後
の
P
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
南

八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︵
以
下
す
べ
て
直
線
距
離
︶
に
あ
る
ス

ト
レ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
に
劉リ
ュ
ウ
カ
ケ
ン

家
拳
︵Lau G

ar Kung Fu, 

南
派
少

林
拳
系
の
拳
法
︶
と
太
極
拳
の
教
室
を
開
い
て
い
る
。
定
年

退
職
前
後
の
G
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
南
八
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
キ
ャ
ノ
ッ
ク
で
同
じ
く
劉
家
拳
と
太
極
拳
の
教

室
を
開
い
て
い
る
。
定
年
退
職
前
後
の
M
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
の
南
西
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
チ
ェ
シ
ャ
ー
で
太
極

拳
教
室
を
開
い
て
い
る
。
壮
年
の
S
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の

北
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ア
ク
リ
ン
ト
ン
で
太
極
拳

と
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
の
教
室
を
開
い
て
い
る
。

9
　
こ
の
結
論
は
、
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
太
極
拳
と
、
中
国
農

村
一
般
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
／
さ
れ
て
き
た
太
極
拳

と
の
同
一
性
を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
陳
家
溝
な

ど
特
定
の
中
国
農
村
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
／
さ
れ
て

き
た
太
極
拳
と
の
同
一
性
を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
い
。
中

国
農
村
は
地
理
的
に
も
歴
史
文
化
的
に
も
多
様
で
あ
る
た
め
、

中
国
農
村
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
は
必
然
的
に
多
様
性
を

含
ん
で
い
る
。
本
稿
が
示
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
多
様
性
を

含
ん
だ
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
が
、
武
術
・
養
生
術
・
民
間

信
仰
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
要
素
と
し
て
C
太
極
拳
セ
ン
タ

ー
に
入
り
込
み
、
相
互
に
密
接
に
関
係
し
あ
う
こ
と
で
太
極

拳
の
実
践
の
あ
り
よ
う
を
形
成
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
C

太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
太
極
拳
は
、
そ
れ
が
根
ざ
し
て
い
る
と

こ
ろ
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
多
様
性
ゆ
え
に
、
国
民
国

家
の
政
治
的
要
請
に
応
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
規
模
で
標
準
化

さ
れ
た
﹁
創
造
さ
れ
た
伝
統
﹂
た
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

10
　

L
以
外
の
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
指

導
を
受
け
る
生
徒
は
、
そ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
L
と
い

う
二
重
の
間
接
性
を
介
し
て
L
を
形
成
し
た
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

参
考
文
献

井
上
俊
﹃
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
の
社
会
学
﹄
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇

〇
年
。

井
上
俊
﹃
武
道
の
誕
生
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。

エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
／
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
﹃
創
ら

れ
た
伝
統
﹄
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
。

王
政
樹
﹃
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
で
骨
の
髄
ま
で
練
り
上
げ
る
技

法
﹄
エ
ム
ジ
ー
エ
フ
出
版
、
二
〇
一
四
年
。

笠
尾
恭
二
﹃
中
国
武
術
史
大
観
﹄
福
昌
堂
、
一
九
九
四
年
。

釡
崎
太
・
波
多
腰
克
晃
﹁
モ
ッ
セ
に
み
る
「
伝
統
の
創
出
」

︱

卜
ゥ
ル
ネ
ン
は
如
何
に
「
伝
統
」
を
創
出
し
た
か
﹂﹃
日
本
体
育
大

学
紀
要
﹄
第
三
二
巻
第
二
号
、
九
一
―一
〇
二
頁
、
二
〇
〇
三
年
。

屈
国
鋒
﹁
養
生
武
術
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究

︱
民
間
武
術

か
ら
太
極
拳
へ
の
変
遷
を
中
心
に
﹂
筑
波
大
学
博
士
︵
体
育
科
学
︶

学
位
論
文
、
二
〇
〇
七
年
︵U

R
L: http://hdl.handle.net/2241/ 

101065

︶。

倉
島
哲
﹃
身
体
技
法
と
社
会
学
的
認
識
﹄
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇

七
年
。

倉
島
哲
﹁
身
体
技
法
の
習
得
と
身
体
の
抵
抗

︱
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
の
太
極
拳
を
事
例
と
し
て
﹂﹃
人
文
學
報
﹄
九
八
巻
、
八
一
―一

一
六
頁
、
二
〇
〇
九
年︵U

RL: http://hdl.handle.net/2433/134786

︶。

倉
島
哲
﹁
わ
ざ
を
め
ぐ
る
言
葉

︱
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
太
極
拳

を
題
材
に
﹂
横
山
俊
夫
編
﹃
こ
と
ば
の
力

︱
あ
ら
た
な
文
明
を

求
め
て
﹄
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
二
五
―一

六
三
頁
。

倉
島
哲
﹁
太
極
拳
に
お
け
る
武
術
と
養
生

︱
戚
継
光
﹃
紀
効
新

書
﹄
の
読
解
か
ら
﹂﹃M

ind-Body Science

﹄
二
六
、
二
〇
一
六
年

︵
出
版
予
定
︶。

真
北
斐
図
﹃
誰
に
も
聞
け
な
い
太
極
拳
の
﹁
な
ぜ
？
﹂﹄
B
A
B

ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
一
一
年
。

李
天
　
﹃
太
極
拳
の
真
髄

︱
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
編
者
の
理

論
解
説
と
歴
史
﹄
B
A
B
ジ
ャ
パ
ン
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
。

李
自
力
﹃
日
中
太
極
拳
交
流
史
﹄
叢
文
社
、
二
〇
〇
九
年
。

林
伯
原
﹃
近
代
中
国
に
お
け
る
武
術
の
発
展
﹄
不
昧
堂
出
版
、
一

九
九
九
年
。

D
avis, Barbara and C

hen, W
eim

ing, The Taijiquan Classics: An 
Annotated Translation , Blue Snake Books, 2004 .
M

anchester C
ity C

ouncil Public Intelligence(PR
I), C

hief 
Executive ’s D

epartm
ent, ‘M

anchester Factsheet A
01, 2015 ’.

N
ational Records of Scotland / N

orthern Ireland Statistics and 
Research A

gency / O
ffice for N

ational Statistics, ‘Key Statistics 
and Q

uick Statistics for local authorities in the U
nited K

ingdom
’, 

2013(U
R

L: http://www.ons.gov.uk/ons/dcp171778_330610.pdf).
O

ffice for N
ational Statistics, ‘2011 C

ensus - Ethnic G
roup of 

Residents by ward ’, 2011 (U
pdated in 2013).

Ryan, A
lexandra, ‘G

lobalisation and the ‘Internal A
lchem

y ’ in 
C

hinese M
artial A

rts: The Transm
ission of Taijiquan to Britain ’, 

East Asian Science, Technology and Society: an International Journal , 
2(4): 525-543, 2008(D

O
I 10.1007/s12280-009-9073-x) .

Z
hang, G

ehao, ‘Invented Tradition and Translated Practices: The 
C

areer of Tai C
hi in C

hina and the W
est ’, D

octoral T
hesis, 

Loughborough U
niversity Institutional Repository, 2010(U

R
L: 

https://dspace.lboro.ac.uk/2134/6865).

84

第三部 ❖身心変容と諸技法



1
は
じ
め
に

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
く
の
身
心
変
容
技
法
が
存
在
す
る

が
、
女
性
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
は
ま
れ
で
あ
る
。
そ
の

な
か
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
治
療
文
化
に
は
も
っ
ぱ
ら
女
性
を

対
象
と
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ダ
イ
︵anda ĕ andai

︶
儀

礼
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
女
性
、
と
り
わ
け
若
い
女
性

の
心
の
病1

を
癒
す
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
技
法
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

ア
ン
ダ
イ
と
い
う
言
葉
の
語
原
は
い
ま
だ
不
明
で
あ
る2

も

の
の
、
通
常
、
若
い
女
性
の
心
の
病
を
表
す
﹁
ア
ン
ダ
イ
病

︵
ア
ン
ダ
イ
・
エ
ブ
チ
ン
︶﹂
と
し
て
使
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ

の
病
を
治
癒
す
る
技
法
を
表
す
﹁
ア
ン
ダ
イ
治
療
︵
ア
ン
ダ

イ
・
ザ
サ
ル
ガ
︶﹂
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ダ
イ
病
の
判
断
︵
診
断
︶
と
治
し
︵
治
療
︶
は
モ

ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ン
と
さ
れ
る
ブ
ォ
が
中
心
と
な
っ
て
行

わ
れ
る
た
め
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
と
も
表
現
さ
れ
る
。

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
発
祥
は
一
七
世
紀
ご
ろ
で
、
そ
の
分
布

は
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
ジ
リ
ム
・
ア
イ
マ
グ
︵
現
・
通
遼
市
︶

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
遼
寧
省
の
モ
ン
ゴ
ル
・
ジ
ン
・
ホ
シ
ョ

︵
現
・
阜
新
モ
ン
ゴ
ル
族
自
治
県
︶
あ
た
り
と
さ
れ
て
い
る
︵
利

光
、
一
九
九
〇
／
ナ
チ
ン
、 二
〇
〇
一3

︶。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
半

ば
ご
ろ
に
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
深
く
か
か
わ
り
が
あ
っ
た

が
た
め
に
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
姿
を
消
し
始
め4

、
今
は
ア
ン
ダ
イ

儀
礼
の
経
験
者
も
高
齢
化
に
よ
り
皆
無
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

一
方
、
二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
ア
ン
ダ
イ
舞
踏5

と
い
う
民
間

芸
能
が
内
モ
ン
ゴ
ル
を
中
心
に
広
が
り
始
め
た
。
大
勢
の
人

が
さ
ま
ざ
ま
な
色
合
い
の
布
を
振
り
回
し
な
が
ら
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
す
る
集
団
舞
踏
︵
歌
舞
︶
で
あ
る6

。
こ
の
よ
う
な

ア
ン
ダ
イ
舞
踏
は
、
中
国
で
は
漢
字
で
﹁
安
代
舞7

﹂
と
表
現

さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
民
間
舞
踏
と
し
て
の

ア
ン
ダ
イ
は
、
歌
い
踊
る
と
い
う
形
だ
け
は
も
と
も
と
の
儀

礼
と
し
て
の
ア
ン
ダ
イ
と
似
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
実
は

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
民
族
誌
的
資
料
に
も
と
づ
き
、
ア

ン
ダ
イ
儀
礼
の
身
心
変
容
技
法
と
い
う
側
面
に
焦
点
を
あ
て

な
が
ら
記
述
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
治
癒
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
め
ぐ
る
通
説
に
対
し
、
筆
者
の
見
解
を
提
示
す
る
。

2
ア
ン
ダ
イ
病

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お
い
て
は
、
若
い
女
性
が
か
か
り
や
す

い
心
の
病
の
こ
と
を
ア
ン
ダ
イ
病
と
い
う
。
ア
ン
ダ
イ
病
に

か
か
り
や
す
い
女
性
の
年
齢
は
、
一
般
的
に
一
六
歳
か
ら
二

一
歳
ま
で
、
も
し
く
は
一
九
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で8

な
ど
の
説

が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
結
婚
適
齢
期
を
示
す
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
イ
病
に
か
か
る
可
能
性
が
高
い

の
は
、
結
婚
し
た
者
、
と
り
わ
け
結
婚
し
た
ば
か
り
の
者
、
未

出
産
の
者
や
女
の
子
を
出
産
し
た
者
で
、
ま
れ
に
未
婚
の
者

も
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
︵
ナ
チ
ン
、
一
九
九
八
：
一
一
六
︶。

ア
ン
ダ
イ
病
は
そ
の
病
因
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
に
分
類
さ

女
性
の
身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
アン
ダイ
儀
礼

第
三
部
❖
身
心
変
容
と
諸
技
法

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
／
文
化
人
類
学
・
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究

85

女性の身心変容技法としてのアンダイ儀礼



れ
て
い
る
が
、
大
別
し
て
ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
と
オ
ロ
グ
・
ア

ン
ダ
イ
の
二
種
類
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア

ダ
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
語
は
い
わ
ゆ
る
﹁
悪
霊
﹂、﹁
悪
魔
﹂
を

意
味
し
、
オ
ロ
グ
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
語
は
﹁
婚
姻
﹂
を
意
味

す
る
。
ま
た
地
方
に
よ
っ
て
、
エ
レ
ー
・
ア
ン
ダ
イ
と
い
う

分
類
も
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
語
の
エ
レ
ー
と
は
、
鳶と

ん
び
の
こ
と
で

あ
る
が9

、
一
般
に
鳥
の
姿
を
し
た
女
の
霊
の
こ
と
を
指
す
場

合
が
多
い
。

ア
ン
ダ
イ
病
の
病
状
は
通
常
精
神
的
錯
乱
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
ア
ン
ダ
イ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
病
状
も
異
な

る
よ
う
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
の
主
な
病

状
は
、
落
ち
着
き
が
な
く
動
き
回
っ
た
り
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
話
を
し
た
り
、
急
に
泣
き
だ
し
た
り
す
る
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
の
主
な
病
状
は
、
黙
り
込

ん
で
話
を
し
な
い
、
横
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
動
こ
う
と
し
な
い
、

み
る
み
る
痩
せ
て
い
く
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
レ
ー
・
ア
ン

ダ
イ
の
場
合
は
、
悲
し
げ
に
歌
っ
た
り
、
大
げ
さ
な
言
動
を
し

た
り
、
夜
に
な
る
と
元
気
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
主
な
病
状

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︵
フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら
、
一
九
九
八
：
九
〇
︶。

で
は
、
実
際
に
ア
ン
ダ
イ
病
を
経
験
し
た
人
が
ど
の
よ
う

に
感
じ
、
語
っ
て
い
た
の
か
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
資
料
か
ら
引

用
し
て
み
よ
う
︵
ナ
チ
ン
、
一
九
九
八
：
一
一
六
―一
三
八
︶。

語
り
1
　
ア
ダ・ア
ン
ダ
イ
に
な
っ
た
女
性
J
氏（
ア
ン
ダ
イ
病
／

二
二
歳
。一
九
八
八
年
／
七
〇
歳
）

己
卯
年
︵
一
九
三
九
年
︶、
私
に
こ
の
家
︵
夫
の
家
︶
の
先

祖
を
拝
ま
せ
る
と
言
い
、
畑
に
連
れ
て
い
っ
て
拝
ま
せ
た
そ

の
日
の
夜
か
ら
、
欠あ

く
び伸
、
寒
気
、
嘔
吐
、
動
悸
な
ど
が
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
と
き
ど
き
手
足
が
抑
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
ひ

ど
く
震
え
て
、
な
ん
と
な
く
ア
ン
ダ
イ
の
よ
う
な
振
る
舞
い

を
し
た
く
な
る
。
歌
っ
た
り
叫
ん
だ
り
す
る
が
、
歌
う
と
き

に
声
が
よ
く
出
る
…
…
体
が
弱
っ
て
く
る
と
、
お
茶
を
飲
も

う
と
し
て
も
手
を
動
か
す
力
さ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
…
。

手
足
が
痛
か
っ
た
り
痺
れ
た
り
す
る
。
食
欲
は
あ
る
…
…

明
る
い
方
を
向
き
た
く
な
い
、
人
を
見
た
く
な
い
、
目
を
閉

じ
て
何
も
見
え
な
い
と
少
し
は
よ
く
な
る
。︵
近
く
の
村
の
W

と
い
う
︶
ブ
ォ
は
ア
ン
ダ
イ
を
歌
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
…
…
二
一
日

間
歌
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

当
時
は
、
女
性
が
結
婚
し
た
ら
必
ず
夫
の
先
祖
を
拝
ま
せ

る
と
い
う
慣
習
が
あ
っ
た
。
お
墓
で
拝
ん
だ
際
に
、
一
人
の

少
女
と
一
人
の
婦
人
の
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
が
道
の
途
中
で
私
を

と
ら
え
た
。
だ
い
ぶ
前
に
亡
く
な
っ
た
が
、
行
く
場
所
が
見

つ
か
ら
ず
生
ま
れ
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
悪

さ
を
し
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。

語
り
2
　
オ
ロ
グ・ア
ン
ダ
イ
に
な
っ
た
女
性
T
氏（
ア
ン
ダ
イ
病

／
一
六
歳
、一
九
八
三
年
／
五
八
歳
）

私
は
三
人
娘
の
末
子
で
、
一
六
、
一
七
歳
か
ら
全
身
の
疲

労
と
ひ
ど
い
動
悸
と
い
う
奇
妙
な
病
に
と
ら
わ
れ
た
。
エ
ム

チ
・
ド
ム
チ
︵
医
師
・
呪
師
︶
に
診
て
も
ら
っ
た
が
、
薬
を
い

く
ら
飲
ん
で
も
な
か
な
か
治
る
様
子
は
な
か
っ
た
。
両
親
は

誰
に
聞
い
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
き
っ
と
ア
ン
ダ
イ
病
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
ま
だ
少
女
な
の
に
ア
ン
ダ
イ
を
歌
っ
て

も
ら
う
︵
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
を
行
っ
て
も
ら
う
︶
の
は
み
っ
と
も

な
い
と
、
一
九
歳
に
な
っ
た
と
き
家
が
貧
し
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
嫁
入
り
さ
せ
た
。

そ
し
て
二
〇
歳
の
と
き
に
、︵
S
と
い
う
︶
ブ
ォ
を
招
き
半

月
ほ
ど
ア
ン
ダ
イ
を
歌
っ
て
も
ら
っ
た
。
二
一
歳
の
と
き
に

息
子
を
産
ん
だ
が
、
そ
れ
で
病
も
治
っ
た
…
…
ブ
ォ
は
私
の
か

か
っ
た
ア
ン
ダ
イ
を
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
と
言
っ
て
い
た
…
…
。

語
り
3
　
ア
ン
ダイ
を
歌
っ
た
ブォ
W
氏（
一
九
八
二
年
／
八
〇
歳
）

ア
ン
ダ
イ
に
は
二
、
三
種
類
が
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
か
か

る
ア
ン
ダ
イ
も
異
な
る
。
肝
臓
や
血
液
か
ら
く
る
の
も
あ
れ

ば
、
腎
臓
か
ら
く
る
の
も
あ
る
。
意
識
を
失
う
こ
と
に
よ
り

か
か
る
の
も
あ
る
…
…
あ
る
女
の
腹
に
入
っ
て
生
ま
れ
て
く

る
運
命
を
も
っ
た
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
が
、
そ
の
女
の
子
宮
が
冷

え
子
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
女

を
苦
し
め
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
女
が
ア
ン
ダ
イ
に
な
っ
て
し

ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
ア
ン
ダ
イ
に
と
ら
わ

れ
た
女
は
怠
け
て
い
て
こ
も
り
が
ち
に
な
り
…
…
︵
治
癒
し

な
い
と
︶
部
屋
の
中
に
こ
も
っ
て
悲
し
ん
で
い
る
う
ち
に
行

っ
て
︵
死
ん
で
︶
し
ま
う
。

語
り
4
　
ア
ン
ダイ
を
歌
っ
た
ブォ
M
氏（
一
九
八
三
年
／
八
〇
歳
）

ア
ン
ダ
イ
は
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
の
病
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
イ
に

な
っ
た
女
の
親
戚
や
知
人
、
も
し
く
は
大
好
き
だ
っ
た
人
が

死
ん
だ
ら
、
そ
の
ス
ネ
ス
が
女
の
体
に
入
っ
て
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
悪
さ
を
す
る
。
女
が
子
ど
も
を
授
か
る
状
況
を
そ
な

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
ア
ン
ダ
イ
病
に
か
か
る
原
因
の

ひ
と
つ
と
な
る
が
、
そ
の
ジ
ョ
ル
メ
グ
・
ス
ネ
ス
︵
＝
生
ま

れ
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
ス
ネ
ス
の
こ
と
︶
に
人
間
と

し
て
生
ま
れ
て
く
る
時
が
来
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
原
因

と
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
原
因
が
あ
い
ま
っ
て
オ

ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
と
な
る
。
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
は
全
身
の

疲
労
を
感
じ
、
何
も
か
も
嫌
う
。

ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
は
ア
ダ
の
と
こ
ろ
か
ら
害
を
与
え
る
た

め
に
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
く
る
鬼
︵
魔
︶、
蛇
、
蛙
、
狐
、
エ
レ

ー
︵
鳶
︶
な
ど
を
い
う
。
ス
ネ
ス
は
情
の
な
い
生
き
物
な
の

で
、
頑
固
で
な
か
な
か
話
を
受
け
い
れ
て
く
れ
な
い
。
ア
ダ
・

ア
ン
ダ
イ
に
か
か
る
と
命
を
奪
わ
れ
や
す
い
。
ア
ン
ダ
イ
を

歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
外
側
の
ア
ダ
︵
悪
霊
・
悪
魔
︶
の
障さ

わ

り

と
内
側
の
心
の
障
り
を
同
時
に
消
す
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

語
り
5
　
ア
ン
ダイ
を
歌
っ
た
ブォ
G
氏（
一
九
八
七
年
／
六
七
歳
）
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ア
ン
ダ
イ
病
に
な
る
と
痛
い
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
動
悸
が

す
る
。
食
欲
は
あ
る
が
、
体
力
は
な
い
。
子
を
授
か
ら
な
い
。

人
と
け
ん
か
し
た
く
な
る
。
夫
と
け
ん
か
し
、
親
を
嫌
う
。
寝

る
と
恐
怖
を
感
じ
る
。
気
の
合
っ
た
人
と
は
よ
く
話
せ
る
。

思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
と
体
を
丸
め
て
横
に
な
る
。
そ
の

た
め
、
心
の
病
や
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
の
病
と
い
う
。
ま
た
、
好

き
な
人
が
で
き
る
と
ア
ン
ダ
イ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
ア
ン
ダ
イ
病
に
か
か
っ
た
女
性
と
ア
ン

ダ
イ
儀
礼
を
行
っ
た
ブ
ォ
に
よ
る
語
り
の
な
か
に
、
ア
ン
ダ

イ
と
い
う
病
の
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
な
の
は
、

ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
と
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
の
ど
ち
ら
に
も
ス

ネ
ス
が
直
接
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
一
般
的
に
、
男
女
や
年
齢
を
問
わ
ず
ア
ン
ダ
イ
病

に
類
似
す
る
心
の
病
の
こ
と
を
瘋ふ

う

癲て
ん

病
︵
ソ
リ
ヤ
ー
・
エ
ブ
チ

ン
︶
も
し
く
は
悪
霊
憑
き
︵
モ
ー
ユ
ム
・
ナ
ー
ル
ド
ク
︶
と
い

い
、
多
く
の
場
合
、
ブ
ォ
が
ア
ン
ダ
イ
と
は
異
な
る
儀
礼
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
癒
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
若
い
女

性
の
心
の
病
だ
け
は
ア
ン
ダ
イ
病
と
し
て
扱
い
、
特
別
な
ア

ン
ダ
イ
治
癒
儀
礼
を
行
う
の
で
あ
る
。

3
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
プ
ロ
セ
ス

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
最
も
適
す
る
時
期
は
秋
季
で
、
満
月
の

夜
と
さ
れ
る
が
、
病
人
の
必
要
に
応
じ
て
、
日
が
沈
ん
だ
後

で
あ
れ
ば
秋
季
で
は
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
る
。
で
は
次
に
、

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
述
べ
よ
う10

。

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
参
加
者

ブ
ォ
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
で
は
ブ
ォ
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
儀

礼
の
全
体
を
取
り
し
き
る
。
依
頼
者
の
女
性
の
病
を
判
断
し

儀
礼
の
日
程
を
決
め
た
り
、
儀
礼
の
広
場
を
選
び
作
り
方
を

指
示
し
た
り
、
儀
礼
に
必
要
な
道
具
や
服
装
な
ど
を
準
備
し

た
り
す
る
。

ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
　
体
が
弱
く
て
動
け
な
い
と
き
を
除
き
、

ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
自
身
も
踊
り
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
彼
女
の
家
族
や
親
族
が
参
加
す
る
こ
と
は
禁

忌
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

歌
い
手
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お
い
て
歌
い
手
は
欠
か
せ
な
い

存
在
で
あ
る
。
普
通
、
若
い
男
性
の
歌
い
手
が
二
人
要い

る︵
そ

れ
以
上
要
る
地
域
も
あ
る
︶。
ア
ン
ダ
イ
の
歌
の
曲
は
決
ま
っ
て

い
る
が
、
歌
詞
に
は
決
ま
り
は
な
い
。
そ
の
歌
詞
は
ア
ン
ダ

イ
病
の
女
性
の
病
状
や
参
加
者
の
様
子
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ

る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
作

詞
し
な
が
ら
う
ま
く
歌
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
歌
い

手
の
力
量
が
問
わ
れ
る
。
歌
い
手
は
自
分
の
歌
で
参
加
者
を

歌
に
誘
い
、
儀
礼
を
盛
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

助
手
　
ブ
ォ
と
歌
い
手
の
ほ
か
、
助
手
の
若
い
男
性
が
必
要

と
さ
れ
る
。
助
手
は
鈴す

ず

鞭む
ち

で
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
を
誘
導
し

な
が
ら
踊
る
と
と
も
に
彼
女
の
世
話
役
も
つ
と
め
る
。
通
常
、

力
持
ち
の
若
者
二
人
か
ら
五
人
が
交
代
で
そ
の
役
に
つ
き
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
儀
礼
の
現
場
を
離
れ
て
は
い
け
な
い
。

よ
い
助
手
を
選
ぶ
こ
と
は
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
成
否
に
直
接
か

か
わ
る
重
要
条
件
で
あ
る
。
も
し
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
に
追

い
か
け
ら
れ
、
つ
か
ま
っ
た
り
倒
さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の

助
手
の
ヒ
ー
モ
リ
︵﹁
気
の
馬
﹂、
精
力
の
意
味
︶
が
落
ち
、
ヒ

シ
ク
ボ
ヤ
ン
︵
福
禄
︶
が
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

近
隣
の
人
々
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
が
行
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
近

隣
の
人
々
の
参
加
・
協
力
が
必
要
と
さ
れ
る
︵
少
な
く
と
も
七
、

八
人
︶。
特
に
イ
ク
︵
大
︶・
ア
ン
ダ
イ
︵
次
項
で
詳
述
︶
の
場

合
は
、
近
隣
の
村
か
ら
で
き
る
だ
け
大
勢
の
人
々
に
集
ま
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
︵
三
〇
〇
人
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ

た
︶。
参
加
者
た
ち
は
一
緒
に
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
し
て
儀
礼

を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
果
た
す
。

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
分
類
と
段
階

ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
そ
の
規
模
に
よ
り
バ
グ
︵
小
︶・
ア
ン
ダ

イ
と
イ
ク
︵
大
︶・
ア
ン
ダ
イ 

に
分
け
ら
れ
る11

。
ア
ン
ダ
イ
病

の
よ
う
な
病
状
を
訴
え
る
若
い
女
性
が
い
る
と
き
、
彼
女
の

家
族
は
ま
ず
ブ
ォ
に
ア
ン
ダ
イ
病
か
否
か
を
判
断
し
て
も
ら

い
、
ア
ン
ダ
イ
病
と
判
断
さ
れ
た
ら
そ
の
ブ
ォ
に
ア
ン
ダ
イ

を
歌
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
す
る
。
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性

︵
以
下
、
病
人
︶
の
家
族
は
、
ア
ン
ダ
イ
の
歌
い
手
と
し
て
二

人
の
若
い
男
性
と
、
ブ
ォ
の
助
手
と
し
て
力
強
い
三
人
の
若

い
男
性
を
招
く
。
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
期
間
は
、
バ
グ
・
ア
ン
ダ

イ
の
場
合
は
病
人
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
る
が
、
イ
ク
・
ア
ン

ダ
イ
の
場
合
は
儀
礼
の
最
初
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

バ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
通
り
で

あ
る
︵
儀
礼
の
段
階
の
分
類
は
人
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が12

、
以

下
は
筆
者
に
よ
る
分
類
で
あ
る
︶。

第
一
段
階
　
ブ
ォ
が
威
嚇
的
な
調
子
で
病
人
を
ア
ン
ダ
イ
場

に
呼
び
よ
せ
る
﹁
威
嚇
す
る
﹂︵
チ
ェ
チ
ョ
ク
︶
段
階
で
あ
る
。

ま
ず
、
ブ
ォ
は
家
の
北
側
ま
た
は
西
側
の
壁
に
そ
っ
て
椅
子

を
置
き
、
椅
子
の
上
に
置
い
て
あ
る
穀
物
の
小
箱
の
中
に
ボ

ン
ボ
ル
・
テ
ン
グ
リ
︵
ボ
ン
ボ
ル
と
い
う
名
の
天
神
︶
の
神
像
を

祀
り
、
祈
禱
す
る
。
そ
し
て
線
香
を
焚
き
、
神
鼓
を
叩た

た

き
な

が
ら
憑
依
︵
オ
ル
シ
ラ
ガ
︶
を
す
る
。
こ
の
間
に
、
二
人
の
助

手
は
病
人
の
髪
の
毛
を
洗
い
、
顔
を
覆
う
よ
う
に
前
に
下
ろ

し
て
︵
も
し
く
は
逆
編
み
し
て
︶
お
く
。
ブ
ォ
は
鈴
鞭
を
挙
げ
る

と
同
時
に
病
人
に
向
か
っ
て
﹁
降
り
て
来
い
！
﹂
と
威
嚇
す
る
。

こ
の
段
階
で
は
病
人
は
ま
だ
ア
ン
ダ
イ
場
に
出
て
い
な
い
。

第
二
段
階
　
情
緒
的
な
調
子
で
病
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
﹁
挑

発
す
る
﹂︵
ウ
ド
ゲ
ク
︶
段
階
で
あ
る
。
助
手
に
指
示
し
病
人

を
神
像
に
向
か
わ
せ
て
、
椅
子
に
両
足
の
足
先
を
そ
ろ
え
て

足
先
が
床
に
届
く
よ
う
に
座
ら
せ
る
。
ま
た
、
病
人
の
両
掌
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の
間
に
三
本
の
線
香
を
持
た
せ
て
合
掌
さ
せ
る
。
ブ
ォ
は
鈴

鞭
を
助
手
に
渡
し
、
銅
鑼
を
鳴
ら
し
な
が
ら
病
人
を
挑
発
す

る
︵
心
を
動
か
す
︶
内
容
の
情
緒
的
な
歌
を
歌
う13

。
ま
も
な
く
、

病
人
は
体
を
震
わ
せ
な
が
ら
頭
を
揺
さ
ぶ
り
始
め
る
こ
と
が

多
い
。
憑
依
状
態
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。

揺
さ
ぶ
り
を
見
せ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
は14

、
集

ま
っ
て
き
た
人
々
に
床
が
濡
れ
る
ま
で
水
を
撒
い
て
も
ら
い
、

皆
で
足
音
を
揃
え
力
強
く
足
を
踏
み
な
が
ら
踊
っ
て
歌
っ
て

も
ら
う
。
そ
れ
で
も
病
人
に
反
応
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
鈴

鞭
で
床
を
力
強
く
打
つ
。
こ
れ
を
病
人
の
﹁
心
臓
を
地
中
に

打
ち
込
む
﹂︵
ジ
ュ
ル
ヘ
ギ
・
ガ
ザ
ル
・
ハ
ダ
ナ
︶
と
い
う
。
再

び
、
病
人
の
手
に
線
香
を
持
た
せ
て
椅
子
に
座
ら
せ
、
そ
の

周
り
を
皆
で
歌
い
踊
る
。

ま
も
な
く
、
病
人
の
体
が
震
え
だ
す
と
と
も
に
持
っ
て
い

た
線
香
を
床
に
落
と
し
急
に
立
ち
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
起

こ
る
。
こ
の
と
き
、
ブ
ォ
の
二
人
の
助
手
が
病
人
の
両
腕
を

支
え
、
手
に
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
持
た
せ
る
。
す
る
と
、
病
人

は
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を
振
り
回
し
な
が
ら
鈴
鞭
を
持
っ
た
助
手

の
後
ろ
に
つ
い
て
踊
り
始
め
る
。
そ
こ
で
ブ
ォ
と
は
別
の
歌

い
手
が
登
場
し
、
病
人
の
心
情
を
察
知
し
な
が
ら
歌
の
詞
や

曲
を
変
え
て
歌
う
と
さ
れ
る15

。

第
三
段
階
　
病
人
に
お
茶
な
ど
を
与
え
る
﹁
与
え
る
﹂︵
フ
ル

テ
ク
︶
段
階
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
踊
ら
せ
て
か
ら
病
人
に
お

茶
を
与
え
る
が
、
そ
の
際
、
ド
ア
に
向
か
っ
て
座
ら
せ
て
か

ら
渡
す
。
渡
す
と
き
は
、
お
茶
を
茶
碗
か
ら
こ
ぼ
す
よ
う
に

外
向
き
に
三
回
動
か
し
、﹁
お
仲
間
も
ご
一
緒
に
お
召
し
上
が

れ
﹂
と
言
い
な
が
ら
渡
す
。
ま
た
、
病
人
の
食
べ
た
い
も
の

は
何
で
も
与
え
る
。
儀
礼
が
こ
の
時
点
ま
で
進
む
と
、
病
が

好
転
し
た
と
皆
で
喜
び
を
表
す
。

第
四
段
階
　
病
人
を
憑
依
状
態
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
﹁
覚
ま

す
﹂︵
セ
ル
ゲ
ク
︶
段
階
で
あ
る
。
儀
礼
の
最
後
の
夜
、
ア
ン

ダ
イ
﹁
覚
ま
す
﹂
と
い
う
最
終
段
階
に
入
る
。
具
体
的
に
は
、

病
人
の
家
の
ド
ア
と
窓
を
全
部
開
け
て
彼
女
を
家
の
入
り
口

に
向
か
わ
せ
、
上
半
身
が
入
り
口
の
外
に
出
る
よ
う
な
位
置

に
立
た
せ
、
仰
向
け
に
戸
外
へ
倒
れ
さ
せ
る
。
ブ
ォ
が
病
人

を
中
か
ら
外
へ
と
い
き
な
り
倒
れ
さ
せ
る
と
、
外
で
待
っ
て

い
た
二
人
の
助
手
は
彼
女
が
地
面
に
着
く
前
に
受
け
と
め
る
。

彼
女
の
髪
の
毛
が
頭
の
後
ろ
へ
下
ろ
さ
れ
、
地
面
に
着
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
髪
の
毛
一
本
で
も
顔
や
耳
に
か
か
っ
て
い
た
ら
、﹁
ア

ン
ダ
イ
が
残
る
﹂
こ
と
に
な
る
の
で
、
同
じ
や
り
か
た
で
も

う
一
度
や
り
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
回
繰
り
返
し

て
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
は
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
を
最
初
か

ら
や
り
な
お
す
こ
と
に
な
る
。
う
ま
く
い
っ
た
場
合
は
病
人

の
髪
を
後
ろ
に
ま
と
め
て
、︵
鳥
の
羽
で
飾
っ
た
︶
麻
糸
で
三

回
ま
わ
し
て
結
っ
て
お
く
。
病
人
の
体
周
り
を
線
香
で
清
め

た
後
、
温
か
い
オ
ン
ド
ル
の
上
に
西
に
向
か
っ
て
座
ら
せ
、
近

隣
の
婦
人
に
病
人
の
髪
の
毛
を
き
れ
い
に
飾
っ
て
も
ら
う
。

第
五
段
階
　
ア
ン
ダ
イ
病
の
原
因
と
な
る
ア
ン
ダ
イ
を
病
人

か
ら
切
り
離
す
﹁
送
り
出
す
﹂
段
階
で
あ
る
。
ブ
ォ
が
病
人

に
ウ
ル
グ
ゲ
と
呼
ば
れ
る
包
︵
家
形
︶
の
中
で
倒
れ
る
方
法
を

教
え
る
。
そ
の
夜
、
庭
の
入
り
口
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
エ

レ
ー
ウ
ー
デ
︵
白
紙
で
作
っ
た
門
形
︶
を
建
て
る
。
そ
の
奥
に

ジ
ョ
リ
グ
︵
病
人
の
小
物
な
ど
を
付
け
る
、
樹
の
枝
な
ど
で
作
っ
た

人
形
︶
を
置
く
。
そ
の
ま
た
奥
に
ベ
リ
ン
︵
ア
ン
ダ
イ
を
受
け

と
る
主
人
役
。
粉
で
作
っ
た
人
形
︶
や
﹁
ウ
ル
グ
ゲ
﹂︵
ベ
リ
ン
の

住
む
包パ
オ
。
紙
な
ど
で
作
っ
た
家
形
︶
を
建
て
る
。

ブ
ォ
は
鈴
鞭
を
手
に
持
ち
、
病
人
を
連
れ
て
﹁
エ
レ
ー
ウ

ー
デ
﹂
の
下
を
く
ぐ
り
、﹁
ジ
ョ
リ
ク
﹂
の
と
こ
ろ
に
着
く
と
、

二
人
の
助
手
に
病
人
を
﹁
渡
す
﹂。
こ
れ
を
﹁
ア
ン
ダ
イ
を
渡

す
﹂
と
い
う
。
最
後
に
、
病
人
は
ベ
リ
ン
が
住
む
包
を
押
し

倒
す
よ
う
に
倒
れ
る
。
ブ
ォ
は
病
人
の
倒
れ
た
よ
う
す
を
調

べ
、
条
件
に
合
っ
て
い
れ
ば
﹁
ア
ン
ダ
イ
完
成
！
﹂
と
宣
言

す
る
。
皆
が
喜
び
の
歌
を
歌
う
。
病
人
の
夫
が
線
香
を
持
っ

て
病
人
の
体
を
清
ら
か
に
し
、
彼
女
の
本
当
の
名
前
で
三
回

呼
ん
で
か
ら
抱
い
て
家
に
帰
る
。
途
中
で
病
人
の
足
が
地
面

に
着
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

家
に
着
い
た
ら
、
病
人
の
髪
の
毛
を
ま
と
め
て
も
ら
う
。
そ

れ
か
ら
二
十
一
日
間
、
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
は
外
の
人
に
会

う
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
儀
式
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
ブ
ォ
は
病
人
の
家
族
の
前
で
人
形
に
着
せ
て

い
た
病
人
の
服
装
、
指
輪
、
髪
飾
り
、
宝
石
な
ど
を
集
め
、
持

っ
て
行
く
。
こ
れ
を
﹁
借
り
る
﹂
と
い
う
。
他
の
飾
り
な
ど

は
全
部
焼
き
捨
て
る16

。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
﹁
威
嚇
す

る
﹂、﹁
挑
発
す
る
﹂、﹁
与
え
る
﹂、﹁
覚
ま
す
﹂
や
﹁
送
り
出

す
﹂
な
ど
の
い
く
つ
か
の
段
階
と
、﹁
心
臓
を
地
中
に
打
ち
込

む
﹂、﹁
ア
ン
ダ
イ
が
残
る
﹂、﹁
ア
ン
ダ
イ
を
渡
す
﹂
な
ど
の

出
来
事
を
ふ
ま
え
て
﹁
劇
的
﹂
に
﹁
完
成
﹂
し
て
い
く
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ク
・
ア
ン
ダ
イ
は
病
人
の
家
の
中
か
ら
家

の
外
ま
で
行
わ
れ
る
儀
礼
で
、
そ
の
規
模
は
バ
グ
・
ア
ン
ダ

イ
よ
り
大
き
い
。
近
隣
の
村
人
た
ち
を
参
加
者
と
し
て
招
く
。

最
初
の
段
階
の
み
家
の
中
で
行
わ
れ
、
第
二
段
階
か
ら
は
家

の
外
で
行
わ
れ
る
が
、
や
り
方
は
ほ
ぼ
バ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
と

同
様
で
あ
る
。
家
の
外
の
広
い
場
所
に
﹁
ア
ン
ダ
イ
広
場
﹂

を
設
け
、
広
場
の
中
心
に
立
て
た
細
長
い
柱
︵
も
し
く
は
車

軸
︶
の
周
り
で
、
病
人
を
囲
み
、
輪
に
な
っ
て
歌
い
踊
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
︵
図
1
参
照
︶。

イ
ク
・
ア
ン
ダ
イ
は
、
ブ
ォ
が
、
病
人
の
か
か
っ
た
病
が

オ
ロ
ク
・
ア
ン
ダ
イ
か 

ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
か
を
判
断
し
に
く

い
時
よ
く
行
わ
れ
る
と
い
う
。
か
か
っ
た
ア
ン
ダ
イ
病
の
種

類
に
よ
り
、
ア
ン
ダ
イ
の
歌
の
内
容
も
異
な
る
た
め
、
ど
の

種
類
の
ア
ン
ダ
イ
で
あ
る
か
を
決
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
歌
︵
歌
の
内
容
が
曲
と
と
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も
に
変
更
す
る
︶
を
歌
い
手
に
歌
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
す

る
病
人
の
反
応
を
み
な
が
ら
ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
か
、
オ
ロ
グ
・

ア
ン
ダ
イ
か
を
判
断
す
る
。

そ
の
過
程
で
、
病
人
の
ア
ン
ダ
イ
病
の
種
類
︵
ア
ダ
・
ア

ン
ダ
イ
か
、
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ
か
︶
に
よ
っ
て
段
階
ご
と
に
、

歌
の
内
容
︵
慰
安
、
教
論
、
激
励
な
ど
︶
が
曲
︵
悲
哀
な
、
温

厚
な
、
明
朗
な
な
ど
︶
と
と
も
に
変
更
さ
れ
る
の
が
ア
ン
ダ
イ

儀
礼
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る17

。
ア
ン
ダ
イ
の
歌
は
、
病
人
の

そ
の
時
々
の
心
の
状
態
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
歌
わ
れ
る
。
そ

し
て
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
、
近
隣
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら

行
わ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
集
団
歌
舞
で
あ
り
、
治
療
儀
礼

な
の
で
あ
る
。

4
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
治
癒
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

め
ぐ
っ
て

ア
ン
ダ
イ
に
関
す
る
数
少
な
い
研
究
の
な
か
に
、
ア
ン
ダ

イ
病
の
病
因
・
病
状
や
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
治
癒
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
め
ぐ
る
解
釈
が
い
く
つ
か
あ
る18

。
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う19

。
モ
ン
ゴ
ル
医
学
の
精
神
病
︵
寒

性
心
病
︶
論
に
よ
る
説
明
モ
デ
ル
、
心
理
療
法
・
音
楽
療
法
・

運
動
療
法
な
ど
の
理
論
に
よ
る
説
明
モ
デ
ル
、
日
常
的
・
非

日
常
的
論
理
に
よ
る
説
明
モ
デ
ル
な
ど
で
あ
る20

。

「
寒
性
心
病
」論
に
よ
る
説
明

﹁
寒
性
心
病21

﹂
は
モ
ン
ゴ
ル
医
学
に
お
け
る
精
神
病
の
一
種

と
さ
れ
る
。
ナ
チ
ン
は
、
こ
の
寒
性
心
病
の
症
状
と
さ
れ
る

次
の
よ
う
な
様
相
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
主
な
特
徴
は
﹁
意
識

朦
朧
や
消
化
不
良
﹂
に
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
…
…
主

に
情
緒
が
不
安
定
で
、
性
格
が
悲
観
的
に
な
り
、
話
が
少
な

く
、
目
を
閉
じ
た
り
顔
を
覆
っ
た
り
し
な
が
ら
黙
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
横
向
き
︵
人
が
い
る
方
向
と
反
対
向
き
︱
引
用
者
︶

に
寝
る
こ
と
を
好
む
。
し
か
し
病
が
発
す
る
と
き
は
変
に
歌

っ
た
り
踊
っ
た
り
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
す
る
な
ど
の
ふ
る

ま
い
を
す
る
。
眩
暈
し
幻
覚
が
起
こ
る
、
耳
鳴
り
し
幻
聴
が

起
こ
る
、
も
し
く
は
関
節
が
凝
り
、
肩
・
背
中
や
手
足
に
部

分
的
な
痺
れ
な
い
し
麻
痺
症
状
が
起
こ
る
。
さ
ら
に
、
吐
き

気
や
胃
腸
の
張
れ
や
痛
み
を
感
じ
る
。
口
・
咽
喉
が
乾
い
て

も
飲
み
物
を
飲
み
た
が
ら
な
い
…
…
﹂︵
ナ
チ
ン
、
二
〇
〇
一
：

一
四
八
―一
四
九
︶

ナ
チ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
寒
性
心
病
の
症
状
を
ア
ン
ダ
イ

病
経
験
者
の
女
性
S
氏
の
語
り
に
当
て
は
め
な
が
ら
、﹁
明

る
い
方
へ
向
き
た
く
な
い
、
人
を
嫌
う
、
横
向
き
に
な
っ
て

目
を
閉
じ
て
何
も
見
え
な
か
っ
た
ら
少
し
よ
く
な
る
﹂
と
い

う
話
や
、
夫
や
家
族
に
対
す
る
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
異
常
な
反
発
の
言
動
な
ど
は
、
意
識
が
朦
朧
と
し
、
常

識
的
な
判
断
と
ふ
る
ま
い
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
の
し
る
し

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
心
の
病
の
原
因
を
、
モ
ン
ゴ
ル
医
学

で
は
人
間
の
身
体
を
構
成
す
る
ヒ
ィ
︵
風
︶、
シ
ャ
ラ
︵
胆
汁
︶、

バ
ト
ガ
ン
︵
粘
液
︶
と
い
う
三
つ
の
要
素
︵
イ
ェ
シ
ェ
ー
、
二

〇
〇
一
：
六
四
―七
二
︶
の
う
ち
の
﹁
バ
ト
ガ
ン
の
障さ

わ

り
﹂
と

す
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ダ
イ
病
は
﹁
バ
ト
ガ
ン
の
障
り
﹂
に

図1　アンダイ儀礼場面の一例（満月の夜、柱、ブォ、病人の女性、歌い手と踊り手の男性、
囲んで踊り観る人々）。（イラスト：田園）

図2　アンダイ歌曲の一例（「送り出す」という
歌曲）。（バ・スヘ、2009より）

図３　アンダイ踊りの動作の一例（手足の動作）。
（ブレントグス、1999より）
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よ
る
寒
性
心
病
に
当
て
は
ま
る
と
指
摘
し
て
い
る
︵
ナ
チ
ン
、

二
〇
〇
一
：
一
四
九
―一
五
一
︶。
す
な
わ
ち
ナ
チ
ン
の
考
え
で

は
、
ブ
ォ
は
﹁
バ
ト
ガ
ン
の
障
り
﹂
に
よ
る
心
の
病
の
こ
と

を
﹁
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
の
障
り
﹂、﹁
ス
ネ
ス
︵
霊
︶
の
病
﹂
と
し

て
捉
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

「
心
理
療
法
・
音
楽
療
法
・
運
動
療
法
」論
に
よ
る
説
明

ナ
チ
ン
は
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
経
験
者
で
あ
る
ブ
ォ
の
M

氏
に
よ
る
語
り
﹁
ア
ン
ダ
イ
を
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
外
側

の
ア
ダ
︵
悪
霊
、
悪
魔
︶
の
障
り
と
内
側
の
心
の
障
り
を
同
時

に
滅
ぼ
す
と
い
う
こ
と
だ
﹂
や
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
歌
い
踊
る

と
い
う
特
徴
か
ら
、
ア
ン
ダ
イ
治
療
と
は
心
理
療
法
と
適
当

な
身
体
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
療
法
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い

る
︵
ナ
チ
ン
、
二
〇
〇
一
：
一
五
五
―一
五
九
︶。
す
な
わ
ち
、
ア

ン
ダ
イ
儀
礼
は
歌
に
よ
っ
て
心
の
悲
し
み
を
追
い
は
ら
い
、
踊

り
に
よ
っ
て
消
化
不
良
な
ど
の
体
の
不
調
を
整
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
説
明
と
類
似
す
る
、
心
理
療
法
、
音
楽
療
法

や
運
動
療
法
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
た
フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら
に

よ
る
簡
単
な
説
明
も
あ
る
。
近
代
医
学
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、

ア
ン
ダ
イ
病
の
病
状
︵
思
惟
が
鈍
く
な
り
、
心
が
沈
み
、
食
欲

が
低
下
し
、
精
神
的
に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
︶
は
、
社
会
的
・

心
理
的
な
抑
圧
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
中
央
神
経
系
や
内
分
泌

系
に
変
化
を
起
こ
し
た
結
果
で
あ
り
、
ア
ン
ダ
イ
の
歌
と
踊

り
は
病
人
の
心
を
落
ち
着
か
せ
、
病
を
乗
り
越
え
る
自
信
を

与
え
る
こ
と
で
治
療
の
目
的
を
達
成
す
る
。
ま
た
、
ア
ン
ダ

イ
治
療
の
期
間
︵
一
～
三
週
間
︶
も
精
神
病
療
養
の
期
間
と
変

わ
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
︵
フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら
、
一
九
九
八
：

八
八
―九
七
︶。

「
日
常
的
・
非
日
常
的
」論
理
に
よ
る
説
明

利
光
は
、
ア
ン
ダ
イ
病
の
分
類
と
病
因
に
つ
い
て
、
オ
ロ

グ
・
ア
ン
ダ
イ
が
実
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
ア
ダ
・
ア
ン
ダ
イ
は
説
明
原
理
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。﹁
つ
き
も
の
に
よ
る
錯
乱
と

い
う
説
明
体
系
は
、
病
因
を
超
自
然
的
存
在
に
帰
す
る
と
い

う
意
味
で
、
非
日
常
的
論
理
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
結
婚
と

い
う
原
因
が
言
明
さ
れ
て
い
る
以
上
、
オ
ロ
グ
・
ア
ン
ダ
イ

に
は
現
実
的
な
説
明
も
付
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
日

常
的
論
理
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
イ
に
お
い
て
は
、
日
常
的
論
理

を
非
日
常
的
論
理
で
お
お
う
、
病
因
論
の
二
重
構
造
が
あ
る
﹂。

す
な
わ
ち
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
で
は
﹁
あ
き
ら
か
に
婚
姻
が
も

た
ら
し
た
葛
藤
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
も
、
付
着
物
と
し
て

と
ら
え
る
の
で
あ
る
﹂︵
利
光
、
一
九
九
〇
：
八
三
―八
六
︶。

さ
ら
に
、
ア
ン
ダ
イ
病
の
治
癒
は
﹁
日
常
的
な
教
諭
を
、
非

日
常
的
舞
踏
で
お
お
い
隠
す
﹂
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
﹁
非
日

常
世
界
﹂
は
﹁
精
神
︵
心
と
頭
︶
や
身
体
に
対
し
て
運
動
性
を

あ
た
え
る
﹂
音
楽
の
も
つ
力
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
て
い
る
と

指
摘
し
て
い
る
︵
利
光
、
一
九
九
〇
：
一
〇
五
―一
一
〇
︶。
ア
ン

ダ
イ
治
癒
で
は
音
楽
が
果
た
す
役
割
は
決
定
的
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お
け
る
病
や
そ
の
治

癒
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
い
く
つ
か
の
枠
組
み
の
中
で
説
明
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
説
明
モ
デ
ル
は
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お
け

る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
考
え
方
を
既
成
の
医
学
的
概
念
や
理

論
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

5
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
若
い
女
性
の
心
の
病
を
治
癒
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
対
象
と
な

る
女
性
の
身
心
に
変
容
を
引
き
起
こ
す
の
か
に
つ
い
て
、
民

族
誌
的
資
料
に
も
と
づ
き
な
が
ら
紹
介
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま

え
て
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
治
癒
︵
治
療
︶
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対

す
る
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
を
と
り
あ
げ
た
。
こ
こ
で
、
筆
者

の
見
解
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

女
性
の
心
の
病
と
さ
れ
る
ア
ン
ダ
イ
病
が
精
神
病
と
同
一

視
さ
れ
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
心
理
療
法
、
音
楽
療
法
、
運
動

療
法
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
歌
と
踊
り
は
ア
ン
ダ

イ
病
の
女
性
の
身
心
変
容
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
歌
や
踊
り
な
ど
が
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
に
も
た
ら

す
身
心
変
容
は
量
的
な
も
の
で
あ
り
、
質
的
な
も
の
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
量
的
な
身
心
変
容
と
質
的
な
身
心
変
容
の
レ

ベ
ル
を
あ
え
て
た
と
え
る
と
、
氷
と
水
、
水
と
湯
気
の
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
間
に
は
﹁
氷
点
﹂
と
﹁
沸
点
﹂
が
あ
る
。

音
楽
療
法
や
運
動
療
法
な
ど
で
は
、
歌
や
踊
り
が
も
た
ら

す
身
心
変
容
は
治
療
の
終
着
点
で
あ
る
が
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼

で
は
そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
身
心
変
容
は
、
あ
く
ま
で
も
治

癒
へ
の
通
過
点
、
も
し
く
は
霊
的
な
世
界
へ
の
出
発
点
に
す

ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
霊
的
な
世
界
へ
通
じ
る
技
法
と
し
て
の

憑
依
を
経
て
こ
そ
、
ア
ン
ダ
イ
病
は
治
癒
さ
れ
る
と
示
唆
で

き
よ
う
。
同
じ
よ
う
な
見
解
は
、
上
述
し
た
そ
の
ほ
か
の
説

明
モ
デ
ル
に
も
当
て
は
ま
る
と
考
え
る
。

一
般
に
、
憑
依
と
い
う
言
葉
は
抽
象
的
な
概
念
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
ブ
ォ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

的
文
脈
で
は
、
憑
依
は
特
殊
な
身
心
状
態
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
身
心
状
態
は
病
と
し
て
自
発
的
に
あ
ら
わ
れ
る
場
合
も

あ
れ
ば
、
病
を
治
す
技
法
と
し
て
意
図
的
に
引
き
起
こ
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
で
は
、
ま
さ
に
病
人
の
身

心
状
態
を
意
図
的
に
憑
依
に
み
ち
び
く
の
で
あ
る
。

も
し
歌
や
踊
り
を
用
い
た
心
理
療
法
や
音
楽
療
法
な
ど
に

よ
っ
て
も
た
ら
す
身
心
状
態
を
﹁
通
常
状
態
﹂
と
表
現
す
る

な
ら
ば
、
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
過
程
で
起
こ
る
身
心
状
態
は
﹁
異

常
状
態
﹂
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
﹁
異
常
状
態
﹂
を
経
た
か
ら
こ
そ
﹁
通

常
状
態
﹂
を
回
復
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
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憑
依
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
既
成
の
医
学
的
概
念
や
理
論
に
帰

着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
の
理
解
や

人
間
の
身
心
変
容
の
可
能
性
に
限
界
を
設
け
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
憑
依
と
い
う

身
心
変
容
を
経
験
し
て
こ
そ
明
ら
か
に
な
る
女
性
の
こ
こ
ろ

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注1
　
言
葉
の
民
俗
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
考
慮
し
、あ
え
て﹁
精
神
疾

患
﹂で
は
な
く﹁
心
の
病
﹂と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

2
　
ア
ン
ダ
イ
︵anda ĕ andai

︶
の
語
原
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か

の
説
が
あ
る
。
盟
友
を
意
味
す
る
ア
ン
ダ
︵anda

︶
に
由
来

す
る
と
い
う
説
や
病
人
が
治
り
起
き
あ
が
る
様
相
を
表
す
オ

ン
デ
イ
フ
︵öndeikü

︶
か
ら
派
生
し
た
と
み
る
説
、
悪
魔
・

悪
霊
を
意
味
す
る
ア
ダ
︵ada

︶
が
な
ま
っ
た
と
す
る
説
、
エ

ネ
デ
ィ
・
ハ
ン
の
名
前
か
ら
借
用
し
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
説
の
い
ず
れ
も
確
か
な
論
拠
が
あ
る

と
は
い
え
な
い
。

3
　
ア
ン
ダ
イ
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
古
代
部
族
の

集
団
舞
踏
か
ら
由
来
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
︵
フ
レ
ル
シ
ャ

ー
ら
、
一
九
九
八
︶。

4
　
明
ら
か
な
理
由
と
し
て
、
中
国
の
﹁
文
化
大
革
命
﹂
な
ど
に

よ
る
弾
圧
が
あ
る
。

5
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
場
合
は
、
足
で
踏
む
動
作
が
重
要
か
つ
特

徴
的
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
﹁
舞
踊
﹂
で
は
な
く
﹁
舞
踏
﹂

と
い
う
表
現
を
し
た
い
。

6
　
ち
な
み
に
、
筆
者
も
学
校
の
集
団
活
動
の
一
環
と
し
て
何
度

も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。

7
　 

中
国
語
で
は﹁
安
代
﹂と
い
う
漢
字
で
表
現
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

8
　
も
し
く
は
一
八
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
と
い
う
説
も
あ
る
。

9
　
地
方
に
よ
っ
て
鴉か
ら
すの
場
合
も
あ
る
。

10
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
の
プ
ロ
セ
ス
の
記
述
は
、
主
に
ア
ン
ダ
イ
研

究
の
権
威
で
あ
る
ナ
チ
ン
・
シ
ョ
ン
ホ
ル
に
よ
る
記
述
︵
ナ

チ
ン 

、
二
〇
〇
一
︶
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

11
　
ア
ン
ダ
イ
病
の
女
性
の
病
状
に
よ
り
、
歌
の
内
容
、
踊
り
方
、

儀
礼
の
期
間
、
用
い
る
道
具
、
伝
承
方
法
な
ど
が
異
な
り
、

そ
れ
に
よ
る
分
類
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
バ
グ
︵
小
︶・
ア

ン
ダ
イ
と
イ
ク
︵
大
︶・
ア
ン
ダ
イ
に
分
け
ら
れ
る
。
チ
ャ

ガ
ン
︵
白
い
︶・
ア
ン
ダ
イ
は
特
定
の
ブ
ォ
だ
け
が
行
う
資

格
が
あ
る
と
さ
れ
、
儀
礼
に
は
男
性
し
か
参
加
で
き
な
い
。

儀
礼
は
必
ず
九
日
間
で
終
わ
る
。
ウ
ン
︵
文
︶・
ア
ン
ダ
イ

は
、
病
気
の
重
い
女
性
に
対
し
て
行
わ
れ
る
儀
礼
と
さ
れ
る
。

ベ
ッ
ド
か
ら
降
り
る
こ
と
も
で
き
な
い
病
人
の
場
合
は
ベ
ッ

ド
に
座
ら
せ
た
ま
ま
儀
礼
を
行
う
。
病
人
の
女
性
自
身
は
歌

と
踊
り
に
参
加
し
な
い
。
い
わ
ば
ソ
フ
ト
な
技
法
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
ウ
︵
武
︶・
ア
ン
ダ
イ
は
、
女
性
は
歌
と
踊
り

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
い
て
参
加
さ
せ
る
こ
と

か
ら
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
ダ
ル
タ
イ
・

ア
ン
ダ
イ
は
、﹁
金
輪
く
ぐ
り
を
す
る
﹂
イ
ク
・
ア
ン
ダ
イ
の

こ
と
で
、﹁
金
輪
く
ぐ
り
を
す
る
﹂
と
は
、
ア
ン
ダ
イ
の
最
後

の
段
階
﹁
ア
ン
ダ
イ
を
送
り
出
す
﹂
ま
え
、
参
加
者
た
ち
が

手
を
つ
な
い
で
輪
に
な
っ
て
歌
っ
て
い
る
と
き
に
、
病
人
が

鈴
鞭
を
奪
お
う
と
皆
の
脇
の
下
を
く
ぐ
り
走
る
こ
と
を
さ
す
。

12
　
利
光
は
、
ア
ン
ダ
イ
の
治
療
プ
ロ
セ
ス
を
﹁
呼
寄
せ
﹂、﹁
ゆ

さ
ぶ
り
﹂、﹁
は
げ
ま
し
﹂、﹁
問
い
か
け
﹂、﹁
し
ず
め
﹂
の
五

段
階
に
分
け
て
い
る
。

13
　
ア
ン
ダ
イ
儀
礼
に
お
い
て
ブ
ォ
の
銅
鑼
鳴
ら
し
に
は
独
特
な

作
法
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
身
体
を
ま
わ
し
な
が
ら
、
病
人

の
額
に
向
か
っ
て
三
回
鳴
ら
す
な
ど
。

14
　
二
、
三
日
経
っ
て
も
な
か
な
か
揺
さ
ぶ
り
を
見
せ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

15
　
儀
礼
の
中
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、利
光
は﹁
ブ
ォ
は
全
体
を

と
り
し
き
り
、い
わ
ば
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
役
割
を
し
て
い
る
。

そ
の
ブ
ォ
と
は
別
に
、歌
を
リ
ー
ド
す
る
歌
い
手
が
お
り
、こ

れ
は
い
わ
ば
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
﹂︵
利
光 

、一
九

九
〇
：
九
四
︶
と
、当
を
得
た
た
と
え
で
表
現
し
て
い
る
。

16
　
ま
た
、
オ
リ
ゴ
ガ
・
ア
ン
ダ
イ
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
ア
ン
ダ
イ
の
歌
い
方
で
は
な
く
、
ア
ン
ダ
イ
の
セ
レ
モ
ニ

ー
の
間
に
必
ず
守
る
べ
き
こ
と
を
指
す
。
女
性
の
夫
も
し
く

は
親
兄
弟
ら
は
ア
ン
ダ
イ
の
列
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
け

ん
か
を
し
て
は
い
け
な
い
。
両
親
は
泣
い
た
り
し
て
は
い
け

な
い
。
儀
式
が
終
わ
っ
て
三
日
の
う
ち
に
ブ
ォ
が
﹁
借
り

て
﹂
い
っ
た
女
性
の
着
物
、
髪
飾
り
な
ど
は
家
族
が
買
い
も

ど
す
。
女
性
が
安
静
に
し
て
い
る
二
一
日
間
は
外
部
者
を
家

の
中
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
規
則
を
守
ら
な
い
と
病

気
が
治
ら
な
い
ば
か
り
か
、
悪
化
す
る
と
い
う
。

17
　
本
稿
で
は
歌
の
具
体
的
な
内
容
は
省
略
し
た
が
、
別
の
機
会

に
詳
細
に
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

18
　
こ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
研
究
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の

ナ
チ
ン
や
フ
レ
ル
シ
ャ
ー
、
日
本
人
の
利
光
︵
小
長
谷
︶
有

紀
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
、
こ
れ
ら
先

行
研
究
の
見
解
を
超
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

19
　 

な
お
、
ア
ン
ダ
イ
病
の
よ
う
な
心
の
病
に
な
る
原
因
を
、
一
九

三
〇
年
代
の
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
女
性
、
と
り
わ
け
結
婚

し
た
若
い
女
性
の
地
位
の
低
さ
と
生
活
の
貧
し
さ
に
求
め
る

と
い
う
点
は
、
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

20
　
こ
の
ほ
か
、
煎
本
に
よ
る
ア
ン
ダ
イ
の
伝
説
に
も
と
づ
く
象

徴
的
な
解
釈
が
あ
る︵
煎
本
、
二
〇
〇
二
：
四
一
九
―四
二
三
︶。

21
　
モ
ン
ゴ
ル
語
の
フ
ォ
テ
ン
・
デ
ィ
ロ
ン
グ
イ
・
セ
テ
ゲ
リ

ン
・
エ
ブ
チ
ン
の
筆
者
に
よ
る
意
訳
で
あ
る
。

主
な
参
考
文
献

イ
ェ
シ
ェ
ー
・
ド
ゥ
ン
デ
ン
︵
三
浦
順
子
訳
︶﹃
チ
ベ
ッ
ト
医
学

︱
身
体
の
と
ら
え
か
た
と
診
断
・
治
療
﹄
地
湧
社
、
二
〇
〇
一

年
、
六
四
―七
二
頁
。

煎
本
孝
編
著
﹃
東
北
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
文
化
動
態
﹄
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
、
四
一
九
―四
二
三
頁
。

利
光
有
紀
﹁
モ
ン
ゴ
ル
の
ア
ン
ダ
イ
舞
踏

︱
歌
っ
て
治
す
、
女

の
病
﹂﹃
女
性
と
音
楽
﹄
八
木
祐
子
責
任
編
集
、
東
京
書
籍
、
一

九
九
〇
年
、
七
七
―一
一
二
頁
。

ナ
チ
ン
・
シ
ョ
ン
ホ
ル﹃
ア
ン
ダ
イ
ン
・
ソ
ヨ
ル
・
ソ
ド
ラ
ル
﹄︵
ア
ン

ダ
イ
文
化
研
究
︶内
蒙
古
文
化
出
版
社︵
ハ
イ
ラ
ル
︶、二
〇
〇
一
年
。

バ
・
ス
ヘ
主
編
﹃
ア
ン
ダ
イ
・
ソ
ヨ
ル
ソ
ド
ラ
リ
ン
・
チ
ョ
ゴ
ル

ガ
ン
﹄︵
ア
ン
ダ
イ
文
化
研
究
集
成
︶
内
蒙
古
人
民
出
版
社
︵
呼

和
浩
特
︶、
二
〇
〇
九
年
。

ブ
レ
ン
ト
グ
ス
主
編
﹃
蒙
古
族
百
科
全
書
﹄
内
蒙
古
科
学
技
術
出

版
社
︵
赤
峰
︶、
一
九
九
九
年
、
一
二
四
八
―一
二
五
二
頁
。

ブ
ト
ゲ
レ
ト
主
編
﹃
ア
ン
ダ
イ
ン
・
ウ
ゲ
ア
ヤ
ル
ギ
ン
・
チ
ョ
ゴ

ル
ガ
ン
﹄︵
ア
ン
ダ
イ
詩
曲
集
成
︶
内
蒙
古
人
民
出
版
社
︵
呼
和

浩
特
︶、
二
〇
〇
七
年
。

フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら﹃
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
ム
リ
グ
ル
・
ソ
ド
ラ
ル
﹄︵
ホ

ル
チ
ン
・ブ
ォ
ム
リ
グ
ル
研
究
︶民
族
出
版
社︵
北
京
︶、一
九
九
八
年
。
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は
じ
め
に

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
基

本
要
件
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
巫ふ

病び
ょ
う・
跳
舞
・
神
託

で
あ
る1

。
こ
の
う
ち
巫
病
は
医
学
的
・
科
学
的
な
治
療
法
で

は
治
ら
な
い
身
体
の
症
状
を
指
し
、
巫
堂
︵
シ
ャ
ー
マ
ン
︶
に

よ
る
儀
式
︵
降
神
ク
ッ
︶
を
経
て
、
病
者
本
人
が
巫
堂
︵
降
神

巫
︶
と
な
る
こ
と
で
初
め
て
治
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
入

巫
儀
礼
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
巫
病
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
り
、
降

神
巫
の
資
格
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
民
間
で
は
神
病
と

も
呼
ば
れ
る
。

従
来
韓
国
で
は
、
巫
病
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
核
心
で
あ

る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
︵
自
我
忘
却
︶
を
準
備
し
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー

の
よ
り
純
粋
な
形
態
を
経
験
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
病
苦

で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た2

。
一
方
、
ミ
ル
チ
ャ
・
エ

リ
ア
ー
デ
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
に
見
ら
れ
る
疾
病
を
単
な
る
病

理
と
し
て
で
は
な
く
、
世
俗
の
人
間
か
ら
聖
な
る
人
間
へ
移

行
す
る
過
程
、
ま
た
は
宗
教
的
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
疾
病
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
状

態
に
到
達
す
る
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、
神
か
ら
選
ば
れ
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
候
補
者
に
新
し
い
啓

示
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る3

。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
韓
国
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
巫
病
も
、
シ
ベ
リ
ア
や
中
央

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
、
世
界
各
地
で
見
ら
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
疾
病
と
同
様
、
宗
教
経
験
の
一

つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
は
拙
論
﹁
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技

法
﹂︵﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
三
号
所
載
︶
の
中
で
、
巫
堂

が
神
の
降
臨
を
実
現
す
る
た
め
の
用
具
や
技
法
に
つ
い
て
詳

述
し
た
。
例
え
ば
巫
服
や
鈴
・
扇
・
刀
な
ど
の
道
具
や
、
巫

舞
と
い
う
独
特
の
身
体
表
現
、
巫
歌
や
空
唱
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ク
ッ
の
儀
式
の
中
で
、
巫
堂
の
身
心
を
変
容
さ
せ

る
た
め
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
が
、
特
に
降
神
巫
の
場
合

は
、
巫
病
を
治
す
た
め
の
降
神
ク
ッ
を
行
っ
た
段
階
で
、
す

で
に
常
人
か
ら
聖
な
る
存
在
へ
と
身
心
変
容
を
起
こ
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
巫
病
の
症

例
や
そ
の
特
徴
を
、
歴
史
的
事
例
か
ら
現
代
ま
で
通
観
し
た

う
え
で
、
巫
病
が
人
間
に
ど
の
よ
う
な
感
情
を
引
き
起
こ
し

身
心
の
変
容
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
ふ
ま
え

な
が
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

1
巫
病
の
症
状

巫
病
に
つ
い
て
の
記
録
は
朝
鮮
王
朝
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
。

﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
第
十
代
王
で
あ
る
燕
山

君
は
、
寵
愛
す
る
宮
女
朴
内
人
が
病
気
に
か
か
っ
た
時
、
巫

堂
を
宮
中
に
呼
ん
で
治
病
の
た
め
の
ク
ッ
を
行
っ
た
。
朴
内

人
は
結
局
死
ん
だ
が
、
そ
の
後
燕
山
君
自
身
も
病
気
に
か
か

り
、
夜
中
に
大
声
で
叫
び
な
が
ら
後
苑
へ
走
り
去
っ
た
。
燕

山
君
は
巫
覡
が
行
う
ク
ッ
を
喜
び
、
自
ら
も
巫
堂
と
な
り
歌

舞
を
し
、
無
念
の
死
を
遂
げ
た
生
母
尹
氏
︵
謀
略
に
よ
り
廃
妃

と
な
っ
た
︶
が
憑
依
し
た
と
い
う4

。
こ
の
、
夜
中
に
大
声
で

叫
び
な
が
ら
後
苑
へ
走
り
去
る
行
為
が
巫
病
の
典
型
的
な
例

と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
柳
東
植
は
﹁
巫
堂
に
な
る
た
め
に
神

が
か
っ
た
時
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
起
こ
る
現
象
で

あ
る5

﹂
と
し
て
、
降
神
巫
の
入
巫
過
程
の
一
つ
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

韓
国
シャ
ーマニズム
の「
巫
病
」に
見
る
身
心
変
容

第
三
部
❖
身
心
変
容
と
諸
技
法

金
　
香
淑

日
本
大
学
文
理
学
部
講
師
・
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ワ
ザ
学
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
携
研
究
員
／
文
化
人
類
学
・
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
・
比
較
文
化
論
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巫
病
の
症
状
は
、
時
代
に
よ
っ
て
少
し
異
な
る
。
植
民
地

時
期
に
こ
の
分
野
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
秋
葉
隆
は
、﹃
朝

鮮
巫
俗
の
研
究
﹄
に
お
い
て
巫
病
の
事
例
を
十
例
紹
介
し
て

い
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
当
時
、
巫
堂
に
な
る
人
は
、
巫
病

に
か
か
っ
た
状
態
で
、
何
ら
か
の
巫
具
を
見
つ
け
出
す
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
を
自
ら
の
守
護
神
と
し
て
祀
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば
京
畿
道
揚
州
居
住
の
巫
女
K
︵
七
十
六
歳
︶
の
ケ

ー
ス
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

︹
K
は
＝
引
用
者
注
︺
十
二
歳
の
時
に
病
気
に
な
り
、
食

欲
が
無
く
一
室
に
閉
籠
つ
て
居
た
が
、
或
る
夜
の
夢
に
、
鶴

に
乗
つ
た
仙
官
が
顕
は
れ
て
、
彼
女
の
頭
髪
を
む
づ
と
攫

み
、
こ
れ
を
振
廻
し
て
出
て
行
つ
た
。
す
る
と
翌
朝
は
大

雪
で
あ
つ
た
が
、
突
然
何
と
な
く
招
き
誘
は
れ
る
や
う
な

気
持
に
な
つ
て
、
赤
裸
の
ま
ゝ
外
に
飛
出
し
て
走
り
行
き
、

二
三
里
ば
か
り
行
つ
た
所
の
一
軒
の
田
舎
家
の
前
に
あ
つ

た
積
藁
の
上
に
の
ぼ
り
、
手
を
打
ち
狂
ひ
踊
つ
た
ま
ゝ
そ

こ
に
卒
倒
し
て
し
ま
つ
た
。
さ
て
そ
の
積
藁
の
中
に
、
一

個
の
明
図
︵
명
도
︶
即
ち
神
鏡
と
一
本
の
神
鈴
と
が
隠
さ

れ
て
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
実
は
或
る
死
巫
の
家
の
前
で
あ

つ
て
、
息
子
が
亡
母
の
神
器
を
そ
こ
に
隠
し
て
置
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
後
に
な
つ
て
知
つ
た
。
彼
女
は
今
尚
そ

の
明
図
を
身
主
︵
몸
쥬
︶
即
ち
巫
の
守
護
神
と
し
て
、
彼

女
の
家
に
あ
る
神
堂
に
祀
つ
て
ゐ
る
。
家
人
は
後
刻
、
彼

女
が
突
然
見
え
な
く
な
つ
た
の
に
驚
き
、
雪
中
の
足
跡
を

た
づ
ね
て
探
し
求
め
、
半
死
の
状
態
に
あ
つ
た
彼
女
を
見

出
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る6

。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
巫
病
の
症
状
は
あ
る
日
突
然
の
病
気

で
あ
り
、
食
欲
が
な
く
、
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
状
態
で
あ
る
。

大
雪
が
降
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
裸
の
ま
ま
家
を
飛
び
出
す

こ
と
も
、
症
状
の
一
つ
と
言
え
る
。
こ
の
他
に
も
、
秋
葉
の

紹
介
し
た
事
例7

を
分
析
し
て
み
る
と
、
人
を
避
け
て
部
屋
に

閉
じ
こ
も
り
、
冷
水
ま
た
は
熱
湯
︵
砂
糖
水
ま
た
は
味
噌
汁
の

場
合
も
あ
る
︶
し
か
飲
め
ず
、
い
ず
れ
も
摂
食
障
害
の
様
相
を

見
せ
、
肉
体
は
甚
だ
し
く
痩
せ
衰
え
、
甚
だ
し
く
は
身
を
起

こ
す
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
る
。
突
然
家
を
飛
び
出
し
て
走

り
、
山
野
を
さ
迷
い
、
狂
っ
た
よ
う
に
踊
り
だ
し
た
り
、
予

言
め
い
た
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
失
神
す
る
こ
と
も
多
い
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
症
状
は
、
い
ず
れ
も
降
神
ク
ッ
︵
入
巫
祭

ク
ッ
︶
を
す
る
こ
と
で
劇
的
に
よ
く
な
る
の
で
あ
る
。
秋
葉

は
、
こ
の
よ
う
な
症
状
を
﹁
幼
少
の
頃
一
種
の
精
神
病
に
罹

る
こ
と
か
ら
始
ま
る8

﹂
も
の
で
あ
り
、﹁
一
種
の
生
理
心
理
的

異
常
で
あ
る
が
、
巫
に
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
治
る
病
気
と
い

ふ
意
味
で
巫
病
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う9

﹂
と
し

て
い
る
。

巫
病
の
症
状
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
当
事

者
も
し
く
は
近
親
者
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
あ

る
日
突
然
原
因
不
明
の
体
調
不
良
が
始
ま
り
、
身
体
の
一
部

に
痛
み
を
感
じ
た
り
、
ひ
ど
い
場
合
は
全
身
に
痛
み
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
る
。
身
心
が
弱
ま
り
、
摂
食
障
害
・
消
化
不
良
、

不
眠
症
、
脱
力
感
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
頭
痛
、
幻

覚
、
幻
視
、
幻
聴
、
悪
夢
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
も
あ
る10

。

い
ず
れ
も
病
院
で
検
査
や
治
療
を
し
て
も
原
因
が
分
か
ら
ず
、

治
療
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
一
種
の
精
神
疾
患
、
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
の
よ
う
な
病
気
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
現
在
で
は
、
原
因
不
明
の
病
気
が
降
神
ク
ッ
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
治
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
に
着
目
し
、
巫
病

を
宗
教
体
験
の
現
象
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
が
増
え

て
き
て
い
る
。

キ
ム・キ
ョ
ン
ラ
ン
氏
の
事
例

車
オ
ク
ス
ン
著
﹃
巫
教
︱
韓
国
人
の
宗
教
経
験
﹄︵
ソ
ク

ァ
ン
社
、
一
九
九
七
年
︶
に
は
一
九
九
〇
年
代
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
九
七
年
当
時

四
十
二
歳
だ
っ
た
キ
ム
・
キ
ョ
ン
ラ
ン
氏
の
事
例11

は
、
本
人

が
高
学
歴
で
、
自
分
の
体
験
を
明
晰
に
語
っ
て
い
る
こ
と
で

注
目
に
値
す
る
。

キ
ム
氏
の
両
親
は
北
朝
鮮
平
安
道
出
身
で
、
父
親
が
早
く

に
亡
く
な
っ
た
の
で
継
父
の
も
と
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
。

継
父
も
再
婚
な
の
で
、
父
ま
た
は
母
が
異
な
る
き
ょ
う
だ
い

が
多
く
、
経
済
的
に
も
貧
し
か
っ
た
の
で
幼
少
期
か
ら
心
に

影
が
あ
っ
た
と
い
う
。
母
親
は
黄
海
道
地
域
の
豊
漁
を
祈
願

す
る
ペ
ヨ
ン
シ
ン
ク
ッ
の
巫
堂
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は

自
身
の
降
神
ク
ッ
の
後
に
初
め
て
知
っ
た
。
幼
少
期
か
ら
の

心
の
影
は
、
二
十
歳
頃
に
は
深
刻
な
う
つ
状
態
に
発
展
し
、
症

状
も
悪
化
し
た
。
世
の
中
の
す
べ
て
が
無
意
味
に
思
わ
れ
、
常

に
夢
を
見
る
の
で
十
分
な
睡
眠
が
と
れ
ず
、
と
て
も
辛
か
っ

た
と
い
う
。

一
九
七
五
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
美
術
学
科
に
入
学
し
、
サ
ー

ク
ル
活
動
で
演
劇
部
に
入
っ
た
。
一
九
八
〇
年
に
﹃
長
吉

山
﹄
と
い
う
劇
で
、
黄
海
道
地
域
の
ク
ッ
の
万
神
︵
巫
︶
の

役
を
演
じ
た
時
、
実
際
の
黄
海
道
地
域
の
ク
ッ
の
万
神
で
あ

る
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
氏
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
そ
の
時
、

キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
氏
が
自
分
を
見
て
全
身
を
震
わ
せ
﹁
巫
堂

に
な
る
べ
き
だ
﹂
と
言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
内
心
﹁
巫

堂
が
世
間
で
珍
し
く
な
い
の
で
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
ん
だ
な
、
だ

か
ら
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
踊
り
が
好
き
だ
っ
た
の
か
し
ら
﹂

と
思
っ
た
。

実
は
四
歳
の
時
か
ら
狂
っ
た
よ
う
に
踊
り
た
い
気
持
ち
が

高
ま
り
、
親
に
せ
が
ん
で
舞
踊
学
院
に
通
い
始
め
た
。
小
学

生
の
時
は
学
芸
会
で
い
つ
も
踊
っ
て
お
り
、
中
学
校
は
抽
選

に
当
た
っ
て
舞
踊
特
技
学
校
に
通
っ
た
。
高
校
の
時
は
勉
強

で
忙
し
く
、
踊
り
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
踊

り
た
く
て
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
を
習
っ
た
。
大
学
に
入
っ
た
あ
と

も
仮
面
劇
を
踊
っ
た
。
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う
つ
状
態
は
精
神
科
の
治
療
を
受
け
て
少
し
よ
く
な
っ
た

が
、
二
十
五
歳
の
時
か
ら
再
び
全
身
に
痛
み
が
生
じ
始
め
た
。

そ
れ
は
万
神
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
氏
に
遭
っ
て
し
ば
ら
く
経
っ

て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
身
体
の
不
調
が
続
き
、
疲
労
と
痛

み
の
せ
い
で
起
き
上
が
る
こ
と
も
で
き
ず
、
血
尿
ま
で
出
た

が
、
病
院
で
検
査
し
て
も
異
常
な
し
と
診
断
さ
れ
た
。
病
院

で
は
、
も
っ
ぱ
ら
精
神
的
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

も
し
で
き
る
こ
と
な
ら
、
接
神
を
通
し
て
純
粋
に
神
を
受

け
入
れ
、
そ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
た
い
と
思
っ
た
。
一
番
活

気
溢
れ
る
二
十
代
の
ほ
と
ん
ど
を
原
因
不
明
の
病
気
に
苦
し

み
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
は
耐
え
難
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
死
ん

で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
二
十
八
歳
の

時
、
思
い
切
っ
て
降
神
ク
ッ
を
し
て
も
ら
っ
た
。
藁
に
も
す

が
る
思
い
だ
っ
た
が
、
ク
ッ
に
つ
い
て
何
も
知
識
も
な
く
、
信

じ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
こ
れ
で
治
る
の
か
と
疑

っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
降
神
ク
ッ
を
し
た
そ
の
時
、

思
い
き
り
泣
い
た
。
胸
の
奥
で
固
ま
っ
て
い
た
し
こ
り
が
、
ま

る
で
通
路
を
見
つ
け
て
一
気
に
噴
出
し
て
く
る
か
の
よ
う
に

涙
が
あ
ふ
れ
た
。
そ
し
て
長
年
苦
し
ん
で
い
た
症
状
が
消
え
た
。

キ
ム
・
キ
ョ
ン
ラ
ン
氏
の
ケ
ー
ス
で
は
、
降
神
ク
ッ
を
す

る
以
前
か
ら
、
夢
に
七
星
様
︵
北
斗
七
星
を
司
る
神
︶
が
出
て

く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
た
ま
に
老
巫
神
が
出
て
く
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。
明
確
な
神
託
を
経
験
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
誰
か
を
見
た
時
に
﹁
何
と
な
く
予
知
的
な
感
じ
﹂
が
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
キ
ム
氏
は
も
と
も
と
巫
堂
に
な

る
要
素
を
持
っ
て
い
た
人
で
あ
り
、
万
神
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ

氏
に
見
出
さ
れ
た
と
言
え
る
。
幼
少
時
か
ら
の
う
つ
病
的
な

症
状
は
青
年
期
に
高
ま
っ
た
が
、
踊
る
こ
と
で
そ
れ
を
解
消

し
て
い
た
節
が
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
要
件
の
一
つ
で

あ
る
跳
舞
の
効
果
が
見
ら
れ
る
。
降
神
ク
ッ
を
し
た
後
も
キ

ム
氏
は
職
業
と
し
て
の
巫
堂
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
演
劇
・

舞
踊
公
演
を
行
い
、
舞
踊
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
巫
病

を
克
服
し
て
い
る
。

チ
ョ
ン
氏
の
事
例

踊
り
に
よ
っ
て
巫
病
を
抑
え
て
い
た
も
う
一
つ
の
事
例
と

し
て
、
一
九
九
七
年
当
時
二
十
五
歳
だ
っ
た
チ
ョ
ン
氏
︵
京

畿
道
居
住
︶
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
︵
概
要
を
ま
と
め
、
括
弧
内
は

筆
者
が
補
っ
た21

︶。

私
は
二
人
姉
妹
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家
族
の
信

仰
は
仏
教
だ
っ
た
。
祖
母
は
脳
卒
中
の
あ
と
お
寺
で
生
活

し
て
お
り
、
介
護
の
た
め
お
寺
に
通
っ
て
い
た
母
は
妊
娠

八
カ
月
で
私
を
生
ん
だ
。
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
芸
術
方
面

の
才
能
に
長
け
て
い
た
。
小
学
校
六
年
生
の
時
ひ
ど
い
熱

病
に
か
か
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
。
鮮
明
な
カ
ラ
ー
の
画
面

に
何
か
が
見
え
始
め
た
。
そ
れ
か
ら
予
言
め
い
た
こ
と
を

話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
母
親
は
幼
い
私
が
予
言
め
い
た
こ

と
を
話
し
た
の
で
、
そ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
舞
踊
を
習
わ

せ
た
。
そ
の
後
体
の
痛
み
は
な
く
な
っ
た
。
私
は
踊
る
こ

と
が
好
き
だ
っ
た
。
器
械
体
操
か
ら
始
め
、
大
学
で
は
韓

国
舞
踊
を
専
攻
し
た
。
舞
踊
や
勉
強
面
に
お
い
て
人
よ
り

優
れ
て
い
た
。
私
は
中
学
・
高
校
の
時
舞
台
に
立
つ
こ
と

で
快
感
を
覚
え
、
そ
の
快
感
に
の
め
り
込
む
よ
う
な
気
が

し
た
。

大
学
卒
業
後
、
舞
踊
を
辞
め
、
放
送
関
係
の
仕
事
を
し

た
。
最
初
は
仕
事
も
順
調
だ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
す

べ
て
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
。
私
は
何
ご
と
に
も
肯

定
的
で
も
の
ご
と
を
前
に
進
め
る
力
が
あ
っ
た
が
、
辛
い

思
い
ば
か
り
す
る
の
で
、
あ
る
日
占
い
師
の
と
こ
ろ
に
行

っ
て
占
い
を
し
て
も
ら
っ
た
。
占
い
師
か
ら
、
気
が
強
く

て
神
気
を
抑
え
て
生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。
も
と
も
と

は
母
親
が
神
気
が
強
く
、
周
囲
か
ら
巫
堂
に
な
る
べ
き
だ

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
娘
に
巫
堂
の
子
と
蔑
ま
れ
嫌
な
思

い
を
さ
せ
た
く
な
い
一
心
で
神
気
を
抑
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
母
親
に
強
い
神
気
が
入
っ
て
き
た
の
で
、
私
の
部
屋

に
観
世
音
菩
薩
像
が
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
来
ず
っ

と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
夢
に
苛
ま
れ
、
十
分
睡
眠
を
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
や

歩
い
て
い
る
途
中
、
幻
聴
が
聞
こ
え
始
め
た
。
夢
に
観
世

音
菩
薩
、
山
神
の
老
翁
が
顕
れ
て
私
の
前
世
の
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
り
も
し
た
。

辛
さ
の
あ
ま
り
、
あ
る
男
巫
に
頼
ん
で
財
数
ク
ッ
︹
悩

み
や
苦
し
み
を
な
く
し
、
幸
運
を
も
た
ら
す
た
め
の
ク
ッ
︺
を

し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
時
、
男
巫
に
五
帳
旗
を
差
し
出
さ

れ
、
そ
れ
に
触
れ
た
瞬
間
、
感
電
し
た
よ
う
に
び
り
び
り

と
し
、
あ
る
老
翁
の
姿
が
見
え
た
。
す
ぐ
に
そ
の
老
翁
は

消
え
、﹁
私
が
大
監
だ
﹂
と
い
う
言
葉
が
私
の
口
か
ら
飛
び

出
し
た
︹
大
監
は
朝
鮮
王
朝
時
代
の
官
職
名
で
、
こ
こ
で
は
巫

神
︺。
コ
ン
ス
︵
神
託
︶
が
始
ま
っ
た
の
で
、
巫
は
私
に
神

服
︹
巫
が
ク
ッ
を
行
う
時
着
る
服
︺
を
着
る
よ
う
に
勧
め
た
。

神
服
を
着
る
と
、
将
軍
・
童
子
・
仙
女
・
大
臣
な
ど
の
巫

神
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
︹
自
分
の
体
に
︺
入
っ
て
き

て
、
周
り
に
い
た
人
た
ち
に
自
然
に
コ
ン
ス
を
し
て
あ
げ

た
。
斫

し
ゃ
く

刀と
う

が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斫
刀
の
上
に

立
っ
て
踊
る
と
言
い
張
っ
た
。
そ
れ
で
改
め
て
降
神
ク
ッ

を
す
る
こ
と
に
し
、
財
数
ク
ッ
を
終
え
た
。

そ
の
後
一
九
九
六
年
四
月
二
八
日
に
降
神
ク
ッ
を
し
て

も
ら
っ
た
。
降
神
ク
ッ
を
し
て
も
満
足
し
た
気
が
し
な
か

っ
た
。
私
は
一
生
、
神
を
祀
っ
て
生
き
て
い
く
し
か
な
い

の
か
、
と
暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
占
い

の
客
足
は
絶
え
な
か
っ
た
。
客
が
来
る
と
予
知
・
予
言
が

自
然
に
口
か
ら
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

降
神
ク
ッ
を
し
て
く
れ
た
男
巫
と
結
婚
を
約
束
し
た
が
、

彼
に
巫
堂
に
な
る
こ
と
を
反
対
さ
れ
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ま

で
家
に
作
っ
て
あ
っ
た
神
堂
を
な
く
し
た
と
こ
ろ
、
彼
と
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の
仲
が
悪
く
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
彼
と
も
別
れ
、
巫
堂
に

な
る
こ
と
も
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
、
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
万

神
を
訪
ね
た
。
一
度
迎
え
入
れ
た
神
明
は
勝
手
に
捨
て
ら

れ
な
い
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、﹁
本
当
に
避
け
る
道
は
な
い

ん
だ
な
﹂
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
母
が

神
明
を
受
け
入
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
私
に

神
明
を
受
け
入
れ
さ
せ
た
の
か
、
と
恨
ん
だ
。
し
か
し
、
も

う
考
え
を
変
え
る
こ
と
に
し
た
。﹁
こ
れ
が
私
の
定
め
な
ら

受
け
入
れ
よ
う
。
神
の
世
界
に
い
る
こ
と
は
苦
し
く
辛
い

と
い
う
考
え
か
ら
抜
け
て
、
私
が
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
仕
事
を
し
よ
う
、
神
明
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

よ
う
、
な
ぜ
私
が
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

と
い
う
考
え
を
捨
て
よ
う
﹂
と
思
っ
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
予
言
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
子
の
神

懸
か
り
を
抑
え
る
た
め
に
親
が
舞
踊
を
習
わ
せ
て
お
り
、
舞

踊
を
や
め
た
あ
と
に
身
心
の
不
調
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
チ
ョ
ン
氏
は
降
神
ク
ッ
を
し
た
あ
と
に
自
ら
巫

堂
に
な
っ
て
占
い
等
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
降
神
ク
ッ
を

し
た
時
に
斫
刀
の
上
に
立
っ
た
時
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。﹁
私
は
初
め
て
斫
刀
の
上
に
立
つ
が
、
恐
く
は

な
か
っ
た
。
将
軍
が
早
く
斫
刀
の
上
に
立
て
と
言
っ
た
の
で

立
つ
と
、
楽
し
く
な
っ
た
。
自
分
が
ま
る
で
将
軍
に
な
っ
た

か
の
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た13

﹂。
通
常
で
あ
れ
ば
危
険
な
行
為

を
積
極
的
に
や
っ
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
怪
我
す
る
こ
と
な

く
無
事
に
儀
式
を
終
え
て
い
る
。
斫
刀
は
藁
な
ど
を
切
る
時

に
使
う
﹁
押
し
切
り
﹂
の
こ
と
で
あ
り
、
上
下
二
枚
の
刃
を

ば
ら
し
て
儀
式
に
用
い
る
。
斫
刀
の
上
に
立
っ
て
踊
る
こ
と

は
降
神
巫
に
な
る
た
め
の
重
要
な
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
斫
刀
の
上
に
立
つ
こ
と
に
は
、
本
当
に
降
神
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
意
味
合
い
が
あ
る14

（
図
1
）。

以
上
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
巫
病
は
も
と
も
と
巫
堂

を
親
族
に
持
つ
者
や
、
神
懸
か
り
的
な
兆
候
の
あ
っ
た
者
が

患
う
こ
と
が
多
い
。
多
く
の
場
合
、
家
庭
生
活
に
お
い
て
愛

情
の
欠
乏
や
感
情
的
な
葛
藤
、
身
近
な
家
族
の
死
、
家
庭
崩

壊
な
ど
の
情
緒
的
な
衝
撃
の
経
験
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
か

に
は
特
段
不
幸
な
こ
と
を
経
験
し
て
い
な
い
者
も
お
り
、
ど

の
よ
う
な
人
が
巫
病
に
か
か
る
の
か
に
つ
い
て
、
一
言
で
説

明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る15

。

巫
病
を
医
学
的
に
治
療
し
よ
う
と
す
る
と
神
の
怒
り
を
買

い
、
病
状
が
重
く
な
る
か
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

巫
病
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
疾
病
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
巫
病
は
、
巫
堂
に
な
る

た
め
の
最
も
基
本
的
な
条
件
で
あ
る
。
新
興
宗
教
の
教
祖
た

ち
に
と
っ
て
も
重
要
な
体
験
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
東
学

教
の
始
祖
で
あ
る
崔
済
愚
は
、
得
道
の
体
験
と
し
て
巫
病
と

ほ
ぼ
同
様
の
現
象
を
告
白
し
て
い
る16

。

巫
病
に
か
か
っ
た
人
は
、
神
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
巫
堂
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
降

神
ク
ッ
に
よ
っ
て
神
を
迎
え
入
れ
た
あ
と
、
降
神
巫
と
し
て

独
り
立
ち
す
る
の
で
あ
る
。

2
降
神
ク
ッ
の
意
味

崔
吉
城
は
巫
病
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

﹁
人
類
学
で
は
社
会
的
に
通
用
し
て
い
る
観
念
や
類
型
そ
の
も

の
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
巫
病
に
つ
い
て
言
え
ば
、
巫
病

と
い
う
現
象
を
通
じ
て
巫
堂
に
な
る
と
い
う
社
会
的
・
文
化

的
意
味
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
巫
病
は
、
個
人

の
宗
教
体
験
で
あ
る
と
言
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
的
に

も
認
め
ら
れ
る
社
会
的
表
象
で
も
あ
る17

﹂。

巫
堂
の
入
巫
過
程
︵
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
巫
堂
に
な

る
か
︶
は
神
の
選
択
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
神
の
選
択
に
よ
っ

て
巫
病
が
発
生
し
、
選
択
し
た
神
の
意
思
に
反
す
る
と
罰
と

し
て
病
状
が
重
く
な
る
の
で
、
神
の
意
思
を
受
け
入
れ
巫
業

を
続
け
る
と
病
は
よ
く
な
り
、
巫
業
の
成
功
に
よ
っ
て
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
入
巫
は
そ
の
人
自
身
の

希
望
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
を
分
類
し
て
も
無
意
味
で
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、
経
済
的
な
目
的
で
巫
堂
に
な
り
た
く
て
も
、

神
の
意
思
が
な
け
れ
ば
巫
堂
に
な
れ
な
い
。
神
の
意
思
が
な

い
場
合
、
巫
堂
の
助
手
に
は
な
れ
る
が
巫
堂
に
は
な
れ
な
い
。

ま
た
神
の
指
示
ま
た
は
啓
示
に
よ
る
﹁
生
巫
﹂︵
巫
堂
に
な
っ

た
ば
か
り
の
者
、
あ
る
い
は
霊
験
が
ま
だ
足
り
な
い
者
︶
も
、
頑

張
っ
て
自
ら
巫
儀
を
習
得
す
れ
ば
﹁
熟
巫
﹂︵
ベ
テ
ラ
ン
の
巫
︶

に
な
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
神
の
選
択
の
意
思

が
な
い
限
り
は
な
れ
な
い
。
つ
ま
り
一
人
の
正
常
人
が
巫
堂

図1　斫刀の上に立つ万神イ・ヘジン（文武大王陵龍王大祭、2015年8月16日）
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と
い
う
特
殊
な
存
在
と
し
て
神
か
ら
選
択
さ
れ
た
こ
と
は
啓

示
や
夢
な
ど
か
ら
わ
か
る
が
、﹁
巫
病
﹂
と
い
う
精
神
的
・
身

体
的
に
特
異
な
病
気
に
か
か
っ
て
、
初
め
て
社
会
的
に
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ほ
か
の
動
機
で
自
ら
巫
堂
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
神
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
と
い
う
宗
教
的
体
験
を

経
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
の
で
あ
る18

。

そ
れ
で
は
巫
病
を
治
す
た
め
の
降
神
ク
ッ
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
ろ
う
か
。
降
神
ク
ッ
に
は
、
入
巫
祭
ク
ッ
と
季
節

祭
ク
ッ
の
二
種
類
が
あ
り
、
一
般
的
に
降
神
ク
ッ
と
言
え
ば

入
巫
祭
を
指
す
。
降
神
ク
ッ
の
儀
式
は
三
段
階
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は
、
巫
病
の
原
因
を
探
り
治
療
を

目
的
と
す
る
虚ホ

主チ
ュ

ク
ッ
で
あ
る
。
巫
病
に
か
か
る
の
は
、
巫

堂
に
な
る
候
補
者
の
身
体
に
、
雑
神
・
悪
鬼
が
憑つ

い
て
い
る

か
ら
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
雑
神
・
悪
鬼
を
追
い
払
う
の
が
虚

主
ク
ッ
で
あ
る
。
第
二
段
階
は
、
追
い
払
っ
た
後
に
本
格
的

に
巫
俗
の
正
神
・
大
神
を
受
け
入
れ
て
、
巫
堂
と
し
て
の
資

格
を
得
る
た
め
に
行
う
降
神
ク
ッ
で
あ
る
。
降
神
ク
ッ
の
節

次
の
中
に
は
、
巫
堂
に
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
神
通
力
を
確
認
・

立
証
す
る
た
め
に
行
う
集
神
ク
ッ
が
あ
り
、
そ
れ
が
第
三
段

階
で
あ
る
。
も
と
も
と
虚
主
ク
ッ
と
降
神
ク
ッ
は
別
個
の
規

模
の
大
き
い
ク
ッ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
一

般
的
に
は
こ
の
二
つ
の
ク
ッ
を
一
度
に
行
う
の
が
普
通
で
あ

る19

。入
巫
祭
の
ク
ッ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
に

つ
い
て
、
秋
葉
隆
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

巫
病
に
犯
さ
れ
て
最
初
の
神
託
を
下
し
た
者
は
家
を
出

で
ゝ
ケ
ミ
ョ
ン
を
廻
り
、
村
の
家
々
を
訪
づ
れ
て
金
穀
を

集
め
、
こ
れ
に
よ
つ
て
虚
解
と
称
す
る
行
事
を
行
ふ
の
で

あ
る
が
、
そ
の
際
神
母
は
巫
病
に
か
ゝ
れ
る
者
の
病
魔
を

払
ふ
為
め
に
齋
飯
と
称
す
る
粟
飯
を
投
げ
つ
け
、
又
神
の

来
ま
す
路
を
開
く
為
め
に
都
山
橋
︵
도
산
다
리
︶
と
名
づ
く

る
布
を
裂
く20

。

こ
の
よ
う
に
、
巫
病
者
は
入
巫
祭
の
降
神
ク
ッ
の
た
め
に
、

ま
ず
村
の
家
々
を
廻
り
な
が
ら
巫
具
︵
銅
鏡
、
鈴
な
ど
︶
作
り

に
必
要
な
金
物
や
、
祭
壇
に
供
え
る
米
を
集
め
る
。
巫
病
者

が
家
々
を
訪
ね
る
こ
と
で
、
自
分
が
巫
病
に
か
か
り
治
病
の

た
め
降
神
ク
ッ
を
行
い
、
新
米
の
巫
堂
に
な
る
こ
と
を
知
ら

し
め
る
効
果
が
あ
る
。
人
々
は
降
神
ク
ッ
を
し
て
も
ら
っ
た

ば
か
り
の
巫
堂
が
最
も
神
通
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
、

降
神
ク
ッ
の
告
知
は
村
人
の
期
待
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

将
来
の
巫
堂
に
と
っ
て
は
、
将
来
の
丹
骨
︵
タ
ン
ゴ
ル
、
お
得

意
様
︶
を
得
、
巫
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
ス
テ
ッ

プ
に
な
る21

。

降
神
ク
ッ
の
儀
式
の
中
で
、
実
際
に
降
神
︵
巫
俗
の
正
神
・

大
神
を
受
け
入
れ
る
こ
と
︶
す
る
時
に
は
ど
の
よ
う
な
感
覚
が

起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
九
六
年
当
時
三
十
九
歳
だ
っ
た

パ
ク
・
ヨ
ン
ヒ
氏
︵
ソ
ウ
ル
居
住
︶
の
ケ
ー
ス22

を
見
て
み
る
。

パ
ク
氏
は
四
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
と
し
て
全
羅
南
道
海
南

で
生
ま
れ
、
師
範
大
中
退
後
、
国
会
議
員
の
秘
書
を
し
て
い

た
が
、
一
九
八
三
年
頃
か
ら
巫
病
を
患
い
始
め
た
。
当
時
は

巫
病
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
頭
が
ひ
ど
く
痛
み
、
体
重

が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
っ
た
。
周
囲
の
人
に
つ
い
て
、
悪
い

こ
と
が
起
こ
る
な
ど
の
予
言
め
い
た
こ
と
を
よ
く
話
し
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
は
全
部
当
た
っ
た
。
巫
病
だ
と
気
づ
い
て
か

ら
も
、
巫
堂
に
な
る
の
が
嫌
で
降
神
ク
ッ
は
し
な
か
っ
た
。
し

か
し
そ
の
後
も
予
知
夢
を
見
た
り
、
体
調
不
良
が
続
き
、
自

分
や
家
族
に
不
幸
な
こ
と
が
頻
発
し
た
た
め
、
決
心
し
て
万

神
キ
ム
・
ク
ム
フ
ァ
氏
に
降
神
ク
ッ
を
し
て
も
ら
っ
た
。

降
神
の
瞬
間
、
頭
か
ら
来
る
の
を
感
じ
た
。
髪
の
毛
が

逆
立
ち
、
そ
の
気
運
が
全
身
を
伝
わ
っ
て
降
り
て
き
て
、
戦

慄
し
た
瞬
間
、
し
ば
ら
く
失
神
し
た
。
ど
こ
か
ら
か
﹁
再

び
起
き
よ
、
再
び
起
き
よ
﹂
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
し

ば
ら
く
し
て
私
は
起
き
上
が
っ
て
踊
り
な
が
ら
コ
ン
ス
を

し
た
。
降
神
ク
ッ
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
も
う
私
は
違

う
世
界
に
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
た
。
神
様
が
一
人
一
人

入
っ
て
く
る
度
に
私
は
気
が
気
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
最
後
の

斫
刀
の
上
で
踊
る
の
は
ど
う
し
て
も
や
る
自
信
が
な
か
っ

た
。
恐
か
っ
た
し
、
雨
ま
で
降
っ
て
い
た
の
で
周
り
の
人

も
心
配
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
踊
り
始
め
た
。
い
っ
た
ん

踊
る
と
不
安
感
は
全
部
消
え
早
く
斫
刀
で
踊
り
た
い
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
自
然
に
斫
刀
の
上
に
上
が
っ
て
踊
っ
た
。

そ
の
時
は
ま
る
で
宙
に
浮
か
ん
で
い
る
気
分
で
あ
っ
た
。

自
分
が
地
位
の
高
い
将
軍
︵
巫
神
の
一
つ
︶
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
、
天
下
を
治
め
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ
の

気
分
は
何
と
も
形
容
で
き
な
い23

。

パ
ク
氏
が
語
る
降
神
の
瞬
間
は
生
々
し
い
。
降
神
の
前
後

で
は
す
っ
か
り
﹁
違
う
世
界
﹂
の
人
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

神
が
自
分
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
前

節
で
紹
介
し
た
チ
ョ
ン
氏
の
降
神
ク
ッ
の
場
合
と
同
じ
で
あ

る
。
ま
た
斫
刀
の
上
で
感
じ
た
自
信
の
よ
う
な
も
の
も
チ
ョ

ン
氏
と
似
て
い
る
。
体
の
不
調
に
苦
し
み
、
本
来
弱
い
立
場

の
女
性
で
あ
っ
た
の
が
、
斫
刀
の
上
に
上
が
っ
た
こ
と
で
﹁
将

軍
﹂
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
力
強
さ
を
自
分
の
内
部
に
感
じ

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
本
来
自
分
の
意
思
で
は
な
か
っ

た
巫
堂
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
心
と
体
で
引
き
受

け
る
意
味
が
あ
る
。
当
初
斫
刀
に
上
が
る
自
信
が
な
か
っ
た

の
に
、
斫
刀
に
上
が
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
踊

り
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
踊
り
始
め
た
こ
と
で
次
第
に
テ
ン

シ
ョ
ン
が
高
く
な
り
、
周
囲
で
見
て
い
る
人
々
の
興
奮
も
伝

わ
っ
て
、
体
も
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
あ

た
り
か
ら
パ
ク
氏
は
明
ら
か
に
身
心
変
容
を
起
こ
し
て
い
る
。

つ
い
に
斫
刀
の
上
に
上
が
っ
た
時
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
は
絶
頂
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に
達
し
、
常
人
に
は
行
い
難
い
、
刃
物
の
上
で
踊
る
と
い
う

行
為
を
実
現
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
新
し
い
巫
堂
が
誕
生

し
た
瞬
間
で
あ
り
、
見
守
る
人
々
の
畏
敬
の
念
が
集
中
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

3
現
代
の
韓
国
社
会
と
巫
堂
の
役
割

（
ま
と
め
）

現
代
の
韓
国
社
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
盛
ん
で
あ
り
、

各
宗
教
の
信
者
数
を
足
す
と
総
人
口
を
超
え
る
数
値
が
出
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
人
の
人
が
複
数
の
宗
教
を

信
仰
し
て
お
り
、
毎
週
の
よ
う
に
教
会
に
通
う
キ
リ
ス
ト
教

信
者
で
あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
お
寺
に
も
行
き
、
場
合

に
よ
っ
て
は
巫
堂
の
と
こ
ろ
に
も
行
く
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
で
も
突
出
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
者
︵
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
を
含
む
︶
が
多
く
、
全
人
口
の
約
三
割

を
占
め
る
韓
国
で
あ
る
が24

、
欧
米
の
宣
教
師
や
学
者
か
ら
は
、

巫
俗
信
仰
や
儒
教
と
の
﹁
習
合
﹂
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。
例
え
ば
宣
教
師
で
あ
り
長
年
韓
国
の
ル
タ
ー
神
学
大
学

で
実
践
神
学
を
教
え
て
い
る
マ
ル
テ
・
リ
ノ
教
授
は
、
韓
国

の
キ
リ
ス
ト
教
が
﹁
過
度
な
土
着
化
﹂
を
し
て
い
る
と
言
い
、

﹁
牧
師
を
哲
学
的
啓
蒙
主
義
者
で
は
な
く
、
強
い
霊
的
指
導
者

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

が
韓
国
の
巫
俗
信
仰
と
習
合
し
た
結
果
だ
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
﹁
聖
書
の
内
容
や
説
教
そ
の
も
の
が
神
の
言
葉
だ
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
。
巫
堂
が
話
す
こ
と
を
そ
の
ま
ま
神
の
言

葉
と
し
て
聞
く
こ
と
と
類
似
し
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る25

。

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
で
は
知
識
人
や
富
裕
層
に
よ
る
﹁
高
級

宗
教
﹂
と
さ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
に
さ
え
、
巫
俗
信
仰
が

習
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
巫
俗
信
仰

の
根
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
歴
史
的
に
巫
堂
の
社
会
的
地
位

が
低
く
、
巫
俗
が
﹁
下
等
宗
教
﹂
ま
た
は
迷
信
と
捉
え
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

筆
者
は
、
韓
国
社
会
で
は
現
実
を
生
き
て
い
く
う
え
で
の

問
題
や
不
安
が
多
い
た
め
、
人
々
が
一
つ
の
宗
教
で
は
飽
き

足
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
二
〇
一
五
年
秋
に

大
韓
仏
教
漕
渓
宗
仏
教
社
会
研
究
所
が
満
十
九
歳
以
上
の
国

民
千
二
百
名
を
対
象
に
実
施
し
た
﹁
二
〇
一
五
年
韓
国
の
社

会
・
政
治
及
び
宗
教
に
関
す
る
世
論
調
査
﹂
に
よ
る
と
、
人

生
を
一
番
不
幸
に
す
る
要
因
は
何
か
と
の
質
問
に
対
し
、﹁
不

確
実
な
未
来
﹂
と
答
え
た
人
が
三
三
・
八
％
、
次
い
で
﹁
貧

困
﹂
一
八
・
〇
％
、﹁
疾
病
﹂
一
三
・
三
％
、﹁
競
争
の
ス
ト

レ
ス
﹂
七
・
八
％
で
あ
っ
た26

。
政
治
・
外
交
上
の
閉
塞
感
や
、

経
済
の
行
き
詰
ま
り
、
狭
い
国
内
で
受
験
や
就
職
な
ど
の
競

争
を
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
、
幅
広
い

年
代
の
国
民
に
先
行
き
の
不
安
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
も
民
衆
に
近
い
場
所
に
い
る
巫
堂
が

相
談
者
、
予
言
者
、
司
祭
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

韓
国
都
市
部
の
繁
華
街
な
ど
に
は
占
い
屋
が
多
い
が
、
そ

れ
ら
の
実
態
は
都
市
化
し
た
巫
堂
で
あ
る
。
都
市
環
境
の
中

で
鳴
り
物
入
り
の
儀
式
を
行
う
の
が
難
し
い
こ
と
や
、
儀
式

を
請
け
負
う
だ
け
で
は
生
活
し
て
い
け
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

占
い
を
専
ら
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
し
郊
外
へ
行
く
と
、

ク
ッ
堂
が
今
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
死
者
が
出
た
時
に
キ

リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
儀
式
と
は
別
に
﹁
死
霊
祭
ク
ッ
﹂
を
行

う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
巫
堂
は
部
落
祭
で
あ

る
﹁
別
神
ク
ッ
﹂
を
主
祭
し
て
、
共
同
体
の
繁
栄
と
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
の
幸
福
と
安
寧
を
祈
願
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

る
（
図
2
）。

車
オ
ク
ス
ン
は
、
韓
国
人
の
宗
教
生
活
に
お
け
る
ク
ッ
の

役
割
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
ク
ッ
で
は

様
々
な
供
え
物
を
し
、
そ
の
供
え
物
を
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人

た
ち
が
飲
食
し
、
歌
舞
を
楽
し
み
な
が
ら
、
恨
み
と
苦
し
み

を
解
消
し
、
人
間
と
人
間
、
人
間
と
神
と
の
間
で
壊
れ
た
調

和
を
回
復
す
る
。
怨
恨
や
災
厄
、
疾
病
な
ど
の
不
調
和
の
状

態
を
解
消
し
、
調
和
を
回
復
し
、
調
和
の
回
復
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
福
を
大
勢
の
人
と
分
か
ち
合
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

巫
を
中
心
と
す
る
韓
国
人
の
ゆ
っ
た
り
し
た
宗
教
的
心
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る27

﹂。

巫
堂
は
社
会
の
中
で
壊
れ
た
調
和
を
回
復
さ
せ
る
役
割
を

持
っ
て
い
る
が
、
巫
堂
自
身
が
、
巫
病
に
よ
っ
て
崩
れ
た
身

心
の
調
和
を
回
復
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
巫
堂
に
な
っ
て

い
る
こ
と
と
大
き
く
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
巫
堂
は

不
調
和
か
ら
調
和
へ
の
回
復
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ

れ
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
常
人
か
ら
神
の
言
葉
を
聞
く
特
別

図2　共同体の安寧を祈願し神にブタを捧げる万神パク・チョンスク（文武大王陵龍
王大祭、2015年8月16日）
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の
存
在
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
巫
病
の
苦
し
み
は
、
神

の
言
葉
を
聞
く
喜
び
に
転
じ
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ

り
、﹁
病
﹂
や
そ
れ
に
よ
る
﹁
死
﹂
と
い
う
も
の
を
ど
う
と
ら

え
る
か
と
い
う
、
原
始
以
来
の
人
間
の
大
き
な
課
題
を
象
徴

し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

巫
病
は
、
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
宗
教
的
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
韓
国

人
に
と
っ
て
巫
俗
が
迷
信
な
ど
で
は
な
く
、
宗
教
で
あ
る
こ

と
の
証
で
あ
る
。
ま
た
巫
堂
が
歴
史
的
に
社
会
的
地
位
の
低

い
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
日
な
お
多
く
の
人
々
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
巫
堂
が
共
同
体
の
存
続
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
宗
教
的
司
祭
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
巫
堂
を
巫
堂
た
ら
し
め
る
も
の
が

巫
病
で
あ
り
、
人
間
が
身
心
変
容
を
通
じ
て
神
の
領
域
に
達

す
る
の
に
不
可
欠
な
前
提
な
の
で
あ
る
。
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廻
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﹂
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︵
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具
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え
る
米
︶
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言
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。
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︱
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史
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﹄
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︱
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﹁
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実
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﹂﹃
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。
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チ
ャ
ン
ダ
リ
ー

仏
教
の
伝
統
に
お
い
て
、
聖
な
る
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
を
含
む

修
行
法
は
、﹁
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
︵
秘ひ

密み
つ

集し
ゅ
う

会え

︶﹂︵
七
～
八

世
紀
︶、﹁
グ
ヒ
ヤ
ガ
ル
バ
︵
秘
密
真
髄
︶﹂︵
八
世
紀
︶
と
い
っ

た
マ
ハ
ー
ヨ
ー
ガ
の
タ
ン
ト
ラ
経
典
に
、
は
じ
め
て
姿
を
あ

ら
わ
し
た1

。

た
と
え
ば
、﹁
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
﹂
タ
ン
ト
ラ
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

美
し
い
容
貌
に
恵
ま
れ
、
す
ぐ
れ
た
功
徳
を
ヨ
ー
ギ
に

与
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
女
性
と
親
し
く
な
っ
た
ら
、
人

里
離
れ
た
場
所
で
、
儀
軌
に
し
た
が
っ
て
、
供
養
を
始
め

な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
秘
密
の
中
で
も
最
も
秘
密
の
も

の
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
文
殊
菩
薩
と
等
し

い
光
を
そ
な
え
…
…
光
明
と
な
る
だ
ろ
う2

。

い
か
な
る
ヨ
ー
ガ
も
、
ふ
た
り
の
性
の
器
官
を
一
つ
に

し
、
交
わ
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、
始
め
る
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い3

。

こ
ん
な
ふ
う
に
語
る
﹁
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
﹂
タ
ン
ト
ラ

や
、
イ
ン
ド
で
書
か
れ
た
そ
の
注
釈
書
に
書
き
こ
ま
れ
て
い

る
マ
ハ
ー
ヨ
ー
ガ
の
修
行
は
、
本
尊
と
マ
ン
ダ
ラ
の
観
想
、
マ

ン
ト
ラ
、
呼
吸
法
、
身
体
的
ヨ
ー
ガ
、
さ
ら
に
性
的
な
儀
礼

を
、
と
て
も
た
い
せ
つ
な
要
素
と
し
て
ふ
く
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
く
わ
え
て
、
マ
ハ
ー
ヨ
ー
ガ
よ
り
少
し
後
に
発
達

し
た
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
タ
ン
ト
ラ
の
ク
ラ
ス
の
密
教
︵﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ

ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
、﹁
チ
ャ
ク
ラ
サ
ン
バ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
な
ど
︶

に
は
、
大
き
く
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

一
番
目
は
、
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
（
図
1
）
や
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヴ
ァ
ー
ラ
ヒ
ー
と
い
っ
た
女
神
が
、
そ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の

中
で
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

も
う
一
つ
は
、
肉
体
の
内
部
に
存
在
し
、
脈
管
、
風
、
精

滴
か
ら
作
り
な
さ
れ
て
い
る
、
精
妙
な
身
体
︵﹁
微
細
身
﹂︶
に

取
り
組
む
ヨ
ー
ガ
が
大
き
く
発
達
し
た
こ
と
だ
。
ヨ
ー
ギ
ニ

ー
タ
ン
ト
ラ
に
お
い
て
は
、
精
密
な
呼
吸
法
や
身
体
技
法
に

よ
っ
て
、
光
に
満
ち
た
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
な
る
精
妙
な

身
体
に
取
り
組
む
技
法
が
発
達
す
る
と
と
も
に
、﹁
聖
な
る
性

愛
﹂
の
ヨ
ー
ガ
の
技
法
も
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
、
完
成
さ
れ

た
形
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

女
神
の
崇
拝
と
、
精
妙
な
身
体
技
法
を
土
台
に
し
た
聖
な

る
性
愛
。

図1　ヴァジラヨーギニー

エロス
を
超
え
て
―
仏
教
タン
ト
ラ
に
お
け
る「
聖
な
る
性
愛
」

第
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ヨ
ー
ギ
ニ
ー
タ
ン
ト
ラ
の
ク
ラ
ス
に
属
す
﹁
チ
ュ
ン
ダ
マ

ハ
ー
ロ
シ
ャ
ー
ナ
﹂
タ
ン
ト
ラ
は
、
そ
う
い
っ
た
変
化
を
、
最

も
は
っ
き
り
表
現
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
だ
。
こ
の
タ
ン
ト

ラ
の
な
か
で
、
女
神
の
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
は
次
の
よ
う

に
語
る
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
輪
廻
の
三
つ
の
世
界
の
ど
こ
に
で
も
、
姿

を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
…
…
作
家
、
王
妃
、
学
者
、
税
金
集

め
、
商
人
、
娼
婦
、
女
船
頭
、
靴
づ
く
り
、
掃
除
婦
、
遺

体
処
理
人
、
洗
濯
女
、
酒
場
の
女
、
香
水
作
り
、
床
屋
、
金

細
工
師
、
漁
師
、
狩
人
、
踊
り
手
、
牛
飼
い
、
弓
矢
づ
く

り
、
石
細
工
、
髪
結
い
な
ど
…
…
、
ま
た
戒
律
を
守
る
信

心
深
い
女
、
ヨ
ー
ガ
行
者
、
苦
行
者
…
…
。
生
き
と
し
生

け
る
心
を
も
っ
た
存
在
の
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
女

に
、
姿
を
変
え
る
の
で
す
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
一
切
衆
生

を
利
益
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
修
行
者
は
、
女
に
仕
え
、
供

養
し
な
さ
い
。
…
…
キ
ス
し
、
抱
き
し
め
、
金
剛
︵
男
性

器
︶
と
蓮
華
︵
女
性
器
︶
を
一
体
に
す
る
こ
と
で
、
密
教
の

悟
り
を
達
成
な
さ
い
。

 

︵﹁
チ
ュ
ン
ダ
マ
ハ
ー
ロ
シ
ャ
ー
ナ
﹂
タ
ン
ト
ラ4

︶

﹁
す
べ
て
の
女
は
、
女
神
で
あ
り
、
ブ
ッ
ダ
だ
。
性
の
欲
望

を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
智
慧
に
変
化
さ
せ
な
さ
い
﹂。

高
ら
か
に
宣
言
す
る
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
タ
ン
ト
ラ
の
思
想
は
、
出

家
の
修
行
者
を
主
な
対
象
と
し
て
説
か
れ
た
初
期
仏
教
の
神

経
質
な
戒
律
や
修
行
法
を
、
根
本
的
に
転
換
す
る
も
の
だ
っ

た
と
い
え
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
変
化
は
、﹁
仏
教
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
化
﹂
と

い
っ
て
す
ま
せ
ば
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な

る
の
は
、﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
だ
。

仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
る
﹁
聖
な
る
性
愛
﹂

が
も
た
ら
す
大
楽
と
﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
に
つ
い
て
、
シ
ャ

ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
︵
七
～
八
世
紀
︶
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

金
剛
の
舟
を
あ
や
つ
っ
て

蓮
の
花
咲
く
運
河
を
通
り
抜
け

わ
た
し
は
非
二
元
論
的
な
ベ
ン
ガ
ル
に
至
っ
た
の
だ
。

す
る
と
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
は
滅
し
去
っ
た
。

今
日
、
な
ま
け
者
の
ブ
ス
カ
は

真
の
ベ
ン
ガ
ル
人
に
な
っ
た
。

ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
の
女
を

み
ず
か
ら
の
妻
と
し
た
か
ら
だ5

。

こ
の
一
節
の
中
で
、﹁
蓮
の
花
﹂
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集

ま
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
チ
ャ
ク
ラ
を
、﹁
運
河
﹂
は
中
央
の
脈

管
を
、
そ
し
て
﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
は
、
身
体
の
基
底
部
に

眠
る
生
命
の
根
源
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て

い
る
。

こ
の
﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
タ
ン
ト

ラ
に
お
い
て
は
、﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
﹂
や
﹁
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
﹂
と
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ

ー
﹂。
じ
つ
は
、
女
神
や
、
生
命
の
宇
宙
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表

現
す
る
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
言
葉
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
哲
学
の
違
い
を
、
た
い
そ
う
く
っ
き
り
と
表
現
す
る

も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る6

。

そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
か
？
　
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
特
性
を
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
タ
ン
ト
ラ
の
思
考
に
最
も
洗
練
さ
れ
た
表
現
を

与
え
た
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
と
の
対
比
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

カ
シ
ミ
ー
ル・シ
ヴ
ァ
派
と

「
聖
な
る
波
動
」の
哲
学

カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
タ
ン
ト
ラ
思
想
は
、
九
世
紀

か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
大
き
く
発
達
し
た
。
そ
し
て
、
ク

ン
ダ
リ
ニ
ー
ヨ
ー
ガ
や
﹁
聖
な
る
性
愛
﹂
の
儀
式
は
、
そ
の

な
か
で
最
も
高
度
な
﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
、
と
く
に
﹁
聖
な

る
波
動
﹂︵spanda

︶
の
哲
学
の
中
に
、
し
っ
か
り
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た7

。

﹁
ト
リ
カ
﹂
と
い
う
の
は
、﹁
三
の
思
考
﹂
を
意
味
し
て
い

る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
呼
ば
れ
る
の
は
、
彼
ら
の
理
論
が
、
三

つ
組
の
概
念
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
た
め
だ
。
た
と
え
ば
、

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
に
お
い
て
、
宇
宙
の
根
源
的
意
識
で
あ
る

シ
ヴ
ァ
は
、
意
志
、
叡
智
、
創
造
行
為
と
い
う
三
つ
の
力
を

持
っ
た
も
の
と
し
て
、
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る8

。

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
は
、
こ
の
宇
宙
の
創
造
者
で
あ
る
と
と

も
に
、
破
壊
者
で
も
あ
る
シ
ヴ
ァ
神
の
根
源
的
意
識
が
み
ず
か

ら
の
存
在
の
土
台
に
あ
る
と
い
う
認
識
、
そ
し
て
そ
れ
を
い
か

に
発
見
す
る
か
、
と
い
う
実
践
的
関
心
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。

そ
の
哲
学
の
︱
た
と
え
ば
非
二
元
論
的
な
ヴ
ェ
ー
ダ
ン

タ
と
は
っ
き
り
区
別
す
る
︱
最
も
重
要
な
特
徴
の
一
つ
は
、

宇
宙
の
根
源
的
意
識
が
、
純
粋
な
認
識
や
内
省
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
行
為
、
特
に
宇
宙
の
創
造
を
含
む
と
考
え
て
い
る

点
だ
。

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
の
創
造
は
、
シ
ヴ
ァ

神
の
欲
望
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
欲
望
の
発

生
と
消
滅
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
、
宇
宙
の
全
体
を
つ
ら
ぬ

く
根
源
的
な
リ
ズ
ム
、
な
い
し
波
動
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

シ
ヴ
ァ
神
は
、
欲
望
︵rāga

︶
に
よ
っ
て
、
世
界
を
創
造
す

る
。
と
と
も
に
、
創
造
さ
れ
た
世
界
や
事
物
に
た
い
す
る
欲

望
の
消
滅
︵virāga

︶
に
よ
っ
て
、
世
界
か
ら
身
を
引
く
。
こ

の
交
替
す
る
運
動
か
ら
、
宇
宙
の
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
、
神
聖
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な
波
動
、
な
い
し
原
初
の
リ
ズ
ム
︵spanda

︶
が
生
ま
れ
る
と
、

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
者
た
ち
は
思
考
し
た
。

カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
哲
学
に
つ
い
て
、
た
い
そ
う

す
ぐ
れ
た
研
究
を
行
っ
た
デ
ィ
ヤ
ツ
コ
ウ
ス
キ
ー
は
、
こ
の

﹁
聖
な
る
波
動
﹂
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

聖
な
る
波
動
︵spanda
︶
は
、
絶
対
的
な
も
の
の
自
然
発

生
的
で
反
復
さ
れ
る
脈
動
で
あ
り
、
客
観
的
に
は
、
無
限

の
空
間
の
広
が
り
の
な
か
に
姿
を
あ
ら
わ
す
宇
宙
の
絵
の

あ
ら
ゆ
る
細
部
が
、
生
じ
て
は
消
え
て
い
く
リ
ズ
ム
と
し

て
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
聖
な
る
波
動
は
、
純
粋

な
知
覚
と
し
て
の
意
識
を
貫
く
内
的
な
波
動
で
も
あ
る
。

こ
の
純
粋
な
知
覚
こ
そ
が
、
認
識
す
る
主
体
と
行
為
の
主

体
と
し
て
の
二
つ
の
側
面
を
作
り
な
し
て
い
る
の
で
あ
る9

。

宇
宙
は
、
根
源
的
意
識
︵
シ
ヴ
ァ
︶
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

﹁
力
﹂︵
シ
ャ
ク
テ
ィ
︶
で
あ
り
、
両
者
は
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
か
た
く
抱
き
あ
う
シ
ヴ
ァ
神
と
シ
ャ
ク
テ
ィ
女
神

の
よ
う
に
、
意
識
と
対
象
は
、
も
と
も
と
一
つ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
は
﹁
聖
な
る
波
動
﹂
の
原
初
の
リ
ズ
ム
が
貫

い
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
﹁
ト
リ
カ
﹂
の
﹁
聖
な
る
波
動
﹂

の
哲
学
は
語
る
の
で
あ
る
。

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
に
お
い
て
、
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
ヨ
ー
ガ
や

聖
な
る
性
愛
の
儀
礼
は
、
こ
の
宇
宙
の
聖
な
る
脈
動
や
波
動

の
中
に
、
し
っ
か
り
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
覚
醒
を
つ
う
じ
て
宇
宙
の
原
初
の
リ
ズ

ム
を
発
見
し
、
存
在
の
異
な
る
階
層
に
鳴
り
響
い
て
い
る
リ

ズ
ム
と
波
動
を
、
み
ず
か
ら
の
存
在
の
全
体
の
中
で
、
大
き

な
一
つ
の
音
楽
に
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
聖
な
る
儀

礼
の
目
的
だ
と
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
タ
ン
ト
リ
ス
ト
た
ち
は
語

る
の
で
あ
る10

。

カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
は
、
こ
う
し
た
哲
学
と
修
行
の

体
系
を
、
さ
ら
に
、
と
て
も
精
密
な
霊
的
な
神
経
生
理
学
と

結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
神
経
生
理
学
の
中
で
、
聖
な
る
性

愛
の
儀
礼
の
も
つ
意
味
は
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
照
ら
し
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
霊
的
な
神
経
生
理
学
の
特
徴

は
、
五
感
の
は
た
ら
き
と
快
楽
を
め
ぐ
る
そ
の
思
考
の
中
に
、

最
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
を
、
き
わ
め
て
洗
練
さ
れ
た
表
現
に
磨

き
上
げ
た
ア
ビ
ナ
ヴ
ァ
グ
プ
タ
に
よ
る
と
、
真
実
の
供
犠
を

さ
さ
げ
る
た
め
に
は
、
素
晴
ら
し
い
芳
香
を
は
な
つ
花
に
よ

っ
て
、
心
臓
を
開
く
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
沐

浴
や
香
油
、
ベ
テ
ル
、
酒
、
食
べ
も
の
も
必
要
だ
。
そ
の
背

後
に
あ
る
の
は
、次
の
よ
う
な
シ
ヴ
ァ
派
の
タ
ン
ト
ラ
経
典
の
言

葉
な
の
で
あ
る
。

よ
い
味
の
食
べ
も
の
と
飲
み
も
の
に
よ
っ
て
快
楽
が
生

ま
れ
、
大
き
く
広
が
る
。
そ
う
し
た
ら
、
完
全
に
そ
の
喜

び
の
中
に
と
ど
ま
り
な
さ
い
。
そ
れ
を
つ
う
じ
て
、
お
お

い
な
る
歓
喜
を
味
わ
う
の
だ
。

 

︵﹃
ヴ
ィ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
バ
イ
ラ
ヴ
ァ11

﹄︶

﹃
ヴ
ィ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
バ
イ
ラ
ヴ
ァ
﹄
の
こ
の
言
葉
は
、
五

感
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
快
楽
と
欲
望
の
関
係
に
つ
い
て
、

タ
ン
ト
リ
ス
ト
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
、
と
て
つ
も
な
く

緻
密
な
観
察
と
洞
察
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

世
界
の
中
に
生
き
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
全
体
を
、
歓

喜
に
満
ち
た
体
験
に
変
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
タ
ン
ト
ラ
の

修
行
者
は
、
ま
ず
、
世
界
の
見
方
を
変
え
る
訓
練
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ア
ビ
ナ
ヴ
ァ
グ
プ
タ
は
語
る
。

宇
宙
は
シ
ヴ
ァ
神
の
欲
望
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

樹
木
も
、
石
も
、
音
も
、
水
も
、
世
界
の
す
べ
て
の
存
在
が
、

じ
ぶ
ん
を
欲
望
し
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
な
さ

い
。
水
を
飲
む
と
き
に
は
、
最
初
の
一
滴
が
舌
先
に
触
れ
、
か

ら
だ
の
す
み
ず
み
に
し
み
と
お
っ
て
い
く
の
を
感
じ
な
が
ら
、

飲
む
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
を
織
り
な
す
水
の
エ
レ
メ
ン

ト
と
一
つ
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
水
を
飲
む
こ
と
は
、
大

い
な
る
歓
喜
を
も
た
ら
す
行
為
と
な
る
。

こ
う
し
た
感
覚
の
﹁
快
楽
﹂
化
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
神

経
生
理
学
的
な
根
拠
が
あ
る
と
、
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派

は
考
え
た
。

外
界
へ
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
で
、
味
覚
に
か
ぎ
ら
ず
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
五
感
の
喜
び
か
ら
生
じ
る
快
楽
は
、
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
強
め
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
全
身
を
循

環
す
る
プ
ラ
ー
ナ
︵
気
息
︶
が
、
中
央
の
脈
管
に
入
る
の
を

助
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る12

。

カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
生
理
学
に
よ
る
と
、
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
す
る
チ
ャ
ク
ラ
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
種

類
が
あ
る
。
一
つ
め
は
、
身
体
の
中
央
を
垂
直
に
つ
ら
ぬ
く

ス
シ
ュ
ム
ナ
ー
管
に
沿
っ
て
存
在
す
る
﹁
中
心
の
チ
ャ
ク
ラ
﹂

だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
は
、
感
覚
器
官

と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、﹁
副
次
的
な
チ
ャ
ク
ラ
﹂
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

美
し
い
花
の
芳
香
、
酒
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
に
よ
っ
て
、

感
覚
的
な
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
外
部
に

向
け
ら
れ
て
い
た
﹁
副
次
的
な
チ
ャ
ク
ラ
﹂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
内
部
に
向
か
い
、
中
央
の
ス
シ
ュ
ム
ナ
ー
管
に
合
流
す

る
こ
と
に
な
る
。

な
か
で
も
、
特
に
重
要
な
価
値
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、

生
殖
器
を
含
む
触
覚
の
は
た
ら
き
だ
。
触
覚
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
最
も
微
細
な
レ
ベ
ル
に
直
結
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
光

り
輝
く
根
源
的
な
意
識
へ
と
導
く
、
特
別
な
力
を
も
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
神
経
生
理
学
的
に
、
は
っ
き
り
し
た
理
由
が
あ

る
、
と
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
は
考
え
て
い
る
。
触
覚
に
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関
係
す
る
チ
ャ
ク
ラ
は
、
視
覚
や
聴
覚
に
比
べ
、
身
体
の
中

央
に
す
っ
く
と
立
ち
上
が
る
ス
シ
ュ
ム
ナ
ー
管
、
そ
し
て
そ

こ
に
位
置
す
る
中
心
的
な
チ
ャ
ク
ラ
と
、
よ
り
深
く
密
接
な

関
係
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
触
覚
の
刺
激
は
、
じ
か

に
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
覚
醒
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
に
な
り
や

す
い
。

触
覚
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
拡
散
し
、
あ
る
い
は
散
乱

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
動
を
、
す
ば
や
く
ま
と
め
あ
げ
、

欲
望
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

深
い
サ
マ
ー
デ
ィ
ー
に
入
る
の
を
、
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

聖
な
る
神
か
ら
の
恩
寵
が
、
し
ば
し
ば
触
覚
的
な
も
の
と
し

て
感
じ
ら
れ
る
の
も
、
そ
の
た
め
だ
。
カ
シ
ミ
ー
ル
の
タ
ン

ト
リ
ス
ト
た
ち
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
伝
承
し
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
欲
望
と
快
楽
の
神
経
生
理
学
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
た
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
聖
な
る
性
愛
の
儀
礼
は
、

酒
や
肉
を
マ
ン
ト
ラ
で
加
持
し
て
、
そ
れ
を
楽
し
み
、
あ
る

い
は
創
造
的
想
像
力
に
よ
っ
て
、
み
ず
か
ら
本
尊
の
神
々
に

変
容
し
、
ま
た
、
呼
吸
法
や
身
体
技
法
を
駆
使
す
る
こ
と
で

行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
身
体
の
基
底
部
に
眠
る
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
の
波
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ざ
め
さ
せ
、
ス
シ
ュ
ム

ナ
ー
管
の
中
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
が
頭
頂
の
ブ
ラ
フ
マ
ー
ラ
ン
ド
ラ
︵﹁
ブ
ラ

フ
マ
ン
孔
﹂︶
に
到
達
す
る
と
、
ヨ
ー
ギ
は
真
実
の
自
己
に
め

ざ
め
る
。

さ
ら
に
頭
頂
か
ら
指
十
二
本
分
上
に
存
在
す
る
宇
宙
の

﹁
千
本
の
輻や

を
も
つ
﹂
チ
ャ
ク
ラ
に
到
達
す
る
と
き
、
ヨ
ー
ギ

は
宇
宙
的
意
識
の
合
一
を
体
験
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
二
元
性
は
消
え
去
り
、
完
全
な
自
由
と
至
福
が
あ
ら

わ
に
な
る
。

存
在
の
す
べ
て
は
、
宇
宙
と
生
命
の
根
源
に
鳴
り
響
く
波

動
と
一
体
に
な
り
、
原
初
の
リ
ズ
ム
の
中
で
微
細
な
振
動
を

つ
づ
け
る
。
ヨ
ー
ギ
の
意
識
は
、
宇
宙
的
ダ
ン
ス
を
踊
る
シ

ヴ
ァ
神
と
一
体
に
な
り
、
さ
ら
に
空
に
達
す
る
。

こ
う
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
間
と
空
間
の
限
界
を
超
越
し
た

原
初
の
脈
動
の
中
に
あ
る
と
き
、
苦
痛
の
感
情
す
ら
も
、
本

質
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
体
験
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
生
の
全
体
は
神
秘
に
満
ち
た
宇
宙
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
流
れ
だ
す
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
体
験
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
体
験
は
、
異
な
る
チ
ャ
ク
ラ
が
一
つ
に
融
合
す

る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
、
と
カ
シ
ミ
ー
ル
の
タ
ン
ト
リ
ス
ト

は
語
る
。
覚
醒
し
た
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
の
強
烈
な
生
命
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
チ
ャ
ク
ラ
を
一
つ
一
つ
貫
通
し
な
が
ら
上
昇
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
性
器
と
心
臓
と
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
は
、
一

つ
に
融
合
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、﹁
中
心
の
チ
ャ
ク
ラ
﹂
と
﹁
副
次
的
な
チ
ャ
ク

ラ
﹂
の
関
係
も
ま
た
、
根
源
的
に
変
化
す
る
。

中
央
の
ス
シ
ュ
ム
ナ
ー
管
に
位
置
す
る
﹁
中
心
の
チ
ャ
ク

ラ
﹂
に
、
宇
宙
的
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
と
う
と
う
と
流
れ

こ
む
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
中
心
の
チ
ャ
ク
ラ
﹂
と
﹁
副

次
的
な
チ
ャ
ク
ラ
﹂
と
の
間
に
は
、
た
い
そ
う
密
接
な
つ
な

が
り
が
作
り
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
食
べ
、
歩

き
、
触
れ
る
と
い
っ
た
行
為
の
す
べ
て
は
、
至
福
に
満
ち
た

体
験
に
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は
、
外
部
の
対
象
も

﹁
中
心
の
チ
ャ
ク
ラ
﹂
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
ふ
う

に
、﹁
ト
リ
カ
﹂
の
哲
学
者
は
語
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
は
、
チ
ャ
ク
ラ
の

神
経
生
理
学
を
も
と
に
、
五
感
の
満
足
、
性
愛
の
快
楽
、
そ

し
て
瞑
想
に
よ
る
神
秘
体
験
を
、
ひ
と
つ
な
が
り
に
考
え
て

い
る
。

現
代
の
わ
た
し
た
ち
か
ら
見
た
時
、
と
て
も
興
味
深
い
の

は
、
カ
シ
ミ
ー
ル
の
タ
ン
ト
リ
ス
ト
た
ち
の
観
察
が
、
最
先

端
の
脳
科
学
の
理
解
と
深
く
共
鳴
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

ジ
ョ
ー
デ
ィ
ア
ス
た
ち
に
よ
る
と
、
五
感
と
性
愛
の
快
楽

に
か
か
わ
る
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
お
お
ま
か
に
重
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ガ
テ
ィ
た
ち
は
、

f
M
R
I
と
脳
波

を
使
っ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
静
か
に
深
く
澄
み
わ
た
っ
た
幸

福
感
と
内
部
・
外
部
の
区
別
の
消
滅
を
も
た
ら
す
禅
定
の
プ

ロ
セ
ス
が
、
側
坐
核
を
ふ
く
む
快
楽
の
神
経
回
路
の
活
性
化

と
相
関
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る13

。

仏
教
タ
ン
ト
ラ
と
大
乗

で
は
、
こ
の
カ
シ
ミ
ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
に
た
い
し
て
、
仏

教
タ
ン
ト
ラ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

仏
教
タ
ン
ト
ラ
は
、﹁
空
性
﹂
と
﹁
慈
悲
﹂
の
統
一
を
根
本

的
な
原
理
と
す
る
大
乗
仏
教
の
土
台
の
上
に
発
達
し
た
。

た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
タ
ン
ト
ラ
の
最
も
代
表
的
な
経

典
の
一
つ
で
あ
る
﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
を
読
み
進

め
る
時
、
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、﹁
エ
﹂
が
女
性
性
な
い
し
空

性
を
、
そ
し
て
﹁
ヴ
ァ
ム
﹂
が
男
性
性
な
い
し
方
便
、
慈
悲

を
意
味
す
る
と
い
う
、
文
字
の
象
徴
論
が
、
そ
の
全
体
を
貫

い
て
い
る
こ
と
だ
。

﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
に
よ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
文

字
の
合
一
に
よ
っ
て
大
楽
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、﹁
エ
ヴ
ァ

ム
﹂
と
い
う
言
葉
こ
そ
が
、
自
在
に
空
を
飛
ぶ
女
神
た
ち

︵﹁
ダ
ー
キ
ニ
ー
﹂︶
の
秘
密
の
エ
ッ
セ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。

﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
ヨ
ー
ギ
ニ
は
、
世
尊
な
る
金
剛
薩
埵
に
、
こ
の

よ
う
に
た
ず
ね
た
。﹁
エ
ヴ
ァ
ム
﹂
が
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
秘
密

の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
生

き
と
し
生
け
る
も
の
の
教
師
で
あ
る
世
尊
よ
、
正
し
い
論

理
を
も
っ
て
、
説
い
て
く
だ
さ
い
。
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す
る
と
、
世
尊
は
答
え
ら
れ
た
。

﹁
聖
な
る
﹃
エ
﹄
の
文
字
が
、
そ
の
中
に
﹃
ヴ
ァ
ム
﹄
を

包
み
込
み
、
飾
ら
れ
る
と
き
、
す
べ
て
の
楽
の
土
台
と
な

り
、
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
た
ち
の
宝
石
を
い
れ
る
容
器
と
な

る
﹂
と14

。

こ
の
一
節
に
は
、﹁
エ
﹂
と
﹁
ヴ
ァ
ム
﹂
の
文
字
の
形
を
め

ぐ
る
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
思
考
が
は
た
ら
い
て
い
る
。

初
期
の
グ
プ
タ
文
字
に
お
い
て
、﹁
エ
﹂
は
下
向
き
の
三
角

形
、
そ
し
て
﹁
ヴ
ァ
ム
﹂
は
上
向
き
の
三
角
形
の
形
を
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、﹁
エ
﹂
は
男
性
器
を
、﹁
ヴ
ァ
ム
﹂
は
女

性
器
を
、
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
一
節
で
、﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
は
、
二
つ
の
性
の

器
官
が
合
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
楽
が
生
じ
る
と
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、﹁
エ
ヴ
ァ
ム
﹂
は
、﹁
か
く
の
ご
と
く
私
は
聞
い

た
﹂︵﹁
如
是
我
聞
﹂︶
で
始
ま
る
仏
教
経
典
の
冒
頭
、﹁
か
く
の

ご
と
く
﹂
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。

﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
は
、
こ
う
し
て
、
聖
な
る
性

愛
の
ヨ
ー
ガ
と
、
仏
教
の
哲
学
が
、
じ
か
に
む
す
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
、
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

慈
　
悲

仏
教
タ
ン
ト
ラ
に
は
、
大
乗
仏
教
の
慈
悲
と
空
性
の
哲
学

が
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
仏
教
タ
ン
ト
ラ
と
慈
悲

と
の
む
す
び
つ
き
を
、
最
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ
し
て
い
る
の

は
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
だ
。

身
体
の
基
底
部
に
眠
る
根
源
的
な
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
︵﹁
チ

ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂︶
の
覚
醒
に
よ
る
悟
り
を
、﹁
ベ
ン
ガ
ル
﹂
に
た

と
え
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
は
、
も
う
一
方
で
、
菩
提
心

や
慈
悲
を
テ
ー
マ
と
す
る
最
も
重
要
な
顕
教
経
典
で
あ
る﹃
入

菩
提
行
論
﹄
の
作
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
は
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
で
学
び
、
日

中
は
僧
院
で
学
問
を
し
、
夜
は
﹁
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
﹂
タ

ン
ト
ラ
の
本
尊
の
一
人
で
あ
る
文
殊
菩
薩
の
修
行
に
専
念
し

て
い
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
夜
の
こ
と
、
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
に
あ
ら
わ
れ
た
文
殊
菩
薩
は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ

に
加
護
を
約
束
し
た
。﹃
入
菩
提
行
論
﹄
は
、
こ
の
文
殊
菩
薩

の
授
記
︵
予
言
︶
を
も
と
に
書
か
れ
た
。

﹃
入
菩
提
行
論
﹄
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

十
方
に
お
ら
れ
る
完
全
な
悟
り
を
得
た
方
々
に
対
し
て

私
は
合
掌
し
て
祈
り
ま
す
。﹁
愛
着
の
た
め
不
幸
な
目
に
あ

っ
て
い
る
す
べ
て
の
方
々
に
法
灯
を
灯
し
た
ま
え
﹂。

最
後
の
消
滅
に
い
た
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
、
自
己
抑

制
の
で
き
た
す
べ
て
の
賢
者
に
対
し
、﹁
無
数
劫
の
あ
い
だ
、

そ
れ
を
延
期
し
て
く
れ
る
よ
う
に
合
唱
し
て
嘆
願
し
ま
す
﹂。

︵
無
仏
に
な
っ
て
︶
こ
の
世
界
が
暗
黒
に
な
ら
な
い
よ
う
に

︵
中
略
︶。

彼
ら
を
わ
た
し
の
か
ら
だ
で
遊
ば
せ
た
り
笑
わ
せ
た
り

楽
し
ま
せ
た
り
し
よ
う
…
…
。
彼
ら
が
こ
の
わ
た
し
の
か

ら
だ
を
用
い
て
し
た
い
こ
と
な
ら
、
い
か
な
る
こ
と
で
も

さ
せ
よ
う
。

わ
た
し
の
唯
一
の
願
い
は
、﹁
私
と
か
か
わ
り
の
あ
る
者

た
ち
の
と
こ
ろ
に
い
か
な
る
悪
魔
も
近
づ
か
せ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
。
私
に
悪
口
を
言
っ
た
り
、
危
害
を
加
え
た
り
、

嘲
笑
す
る
人
々
に
も
、
完
全
な
智
慧
に
達
す
る
力
を
得
さ

せ
た
い
﹂
と
い
う
こ
と
だ15

。

シ
ャ
ン
テ
ィ
デ
ー
ヴ
ァ
は
、
空
性
の
直
観
的
な
智
慧
を
あ

き
ら
か
に
し
た
第
八
章
を
説
き
な
が
ら
、
空
中
に
浮
き
上
が

り
、
そ
の
ま
ま
消
え
て
し
ま
っ
た
。
放
浪
す
る
ヨ
ー
ガ
行
者

と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
通
を
つ
う
じ
て
、
多
く
の
人
々
を

各
地
で
仏
教
に
帰
依
さ
せ
た
。
す
べ
て
を
完
全
な
象
徴
と
し

て
み
る
﹁
マ
ハ
ー
ム
ー
ド
ラ
ー
﹂︵﹁
大
い
な
る
象
徴
﹂︶
の
悟

り
を
得
、
つ
い
に
は
、
空
を
飛
ぶ
女
神
た
ち
︵﹁
ダ
ー
キ
ニ

ー
﹂︶
の
浄
土
に
至
っ
た
の
だ
、
と
伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

空
性
と「
大
い
な
る
象
徴
」

そ
れ
で
は
、
空
性
の
智
慧
は
、
ど
う
だ
ろ
う
？

す
で
に
わ
た
し
た
ち
が
駆
け
足
で
見
た
よ
う
に
、
カ
シ
ミ

ー
ル
・
シ
ヴ
ァ
派
の
﹁
聖
な
る
波
動
﹂
の
哲
学
は
、
世
界
が

シ
ヴ
ァ
神
な
い
し
宇
宙
の
根
源
的
意
識
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

﹁
力
﹂
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
実
在
す
る
と
考
え
て
い
る16

。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
タ
ン
ト
ラ
は
、
大
乗
仏

教
の
空
性
の
哲
学
に
、
た
い
そ
う
忠
実
な
の
で
あ
る
。

﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。そ

の
本
性
か
ら
し
て
、
物
質
︵
色
︶
も
、
そ
れ
を
見
る

も
の
も
存
在
し
な
い
。
音
も
、
ま
た
音
を
聴
く
も
の
も
存

在
し
な
い
。
に
お
い
も
、
そ
れ
を
感
じ
る
も
の
も
な
い
。
味

も
な
け
れ
ば
、
味
わ
う
も
の
も
な
い
。
触
覚
の
対
象
も
な

け
れ
ば
、
触
覚
も
な
い
。
心
も
な
け
れ
ば
、
思
考
も
存
在

し
な
い17

。

大
乗
仏
教
の
空
性
の
哲
学
に
よ
る
と
、
形
や
色
を
も
つ
物

質
現
象
は
、
縁
起
か
ら
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
い
か
な
る

物
質
現
象
も
、
独
立
し
た
実
体
と
し
て
は
、
実
在
し
な
い
こ

と
に
な
る
。

も
し
か
り
に
事
物
が
存
在
す
る
以
前
に
、
す
で
に
そ
れ
に

何
か
の
本
質
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
事
物
と
し
て
現
象
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す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
原
因
と
独
立
に
そ
れ
が
可
能
な

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
は
事
物
の

存
在
は
、
因
果
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
は
じ
め
て
生
じ

る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
物
質
現
象
も
、
そ
れ
自
体
と

し
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
実
体
を
持
た
な
い
。
空
で
あ

る
。同

じ
こ
と
は
、
視
覚
や
聴
覚
を
は
じ
め
と
す
る
人
間
の
精

神
作
用
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
が
実
在
と
認
め
る
シ
ヴ
ァ
神
や
、
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
女
神
の
シ
ャ
ク
テ
ィ
も
ま
た
空
で
あ
り
、
実

在
し
な
い
。

こ
う
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
は
た
ら
き
も
、
そ
の
対
象

も
、
す
べ
て
空
で
あ
り
、
内
部
と
外
部
は
存
在
し
な
い
の
だ
、

と
空
性
の
哲
学
は
語
る
。

空
性
の
認
識
は
、
何
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
根
源
的
な
自
由

を
人
間
に
も
た
ら
す
。
内
部
と
外
部
、
心
と
物
質
の
区
別
は

完
全
に
崩
壊
す
る
。
そ
の
中
か
ら
、
根
源
的
な
自
由
と
大
い

な
る
喜
び
が
、
直
接
に
た
ち
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

﹁
グ
ヒ
ヤ
サ
マ
ー
ジ
ャ
﹂
や
﹁
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ

は
、﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
や
、
ド
ム
ビ
ー
︵﹁
踊
り
子
﹂︶
と
い

っ
た
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
女
性
が
お
好
み
だ
。
カ
ー
ス
ト

制
を
否
定
し
て
い
く
、
そ
の
思
想
の
背
景
に
は
、
空
性
の
認

識
か
ら
生
ま
れ
る
、
突
き
抜
け
る
よ
う
な
自
由
の
感
覚
が
、
横

た
わ
っ
て
い
る
。

な
に
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
心
。
仏
教
タ
ン
ト
ラ
は
、

空
性
の
認
識
と
、
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
る
完
全
な
自
由
の
中
に

安
ら
ぐ
こ
と
が
、
究
極
の
到
達
点
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。そ

も
そ
も
、﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
脈
管

と
風
の
ヨ
ー
ガ
﹂
の
修
行
は
、
こ
の
空
性
の
知
慧
を
う
み
だ

す
た
め
の
方
法
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。﹁
ヘ
ー

ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
は
、
へ
そ
か
ら
燃
え
上
が
り
、﹁
五
人
の

如
来
﹂
た
ち
を
燃
や
し
尽
く
す
。
ま
た
、
ロ
チ
ャ
ー
ナ
︵
仏

眼
仏
母
︶
た
ち
を
も
燃
や
し
尽
く
す
。

﹁
ア
ー
ハ
ム
﹂
は
、
燃
え
、
そ
し
て
、
月
が
し
た
た
り
落

ち
る18

。

ク
リ
シ
ュ
ナ
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
の
注
釈
に
よ
る
と
、
こ
こ
で

﹁
五
人
の
如
来
﹂
と
い
う
の
は
、
肉
体
︵
色
︶、
感
受
作
用
︵
受
︶、

世
界
像
︵
想
︶、
意
思
作
用
︵
行
︶、
識
別
作
用
︵
識
︶
か
ら
な

る
五
蘊
を
指
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
チ
ャ
ー
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
女
神
た

ち
は
、
地
、
水
、
火
、
風
、
空
と
い
っ
た
、
自
然
界
を
作
り

な
す
五
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
を
指
し
て
い
る
。﹁
ア
ー
ハ
ム
﹂
は

我
執
を
、﹁
月
﹂
は
大
き
な
快
楽
を
も
た
ら
す
生
命
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
一
節
は
、﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
の
燃
え
上
が

る
炎
に
よ
っ
て
、
二
元
論
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
感

覚
作
用
や
そ
の
対
象
が
、
す
べ
て
燃
や
し
尽
く
さ
れ
、
我
執

も
ま
た
消
え
去
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
と
も
に
、
全
身
が

大
き
な
快
楽
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
、
意
味
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

こ
う
し
て
、﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
の
燃
え
上
が
る
炎
に
よ
っ

て
生
み
だ
さ
れ
る
空
性
の
認
識
は
、
深
い
快
楽
と
、
直
接
に

結
合
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
タ
ン
ト
ラ
は
、

﹁
楽
と
空
性
が
不
二
で
あ
る
﹂
と
表
現
し
て
い
る
。

空
性
の
直
観
の
智
慧
は
、
本
尊
で
あ
る
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
と

か
た
く
抱
き
あ
っ
て
い
る
女
神
の
名
前
に
も
、
た
い
そ
う
象

徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
シ
ヴ
ァ
神
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、

﹁シ
ャ
ク
テ
ィ

力
﹂
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
彼
女
は
、﹁
無ナ

イ
ラ
ー
ト
マ

我
の
女
﹂
と
呼

ば
れ
る
。
そ
し
て
﹁
聖
な
る
性
愛
﹂
の
ヨ
ー
ガ
を
実
践
す
る

女
性
行
者
は
、﹁
直プ

ラ
ー
ジ
ニ
ャ
ー

観
の
知
慧
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

エ
ロ
ス
を
超
え
て

こ
の
﹁
聖
な
る
性
愛
﹂
の
ヨ
ー
ガ
を
つ
う
じ
て
発
見
さ
れ

る
、
究
極
の
悟
り
の
境
地
を
、﹁
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
﹂
タ
ン
ト
ラ

は
、﹁
自サ

ハ

ー

ジ

ャ

然
な
本
質
﹂︵
文
字
通
り
に
は
、﹁
共
に
生
ま
れ
た
も

の
﹂︶
あ
る
い
は
、﹁
大マ

ハ

ー

ム

ド

ラ

ー

い
な
る
象
徴
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。

﹁
チ
ャ
ン
ダ
リ
ー
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
脈
管
と
風
の
ヨ
ー

ガ
﹂
を
一
つ
に
ま
と
め
あ
げ
た
ナ
ー
ロ
ー
パ
︵
十
一
世
紀
、
図

2
︶
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
口
伝
を
残
し
て
い
る
。

大
楽
の
境
地
に
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

﹁
大
い
な
る
象
徴
﹂
と
は
、
す
べ
て
の
現
象
は
み
ず
か
ら

の
心
だ
と
知
る
こ
と
だ
。
外
部
に
現
象
が
あ
る
と
み
る
の

は
、
迷
っ
た
二
元
論
的
な
認
識
の
は
た
ら
き
に
よ
る
。
夢

の
ご
と
く
、
現
象
の
本
体
は
空
で
あ
る
。
心
も
ま
た
、
記

憶
と
思
考
の
運
動
に
す
ぎ
な
い
。
実
体
を
も
た
な
い
、
風

︵
プ
ラ
ー
ナ
︶
の
力
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
本
体
は
青
空

の
ご
と
く
空
。
す
べ
て
の
現
象
は
、
空
間
の
ご
と
く
、
完

全
に
平
等
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
…
…

図2　ナーローパ
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心
そ
の
も
の
は
、
作
為
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

変
化
も
し
な
い
。
…
…
法
身
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の

に
完
全
に
浸
透
し
て
い
る
。

み
ず
か
ら
の
本
質
を
作
り
か
え
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
た

り
と
放
置
し
な
さ
い
。
…
…
探
し
求
め
る
こ
と
な
く
、
放

置
す
る
こ
と
が
修
習
で
あ
る
。
…
…
顕
現
は
み
ず
か
ら
法

界
へ
と
解
脱
す
る
。
そ
し
て
、
分
別
は
、
お
お
い
な
る
原

初
の
智
慧
へ
と
み
ず
か
ら
解
脱
す
る
。
不
二
な
る
平
等
こ

そ
が
、
法
界
だ
。

 

︵
ナ
ー
ロ
ー
パ
﹁
マ
ハ
ー
ム
ー
ド
ラ
ー
の
要
点19

﹂︶

脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
を
つ
う
じ
て
、﹁
大
い
な
る
象
徴
﹂
を

発
見
す
る
。
そ
う
し
た
ら
、
観
想
や
呼
吸
法
、
マ
ン
ト
ラ
、
聖

な
る
性
愛
の
技
法
は
、
い
ら
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
逆
に
、
じ

ゃ
ま
に
な
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
ヨ
ー
ギ
た

ち
は
言
い
伝
え
て
き
た
。
サ
ラ
ハ
︵
九
世
紀
？
、
図
3
︶
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

口
づ
け
し
、
抱
き
あ
う
快
楽
に
ひ
ど
い
執
着
を
起
こ
す
。

さ
ら
に
は
、
愚
か
に
も
、
こ
れ
こ
そ
が
究
極
の
悟
り
だ
と
、

口
に
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
家
の
扉
の
前
に
立
ち

止
ま
り
、
中
に
入
ら
な
い
の
と
同
じ
こ
と
。
た
だ
、
欲
望

に
つ
き
動
か
さ
れ
る
世
界
の
言
葉
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
…
…
︵
か
ら
だ
を
︶
空
っ
ぽ
の
家
だ
と
イ
メ
ー
ジ
し
、

プ
ラ
ー
ナ
の
運
動
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
変
え
よ
う
と

す
る
の
は
お
や
め
な
さ
い
。
大
空
か
ら
、︵
快
楽
を
も
た
ら

す
生
命
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
︶
滴
り
落
ち
て
は
き
て
も
、
そ
れ

に
は
ま
だ
、
か
す
か
な
欠
陥
が
あ
る
。
ヨ
ー
ギ
は
圧
倒
さ

れ
、
気
絶
す
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
…
…
﹁﹃
エ
﹄
と
﹃
ヴ
ァ

ム
﹄
の
文
字
に
よ
っ
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

言
っ
て
…
…
、
修
行
し
、
そ
れ
に
﹁
自
然
な
本
質
﹂
と
名

前
を
つ
け
た
と
し
て
も
、
た
だ
、
鏡
に
映
っ
た
映
像
に
執

着
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
。

 

︵
サ
ラ
ハ
﹁
王
の
た
め
の
歌20

﹂︶

意
識
の
集
中
や
呼
吸
法
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
異
性
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
お
こ
な
わ
れ
る
ヨ
ー
ガ
か
ら
生
ま

れ
る
快
楽
は
、
鏡
の
表
面
に
映
し
出
さ
れ
る
像
の
よ
う
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
。

鏡
そ
の
も
の
を
見
出
し
な
さ
い
。
そ
う
し
て
﹁
自
然
な
本

質
﹂
を
発
見
し
た
ら
、
性
愛
の
ヨ
ー
ガ
に
執
着
す
る
の
は
、
や

め
な
さ
い
。
す
べ
て
を
超
え
た
﹁
法
身
﹂、
鏡
そ
の
も
の
の
境

地
に
、
無
為
の
ま
ま
、
と
ど
ま
り
な
さ
い
。

快
楽
を
生
み
だ
す
﹁
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
﹂
と
、﹁
大
い
な

る
象
徴
﹂
の
境
地
に
ゆ
っ
た
り
と
ど
ま
る
瞑
想
を
、
一
つ
に

す
る
の
だ

こ
う
し
て
、
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
﹁
聖
な
る
性
愛
﹂
の
道
は

終
結
す
る
。
あ
る
い
は
、﹁
無
為
﹂
の
道
に
流
れ
こ
ん
で
い
く

の
で
あ
る
。
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﹁
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は
じ
め
に

日
本
人
の
心
に
は
仏
教
的
な
思
想
や
も
の
の
感
じ
方
が
し

み
込
ん
で
い
る
。
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
災
害
で
は
い

く
度
も
そ
う
感
じ
た
。

お
寺
が
被
災
者
に
開
放
さ
れ
た
。
ま
た
、
僧
侶
が
被
災
者

に
寄
り
添
い
、
と
も
に
苦
難
を
担
お
う
と
し
、
人
々
の
信
頼

を
集
め
る
場
面
に
出
会
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
全
日
本
仏
教

会
の
宣
言
文
﹁
原
子
力
発
電
に
よ
ら
な
い
生
き
方
を
求
め
て
﹂

︵
二
〇
一
一
年
一
二
月
︶
は
大
い
に
共
感
を
よ
ん
だ
。

だ
が
、
こ
れ
は
古
代
以
来
の
日
本
仏
教
の
あ
り
方
か
ら
見

て
変
則
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
古
来
の
あ
り
方
に
即

し
た
も
の
な
の
だ
。
近
代
的
な
仏
教
観
が
、
そ
れ
を
お
し
隠

し
て
い
た
。
個
人
中
心
の
宗
教
観
や
、
鎌
倉
仏
教
こ
そ
大
乗

仏
教
の
究
極
の
展
開
形
態
だ
と
い
っ
た
見
方
が
じ
ゃ
ま
を
し

て
、﹁
社
会
倫
理
﹂
的
実
践
の
側
面
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

た
の
だ
。

広
く
仏
教
史
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
仏
教
徒
は
﹁
社
会
に

正
法
を
具
現
す
る
﹂
と
い
う
目
標
を
掲
げ
続
け
て
き
た
こ
と

が
分
か
る
。
ガ
ウ
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
自
身
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
ア

シ
ョ
ー
カ
王
も
そ
う
だ
っ
た
。
現
代
の
タ
イ
の
仏
教
や
ダ
ラ

イ
・
ラ
マ
の
行
動
や
言
葉
に
も
そ
う
し
た
考
え
方
は
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ブ
ッ
ダ
の
身
体
性
を
そ
の
時
代
そ

の
時
代
に
移
そ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
日
本
の
仏
教
史
を
つ
ぶ
さ
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、

﹁
正
法
﹂
の
理
念
が
そ
の
根
底
を
支
え
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

正
法
︵
妙
法
︶
を
掲
げ
る
﹃
金
光
明
経
﹄﹃
法
華
経
﹄
の
影
響

力
、
正
法
流
布
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
た
﹁
戒
壇
﹂︵
授
戒
の

場
︶
へ
の
情
熱
、
正
法
の
後
退
を
嘆
く
末
法
思
想
の
力
、﹃
正

法
眼
蔵
﹄
を
著
し
た
道
元
の
こ
だ
わ
り
︱
﹁
正
法
﹂
理
念

の
光
に
照
ら
す
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
が
見
え
や
す
く
な
る
。

正
法
を
求
め
る
こ
と
は
、
ブ
ッ
ダ
の
示
し
た
真
理
を
形
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
僧
侶
は
そ
の
身
体
を
も
っ
て
真
理
を
実

践
し
、
社
会
に
仏
法
を
具
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

密
教
の
系
譜
︵
日
蓮
宗
を
含
む
︶
で
は
﹁
身
口
意
の
三
業
﹂
と

い
う
概
念
に
重
き
が
置
か
れ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
密
教
だ
け
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
広
く
仏
教
に

お
い
て
、
身
体
を
も
っ
て
正
法
を
体
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
、
行
基
や
聖
徳
太
子

の
時
代
か
ら
、
戦
前
の
日
蓮
主
義
を
経
て
、
戦
後
の
創
価
学

会
や
立
正
佼
成
会
が
取
り
組
む
社
会
・
政
治
活
動
に
至
る
ま

で
、
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
の
意
義
と
と

も
に
、
社
会
倫
理
的
な
実
践
の
意
義
も
よ
り
見
え
や
す
く
な
る
。

で
は
、
従
来
の
日
本
仏
教
論
で
は
、
正
法
を
希
求
す
る
実

践
様
式
は
ど
う
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
仏
教
の
身
体
性
の
理
解
は
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
稿
で
は
、
こ
う
し
た

問
題
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

1
国
家
と
仏
教
が
深
く
関
わ
る
こ
と
を

低
く
見
る
傾
向

仏
教
史
に
お
い
て
、
僧
伽
︵
サ
ン
ガ
︶・
国
家
・
正
法
と
い

社
会
の
な
か
の
仏
教
と
仏
教
身
体
技
法

―
正
法
理
念
か
ら
見
た
仏
教
の
倫
理
と
身
体

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
臨
床
学

島
薗
　
進

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学
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う
三
者
が
密
接
な
連
関
を
も
っ
て
展
開
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
視
点
を
携
え
て
、
一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
仏

教
史
の
叙
述
を
見
直
し
て
み
る
と
、
仏
教
と
国
家
の
関
わ
り

が
こ
と
さ
ら
に
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
ざ
る

を
え
な
い
。﹁
過
小
評
価
﹂
と
い
う
の
は
、
そ
の
歴
史
的
意
義

が
過
度
に
小
さ
く
見
積
も
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

こ
に
は
、
国
家
と
関
わ
り
が
深
い
仏
教
は
仏
教
と
し
て
本
来

的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
価
値
評
価
も
関
わ
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、
日
本
仏
教
の
歴
史
像
に
つ
い
て
、
権
威
あ
る
著

者
の
概
説
を
瞥
見
し
よ
う
。
井
上
光
貞
は
﹃
日
本
古
代
の
国

家
と
仏
教
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
︶
を
次
の
よ
う
に
書

き
出
し
て
い
る
。

日
本
民
族
が
仏
教
を
摂
取
し
は
じ
め
た
の
は
、
古
代
国
家

の
盛
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
古
代
の
仏
教
は
周
知
の
よ
う
に

古
代
貴
族
層
を
そ
の
担
い
手
と
す
る
国
家
仏
教
で
あ
り
、

中
国
仏
教
の
消
化
を
も
っ
ぱ
ら
に
す
る
輸
入
仏
教
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
仏
教
は
中
世
に
な
る
と
、
在

地
領
主
層
、
即
ち
中
世
武
士
層
を
中
心
と
し
て
広
く
民
間

に
い
き
わ
た
り
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
鎌
倉
仏
教
と
よ

ば
れ
る
日
本
特
有
の
仏
教
を
う
み
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は

何
人
も
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
な

ら
ば
仏
教
は
な
ぜ
、
中
世
、
し
か
も
鎌
倉
時
代
と
い
う
短

い
期
間
に
集
中
し
て
、
か
く
も
多
元
的
な
、
か
つ
生
き
生

き
と
し
た
創
造
性
を
発
揮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

鎌
倉
新
仏
教
こ
そ
本
来
の
仏
教
と
い
う
見
方

こ
の
叙
述
に
よ
る
と
、
古
代
日
本
の
﹁
国
家
仏
教
﹂
は
国

家
仏
教
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
来
の
仏
教
と
は
異
な
る
も
の

だ
。
少
な
く
と
も
中
国
か
ら
の
借
り
物
で
あ
っ
て
日
本
に
し

っ
か
り
土
着
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
中
世
に
な
り
後
の
宗

派
の
源
泉
と
な
っ
た
祖
師
た
ち
を
通
し
て
、
ま
た
民
間
に
い

き
わ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
日
本
独
自
の
仏
教
に
、
ま

た
本
来
の
仏
教
と
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

な
ぜ
、
宗
祖
が
起
こ
し
た
鎌
倉
新
仏
教
こ
そ
が
本
来
の
仏

教
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
仏
教
は
本
来
の
仏
教
と
言
え
な
い

の
か
。
国
家
に
制
約
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
、
民
間
に
浸

透
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
日
本
独
自
の
形
を
と
っ
て
い
な

い
こ
と
、
本
来
の
仏
教
精
神
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

古
代
国
家
は
仏
教
に
対
し
て
呪
術
的
な
機
能
か
、
人
心
教

化
の
役
割
を
期
待
し
、
国
家
の
利
益
に
反
す
る
時
は
容
赦

な
く
民
間
布
教
を
抑
制
し
た
。
従
っ
て
律
令
時
代
に
は
、

帝
都
を
中
心
に
仏
教
芸
術
が
華
々
し
く
展
開
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
み
な
、
古
代
貴
族
の
享
受
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

行
基
や
鑑
真
、
最
澄
や
空
海
の
よ
う
な
、
大
乗
仏
教
の
慈

悲
の
精
神
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
し
た
仏
教
者
で
さ
え
、
そ
の

社
会
的
実
践
に
お
い
て
は
、
国
家
仏
教
の
改
革
者
に
と
ど

ま
り
、
教
権
に
敢
え
て
抵
抗
し
た
と
き
は
、
権
力
の
制
圧

を
こ
う
む
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。︵
同
上
︶

こ
れ
に
対
し
て
、
古
代
国
家
の
支
配
体
制
が
崩
れ
て
い
く

な
か
か
ら
、
民
衆
に
根
づ
く
真
の
大
乗
仏
教
が
発
展
し
て
く

る
。﹁
こ
れ
ま
で
無
意
識
裡
に
も
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
思
考
の

自
由
が
う
ま
れ
、
充
実
し
た
生
命
感
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
こ
そ
、
鎌
倉
時
代
に
、
法
然
・
親
鸞
・
日
蓮
・
一

遍
ら
の
、
多
元
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
真
の
前
提
を
な
す

も
の
で
あ
ろ
う
。﹂
信
仰
を
第
一
義
と
し
、
中
国
的
な
教
学
の

枠
を
破
り
、
神
仏
習
合
を
超
え
、
為
政
者
を
批
判
す
る
こ
と

さ
え
あ
る
指
導
者
が
登
場
し
た
。﹁
こ
れ
ら
の
仏
教
者
は
そ
の

信
念
を
つ
ら
ぬ
き
と
お
し
、
時
人
も
帰
依
を
失
わ
な
か
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
教
説
と
信
念
と
は
、
時
代
を
越
え
て

普
遍
に
、
現
代
の
人
心
に
も
訴
え
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ

る
﹂
と
井
上
は
論
じ
て
い
く
。

鈴
木
大
拙
も
鎌
倉
仏
教
優
越
史
観

よ
く
似
た
日
本
仏
教
史
の
見
方
は
、
一
九
四
四
年
に
刊
行

さ
れ
た
鈴
木
大
拙
の
﹃
日
本
的
霊
性
﹄
に
も
見
え
る
︵
岩
波

文
庫
、
一
九
七
二
年
︶。
大
拙
は
言
う
。﹁
古
代
の
日
本
人
に
は
、

本
当
に
言
う
宗
教
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
極
め
て
素
朴
な
自

然
児
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
を
経
て
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、

初
め
て
そ
の
精
神
に
宗
教
的
衝
動
を
起
こ
し
た
、
即
ち
日
本

的
霊
性
の
自
覚
が
ほ
の
見
え
た
﹂。﹁
日
本
の
精
神
史
は
、
鎌

倉
時
代
に
至
り
て
初
め
て
そ
の
真
意
義
を
発
揮
し
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
仏
教
の
真
実
性
も
こ
の
時
に
大
地
か
ら
の
霊
の

生
命
に
触
れ
た
。
そ
う
し
て
一
方
で
は
、
無
辺
の
大
悲
が
開

顕
せ
ら
れ
、
ま
た
他
方
で
は
、
そ
の
知
的
直
覚
性
の
方
面
に

お
い
て
、
日
本
的
性
格
の
中
に
融
け
合
っ
て
、
兼
ね
て
ま
た

芸
術
的
生
命
の
方
向
に
特
異
の
表
現
を
成
就
し
た
。
こ
れ
が

絶
対
他
力
と
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

の
禅
で
あ
る
﹂。

こ
の
よ
う
な
日
本
仏
教
史
観
は
是
認
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
あ
ま
り
に
日
本
中
心
的
で
あ
り
、
ま
た
諸
仏
教
教
団

の
宗
派
的
仏
教
史
観
に
与
し
た
見
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
井
上
の
場
合
に
は
な
は
だ
し
い
の
だ
が
、﹁
国
家
仏
教
﹂

は
本
来
の
仏
教
で
は
な
い
と
い
う
が
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
。
大

乗
仏
教
は
、
王
侯
貴
族
が
支
配
す
る
国
家
よ
り
も
大
地
に
根

差
し
た
民
衆
の
方
を
向
く
も
の
だ
と
い
う
前
提
が
見
え
る
。

そ
れ
は
﹁
小
乗
仏
教
﹂
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
う
考
え
だ
。

だ
が
、
歴
史
的
に
見
て
、
そ
の
発
展
の
過
程
で
大
乗
仏
教
は

国
家
を
重
視
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
ま
で
、
仏
教
が
国
家
統
合
に
関
わ
る

と
い
う
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
に
評
価
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む

し
ろ
、
価
値
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
大

拙
も
先
の
引
用
に
続
け
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。﹁
そ
れ
か
ら
日

本
の
政
治
的
・
国
家
的
思
想
と
結
び
合
っ
て
、
更
に
一
派
の
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宗
旨
を
形
成
し
た
仏
教
に
日
蓮
宗
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た

土
俗
的
・
民
族
的
信
仰
を
土
台
に
し
て
、
政
治
思
想
の
方
面

に
進
出
し
、
外
来
の
思
想
・
信
仰
を
摂
受
し
、
そ
れ
に
扶
け

ら
れ
、
更
に
当
時
の
政
治
的
環
境
の
中
で
、
宗
教
的
内
省
の

域
に
ま
で
高
ま
ら
ん
と
し
た
も
の
に
﹃
神
道
五
部
書
﹄
の
製

作
が
あ
っ
た
﹂。
日
蓮
宗
と
﹃
神
道
五
部
書
﹄
へ
の
言
及
は
、

戦
後
に
は
積
極
的
に
は
な
さ
れ
な
く
な
る
も
の
だ
。

熱
心
に
国
家
仏
教
が
唱
え
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

明
治
期
か
ら
戦
時
中
ま
で
、
多
く
の
仏
教
者
は
む
し
ろ
熱

心
に
国
家
仏
教
を
唱
え
て
い
た
。
市
川
白
絃
が
証
拠
を
並
べ

あ
げ
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
の
大
逆
事
件
に
際
し
て
、
妙
心

寺
派
管
長
豊
田
毒
湛
は
﹁
我
が
国
に
お
け
る
臨
済
宗
立
教
開

宗
の
要
旨
は
興
禅
護
国
に
在
り
。
是
の
故
に
本
宗
一
般
寺
院

の
本
尊
前
に
は
、
今
上
天
皇
陛
下
聖
寿
万
歳
の
尊
牌
を
奉
安

し
、
国
家
鎮
護
の
道
場
た
る
こ
と
を
表
示
し
︵
中
略
︶
以
て

本
宗
の
教
徒
信
徒
を
し
て
依
準
す
る
所
を
知
ら
し
む
﹂︵﹃
市

川
白
弦
著
作
集
第
四
巻
　
宗
教
と
国
家
﹄
法
蔵
館
、
一
九
九
三
年
︶

と
述
べ
て
い
た
。
影
響
力
の
大
き
い
真
宗
大
谷
派
の
教
学
者
、

金
子
大
栄
は
一
九
四
二
年
刊
行
の
﹃
正
法
の
開
顕
﹄
で
、﹁
十

七
条
の
憲
法
が
或
る
意
味
に
お
い
て
は
日
本
の
仏
道
で
あ
る
﹂

と
論
じ
て
い
る
︵
同
上
︶。

こ
う
し
た
日
本
仏
教
史
観
と
比
べ
る
と
、
井
上
光
貞
の
そ

れ
は
一
八
〇
度
、
方
向
を
転
換
し
た
も
の
と
言
え
る
。
戦
後
、

そ
れ
ま
で
の
国
家
従
属
の
価
値
観
を
否
定
し
た
の
は
い
い
が
、

歴
史
の
見
方
も
あ
っ
さ
り
、
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
四
四
年
の
鈴
木
大
拙
の
日
本
仏
教
史
観
は
ど
こ
か
両
者

の
中
間
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
が
、
二
つ
の
見
方
の
関
係

は
曖
昧
だ
。
だ
が
、
こ
れ
ら
ど
の
見
解
も
、
仏
教
史
全
体
を

視
野
に
入
れ
て
仏
教
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考

え
て
は
い
な
い
。
世
界
の
仏
教
と
日
本
仏
教
の
関
係
に
つ
い

て
、
特
殊
日
本
的
な
狭
苦
し
い
視
野
を
脱
し
て
い
な
い
。
ま

た
﹁
正
法
﹂
と
い
う
理
念
が
仏
教
史
に
お
い
て
果
た
し
て
き

た
意
義
に
つ
い
て
顧
み
て
は
い
な
い
。

「
正
法
」理
念
を
通
し
て
仏
教
と
国
家
の
関
わ
り
を
捉
え
る
視
点

の
欠
如

明
治
維
新
以
後
、
と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日
本

仏
教
は
国
家
に
過
剰
に
肩
入
れ
し
て
き
た
。
戦
後
、
そ
れ
を

反
省
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
だ

が
、
一
八
〇
度
方
向
を
変
え
た
だ
け
で
は
何
か
が
足
り
な
い
。

井
上
光
貞
の
古
代
・
中
世
宗
教
史
の
叙
述
は
精
度
の
高
い
も

の
で
あ
り
、
今
も
多
く
を
教
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教

と
国
家
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
、
と
り
わ
け
日
本
に
お
け
る

仏
教
と
国
家
の
関
わ
り
と
い
う
点
で
図
式
的
な
見
方
を
脱
し

て
い
な
い
。
腰
の
す
わ
っ
た
洞
察
が
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
の
だ
。

で
は
、
そ
も
そ
も
仏
教
史
に
お
い
て
、
ま
た
、
日
本
の
仏

教
史
に
お
い
て
仏
教
と
国
家
の
関
係
を
、
ま
た
﹁
正
法
﹂
理

念
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
一
九
四

五
年
の
敗
戦
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
う
し
た
問
題
を
め

ぐ
っ
て
深
い
次
元
に
及
ぶ
よ
う
な
考
察
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

と
り
あ
え
ず
日
本
仏
教
史
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
し
て
、
広

く
仏
教
史
に
目
を
向
け
る
。
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、

た
い
へ
ん
重
要
な
意
義
を
も
つ
業
績
と
し
て
、
中
村
元
の
﹃
宗

教
と
社
会
倫
理

︱
古
代
宗
教
の
社
会
理
想
﹄︵
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
年
︶
を
あ
げ
た
い
。
こ
の
本
の
主
要
な
内
容
は
、
後

に
﹃
中
村
元
選
集
︵
決
定
版
︶
第
一
八
巻
　
原
始
仏
教
の
社

会
思
想
﹄︵
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
︶
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
仕
事
は
仏
教
の
社
会
倫
理
に
つ
い
て
考
察
す
る
う
え
で
、き

わ
め
て
重
い
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
初
刊
後
五
〇
年
を

経
た
今
も
な
お
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
は
、
仏
教
は
社
会
に
正
法
を
ゆ
き
わ
た
ら
せ
よ
う

と
す
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
、
仏
教
成
立
の
当
初
か
ら

存
在
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
正
法
は
何
に

よ
っ
て
具
現
さ
れ
る
の
か
。
戒
律
を
守
る
僧
侶
集
団
か
ら
な

る
僧
伽
︵
サ
ン
ガ
︶
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
戒
律
を
守
る

僧
侶
集
団
こ
そ
、
仏
教
の
身
体
技
法
の
も
っ
と
も
重
い
も
の

の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
仏
教
の
身
体
技
法
と

い
う
と
、
ひ
た
す
ら
瞑
想
や
身
心
変
容
技
法
に
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
仏
教
、
ひ
い
て
は
宗
教
に
対
す
る
近

代
的
理
解
が
個
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
き
た
こ
と
と
関
連
し

て
い
る
。

鎌
倉
仏
教
こ
そ
日
本
仏
教
の
高
度
の
達
成
を
示
し
て
い
る

と
い
う
見
方
は
ま
た
、
近
代
的
な
宗
教
理
解
に
そ
っ
た
個
人

主
義
的
な
日
本
仏
教
理
解
と
も
関
わ
っ
て
い
た
。
日
本
仏
教

の
身
体
技
法
を
広
い
視
野
か
ら
見
る
場
合
、
個
人
主
義
的
な

日
本
仏
教
理
解
の
問
題
点
を
見
抜
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2
鎌
倉
仏
教
中
心
史
観
へ
の
批
判

倫
理
性･

社
会
性
の
重
要
性
を
捉
え
た
仏
教
理
解

個
人
主
義
的
な
宗
教
観
に
偏
ら
な
い
仏
教
理
解
に
立
つ
と
、

日
本
仏
教
史
が
、
ま
た
日
本
仏
教
に
お
け
る
身
体
技
法
が
異

な
る
様
相
を
も
っ
て
見
え
て
く
る
。
そ
こ
で
は
戒
律
を
守
り
、

人
々
の
た
め
に
奉
仕
す
る
と
い
う
修
行
者
の
身
体
性
が
重
要

な
位
置
を
も
つ
宗
教
活
動
の
系
譜
が
見
え
て
く
る
。
虚
心
に

見
れ
ば
、
そ
う
し
た
社
会
的
な
身
体
性
が
日
本
仏
教
に
お
い

て
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
こ
れ
ま
で
に
ま
っ
た
く
な
か

っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
正
法
を
掲
げ
る
仏
教
は
、

戒
律
を
重
視
す
る
と
と
も
に
社
会
の
苦
悩
に
関
わ
っ
て
い
こ

う
と
す
る
の
が
本
流
で
あ
り
、
日
本
仏
教
の
中
で
も
そ
れ
が

太
い
流
れ
と
し
て
存
在
し
て
き
た
と
論
ず
る
仏
教
学
者
も
い
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た
。
そ
の
代
表
は
渡
辺
照
宏
︵
一
九
〇
七
―七
七
︶
で
あ
る
。

渡
辺
の
﹃
日
本
の
仏
教
﹄︵
岩
波
新
書
、
一
九
五
八
年
︶
は
、

﹁
正
法
﹂
の
語
に
注
目
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
ガ

ウ
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が
打
ち
立
て
た
本
来
の
仏
教
を
具
現
し
よ

う
と
す
る
精
神
と
実
践
の
系
譜
に
光
を
あ
て
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
系
譜
は
私
が
注
目
し
て
い
る
、﹁
正
法
﹂
理
念
を
重
ん

じ
る
日
本
仏
教
の
系
譜
と
か
な
り
の
程
度
、
重
な
り
合
っ
て

い
る
。

渡
辺
が
ま
ず
注
目
す
る
の
は
、﹁
イ
ン
ド
へ
の
旅
行
を
企
て

た
り
、
梵
語
の
研
究
と
試
み
た
り
し
た
日
本
人
の
僧
侶
た
ち
﹂

で
あ
る
。
彼
ら
に
は
﹁
一
貫
し
た
理
想
が
あ
っ
た
﹂﹁
そ
れ
は

仏
教
の
真
の
姿
を
正
し
く
意
識
し
て
こ
れ
を
実
践
し
よ
う
と

い
う
意
欲
で
あ
る
﹂。
こ
こ
に
は
ブ
ッ
ダ
の
身
体
性
を
深
く
学

び
、
そ
れ
を
自
ら
体
現
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
栄

西
、
明
恵
、
慈
雲
な
ど
は
そ
の
代
表
で
、
私
の
理
解
で
は
正

法
を
体
現
す
る
身
体
性
を
高
く
掲
げ
る
人
々
だ
っ
た
。

で
は
、
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
思
想
・
実
践
に
現

れ
る
か
。﹁
仏
教
の
本
来
の
姿
を
実
現
し
た
い
と
い
う
要
求
は

当
然
、
釈
尊
︵
シ
ャ
ー
キ
ャ
ム
ニ
︶
の
真
の
教
を
求
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
願
い
を
持
つ
人
た
ち
が
第
一
に
必
要

と
考
え
た
の
は
正
し
い
戒
律
の
実
行
で
あ
っ
た
﹂。﹁
戒
律
の

な
い
仏
教
は
あ
り
得
な
い
、
し
か
も
釈
尊
が
教
え
た
そ
の
ま

ま
の
戒
律
を
守
る
の
で
な
く
て
は
仏
教
の
僧
侶
と
い
う
資
格

は
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
う
し
た
人
々
に
共
通
し
た
基
本
的

理
念
で
あ
っ
た
﹂。
こ
う
し
た
僧
侶
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、

渡
辺
は
道
元
、
叡
尊
、
江
戸
時
代
の
浄
厳
、
慈
雲
を
あ
げ
る
。

こ
れ
ら
の
僧
侶
は
民
衆
生
活
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
か
と
い

う
と
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
本
来
の
仏
教
を
尊
び
戒
律
を
重

ん
じ
た
僧
侶
で
、
か
つ
民
衆
生
活
へ
の
奉
仕
を
も
行
っ
た
僧

侶
の
例
と
し
て
、
渡
辺
は
道
昭
、
行
基
、
叡
尊
、
忍
性
、
黄

檗
宗
の
鉄て

つ

眼げ
ん

な
ど
を
あ
げ
る
。
さ
ら
に
祖
師
た
ち
の
中
か
ら

も
、
最
澄
、
空
海
、
栄
西
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
戒
律

や
修
行
を
尊
ぶ
こ
と
と
民
衆
へ
の
奉
仕
と
は
必
ず
し
も
矛
盾

し
な
い
と
渡
辺
は
論
じ
る
。

自
利
利
他
円
満
︵
自
己
と
他
人
と
の
目
的
の
完
成
︶
と
か
上

求
菩
提
下
化
衆
生
︵
上
に
む
か
っ
て
は
理
想
を
実
現
し
、
下

に
む
か
っ
て
は
衆
生
を
幸
福
に
導
く
︶
と
い
う
こ
と
は
言
い

古
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
シ
ャ
ー
キ
ャ
ム
ニ
自
身
の
生

活
や
、
そ
の
後
継
者
た
ち
の
業
績
を
見
て
も
は
っ
き
り
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
照
宏
は
こ
の
世
︵
社
会
︶
で
の
正
法
具
現
を
求
め
る

倫
理
性
を
も
っ
た
仏
教
系
譜
を
適
切
に
描
き
出
し
て
い
る
。

こ
れ
が
渡
辺
の
い
う
と
こ
ろ
の
日
本
仏
教
系
譜
の
﹁
第
一
の

類
型
﹂
だ
。

「
無
我
の
極
致
」の
系
譜
、現
実
の
救
い
を
求
め
る
系
譜

こ
の
﹁
第
一
の
類
型
﹂
に
加
え
て
渡
辺
は
﹁
無
我
の
極
致
﹂

を
体
現
す
る
よ
う
な
桃
水
雲
渓
や
良
寛
に
代
表
さ
れ
る
仏
教

者
の
系
譜
を
﹁
第
二
の
類
型
﹂
と
よ
び
こ
れ
も
称
揚
す
る
。
た

と
え
ば
良
寛
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

托
鉢
し
た
食
物
の
残
り
を
鳥
や
獣
に
や
る
こ
と
を
喜
び
、
虱

を
懐
中
に
入
れ
た
り
、
蚊
に
脛
を
吸
わ
せ
た
り
し
た
こ
と

も
、
竹
の
子
を
伸
ば
し
て
や
る
た
め
に
床
を
切
り
、
屋
根

を
破
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
良
寛
な
れ
ば
こ
そ
き

わ
め
て
自
然
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
も
ち
ろ
ん
人
間

を
愛
す
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
乞
食

を
愛
し
、
盗
人
に
物
を
与
え
、
農
民
に
愛
さ
れ
、
子
供
と

無
邪
気
に
遊
ん
だ
彼
こ
そ
は
無
我
の
境
を
体
現
し
た
人
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

渡
辺
の
叙
述
は
、
正
法
を
求
め
る
仏
教
の
系
譜
が
日
本
仏

教
史
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
を
、
適
切
に
描

き
出
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
他
方
、
渡
辺
は

そ
の
他
の
日
本
仏
教
の
あ
り
方
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
厳
し
い

見
方
を
と
っ
て
い
る
。
本
来
イ
ン
ド
で
、
と
り
わ
け
ガ
ウ
タ

マ
・
ブ
ッ
ダ
在
世
時
に
説
か
れ
行
わ
れ
た
の
で
な
い
よ
う
な
、

仏
教
の
変
容
し
た
形
態
が
日
本
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
と
し

て
、
そ
の
多
く
に
批
判
的
で
低
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
日
本
の
仏
教
の
う
ち
に
は
そ
れ
以
外
、
む
し
ろ
そ

れ
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
数
の
非
正
統
派
が
い
た
と
い
う

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
口
で
言
え
ば
仏
教

の
本
源
性
を
客
観
的
な
歴
史
的
根
拠
に
求
め
よ
う
と
い
う

意
欲
ま
た
は
能
力
を
欠
い
た
た
め
に
、
偶
然
的
に
与
え
ら

れ
た
も
の
を
本
質
的
な
も
の
と
誤
解
し
、
主
観
的
な
判
断

か
ら
︿
こ
れ
が
仏
教
だ
﹀
と
誤
認
し
た
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。

末
法
思
想
に
よ
り
菩
提
心
を
放
棄
し
当
面
の
個
人
の
救
済

に
こ
だ
わ
っ
た
法
然
や
、
当
面
の
国
家
の
救
い
に
こ
だ
わ
り

天
変
地
異
や
神
祇
の
働
き
を
重
視
し
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を

取
り
込
ん
だ
日
蓮
の
系
譜
が
こ
れ
に
属
す
る
。

歴
史
的
、
記
録
的
真
実
性
を
探
究
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
仏

教
の
本
格
的
な
姿
を
探
究
し
よ
う
と
し
た
人
々
を
日
本
仏

教
者
の
第
一
類
お
よ
び
第
二
類
と
名
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
法

然
や
日
蓮
の
よ
う
に
、
個
人
な
り
国
家
な
り
が
ど
う
し
た

ら
救
わ
れ
る
か
と
い
う
当
面
の
現
実
問
題
を
考
慮
し
、
今

現
在
の
人
々
が
ま
さ
に
必
要
と
す
る
も
の
を
提
供
し
よ
う

と
企
て
た
仏
教
者
を
第
三
類
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
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宗
派
主
義
的
な
仏
教
史
観
の
逆
転

渡
辺
は
第
一
類
・
第
二
類
と
第
三
類
の
﹁
ど
ち
ら
の
類
型

に
も
存
在
理
由
が
あ
り
、
一
概
に
優
劣
を
き
め
る
わ
け
に
は

い
く
ま
い
﹂︵
同
上
︶
と
述
べ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
第
一

類
・
第
二
類
の
ほ
う
に
軍
配
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
渡

辺
が
第
一
類
・
第
二
類
の
仏
教
者
が
民
衆
の
生
活
に
大
い
に

貢
献
し
た
と
し
つ
つ
、
第
三
類
の
仏
教
者
に
次
の
よ
う
な
評

言
を
下
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
、
第
三
の
類
型
の
人
々
、
た
と
え
ば
法
然
、

親
鸞
、
日
蓮
た
ち
の
よ
う
な
新
興
宗
派
の
僧
侶
た
ち
は
だ

い
た
い
主
観
的
観
念
的
遊
戯
に
ふ
け
っ
て
い
た
だ
け
で
、
実

質
的
に
は
何
ら
民
衆
の
生
活
を
助
け
る
こ
と
も
な
く
、
む

し
ろ
信
者
の
仕
送
り
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
ら
れ
て
い
た

場
合
が
多
い
。
彼
ら
を
教
祖
に
仰
ぐ
教
団
が
優
勢
に
な
っ

た
の
は
、
後
継
者
た
ち
の
政
治
的
手
腕
に
よ
る
も
の
に
す

ぎ
な
い
。︵
六
四
頁
︶

続
い
て
、
渡
辺
は
﹁
歴
史
的
教
理
的
の
知
識
は
二
の
次
に

し
て
、
ひ
た
す
ら
民
衆
の
幸
福
の
た
め
に
努
め
た
﹂
空
也
、
一

遍
ら
﹁
聖
﹂﹁
上
人
﹂
の
系
譜
を
あ
げ
第
四
類
と
す
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
は
﹁
実
際
の
面
で
民
衆
を
助
け
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
こ
の
人
た
ち
の
生
活
態
度
は
仏
教
本
来
の
も
の
に
通
ず

る
と
言
え
る
﹂
と
好
意
的
な
評
価
を
述
べ
て
い
る
。

渡
辺
の
日
本
仏
教
の
四
類
型
の
評
価
は
、
道
元
の
系
譜
を

除
く
鎌
倉
仏
教
宗
派
の
流
れ
、
つ
ま
り
第
三
類
型
に
こ
と
さ

ら
に
低
い
評
価
を
与
え
て
い
る
点
で
、
鎌
倉
仏
教
優
越
史
観

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
否
定
的

に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
末
法
思
想
を
重
視
し
て
、
戒
律

重
視
、
僧
侶
重
視
の
仏
教
の
あ
り
方
で
は
不
十
分
と
見
な
し
、

在
家
の
帰
依
を
積
極
的
に
引
き
出
し
て
師
弟
関
係
を
在
家
に

及
ぼ
し
、
在
家
と
と
も
に
信
仰
活
動
を
行
い
組
織
に
組
み
込

ん
で
い
く
タ
イ
プ
の
系
譜
で
あ
る
。

こ
れ
は
鎌
倉
仏
教
と
し
て
集
団
形
成
を
な
し
、
近
世
近
代

に
も
そ
の
勢
力
を
維
持
、
あ
る
い
は
拡
充
し
て
き
た
宗
派
仏

教
全
般
に
否
定
的
な
評
価
を
下
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
た

び
た
び
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
の
主
流
の
日
本
仏
教
論

は
そ
う
し
た
宗
派
仏
教
を
基
盤
と
し
た
近
代
的
な
仏
教
学
や

仏
教
史
学
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
宗
派
仏
教
に
高
い
評
価
を

与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
渡
辺
の
日
本
仏
教
史
観
は
宗
派
仏
教

的
史
観
の
偏
り
を
是
正
す
る
視
点
を
も
っ
て
い
る
が
、
逆
に

宗
派
仏
教
を
極
端
に
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
た
め
に
日
本
仏

教
史
の
叙
述
と
し
て
不
自
然
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

3
仏
教
の
社
会
性
を
重
視
し
た

身
体
技
法
理
解
へ

仏
教
の
社
会
倫
理
思
想
や
実
践
へ
の
注
目

中
村
元
と
渡
辺
照
宏
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
仏
教
倫

理
思
想
論
、
仏
教
史
論
で
﹁
正
法
﹂
理
念
の
意
義
を
重
視
し

た
仏
教
学
者
、
仏
教
史
学
者
の
代
表
的
な
存
在
だ
。
だ
が
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
現
在
の
日
本
仏
教

の
実
情
に
即
し
た
社
会
倫
理
思
想
や
仏
教
的
身
体
論
の
提
示

に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

で
は
、﹁
正
法
﹂
理
念
に
即
し
た
仏
教
の
社
会
倫
理
思
想
や

実
践
や
仏
教
的
身
体
論
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
近
代
以
降
に
お
い
て
、
僧
侶
に
し
ろ
在
家

に
し
ろ
仏
教
者
が
社
会
倫
理
的
な
実
践
を
進
め
て
き
た
歴
史

を
ふ
り
返
り
、
現
状
を
省
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
﹁
正
法
﹂
理

念
を
反
映
し
た
内
容
が
た
い
へ
ん
豊
か
に
見
出
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
国
内
外
の
貧
し
い
人
た
ち
、
抑
圧
的
な
環
境

に
置
か
れ
た
人
た
ち
に
対
す
る
長
期
に
わ
た
る
支
援
活
動
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
ユ
ス
国
際
仏
教
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
︵
S
V
I
︶
な
ど
は
目

立
っ
た
例
だ
が
、
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い

る
。
明
治
以
降
、
地
域
の
困
窮
し
た
人
々
や
災
害
に
苦
し
め

ら
れ
た
人
々
を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ

れ
、
仏
教
福
祉
事
業
も
多
々
、
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
そ
の

発
展
線
上
に
あ
る
の
は
国
際
支
援
で
成
果
を
上
げ
て
き
た
団

体
だ
け
で
は
な
い
。

無
縁
社
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
孤
立
し
た
人
々
の
困
難

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
二
一
世
紀
の
初
め
に
は
、
路
上
生

活
者
や
自
死
念
慮
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
仏
教
者
︵
磯
村

健
太
郎
﹃
ル
ポ
仏
教
、
貧
困
・
自
殺
に
挑
む
﹄
岩
波
書
店
、
二
〇

一
一
年
︶、
つ
な
が
り
に
よ
る
地
域
生
活
の
充
実
を
望
む
住
民

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
寺
院
︵
上
田
紀
行
﹃
が

ん
ば
れ
仏
教
！

︱
お
寺
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
﹄
日
本
放
送
出
版

協
会
、
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
僧
侶
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
実
践
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

従
来
、社
会
倫
理
的
と
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
活
動

こ
の
よ
う
な
動
き
を
見
て
く
る
と
、
そ
も
そ
も
仏
教
に
よ

る
葬
祭
が
社
会
倫
理
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
再
考

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
葬
祭
は
死
者
を
追
悼
し
、
喪

失
の
悲
し
み
に
く
れ
る
遺
族
を
慰
め
る
儀
礼
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
仏
教
が
葬
祭
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
死
の

痛
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
奉
仕
活
動
と
し
て
の
意
義
を
認

め
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
々
の
絆
が
も
つ
意
義
を

確
認
さ
せ
る
働
き
も
も
っ
て
い
る
。
仏
教
的
な
葬
祭
は
、
無

常
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、
こ
の
世
の
交
わ
り
の
な
か
で

生
き
る
意
義
を
顧
み
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
社
会

奉
仕
活
動
に
立
ち
働
く
仏
教
僧
侶
は
、
葬
祭
に
お
い
て
も
檀

家
の
心
の
ケ
ア
に
習
熟
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
実
際
、
彼
ら
の
多
く
は
、
葬
祭
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
ま
っ
た
く
異
な
る
領
域
の
事
柄
と
は
感
じ
て
い
な
い
は
ず

で
あ
る
。
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仏
教
系
新
宗
教
の
実
践
様
式

他
方
、
在
家
主
義
の
活
動
を
展
開
し
て
き
た
新
宗
教
と
よ

ば
れ
る
仏
教
教
団
は
、
仏
教
と
い
う
枠
を
超
え
る
よ
う
な
宗

教
協
力
活
動
で
も
大
き
な
働
き
を
し
て
き
た
。
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
︵
W
C
R
P
︶
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
霊

友
会
、
立
正
佼
成
会
、
法
音
寺
、
妙
智
會
教
団
、
真
如
苑
な

ど
の
仏
教
教
団
は
、
国
際
的
な
支
援
活
動
、
国
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
長
期
に
わ
た
っ
て
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ

に
実
績
を
積
み
あ
げ
て
き
た
。
創
価
学
会
の
場
合
は
強
い
排

他
主
義
を
も
つ
た
め
他
宗
教
、
他
宗
派
と
の
恊
働
が
困
難
で
、

閉
ざ
さ
れ
た
教
団
や
特
定
政
党
の
利
益
に
そ
っ
た
社
会
活
動
、

政
治
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
限
界

は
な
か
な
か
克
服
が
難
し
い
が
、
そ
の
方
向
で
の
脱
皮
を
求

め
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
き
て
い
る
。

本
来
、
新
宗
教
教
団
は
苦
難
に
あ
る
人
々
の
救
済
を
心
が

け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
次
第
に
そ
れ
は
組
織
の
仲
間
を
増
や

す
た
め
の
、
利
己
的
な
教
勢
拡
張
活
動
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
外
部
か
ら
見
て
そ
う
見
え
る
だ
け
で
な
く
、

教
団
内
部
の
人
も
そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
こ
に
ジ
レ
ン

マ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
む
し
ろ
初
発
の
信
仰
心
に
立

ち
返
る
こ
と
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
仲
間
を
増
や
す
類
の
活
動
こ
そ
が
宗
教
固
有
の
も
の

で
、
社
会
奉
仕
的
な
活
動
は
本
来
的
で
な
い
と
主
張
す
る
声

も
た
え
な
い
。

個
人
の
悟
り
と
社
会
倫
理
的
実
践
の
関
連

で
は
、
社
会
倫
理
的
実
践
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
れ
ら
の
宗
教
者
は
、
仏
教
が
本
来
目
指
し
て
い
る
個
人
と

し
て
の
悟
り
の
実
践
を
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、
仏
教
に
と
っ

て
本
来
的
で
は
な
い
社
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
僧
侶
や
在
家
の

仏
教
者
の
多
く
は
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。
慈
悲
の
実
践
、
布

施
の
実
践
を
通
し
て
、
ま
た
こ
の
世
の
苦
を
体
現
し
て
い
る

他
者
と
積
極
的
に
関
わ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
殺
生
に

代
表
さ
れ
る
仏
の
戒
め
を
守
り
、
知
恵
を
磨
き
、
悟
り
の
経

験
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

個
々
人
の
内
面
的
な
修
練
を
重
視
す
る
瞑
想
や
内
省
、
あ

る
い
は
経
典
研
究
や
そ
れ
を
通
し
て
の
省
察
に
こ
そ
、
悟
り

の
追
求
の
主
軸
が
置
か
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
活
動
が
仏
道
実
践
に
と
っ
て
本
来

的
で
あ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、

﹁
戒
定
慧
﹂
の
戒
の
要
素
、
六
波
羅
蜜
の
﹁
布
施
・
持
戒
・
忍

辱
・
精
進
・
禅
定
・
知
恵
﹂
の
前
三
者
、
あ
る
い
は
四
者
の

意
義
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
仏
道
を
歩
む
身
体
技
法
は
こ

れ
ら
の
実
践
全
体
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。

個
々
人
の
仏
道
実
践
を
通
し
て
社
会
の
精
神
的
価
値
の
向

上
と
人
々
の
安
寧
平
和
が
実
現
す
る
と
い
う
、
元
来
の
﹁
正

法
﹂
理
念
か
ら
す
る
と
、
社
会
倫
理
的
な
実
践
は
仏
教
に
本

来
的
に
備
わ
っ
た
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
戒
律
を
守
る
身

体
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
山
岳
修
行
や
座
禅
な
ど
の
修
行
も
、

戒
律
に
基
づ
く
身
体
性
と
分
か
ち
が
た
い
も
の
だ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
的
身
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
国

家
の
神
聖
な
秩
序
の
支
え
手
と
捉
え
ら
れ
た
の
だ
。

だ
が
、
近
代
的
な
仏
教
理
解
で
は
こ
の
側
面
が
見
落
と
さ

れ
が
ち
だ
っ
た
。
政
治
と
宗
教
を
分
離
し
、
宗
教
を
ま
ず
は

個
々
人
内
面
の
事
柄
と
理
解
す
る
西
方
キ
リ
ス
ト
教
的
、
あ

る
い
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
宗
教
観
を
通
し
て
仏
教
を
捉

え
る
見
方
に
囚
わ
れ
て
き
た
た
め
だ
。
そ
れ
は
和
辻
哲
郎
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
近
代
的
な
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
都
合
が

よ
い
仏
教
理
解
だ
が
、
仏
教
史
の
現
実
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も

の
だ
っ
た
。

こ
の
稿
で
素
描
し
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
理
解

を
是
正
し
、﹁
正
法
﹂
理
念
に
適
切
な
位
置
を
与
え
る
よ
う
な

仏
教
理
解
、
仏
教
史
理
解
の
提
示
、
そ
し
て
仏
教
の
身
体
技

法
の
よ
り
総
合
的
な
捉
え
方
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
う
し

た
試
み
が
、
現
代
の
仏
教
界
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
実
践
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
助
け
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
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1
問
い
の
所
在

京
都
学
派
の
美
学
・
教
育
学
者
木
村
素も

と

衞も
り

︵
一
八
九
五
―一

九
四
六
︶
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
、
と
り
わ
け
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学

の
研
究
に
携
わ
り
、
師
の
西
田
幾
多
郎
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
美

学
・
哲
学
研
究
か
ら
教
育
学
研
究
へ
と
転
向
し
た
思
想
家
で

あ
る
。
木
村
の
思
想
は
、
戦
前
・
戦
中
の
教
育
思
想
界
に
お

け
る
京
都
学
派
の
影
響
力
が
再
認
識
さ
れ
る
近
年
、
改
め
て

注
目
さ
れ
て
い
る1

。

な
か
で
も
筆
者
が
着
目
し
て
い
る
の
は
、
前
期2

の
思
想
形

成
時
期
よ
り
、
彫
刻
制
作
の
尖
端
に
働
く
﹁
鑿の

み

に
於
け
る
眼
﹂

や
、
描
画
行
為
の
す
き
間
を
捉
え
る
﹁
刷は

毛け

の
眼
﹂
な
ど
、
芸

術
制
作
を
行
う
身
体
性
が
思
索
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。﹁
鑿
の
眼
﹂
や
﹁
刷
毛
の
眼
﹂
は
、
制
作
行
為
の

過
程
で
、
か
た
ち
や
出
来
事
が
生
じ
る
構
造
を
、
活
き
活
き

と
鮮
や
か
に
捉
え
る
。﹁
独
り
芸
術
家
の
み
な
ら
ず
一
般
の

人
々
も
亦
常
に
具
体
的
直
接
的
に
は
一
切
の
概
念
を
何
等
か

の
程
度
に
於
て
感
性
的
に
生
き
抜
い
て
い
る
﹂［
木
村
、
一
九

九
七
：
一
二
〇
―一
二
一
］
と
述
べ
る
木
村
に
と
っ
て
は
、
芸

術
制
作
は
特
殊
な
在
り
様
で
は
な
く
、
生
の
原
理
が
最
も
鮮

明
に
現
れ
る
根
源
的
な
営
み
な
の
で
あ
る
。

木
村
の
思
想
の
特
色
は
、
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、

人
間
の
在
り
様
を
﹁
形
成
的
表
現
的
な
自
覚
的
存
在
﹂［
木
村
、

一
九
四
一
b
：
一
〇
八
］
と
定
義
す
る
点
、
そ
し
て
二
つ
目
は
、

中
期
思
想
か
ら
後
期
思
想
へ
の
転
換
点
で
、
人
間
に
と
っ
て

の
世
界
の
成
り
立
ち
を
、﹁
表
現
愛
の
世
界
構
造
﹂
と
い
う
枠

組
み
の
下
に
描
き
出
し
て
い
く
点
で
あ
る3

。﹁
表
現
﹂
を
考
え

る
う
え
で
、
木
村
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

我
々
に
取
っ
て
は
身
体
は
、
凡
て
善
き
も
の
美
し
き
も

の
真
な
る
も
の
を
真
に
具
体
的
に
実
在
せ
し
め
る
為
の
不

可
欠
の
原
理
な
の
で
あ
る
。
人
間
に
取
っ
て
そ
れ
の
存
在

の
願
わ
し
き
も
の
、
そ
れ
を
現
実
に
在
ら
し
め
る
に
値
す

る
も
の
の
一
切
は
、
唯
身
体
を
通
し
て
の
み
成
就
せ
ら
れ

得
る
。
こ
こ
に
身
体
の
本
質
が
見
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
身
体
は
表
現

0

0

の
原
理
な
の
で
あ
る
。

［
木
村
、
一
九
九
七
：
一
四
］

本
稿
は
、
木
村
が
﹁
表
現
の
原
理
﹂
と
し
て
重
視
す
る
﹁
身

体
﹂
の
議
論
に
沿
い
、
木
村
の
思
想
を
読
み
解
く
試
み
で
あ

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
木
村
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
世

界
構
造
か
ら
身
体
論
を
問
い
直
す
作
業
は
ま
さ
に
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
本
稿
は
そ
の
流
れ
に
二
つ
の
論
点
を
提
起
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
作
業
か
ら
﹁
技
術
﹂
を

捉
え
返
す
こ
と
は
、﹁
技
術
﹂
を
生
身
の
身
体
性
か
ら
抽
出
し

て
客
観
的
に
伝
達
・
獲
得
さ
れ
得
る
と
考
え
る
技
術
観
を
改

め
、
よ
り
包
括
的
な
見
方
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。

本
稿
の
筋
書
き
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
次
章
で

は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
木
村
の
身
体
論
に
つ
い
て
の
議
論

を
整
理
し
、
対
し
て
本
稿
の
論
点
を
二
つ
示
す
。
次
に
、
第

三
章
で
は
、
木
村
の
中
期
か
ら
後
期
の
著
作
・
論
文
を
手
が

か
り
に
、
本
稿
の
二
つ
の
論
点
の
根
拠
を
示
す
と
と
も
に
、
そ

こ
に
語
ら
れ
て
い
る
身
体
論
を
詳
し
く
検
討
す
る
。
そ
の
う

木
村
素
衞
に
お
け
る
身
体
の
哲
学

門
前
斐
紀

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
上
廣
こ
こ
ろ
学
研
究
部
門
研
究
員

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
臨
床
学
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え
で
、
最
後
に
第
四
章
で
は
、
以
上
の
流
れ
か
ら
木
村
に
お

け
る
﹁
身
体
的
技
術
的
な
存
在
﹂
の
哲
学
を
照
射
し
、
そ
こ

か
ら
何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
議
論
の
射
程
を
探
り
ま
と
め

と
し
た
い
。

2
先
行
研
究
に
お
け
る
身
体
性
の
議
論

2-

1
　「
内
」と
し
て
の
身
体
と「
外
」と
し
て
の
身
体

木
村
の
身
体
論
に
着
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
、

身
体
の
柔
軟
な
可
塑
性
の
議
論
に
注
目
し
た
、
美
学
者
小
田

部
胤
久
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
木

村
が
身
体
を
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
物
理
的
身
体
や

生
物
学
的
身
体
に
は
限
定
せ
ず
、
道
具
、
機
械
、
組
織
、
制

度
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
﹁
文
化
的
装
置
﹂
と
の
関
わ
り
の
下
に

論
じ
る
点
で
あ
る［
木
村
、
一
九
四
六
：
一
四
七
―一
四
八
］。
木

村
に
お
い
て
身
体
は
、
在
る
限
り
に
お
い
て
、
実
に
多
様
な

﹁
文
化
﹂
を
生
き
て
お
り
、
常
々
﹁
文
化
的
環
境
﹂
を
作
り
変

え
な
が
ら
、
一
方
で
は
絶
え
ず
作
り
返
さ
れ
て
、
生
成
・
変

化
し
続
け
る
。

小
田
部
は
、
そ
の
よ
う
な
作
る
こ
と
と
作
ら
れ
る
こ
と
の

相
関
の
た
だ
中
で
、
木
村
が
﹁
内
﹂
と
し
て
の
身
体
と
、﹁
外
﹂

と
し
て
の
身
体
と
の
対
話
構
造
を
論
じ
て
い
る
点
を
指
摘
す

る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
行
為
の
瞬
間
に
質
料
的
世
界
へ
と
す

べ
り
込
み
、
身
体
は
自
己
で
あ
り
な
が
ら
、
一
面
他
者
な
る

﹁
表
現
的
環
境
﹂
と
し
て
、
自
身
の
意
志
的
側
面
へ
と
語
り
か

け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
田
部
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の

木
村
の
身
体
論
に
は
、
田
辺
元
の
論
文
﹁
綜
合
と
超
越
﹂︵
一

九
三
一
年
︶
の
身
体
論
の
影
響
が
う
か
が
え
る
［
小
田
部
、
二

〇
一
〇
：
五
三
］。
こ
こ
で
の
田
辺
の
論
点
は
、
身
体
が
﹁
自

我
に
属
す
る
﹂
一
方
﹁
超
越
的
存
在
の
自
己
顕
現
の
尖
端
﹂

で
も
あ
る
と
い
う
件
で
あ
り4

［
田
辺
、
一
九
六
三
a
：
三
四
五
］、

こ
の
見
方
は
木
村
の
身
体
論
に
、
確
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
本
稿
は
、
身
体
が
意
志
的
立
場
で
あ
る
一
方
で
、
自

己
を
超
越
し
外
的
環
境
と
し
て
意
志
的
作
用
を
規
定
す
る
と

い
う
小
田
部
の
指
摘
を
、
さ
ら
に
深
み
か
ら
捉
え
た
い
。
と

い
う
の
も
、
木
村
の
論
理
は
外
的
な
環
境
を
、
単
に
﹁
内
﹂

に
対
す
る
﹁
外
﹂
と
し
て
の
﹁
表
現
的
環
境
﹂
に
留
ま
ら
ず
、

﹁
内
﹂﹁
外
﹂
の
交
渉
自
体
を
包
む
根
源
的
地
平
と
し
て
の
﹁
歴

史
的
自
然
﹂
へ
と
掘
り
下
げ
て
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
［
大

西
、
二
〇
一
一
：
一
三
六
］。

京
都
学
派
の
用
語
で
あ
る
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
は
、
西
田
の

論
文
﹁
論
理
と
生
命
﹂︵
一
九
三
六
年
︶
に
登
場
す
る5

。
木
村

は
そ
の
言
葉
を
、
身
体
を
﹁
内
に
包
み
、
そ
こ
に
於
て
生
み

そ
こ
に
於
て
育
て
そ
こ
に
於
て
営
ま
し
め
遂
に
そ
こ
に
於
て

死
な
し
め
る
歴
史
的
自
然
﹂
と
理
解
し
て
い
る
［
木
村
、
一

九
九
七
：
五
九
―六
〇
］。﹁
歴
史
的
自
然
﹂
と
は
、
人
間
に
と

っ
て
対
象
把
握
さ
れ
得
ず
、
規
範
的
な
意
志
的
立
場
以
前
に

常
に
す
で
に
生
き
ら
れ
て
い
る
生
の
側
面
と
言
え
よ
う
。
木

村
の
身
体
性
の
議
論
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の

作
用
に
端
緒
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2-

2
　
社
会
的
実
践
と
し
て「
文
化
」を
形
作
る
身
体

さ
ら
に
、
木
村
の
身
体
論
に
着
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て

は
、
教
育
学
者
森
田
伸
子
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
森
田
の
論

点
は
、
次
の
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
木
村
の
身

体
論
が
も
っ
ぱ
ら
西
田
哲
学
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
︵
芸
術
的
制

作
作
用
︶﹂
論
理
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
、
木
村
が
は
じ
め
て

全
面
的
に
身
体
論
を
提
示
し
た
論
文
﹁
意
志
と
行
為
﹂︵
一
九

三
二
年
︶
の
時
期
か
ら
、
田
辺
の
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
︵
社
会
的
実

践
的
行
為
︶﹂
的
身
体
論
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
中
心
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
、
第
二
に
、
そ

の
よ
う
に
田
辺
的
な
実
践
の
立
場
を
重
視
し
た
は
ず
の
木
村

の
身
体
論
が
、
後
期
思
想
に
お
い
て
、﹁
国
家
﹂
と
﹁
教
育
﹂

と
を
有
機
的
に
結
ぶ
鍵
と
し
て
意
義
を
持
つ
点
が
充
分
に
評

価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
、
そ
し
て
第
三
に
は
、
以
上
の
結

果
、
西
田
︱
木
村
の
身
体
論
が
、﹁
美
学
的
﹂﹁
現
象
学
的
﹂

文
脈
に
偏
っ
て
強
調
さ
れ
、
社
会
的
実
践
の
文
脈
か
ら
疎
遠

と
な
っ
て
き
た
点
で
あ
る
。

森
田
は
、
木
村
の
身
体
論
は
、
後
期
の
﹁
文
化
的
装
置
﹂

を
作
り
成
す
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
的
身
体
論
と
し
て
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
と
り
わ
け
当
時
の
強
靭
な
国
家
主
義
に
対

抗
し
得
る
優
れ
た
国
民
教
育
論
を
可
能
に
し
た
側
面
が
注
目

に
値
す
る
と
述
べ
る
［
森
田
、
二
〇
一
五
：
三
四
―三
五
］。
確

か
に
、
木
村
の
論
理
で
は
、
国
家
は
絶
対
的
概
念
で
は
な
く
、

異
文
化
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
一
種
の
﹁
文
化
的
装
置
﹂、

道
具
的
な
契
機
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
は
、﹁
政
治
的
文
化
﹂

の
一
端
、
相
対
的
な
﹁
物
質
的
契
機
﹂
と
し
て
の
国
家
が
作

り
替
え
ら
れ
得
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、

後
期
教
育
学
の
論
理
体
系
を
理
解
す
る
う
え
で
、
ポ
イ
ン
ト

と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
木
村
の
思
想
は
、
晩
年
に
体
系
化
さ
れ

る
に
つ
れ
て
、
開
花
時
の
臨
床
性
が
失
わ
れ
る
傾
向
が
指
摘

さ
れ
て
い
る6

。
後
期
教
育
学
に
お
い
て
は
、
前
期
思
想
に
顕

木村素衞
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著
で
あ
っ
た
芸
術
制
作
の
身
体
論
は
表
立
た
な
く
な
り
、
代

わ
っ
て
急
速
に
発
展
す
る
情
報
網
や
交
通
網
に
よ
り
拡
張
さ

れ
る
﹁
技
術
的
身
体
﹂
論
が
中
心
的
に
な
る7

。
そ
こ
で
、
そ

の
上
で
身
体
性
を
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
的
側
面
の
み
か
ら
照
射

す
る
こ
と
は
、
木
村
の
身
体
論
の
持
つ
振
れ
幅
を
縮
め
て
し

ま
い
、﹁
表
現
﹂
を
﹁
成
す
﹂
の
み
な
ら
ず
、﹁
表
現
﹂
の
﹁
成

る
﹂
作
用
の
う
ち
に
在
る
と
い
う
事
実
を
見
落
と
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
、
と
懸
念
さ
れ
る
。
木
村
は
最
後
ま
で
、

﹁
成
る
﹂
作
用
を
直
観
す
る
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
﹂
の
原
理
と
﹁
成

す
﹂
作
用
を
行
為
す
る
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
を
別
個
に
は
捉

え
ず
、
両
原
理
を
貫
通
す
る
論
理
構
造
に
迫
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
原
理
の
下
、
美
学
と
教
育
学
と
を
別
個
の
学
問
と
は
捉

え
て
い
な
か
っ
た
［
木
村
、
一
九
九
七
：
二
〇
五
］。
そ
こ
で
本

稿
は
、
森
田
の
重
要
な
指
摘
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
前
期
美
学

研
究
と
中
期
以
降
の
教
育
学
研
究
と
の
紐
帯
を
思
想
の
醍
醐

味
と
捉
え
、
後
期
教
育
学
に
登
場
す
る
術
語
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス

＝
プ
ラ
ク
シ
ス8

﹂
に
着
目
し
て
み
た
い9

。

3
「
歴
史
的
自
然
」に
お
け
る「
ポ
イ
エ
シ
ス

＝
プ
ラ
ク
シ
ス
」か
ら
身
体
を
捉
え
直
す

3-

1
　「
歴
史
的
自
然
」

―
見
究
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
悠
久
な
る
成
る
も
の

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
が
提
起
す
る
身
体
論
へ
の
着
眼
点

︱
第
一
に
木
村
の
身
体
論
が
、﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
位
相
に

端
緒
を
持
っ
て
い
る
点
と
、
第
二
に
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ

ク
シ
ス
︵
芸
術
的
制
作
作
用
即
社
会
的
実
践
的
行
為
︶﹂
を
原
理

と
す
る
点
︱
は
、
互
い
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

ま
ず
、
本
節
は
第
一
の
論
点
を
詳
述
し
て
み
た
い
。

﹁
歴
史
的
自
然
﹂
と
い
う
用
語
の
背
景
に
は
、
西
田
の
論
文

﹁
教
育
学
に
つ
い
て
﹂︵
一
九
三
三
年10

︶
に
引
用
さ
れ
た
﹃
中

庸
﹄
の
一
節
、﹁
賛
天
地
之
化
育
﹂︵
天
地
の
化か

育い
く

を
賛た
す

く
︶
か

ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
［
西
田
、
二
〇
〇
三
：
二
九
二
］。
こ

れ
は
、
人
間
が
現
に
生
き
て
い
る
世
界
＝
﹁
天
地
﹂
が
、
人

間
を
根
元
か
ら
育
み
培
う
作
用
に
、
人
間
的
な
立
場
が
参
与

す
る
働
き
に
光
を
当
て
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
木

村
教
育
学
に
引
き
継
が
れ
、
木
村
は
最
終
的
に
教
育
を
、
個

的
立
場
の
﹁
形
成
的
自
覚
の
徹
底
﹂
に
よ
っ
て
﹁
天
地
の
化

育
を
賛
け
る
も
の
を
賛
け
育
成
す
る
﹂
営
み
と
定
義
す
る
［
木

村
、
一
九
四
六
：
一
二
四
］。

そ
こ
で
翻
っ
て
、
身
体
論
が
論
理
の
中
核
を
担
っ
て
き
た

頃
の
代
表
的
論
文
﹁
身
体
と
精
神
﹂︵
一
九
三
八
年
、
補
筆
し

て
﹃
表
現
愛
﹄
一
九
三
九
年
に
収
載
︶
に
お
い
て
、﹁
歴
史
的
自

然
﹂
と
身
体
性
が
ど
の
よ
う
な
関
連
に
あ
っ
た
か
を
確
認
し

て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
、﹁
歴
史
的
自
然
﹂
に
お
け
る
﹁
個
体

的
人
間
﹂
の
在
り
方
が
、﹁
見
究
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
悠
久

な
る
成
る
も
の
の
裡
に
在
っ
て
み
ず
か
ら
の
な
す
べ
き
業
を

自
覚
的
に
成
す
﹂
働
き
と
し
て
語
ら
れ
る
［
木
村
、
一
九
九

七
：
三
一
］。
そ
の
う
え
で
﹁
文
化
﹂
の
営
み
は
、﹁
歴
史
的

自
然
の
内
に
在
っ
て
人
間
が
自
覚
的
に
自
然
を
育
成
す
る
こ

と
﹂、﹁
歴
史
的
自
然
を
耕
作
す
る
こ
と
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。以

上
に
よ
り
、
私
た
ち
は
身
体
的
行
為
的
な
在
り
方
の
各

瞬
間
に
、
広
義
に
お
い
て
﹁
文
化
的
環
境
﹂
を
作
り
現
し
、

﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
可
能
性
を
豊
か
に
し
得
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
そ
う
し
て
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
未
定
さ
を
拓
き
合
う
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
は
、
そ
の
都
度
の
﹁
自
由
意
志
的
自
覚
﹂

へ
と
赴
く
。
木
村
に
お
け
る
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
底
に
深
く

潜
り
込
む
身
体
論
は
、
こ
の
よ
う
に
、
い
ち
い
ち
の
身
体
的

行
為
が
、
常
に
決
し
て
定
ま
ら
な
い
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
生

命
を
﹁
媒
介
﹂
的
に
現
し
出
し
、
そ
れ
に
続
く
第
一
歩
を
、
原

理
的
に
真
新
し
い
地
平
か
ら
踏
み
出
し
て
い
る
側
面
を
指
し

示
す
。
つ
ま
り
、﹁
み
ず
か
ら
の
な
す
べ
き
業
﹂
の
﹁
自
覚
﹂

と
は
、
決
し
て
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
事
柄
で
も
、
内
な
る
省

察
的
な
認
識
に
よ
る
事
柄
で
も
な
く
、
瞬
間
ご
と
の
唯
一
独

自
的
な
関
係
性
を
生
き
抜
く
身
体
性
を
通
し
て
、
歴
史
的
社

会
的
な
﹁
イ
デ
ア
﹂
を
汲
み
取
る
営
み
と
言
え
よ
う
。
紙
面

の
都
合
上
、
肝
心
の
﹁
イ
デ
ア
﹂
に
つ
い
て
は
詳
述
で
き
な

い
が
、
こ
の
際
﹁
イ
デ
ア
を
有
ち
得
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
、
単

な
る
個
人
的
な
希
望
的
観
測
や
、
彼
岸
に
向
か
う
理
想
主
義

と
は
異
な
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い11

。

3-

2
　�「
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
」

―
「
本
質
的
区
別
」と「
区
別
以
前
」へ
の
注
視

本
節
で
は
、
本
稿
の
第
二
の
論
点
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ

ク
シ
ス
﹂
と
い
う
身
体
性
の
原
理
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

先
行
研
究
で
は
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
い
う

術
語
の
﹁
＝
﹂
は
、
単
な
る
等
号
で
は
な
く
、
二
つ
の
原
理

を
﹁
区
別
以
前
﹂
か
ら
捉
え
る
意
味
に
理
解
さ
れ
て
い
る
［
小

林
、
一
九
九
七
：
二
二
五
］。
そ
れ
は
、
区
別
以
前
か
ら
区
別

が
生
じ
つ
つ
、
そ
の
区
分
生
成
の
動
向
を
介
し
て
の
み
両
原

理
が
意
味
を
成
す
と
い
う
、
切
り
結
び
的
な
理
解
で
あ
る
。

﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
は
、
後
期
教
育
学
に
お
い

て
、
人
間
が
行
為
の
た
だ
中
に
憧
憬
的
に
﹁
イ
デ
ア
﹂
を
作

り
見
る
原
理
と
し
て
術
語
化
さ
れ
た
［
木
村
、
一
九
四
六
：
一

七
三
、
二
四
九
］。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝

プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
的
に
﹁
イ
デ
ア
﹂
を
見
る
こ
と
が
、﹁
人
間
的

意
志
﹂、﹁
人
間
的
主
体
﹂
の
文
脈
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
志

的
主
体
が
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
﹁
危
機
性
﹂、﹁
回
避
﹂

し
得
な
さ
に
直
面
す
る
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
木
村
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
的
身
体

は
、﹁
単
な
る
人
間
的
意
志
の
立
場
﹂
の
作
用
で
は
な
く
、﹁
自

己
の
意
志
を
根
柢
づ
け
る
実
在
﹂［
木
村
、
一
九
九
七
：
五
九

―六
〇
］、
つ
ま
り
は
先
述
の
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
が
、
い
ち
い
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ち
の
行
為
に
即
し
て
自
覚
す
る
作
用
を
示
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
木
村
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
一
九
四
〇
年
の
西
田

論
文
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス
︵
実
践
哲
学
序
論
補
説
︶﹂

で
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
﹃
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
﹄
の
﹁
制

作
︵ποίησις

︶﹂
と
﹁
行
為
︵πράξη

︶﹂
を
分
離
す
る
議
論
に
対

し
、
両
原
理
が
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
即
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
し
て
切

り
離
し
得
な
い
連
関
構
造
の
下
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
［
西
田
、
二
〇
〇
四
：
二
〇
一
―二
〇
五
］。

西
田
に
よ
れ
ば
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
﹂
と
は
、
身
体
が
﹁
技
術

的
﹂
に
客
観
的
事
物
に
入
り
込
み
、
道
具
と
な
っ
て
物
と
な

る
自
己
消
滅
的
な
側
面
、﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
は
、
身
体
的
行

為
が
歴
史
的
社
会
的
文
脈
に
お
い
て
他
者
と
出
会
い
、
他
の

人
格
か
ら
照
射
さ
れ
て
、﹁
人
格
的
自
己
﹂
が
生
ま
れ
る
側
面

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
的
実
践
的
、
対
人
格
的
関
係
性

の
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
が
、
直
接
に
は
交
わ
ら
ず
、
常
に
﹁
ポ

イ
エ
シ
ス
﹂
と
し
て
の
在
り
様
を
介
す
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

実
際
的
な
時
局
の
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
が
、
価
値
収
斂
的
に
展

開
し
、
個
々
の
人
格
に
直
に
向
け
ら
れ
る
現
状
の
な
か
で
、
西

田
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
即
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
木
村
の
﹁
ポ
イ
エ

シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
の
論
理
が
何
を
問
い
か
け
、
ど
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る12

。

後
期
木
村
教
育
学
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
は
、

基
本
的
に
西
田
哲
学
と
立
ち
位
置
を
共
有
し
て
お
り
、﹁
ポ
イ

エ
シ
ス
﹂
的
に
物
を
作
る
た
だ
中
の
、
可
能
性
の
無
限
の
伸

び
広
が
り
の
な
か
に
、
歴
史
的
社
会
的
な
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂

の
次
な
る
一
手
が
、
感
性
的
な
ひ
ら
め
き
を
伴
っ
て
創
造
的

に
模
索
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
西
田
と
木

村
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
﹂﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
の
議
論
が
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
が13

、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
重
ね
て
理
解
し
て
お
き
た

い
。4

「
身
体
的
技
術
的
な
存
在
」再
考

本
稿
は
、
木
村
の
身
体
論
を
、﹁
歴
史
的
自
然
﹂
に
お
け
る

関
係
性
の
布
置
か
ら
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
的
に

﹁
イ
デ
ア
﹂
を
見
究
め
つ
つ
あ
る
身
体
論
と
し
て
読
み
解
い
て

き
た
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
身
体
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
い

っ
た
い
何
が
見
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

木
村
は
論
文
﹁
哲
学
す
る
こ
と
﹂︵
一
九
四
一
年
︶
の
な
か

で
、﹁
一
般
に
哲
学
的
反
省
を
も
つ
と
い
ふ
こ
と
が
人
間
生
活

に
対
し
て
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
か
﹂
を
考
察

し
て
い
る
［
木
村
、
一
九
四
一
b
：
二
］。
そ
こ
で
議
論
の
中

心
と
な
る
の
は
、﹁
環
境
を
対
象
と
し
て
も
つ

0

0

0

0

0

0

0

﹂
人
間
が
、
主

体
と
対
象
界
と
の
﹁
虚
空
の
距
離
﹂、﹁
否
定
の
渓
谷
﹂
に
架

け
る
橋
と
し
て
の
﹁
技
術
﹂
の
問
題
で
あ
る
［
同
書
：
八
八
―

九
一
］。身

体
は
自
然
的
存
在
と
し
て
環
境
の
内
に
属
す
る
対
象

的
存
在
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
れ
は
環
境
に
対
立
す
る
主

体
的
存
在
と
し
て
主
体
に
直
属
す
る
。
か
く
し
て
身
体
は

主
体
即
客
体
と
し
て
本
来
一
つ
の
弁
証
法
的
存
在
で
あ
り
、

自
己
目
的
と
自
然
と
の
相
即
的
統
一
と
し
て
本
来
技
術
的

存
在
で
あ
る
。 

［
同
書
：
九
八
］

こ
こ
か
ら
﹁
技
術
﹂
は
、
上
述
の
﹁
渓
谷
﹂
に
、﹁
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
と
実
在
﹂
と
を
往
来
し
て
﹁
イ
デ
ア
﹂
を
投
げ
か
け

る
身
体
的
作
用
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

時
の
﹁
文
化
の
可
能
性
﹂
を
、
環
境
に
身
を
徹
し
て
汲
み
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
身
体
は
、
主
体
と
客
体
と
を
実
際

的
、
実
在
的
に
媒
介
す
る
存
在
で
あ
る
た
め
、﹁
主
体
即
客

体
﹂
の
﹁
技
術
﹂
を
感
得
で
き
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
こ
こ
で
の
﹁
技
術
﹂
が
、
環
境
や
他
者
を
思
い

通
り
に
扱
う
差
配
的
な
作
用
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
木
村
が

﹁
身
体
的
技
術
的
な
存
在
﹂
を
問
う
と
き
、
そ
こ
に
は
一
般
的

に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
一
概
に
明
確
な
内
容
や
価
値

が
す
で
に
付
さ
れ
て
い
る
﹁
資
質
や
能
力
﹂
と
は
異
な
る
次

元
の
﹁
技
術
﹂
が
探
究
さ
れ
て
い
る
。﹁
哲
学
的
反
省
を
も
つ

と
い
ふ
こ
と
が
人
間
生
活
に
対
し
て
如
何
な
る
意
味
を
も
つ

べ
き
で
あ
る
か
﹂
を
問
う
木
村
は
、
以
上
の
よ
う
な
人
間
の

存
在
構
造
の
﹁
本
質
必
然
的
な
展
開
﹂
を
﹁
反
省
的
自
覚
﹂

し
、
行
動
直
下
の
生
へ
と
落
と
し
込
ん
で
い
く
こ
と
と
考
え

て
い
る
。

木
村
の
身
体
論
は
、
常
に
現
在
進
行
形
で
動
き
い
く
関
係

性
の
布
置
か
ら
、﹁
身
体
的
技
術
的
な
存
在
﹂
が
主
客
相
即
的

に
編
み
出
さ
れ
、﹁
歴
史
的
自
然
﹂
に
お
け
る
﹁
技
術
﹂
が
現

れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
着
目
し
、
個
人
中
心
的
で
人
間
中
心

的
、
効
率
主
義
的
な
も
の
の
見
方
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
と

言
え
る
。
そ
れ
は
、﹁
技
術
﹂
の
習
得
や
応
用
を
考
え
る
際
に

つ
い
見
落
と
し
が
ち
な
、
主
体
の
側
の
努
力
や
恣
意
性
で
は

如
何
と
も
し
難
い
側
面
に
光
を
当
て
て
い
る
。

﹁
人
間
的
意
志
﹂﹁
人
間
的
主
体
﹂
に
よ
り
習
得
・
蓄
積
さ

れ
、
思
い
通
り
に
運
用
さ
れ
得
る
﹁
技
術
﹂
と
は
文
脈
の
異

な
る
﹁
技
術
﹂
へ
の
注
視
。
し
か
し
一
方
で
は
、
そ
の
よ
う

な
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
﹁
自
己
形
成
﹂
の
力
も
ま
た
、﹁
人
間

的
意
志
﹂﹁
人
間
的
主
体
﹂
の
営
み
に
よ
っ
て
の
み
し
か
現
れ

得
な
い
と
い
う
こ
と
へ
の
洞
察
、
無
限
の
計
り
知
れ
な
さ
が
、

ほ
か
で
も
な
い
自
身
の
行
為
的
身
体
的
な
関
係
性
か
ら
刻
々

と
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
は
、
か
な
り
示
唆
的
で

あ
る
。

木
村
は
教
育
学
の
文
脈
で
、﹁
主
体
は
主
体
に
直
接
影
響
し

う
る
と
は
考
え
え
な
い
。
し
か
も
主
体
は
影
響
さ
れ
え
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
﹂［
木
村
一
九
四
一
b
：
五
三
］
と
言
う
。
こ

の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
木
村
に
お
け
る
﹁
身
体
的
技
術
的

な
存
在
﹂
の
哲
学
は
、﹁
個
的
主
体
﹂
同
士
の
影
響
関
係
が
、

直
接
的
な
﹁
人
間
的
意
志
﹂
の
人
格
的
な
す
り
合
せ
で
は
な

く14

、
そ
の
時
々
の
﹁
歴
史
的
自
然
﹂
に
お
け
る
﹁
技
術
﹂
を

介
す
る
と
い
う
側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

﹁
歴
史
的
自
然
﹂
の
次
元
で
、
身
体
が
現
す
べ
き
﹁
人
間
に
取

っ
て
そ
れ
の
存
在
の
願
わ
し
き
も
の
、
そ
れ
を
現
実
に
在
ら

し
め
る
に
値
す
る
も
の
﹂
と
は
何
か
、
ま
た
、
多
様
な
価
値

観
・
世
界
観
の
共
存
を
通
し
て
そ
れ
ら
が
い
か
に
探
ら
れ
る

か
、
と
い
う
大
き
な
問
い
が
、
読
み
手
へ
と
投
げ
か
け
ら
れ

て
く
る
。

注1
　
矢
野
智
司
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
、
木
村

を
は
じ
め
と
す
る
京
都
学
派
の
思
想
が
教
育
学
研
究
に
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
と
指
摘
す
る
［
矢
野
、
二
〇
一
二
］。
木

村
教
育
学
へ
の
注
目
は
、
思
想
を
発
掘
し
教
育
哲
学
と
し
て

の
論
理
体
系
を
見
直
し
た
大
西
正
倫
の
研
究
［
大
西
、
二
〇

一
一
］
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
本
稿
は
、
哲
学
の

分
野
か
ら
、
京
都
学
派
の
﹁
絶
対
無
﹂
概
念
と
木
村
の
思
想

を
切
り
分
け
再
評
価
を
試
み
た
村
瀬
裕
也
の
研
究
［
村
瀬
、

二
〇
〇
一
］、
教
育
学
か
ら
木
村
の
思
想
に
京
都
学
派
の
美

的
人
間
形
成
論
の
典
型
を
読
み
解
く
西
村
拓
生
の
研
究
［
西

村
、
二
〇
〇
五
］
も
参
照
し
た
。

2
　
木
村
の
思
索
時
期
に
つ
い
て
は
、
小
田
部
胤
久
に
よ
る
次
の

区
分
に
沿
う
。
小
田
部
は
木
村
の
思
想
時
期
を
、
三
つ
の
時

期
か
ら
捉
え
る
。
ま
ず
、
大
学
を
卒
業
し
た
一
九
二
三
年
か

ら
、
美
学
・
哲
学
研
究
を
続
け
一
九
三
三
年
に
京
都
帝
国
大

学
文
学
部
に
招
請
さ
れ
る
ま
で
の
第
一
期
、
そ
の
後
、
研
究

の
主
軸
を
教
育
学
へ
移
し
、
一
九
三
八
年
に
彼
の
思
想
を
代

表
す
る
﹁
表
現
愛
﹂
概
念
を
提
出
す
る
ま
で
の
第
二
期
、
そ

し
て
、
一
九
三
九
年
以
降
﹁
国
民
教
育
﹂
を
視
野
に
入
れ
て

文
化
と
教
育
の
連
関
を
論
じ
、
一
九
四
六
年
に
急
逝
す
る
ま

で
の
第
三
期
で
あ
る
［
小
田
部
、
二
〇
一
〇
：
二
四
］。
本

稿
は
こ
の
区
分
に
倣
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
前
期
・
中
期
・
後
期

と
記
述
す
る
。

3
　﹁
表
現
愛
﹂
の
概
念
は
、
一
九
三
八
年
の
代
表
的
論
文
﹁
表

現
愛
﹂︵
第
一
部
﹁
身
体
と
精
神
﹂、
第
二
部
﹁
表
現
愛
の
構

造
﹂︶
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
。﹁
表
現
愛
﹂
と
い
う
含
蓄
的

な
用
語
に
つ
い
て
、
今
回
は
詳
述
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
個

人
的
で
内
的
な
感
情
レ
ベ
ル
で
の
﹁
愛
の
表
現
﹂
や
、﹁
表

現
を
愛
す
る
﹂
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
な
い
点
は
押
さ
え

て
お
き
た
い
［
小
林
、
一
九
九
七
：
二
二
四
］。

4
　
小
田
部
に
よ
る
と
、
田
辺
の
論
文
﹁
綜
合
と
超
越
﹂﹁
人
間

学
の
立
場
﹂︵
い
ず
れ
も
一
九
三
一
年
執
筆
︶
の
身
体
論
は
、

京
都
学
派
身
体
論
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
。

5
　
京
都
学
派
は
、
各
々
の
思
想
家
が
切
磋
琢
磨
し
て
理
論
を
作

り
上
げ
る
﹁
哲
学
工
房
﹂
と
し
て
の
一
面
を
持
ち
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
の
在
処
を
問
わ
ず
、
多
く
の
概
念
や
用
語
、
思
索

テ
ー
マ
を
共
有
し
て
い
る
［
岩
城
、
二
〇
〇
〇
：
二
五
九
］。

6
　
後
期
教
育
学
は
﹁
国
家
﹂﹁
国
民
﹂
が
主
題
化
さ
れ
、
開
放

的
な
﹁
普
遍
的
立
場
﹂
か
ら
、
偏
狭
な
民
族
主
義
的
﹁
特
殊

的
立
場
﹂
に
呪
縛
さ
れ
た
と
も
評
さ
れ
て
い
る
［
村
瀬
、
二

〇
〇
一
：
三
二
五
―三
二
六
］。

7
　
こ
の
際
、
異
文
化
交
流
の
身
体
性
は
、﹁
世
界
史
的
国
家
の

技
術
的
契
機
﹂
の
﹁
形
成
的
自
覚
的
尖
端

0

0

0

0

0

0

0

0

﹂
と
述
べ
ら
れ
る

［
木
村
、
一
九
四
六
：
三
七
一
］。

8
　
木
村
の
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
を
理
解
す
る
に
は
、

後
述
す
る
西
田
論
文
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂︵
一

九
四
〇
年
︶
と
の
つ
な
が
り
を
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。
論

文
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
と
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
は
、
一
九
四
〇
年
に

﹃
思
想
﹄
第
二
二
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

9
　
日
記
で
の
述
懐
に
よ
る
と
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
﹂
と
﹁
プ
ラ
ク

シ
ス
﹂
は
比
較
的
初
期
の
頃
よ
り
、
木
村
の
思
想
を
牽
引
す

る
論
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
思
想
開
花
を
象
徴
す
る

と
言
わ
れ
る
代
表
的
論
文
﹁
一
打
の
鑿
﹂
に
関
し
て
は
、﹁
芸

術
制
作
作
用
の
中
に
一
般
に
ポ
イ
エ
シ
ス
の
動
き
の
型
が
見

ら
れ
る
﹂
と
の
構
想
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
翌
年
の
論

文
﹁
意
志
と
行
為
﹂
は
、
人
間
の
行
為
の
﹁
実
践
的
プ
ラ
ク

シ
ス
﹂
の
側
面
に
光
を
当
て
た
と
言
わ
れ
て
い
る
［
木
村
、

一
九
九
七
：
二
〇
六
］。
こ
こ
か
ら
は
、
前
期
か
ら
中
期
思

想
に
か
け
て
は
、﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
﹂
と
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
は
、

さ
し
あ
た
り
区
別
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
［
同
書
：
八
］、
そ

の
区
分
が
後
期
に
至
り
、﹁
＝
﹂
で
結
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
あ
た
り
の
論
理
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

て
考
え
て
み
た
い
。

10
　
論
文
﹁
教
育
学
に
つ
い
て
﹂
は
、
美
学
か
ら
教
育
学
へ
転
じ

る
木
村
へ
の
西
田
か
ら
の
エ
ー
ル
と
考
え
ら
れ
る
［
大
西
、

二
〇
一
一
：
二
八
〇
］。
岩
波
講
座
﹃
教
育
科
学
﹄
第
一
八

冊
に
﹁
哲
学
と
教
育
﹂
と
い
う
題
目
で
所
収
さ
れ
、
後
に
改

題
さ
れ
て
﹃
続
思
索
と
体
験
﹄
に
収
め
ら
れ
た
。

11
　
木
村
の
イ
デ
ア
論
は
、﹁
生
成
す
る
イ
デ
ア
﹂
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
［
西
村
、
二
〇
〇
五
：
七
七
／
大
西
、
二
〇
一

一
：
八
二
］。
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
木
村
の
言
う
﹁
イ
デ
ア
﹂

が
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
に
表
現
活
動
の
彼
方
に
掲
げ
ら
れ
目

指
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
身
体
的
行
為
の
動
向
の
た
だ
中
で

常
に
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
都
度
に
新
た
な
一
手
を
﹁
形
成

的
﹂
に
引
き
出
し
続
け
る
側
面
で
あ
る
。

12
　
し
か
し
な
が
ら
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
田
哲

学
、
京
都
学
派
の
言
説
は
時
局
の
潮
流
に
呑
み
込
ま
れ
、
戦

後
は
戦
争
責
任
を
問
わ
れ
て
そ
の
文
脈
へ
と
回
収
さ
れ
て
い

っ
た
。
本
稿
は
、
思
想
史
的
な
問
題
か
ら
は
あ
え
て
距
離
を

置
き
、
美
学
と
教
育
学
に
跨
が
る
木
村
の
身
体
論
が
象
る
生

の
側
面
に
注
目
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た

時
代
的
制
約
や
思
想
的
な
攻
防
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題

と
す
る
。

13
　
西
田
に
お
い
て
は
﹁
ポ
イ
エ
シ
ス
即
プ
ラ
ク
シ
ス
的
﹂
と
い

う
こ
と
が
、﹁
歴
史
的
自
然
的
﹂
と
明
確
に
言
い
換
え
ら
れ

て
お
り
［
西
田
、
二
〇
〇
四
：
二
一
七
］、
本
論
が
読
み
解

く
木
村
の
身
体
論
と
同
調
す
る
。
た
だ
、﹁
現
在
が
あ
ふ
れ

る
過
剰
さ
﹂、﹁
創
造
的
現
在
の
芽
生
え
﹂
を
把
握
す
る
論
理

と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
西
田
哲
学
は
、
ど
こ
ま
で
も
﹁
ポ
イ
エ

シ
ス
﹂
優
位
の
哲
学
で
あ
る
［
檜
垣
、
二
〇
一
五
：
三
四
―

三
五
、
四
二
］。
こ
の
点
、
森
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
田
辺

的
﹁
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
を
も
重
視
し
た
木
村
の
﹁
ポ
イ
エ
イ
ス

＝
プ
ラ
ク
シ
ス
﹂
と
ま
っ
た
く
の
同
義
で
あ
る
か
ど
う
か
は

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14
　
こ
の
点
に
関
し
木
村
教
育
学
に
対
し
て
は
、
教
育
す
る
側
の

働
き
か
け
と
、
教
育
さ
れ
る
側
の
自
己
形
成
と
の
関
わ
り
が

曖
昧
で
あ
る
点
や
［
大
西
、
二
〇
一
一
：
三
二
八
］、
具
体

的
人
格
と
し
て
の
相
異
な
る
個
人
同
士
の
関
係
が
明
確
に
位
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置
づ
け
ら
れ
な
い
点
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
西

村
、
二
〇
〇
五
：
八
三
］。
こ
の
非
直
接
的
影
響
関
係
の
指

摘
は
、
確
か
に
人
格
同
士
の
交
流
を
重
視
す
る
教
育
学
の
論

調
と
し
て
は
︵
ま
た
当
時
の
時
代
的
背
景
を
ふ
ま
え
る
と
特

に
︶
異
様
に
思
え
る
が
、
筆
者
は
こ
の
側
面
が
、
そ
の
時
々

の
唯
一
性
と
独
自
性
と
を
最
大
限
に
見
守
り
育
も
う
と
す
る

論
理
的
な
長
所
に
も
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
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﹄
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︱
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﹄
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︱
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﹄
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書
房
、
二
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〇
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。

森
田
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﹁
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衞
に
お
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る
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と
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育

︱
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の
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﹄
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、
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司
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成
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︱
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の
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史
的
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概
念
を
手
が
か
り
に
﹂
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﹃
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﹄
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は
じ
め
に

ま
ず
こ
の
研
究
で
私
が
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

本
科
研
の
研
究
課
題
は
、﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

︱
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す

る
総
合
的
研
究
﹂
で
あ
る
。
身
心
変
容
技
法
と
は
﹁
身
体
と

心
の
状
態
を
、
当
事
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

理
想
的
な
状
態
に
切
り
替
え
変
容
・
転
換
さ
せ
る
諸
技
法
﹂

と
あ
る
が
、
心
身
医
学
の
観
点
か
ら
は
心
と
身
体
は
つ
な
が

っ
て
お
り
、
宗
教
経
験
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の
医
療
が
身
心

変
容
技
法
と
い
え
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
も
宗
教
経
験
に
限
ら
れ
た
こ
と

で
は
な
く
、
私
の
専
門
で
あ
る
精
神
科
医
療
や
統
合
医
療
の

一
要
素
で
あ
る
補
完
代
替
医
療
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
。
も
っ

と
い
え
ば
、
医
療
と
は
︵
外
科
の
手
術
も
含
め
て
︶
負
の
感
情

の
浄
化
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

も
と
も
と
医
療
と
宗
教
は
呪
術
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
考
え

て
も
両
者
は
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
、
方
法
は
違
え
ど
も
目

的
は
負
の
感
情
の
浄
化
︵
も
し
く
は
苦
か
ら
の
解
放
︶
と
い
う

意
味
で
一
致
し
て
い
る
。

霊
的
暴
力
と
い
う
の
は
、
私
の
理
解
で
は
霊
的
で
な
い
た

め
に
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
霊
的
と
は
身
体
的
、
精
神
的
、
社

会
的
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
、
あ
る
が
ま
ま
の
全
人
的
と

い
う
意
味
に
捉
え
ら
れ
、
個
々
の
人
々
で
違
う
も
の
で
あ
り
、

押
し
付
け
で
は
決
し
て
な
い
た
め
暴
力
と
い
う
表
現
と
は
本

来
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ど
こ
で
ど
う
間
違
え
た
の
か
全

人
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
霊
的
暴
力
を
引
き
起
こ

す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
医
療
現
場
で
も
霊
的

暴
力
が
頻
発
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
宗
教
の
専
門
家
で
は
な
い
た
め
、
医
療
の
側
、
特
に

今
関
わ
っ
て
い
る
統
合
医
療
の
観
点
か
ら
負
の
感
情
の
浄
化

の
ワ
ザ
や
霊
的
暴
力
を
考
察
し
た
い
。
医
療
は
科
学
と
い
う

道
具
を
用
い
る
こ
と
で
呪
術
や
宗
教
か
ら
距
離
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
情
報
過
多
社
会
で
あ
る
現
代
に
お
い
て
は
様
々

な
レ
ベ
ル
の
情
報
が
そ
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
無
視
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
盲
信
す
る
こ
と
で
霊
的
暴
力
と
も
と
れ
る

被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と
で
予

防
で
き
る
の
か
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
宗
教
に
お
け

る
霊
的
暴
力
を
防
ぐ
一
助
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
す

る
。第

一
節
で
は
私
が
現
在
関
わ
っ
て
い
る
統
合
医
療
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
第
二
節
で
は
私
が
今
行
っ
て
い
る
、
治
療
抵

抗
性
慢
性
疼
痛
に
対
す
る
統
合
医
療
的
介
入
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
第
三
節
で
は
私
の
今
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
考
察
し
、
特
に
二
〇
一
五
年
五
月

二
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
体
験
し
た
プ
ラ
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

リ
ト
リ
ー
ト
︵
瞑
想
合
宿
︶
に
つ
い
て
考
察
す
る1

。

統
合
医
療
の
観
点
か
ら
の
負
の
感
情
の
浄
化
と

霊
的
暴
力

林
　
紀
行

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
統
合
医
療
学
寄
附
講
座
助
教
／
精
神
医
学
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1
統
合
医
療
に
つ
い
て

1-

1
　
統
合
医
療
と
は

さ
て
ま
ず
統
合
医
療
と
は
何
か
に
つ
い
て
定
義
し
て
お
き

た
い
。
統
合
医
療
の
生
み
の
親
、
ア
ン
ド
ル
ー
・
ワ
イ
ル
は

編
著
書Integrative O

ncology
︵﹃
統
合
腫
瘍
学
﹄︶
の
中
で
次
の
よ

う
に
定
義
し
て
い
る
。

Integrative m
edicine (IM

) is healing-oriented m
edicine 

that takes account of the w
hole person (body, m

ind, 
spirit), as well as all aspects of lifestyle.
 It em

phasizes the therapeutic relationship and m
akes use 

of all appropriate therapies, both conventional and 
com

plem
entary.   

 IM
 is not synonym

ous with alternative m
edicine or with 

C
A

M
 (com

plem
entary and alternative m

edicine). 
 It neither rejects conventional m

edicine nor accepts 
alternative treatm

ents uncritically. 2

意
訳
す
る
と
﹁
統
合
医
療
は
生
活
も
含
め
た
全
人
的
側
面

︵
身
体
、
精
神
、
霊
性
︶
を
重
視
し
た
、
自
然
治
癒
を
促
す
医

療
で
あ
る
。
治
療
関
係
を
重
要
視
し
、
標
準
的
な
治
療
や
補

完
医
療
な
ど
す
べ
て
の
適
切
な
治
療
を
活
用
す
る
。
統
合
医

療
と
は
単
に
補
完
代
替
医
療
を
用
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
標

準
的
な
治
療
を
拒
否
す
る
こ
と
で
も
、
代
替
医
療
を
無
批
判

に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
も
な
い
﹂
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
統
合
医
療
と
は
病
気
の
治
療
︵
ス

キ
ル
︶
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
ス
キ
ル
を
適
切
に
使
っ
て
自

然
治
癒
が
促
さ
れ
る
全
人
的
な
健
康
を
目
指
す
姿
勢
︵
ス
キ

ル
を
使
い
こ
な
す
ス
キ
ル
、
メ
タ
ス
キ
ル
︶
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︵
表
1
参
照
︶。
特
に
関
係
性
を
重

要
視
す
る
姿
勢
は
無
視
で
き
な
い
。
患
者
は
同
一
人
物
で
あ

っ
て
も
毎
回
違
う
状
況
で
受
診
し
て
お
り
、
ま
た
連
続
性
も

持
っ
て
い
る
。
多
角
的
な
視
点
を
持
っ
て
治
療
を
行
う
臨
機

応
変
性
が
試
さ
れ
、
こ
れ
を
培
う
に
は
実
践
し
か
な
い
。

1-

2
　
統
合
医
療
に
お
け
る
健
康
と
は

次
に
統
合
医
療
に
お
け
る
健
康
の
定
義
も
紹
介
し
て
お
く
。

ア
ン
ド
ル
ー
・
ワ
イ
ル
は
著
書W

hy O
ur H

ealth M
atters

︵﹃
な

ぜ
健
康
が
大
切
か
﹄︶
に
お
い
て
﹁
単
に
病
気
で
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
人
間
を
構
成
し
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
要

素
が
大
き
な
﹃
全
体
﹄
と
し
て
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
状
態
﹂
と
語
っ
た3

。
つ
ま
り
健
康
と
は
単

独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
周
り
と
の
調
和
の
中
に
存

在
す
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に
、
従
来
の
医
療
と
は
違
う
視
点

か
ら
捉
え
て
い
る
。
こ
の
視
点
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
病

気
と
も
調
和
し
て
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
健
康
で
い
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
、
従
来
の
健
康
か
病
気
か
と
い
う
二
元

論
を
超
え
て
両
者
の
調
和
を
謳
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
定
義
に
則
れ
ば
、
一
生
付
き
合
っ
て
い
く
必
要
の
あ

る
慢
性
疾
患
や
、
症
状
が
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
が
ん
の
末

期
な
ど
の
状
態
に
お
い
て
も
健
康
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
い
え
ば
健
康
な
死

0

0

0

0

と
い
う
も
の
も
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
彼
は
二
一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
﹁
統
合
﹂
と
語
っ

た
が
、
そ
れ
は
調
和
の
時
代
に
な
る
と
い
う
意
味
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
科
学
的
な
分
析
が
必
要
な
い
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
そ
う
い
っ
た
情
報
と
も
調
和
し
て
い
く
︵
鵜

呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
健
全
な
批
判
的
思
考
を
持
っ
て
向
き
合

う
︶
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1-

3
　
ア
メ
リ
カ
で
の
統
合
医
療
の
広
が
り

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
で
統
合
医
療
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
と

い
え
ば
、
国
の
財
政
問
題
や
社
会
保
障
の
悪
化
か
ら
従
来
の

一
般
医
療
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
保
険

な
ど
の
問
題
も
大
き
い
が
一
般
医
療
が
社
会
に
調
和
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ヘ
ル
ス
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
き
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
と
補

完
代
替
医
療
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
二
年
に

ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所
︵
N
I

H
︶
に
代
替
医
療
局

︵
O
A
M
︶
が
置
か
れ
、
一
九
九
八
年
に
国
立
補
完
代
替
医
療

セ
ン
タ
ー
︵
N
C
C
A
M
︶
に
改
称
さ
れ
る
な
ど
、
科
学
的

な
研
究
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年

の
時
点
で
ア
メ
リ
カ
国
民
の
補
完
代
替
医
療
利
用
率
は
三

三
・
八
％
、
一
九
九
七
年
に
は
四
二
・
一
％
と
増
加
し
て
お

り4

、
そ
の
勢
い
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
、
一
九
九
四
年
に
ア
ン
ド
ル
ー･

ワ
イ
ル
が

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
に
統
合
医
療
講
座
を
創
設
し
た
。
毎
年
世
界

表1　メタスキル （岩下幸功http://www.pmaj.or.jp/online/1010/hitokoto.htmlより）

ハードスキル ソフトスキル メタスキル

Hard Skills（HS） Soft Skills（SS） Meta Skills（MS）

体系だった知識 ヒューマンスキル 応用スキル

理論や手法やツール
自己および対人関係に

関するスキル
スキルを使いこなす

スキル

Science Art Practice

形式知 非定形知 経験知

基本、型 個性、天分 訓練、実践
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二
五
カ
国
か
ら
医
師
を
中
心
と
す
る
医
療
従
事
者
が
統
合
医

療
を
学
ぶ
た
め
に
集
ま
り
、
今
や
世
界
中
に
ワ
イ
ル
・
チ
ル

ド
レ
ン
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
は
﹁
ア
リ

ゾ
ナ
統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
﹂
に
昇
格
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も

整
備
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
医
科
大
学
の
四
〇
％
で
統
合
医
療

講
座
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
広
が
り
を
見
せ
て
い

る5

。
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
は
N
C
C
A
M
の
名
称
が
国

立
補
完
統
合
衛
生
セ
ン
タ
ー
︵
N
C
C
I

H
︶
と
改
称
さ
れ
、

代
替
医
療
で
は
な
く
統
合
医
療
を
国
が
推
し
進
め
て
い
る
こ

と
も
見
て
取
れ
る
。

1-

4
　
統
合
医
療
が
掲
げ
る
健
康
の
九
大
原
理

ワ
イ
ル
は
著
書
﹃
人
は
な
ぜ
治
る
の
か
﹄
で
﹁
健
康
の
九

大
原
理
﹂
を
語
っ
て
い
る
が6

、
こ
れ
は
現
代
西
洋
医
学
か
ら

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
も
捉
え
ら
れ
、
現
代
西
洋
医
学
が

霊
的
暴
力
に
至
ら
な
い
知
恵
と
も
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で

触
れ
て
お
く
。

1
　
完
璧
な
健
康
は
存
在
し
得
な
い

西
洋
医
学
で
は
完
璧
な
健
康
を
目
指
し
た
が
る
が
、
そ
れ

が
過
剰
医
療
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
も
の
は
存

在
せ
ず
、
動
的
平
衡
と
い
う
か
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化

こ
そ
生
命
の
本
質
だ
と
語
っ
て
い
る
。

2
　
病
気
に
な
っ
て
も
大
丈
夫

病
気
は
次
の
健
康
期
間
へ
の
途
中
経
過
だ
と
考
え
、
こ
こ

で
も
病
気
と
の
調
和
を
目
指
し
て
い
る
。

3
　
体
に
は
自
然
治
癒
力
が
備
わ
っ
て
い
る

治
癒
は
外
か
ら
で
は
な
く
内
側
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
感
染

症
治
療
を
例
に
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
抗

生
物
質
を
使
っ
て
菌
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
治
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自

分
の
自
然
治
癒
力
で
治
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

4
　
病
気
の
誘
因
は
病
気
の
原
因
で
は
な
い

ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
発
が
ん
物
質
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
感
受

性
は
内
因
性
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
日
和
見
感

染
症
は
免
疫
力
が
あ
る
状
態
で
は
発
症
し
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
の
西
洋
医
学
で
は
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
よ
り
も
菌

を
攻
撃
す
る
こ
と
に
意
識
を
向
け
、
多
剤
耐
性
菌
を
創
り

だ
し
た
。

5
　
あ
ら
ゆ
る
病
気
は
心
身
相
関
病
で
あ
る

心
と
身
体
は
ど
こ
ま
で
も
完
全
に
一
つ
と
語
る
。
心
と
身

体
の
調
和
が
崩
れ
る
か
ら
こ
そ
病
気
が
起
こ
る
と
も
捉
え

ら
れ
る
。

6
　
病
気
に
は
必
ず
軽
い
初
期
症
状
が
あ
る

こ
れ
に
気
づ
か
な
い
か
ら
重
病
に
な
る
わ
け
だ
が
、
彼
は

西
洋
医
学
で
は
気
づ
け
な
い
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
を
重
視
し

て
い
る
。
私
は
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
へ
の
気
づ
き
自
身
に
も

自
然
治
癒
力
の
促
進
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

7
　
体
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る

﹁
甲
の
薬
は
乙
の
毒
﹂
と
ま
で
語
っ
て
お
り
、
西
洋
医
学
の

エ
ビ
デ
ン
ス
重
視
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り

エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
平
均
点
を
重
視
し
て
お
り
、
患
者
個
人

個
人
に
寄
り
添
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
エ
ビ
デ
ン
ス

の
功
罪
を
追
及
す
る
時
代
と
な
っ
た
。

8
　
ど
ん
な
人
に
も
弱
点
が
あ
る

そ
れ
を
自
分
の
身
体
の
初
期
警
報
装
置
と
し
て
捉
え
、
早

く
気
づ
け
ば
無
理
せ
ず
に
対
処
が
可
能
に
な
り
、
大
病
に

至
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

9
　
血
液
は
治
癒
促
進
の
主
要
素
で
あ
る

彼
は
血
液
を
治
癒
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
物
質
的
媒
体
と
し
て
考

え
て
お
り
、
こ
れ
は
現
代
西
洋
医
学
で
も
血
液
検
査
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
が
、
そ
れ
を
超
え

て
循
環
自
体
に
治
癒
促
進
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
東
洋
医
学
と
も
つ
な
が
る
部
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る

と
現
代
西
洋
医
学
を
否

定
し
て
い
る
よ
う
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
で
は
な
い
。

現
代
西
洋
医
学
の
有
効

性
は
誰
し
も
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
万
能
で

は
な
い
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
万

能
と
考
え
る
と
こ
ろ
に

霊
的
暴
力
が
宿
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
現
代
西

洋
医
学
は
救
急
医
療
な

ど
の
急
性
疾
患
、
外
科

手
術
を
要
す
る
疾
患
、

高
度
先
進
医
療
機
器
に

よ
る
診
断
に
関
し
て
は

補
完
代
替
医
療
の
追
従
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生

活
習
慣
に
関
わ
る
問
題
、
自
然
治
癒
力
の
向
上
な
ど
、
キ
ュ

ア
よ
り
も
ケ
ア
に
関
す
る
部
分
は
補
完
代
替
医
療
が
得
意
と

す
る
分
野
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
個
別
に
様
々
な
問

題
が
絡
む
分
野
で
あ
り
、
現
代
西
洋
医
学
の
画
一
的
な
治
療

で
は
対
応
で
き
な
い
部
分
だ
か
ら
で
あ
る
。

1-

5
　
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
の
統
合
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
理
念
を
持
つ
統
合
医
療
で
あ
る

が
、
当
初
ア
ン
ド
ル
ー
・
ワ
イ
ル
は
異
端
児
と
し
て
扱
わ
れ
、

医
療
現
場
か
ら
は
相
手
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
何
が

こ
こ
ま
で
広
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
時
代

表2　西洋医学と補完代替医療の得意分野

西洋医学の得意分野 補完代替医療の得意分野

救急医療など急性疾患 がんをはじめとする慢性疾患

外科手術を要する疾患 ライフスタイルや生活習慣に
関わる疾患

高度先進医療機器による診断 自然治癒力の向上など予防医療
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の
流
れ
も
あ
る
が
、
彼
ら
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
非
常
に
力

を
入
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
一
九
九
七
年
か
ら
レ
ジ
デ
ン
ト

︵
研
修
医
︶
に
対
し
て
統
合
医
療
の
教
育
が
始
ま
っ
た
が
、
初

年
度
は
四
人
し
か
受
講
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
卒
業
生

は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
全
世
界
に
統
合
医
療
を
広
め
た
。

二
年
目
は
今
の
ア
リ
ゾ
ナ
統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
・
メ
イ
ズ
を
は
じ
め
四
〇
人
が
受
講
し
た
。
今

は
年
間
二
三
〇
人
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
は
N
I

H
も

補
助
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は

六
つ
の
大
学
で
家
庭
医
学
講
座
の
教
育
の
基
礎
に
統
合
医
療

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ア
リ
ゾ
ナ

大
学
は
小
児
科
や
看
護
師
に
も
講
座
を
開
き
、
二
〇
一
四
年

か
ら
は
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
四
五
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。
今
や
卒
業
生
は
一
四
〇
〇
人
以
上
に

及
ぶ
。
二
〇
一
五
年
か
ら
はIntegrative H

ealth coaching
と

い
う
、
患
者
の
行
動
変
容
を
起
こ
す
た
め
に
は
ど
う
コ
ー
チ

す
る
か
と
い
う
コ
ー
ス
を
開
き
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
は

Integrative H
ealth self care

と
い
う
コ
ー
ス
も
開
く
予
定
で
あ

る
。ア

リ
ゾ
ナ
大
学
の
統
合
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
医
の
哲

学
、
代
替
医
療
治
療
家
訪
問
、
食
事
と
栄
養
学
、
医
の
ア
ー

ト
と
面
接
法
、
医
と
世
界
の
文
化
、
癒
し
の
環
境
づ
く
り
、
霊

性
に
つ
い
て
、
運
動
療
法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
、
心
身
医
療
、

医
学
に
関
す
る
法
律
、
気
管
支
喘
息
、
前
立
腺
が
ん
、
女
性

の
健
康
、
う
つ
病
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
疾
患
に
対
す
る

臨
床
講
座
・
症
例
検
討
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
、
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
な
ど
の
徒
手
療
法
、
植
物
療
法

︵
ハ
ー
ブ
療
法
︶、
中
国
医
学
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
論
な
ど
を
二
年
間
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
。

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
統
合
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
は
、﹁
自
然

で
身
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
を
で
き
る
だ
け
選
択
し
て
自

然
治
癒
力
を
高
め
る
方
法
﹂
は
も
ち
ろ
ん
、﹁
食
生
活
や
生
活

習
慣
の
指
導
、
心
の
ケ
ア
、
ス
ト
レ
ス
管
理
法
﹂、﹁
患
者
さ

ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
病
気
の
背
景
の
生
活
習
慣
、
心
の
持
ち

方
︵
考
え
方
の
癖
︶、
人
生
観
︵
死
生
観
︶
を
考
慮
す
る
﹂
身

体
の
ケ
ア
、
心
の
ケ
ア
に
加
え
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
な

ど
を
学
ぶ
。﹁
健
康
を
維
持
し
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
自
ら
構
築
す

る
こ
と
を
援
助
し
て
い
く
方
法
を
学
び
、
そ
れ
を
患
者
に
伝

え
る
﹂
セ
ル
フ
ケ
ア
の
構
築
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

2
治
療
抵
抗
性
慢
性
疼
痛
に
対
す
る

統
合
医
療
的
介
入
に
つ
い
て

2-

1
　
介
入
に
つ
い
て

こ
こ
か
ら
は
、
私
が
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
思
っ
て
い
る
臨

床
試
験
が
、
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
と
な
る
の
か
霊
的
暴

力
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。﹁
治
療
抵
抗
性

慢
性
疼
痛
に
対
す
る
統
合
医
療
の
実
施
可
能
性
に
関
す
る
検

討
﹂
と
題
し
た
こ
の
臨
床
試
験
は
、
大
阪
大
学
医
学
部
附
属

病
院
疼
痛
医
療
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
る
、
一
般
保
険
医
療
で
は

良
く
な
ら
な
い
慢
性
疼
痛
患
者
に
対
し
て
、
補
完
代
替
医
療

が
利
用
可
能
で
あ
る
か
検
証
す
る
臨
床
試
験
で
あ
る
（
図
1
）。

慢
性
疼
痛
に
運
動
療
法
や
認
知
行
動
療
法
が
効
果
的
で
あ

る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
は
豊
富
に
あ
り
、
運
動
療
法
に
関
し

て
は
理
学
療
法
士
が
保
険
適
用
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
す
で

に
そ
れ
を
受
け
て
い
る
患
者
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
プ
ロ

ト
コ
ル
か
ら
除
外
し
た
。
慢
性
疼
痛
に
対
す
る
認
知
行
動
療

法
に
関
し
て
は
ま
だ
保
険
適
用
が
な
く
、
一
般
保
険
医
療
で

は
手
が
出
せ
な
い
部
分
で
あ
る
。
今
回
、
専
門
の
臨
床
心
理

士
に
協
力
を
要
請
し
た
が
プ
ロ
ト
コ
ル
が
定
ま
ら
ず
断
念
し

た
。
こ
の
よ
う
に
統
合
医
療
と
は
そ
の
場
で
で
き
る
範
囲
で

臨
機
応
変
に
行
う
医
療
で
あ
り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
み
を
重
視

す
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低
減

法
︵
M
B
S
R
︶
が
線
維
筋
痛
症
な
ど
の
治
療
抵
抗
性
慢
性

疼
痛
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
も
近
年
増
え
て

い
る7

。
し
か
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
た
め
に
は
海

外
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
で
の
普
及
は

困
難
を
極
め
る
。
そ
の
代
わ
り
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
認
知

療
法
︵
M
B
C
T
︶
が
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
ち
ら
に

は
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
は
な
い
が
、
論
文
を
見
る
と
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ズ
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
質
の
担
保
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る8

。
今
回
、
M
B
C
T
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
で
一
年
間
受
け
、
実
際
に
臨
床
に
使
わ
れ
て

い
る
臨
床
心
理
士
の
先
生
か
ら
、
私
自
身
が
医
局
員
を
相
手

に
行
っ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
実
際
の
患
者
に
対
し

て
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
な
が
ら
の
介
入
に
挑
戦
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
気
を
つ
け
る
点
は
安
全
性
を
第
一
に
、
押

し
付
け
に
な
ら
な
い
こ
と
、
患
者
の
気
づ
き
を
広
げ
る
こ
と

で
あ
る
。
今
こ
こ
に
あ
ろ
う
と
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
強
い
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

ヨ
ー
ガ
療
法
や
鍼
治
療
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
関
し
て
は

こ
れ
ま
で
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
被
害
者
な
ど
外
傷
性

後
遺
障
害
者
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
安
全
性

週１回電話

鍼
アロマ

ヨーガ療法
MBCT

週１回外来

エビデンス
（科学的根拠）
に基づく
セルフケア

介
入
後
評
価
（
10
週
目
）

事
前
評
価
（
１
週
目
）

追
跡
評
価
（
22
週
目
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図1　治療抵抗性慢性疼痛に対する統合医療的
介入
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と
効
果
を
確
認
し
て
い
る9

。
具
体
的
に
は
、
身
心
変
容
に
よ

る
も
の
な
の
か
強
い
直
後
効
果
は
見
ら
れ
た
が
、
八
週
間
の

短
期
介
入
で
は
長
期
効
果
を
確
認
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
は
こ
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
ま
で
落
と
し

こ
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
を
チ
ー
ム
医
療
で
行
う
こ

と
で
あ
る
。
毎
回
の
介
入
の
後
、
疼
痛
医
学
の
専
門
家
を
交

え
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
き
、
様
々
な
意
見
を
交
換
す
る
。
こ

れ
が
負
の
感
情
の
浄
化
を
促
し
、
霊
的
暴
力
を
防
ぐ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
と
し
て
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

2-

2
　
評
価
に
つ
い
て

評
価
項
目
と
し
て
は
各
種
質
問
紙
に
よ
る
網
羅
的
な
主
観

的
評
価
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
線
維
筋
痛
症
を
は
じ
め
と
す
る

中
枢
性
疼
痛
に
対
し
て

f
M
R
I
を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。

中
枢
性
疼
痛
と
は
症
例
数
が
少
な
い
の
と
短
期
介
入
の
た
め

有
意
な
変
化
ま
で
は
見
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
去

の
論
文
と
照
ら
し
あ
わ
せ
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
デ
ー
タ
か
ら

ど
の
よ
う
な
患
者
に
対
し
て
効
果
的
で
あ
る
か
と
い
う
考
察

は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
も
、
活
動
量
計
を
用
い
て
活

動
量
の
増
加
と
睡
眠
の
質
の
変
化
を
評
価
し
た
り
、

PainVision

と
い
う
装
置
を
用
い
て
客
観
的
な
痛
み
の
数
値
化

を
行
っ
た
り
、
心
拍
変
動
解
析
で
自
律
神
経
機
能
を
評
価
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
身

相
関
に
関
わ
る
客
観
的
な
指
標
は
ど
れ
も
絶
対
的
な
評
価
法

で
は
な
く
、
そ
の
た
め
評
価
者
の
バ
イ
ア
ス
が
多
分
に
影
響

す
る
こ
と
に
も
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。
医
療
現
場

の
診
断
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
評
価
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
一
面
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ
う
な

さ
ら
な
る
気
づ
き
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

来
年
度
は
こ
の
結
果
の
報
告
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

3
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て

3-

1
　
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は

私
の
今
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
実
践

で
あ
る
。
こ
れ
は
統
合
医
療
の
枠
組
み
と
し
て
も
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、
チ
ー
ム
医
療
で
も
重
要
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
な

ぜ
重
要
か
と
い
え
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
で
培
わ
れ
る
メ

タ
認
知
が
全
体
の
把
握
に
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
心
理
療
法

に
お
い
て
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
基
本
︵
ス
キ
ル
を
使
い
こ

な
す
ス
キ
ル
、
メ
タ
ス
キ
ル
︶
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
で
な
い
心
理
療
法
は
心
理
療
法
で
は
な
い
と
も
言
わ
れ

る
。
マ
イ
ン
ド
レ
ス
な
介
入
が
霊
的
暴
力
を
引
き
起
こ
す
と

も
言
え
る
。
こ
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
ど
ん
な
も
の
か

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
い
う
言
葉
は
様
々
な
形
で
使

わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

デ
ビ
ッ
ド
・
S
・
ブ
ラ
ッ
ク
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
①

状
態
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
、
②
そ
の
状
態
に
な
る
た
め
の

実
践
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
、
③
そ
の
実
践
を
長
く
続
け
て

い
る
人
の
特
徴
︵
形
質
︶
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

報
告
し
た10

。
こ
の
中
で
一
番
大
事
な
の
が
実
践
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
を
混
同
し
、
実
践

を
せ
ず
に
状
態
や
特
徴
を
目
指
し
、
例
え
ば
容
易
に
手
放
せ

な
い
も
の
を
実
践
を
無
視
し
て
手
放
そ
う
と
も
が
く
な
ど
、
本

末
転
倒
の
状
態
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
身
心

変
容
技
法
で
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り

実
践
を
無
視
し
て
意
識
変
容
を
目
指
し
て
も
、
意
識
変
容
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
゠
ジ
ン
の
も
と
で
学
ん
だ
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
大
学
のElsa N

gar-Sze Lau

︵
劉
雅
詩
︶
は
手
放
す
こ

と
に
つ
い
て
、﹁
浮
か
ん
で
く
る
考
え
や
疲
労
、
緊
張
、
怒
り
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
、
害
を
な
す
よ
う
な
考
え
を
手
放
し
て

も
い
い
し
、
手
放
さ
な
く
て
も
い
い
。
手
放
す
と
い
う
こ
と

は
遠
ざ
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
と
遠
ざ

か
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
す
﹂
と
、D

oing

モ
ー
ド
で
は

な
くBeing

モ
ー
ド
か
ら
手
放
す
こ
と
を
説
明
し
た
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
定
義
は
様
々
で
あ
り
、
ま
だ
研
究

と
し
て
扱
う
定
義
︵
操
作
的
定
義
︶
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
測
定
す
る
自
己
評
価
尺
度
も
多
数
あ

る
が
シ
ン
プ
ル
な
も
の
は
な
く
、
統
合
的
な
も
の
と
し
てFive 

Facet M
indfulness Q

uestionnaire

︵FFM
Q

︶
が
高
い
評
価
を

得
て
い
る11

。
下
位
尺
度
と
し
て
〝
描
写
〞、〝
気
づ
き
を
伴
う

行
動
〞、〝
評
価
を
加
え
な
い
受
容
〞、〝
評
価
し
な
い
こ
と
〞、

〝
反
応
し
な
い
こ
と
〞
と
多
因
子
評
価
を
す
る
の
も
特
徴
で
あ

る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低
減
法
の
生
み
の
親
で

あ
る
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
゠
ジ
ン
は“M

indfulness is awareness 
that arises through paying attention, on purpose, in the 
present m

om
ent, non-judgem

entally. ”

︵
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

と
は
、
意
図
的
に
、
こ
の
瞬
間
に
、
評
価
す
る
こ
と
な
く
注
意
す

る
こ
と
で
湧
き
上
が
る
気
づ
き

で
あ
る
︶
と
作
業
的
定
義
を

示
し
て
い
る
が
、
彼
自
身
も

時
と
場
合
に
よ
っ
て
様
々
な

表
現
を
し
て
い
る12

。
例
え
ば

著
書Full Catastrophe Living

︵﹃
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低

減
法
﹄︶
で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
コ
ツ
と
し
て
①
判
断

し
な
い
、
②
忍
耐
強
さ
、
③

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
、
④

信
頼
、
⑤
頑
張
ら
な
い
、
⑥

受
容
、
⑦
手
放
す
、
と
紹
介

し
た
が13

、
二
〇
一
二
年
に
日

マインドフルネスの実践（瞬間的）
↓

マインドフルネスな状態（短時間）
↓

マインドフルネスな形質（長期間）

図2　マインドフルネスという言葉の使われ方とその関係
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本
で
開
か
れ
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
そ
れ

に
加
え
て
⑧
不
害
、
⑨
や
さ
し
さ
、
⑩
お
も
い
や
り
・
慈
悲
、

⑪
感
謝
、
⑫
興
味
・
好
奇
心
、
⑬
探
究
…
…
と
メ
モ
も
追
い

つ
か
な
い
ほ
ど
紹
介
し
た14

。
こ
こ
か
ら
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
の
多
面
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
状
態
と

し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
表
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
こ

れ
は
今
い
る
位
置
を
確
認
す
る
ぐ
ら
い
に
留
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
に
総
持
寺

で
開
か
れ
た
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
＝
ジ
ン
の
三
日
間
リ
ト
リ

ー
ト
で
は
そ
の
よ
う
な
話
は
一
切
な
く
法
話
は
実
践
的
な
も

の
と
な
り
、
そ
の
他
の
時
間
は
﹁Practice, practice, practice, 

practice, and practice.

﹂
と
ひ
た
す
ら
坐
禅
と
経
行
︵
歩
行
瞑

想
︶
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

3-

2
　
プ
ラ
ム
ヴィ
レ
ッ
ジ
の
リ
ト
リ
ー
ト

私
は
主
に
座
学
を
元
に
し
た
実
践
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ

る
が
、
二
〇
一
五
年
五
月
二
～
六
日
に
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・

ハ
ン
師
が
率
い
る
プ
ラ
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
リ
ト
リ
ー
ト
︵
瞑

想
合
宿
︶
に
参
加
し
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
た
め
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
は
、
ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
禅
僧
・

平
和
運
動
家
・
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四

世
と
並
ん
で
、
二
〇
世
紀
か
ら
平
和
活
動
に
従
事
す
る
代
表

的
な
仏
教
者
で
あ
り
、﹁
行
動
す
る
仏
教
﹂
ま
た
は
﹁
社
会
参

画
仏
教
︵Engaged Buddhism

︶﹂
の
命
名
者
で
も
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
、
仏
教
お
よ
び
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ

ト
゠
ジ
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
と
も
一
度
会
い
た
い
と
願
っ
て
い
た
矢
先
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

今
回
は
直
前
に
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
が
脳
出
血
で

倒
れ
た
た
め
、
三
〇
人
余
り
の
ダ
ル
マ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
呼

ば
れ
る
全
世
界
の
弟
子
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
今
思
え
ば
そ
れ

も
運
命
で
あ
り
、
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
の
教
え
を
多

面
的
に
理
解
す
る
に
は
重
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

会
場
は
富
士
山
麓
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
環
境
も
非
常

に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
前
に
ダ
ル
マ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
全
員
の
チ
ャ
ン
テ
ィ

ン
グ
︵
詠
唱
︶
が
始
ま
る
。

そ
の
際
に
深
く
聴
き
入
り
な
が
ら
﹁
慈
悲
の
瞑
想
﹂
を
す

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。

い
き
な
り
慈
悲
の
瞑
想
か
ら
始
ま
る
の
か
と
驚
い
た
が
、
そ

れ
が
﹁
タ
イ
﹂︵
ベ
ト
ナ
ム
語
で
先
生
の
意
味
。
テ
ィ
ク
・
ナ
ッ

ト
・
ハ
ン
師
の
こ
と
を
親
し
み
を
込
め
て
そ
う
呼
ぶ
︶
の
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
な
の
だ
と
知
っ
た
。

歌
の
内
容
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
川
の
流
れ
の
よ

う
な
緩
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
中
、﹁
慈
悲
の
瞑
想
﹂
を
し
て

み
る
と
、
普
段
感
じ
て
い
る
よ
う
な
悲
痛
さ
は
な
く
、﹁
こ
れ

が
慈
悲
の
瞑
想
な
の
か
！
﹂
と
言
葉
で
言
わ
れ
る
よ
り
も
説

得
力
が
大
き
か
っ
た
。

三
〇
分
ほ
ど
の
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
後
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。

歩
く
瞑
想
、
座
る
瞑
想
、
食
べ
る
瞑
想
な
ど
に
つ
い
て
一

通
り
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど
れ
も
呼
吸
を
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

夜
は
聖
な
る
沈
黙
。
す
る
と
次
の
日
の
目
覚
め
が
非
常
に

良
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

朝
の
静
坐
瞑
想
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
頃
か
ら
タ
イ
と
五
〇

年
と
も
に
過
ご
し
て
き
た
シ
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
・
コ
ン
直
々
の

誘
導
瞑
想
で
ア
ー
ナ
パ
ー
ナ
サ
テ
ィ
ス
ー
ト
ラ
︵
呼
吸
に
よ

る
気
づ
き
の
教
え
︶
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

途
中
か
ら
歌
が
入
る
な
ど
ア
レ
ン
ジ
は
あ
る
が
、
彼
女
ら

が
、
非
常
に
敬
虔
な
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
が
垣
間
見
え
た
。

終
わ
る
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
操
。
呼
吸
を
伴
っ
た
も

の
で
一
〇
個
の
体
操
か
ら
な
る
が
、
気
功
の
よ
う
な
も
の
だ

と
の
説
明
を
受
け
や
っ
て
み
る
と
、
呼
吸
が
自
然
と
深
く
な

る
の
が
実
感
で
き
た
。

さ
ら
に
歩
く
瞑
想
へ
。

歌
を
歌
っ
た
後
、
速
す
ぎ
も
せ
ず
遅
す
ぎ
も
せ
ず
、
頭
で

な
く
足
の
裏
に
注
意
を
集
中
し
て
母
な
る
大
地
に
帰
っ
て
き

た
と
心
の
中
で
唱
え
な
が
ら
歩
く
と
い
う
、
い
た
っ
て
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。

法
話
の
時
間
も
十
分
に
取
ら
れ
た
。
び
っ
く
り
し
た
の
は

仏
教
理
解
の
深
さ
と
そ
の
わ
か
り
や
す
い
伝
え
方
で
、
四
聖

諦
や
八
正
道
な
ど
経
典
を
読
ん
で
も
な
か
な
か
理
解
で
き
な

い
内
容
を
、
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
て
い
ね
い
に
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
ど
れ
も
頷
き
な
が
ら
聞

い
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
深
く
心
に
残
っ
た
も
の
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
く
。

平
和
な
環
境
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
私
た
ち
の
中
に
平
和

な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。
怒
り
や
恐
怖
に
満
ち
た
環

境
に
い
れ
ば
怒
り
や
恐
怖
の
種
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
で

は
み
ん
な
が
引
っ
越
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル

に
見
て
何
が
原
因
か
に
気
づ
く
。
こ
れ
が
慈
悲
で
す
。
暴

力
的
な
実
践
を
し
て
い
た
人
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の

実
践
を
知
ら
な
い
か
ら
そ
う
し
て
い
た
の
で
す
。
何
に
栄

養
を
与
え
る
か
選
択
す
る
に
は
、
周
り
で
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
に
気
づ
い
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
代
は
怒
り
や
恐
怖
の
種
に
満
ち
て
お
り
、
そ
れ
に
反
応

す
る
の
で
は
な
く
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
に
見
て
原
因
に
気
づ
く
。

こ
れ
が
慈
悲
な
の
だ
と
頭
を
打
た
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

ブ
ッ
ダ
は
哲
学
的
な
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
興
味
が
あ
り
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ま
せ
ん
で
し
た
。
命
に
終
わ
り
が
あ
る
の
か
、
宇
宙
に
果

て
が
あ
る
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
今
こ
こ
で
安
ら
ぎ

を
得
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ブ
ッ
ダ
の
入
滅
後
違
う
方
向
に
行

っ
て
し
ま
い
、
一
点
集
中
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
仏
陀
も

一
点
集
中
の
修
行
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
安
ら
ぎ
の
役

に
立
た
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
経
っ
て
深
い
禅
定
を
得
る
た
め
の
一
点
集

中
を
ま
た
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
か
の
役
に

は
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
安
ら
ぎ
に
は
つ
な
が
ら

な
い
の
で
す
。

こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
聞
い
た
時
、
私
の
中
に

迷
い
が
生
じ
た
。
安
ら
ぎ
を
得
る
だ
け
で
良
い
の
か
。
一
点

集
中
だ
け
で
は
い
け
な
い
が
、
一
点
集
中
も
必
要
な
の
で
は

な
い
の
か
。
実
際
に
サ
マ
タ
瞑
想
を
取
り
入
れ
た
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
今
回
こ
の
リ
ト
リ
ー
ト

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
穏
や
か
な
注
意
だ
け
で
も
十
分
に
役

立
つ
こ
と
を
知
っ
た
。
何
よ
り
も
気
づ
き
が
深
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
一
点
集
中
で
は
マ
イ
ン
ド
レ
ス
に
な
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
た
だ
こ
の
リ
ト
リ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

言
葉
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
こ
こ
ま
で
実
感
は
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
気
づ
き
は
、
日
常
の
困
難
に
対
し

て
穏
や
か
に
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
負
の
感
情
の
浄
化
と
呼
べ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

自
分
で
体
験
し
な
い
こ
と
は
信
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
と
っ
て
の
中
道
を
瞑
想
の
中
で
見
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
中
道
は
私
た
ち
の
心
に
と
っ
て
薬
で
す
。
複
雑
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

呼
吸
に
気
づ
く
こ
と
も
中
道
で
す
。
林
の
中
を
歩
く
の

も
中
道
で
す
。
で
も
キ
リ
ス
ト
は
こ
う
だ
と
か
、
ブ
ッ
ダ

は
こ
う
だ
と
か
言
い
だ
し
た
ら
そ
れ
は
ア
イ
デ
ア
で
し
か

な
く
、
も
う
あ
な
た
の
中
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
吸
で

留
ま
れ
ば
い
い
の
で
す
。
愛
の
道
を
育
て
て
い
け
ば
ど
う

い
う
道
を
歩
め
ば
い
い
か
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
私
は
出
会

う
人
の
苦
し
み
も
私
が
作
り
出
し
た
も
の
と
い
う
実
践
を

し
て
い
ま
す
。
九
九
・
九
％
同
じ
D
N
A
な
の
で
す
。
で

す
か
ら
私
と
キ
リ
ス
ト
、
ブ
ッ
ダ
は
違
う
と
い
う
の
は
す

で
に
ア
イ
デ
ア
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
目
覚
め
る

条
件
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
出
家
は
そ
ん
な
に
極
端

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
出
家
し
て
一
一
年
に
な

り
ま
す
が
、
こ
っ
ち
の
ほ
う
が
楽
で
す
。
家
族
を
持
っ
て

実
践
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
難
し
い
の
で
す
。
僧
侶
の
中
に

は
厳
し
い
実
践
を
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
そ
の
実
践
の
中

に
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
こ
と
を
ブ
ッ
ダ
は
見
抜
き
ま
し
た
。
私

は
簡
単
な
道
を
選
ん
だ
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
﹁
中
道
と
は
何
で
す
か
﹂
と
い
う
問
い
に
対
し
て

の
答
え
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
や
ブ
ッ
ダ
の
慈

愛
は
極
端
す
ぎ
て
矛
盾
に
満
ち
て
な
い
か
と
い
う
問
い
が
出

さ
れ
た
。
自
燈
明
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
同

時
に
、
愛
も
道
で
あ
る
と
優
し
く
諭
し
て
く
れ
た
。
出
家
が

極
端
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
は
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
っ
た
。
出
家
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
方
も
多
く
い
た

に
違
い
な
い
。

あ
な
た
の
中
に
苦
し
み
を
感
じ
た
と
き
、
闘
わ
な
け
れ

ば
和
ら
い
で
い
き
ま
す
。
た
だ
そ
こ
に
存
在
し
て
認
識
す

る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
あ
ー
だ
、
こ
ー
だ
と
考
え
た
り

闘
っ
た
り
し
な
く
て
い
い
の
で
す
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
が
あ
な
た
の
中
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
を
大
き
く
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
は
今
聞
く
と
そ
の
と
お
り
だ
と
実
感
で
き
る
。
知
ら

な
い
間
に
苦
し
み
と
戦
う
習
慣
が
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
と
同
時
に
習
慣
な
ら
ば
変
え
ら
れ
る
こ
と

に
も
気
づ
い
た
。
こ
れ
が
今
行
っ
て
い
る
臨
床
試
験
の
目
標

で
も
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
食
べ
る
瞑
想
や
深
い
く
つ
ろ
ぎ
の
瞑
想
、
ダ

ル
マ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
臨
床
試
験
の
中
に
取
り
入
れ
た
い

も
の
が
目
白
押
し
で
あ
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て
ヨ
ー
ガ
や
太
極

拳
、
気
功
、
剣
舞
な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
こ

れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
も
の

は
何
で
も
取
り
入
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
地
に
触
れ
る
瞑
想
で
は
、
先
祖
か
ら
い
た
だ
い
た
良
い

習
慣
、
悪
い
習
慣
を
す
べ
て
大
地
に
捧
げ
る
と
の
説
明
を
受

け
、
法
話
と
と
も
に
血
縁
の
先
祖
、
土
地
の
先
祖
、
精
神
的

な
先
祖
︵
尊
敬
す
る
人
︶
に
対
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
瞑
想
の
よ
う

に
正
座
し
て
手
を
前
に
投
げ
出
し
、
お
辞
儀
を
し
て
お
で
こ

を
地
に
つ
け
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
は
死
を
超
え
る

瞑
想
も
含
ん
で
お
り
、
非
常
に
深
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
の
ほ
か
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
微
笑
む
こ
と
の
大
切

さ
で
あ
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
最
初
の
実
践
は
微
笑
む
こ
と
で

す
。
鐘
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
微
笑
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
微
笑
み
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
微
笑
ん
で
く
だ
さ
い
。

最
初
は
偽
り
の
微
笑
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
最
後

に
は
本
物
の
微
笑
み
に
な
る
の
で
す
。
私
は
ド
イ
ツ
の
仏

教
研
究
所
に
い
ま
す
が
、
三
〇
分
微
笑
む
よ
う
に
誘
導
を

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
最
後
に
は
誰
も
が
微
笑
む
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
微
笑
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
る
と
自
分
に
も
周
り
に
も
愛
を
与
え
る
こ
と
が
で
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き
る
の
で
す
。

今
で
も
携
帯
電
話
の
音
が
鳴
っ
た
ら
、
ど
ん

な
と
き
も
呼
吸
を
整
え
て
微
笑
ん
で
か
ら
出
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
会
話
が
穏
や
か
に
な
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
呼
吸
へ
の
意
識
や
微
笑

み
は
、
何
を
し
て
い
て
も
活
用
で
き
る
と
い
う

意
味
で
メ
タ
ス
キ
ル
で
あ
る
。

ハ
ギ
ン
グ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
抱
き
合
う

瞑
想
︶
も
興
味
深
か
っ
た
。
ビ
ギ
ニ
ン
グ
ア
ニ

ュ
ー
︵
新
た
に
出
直
す
実
践
︶
と
呼
ぶ
お
互
い
に

感
謝
と
謝
罪
を
行
い
、
許
し
を
得
る
こ
と
も
含

み
、
実
際
に
何
組
か
の
夫
婦
が
体
験
し
、
そ
の

場
で
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
ゆ
く
の
が
見
て

取
れ
た
。
日
本
人
に
は
苦
手
な
こ
と
で
あ
る
が
、

瞑
想
と
し
て
取
り
入
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
ア

イ
デ
ア
だ
と
感
じ
た
。

最
後
に
五
戒
の
誓
い
を
行
い
、
法
名
を
い
た

だ
い
た
。
こ
の
五
戒
は
彼
ら
独
自
に
改
定
を
重

ね
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
紹
介
し

て
お
く
。

①
い
の
ち
を
敬
う

生
命
の
破
壊
に
よ
る
苦
し
み
に
気
づ
き
、
イ

ン
タ
ー
ビ
ー
イ
ン
グ
︵
相
互
共
存
︶
へ
の
理
解
を

深
め
、
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
人
間
、
動
物
、

植
物
、
鉱
物
の
い
の
ち
の
守
り
方
を
身
に
つ
け

ま
す
。

考
え
方
、
ま
た
は
生
き
方
と
し
て
、
自
ら
殺

さ
ず
、
他
者
に
も
殺
さ
せ
ず
、
世
の
中
の
ど
の

よ
う
な
殺
害
行
為
を
も
容
認
し
な
い
と
決
心
し

ま
す
。

い
の
ち
を
害
す
る
言
動
は
、
怒
り
、
恐
れ
、
欲
望
、
偏

狭
な
心
よ
り
生
じ
、
深
く
見
つ
め
れ
ば
そ
の
よ
う
な
言
動

は
、
善
悪
や
自
分
と
他
者
を
差
別
す
る
よ
う
な
二
元
的
な

考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

自
分
の
心
の
内
と
外
の
世
界
に
存
在
す
る
暴
力
、
狂
信

的
な
考
え
、
独
善
的
な
態
度
を
変
容
す
る
た
め
、
寛
容
さ
、

差
別
の
な
い
心
、
執
着
の
な
い
心
を
培
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
が
、
こ

れ
は
タ
イ
の
造
語
で
非
常
に
深
い
仏
教
の
教
え
を
わ
か
り
や

す
く
現
代
人
に
伝
え
て
い
る
点
で
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ビ
ー
イ
ン
グ
を
感
じ
る
の
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

②
真
の
幸
福

社
会
の
不
正
行
為
、
搾
取
、
抑
圧
に
よ
る
苦
し
み
に
気

づ
き
、
自
ら
の
行
為
、
言
葉
、
心
︵
身
口
意
︶
を
寛
大
に

す
る
よ
う
実
践
し
ま
す
。

他
人
の
も
の
を
盗
ま
ず
、
所
有
せ
ず
、
自
分
の
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
的
資
源
を
、
必
要
と
し
て
い
る
人
び

と
と
分
か
ち
合
い
ま
す
。

物
事
を
し
っ
か
り
観
察
す
る
訓
練
を
実
践
し
、
人
の
幸

せ
と
苦
し
み
は
、
自
分
の
幸
せ
と
苦
し
み
で
も
あ
り
、
他

者
へ
の
理
解
と
思
い
や
り
な
し
に
は
本
当
の
意
味
で
は
幸

せ
に
な
れ
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。

富
、
名
誉
、
権
力
、
肉
体
的
快
楽
の
追
求
は
苦
し
み
と

絶
望
を
も
た
ら
し
ま
す
。

幸
せ
は
自
分
の
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
外
的
な
条
件

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
に
は
す
で
に
充
分
す
ぎ
る

ほ
ど
の
幸
せ
の
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
心

に
刻
み
込
ん
で
お
け
ば
、
今
、
こ
の
瞬
間
の
幸
せ
を
充
分

図3　富士山麓プラムヴィレッジのリトリート （ティク・ナット・ハン　マインドフルネスの教えhttp://tnhjapan.org/about_retreat/より）
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に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
し
い
生
活
の
糧
に
よ
っ
て
暮
ら
し
を
営
み
︵
正
命
︶、

生
き
物
の
苦
し
み
と
地
球
温
暖
化
、
環
境
破
壊
の
進
行
を

軽
減
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ビ
ー
イ
ン
グ
が
理
解
で
き
れ
ば
自
然
と
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
と
い
う
考
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ン
タ
ー
ビ

ー
イ
ン
グ
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
苦
し
み
が
増
大
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
環
境
破
壊
が
進
行
す
る
現
代
に
こ

そ
重
要
な
教
え
だ
と
感
じ
た
。

  

③
真
の
愛

性
的
な
過
ち
に
よ
る
苦
し
み
に
気
づ
き
、
責
任
感
を
育

み
、
個
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
家
族
、
社
会
の
安
全
と
誠
実

さ
を
守
る
方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

性
欲
は
愛
で
は
な
く
、
衝
動
に
駆
ら
れ
た
性
的
関
係
は

必
ず
お
互
い
を
傷
つ
け
あ
う
こ
と
に
な
る
と
心
得
、
真
実

の
愛
の
な
い
、
家
族
や
友
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
一
時
的

な
性
的
関
係
は
持
た
な
い
と
心
に
決
め
ま
す
。

子
供
た
ち
を
性
的
虐
待
か
ら
守
り
、
ま
た
、
性
的
な
過

ち
に
よ
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
と
の
関
係
が
破
壊
さ
れ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

心
と
身
体
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
の
性

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
管
理
方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

自
分
と
他
者
を
よ
り
幸
せ
に
で
き
る
よ
う
、
真
実
の
愛

の
四
つ
の
要
素
、
や
さ
し
さ
、
思
い
や
り
、
喜
び
、
差
別

の
な
い
心
を
培
い
ま
す
。

真
実
の
愛
に
よ
り
私
た
ち
は
美
し
い
未
来
へ
と
続
い
て

い
き
ま
す
。

愛
欲
と
真
実
の
愛
を
し
っ
か
り
区
別
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
お
互
い
を
慈
し
む
よ
う
な
真
実
の
愛
に
昇
華
す
る
こ

と
を
願
う
。

 

④
愛
を
込
め
て
話
し
、
深
く
聴
く

無
頓
着
な
発
言
、
話
を
き
ち
ん
と
聴
く
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
に
発
す
る
苦
し
み
に
気
づ
き
、
思
い
や
り
を
持
っ

て
話
し
、
心
を
込
め
て
深
く
聴
く
よ
う
心
が
け
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
と
周
り
の
人
び
と
、
そ
し
て
、

異
な
る
人
種
、
宗
教
、
国
家
の
間
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
、
和

解
と
平
和
を
促
す
よ
う
努
め
ま
す
。

言
葉
は
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
も
苦
し
ま
せ
る
こ
と
も

で
き
る
こ
と
を
心
に
と
め
、
信
頼
感
、
喜
び
、
希
望
を
育

む
言
葉
を
用
い
て
真
実
を
語
り
ま
す
。

自
分
が
怒
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、
口
を
開
き

ま
せ
ん
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
な
呼
吸
と
歩
み
に
戻
り
、
自
分

の
中
の
怒
り
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
よ
く
見
つ
め
ま

す
。怒

り
の
根
源
は
自
分
の
思
い
違
い
や
、
自
分
と
他
者
の

苦
し
み
の
理
解
不
足
で
あ
り
得
る
こ
と
を
心
に
と
め
て
お

き
ま
す
。

自
分
や
他
者
の
苦
し
み
を
変
容
し
、
難
し
い
状
況
か
ら

抜
け
出
ら
れ
る
よ
う
な
話
し
方
、
深
く
聴
く
方
法
を
身
に

つ
け
ま
す
。

噂
話
や
葛
藤
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
言
葉
を
慎
み
ま
す
。

愛
と
喜
び
、
理
解
力
、
差
別
の
な
い
心
を
養
い
、
心
の

奥
底
に
あ
る
怒
り
、
暴
力
、
恐
れ
を
徐
々
に
変
容
す
る
よ

う
正
し
く
精
進
し
ま
す
。

こ
れ
が
で
き
れ
ば
人
間
関
係
の
ほ
と
ん
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

解
決
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

従
事
者
に
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
何
よ
り
も
の
癒

し
で
あ
る
。

 

⑤
心
と
体
の
健
康
と
癒
し

無
自
覚
な
消
費
に
よ
る
苦
し
み
に
気
づ
き
、
自
分
、
家

族
、
社
会
の
心
と
体
の
健
康
を
養
う
た
め
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
な
飲
食
と
消
費
を
心
が
け
ま
す
。

人
は
食
べ
物
だ
け
で
な
く
、
感
覚
、
意
志
、
意
識
か
ら

得
る
四
つ
の
栄
養
︵
四
食
︶
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
自
分
が
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
摂
取
し
て
い

る
か
を
深
く
見
つ
め
る
こ
と
を
身
に
つ
け
ま
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
飲
酒
、
薬
物
、
ま
た
は
有
害
無
益
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
、
電
子
ゲ
ー
ム
、
テ
レ
ビ
番
組
、

映
画
、
雑
誌
、
本
や
会
話
を
控
え
ま
す
。
過
去
へ
の
悲
し

み
や
後
悔
、
ま
た
は
、
今
、
心
が
欲
望
や
悩
み
や
心
配
事

に
囚
わ
れ
て
い
る
と
気
づ
い
た
ら
、
即
、
心
と
身
の
周
り

に
存
在
す
る
様
々
な
健
康
的
な
も
の
に
意
識
を
転
換
す
る

よ
う
練
習
し
ま
す
。

寂
し
さ
や
不
安
、
そ
の
他
の
苦
悩
を
紛
ら
わ
す
た
め
に

消
費
に
没
頭
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ビ
ー
イ
ン
グ
を
深
く
理
解
し
、
自
分
の
心
と

体
、
そ
し
て
、
家
族
、
社
会
、
地
球
の
集
合
意
識
の
健
康

と
幸
福
と
平
和
を
保
て
る
よ
う
に
消
費
す
る
よ
う
心
が
け

ま
す
。

こ
れ
は
統
合
医
療
に
も
つ
な
が
る
大
事
な
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
教
と
い
う
の
は
何
千
年
も
前
か
ら
健
康
法
と

い
う
も
の
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
に
た
だ
た
だ
畏
敬
を
感
じ

る
。
精
神
医
学
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま

だ
科
学
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
感
が
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
す
べ
て
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
も
中
道
の
考
え
か
ら
自
分
で
実
践
で
き
る
も
の
の
み
を
誓

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
患
者

も
診
て
い
る
た
め
自
分
も
断
酒
を
実
践
し
よ
う
と
ア
ル
コ
ー
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ル
を
断
つ
こ
と
を
誓
っ
た
が
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
る
の
は

家
族
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
た
め
暴
力
的
と
考
え
誓
わ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
い
の
ち
を
敬
う
こ
と
は
続
け
て
い
る
。

最
後
に

今
回
、
統
合
医
療
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
に
そ
の
枠
組
み

と
な
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
根

本
は
仏
陀
の
知
恵
で
あ
る
が
、
今
回
プ
ラ
ム
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

リ
ト
リ
ー
ト
を
通
じ
て
教
義
的
で
は
な
く
、
体
験
を
通
じ
て

実
感
、
理
解
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を

医
療
の
分
野
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
書
い
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
う
。

今
回
、
私
が
こ
の
研
究
に
招
か
れ
た
こ
と
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
。
一
つ
は
宗
教
が
開
か
れ
た
存
在
で
あ
る
た

め
に
招
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
教
が
宗
教
だ
け

に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
は
閉
じ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
、
そ
れ
こ

そ
霊
的
暴
力
に
な
り
か
ね
な
い
。
特
に
医
学
か
ら
離
れ
た
行

為
は
命
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
昨
今
の
代
替
医
療
の
死
亡
事

件
で
も
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一

四
世
も
﹁
崇
敬
す
る
仏
陀
の
言
葉
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

だ
け
で
そ
の
教
え
を
真
実
と
思
い
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
仏

陀
の
教
え
も
道
理
に
も
と
づ
い
て
考
察
し
、
各
自
で
実
践
し

て
み
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る15

﹂
と
盲
信
を
禁
じ
、
さ
ら
に
科

学
的
な
検
証
も
勧
め
て
い
る
。
つ
ま
り
医
学
と
の
つ
な
が
り

を
保
ち
、
科
学
的
な
検
証
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
責
務

と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
今
回
の
経
験
の
よ
う
に
宗
教
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
双
方
向
性
の
気
づ

き
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
負
の
感
情
の
浄
化
と
霊
的

暴
力
の
予
防
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。
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。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
未
来
の
医
療
の
展
望
を
記
す
。
そ
の
と
き
に
、

医
療
の
歴
史
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
心
身
変
容
技
法
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
を
展
望
し
た
い
。

自
分
は
大
学
病
院
で
循
環
器
内
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
現
代
の
医
療
制
度
で
は
医
師
国
家
試
験
も
ふ
く
め
、
西

洋
医
学
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
治
以
降
の

こ
と
で
あ
る
。
明
治
以
前
に
は
多
様
な
医
療
が
同
時
に
存
在

し
て
い
た
。

自
分
は
東
大
医
学
部
の
学
生
時
代
か
ら
、
西
洋
医
学
だ
け

で
は
な
く
、
伝
統
医
療
や
民
間
医
療
、
補
完
代
替
医
療
に
も

広
く
興
味
を
持
っ
た
。
心
や
体
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

包
括
的
に
学
ぶ
こ
と
が
医
学
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
ま

た
、
大
学
時
代
に
哲
学
を
学
ん
で
い
た
時
に
も
同
様
の
こ
と

を
感
じ
た
。
西
洋
哲
学
は
基
本
的
に
は
言
語
哲
学
が
主
だ
が
、

東
洋
哲
学
や
東
洋
思
想
は
、
瞑
想
や
座
禅
な
ど
の｢

行｣

と

呼
ば
れ
る
身
体
技
法
が
、
哲
学
や
思
想
と
分
か
ち
が
た
く
結

び
つ
い
て
い
る
。
心
に
対
す
る
知
恵
は
西
洋
哲
学
や
西
洋
心

理
学
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
が
、
体
に
対
す
る
深
い

知
恵
は
東
洋
思
想
か
ら
多
く
の
こ
と
を
得
た
。
自
分
は
幼
少

時
に
体
が
弱
か
っ
た
が
、
こ
の
個
人
の
病
気
の
体
験
が
医
学

の
道
を
志
す
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
体
に
対
す

る
深
い
知
恵
を
得
る
こ
と
は
切
実
で
あ
り
、
そ
こ
に
偏
見
や

先
入
観
は
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

医
療
や
医
学
は
、
人
間
や
自
然
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

来
は
豊
か
で
多
様
な
も
の
だ
。
そ
し
て
、
誰
か
困
っ
て
い
る

人
の
役
に
立
ち
た
い
、
と
い
う
切
実
で
素
直
な
思
い
か
ら
発

露
し
、
実
際
的
で
実
用
的
な
側
面
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の

だ
と
思
う
。
人
の
体
や
心
は
古
代
か
ら
そ
う
大
き
く
は
変
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。

た
だ
、
現
在
の
西
洋
医
学
の
現
場
で
は
、
そ
の
よ
う
な
広

い
観
点
か
ら
医
学
が
学
ば
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
現
代
医
療

の
大
き
な
盲
点
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
。

研
修
医
に
な
っ
て
か
ら
は
、
医
療
現
場
で
西
洋
医
学
を

日
々
真
面
目
に
学
ん
だ
。
机
上
の
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
実

技
と
し
て
の
医
療
は
現
場
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
多
い
。

多
様
な
背
景
を
持
つ
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
や
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
も
医
療
の
現
場
で
は
か
な
り
大
き
な
部
分

を
占
め
た
。
そ
の
た
め
心
理
学
や
対
話
の
技
術
も
独
学
を
続

け
た
。
自
分
は
急
性
期
医
療
を
専
門
と
し
、
そ
の
な
か
で
も

心
臓
を
専
門
と
す
る
循
環
器
内
科
を
選
択
し
た
。
緊
急
治
療

も
多
い
た
め
、
二
四
時
間
三
六
五
日
、
お
盆
も
正
月
も
関
係

な
く
懸
命
に
臨
床
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。

現
場
で
出
会
う
症
例
と
真
面
目
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
西
洋
医
学
だ
け
で
は
扱
え
な
い
領
域
も
多
々
経
験
し

た
。
体
を
主
に
扱
っ
て
い
る
が
、
体
に
触
れ
る
こ
と
は
同
時

に
心
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
心
に
触
れ
る
こ
と
は
同
時
に

体
に
触
れ
る
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
体
と
心
は
同

じ
事
柄
の
異
な
る
現
象
︵
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
︶
の
よ
う
な
も

の
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
自
分
は
学
生
時

未
来
の
医
療
と
身
心
変
容

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
臨
床
学

稲
葉
俊
郎

医
師
・
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
循
環
器
内
科
助
教
／
未
来
医
療
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代
も
医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る
代
替
医
療
、
民
間

医
療
、
統
合
医
療
と
さ
れ
る
も
の
を
気
の
向
く
ま
ま
に
勉
強

し
続
け
た
。
患
者
さ
ん
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

学
ぶ
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
医
療
の
枠
内
だ
け
と
は
限
ら

な
い
。
人
の
体
や
心
、
命
を
成
立
さ
せ
て
い
る
も
の
へ
の
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
し
、
生
に
関
す
る
も
の

だ
け
で
は
な
く
死
に
関
し
て
も
深
く
洞
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
衣
・
食
・
住
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
や
芸
術
や
歴

史
や
民
俗
学
や
文
化
な
ど
様
々
な
領
域
か
ら
の
分
野
や
手
法

を
超
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。
そ
れ
は
、
日
常
の
生
活
、

生
老
病
死
の
人
生
プ
ロ
セ
ス
、
自
然
と
人
間
、
人
類
、
命
、
と

い
う
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
広
範
囲
な
視
野
の
中
で
医
療

が
存
在
し
て
お
り
、
包
括
的
な
視
点
が
欠
け
て
し
ま
う
と
い

つ
ま
で
も
部
分
的
で
局
所
的
な
キ
ュ
ア
や
ケ
ア
に
留
ま
る
と

感
じ
た
か
ら
だ
。

現
代
医
療
や
現
代
科
学
の
枠
の
中
で
理
解
不
能
と
さ
れ
て

い
る
事
柄
は
、
医
療
の
枠
組
み
や
定
義
が
狭
い
こ
と
も
一
因

だ
。
枠
組
み
自
体
が
狭
い
と
枠
内
で
は
理
解
不
能
に
な
る
が
、

枠
自
体
を
拡
張
さ
せ
る
と
、
も
っ
と
広
く
深
い
理
解
へ
至
る

こ
と
が
で
き
る
。

﹁
医
療
﹂
の
枠
組
み
や
定
義
を
狭
く
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
み

出
る
も
の
を
見
な
い
ふ
り
を
す
る
よ
り
も
、﹁
医
療
﹂
の
枠
組

み
や
定
義
を
も
っ
と
自
由
に
拡
張
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
は
解
決
で
き
る
は
ず
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
、
他
の
領
域
と
の
協
力
が
必
要
に
な
る
。
今
は
専
門
分
化

が
極
限
ま
で
行
き
つ
き
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
専
門
分
化

し
て
い
っ
た
の
か
を
忘
れ
て
し
ま
う
状
態
に
い
る
の
だ
と
思

う
。

西
洋
医
学
と
非
西
洋
医
学

―
戦
い
と
調
和

立
派
な
医
者
は
、
病
気
を
治
療
す
る
と
き
、
必
ず
精
神

を
安
ら
か
に
し
て
確
固
た
る
志
を
持
ち
、
何
も
欲
せ
ず
何

も
求
め
ず
、
ま
ず
仏
の
よ
う
に
広
大
な
慈
悲
と
憐
憫
の
心

を
持
ち
、
霊
魂
あ
る
者
の
病
疾
を
救
お
う
と
請
願
す
べ
き

で
あ
る
。

も
し
も
病
気
や
災
難
の
た
め
に
来
て
救
い
を
求
め
る
者

が
あ
っ
た
ら
、
相
手
が
貴
い
身
分
の
者
か
賤
し
い
者
か
、
金

持
ち
か
貧
し
い
者
か
、
年
齢
や
美
醜
、
恨
み
の
あ
る
者
か

親
し
い
者
か
、
善
人
か
道
に
外
れ
た
者
か
、
中
央
の
者
か

異
民
族
や
蛮
族
の
者
か
、
愚
者
か
智
者
か
を
問
題
に
す
る

な
。全

て
の
も
の
を
差
別
せ
ず
、
皆
、
親
が
子
を
思
う
よ
う

に
せ
よ
。 

︵﹃
医
心
方1

﹄︶

西
洋
医
学
と
非
西
洋
医
学
を
学
ぶ
過
程
で
、
表
面
の
違
い

で
は
な
く
共
通
す
る
本
質
を
こ
そ
学
び
た
い
と
思
っ
た
。
そ

の
結
果
、
西
洋
医
学
と
非
西
洋
医
学
と
で
は
、
そ
も
そ
も
体

の
捉
え
方
や
向
か
う
方
向
性
が
違
う
の
だ
と
気
づ
い
た
。
そ

れ
は
ど
ち
ら
が
い
い
と
か
悪
い
と
か
い
う
問
題
で
は
な
く
、
ど

ち
ら
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
選
択
の
問
題
だ
。

西
洋
医
学
で
は
﹁
病
﹂
を
定
義
す
る
。﹁
病
﹂
を
扱
う
か
ら

﹁
病
院
﹂
と
い
う
名
前
に
な
る
。
そ
こ
で
は
﹁
病
﹂
は
悪
い
も

の
と
さ
れ
る
。
病
は
侵
略
者
で
あ
り
悪
の
存
在
な
の
だ
。
理

由
は
ど
う
あ
れ
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
、
戦
お
う
と
す

る
。﹁
病
﹂
は
国
境
線
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
存
在
で
あ
り
、

倒
す
べ
き
相
手
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
分
は
善
で
あ
り
、
相

手
は
悪
で
あ
る
。
そ
う
い
う
考
え
の
も
と
に
治
療
方
針
は
組

み
立
て
ら
れ
る
。﹁
病
﹂
が
目
の
前
か
ら
い
な
く
な
れ
ば
、
そ

れ
は
﹁
体
﹂
と
い
う
戦
場
で
戦
争
に
勝
利
し
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
こ
の
発
想
で
は
い
つ
ま
で
も
﹁
病
﹂
と
闘
い
続
け

る
必
要
が
あ
る
。﹁
病
﹂
を
生
み
だ
し
た
の
も
、
起
き
て
い
る

舞
台
も
自
分
自
身
な
の
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
内
部
で

の
戦
い
は
終
わ
ら
な
い
。
自
分
の
体
を
戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
た
め
、
自
分
の
体
は
い

つ
ま
で
も
紛
争
地
帯
の
戦
場
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
発
想

で
は
、
な
ぜ
病
が
生
ま
れ
た
の
か
、
病
は
そ
も
そ
も
何
を
訴

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
相
手
の
声
に
静
か
に
耳
を

傾
け
、
対
話
す
る
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
い
。

医
療
現
場
で
は
、
こ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
、
大

き
な
限
界
が
あ
る
こ
と
も
感
じ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
病
に

勝
利
し
表
面
で
は
見
え
な
く
な
っ
て
も
、
根
本
原
因
が
変
化

し
て
い
な
け
れ
ば
ま
た
別
の
形
で
何
度
も
現
れ
て
く
る
こ
と

を
日
々
経
験
し
て
い
た
か
ら
だ
。

一
方
、
心
や
体
の
こ
と
を
学
び
、
医
療
の
歴
史
を
学
ぶ
過

程
で
、
西
洋
医
学
よ
り
も
歴
史
の
長
い
非
西
洋
医
学
と
し
て

の
伝
統
医
療
や
民
間
医
療
で
は
、
そ
も
そ
も
ま
っ
た
く
別
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
心
や
体
へ
対
応
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

伝
統
医
療
な
ど
の
非
西
洋
医
学
で
は
﹁
健
康
﹂
を
最
初
に

決
め
る
。
自
分
が
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
き
た
い
か
、
そ
の
目

的
地
を
最
初
に
決
め
る
の
だ
。
次
は
、
そ
こ
へ
向
け
て
い
ま

何
が
で
き
る
か
を
主
体
的
に
考
え
、
自
分
が
主
役
と
な
り
自

分
自
身
の
心
や
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。﹁
健

康
﹂
と
は
﹁
調
和
﹂
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ま

現
在
の
状
態
が｢

不
調
和｣

か
﹁
調
和
﹂
な
の
か
を
、
心
や

体
と
対
話
し
て
い
く
。
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
よ
く
考
え
、

よ
く
対
話
し
て
深
い
理
解
に
至
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
細

か
い
﹁
病
名
﹂
は
重
要
で
は
な
く
、
い
か
に
し
て
自
分
自
身

に
と
っ
て
の
調
和
や
バ
ラ
ン
ス
を
全
体
的
に
獲
得
し
て
い
く

か
、
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
心

や
体
に
最
大
限
の
尊
重
を
払
い
な
が
ら
、
そ
の
人
に
と
っ
て

の
調
和
を
人
生
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
焦
ら
ず
実
現
し
て
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い
く
。
こ
う
い
う
考
え
方
で
は
、
心
や
体
を
﹁
調
和
の
場
﹂

と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
心
は
意
識
と
無
意
識
︵
表
層
意
識
と
深
層
意
識
︶
と

が
、
互
い
に
相
補
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
合
い
、
全
体
と
し

て
の
調
和
を
取
り
続
け
て
い
る
し
、
体
は
六
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
︵
六
〇
兆
︶
個
の
多
細
胞
の
集
ま
り
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
は
一
瞬
一
瞬
休
み
な
く
調
和
へ
向
け
て
協

力
し
て
い
る
。

西
洋
医
学
の
発
想
の
よ
う
に
、
病
を
悪
い
も
の
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
も
の
と
一
面
的
に
捉
え
る
考
え
方
は
、
現
代
で
は
よ

り
強
化
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
は
病
の
持

つ
プ
ラ
ス
の
側
面
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。

﹁
病
は
善
知
識
と
喜
ぶ
﹂�

︵﹃
一
向
上
人
伝
﹄
巻
四
︶

﹁
我
苦
痛
に
依
り
て
深
く
菩
提
を
求
む
﹂

�

︵﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻
二
︶

﹁
病
即
菩
提
﹂﹁
悟
る
こ
と
ま
さ
に
病
に
あ
る
べ
し
﹂

�

︵﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
八
︶

﹁
病
に
よ
り
て
道
心
は
を
こ
り
候
﹂

�

︵
建
治
元
年
日
蓮
書
状2

︶

歴
史
に
目
を
向
け
る
と
、
過
去
に
は
も
っ
と
広
い
視
野
で

体
や
心
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
体
や
自
然
の
捉
え
方
も
変
化
し
て

い
る
が
、
前
提
は
疑
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
前
提
に

発
想
自
体
が
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
け
な
く
な
る
。

医
療
も
不
自
由
に
な
り
、
引
き
ず
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

西
洋
医
学
と
非
西
洋
医
学
で
は
、
体
や
心
に
対
す
る
前
提

と
な
る
捉
え
方
・
考
え
方
が
違
う
が
、
非
西
洋
医
学
や
伝
統

医
療
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、﹁
病
と
闘
う
﹂
た
め
に
使
う
と
、
西

洋
医
学
と
同
じ
土
俵
に
乗
る
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の
は
、わ

た
し
た
ち
が
体
や
心
と
い
う
場
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
接
し

て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
手
段
は
本
質
で
は
な
い
。

生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
起
き
て
い
る
時
も
寝
て
い
る
時

も
常
に
働
き
続
け
て
く
れ
て
い
る
こ
の
自
分
の
体
や
心
を
、
ど

う
捉
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
医
療
の
あ
り
方
と
も
大

き
く
関
連
し
て
い
る
。

「
病
院
」の
流
れ

医
師
は
自
ら
の
天
職
を
よ
く
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

ひ
と
た
び
こ
の
職
務
を
選
ん
だ
以
上
、

も
は
や
医
師
は
自
分
自
身
の
も
の
で
は
な
く
、
病
め
る
人

の
も
の
で
あ
る
。

も
し
そ
れ
を
好
ま
ぬ
な
ら
、
他
の
職
業
を
選
ぶ
が
よ
い
。

�

︵
ポ
ン
ペPom

pe

3

︶

未
来
の
日
本
の
医
療
を
考
え
る
時
に
、
そ
も
そ
も
日
本
の

﹁
病
院
﹂
は
ど
の
よ
う
に
で
き
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

﹁
病
院
﹂
と
い
う
施
設
が
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
明
治
以
降
で
あ
る
。
小
規
模
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た

が
、
現
代
に
つ
な
が
る
﹁
病
院
﹂
の
よ
う
な
大
規
模
な
施
設

は
比
較
的
最
近
の
も
の
だ
。﹁
病
院
﹂
と
い
う
言
葉
自
体
は
、

江
戸
時
代
の
医
者
・
戯
作
者
・
蘭
学
者
で
あ
る
森
島
中ち

ゅ
う

良
り
ょ
う

︵
宝
暦
六
︿
一
七
五
六
﹀
―文
化
七
︿
一
八
一
〇
﹀︶
が
、﹃
紅
毛

雑
話
﹄︵
一
七
八
七
年
︶
の
中
で
、﹁Z

iekenhuis
﹂
を
病
院
と

訳
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

﹁
病
院
﹂
と
い
う
訳
語
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
各
地
に
病
院
が

で
き
る
ま
で
に
約
一
世
紀
も
か
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事
情

は
病
院
の
発
達
と
関
連
が
あ
る4

。

江
戸
時
代
の
医
療
事
情
を
例
に
し
て
考
え
て
み
る
と
、
病

院
に
は
四
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
貧
民
救
済
の
た
め
の
無
料

施
設
と
し
て
の
病
院
、
外
国
人
教
師
に
よ
る
西
洋
医
学
教
育

の
場
と
し
て
の
病
院
、
戦
争
に
よ
る
負
傷
者
の
軍
陣
病
院
、
そ

し
て
私
立
病
院
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
い
こ
う
。

江
戸
時
代
に
は
、
病
院
は
小
石
川
養
生
所
の
ほ
か
、
数
え

る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
小
石
川
養
生
所
は
享
保
七
年
︵
一

七
二
二
︶
に
貧
民
の
た
め
の
無
料
の
医
療
施
設
と
し
て
生
ま

れ
た
。
当
時
、
一
般
市
民
が
入
院
・
治
療
を
受
け
る
場
所
は

皆
無
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
医
療
は
往
診
を
主
と
し

て
お
り
、
家
族
や
共
同
体
の
自
宅
内
で
の
介
護
が
前
提
だ
っ

た
。
た
だ
、
様
々
な
事
情
で
独
り
身
の
者
も
い
た
た
め
、
徳

川
吉
宗
の
享
保
の
改
革
に
始
ま
り
、
幕
末
ま
で
貧
民
救
済
施

設
と
し
て
機
能
し
た
。
ま
た
、
こ
の
施
設
は
小
石
川
薬
園
︵
現

在
の
小
石
川
植
物
園
︶
内
に
開
設
さ
れ
て
い
た
。

病
院
の
二
つ
目
の
流
れ
と
し
て
は
、
安
政
四
年
︵
一
八
五

七
︶、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
伝
え
に
や
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
海
軍

の
軍
医
で
あ
る
ポ
ン
ぺ︵J. I. C

. Pom
pe van M

eerdervoort, 1829-

1908

︶
が
、
長
崎
に
て
洋
式
の
近
代
型
病
院
を
作
っ
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
。
長
崎
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
。
こ
の
施

設
は
、
蘭
学
の
臨
床
実
習
の
場
で
も
あ
っ
た
。
安
政
五
年︵
一

八
五
八
︶
に
は
コ
レ
ラ
大
流
行
も
あ
り
、
病
院
建
築
の
反
対

を
抑
え
て
建
設
さ
れ
た
。
小
石
川
養
生
所
は
無
料
だ
っ
た
が
、

こ
の
長
崎
養
生
所
は
有
料
で
あ
り
、
料
金
に
関
す
る
当
時
の

養
生
所
規
則
が
、
そ
の
後
の
日
本
の
病
院
規
則
の
モ
デ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
長
崎
養
生
所
は
、
実
際
に
は
高
級
武
士

や
裕
福
な
町
人
、
往
来
す
る
外
国
人
の
入
院
・
治
療
が
中
心

で
、
一
般
の
人
に
は
近
づ
き
に
く
い
も
の
だ
っ
た
。
貧
困
者

を
救
済
し
、
慈
愛
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
病
院
や
、
小
石
川
養
生
所
の
よ
う
な
面
影
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
西
洋
式
病
院
は
、
最
高
水
準
の
医
療
︵
最
先
端

の
蘭
学
︶
を
行
う
場
所
と
し
て
発
足
し
、
病
院
こ
そ
が
最
高

の
医
療
機
関
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
病
院
の
特
色
の
原
型
が
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つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
、
日
本
で
最
初
の
西
洋
式

病
院
は
、
そ
れ
か
ら
三
〇
〇
年
前
の
弘
治
三
年
︵
一
五
五
七
︶

に
、
豊
後
府
内
︵
大
分
︶
領
主
で
あ
る
大
友
義
鎮
の
援
助
を

受
け
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
あ
る
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル

メ
イ
ダ︵Luís de A

lm
eida, 1525-1583

︶が
設
立
し
て
い
る
。
医

師
で
も
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ア
ル
メ
イ
ダ
が
外
科
を
担

当
し
、
日
本
人
医
師
キ
ョ
ウ
ゼ
ン
・
パ
ウ
ロ
が
内
科
、
後
に

ミ
ゲ
ル
・
内
田
ト
メ
ー
が
漢
方
医
学
で
診
療
を
行
っ
た
。
た

だ
、
入
院
病
床
が
一
六
人
と
い
う
小
規
模
な
医
療
施
設
で
あ

り
、
三
〇
年
後
の
天
正
一
四
年
︵
一
五
八
六
︶
に
、
島
津
軍
が

大
友
軍
を
破
り
府
内
を
占
領
し
た
際
に
病
院
は
焼
失
し
た
。

三
つ
目
の
病
院
の
流
れ
は
、
戊
辰
戦
争5
︵
慶
応
四
年
／
明
治

元
年
︿
一
八
六
八
﹀
～
明
治
二
年
︿
一
八
六
九
﹀︶
の
と
き
に
負

傷
兵
の
た
め
に
で
き
た
軍
陣
病
院
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
最

大
規
模
の
も
の
が
、
東
京
下
谷
和
泉
橋
の
藤
堂
邸
跡
に
建
て

ら
れ
た
﹁
大
病
院
﹂
で
あ
っ
た
。
英
国
公
使
館
付
き
医
師
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
︵W

illiam
 W

illis, 1837-1894

︶
が
治

療
を
指
導
し
た
。
ま
た
、
有
栖
川
宮
の
率
い
る
東
征
軍
は
、
は

じ
め
重
症
者
を
江
戸
赤
羽
根
の
有
馬
邸
に
集
め
た
が
、
ウ
ィ

リ
ス
が
公
使
パ
ー
ク
ス
の
病
気
の
子
息
を
預
か
り
横
浜
を
離

れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
横
浜
脩
文
館
に
は
じ
め
て
軍
陣
病

院
が
創
設
さ
れ
た
。
当
時
は
、
開
国
に
よ
り
諸
外
国
の
見
た

こ
と
の
な
い
病
気
が
流
行
す
る
と
さ
れ
、
外
国
人
教
師
を
雇

っ
て
い
た
。
病
人
は
貴
賤
に
関
係
な
く
受
診
す
る
よ
う
に
、
と

さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
入
院
費
は
高
額
で
あ
り
、
一
般
人

に
は
縁
の
な
い
病
院
と
し
て
始
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
、
明
治

政
府
が
そ
の
後
ド
イ
ツ
医
学
を
採
用
し
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス

人
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ス
は
辞
任
し
た
。

四
つ
目
の
流
れ
と
し
て
、
上
記
三
つ
の
流
れ
を
補
完
す
る

た
め
に
貧
民
救
済
を
主
目
的
と
し
た
有
料
受
診
の
私
立
病
院

の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。
蘭
方
医
で
あ
る
佐
藤
尚た

か

中な
か

︵
文
政
一

〇
︿
一
八
二
七
﹀
―明
治
一
五
︿
一
八
八
二
﹀︶
は
、
明
治
五
年

︵
一
八
七
二
︶、
佐
々
木
東
洋
ら
と
と
も
に
日
本
初
の
私
立
病

院
﹁
博
愛
舎
﹂
を
設
立
、
こ
れ
が
順
天
堂
医
院
開
設
へ
と
つ

な
が
る
。
後
の
順
天
大
学
医
学
部
で
あ
る
。
当
時
は
私
立
病

院
こ
そ
が
、
本
来
の
病
院
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
病
院
は
江
戸
後
半
か
ら
明
治
以
降

に
急
速
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
在
宅
往

診
や
共
同
体
、
も
し
く
は
民
間
医
療
、
療
術
、
加
持
祈
禱
な

ど
含
め
様
々
な
手
段
に
よ
り
、
医
療
は
実
地
で
行
わ
れ
て
き

た
。
一
六
世
紀
に
日
本
へ
渡
来
し
た
南
蛮
人
︵
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
・
ス
ペ
イ
ン
人
︶
の
伝
え
た
南
蛮
医
学
も
、
江
戸
時
代
初
期

に
蘭
学
を
伝
え
た
紅
毛
人
︵
オ
ラ
ン
ダ
人
・
イ
ギ
リ
ス
人
︶
の

紅
毛
外
科
も
、
い
ず
れ
も
戦
争
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
外
科

学
や
外
傷
学
を
得
意
と
し
て
お
り
、
戊
辰
戦
争
を
契
機
と
し

た
軍
陣
病
院
も
含
め
、
戦
争
の
影
か
ら
日
本
の
病
院
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
病
院
と
い
う
施
設
は
﹁
病
﹂
を
扱
う
施
設
で
あ
る

た
め
、
あ
く
ま
で
も
﹁
病
﹂
の
概
念
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難

し
い
。
そ
こ
は
、
あ
く
ま
で
も
﹁
病
﹂
を
除
去
し
、
追
い
出

す
た
め
の
急
性
期
の
施
設
で
あ
っ
た
。

芸
能・芸
術
の
本
質

︵
第
五
︶
奥

お
う
ぎ
に
さ
ん
た
ん
し
て
い
わ
く

儀
讃
歎
云

︵
秘
︶
儀
に
云
は
く
、﹁
そ
も
そ
も
、
藝
能
と
は
、
諸
人

の
心
を
和
げ
て
、
上
下
の
感
を
な
さ
ん
事
、
壽
福
増
長
の

基
、
遐か

齢れ
い

・
延え

ん

年ね
ん

の
法
な
る
べ
し
。
極
め
極
め
て
は
、
諸

道
悉こ

と
ご
とく
、
壽
福
延
長
な
ら
ん
﹂
と
な
り
。

 

︵
世
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で
は
、
過
去
の
日
本
の
医
療
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
医
療
の
歴
史
が
書
か
れ
た
本
を
読
む

と
、
日
本
の
医
療
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
は
な
く
、
本
格
的

な
医
療
は
、
仏
教
伝
来
と
と
も
に
仏
教
医
学
や
中
国
医
学
が

渡
っ
て
き
て
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
仏
教
は
イ
ン
ド
で

ブ
ッ
ダ
が
創
始
し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
に
は
生
命
の
哲

学
・
医
学
と
し
て
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
が
源
流
と
し
て
あ

る
。
イ
ン
ド
医
学
︵
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
︶、
中
国
医
学
︵
仏

教
医
学
︶、
南
蛮
医
学
、
蘭
学
、
ド
イ
ツ
医
学
、
ア
メ
リ
カ
医

学
な
ど
、
日
本
の
医
学
は
海
外
の
も
の
を
受
動
的
に
取
り
入

れ
て
き
た
歴
史
で
あ
る
と
い
う
（
図
1
）。

7

た
だ
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
自
分
は
疑

問
に
思
っ
て
い
た
。
最
先
端
の
科
学
技
術
を
と
も
な
う
医
療

現
場
で
働
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
温
故
知
新
を
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
、
古
代
の
医
療
か
ら
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
心

や
体
の
本
質
を
こ
そ
学
び
た
い
と
思
い
続
け
て
き
た
か
ら
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、﹃
万
葉
集
﹄
や
﹃
古
事
記
﹄
や
﹃
医
心
方
﹄
を

は
じ
め
と
す
る
古
典
の
世
界
を
読
み
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
今

ま
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

日
本
は
心
や
体
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
、
医
療
の
次

元
で
は
な
く
﹁
道
﹂
や
﹁
美
﹂
と
い
う
次
元
へ
と
高
め
て
き

た
文
化
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。﹁
病
﹂
を
治
す
・
治
さ
れ
る
、
と
い
う
発
想
で
心
や
体

を
捉
え
続
け
る
限
り
、﹁
病
﹂
と
永
遠
に
戦
い
続
け
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
の
体
を
戦
場
と
み
な
す
こ
と
で
あ
り
、

戦
争
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
体
の
現
象
を
捉
え
続
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
は
戦
争
や
戦
い
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

日
本
の
文
化
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
く
、
心
や
体
を
調

和
の
場
で
あ
る
と
捉
え
、
心
や
体
に
関
す
る
事
柄
を
﹁
道
﹂

や
﹁
美
﹂
と
い
う
調
和
の
次
元
へ
と
高
め
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
能
楽
、
狂
言
、
歌
舞
伎
、
人
形
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浄
瑠
璃
、
和
歌
、
舞
踊
、
雅
楽
、
工
芸
、
民
藝
、
華
道
、
茶

道
、
書
道
、
香
道
、
武
道
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
伝
統
や
美
の
領

域
へ
と
多
様
化
し
発
展
し
て
い
っ
た
。﹁
道
﹂
や
﹁
美
﹂
と
い

う
調
和
の
場
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
、
体
や
心
は
お
の
ず
か

ら
整
っ
て
い
く
。
結
果
と
し
て
病
気
が
よ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
し
、
た
と
え
病
気
が
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
心
や
体
と
の
よ
り
よ
い
共
存
・
共
生
関
係
に
至
る
こ
と

が
で
き
る
。
病
気
と
い
う
概
念
よ
り
も
、
自
分
が
調
和
の
状

態
な
の
か
、
不
調
和
な
状
態
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
重
要

な
の
だ
。

未
来
の
医
療
を
構
想
す
る
に
は
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
必
要
が

あ
る
。
人
間
も
生
命
も
、
遥
か
な
る
時
の
流
れ
の
中
で
生
ま

れ
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
歴
史
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
古
代
の
日
本
の
医
療
は
、
芸
術
や
﹁
道
﹂
や
﹁
美
﹂
の

世
界
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分
は
思
っ

た
。
美
の
世
界
の
中
で
、
心
や
体
の
問
題

は
深
く
追
求
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

世
阿
弥
は
﹃
風
姿
花
伝
﹄
の
中
で
芸
能

の
定
義
を
述
べ
て
い
る
。

そ
も
〳
〵
、
藝
能
と
は
、
諸
人
の
心

を
和
げ
て
、
上
下
の
感
を
な
さ
ん
事
、
壽

福
増
長
の
基
、
遐か

齢れ
い

・
延え

ん

年ね
ん

の
法
な
る

べ
し
。
極
め
〳
〵
て
は
、
諸
道
悉こ

と
ご
とく
、

壽
福
延
長
な
ら
ん8

。

訳
し
て
み
る
と
﹁
そ
も
そ
も
、
芸
能
と

は
、
み
ん
な
の
心
を
柔
ら
か
く
和や

わ
らげ
て
、
上

や
下
な
ど
と
い
う
考
え
か
ら
自
由
に
な
っ

て
、
寿
や
福
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
長
く

し
て
、
寿
命
も
長
く
延
ば
し
て
人
生
を
重

ね
て
い
く
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。
す
べ

て
の
道
は
、
極
め
る
と
す
べ
て
同
じ
こ
と

で
す
。
寿
や
福
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
長

く
し
て
い
く
も
の
な
の
で
す
﹂。

こ
れ
は
、
芸
能
の
定
義
で
あ
る
と
同
時

に
、
医
療
の
本
質
を
表
現
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。﹁
芸
能
﹂
の
部
分
を

﹁
医
療
﹂
に
入
れ
替
え
て
も
そ
っ
く
り
こ
の

文
章
は
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
古
来
に

芸
能
・
芸
術
と
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
体

や
心
を
総
合
的
に
扱
う
も
の
と
し
て
医
療

鍼灸
道教医学

アラビア系

ヒポクラテス
BC460-370

ガレノス
129-200 

（アスクレピオス信仰
神殿医療） 

ユ
ナ
ニ
医
学

＊『
医
学
典
範
』

西
洋
医
学

ハ
タ・ヨ
ー
ガ

＊『
ヨ
ー
ガ
・ス
ー
ト
ラ
』

＊『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

＊『
チ
ュ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

ア
ー
ユ
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ヴ
ェ
ー
ダ
の
確
立

＊『
ス
シ
ュ
ル
タ・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

脈
診
の
導
入

ギ
リ
シ
ア
医
学

（未来の医療　多様性と調和） 

漢方医学の
弾圧

（腹診の導入）

金元医学
（理論＋臨床）

中
医
学

気
功
医
療

西
洋
医
学

鍼
灸
・
按
摩

後世派

古方派

漢
方

田代三喜
曲直瀬道三 

中国医学の
伝来

中国医学の
確立

養生法
（導引・按摩・食養・房中術）

＊『黄帝内経』
本草学

湯液（漢方）

＊『神農本草経』

＊『傷寒論』

仏教 

（脈診の確立） 

＊『
医
心
方
』

＊『
大
同
類
聚
方
』

＊『
註
解
傷
寒
論
』

＊『
本
草
網
目
』

＊『
四
部
医
典
』

チ
ベッ
ト
医
学

モ
ン
ゴ
ル
医
学

錬
丹
術
の
隆
盛

仏教
医学

ヨーガ
（yoga）

シッダ医学

古典ヨーガ

ルネサンス
（14-16C）

望遠鏡・顕微鏡
→（自然科学）

アーユルヴェーダ 
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図1　世界の医学の流れ（『東洋医学の本』学研、2001年などを参考に作成）
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の
世
界
を
包
括
し
て
お
り
、
予
防
医
学
・
養
生
法
の
よ
う
な

医
学
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
人
を
健
康
に
し
、
調
和
の
状
態
に
す
る
の
が
医

療
の
本
質
で
あ
る
か
ら
だ
。
病
気
は
よ
く
な
る
場
合
も
あ
る

し
、
よ
く
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
先
天
的
な
病
気
は
、
そ

の
人
と
一
体
と
な
り
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
病
気
を
よ
く
す
る
こ
と
に
固
執
す
る
よ
り
も
、
そ

の
人
の
全
体
の
調
和
を
大
切
に
し
、
よ
り
よ
い
人
生
や
そ
の

人
ら
し
い
人
生
を
歩
む
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
、
医
療
の

本
質
で
あ
る
と
自
分
は
思
う
。

戦
い
に
よ
っ
て
物
事
を
解
決
す
る
の
が
、﹁
命
﹂
の
本
質
で

は
な
い
。
世
阿
弥
を
は
じ
め
、
古
典
や
伝
統
芸
能
と
さ
れ
る

世
界
に
生
き
て
き
た
先
人
た
ち
は
、
体
や
心
を
本
質
的
に
真

剣
に
追
求
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
医
療
を
も
包
括

的
に
包
み
込
ん
だ
芸
能
と
い
う
一
つ
の
宇
宙
を
作
り
上
げ
て

い
っ
た
の
だ
と
思
う
。

す
ぐ
れ
た
芸
術
は
医
療
的
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
医
療
は
芸

術
的
で
あ
る
と
思
う
。
美
も
医
も
、
本
質
的
に
は
同
じ
と
こ

ろ
か
ら
発
し
て
お
り
、
そ
れ
は
自
分
も
周
り
も
、
ひ
い
て
は

社
会
全
体
を
幸
せ
に
す
る
た
め
の
手
段
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

人
の
心
や
体
、
健
康
や
幸
せ
を
狭
い
医
療
の
枠
内
だ
け
で

捉
え
て
い
る
と
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
そ
の
枠
内
で

い
ろ
い
ろ
な
物
事
を
合
理
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
か
ら
だ
。

も
っ
と
他
の
分
野
に
目
を
向
け
て
、
深
い
本
質
で
は
同
じ
こ

と
を
目
ざ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
互
い
に
学
び
合
い

教
え
合
う
の
は
大
切
な
こ
と
だ
。

芸
術
と
医
療
―
意
識
の
階
層
構
造

音
楽
に
理
解
は
い
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
体
験
し
か
な
い
。

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
芝
居
を
見
に
行
っ
た
と
す
る
、
そ
の

と
き
も
で
す
。

私
は
決
し
て
利
口
に
な
っ
て
帰
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
何
事
か
を
体
験
し
た
ん
で
す
。
す
べ
て
の
芸
術
に
言

え
る
こ
と
で
す
。

本
物
の
芸
術
で
は
、
人
は
教
訓
な
ど
受
け
な
い
も
の
で

す
。
前
よ
り
利
口
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
豊
か

に
な
っ
た
の
で
す
。

私
の
中
の
何
か
が
健
康
に
な
っ
た
の
で
す
。
秩
序
が
も

た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

お
よ
そ
現
代
文
学
で
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
芸

術
が
何
よ
り
も
治
癒
の
課
題
を
負
っ
て
い
る
、
と
い
う
点

で
す
。 

︵
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ9

︶

芸
術
と
医
療
と
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

芸
術
や
医
療
で
起
き
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
表
層
意
識
で
は
な

く
、
深
層
意
識
で
起
こ
る
プ
ロ
セ
ス
が
主
に
な
る
。
表
層
意

識
だ
け
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
﹁
よ
く
わ
か
ら
な
い
﹂
が
、

そ
れ
は
理
性
で
把
握
で
き
な
い
、
脳
が
言
語
的
に
合
理
化
で

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

心
理
学
で
も
哲
学
で
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
意
識
に
は
階

層
構
造
が
あ
る
。
哲
学
者
で
あ
り
言
語
学
者
で
も
あ
る
井
筒

俊
彦
が
﹃
意
識
と
本
質
﹄
で
そ
の
こ
と
を
深
く
思
索
し
て
い

る10

（
図
2
）。

深
層
意
識
は
そ
れ
自
体
多
層
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

現
代
の
言
語
学
は
、
表
層
世
界
の
下
に
潜
む
﹁
無
意
識

的
下
部
構
造
﹂
の
強
力
な
働
き
を
認
め
る
点
で
ユ
ン
グ
の

分
析
心
理
学
と
一
致
し
て
お
り
、﹁
深
層
意
識
は
象
徴
を
構

造
化
す
る
器
官
な
の
で
あ
っ
て
、
粗
大
な
物
質
的
世
界
が

こ
こ
で
神
話
と
詩
の
象
徴
的
世
界
に
変
成
す
る
﹂
と
す
る
。

 

︵
井
筒
俊
彦
﹃
意
識
と
本
質
﹄︶

井
筒
は
、
意
識
を
階
層
構
造
と
し
て
表
現
し
、
そ
の
本
質

に
迫
っ
た
。
そ
の
理
解
が
東
洋
と
西
洋
を
理
解
す
る
掛
け
橋

に
な
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
意
識
発
生
の
場
に
お
い
て
、
特

に
言
語
に
注
目
し
て
い
た
。
通
常
の
日
本
語
や
英
語
な
ど
の

言
語
も
言
葉
だ
が
、
そ
の
根
源
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
言
語
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
表
現
の
根
底
に
あ
る
も
の
を
﹁
コ
ト
バ
﹂
と

表
現
し
た
。
こ
の
意
識
階
層
モ
デ
ル
の
中
に
あ
る
、
M
領
域

の
﹁
想
像
的
﹂
イ
マ
ー
ジ
ュ
や
ユ
ン
グ
の
﹁
元
型
﹂
は
、
芸

術
や
神
話
と
も
関
係
し
て
い
る
。
夢
分
析
、
催
眠
療
法
︵
ヒ

プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
︶、
プ
ロ
セ
ス
指
向
心
理
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

心
理
療
法
の
根
幹
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
と
き
に
何
ら
か

A

M

B

C

Z

図2　
A：表層意識
M：「想像的」イマージュの場所。B領域で

成立した元型はこのM領域で様 な々イ
マージュとして生起し、経験的事物に
象徴的意義を賦与したり、存在世界を
一つの象徴的世界として体験させると
いった独特の機能を発揮する。

B：言語アラヤ識領域。意味的「種子」（ビ
ージャ）が「種子」特有の潜勢性におい
て隠在する場所であり、ユングのいわゆ
る集団的無意識あるいは文化的無意
識の領域に当たる。元型成立の場所。

C：B領域に近づくにつれて次第に意識化
への胎動を見せる無意識領域。Bに
近接する部分は宋代中国の「易」哲学
的に言えば「無極にして太極」の「太
極」的側面。

Z：「意識のゼロ･ポイント」。
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の
言
葉
︵﹁
コ
ト
バ
﹂︶
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
井
筒
の
関
心
と

関
係
し
て
い
る
。

日
本
の
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
能
楽
は
、
最
初
か
ら
深

層
意
識
そ
の
も
の
の
プ
ロ
セ
ス
へ
焦
点
を
当
て
て
い
た
と
い

え
る
。
表
面
上
の
時
代
が
い
か
に
変
化
し
よ
う
と
深
層
で
は

変
わ
ら
な
い
も
の
を
、
静
か
に
伝
統
芸
能
と
し
て
受
け
渡
し

て
き
た
の
だ
。

生
は
表
層
意
識
の
現
実
で
あ
り
、
死
は
深
層
意
識
の
現
実

で
あ
る
。
死
が
生
を
、
死
者
が
生
者
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
、

深
い
意
識
は
浅
い
意
識
を
支
え
て
い
る
。

医
学
や
医
療
の
起
こ
り
は
、﹁
死
﹂
の
発
見
と
と
も
に
あ
っ

た
だ
ろ
う
。﹁
死
﹂
を
﹁
生
﹂
と
分
離
し
た
も
の
と
考
え
る
と

き
、
は
じ
め
て
﹁
死
﹂
を
客
観
的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
客

観
性
と
は
、
関
係
性
を
断
ち
切
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
、
特
殊

な
視
点
の
位
置
の
こ
と
だ
。
生
と
死
の
関
係
性
を
切
る
と
、

﹁
死
﹂
の
客
観
化
が
起
こ
り
、﹁
死
﹂
の
発
見
が
あ
る
。
生
と

死
が
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
も
そ
も
﹁
死
﹂

は
存
在
し
な
い
。
人
類
は
、
生
と
死
を
分
離
す
る
こ
と
で 

｢

死｣

と
出
会
い
、
う
ろ
た
え
、
か
な
し
み
、
憤
り
、
心
が
乱

れ
た
。
そ
こ
を
始
ま
り
と
し
て
、
医
学
も
哲
学
も
宗
教
も
心

理
学
も
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
う
。﹁
死
﹂
と
い
う
謎
に
対
す
る

一
つ
の
回
答
と
し
て
、
対
処
法
と
し
て
。

た
だ
、
命
は
﹁
死
﹂
を
初
期
設
定
と
し
て
内
在
し
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
問
い
に
答
え
る
よ
う
に
し
て
、
い
ま
与
え
ら
れ

た
﹁
生
﹂
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言

え
る
。

死
へ
の
切
実
な
問
い
か
ら
医
学
は
生
ま
れ
た
。
そ
の
問
い

の
営
み
は
壮
大
な
知
の
体
系
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
の
大
も
と

を
忘
れ
る
ほ
ど
、
専
門
分
化
し
て
い
き
、
機
能
不
全
に
陥
り
、

み
ん
な
が
困
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
人
の
体
の
歴

史
を
見
返
し
て
み
て
、
専
門
分
化
・
分
業
化
の
歴
史
と
、
そ

こ
で
生
ま
れ
た
問
題
を
い
か
に
調
和
と
し
て
解
決
し
て
い
る

の
か
、
多
く
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

自
分
は
、
人
の
体
を
追
求
し
て
い
く
中
で
、
体
の
歴
史
、
命

の
歴
史
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
を
押
さ
え
て
お
か
な

い
と
、
体
の
表
面
で
起
き
る
現
象
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ

の
深
層
に
あ
る
本
質
を
見
失
う
と
感
じ
て
い
た
か
ら
だ
。

命
の
歴
史
は
多
様
性
と
調
和
の
歴
史
で
も
あ
る
。
体
は
そ

う
し
て
変
化
し
て
き
た
。
約
四
〇
億
年
前
に
生
ま
れ
た
生
命

体
は
、
単
細
胞
か
ら
約
一
五
億
年
か
け
て
多
細
胞
化
し
て
多

細
胞
生
物
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
細
胞
は
機
能
分
化
し
て
い

っ
た
。
多
細
胞
の
一
部
は
神
経
細
胞
へ
と
枝
分
か
れ
し
た
。

神
経
細
胞
は
も
と
も
と
は
全
身
に
バ
ラ
バ
ラ
に
散
在
す
る
散

在
神
経
系
だ
っ
た
。
感
覚
と
運
動
を
つ
な
ぐ
働
き
と
し
て
の

神
経
は
、
情
報
の
量
と
質
の
増
大
に
と
も
な
い
、
必
然
的
に

精
緻
な
情
報
網
へ
と
進
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
散
在
神

経
系
と
し
て
全
身
に
散
ら
ば
っ
た
神
経
系
は
、
本
部
と
支
部

と
に
分
か
れ
て
情
報
の
正
確
な
伝
達
と
効
率
化
を
向
上
さ
せ

た
。
本
部
は
脳
や
脊
髄
を
含
む
中
枢
神
経
系
に
な
り
、
支
部

は
感
覚
神
経
や
運
動
神
経
と
し
て
の
末
梢
神
経
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
都
市
部
の
交
通
網
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。
外
界
と

の
情
報
に
接
す
る
現
場
は
末
梢
神
経
に
任
せ
、
そ
の
情
報
を

統
合
す
る
脳
が
司
令
塔
と
な
っ
た
。
司
令
塔
と
し
て
の
脳
は
、

さ
ら
に
専
門
分
化
し
て
い
き
、
前
脳
・
中
脳
・
後
脳
へ
と
分

化
し
た
。
前
脳
は
、
大
脳
︵
嗅
脳
、
扁
桃
体
、
線
条
体
、
海
馬
、

大
脳
新
皮
質
︶
と
間
脳
︵
視
床
上
部
、
視
床
、
視
床
下
部
、
視
床

腹
部
、
下
垂
体
、
松
果
体
、
第
三
脳
室
︶
と
分
化
し
て
い
き
、
中

脳
は
中
脳
蓋
、
大
脳
脚
、
視
蓋
前
域
、
中
脳
水
道
へ
、
後
脳

は
橋
、
小
脳
へ
と
機
能
分
化
し
て
い
く
。
中
脳
と
後
脳
は
脳

幹
を
構
成
し
て
い
る
。
前
脳
・
中
脳
・
後
脳
を
、
髄
脳
と
し

て
の
延
髄
や
脊
髄
が
支
え
て
い
る
。
人
間
は
、
そ
れ
ら
の
機

能
分
化
の
中
で
、
前
脳
の
中
の
大
脳
新
皮
質
が
特
別
に
肥
大

化
し
た
。
そ
の
特
殊
な
構
造
分
化
の
結
果
、﹁
意
識
の
構
造
﹂

も
階
層
分
化
し
て
い
っ
た
。

意
識
は
、
一
つ
の
大
海
か
ら
、
浅
い
層
か
ら
深
い
層
ま
で

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
た
。
生
は
浅
い
意
識
の
層
の
現

実
と
し
て
分
か
れ
て
い
き
、
死
は
深
い
層
の
現
実
と
し
て
分

か
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
命
の
歴
史
が
物
語
る
よ
う
に
、
専

門
分
化
の
歴
史
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
調
和
・
協
力
の
歴
史

で
も
あ
っ
た
。
命
の
歴
史
は
そ
う
し
た
多
様
化
と
調
和
の
歴

史
で
あ
る
。

も
と
も
と
同
じ
だ
っ
た
の
が
枝
分
か
れ
し
多
様
化
し
た
と

き
、
そ
こ
に
つ
な
が
り
や
関
係
性
を
取
り
戻
す
の
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
︵
対
話
︶
で
あ
る
。

専
門
分
化
し
て
い
っ
た
意
識
の
階
層
構
造
に
関
し
て
も
、
浅

い
層
と
深
い
層
と
は
対
話
し
て
交
流
を
す
る
こ
と
が
お
互
い

に
と
っ
て
必
要
だ
。
関
係
性
を
取
り
戻
し
て
つ
な
が
る
こ
と

で
、
そ
こ
に
交
流
や
相
互
反
応
が
起
き
始
め
る
。
い
ま
の
社

会
は
、
浅
い
層
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
少
し
の
変

化
に
脆
く
、
時
の
流
れ
に
共
鳴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
。約

二
〇
万
年
前
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
枝
分
か
れ
し
誕

生
し
た
後
、
こ
こ
最
近
に
な
っ
て
言
語
は
生
ま
れ
て
き
た
も

の
だ
ろ
う
。
言
語
よ
り
も
非
言
語
の
や
り
と
り
の
ほ
う
が
歴

史
は
長
い
。
言
語
を
発
す
る
前
の
意
識
や
体
の
変
化
に
て
い

ね
い
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
、
ダ
イ
ア
ロ
グ
に
お
い
て
大

切
な
と
こ
ろ
だ
。

意
識
の
深
い
層
に
は
命
の
根
源
が
控
え
て
い
る
。
そ
れ
は

﹁
た
ま
し
い
﹂
と
表
現
さ
れ
て
い
た
場
所
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は

常
に
調
和
の
力
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
。
深
い
調
和

の
世
界
に
触
れ
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
全
体
は
整
う
。
わ
た
し

た
ち
は
、﹁
夢
﹂
と
し
て
も
日
々
眠
る
時
に
そ
の
一
端
を
垣
間

見
て
い
る
。﹁
夢
﹂
は
、
意
識
の
深
い
層
か
ら
や
っ
て
く
る
全

体
性
が
、
イ
メ
ー
ジ
の
層
を
通
過
し
て
や
っ
て
く
る
も
の
だ
。

そ
う
し
て
浅
い
意
識
︵
意
識
︶
と
深
い
意
識
︵
無
意
識
︶
は
相
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補
的
な
関
係
性
を
保
っ
て
い
る
。
寝
て
い
る
と
き
は
浅
い
顕

在
意
識
の
表
層
が
休
ん
で
い
る
た
め
、
夢
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

言
語
の
形
で
し
か
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

は
常
に
比
喩
的
な
世
界
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
メ
タ
フ
ァ
ー

を
読
み
解
け
な
い
と
、
浅
い
意
識
の
層
で
は
﹁
非
合
理
﹂
で

﹁
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
も
の
﹂
と
、
合
理
化
さ
れ
て
無
視
さ
れ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
自
分
の
中
で
意
識
の
浅
い

層
だ
け
で
は
な
く
、
深
い
層
と
も
日
々
対
話
を
す
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
。
こ
の
世
界
の
神
秘
劇
は
、
通
常
の
意
識
で
は

把
握
で
き
な
い
深
い
層
で
行
わ
れ
る
秘
密
の
劇
場
で
幕
を
あ

け
て
い
る
。
眠
り
の
意
識
に
も
目
を
覚
ま
し
て
日
々
を
生
き

れ
ば
、
そ
の
神
秘
劇
に
は
毎
日
参
入
で
き
る
。
役
者
と
し
て
、

脇
役
と
し
て
、
脚
本
家
と
し
て
、
観
客
と
し
て
、
劇
場
と
し

て
。
能
楽
を
含
め
た
芸
能
は
、
そ
の
領
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。

意
識
の
深
い
層
に
、
真
珠
の
よ
う
な
硬
い
貝
に
包
ま
れ
保

護
さ
れ
た
﹁
た
ま
し
い
﹂
へ
と
到
達
す
る
の
が
芸
術
の
深
い

役
割
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
医
療
の
深
い
役
割
と
も
共

鳴
す
る
。
手
段
は
童
話
で
も
演
劇
で
も
絵
画
で
も
舞
で
も
和

歌
で
も
い
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
通
過
す
る
時
の
門
で
あ
り
、
ア

ー
ト
は
ゲ
ー
ト
で
あ
る
。
心
や
意
識
の
深
い
層
か
ら
芸
術
も

医
療
も
生
ま
れ
続
け
て
い
て
、
違
う
水
路
を
通
り
こ
の
世
界

へ
噴
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
す
た
め
に
こ
の
世
界

へ
責
任
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

芸
術
と
医
療
を
、
そ
う
い
う
深
い
意
識
の
層
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
見
る
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
な
現
象
が
起
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
浅
い
層
の
不
調
和
を
、
深
い
層
の
調
和

の
力
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
調
和
へ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

た
だ
、
そ
の
関
係
性
を
浅
い
層
の
自
我
が
介
入
し
て
意
図

的
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
と
、
よ
り
人
為
的
で
人
工
的
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
医
療
行
為
に
も
つ

な
が
る
の
だ
が
、
医
療
は
そ
う
し
た
深
い
意
識
の
層
と
ど
う

い
う
関
係
性
を
持
つ
か
に
よ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
有
用
性
が
あ
る
。

身
心
変
容
―「
治
す
」と「
治
る
」

治
療
に
臨
ん
で
は
地
球
を
ひ
と
つ
の
大
国
だ
と
思
い
、
薬

品
、
治
療
法
、
医
学
論
ま
で
、
地
球
上
で
一
番
良
い
と
思

わ
れ
る
も
の
を
選
び
、
日
に
試
み
、
月
に
験た

め

す
。

 

︵
本
間
棗
軒
﹃
内
科
秘
録11

﹄︶

医
療
に
お
い
て
の
治
癒
の
プ
ロ
セ
ス
は
、﹁
治
す
﹂
と
﹁
治

る
﹂
が
ど
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
と
関
係
性
に
あ
る
か
、
と
い
う

ふ
う
に
整
理
で
き
る12

。﹁
治
す
﹂
は
治
療
者
が
主
体
と
な
り
、

﹁
治
る
﹂
は
自
然
治
癒
を
持
つ
本
人
が
主
体
と
な
る
。﹁
治
す
﹂

と
﹁
治
る
﹂
の
バ
ラ
ン
ス
に
応
じ
て
、
医
療
行
為
は
階
層
構

造
に
な
っ
て
い
る
（
図
3
）。

ま
ず
は
﹁
治
す
﹂
に
も
っ
と
も
近
い
の
が
︵
1
︶
医
学
モ

デ
ル
︵﹁
治
す
﹂＞

＞

﹁
治
る
﹂︶
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
西

洋
医
学
に
代
表
さ
れ
る
。
因
果
法

則
に
よ
り
、
病
気
の
原
因
と
な
る

病
因
を
発
見
し
、
除
去
す
る
こ
と

で
治
療
が
行
わ
れ
る
。
治
療
者
が

﹁
治
す
﹂
と
い
う
色
合
い
が
強
い
。

次
に
︵
2
︶
教
育
モ
デ
ル
︵﹁
治

す
﹂＞
﹁
治
る
﹂︶
で
あ
る
。
こ
れ

は
病
因
を
発
見
す
る
と
い
う
因
果

法
則
で
捉
え
る
こ
と
は
同
じ
だ
が
、

言
葉
に
よ
る
助
言
︵
声
か
け
︶
や

指
導
に
よ
り
、
指
導
者
が
治
す
方

向
性
へ
と
連
れ
て
い
く
。
治
る
方

向
へ
導
く
の
が
指
導
者
の
役
割
で

あ
る
。︵
1
︶
の
医
学
モ
デ
ル
よ
り
も
、
本
人
の
力
で
﹁
治

る
﹂
要
素
が
大
き
く
な
る
が
、
指
導
者
が
﹁
治
す
﹂
部
分
が

強
い
。

︵
1
︶
や
︵
2
︶
よ
り
も
、
自
己
治
癒
力
で
﹁
治
る
﹂
部
分

が
大
き
く
な
る
と
、︵
3
︶
成
熟
モ
デ
ル
︵﹁
治
す
﹂＜

﹁
治

る
﹂︶
に
な
る
。
生
き
方
の
新
し
い
方
向
性
を
自
己
発
見
し
、

成
熟
し
て
い
く
こ
と
で
改
善
を
み
る
。
自
分
自
身
が
変
容
す

る
こ
と
で
変
化
が
起
き
る
。
成
長
、
成
熟
、
人
格
・
人
間
性

の
完
成
へ
と
、
人
生
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
誰
か
の

指
導
に
よ
り
矯
正
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
自
己
発
見
の
自

然
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
﹁
治
る
﹂
要
素
が
大
き
く
な
る
。

最
後
は
︵
4
︶
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
︵﹁
治
す
﹂＜

＜

﹁
治
る
﹂︶
で

あ
る
。
自じ

然ね
ん

と
は
、
も
と
も
と
﹁
お
の
ず
か
ら
︵
自
ら
︶
し

か
り
︵
然
り
︶。
本
来
的
に
そ
う
で
あ
る
こ
と
、
人
為
が
加
え

ら
れ
て
い
な
い
あ
る
が
ま
ま
の
在
り
方
﹂
を
示
す
言
葉
で
あ

る
。
こ
の
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
で
は
、
治
療
者
が
﹁
道み

ち︵
タ
オ
︶﹂、﹁
調

和
﹂
の
状
態
に
あ
る
こ
と
で
、
非
因
果
的
に
﹁
道
﹂
の
状
態

が
自
然
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
治
癒
が
起
き
や
す
い
土
台
が
生
じ
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
﹃
黄
金
の
華
の
秘
密
︵
太
乙

金
華
宗
旨
︶﹄︵
一
九
二
九
年
︶
の
中
に
あ
る
中
国
の
雨
乞
い
師

︵rain m
aker

︶
の
故
事
に
似
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容

を
以
下
に
簡
潔
に
記
す
。

日
照
り
が
続
き
、
村
は
困
窮
し
て
い
た
。
最
後
の
望
み

と
し
て
、
村
人
は
雨
乞
い
師
の
老
人
を
呼
ん
だ
。
そ
の
老

人
は
、
村
に
来
る
と
す
ぐ
に
﹁
静
か
な
小
屋
﹂
を
求
め
た
。

そ
し
て
、
そ
の
家
に
ひ
と
り
閉
じ
こ
も
っ
た
。
三
日
は
何

も
起
き
な
か
っ
た
。
住
民
は
待
っ
た
。
老
人
は
ひ
と
り
、
誰

に
も
会
わ
ず
静
か
な
小
屋
に
た
た
ず
み
、
出
て
こ
な
か
っ

た
。
す
る
と
四
日
目
に
は
、
雪
な
ど
降
ら
な
い
季
節
に
も

か
か
わ
ら
ず
外
は
大
雨
、
大
吹
雪
と
な
り
、
村
は
助
か
っ

医学モデル 治す 西洋医学：病因発見→除去

教育モデル 病因発見→助言・指導

成熟モデル 生き方の新しい方向性を自己発見

自然モデル 治る

図3　治すと治る
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た
。
そ
の
後
、
村
人
は
聞
い
た
。﹁
ど
の
よ
う
に
雪
を
降
ら

せ
た
の
か
﹂。
老
人
は
答
え
た
。﹁
私
は
雪
を
降
ら
せ
て
い

な
い
。
私
は
関
係
な
い
﹂。﹁
で
は
三
日
間
、
小
屋
の
中
で

何
を
し
て
い
の
か
﹂。﹁
そ
れ
な
ら
説
明
で
き
る
。
私
は
別

の
地
方
か
ら
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
万
事
が
秩

序
立
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
村
は
秩
序
か
ら
外
れ

て
い
た
の
が
分
か
っ
た
。
こ
の
村
全
体
が
タ
オ
の
中
に
な

か
っ
た
た
め
、
私
ま
で
タ
オ
︵
道
︶
の
中
に
い
な
い
と
い

う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
三
日
の
間
、
私
が
タ

オ
︵
道
︶
へ
と
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
自
然
に
雨
が
や
っ
て

く
る
ま
で
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ13

﹂。

こ
れ
は
、
治
療
者
が
﹁
道タ

オ

﹂﹁
調
和
﹂﹁
自じ

然ね
ん

﹂
の
状
態
に

あ
れ
ば
、
そ
の
状
態
が
周
囲
へ
の
非
因
果
的
な
シ
ン
ク
ロ
ニ

シ
テ
ィ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
身
心
変
容
に
よ
る
治
癒
と

い
う
調
和
の
状
態
が
起
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

い
う
現
象
を
因
果
論
で
無
理
や
り
説
明
し
よ
う
す
る
と
、
治

療
者
の
自
我
肥
大
︵ego inflation

︶
が
起
き
る
危
険
性
も
あ
る

の
だ
が
、
人
間
を
介
し
な
い
﹁
自
然
﹂
の
中
で
は
こ
う
い
う

非
因
果
的
な
現
象
は
よ
く
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。ま

た
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
神
殿
で
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
︵﹁
聖
所
﹂
で
の
眠
り
︶
も
似
た
よ
う
な

現
象
で
あ
る
。
そ
こ
に
治
療
者
は
お
ら
ず
、
神
殿
で
夢
見
る

こ
と
自
体
が
癒
し
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
治
す
主
体
は
ア
ス

ク
レ
ピ
オ
ス
の
神
と
さ
れ
、
眠
り
の
中
で
治
癒
現
象
は
起
き

て
い
た
。
日
本
で
は
長
谷
の
観
音
信
仰
や
親
鸞
の
夢
告
な
ど

に
似
た
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
後
に
、
こ
う

し
た
儀
式
を
行
う
司
祭
や
夢
の
解
釈
を
す
る
神
官
な
ど
、
神

と
患
者
の
間
に
人
間
が
介
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
間
が
﹁
治

す
﹂
と
考
え
始
め
る
と
、
宗
教
性
は
う
す
れ
て
人
為
的
な
も

の
に
な
る
。
そ
の
悪
い
例
を
魔
術
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

実
際
の
医
療
で
は
︵
1
︶
か
ら
︵
4
︶
ま
で
が
そ
の
時
々
で

混
在
し
て
い
る
た
め
厳
密
に
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
優
劣
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
が
分
離

し
て
し
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
問
題
な
の
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
手
法
に
は
利
点
も
欠
点
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
互
い
に

協
力
し
合
う
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
だ
。

︵
1
︶
の
医
学
モ
デ
ル
で
非
西
洋
医
学
︵
伝
統
医
療
、
民
間

医
療
、
補
完
代
替
医
療
な
ど
︶
を
考
え
る
と
、
補
完
代
替
療
法

が
多
様
な
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
何
か
特
定
の
療
法
だ
け
に
固

執
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
を
俯
瞰
し
様
々
な
代
替
療
法
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
専
門
資
格
が
今
後
は
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
う
。
何
か
特
定
の
療
法
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
す

る
と
無
理
が
あ
る
が
、
様
々
な
手
段
の
使
い
分
け
や
組
み
合

わ
せ
に
利
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
か
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
か
を
、
冷
静
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
人
こ
そ
が
、
国
家
資
格
と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
仕
事
と
し
て
独
立
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。︵

1
︶
や
︵
2
︶
は
治
療
者
が
﹁
治
す
﹂
傾
向
が
強
く
、
現

代
の
医
療
モ
デ
ル
や
教
育
モ
デ
ル
は
こ
れ
に
近
い
。
今
後
は
、

相
手
の
自
然
治
癒
力
や
調
和
の
力
を
信
頼
し
て
任
せ
て
い
く
、

︵
3
︶
や
︵
4
︶
の
﹁
治
る
﹂
方
向
に
も
重
き
を
お
く
医
療
が

共
存
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
予
防
医
学
や
養
生
法
、

家
庭
医
療
と
し
て
使
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

︵
4
︶
の
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
は
、
治
療
者
自
身
の
存
在
の
あ
り
方
と

し
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
だ
。
環
境
︵
人
間
関
係

含
む
︶
を
整
え
る
こ
と
で
、
治
癒
と
い
う
現
象
が
起
き
や
す

く
な
る
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
病
気
や
病
と
い
う
こ

と
に
固
執
せ
ず
、
調
和
的
で
全
体
的
な
人
間
、
自
然
、
環
境

な
ど
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
に
な
る
。

自
分
は
、﹁
治
る
﹂
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
︵
3
︶
成
熟

モ
デ
ル
や
︵
4
︶
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
こ
そ
が
医
療
の
ベ
ー
ス
に
あ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、﹁
治
す
﹂
要
素
が

強
い
︵
1
︶
医
学
モ
デ
ル
や
︵
2
︶
教
育
モ
デ
ル
が
重
な
っ
て

い
く
。

日
本
の
伝
統
芸
能
や
芸
術
や
美
の
世
界
は
、︵
3
︶
成
熟
モ

デ
ル
や
︵
4
︶
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、﹁
自
然
﹂
と
い
う
も
の
と
一
つ

に
な
り
、
調
和
的
に
生
き
る
、
と
い
う
生
き
方
そ
の
も
の
に

な
っ
て
い
く
。

未
来
の
医
療
も
、
医
学
モ
デ
ル
や
教
育
モ
デ
ル
を
都
市
部

で
取
り
組
み
、
長
期
的
な
時
間
が
必
要
な
︵
3
︶
成
熟
モ
デ

ル
や
︵
4
︶
自じ

然ね
ん

モ
デ
ル
は
自
然
に
溢
れ
た
地
方
で
取
り
組

み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
れ
は
地
方
独
自
の
特
色
を
生
か
す
地
方
創
生

に
も
つ
な
が
る
。
そ
う
し
て
風
土
に
根
付
く
多
様
な
医
療
が

調
和
的
に
存
在
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
、
ど
ん
な
医
療
モ
デ
ル
で
も
、
有
効
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
い
い
ほ
う
に
応
用
す
れ
ば
医
療
に
な
る
が
、
悪
い
ほ

う
に
応
用
す
る
と
誰
か
を
支
配
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術

に
も
な
り
う
る
。
プ
ラ
ス
の
側
面
だ
け
、
マ
イ
ナ
ス
の
側
面

だ
け
と
、
ど
ち
ら
か
に
偏
り
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
両
方
の
要

素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
上
げ
な
が
ら
、
過
去
の
経
験
や
歴

史
か
ら
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
。
多
様
性
は
、
調
和
や
協
力
と
セ
ッ
ト
に
存
在

し
て
い
る
か
ら
だ
。

お
わ
り
に

︵
そ
の
1
︶﹁
医
の
世
に
生
活
す
る
は
人
の
為
の
み
、
お

の
れ
が
た
め
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
と
を
其
業
の
本
旨
と
す
。
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安
逸
を
思
は
ず
、
名
利
を
顧
み
ず
、
唯
お
の
れ
を
す
て
て

人
を
救
は
ん
こ
と
を
希
ふ
べ
し
。
人
の
生
命
を
保
全
し
、
人

の
疾
病
を
復
治
し
、
人
の
患
苦
を
寛
解
す
る
の
外
他
事
あ

る
も
の
に
あ
ら
ず
。﹂︵
緒
方
洪
庵
訳
﹃
扶
氏
医
戒
之
略14

﹄C
. 

W
. H

ufeland, Enchiridion M
edicum

︶

︵
医
療
の
世
界
で
生
き
て
い
く
も
の
は
、
人
の
た
め
だ
け
を

考
え
、
自
分
の
た
め
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
仕

事
の
本
質
と
す
べ
き
で
あ
る
。
安
楽
に
生
活
す
る
こ
と
を
思
わ

ず
、
名
声
や
利
益
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
た
だ
自
分
を
捨
て
て

人
を
救
う
こ
と
の
み
を
願
う
べ
き
で
あ
る
。
人
の
生
命
を
保
ち
、

疾
病
を
回
復
さ
せ
、
苦
痛
を
和
ら
げ
る
以
外
は
こ
と
を
考
え
て

は
い
け
な
い
。︶

私
た
ち
が
一
時
的
に
手
渡
さ
れ
て
い
る
自
然
環
境
は
少
な

く
と
も
数
十
億
年
や
百
億
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
も
の
だ
。

私
た
ち
が
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
た
、
少
な
く
と
も
百
年

後
や
数
百
年
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
、
次
の
世
代

へ
よ
り
よ
い
医
療
や
社
会
を
手
渡
せ
る
よ
う
、
個
人
の
利
害

を
超
え
て
協
力
し
て
医
療
の
世
界
を
開
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
日
本
に
は
、
心
や
体
の
知
恵
を
、﹁
道
﹂、﹁
芸
術
﹂、﹁
芸

能
﹂、﹁
型
﹂
と
い
っ
た
﹁
美
﹂
の
世
界
に
昇
華
し
て
深
め
伝

え
て
き
た
稀
有
な
文
化
が
あ
る
と
自
分
は
思
う
。
そ
し
て
、
混

迷
し
て
い
る
世
界
の
た
め
に
も
、
そ
う
し
た
多
様
性
と
調
和

が
共
存
す
る
思
想
や
文
化
こ
そ
が
重
要
な
財
産
だ
と
自
分
は

思
う
。
未
来
の
医
療
は
、
文
化
や
歴
史
や
伝
統
や
風
土
と
連

続
し
た
も
の
と
し
て
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
土
地
や
風
土

に
応
じ
た
も
の
し
か
、
根
づ
か
な
い
。

命
が
悠
久
の
過
去
か
ら
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い

て
い
る
こ
と
、
そ
の
深
い
意
味
を
命
の
歴
史
か
ら
学
び
な
が

ら
、
未
来
の
医
療
を
多
角
的
に
考
え
た
い
。
国
立
大
学
の
本

来
の
使
命
は
、
国
の
文
化
や
歴
史
を
深
く
考
察
し
、
国
や
世

界
と
い
う
広
い
視
野
の
中
で
国
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
応

用
し
生
か
し
て
い
く
学
問
・
教
育
・
研
究
の
場
と
な
る
こ
と

で
あ
る
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
排
他
的
に
自
分
の
国

だ
け
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る

国
を
助
け
る
た
め
に
、
ま
ず
自
分
の
国
を
深
く
知
る
必
要
が

あ
る
の
だ
。
自
分
自
身
を
愛
し
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所

や
地
域
を
愛
し
、
共
同
体
、
地
方
、
国
、
世
界
、
宇
宙
…
…

と
少
し
ず
つ
愛
す
る
場
所
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
し
か
、
多

様
な
世
界
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ミ
ク
ロ
と

マ
ク
ロ
は
両
方
の
世
界
が
響
き
合
い
共
鳴
し
合
う
こ
と
で
存

在
し
て
い
る
か
ら
だ
。

学
問
と
は
、
偏
見
を
作
る
た
め
で
は
な
く
、
偏
見
か
ら
自

由
に
な
る
た
め
に
行
う
も
の
だ
。
命
の
歴
史
か
ら
多
様
性
と

調
和
の
本
質
を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
で
は
あ
る
の
だ
が

バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
い
る
医
療
が
、
こ
れ
か
ら
は
調
和
的

な
関
係
性
を
結
び
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

現
段
階
で
は
試
論
に
留
ま
る
が
、
自
分
は
未
来
の
医
療
を

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

注1
﹃
医
心
方
　
巻
一
A
　
医
学
概
論
篇
﹄
槇
佐
知
子
訳
、
筑
摩
書

房
、
二
〇
一
一
年
。

2
　
新
村
拓
編
﹃
日
本
医
療
史
﹄
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。

3
　
長
崎
大
学
医
学
部
医
学
科
H
P
よ
り
︵http://w

w
w.m

ed.
nagasaki-u.ac.jp/m

ed/
︶。

4
　
酒
井
シ
ヅ
﹃
日
本
の
医
療
史
﹄
東
京
書
籍
、
一
九
八
二
年
。

5
　
明
治
政
府
を
作
っ
た
薩
摩
藩
・
長
州
藩
の
新
政
府
軍
と
、
旧

幕
府
勢
力
と
の
内
戦
。
明
治
新
政
府
が
同
戦
争
に
勝
利
し
た

こ
と
で
、
新
政
府
軍
が
日
本
を
統
治
す
る
政
府
と
し
て
国
際

的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
薩
摩
藩
な
ど
新
政
府
側

は
イ
ギ
リ
ス
、
旧
幕
府
は
フ
ラ
ン
ス
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟

︵
陸
奥
、
出
羽
、
越
後
︶・
会
庄
同
盟
︵
会
津
、
庄
内
︶
は
プ

ロ
イ
セ
ン
か
ら
援
助
を
受
け
て
お
り
、
戦
争
が
早
期
に
終
結

し
た
こ
と
で
欧
米
列
強
に
よ
る
内
政
干
渉
や
武
力
介
入
と
い

う
事
態
は
避
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

6
　
世
阿
弥
﹃
風
姿
花
伝
﹄
野
上
豊
一
郎
、
西
尾
実
校
訂
、
岩
波

文
庫
、
一
九
五
八
年
。

7
　﹃
東
洋
医
学
の
本

︱
心
と
体
に
効
く
奇
跡
の
療
法
を
探
る
﹄ 

N
ew sight m

ook

︱Books esoterica 

28
号
、
学
研
、
二
〇
〇

一
年
よ
り
。

8
　
世
阿
弥
、
前
掲
書
。

9
　
子
安
美
知
子
﹃
エ
ン
デ
と
語
る

︱
作
品
・
半
生
・
世
界

観
﹄
朝
日
選
書
、
一
九
八
六
年
。

10
　
井
筒
俊
彦
﹃
意
識
と
本
質

︱
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
﹄
岩

波
書
店
、
一
九
八
三
年
。

11
　
本
間
棗
軒
﹃
内
科
秘
録
﹄、
一
八
六
七
年
。

12
　
河
合
隼
雄
﹃
心
理
療
法
序
説
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。

13
　

C
・
G
・
ユ
ン
グ
、
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
、
湯
浅

泰
雄
・
定
方
昭
夫
訳
﹃
黄
金
の
華
の
秘
密
﹄
人
文
書
院
、
二

〇
〇
四
年
よ
り
要
約
。

14
　
緒
方
洪
庵
訳
﹃
扶
氏
医
戒
之
略
﹄︵C

hristoph W
ilhelm

 
H

ufeland, Enchiridion M
edicum

よ
り
︶
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こ
れ
ま
で
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
﹂
で
は
、
瞑
想
の
問
題

を
注
意
の
働
き
と
関
連
づ
け
、
注
意
お
よ
び
瞑
想
の
認
知
神

経
科
学
研
究
を
概
観
し
、
瞑
想
時
の
脳
波
測
定
実
験
、

f
M
R
I
実
験
を
紹
介
し
た
。
今
回
の
論
考
で
は
、
少
し
方

向
性
を
変
え
、
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
﹁
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
﹂
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
の
手
法
と
瞑
想
と
の
関

連
性
な
ど
を
議
論
し
た
い
。

背
景
―
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の

科
学
的
研
究
の
現
状
と
課
題

現
代
社
会
に
お
い
て
﹁
健
康
で
自
立
し
た
生
活
﹂
を
脅
か

す
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
精
神
的
健
康
に
対
す
る
リ
ス
ク
で

あ
る
。
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
身
体
の
不
調
を
訴
え
た
り
、
う
つ

状
態
に
陥
っ
た
り
す
る
人
々
が
多
く
い
る
。
病
気
の
域
に
達

し
な
い
場
合
で
も
、
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
、
生
産
性
が
上

が
ら
な
い
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
個
人
や
企
業
は
多
い
。

近
年
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
﹁
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
﹂
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
、
も
と
も
と
仏
教
瞑
想
をK

abat-
Z

inn

が
ス
ト
レ
ス
低
減
の
た
め
の
医
療
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
定
式
化
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
う

つ
病
の
再
発
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
な

ど
、
臨
床
心
理
学
の
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、G

oogle

等
の
企
業
で
社
員
の
精
神
的
健

康
増
進
の
手
段
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
﹁
現
在
こ
の
瞬
間
の
体
験
に

対
し
て
判
断
を
加
え
ず
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
﹂
の
訓
練
を

主
眼
と
し
て
お
り
、
多
く
の
場
合
、
呼
吸
な
ど
自
身
の
身
体

に
関
連
し
た
対
象
に
対
し
て
注
意
を
集
中
す
る
こ
と
か
ら
訓

練
が
始
ま
る
。
熟
達
す
る
と
特
定
の
対
象
に
注
意
を
集
中
す

る
こ
と
な
く
、
自
己
の
状
態
を
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

さ
れ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
、
他
の
認
知
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
異
な
り
、
あ
る
特
定
の
課
題
に
熟
達
す
る

の
で
は
な
く
、
注
意
や
情
動
と
い
っ
た
自
身
の
内
的
状
態
を

適
切
に
制
御
す
る
こ
と
を
習
得
し
、
生
活
の
質
を
全
体
と
し

て
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。
う
つ
病
の
再
発

防
止
な
ど
臨
床
場
面
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
こ
の
特
徴
と
関

連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
技
法
自
体
は
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
宗
教
的
な
瞑
想
技
法
を
引
き
継
い
で
い
る
が
、な

ぜ
効
果
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
科
学
的
な
検
討

は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
多
く
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
通
常
、
長
期
間
の
訓
練
を
課
す
の
で
︵
現
代
化
し
た

K
abat-Z

inn

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
八
週
間
の
訓
練
に
加
え
、
そ
の

後
の
継
続
的
な
瞑
想
経
験
が
必
要
︶、
瞑
想
を
実
践
す
る
に
あ
た

っ
て
は
強
い
動
機
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
上
述
し
た

よ
う
に
訓
練
自
体
は
主
観
的
な
自
己
の
内
的
状
態
に
注
意
を

向
け
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
認
知
課
題
の
訓
練
と
は
異
な
り

明
確
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
明

確
な
効
果
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
難
し
く
、
動
機
づ
け
の
維

持
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
の
普
及
に
対
す
る
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
関
す
る
脳
機
能
計
測
を
含
む

ニュ
ー
ロ
フィ
ー
ド
バッ
ク

―
自
身
の
脳
活
動
に
よ
る
身
心
変
容

第
四
部
❖
身
心
変
容
の
臨
床
学

齋
木
　
潤

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
認
知
科
学
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認
知
神
経
科
学
研
究
は
、
こ
の
一
〇
～
一
五
年
の
間
に
数
多

く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
瞑
想
の
神
経

基
盤
に
関
す
る
理
解
は
ま
だ
そ
の
初
期
段
階
と
い
え
る
。
瞑

想
の
科
学
的
研
究
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
瞑
想
技
法
が
多
岐

に
わ
た
り
、
異
な
る
瞑
想
技
法
を
使
っ
た
研
究
間
で
の
一
貫

性
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
ヨ
ガ
の

瞑
想
者
、
禅
の
瞑
想
者
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
者
で
は

そ
の
脳
活
動
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
瞑
想
の
心
理
的
効
果
は
個
人
内
で
も
瞑
想
の
経

験
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
瞑
想
修
行
の
初
心
者
と
熟
達
者
で

は
、
そ
の
脳
機
能
や
心
理
特
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

瞑
想
の
科
学
的
研
究
を
妨
げ
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
は
、

実
験
群
と
統
制
群
を
ラ
ン
ダ
ム
に
配
置
し
た
厳
密
に
科
学
的

に
統
制
さ
れ
た
実
験
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に

対
し
て
、
近
年
欧
米
で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
体
系

化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
般
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
厳
密
な
実
験
的
統
制
を
伴
う
瞑
想
の
効
果
の
実
証
研
究

も
行
わ
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
こ
の
面
は

著
し
く
遅
れ
て
お
り
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
体
系
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
統
制
さ
れ
た
実
験
研

究
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

―
瞑
想
理
解
の
た
め
の
新
た
な
視
点

そ
こ
で
我
々
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
持
つ
注
意

や
自
己
制
御
能
力
の
改
善
効
果
に
着
目
し
、
よ
り
有
効
に
こ

れ
ら
の
制
御
能
力
を
向
上
す
る
手
法
を
開
発
す
る
た
め
に
、ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
測

定
し
た
脳
波
や

f
M
R
I
信
号
に
含
ま
れ
る
自
身
の
脳
活
動

の
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
痛
み
の

制
御
、
知
覚
学
習
、
持
続
的
注
意
機
能
等
を
向
上
さ
せ
る
手

法
で
、
瞳
孔
径
や
心
拍
な
ど
の
生
理
指
標
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
た
も

の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
利
点
は
、
脳
の
内
的
状
態
に
関
す
る
よ
り
多
く
の
情
報
を

得
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
行
動
変
容

が
起
こ
る
か
否
か
で
は
な
く
、
変
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
は
単
な
る
行
動
変
容
の
技
術
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ

る
神
経
機
構
を
理
解
す
る
た
め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
技
術
は
こ
こ
数
年
著
し
く
進

歩
し
て
い
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

f
M
R
I
技
術
が
確
立
さ
れ
、

脳
の
マ
ル
チ
ボ
ク
セ
ル
パ
タ
ー
ン
解
析
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

実
施
し
な
が
ら
そ
の
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
、
行
動
変
容
が
起
こ
る
か
否
か
と
い
う
問
題

関
心
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
脳
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
行
動
変

容
が
起
こ
る
の
か
と
い
う
問
題
関
心
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
は
、
個
別
具
体
的
な
課

題
を
取
り
上
げ
、
あ
る
認
知
機
能
に
対
応
す
る
脳
活
動
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
と
し
て
明
示
化
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
認

知
機
能
の
詳
細
な
分
析
は
せ
ず
、
複
数
の
認
知
機
能
に
共
通

し
て
重
要
と
見
な
さ
れ
て
い
る
脳
部
位
の
活
動
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
、
対
象

と
す
る
機
能
の
効
率
的
な
改
善
が
可
能
だ
が
、
般
化
可
能
性

は
低
い
。
一
方
、
後
者
は
よ
り
多
く
の
認
知
機
能
に
改
善
を

も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
改
善
内
容
の
細
か
な
制

御
に
は
不
得
手
で
、
改
善
に
関
わ
っ
て
い
た
神
経
処
理
を
明

示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
理
論
指
向
の
研
究
は
前
者
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
ニ
ュ
ー
ロ
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
な
応
用
指
向
の

研
究
は
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
統
合
す
る
よ
う
な
試
み
は
な
い
。
我
々
の
グ
ル
ー
プ
が
目

指
す
の
は
、
瞑
想
の
効
果
を
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に

よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
用
い
て
瞑
想
の
神
経
基
盤
を
よ

り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、

理
論
指
向
の
研
究
に
絞
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

研
究
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
。

理
論
指
向
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
の
代
表
的

な
も
の
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
と
A
T
R
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究

が
あ
る
︵Shibata et al., 2011

︶。
被
験
者
は
、
最
初
に
線
分
方

位
の
弁
別
課
題
を
行
い
、
そ
の
時
の
脳
活
動
を
M
R
I
装
置

で
測
定
し
た
。
弁
別
課
題
時
の
M
R
I
信
号
を
解
析
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
、
課
題
が
正
確
に
で
き
た
と
き
の
脳
活
動
の
パ

タ
ー
ン
を
見
出
し
て
お
き
、
こ
れ
を
訓
練
時
に
用
い
た
。
ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
訓
練
は
、
M
R
I
装
置
の
中
で
脳

活
動
を
測
定
し
な
が
ら
、
画
面
に
呈
示
さ
れ
る
円
刺
激
の
大

き
さ
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
す
る
と
い
う
課
題
を
行
っ
た
。
こ

の
訓
練
課
題
で
は
刺
激
の
大
き
さ
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

f
M
R
I
と
い
う
技
術
に
よ
り
、
実
時
間
で
測
定
し
た

f
M
R
I
信
号
を
用
い
て
変
動
す
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ

れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
知
覚
弁
別
課
題
を
正
確
に
で
き

た
と
き
の
脳
活
動
に
近
い
活
動
パ
タ
ー
ン
を
示
す
ほ
ど
刺
激

が
大
き
く
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
被
験
者
は
ど
の
よ
う

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
ま
っ
た
く

知
ら
な
い
が
、
こ
の
訓
練
を
行
う
と
、
円
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
訓
練
が
十
分
に
成
立
し
た
の
ち

に
、
テ
ス
ト
課
題
と
し
て
最
初
に
行
っ
た
知
覚
弁
別
課
題
を

行
う
と
、
課
題
成
績
が
向
上
し
た
。
つ
ま
り
、
知
覚
弁
別
課

題
自
体
を
訓
練
す
る
の
で
は
な
く
、
課
題
時
の
脳
活
動
を
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
知
覚
弁
別
成
績
を
向
上
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
研
究
は
、
標
的
と
な
る
認
知
課
題
時
の
脳
活
動
を
基

に
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
学
習
に
必
要
な
脳
活
動
を
明
示
し
、
そ
の
過
程
を
理
論

的
に
解
明
し
よ
う
と
い
う
目
的
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
は
、
当
該
の
課
題
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
あ
ら

わ
れ
る
訓
練
効
果
を
示
し
て
お
り
、
課
題
間
転
移
の
可
能
性

を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
知

覚
弁
別
課
題
を
対
象
と
し
て
視
覚
野
の
活
動
を
用
い
た
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
用
い
て
お
り
、
注
意
課
題
の
よ
う
な
よ
り
高

次
領
野
が
関
与
す
る
課
題
に
お
い
て
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

注
意
課
題
を
用
い
た
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
と

し
て
は
、
最
近
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
持
続

的
注
意
課
題
を
用
い
た
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
を

発
表
し
て
い
る
︵deBettencourt et al., 2015

︶。
こ
の
研
究
で
は
、

顔
と
家
の
重
畳
さ
れ
た
刺
激
の
う
ち
の
片
方
に
注
意
を
向
け

て
課
題
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
マ
ル

チ
ボ
ク
セ
ル
パ
タ
ー
ン
解
析
か
ら
注
意
の
配
分
状
態
を
推
定

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
課
題
難
易
度
を
調
整
す
る
形
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
注
意
を
う
ま
く
配
分
で

き
て
い
な
け
れ
ば
よ
り
課
題
を
難
し
く
し
、
配
分
で
き
て
い

れ
ば
課
題
を
相
対
的
に
易
し
く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究

は
、
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
高
次
の
認
知
過
程
に
ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
適
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
初

め
て
の
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
研
究
で
は
、
訓
練
効

果
の
別
の
課
題
へ
の
転
移
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て

瞑
想
を
理
解
す
る
た
め
の
課
題

上
記
の
よ
う
に
理
論
指
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
は
近
年
大
き
な
進
展
が
見
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
用
い
て
瞑

想
の
神
経
基
盤
を
理
解
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
見
た
場
合
、

ま
だ
い
く
つ
か
の
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
理
論
的
な
問
題
と

し
て
、
現
在
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い

る
の
は
個
別
具
体
的
な
知
覚
・
認
知
課
題
で
あ
る
の
に
対
し
、

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
特
徴
は
、
多
く
の
課
題
場
面
に

般
化
可
能
な
汎
用
性
の
高
い
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
な
注
意
や
情

動
の
制
御
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在

用
い
ら
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
手
法
が
、
直

接
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
よ
う
な
汎
用
性
の
高
い
注
意

制
御
の
訓
練
に
適
用
可
能
か
ど
う
か
は
自
明
で
は
な
い
。

前
述
し
た
二
つ
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
は
、
上

記
の
理
論
的
な
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
は
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
言
え
る
。Shibata et al. ︵2011

︶
は
、
円
の
大
き
さ
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
、
知
覚
弁
別
と
い
う
目
的
課
題

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
訓
練
状
況
を
使
っ
て
認
知
機
能
の
訓

練
を
行
っ
て
い
る
点
で
、
瞑
想
の
効
果
に
類
似
す
る
部
分
を

持
つ
。
し
か
し
、
対
象
と
し
て
い
る
知
覚
弁
別
課
題
は
、
瞑

想
が
効
果
を
持
つ
と
さ
れ
る
、
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
情

動
表
出
、
自
己
の
意
識
化
と
い
っ
た
高
次
の
認
知
課
題
と
比

較
す
る
と
非
常
に
単
純
で
限
局
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、
注
意

を
含
む
高
次
認
知
過
程
で
同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、deBettencourt et al. ︵2015

︶
の

研
究
は
、
瞑
想
の
効
果
と
さ
れ
る
注
意
制
御
の
問
題
を
直
接

取
り
上
げ
、
こ
の
訓
練
を
実
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら

の
研
究
で
は
、
あ
る
課
題
を
用
い
た
訓
練
に
よ
っ
て
別
の
課

題
に
そ
の
効
果
が
転
移
す
る
と
い
う
点
は
示
し
て
い
な
い
。

瞑
想
に
よ
る
身
心
変
容
は
、
課
題
間
の
転
移
の
強
さ
が
そ
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
点
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
瞑
想
の
神
経
基
盤
の
理
解

に
資
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
研
究
に
お
い
て
は
、
高

次
認
知
課
題
を
対
象
と
し
て
、
課
題
間
の
転
移
が
可
能
に
な

る
よ
う
な
訓
練
効
果
を
実
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
よ
っ
て
、
注
意
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
、
情
動
表
出
の
制
御
、
自
己
の
意
識
化
が
変
容
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
、
こ
の
う
ち
最
も
研
究
が
進
ん

で
い
る
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
当

て
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
関
す
る
科
学
的
研
究
に
よ
り
、

瞑
想
実
践
の
初
期
の
効
果
と
し
て
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
コ

ン
フ
リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
、
対
立
す
る
複
数
の
情
報

処
理
課
題
を
う
ま
く
調
整
し
て
実
行
す
る
能
力
の
こ
と
で
、
色

つ
き
文
字
で
示
さ
れ
た
単
語
の
意
味
を
無
視
し
て
色
名
を
呼

称
さ
せ
る
ス
ト
ル
ー
プ
課
題
等
を
用
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

我
々
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
熟
達
者
に
お
け
る
変

化
で
は
な
く
、
瞑
想
の
初
期
の
効
果
に
焦
点
を
絞
る
。
研
究

の
第
一
段
階
と
し
て
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
要

す
る
課
題
を
用
い
て
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る

課
題
成
績
の
向
上
を
実
現
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
の
研

究
で
は
、
訓
練
効
果
そ
の
も
の
以
上
に
、
コ
ン
フ
リ
ク
ト
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
課
題
に
お
い
て
有
効
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号

を
探
索
し
、
以
降
の
段
階
の
実
現
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
用
い
て
瞑
想
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
訓
練
の
別

の
課
題
へ
の
般
化
を
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
の
最
大
の
特
徴
は
、
自
身
の
呼
吸
な
ど
に
対
す

る
注
意
集
中
の
訓
練
の
結
果
、
瞑
想
時
の
訓
練
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
様
々
な
認
知
課
題
、
情
動
制
御
課
題
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
効
果
が
波
及
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
を
再
現
す

る
た
め
に
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
訓
練
時
に
は
、
訓

練
評
価
課
題
で
あ
る
認
知
制
御
課
題
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

課
題
を
用
い
る
。
般
化
可
能
な
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
認
知
制
御
課
題
の
成
績
と
連
関

し
た
脳
活
動
、
あ
る
い
は
訓
練
前
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
得
ら
れ
た
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各
実
験
協
力
者
の
認
知
制
御
課
題
実
施
時
の
脳
活
動
を
用
い

て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
別
の

課
題
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
認
知
制
御

課
題
の
成
績
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
が
研
究
の
第
二
段
階
と
な
る
。

現
在
、
本
研
究
は
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
上
田

祥
行
氏
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
行
動
課
題
の
作
成
と
、
行

動
実
験
を
用
い
た
訓
練
効
果
の
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
る
。
以
下
で
は
、
現
在
ま
で
の
研
究
進
捗
を
概
観
し
、
あ

わ
せ
て
、
今
度
の
計
画
、
課
題
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

認
知
制
御
課
題
を
用
い
た
転
移
可
能
な

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
手
法
の
開
発

本
研
究
開
発
の
目
標
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

用
い
て
般
化
可
能
な
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
訓
練
す

る
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
訓
練
時
に
用
い
た
課
題
の
成
績
を
向
上

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
訓
練
時
と
異
な
る
課
題
の
成
績
も
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
手
法
を
開
発
す

る
。
こ
れ
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
で
生
じ
て
い
る
注
意

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
向
上
の
本
質
部
分
で
あ
る
。

研
究
の
第
一
段
階
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
関

す
る
脳
機
能
計
測
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
行
動
課
題
を
設

定
し
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
訓
練
を
実
現
す

る
。
こ
の
成
果
に
基
づ
き
、
第
二
段
階
で
は
、
般
化
可
能
な

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
現
す
る
た
め
に
、
第
一
段

階
で
用
い
た
課
題
を
効
果
の
評
価
課
題
と
し
て
用
い
、
ニ
ュ

ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
訓
練
時
に
は
こ
れ
と
異
な
る

課
題
を
用
い
る
。
訓
練
時
の
課
題
と
し
て
は
、
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
瞑
想
に
近
い
、
自
身
の
身
体
状
態
に
注
意
を
集
中
す

る
課
題
を
用
意
し
、
般
化
可
能
性
を
評
価
す
る
。

進
捗
状
況

現
在
、
行
動
課
題
を
選
定
し
、
行
動
実
験
を
通
し
て
ニ
ュ

ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
訓
練
の
た
め
の
準
備
作
業
を
進
め
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
M
S
I
T︵M

ulti-Source Interference 

Task, Bush &
 Shin, 2006

︶
と
呼
ば
れ
る
注
意
の
制
御
機
能
に
関

す
る
課
題
を
選
定
す
る
。
こ
の
課
題
を
選
ん
だ
理
由
は
い
く

つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
研
究
か

ら
、
瞑
想
に
よ
る
訓
練
の
初
期
の
効
果
は
主
と
し
て
コ
ン
フ

リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
機
能
に
関
し
て
生
じ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
M
S
I
T
は
コ
ン
フ
リ
ク
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
効
果
、
特
に
そ
の
脳
活
動
を
最
大
限
検
出

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
計
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、
今
回

の
目
的
に
最
適
と
い
え
る
。
第
二
に
、
我
々
の
グ
ル
ー
プ
で

は
M
S
I
T
を
用
い
た
脳
機
能
計
測
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
を
設
計
す
る
際
に
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

M
S
I
T
課
題
は
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
各
試
行
で
は
、
画
面
上
に
三
つ
の
数
字
が
呈
示
さ
れ
る
。

数
字
は
、
1
、
2
、
3
、
0
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
三
か
所

の
数
字
の
う
ち
二
か
所
は
同
じ
数
字
、
残
り
一
か
所
に
異
な

る
数
字
が
呈
示
さ
れ
る
︵
例
え
ば
、
2
2
1
︶。
実
験
協
力
者

の
課
題
は
一
つ
だ
け
異
な
る
数
字
を
見
つ
け
、
そ
の
数
字
に

対
応
す
る
キ
ー
を
押
す
こ
と
で
あ
る
。
反
応
キ
ー
は
水
平
に

並
ん
だ
三
つ
の
キ
ー
で
あ
り
、
右
手
を
使
っ
て
反
応
す
る
。
数

字
の
1
に
対
し
て
人
差
し
指
、
2
に
対
し
て
中
指
、
3
に
対

し
て
薬
指
を
使
っ
た
対
応
す
る
位
置
の
キ
ー
に
対
す
る
反
応

が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
2
2
1
の
例
で
あ
れ
ば
、
人
差

し
指
で
一
番
左
側
の
キ
ー
を
押
す
の
が
正
解
と
な
る
。
0
に

対
し
て
反
応
は
求
め
ら
れ
ず
、
0
が
単
独
で
画
面
に
呈
示
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
実
験
で
は
、
統
制
試
行
と
干
渉
試
行
の

二
種
類
の
試
行
が
用
い
ら
れ
る
。
統
制
試
行
は
、
1
0
0
、

0
2
0
、
0
0
3
で
、
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
タ
は
0
で
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
刺
激
が
対
応
す
る
位
置
に
呈
示
さ
れ
干
渉
が
起
こ
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
干
渉
試
行
は
、
2
2
1
、
2
3
3
、
1
3
1

な
ど
、
0
で
な
い
デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
タ
が
用
い
ら
れ
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
位
置
が
反
応
キ
ー
の
位
置
と
異
な
っ
て
い
る
。
干
渉

試
行
に
お
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
う
る
デ
ィ
ス
ト
ラ

ク
タ
︵
1
、
2
、
3
︶
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
干
渉
と
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
呈
示
位
置
と
反
応
キ
ー
の
位
置
が
不
一
致
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
干
渉
の
効
果
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

課
題
で
は
、
干
渉
試
行
と
統
制
試
行
の
平
均
反
応
時
間
の
差

を
認
知
的
干
渉
効
果
と
定
義
す
る
。
実
験
は
、
通
常
、
数
試

行
か
ら
な
る
統
制
試
行
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
干
渉
試
行
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
交
代
で
実
施
す
る
（
図
1
）。

図1

フェーズI：高次注意制御課題を用いたニューロフィードバックの実現

脳内状態の推定
フィードバック信号の計算

MSIT課題

課題の難易度調整

脳機能計測

干渉条件

反応時間差＝干渉効果

統制条件
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す
で
に
M
S
I
T
課
題
遂
行
時
の
脳
活
動
計
測
を
行
っ
た

デ
ー
タ
を
約
一
〇
〇
名
分
収
集
し
て
お
り
、
現
在
、
別
の
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
脳
活
動
や
行
動
の
個
人
差
の
検

討
を
目
的
と
し
て
解
析
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
解
析
か
ら
、
こ

の
課
題
の
成
績
、
特
に
干
渉
効
果
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
大

き
な
個
人
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
個
人
差
の
一
部
は
、
ド

ー
パ
ミ
ン
、
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
に
関
連
す
る
遺
伝
子
多
型
に

よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
、
遺
伝
子
多
型
に
よ
る
差
異

は
、
脳
活
動
の
パ
タ
ー
ン
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
見
出
し
た
。
こ
の
課
題
を
用
い
た
訓
練
効
果
の
検
討
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
個
人
差
と
そ
れ
に
伴
う
脳
活
動
の
パ
タ
ー

ン
の
差
異
の
情
報
は
、
訓
練
に
よ
る
脳
活
動
の
変
化
を
検
討

す
る
う
え
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
度
の
研
究
計
画

ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
M
S
I
T
課
題
自
体
の
ニ
ュ

ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
訓
練
の
実
現
を
目
指
す
。
具

体
的
に
は
、
M
S
I
T
課
題
を
実
行
し
て
い
る
と
き
の
脳
活

動
を
測
定
し
、
直
前
の
統
制
試
行
ブ
ロ
ッ
ク
、
干
渉
試
行
ブ

ロ
ッ
ク
の
脳
活
動
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
課
題
の
難
易
度
を
調

整
す
る
形
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
訓
練
の
手
順
は
、

deBettencourt et al. ︵2015

︶
に
準
じ
た
方
法
を
用
い
る
。
ニ

ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
訓
練
フ
ェ
ー
ズ
の
前
に
訓

練
前
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
後
に
訓
練
後
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
三
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
、
訓
練
前
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
訓
練
後
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
課
題
成
績
の
差
異
を
訓
練
効
果
と
す
る
。
統
制
条
件
と
し

て
は
、
別
の
実
験
参
加
者
の
脳
活
動
を
用
い
て
ニ
ュ
ー
ロ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
群
、
お
よ
び
ラ
ン
ダ
ム
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
行
う
群
を
設
定
し
て
、
訓
練
群
と
の
比
較
を
行
う

（
図
1
）。

第
二
段
階
で
は
、
第
一
段
階
の
成
果
に
基
づ
き
、
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
訓
練
の
般
化
可
能
性
を
評
価
す

る
。
具
体
的
に
は
、
訓
練
の
効
果
を
評
価
す
る
課
題
と
し
て

引
き
続
き
M
S
I
T
を
用
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
は
別
の
課
題
を
用
い
る
（
図
2
）。
訓
練
課
題
の
う
ち
、

最
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
近
い
も
の
と
し
て
、
集
中

瞑
想
と
呼
ば
れ
る
瞑
想
技
法
に
近
い
課
題
を
設
計
す
る
。
こ

れ
は
、Shibata et al. ︵2011

︶
が
用
い
た
方
法
に
類
似
の
も
の

で
あ
る
。
こ
の
課
題
で
は
、
自
身
の
呼
吸
に
注
意
を
集
中
す

る
こ
と
を
求
め
る
代
わ
り
に
、
画
面
に
呈
示
さ
れ
る
刺
激
に

注
意
を
集
中
し
、
そ
の
刺
激
の
大
き
さ
が
一
定
の
状
態
に
保

た
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
の
瞑
想
課
題
で
は
明
確
な
行
動
課
題
が
含
ま
れ
て
い
な

い
た
め
、
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
の
設
定
が
カ
ギ

と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
実
験
協
力
者
ご
と
に
訓
練
前
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
実
施
し
た
M
S
I
T
課
題
時
の
脳
活
動
デ
ー
タ
か
ら

M
S
I
T
課
題
の
遂
行
と
最
も
よ
く
相
関
す
る
マ
ル
チ
ボ
ク

セ
ル
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
し
て
お
き
、
訓
練
時
は
、
こ
の
マ
ル

チ
ボ
ク
セ
ル
パ
タ
ー
ン
活
動
を
用
い
て
図
形
サ
イ
ズ
と
し
て

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
。

こ
の
集
中
瞑
想
課
題
に
近
い
訓
練
課
題
で
般
化
が
生
じ
れ

ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
と
い
う
目
的
は
ほ
ぼ
達
せ
ら
れ
た
と
言
え
る
が
、
課
題
が

非
常
に
異
な
る
た
め
に
こ
の
目
的
は
容
易
に
達
成
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
の
対
処
と
し
て
、
も
う
少
し

M
S
I
T
課
題
に
近
い
課
題
を
訓
練
課
題
と
し
て
用
い
、
課

題
間
の
転
移
の
検
討
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
お
く
。
例
え
ば
、

標
準
的
な
認
知
制
御
課
題
の
一
つ
で
あ
る
ス
ト
ル
ー
プ
課
題

等
を
用
い
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
。

お
わ
り
に

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
技
術
に
お
い
て
マ
イ
ン
ド
フ

フェーズII（1）：般化可能なニューロフィードバックの実現

ニューロフィードバック

フィードバック
信号の計算

フィードバック信号
のデザイン

脳内状態の推定

MSIT課題 注意集中課題 MSIT課題

課題成績の
向上

訓練セッション 訓練後（テスト）訓練前

図2
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ル
ネ
ス
瞑
想
の
持
つ
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
制
御
対
象
が
自

己
の
内
的
状
態
と
い
う
﹁
主
観
そ
の
も
の
﹂
と
も
言
え
る
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
知
覚
学
習
の
よ
う
な
、
明
示
的
に
ゴ
ー
ル

状
態
を
定
義
で
き
る
課
題
と
は
対
照
的
で
、
い
わ
ば
評
価
関

数
を
持
た
ず
に
学
習
を
試
み
て
い
る
状
態
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
古
来
か
ら
の
様
々
な
瞑
想
技
法
は
、
こ
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
、
自
身
の
呼
吸
や
心
的
イ
メ
ー
ジ
に
意
識
を

集
中
す
る
と
い
う
具
体
的
な
課
題
を
設
定
し
、
自
身
で
評
価

可
能
な
﹁
評
価
関
数
﹂
を
導
入
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
こ
と
は
問
題
と
し
て
の
難
し
さ
で
あ
る
と
同
時

に
、
技
術
と
し
て
確
立
で
き
た
場
合
の
革
新
性
、
イ
ン
パ
ク

ト
も
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
確
に
定
義
さ
れ
た
課
題
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
、
通
常
の
課
題
学
習
の
代
替
手
法
と
い
う
側
面
が

強
い
の
に
対
し
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
達
成
す
べ
き
ス
キ
ル
の
獲
得
の
効
率
を
大

幅
に
向
上
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
身
の
脳
活

動
の
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
信
号
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
明
確
な
効
果
感
を
持
た
ず
に
長
期
間
の
訓
練
を
要

す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
、
明
確
に
変
化
を
体
感
し

つ
つ
短
期
間
で
同
等
の
効
果
を
得
る
手
法
へ
と
改
善
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス

低
減
、
う
つ
病
の
再
発
防
止
、
自
己
制
御
能
力
の
向
上
と
い

っ
た
多
く
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
対
し
て
計
り
知
れ

な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
う
る
。
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